
Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリー
ス 15
初版：2023年 12月 18日

シスコシステムズ合同会社
〒107-6227東京都港区赤坂9-7-1 ミッドタウン・タワー
http://www.cisco.com/jp
お問い合わせ先：シスココンタクトセンター

0120-092-255（フリーコール、携帯・PHS含む）
電話受付時間：平日 10:00～12:00、13:00～17:00
http://www.cisco.com/jp/go/contactcenter/



【注意】シスコ製品をご使用になる前に、安全上の注意（ www.cisco.com/jp/go/safety_warning/）をご確認ください。本書は、米国シスコ発行ド
キュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更され
ている場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容については米国サイトのドキュメントを参照くだ

さい。また、契約等の記述については、弊社販売パートナー、または、弊社担当者にご確認ください。

THE SPECIFICATIONS AND INFORMATION REGARDING THE PRODUCTS IN THIS MANUAL ARE SUBJECT TO CHANGE WITHOUT NOTICE. ALL STATEMENTS,
INFORMATION, AND RECOMMENDATIONS IN THIS MANUAL ARE BELIEVED TO BE ACCURATE BUT ARE PRESENTED WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND,
EXPRESS OR IMPLIED. USERS MUST TAKE FULL RESPONSIBILITY FOR THEIR APPLICATION OF ANY PRODUCTS.

THE SOFTWARE LICENSE AND LIMITED WARRANTY FOR THE ACCOMPANYING PRODUCT ARE SET FORTH IN THE INFORMATION PACKET THAT SHIPPED WITH
THE PRODUCT AND ARE INCORPORATED HEREIN BY THIS REFERENCE. IF YOU ARE UNABLE TO LOCATE THE SOFTWARE LICENSE OR LIMITED WARRANTY,
CONTACT YOUR CISCO REPRESENTATIVE FOR A COPY.

The Cisco implementation of TCP header compression is an adaptation of a program developed by the University of California, Berkeley (UCB) as part of UCB's public domain version of
the UNIX operating system. All rights reserved. Copyright © 1981, Regents of the University of California.

NOTWITHSTANDING ANY OTHER WARRANTY HEREIN, ALL DOCUMENT FILES AND SOFTWARE OF THESE SUPPLIERS ARE PROVIDED “AS IS" WITH ALL FAULTS.
CISCO AND THE ABOVE-NAMED SUPPLIERS DISCLAIM ALL WARRANTIES, EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, THOSE OF
MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT OR ARISING FROM A COURSE OF DEALING, USAGE, OR TRADE PRACTICE.

IN NO EVENT SHALL CISCO OR ITS SUPPLIERS BE LIABLE FOR ANY INDIRECT, SPECIAL, CONSEQUENTIAL, OR INCIDENTAL DAMAGES, INCLUDING, WITHOUT
LIMITATION, LOST PROFITS OR LOSS OR DAMAGE TO DATA ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE THIS MANUAL, EVEN IF CISCO OR ITS SUPPLIERS
HAVE BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES.

Any Internet Protocol (IP) addresses and phone numbers used in this document are not intended to be actual addresses and phone numbers. Any examples, command display output, network
topology diagrams, and other figures included in the document are shown for illustrative purposes only. Any use of actual IP addresses or phone numbers in illustrative content is unintentional
and coincidental.

All printed copies and duplicate soft copies of this document are considered uncontrolled. See the current online version for the latest version.

Cisco has more than 200 offices worldwide. Addresses and phone numbers are listed on the Cisco website at www.cisco.com/go/offices.

Cisco and the Cisco logo are trademarks or registered trademarks of Cisco and/or its affiliates in the U.S. and other countries. To view a list of Cisco trademarks, go to this URL:
https://www.cisco.com/c/en/us/about/legal/trademarks.html. Third-party trademarks mentioned are the property of their respective owners. The use of the word partner does not imply a
partnership relationship between Cisco and any other company. (1721R)

© 2023 Cisco Systems, Inc. All rights reserved.

https://www.cisco.com/c/en/us/about/legal/trademarks.html


目次

はじめに xxixはじめに：

目的 xxix

対象読者 xxix

マニュアルの構成 xxx

関連資料 xxxii

表記法 xxxiii

マニュアルとサービスリクエスト xxxiv

シスコ製品のセキュリティの概要 xxxiv

新機能および変更された機能に関する情報 1第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報 1

概要 3第 I 部：

Cisco Unified Communications Manager一括管理ツール（BAT） 5第 2 章

Cisco Unified Communications Manager一括管理ツールについて 5

BATのインストール 7

BATデータ入力ファイル 7

BAT設定マルチステッププロセスの実行 7

BATメニューについて 8

BAT設定テンプレート 9

標準電話テンプレート 10

CSVデータファイルによるテンプレート値のオーバーライド 10

テンプレートのオーバーライド例 10

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
iii



CSVデータファイルによる新規デバイスの追加 10

CSVデータファイルによる既存のデバイスの更新 11

CSVデータファイル形式とカスタムファイル形式 12

CSVデータファイルを作成するために BATスプレッドシートのデータを収集する 14

BATデータ入力ファイルの検証 16

データベースへの BATデータ入力ファイルレコードの挿入 17

BATアプリケーションWebブラウザに関する考慮事項 18

BATオンラインヘルプへのアクセス 18

Cisco Unified Communications Managerバージョンの確認 19

ファイルのアップロードとダウンロード 21第 I I 部：

ファイルのアップロードおよびダウンロード 23第 3 章

サーバ上のダウンロード可能なファイルの検索 23

サーバからのファイルのダウンロード 25

サーバへのファイルのアップロード 25

サーバからのファイルの削除 26

電話 29第 I I I 部：

電話テンプレート 31第 4 章

データベースへの電話機の追加 31

BAT電話機テンプレート 32

BAT電話機テンプレートの検索 32

新しい BAT電話機テンプレートの作成 34

BATテンプレート内の電話回線の追加または更新 34

BATテンプレートでの IPサービスの追加または更新 35

BATテンプレート内の短縮ダイヤルの追加または更新 36

BATテンプレート内の話中ランプフィールドの追加または更新 37

BATテンプレート内の話中ランプフィールダイレクト通話パークの追加または更新 38

BATテンプレート内のインターコムテンプレートの追加または更新 39

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
iv

目次



BAT電話機テンプレートの変更 40

BAT電話機テンプレートのコピー 41

BAT電話機テンプレートの削除 42

BAT電話機テンプレートフィールドの説明 42

BATテンプレートの電話回線フィールドの説明 88

インターコムテンプレートを追加するための BATテンプレートのフィールドの説明 113

BATスプレッドシートを使用した電話用 CSVデータファイルの作成 116

BATスプレッドシートの電話フィールドの説明 119

Jabberデバイスの更新 150

Jabberデバイスの名前の変更 150

電話ファイル形式 151第 5 章

テキストエディタによる電話用 CSVデータファイルの作成 151

電話ファイル形式の検索 152

CSVデータファイル用の電話機ファイル形式の設定 153

テキストエディタを使用したカスタム電話機ファイル形式の作成 153

CSVデータファイル用のカスタム電話機ファイル形式のコピー 154

CSVデータファイル用のカスタムファイル形式の変更 155

既存の CSVデータファイル形式の削除 156

テキストベースのファイル形式と CSVデータファイルの関連付け 157

電話レコードの検証 159第 6 章

CSVデータファイルの電話機レコードの確認 159

電話の確認に関する考慮事項 160

電話機レコードの検証関連のトピック 161

電話の挿入 163第 7 章

Unified Communications Managerへの電話の挿入 163

電話の挿入関連のトピック 166

電話の更新 167第 8 章

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
v

目次



クエリを使用した電話機の更新 167

カスタムファイルを使用した電話機の更新 169

更新パラメータの選択 170

電話の更新フィールドの説明 171

電話の削除 191第 9 章

クエリを使用した電話機の削除 191

カスタムファイルを使用した電話機の削除 193

未割り当ての電話番号の削除 195

電話のエクスポート 197第 1 0 章

電話機レコードのエクスポート 197

エクスポートされる電話機レコードのフィールド 198

電話機レコードのエクスポート 202

エクスポートまたはインポートする複数のユーザ電話機 204

電話のエクスポート関連のトピック 204

電話回線の追加および更新 205第 1 1 章

クエリを使用した電話回線の更新 205

電話回線の更新フィールドの説明 207

既存の電話機および UDPへの電話回線の追加 216

BATスプレッドシートを使用した既存の電話機への電話回線の追加 217

BATスプレッドシートを使用して回線を追加する場合の電話回線フィールドの説明 218

電話のリセット/リスタート 225第 1 2 章

クエリを使用した電話機のリセットまたは再起動 225

カスタムファイルを使用した電話機のリセットまたは再起動 227

クエリを使用した電話のワイプまたはロック 228

カスタムファイルを使用した電話のワイプまたはロック 230

電話レポート 233第 1 3 章

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
vi

目次



電話レポートの生成 233

電話レポートの生成 234

電話および IPテレフォニーデバイスレポート 235

ダミーMACアドレスを含む電話機リストの生成 240

電話の移行 241第 1 4 章

SCCPから SIPへの電話機の移行 241

電話の移行関連のトピック 243

インターコムの追加および更新 245第 1 5 章

インターコム DNの更新 245

インターコム DNの追加 246

[インターコムDNの更新（Intercom DN Update）]フィールドの説明 247

ユーザ 249第 I V 部：

ユーザの追加 251第 1 6 章

新しいユーザグループの追加およびユーザの関連付け 251

ユーザの追加 252

BATスプレッドシートを使用したユーザー用 CSVデータファイルの作成 252

BATスプレッドシートのユーザデータフィールドの説明 254

ユーザの追加関連のトピック 257

ユーザテンプレート 259第 1 7 章

BATユーザテンプレートの検索 259

新しい BATユーザテンプレートの作成 260

BATユーザテンプレートの変更 261

BATユーザテンプレートのコピー 261

BATユーザテンプレートの削除 262

BATユーザテンプレートのフィールドの説明 262

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
vii

目次



ユーザの挿入 269第 1 8 章

Unified Communications Managerデータベースへのユーザの挿入 269

ユーザの挿入関連のトピック 271

ユーザの更新 273第 1 9 章

CSVデータファイルを使用したユーザ情報の更新 273

更新中の既存のユーザ情報の保持 274

BATスプレッドシートを使用したユーザ更新用 CSVデータファイルの作成 275

BATスプレッドシートのユーザデータ更新フィールドの説明 276

Cisco Unified Communications Managerディレクトリ内のユーザ情報の更新 280

ユーザ更新の設定 281

クエリを使用したユーザの更新 285

ユーザクエリの更新パラメータの選択 287

ユーザの更新関連のトピック 288

ユーザの削除 289第 2 0 章

クエリを使用したユーザの削除 289

カスタムファイルを使用したユーザの削除 291

ユーザレコードのエクスポート 293第 2 1 章

ユーザレコードのエクスポート 293

ユーザレコードのエクスポート関連のトピック 295

パスワードおよび PINのリセット 297第 2 2 章

パスワードと PINのリセット 297

クエリを使用したユーザーパスワードおよび PINのリセット 297

カスタムファイルを使用したユーザパスワードと PINのリセット 300

ユーザレポートの生成 303第 2 3 章

ユーザレポートの生成 303

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
viii

目次



ラインアピアランス 307第 2 4 章

ラインアピアランスの表示 307

ラインアピアランスのエクスポート 308

ラインアピアランスの更新 310

エンドユーザ CAPFプロファイル 313第 2 5 章

エンドユーザ CAPFプロファイルの挿入 313

エンドユーザ CAPFプロファイルの削除 314

エンドユーザ CAPFプロファイルのエクスポート 315

BATスプレッドシートエンドユーザ CAPFプロファイルのフィールドの説明 317

電話とユーザ 319第 V 部：

ユーザ付きの電話 321第 2 6 章

新しい電話機とユーザの追加 321

BATスプレッドシートを使用したユーザと電話機の追加 322

ユーザ付きの電話関連のトピック 322

電話およびユーザファイル形式 325第 2 7 章

電話およびユーザファイル形式の追加 325

電話およびユーザファイル形式関連のトピック 326

電話とユーザの検証 327第 2 8 章

電話機レコードとユーザレコードの検証 327

電話とユーザの検証関連のトピック 328

電話とユーザの挿入 329第 2 9 章

Unified Communications Managerへの電話機とユーザの挿入 329

電話とユーザの挿入関連のトピック 331

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
ix

目次



マネージャとアシスタント 333第 V I 部：

Cisco Unified Communications Manager Assistant 335第 3 0 章

Cisco Unified Communications Manager Assistant用電話機および回線 335

Cisco Unified Communications Manager Assistantのプロキシ回線モードでの電話機のセット

アップ 336

Cisco Unified Communications Manager Assistantマネージャ電話テンプレートのデフォル

ト設定 337

マネージャおよびアシスタントのプロキシ回線の設定 338

Cisco Unified Communications Manager Assistantの新しいマネージャ/アシスタント電話機

でのプロキシ回線のセットアップ 342

Cisco Unified Communications Manager Assistantの既存のマネージャ/アシスタント電話機

でのプロキシ回線のセットアップ 343

Cisco Unified Communications Manager Assistantの共有回線モードでの電話機のセットアッ

プ 343

共有回線モードのマネージャ電話の設定 344

共有回線モードのアシスタント電話機の設定 345

マネージャおよびアシスタントの共有回線の設定 345

マネージャ -アシスタント関連付け用 CSVデータファイル 346

BATスプレッドシートを使用したマネージャ/アシスタントアソシエーションの追加また

は更新 347

BATスプレッドシートを使用したマネージャとアシスタントの関連付けの追加および更

新 347

デフォルトのマネージャ-アシスタントの CSVデータファイルの作成 348

カスタムマネージャ/アシスタント CSVデータファイルの作成 350

マネージャ-アシスタント関連付け用 CSVデータファイル関連のトピック 351

マネージャとアシスタントの挿入 353第 3 1 章

Cisco Unified Communications Managerへのマネージャ/アシスタントアソシエーションの挿

入 353

マネージャとアシスタントの挿入関連のトピック 355

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
x

目次



マネージャとアシスタントの削除 357第 3 2 章

Cisco Unified Communications Managerからの特定のマネージャ/アシスタントアソシエーショ

ンの削除 357

マネージャの削除 359第 3 3 章

Cisco Unified Communications Managerからのマネージャの削除 359

クエリを使用したマネージャアソシエーションの削除 359

カスタムファイルを使用したマネージャアソシエーションの削除 361

マネージャの削除関連のトピック 362

アシスタントの削除 363第 3 4 章

Cisco Unified Communications Managerからのアシスタントの削除 363

クエリを使用したアシスタントアソシエーションの削除 363

カスタムファイルを使用したアシスタントアソシエーションの削除 365

マネージャおよびアシスタントレポートの生成 367第 3 5 章

Cisco Unified Communications Manager Assistantのマネージャとアシスタントに関するレポー

トの生成 367

レポートログファイル 369

マネージャとアシスタントに関するレポートの生成関連のトピック 369

ユーザデバイスプロファイル 371第 V I I 部：

ユーザデバイスプロファイルの管理 373第 3 6 章

ユーザデバイスプロファイルの追加 373

BATスプレッドシートを使用したユーザデバイスプロファイル CSVデータファイルの

作成 374

BATスプレッドシートのユーザデバイスプロファイルフィールドの説明 376

ユーザデバイスプロファイル関連のトピック 390

ユーザデバイスプロファイルテンプレート 391第 3 7 章

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
xi

目次



ユーザデバイスプロファイルテンプレートの検索 391

ユーザデバイスプロファイル一括管理ツール（BAT）テンプレートの作成 392

BATスプレッドシートのユーザデバイスプロファイルテンプレートフィールドの説明 394

ユーザデバイスプロファイル BATテンプレートの変更 397

ユーザデバイスプロファイルテンプレートのコピー 398

ユーザデバイスプロファイルテンプレートの削除 398

ユーザデバイスプロファイルのファイル形式 401第 3 8 章

ユーザーデバイスプロファイルのファイル形式の設定 401

UDPファイル形式の検索 401

UDPファイル形式の作成 402

UDPファイル形式のコピー 404

UDPファイル形式の変更 405

UDPファイル形式の削除 405

ユーザーデバイスプロファイルのファイル形式の追加 407第 3 9 章

ユーザーデバイスプロファイルのファイル形式の追加 407

UDPファイル形式の作成関連のトピック 408

ユーザデバイスプロファイルの検証 409第 4 0 章

ユーザデバイスプロファイルの検証 409

ユーザデバイスプロファイルの検証の制限事項 410

ユーザデバイスプロファイルの検証関連のトピック 411

UDPの生成 413第 4 1 章

ユーザデバイスに関するユーザデバイスプロファイルの挿入 413

ユーザデバイスプロファイルの生成関連のトピック 415

ユーザデバイスプロファイルの更新 417第 4 2 章

クエリを使用した UDPの更新 417

カスタムファイルを使用した UDPの更新 418

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
xii

目次



更新パラメータの選択 420

UDP更新フィールドの説明 421

ユーザデバイスプロファイルの削除 427第 4 3 章

クエリを使用した UDPの削除 427

カスタムファイルを使用した UDPの削除 429

UDPの削除関連のトピック 430

ユーザデバイスプロファイルのエクスポート 431第 4 4 章

すべてのユーザデバイスプロファイルの詳細形式 431

固有のユーザデバイスプロファイル形式 435

ユーザデバイスプロファイルレコードのエクスポート 436

デバイスプロファイルおよびユーザデバイスプロファイルの回線属性の更新 439第 4 5 章

デバイスおよび UDP回線の更新 439

クエリを使用したデバイスおよび UDP回線の更新 439

ユーザデバイスプロファイルの回線更新関連のトピック 442

UDP回線の追加 443第 4 6 章

既存の UDPへの回線の追加 443

BATスプレッドシートを使用した既存の UDPへの回線の追加 444

BATスプレッドシートの UDP回線フィールドの説明 446

UDP回線の追加関連のトピック 450

UDPレポートの生成 451第 4 7 章

BATレポートの生成 451

ユーザデバイスプロファイルレポートの生成 452

UDPレポートの生成関連のトピック 454

UDPのインターコム DNの追加および更新 455第 4 8 章

ユーザデバイスプロファイルのインターコム DNの更新 455

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
xiii

目次



ユーザデバイスプロファイルへのインターコム DNの追加 456

UDPのインターコム DN更新フィールドの説明 457

ゲートウェイ 459第 V I I I 部：

ゲートウェイテンプレート 461第 4 9 章

Ciscoゲートウェイの追加 461

BATを使用した Cisco VG200ゲートウェイの追加 461

BATを使用した Cisco Catalyst 6000（FXS）ゲートウェイおよびポートの追加 462

BATを使用した Cisco VG224ゲートウェイの追加 463

BATを使用した Cisco VG202および Cisco VG204ゲートウェイの追加 464

Cisco VG310 Gatewayテンプレートの追加 465

Cisco VG320 Gatewayテンプレートの追加 465

Cisco VG350 Gatewayテンプレートの追加 466

BATを使用した Cisco VG410 Gatewayの追加 466

BATを使用した Cisco VG420 Gatewayの追加 467

BATを使用した Cisco VG450 Gatewayの追加 468

BATを使用した Cisco ISR 4461 Gatewayの追加 468

ゲートウェイテンプレートの検索 469

ゲートウェイテンプレートの追加または編集 471

Cisco VG200ゲートウェイテンプレートの作成 472

Cisco VG200ゲートウェイテンプレートへのポートの追加 474

VG200ゲートウェイテンプレートへの FXSポートの追加 474

VG200ゲートウェイテンプレートへの FXOポートの追加 475

VG200ゲートウェイテンプレートへのデジタルアクセス T1（T1-CAS）ポートの追加
476

T1 PRIまたは E1 PRIデバイスの VG200ゲートウェイテンプレートへの追加 477

Cisco Catalyst 6000（FXS）ゲートウェイテンプレートの作成 477

Cisco VG224ゲートウェイテンプレートの作成 478

FXSポートの VG224ゲートウェイテンプレートへの追加 479

Cisco VG202または VG204ゲートウェイテンプレートの作成 480

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
xiv

目次



VG202または VG204ゲートウェイテンプレートへの FXSポートの追加 482

Cisco VG310 Gatewayテンプレートの作成 483

Cisco VG320 Gatewayテンプレートの作成 483

Cisco VG350 Gatewayテンプレートの作成 484

Cisco VG410 Gatewayテンプレートの作成 485

Cisco VG420 Gatewayテンプレートの作成 485

Cisco VG450 Gatewayテンプレートの作成 486

Cisco ISR 4461 Gatewayテンプレートの作成 487

ゲートウェイの設定項目 487

VG200ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明 488

VG224ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明 489

VG202および VG204ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明 490

VG310 Gatewayテンプレートのフィールドの説明 491

VG320 Gatewayテンプレートのフィールドの説明 492

VG350 Gatewayテンプレートのフィールドの説明 493

VG410ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明 494

VG420ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明 495

VG450 Gatewayテンプレートのフィールドの説明 496

ISR 4461 Gatewayテンプレートのフィールドの説明 498

Cisco Catalyst 6000 24ポート FXSゲートウェイテンプレートのフィールドの説明 499

FXS/FXOポートの設定フィールドの説明 504

Cisco VG200ゲートウェイテンプレートでのデジタルアクセス T1トランクのフィールド

の説明 513

Cisco VG200ゲートウェイテンプレートでの T1 PRIまたは E1 PRIトランクのフィールド

の説明 518

ポートの構成時の設定 533

POTSポートの設定項目 533

デジタルアクセス T1用 E & Mポートのフィールドの説明 536

ゲートウェイ設定関連のトピック 538

ゲートウェイファイル形式 541第 5 0 章

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
xv

目次



ゲートウェイファイル形式の検索 541

ゲートウェイファイル形式の設定 542

CSVデータファイル用のゲートウェイファイル形式の作成 542

既存のゲートウェイファイル形式のコピー 543

既存のゲートウェイファイル形式の変更 544

CSVデータファイルからのファイル形式の削除 545

ファイル形式の CSVデータファイルとの関連付け 545

ゲートウェイの挿入 547第 5 1 章

Cisco VG200ゲートウェイ用 CSVデータファイルの作成 547

BATスプレッドシートを使用した Cisco VG200ゲートウェイおよび T1 CAS、T1 PRI、E1

PRI、FXSまたは FXOポート用の CSVデータファイルの作成 548

Cisco Catalyst 6000（FXS）ポート用の CSVデータファイルの作成 550

Cisco VG224 Gatewayおよびポート用 CSVデータファイルの作成 551

BATスプレッドシートを使用した Cisco VG224 FXSゲートウェイおよびポート用の CSV

データファイルの作成 552

Cisco VG202および VG204ゲートウェイ用の CSVデータファイルの作成 554

BATスプレッドシートを使用した Cisco VG202および VG204の FXSゲートウェイおよび

ポート用の CSVデータファイルの作成 554

Cisco VG310 Gatewayおよびポート用 CSVデータファイルの作成 557

BATスプレッドシートを使用した Cisco VG310 FXSゲートウェイおよびポート用の CSV

データファイルの作成 557

Cisco VG320 Gatewayおよびポート用 CSVデータファイルの作成 560

BATスプレッドシートを使用した Cisco VG320 FXSゲートウェイおよびポート用の CSV

データファイルの作成 560

Cisco VG350 Gatewayおよびポート用 CSVデータファイルの作成 562

BATスプレッドシートを使用した Cisco VG350 FXSゲートウェイおよびポート用の CSV

データファイルの作成 563

Cisco VG410 Gateway用 CSVデータファイルの作成 565

BATスプレッドシートを使用した VG 410ゲートウェイ用の CSVデータファイルの作成
566

Cisco VG420 Gateway用 CSVデータファイルの作成 568

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
xvi

目次



BATスプレッドシートを使用した VG 420ゲートウェイ用の CSVデータファイルの作成
568

Cisco VG450 Gatewayおよびポート用 CSVデータファイルの作成 571

BATスプレッドシートを使用した Cisco VG450 FXSゲートウェイおよびポート用の CSV

データファイルの作成 571

Cisco ISR 4461 Gateway用 CSVデータファイルの作成 573

BATスプレッドシートを使用した Cisco ISR 4461ゲートウェイ用の CSVデータファイル

の作成 574

Cisco Unified Communications Managerへのゲートウェイとポートの挿入 576

Ciscoゲートウェイの削除 579第 5 2 章

クエリを使用したシスコゲートウェイレコードの削除 579

Ciscoゲートウェイの削除関連のトピック 581

Ciscoゲートウェイレポートの生成 583第 5 3 章

シスコゲートウェイレポートの生成 583

Ciscoゲートウェイレポート関連のトピック 585

強制承認コードおよびクライアント識別コード 587第 I X 部：

クライアント識別コードと強制承認コード 589第 5 4 章

BATを使用した CMCと FACのセットアップ 589

CMCおよび FAC機能の実装 590

BAT.xltを使用した CMCおよび FAC用 CSVデータファイルの作成 591

テキストエディタを使用したクライアント識別コードと強制承認コード用CSVデータファ

イルの作成 593

既存の CMCまたは FAC CSVデータファイルの編集 593

CMCおよび FAC用 CSVデータファイルの設定項目 594

BATを使用した CUCMデータベース内の CMCまたは FACの更新 595

データベースの CMCおよび FACを更新するための BAT設定項目 597

CMCおよび FAC設定関連のトピック 597

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
xvii

目次



強制承認コードとクライアント識別コードの削除 599第 5 5 章

コード設定の削除例 599

強制承認コードとクライアント識別コードの削除 601

強制承認コードとクライアント識別コード関連のトピック 602

コールピックアップグループ 603第 X 部：

コールピックアップグループの管理 605第 5 6 章

BATを使用したコールピックアップグループの設定 605

BAT.xltを使用したコールピックアップグループ用 CSVデータファイルの作成 606

テキストエディタを使用したコールピックアップグループ用の CSVデータファイルの作

成 607

既存のコールピックアップグループ CSVデータファイルの編集 608

コールピックアップグループ用 CSVファイルの設定項目 609

BATを使用した CUCMデータベース内のコールピックアップグループの更新 610

データベースのピックアップグループを更新するための BAT設定項目 611

コールピックアップグループ関連のトピック 612

コールピックアップグループの削除 613第 5 7 章

コールピックアップグループの削除 613

モビリティ 615第 X I 部：

アクセスリスト 617第 5 8 章

アクセスリストの挿入 617

アクセスリストの削除 618

アクセスリストのエクスポート 619

リモート接続先 623第 5 9 章

リモート接続先の挿入 623

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
xviii

目次



リモート接続先の削除 624

リモート接続先のエクスポート 625

リモート接続先プロファイル 629第 6 0 章

リモート接続先プロファイルテンプレート 629

リモート接続先プロファイルテンプレートの検索 629

リモート接続先プロファイルテンプレートの作成 631

リモート接続先プロファイルテンプレートでの回線の追加または更新 631

リモート接続先プロファイルテンプレートの削除 632

リモート接続先プロファイルテンプレートのフィールドの説明 632

リモート接続先プロファイルのファイル形式 635

テキストエディタを使用したリモート接続先用 CSVデータファイルの作成 635

リモート接続先ファイル形式の検索 636

リモート接続先プロファイルのファイル形式の設定 637

リモート接続先プロファイルのファイル形式の作成 637

リモート接続先プロファイルのファイル形式のコピー 638

リモート接続先プロファイルのファイル形式の変更 639

リモート接続先プロファイルのファイル形式の削除 640

リモート接続先ファイル形式と CSVデータファイルの関連付け 640

リモート接続先プロファイルの挿入 641

Cisco Unified Communications Managerでのリモート接続先プロファイルの挿入 641

リモート接続先プロファイルの削除 642

カスタムファイルを使用したリモート接続先プロファイルの削除 642

エクスポートユーティリティを使用したリモート接続先プロファイルのエクスポート 644

エクスポートユーティリティを使用したリモート接続先プロファイルのエクスポート 644

デフォルトのリモート接続先プロファイルファイル形式 646

モビリティプロファイル 649第 6 1 章

モビリティプロファイルの挿入 649

モビリティプロファイルの削除 650

モビリティプロファイルのエクスポート 651

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
xix

目次



リージョンマトリクス 655第 X I I 部：

リージョンマトリクスの更新 657第 6 2 章

リージョンマトリクスの実装と実装解除 657

インポート/エクスポート 659第 X I I I 部：

インポート/エクスポートメニュー 661第 6 3 章

設定データのエクスポート 661

設定データのエクスポートオプション 663

ログファイル 671

.tarファイルの編集 672

[インポート/エクスポート（Import/Export）]メニュー関連のトピック 673

構成データのインポート 675第 6 4 章

サーバーへの設定のインポート 675

循環依存関係 678

インポートまたはエクスポートでサポートされていない項目 679

オーバーライドのみ 679

Cisco Unified CallManager 4.xリリースからのアップグレード 680

インポート/エクスポートメニュー関連のトピック 681

インポートファイルの検証 683第 6 5 章

インポートファイルの検証項目 683

インポートファイルの検証 683

インポートファイルの検証関連のトピック 684

電話の移行 685第 X I V 部：

電話の移行の管理 687第 6 6 章

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
xx

目次



電話の移行に関する考慮事項 687

BATスプレッドシートを使用した電話移行用の CSVデータファイルの作成 688

電話の移行 689

Extension Mobility Cross Cluster（EMCC） 691第 X V 部：

Extension Mobility Cross Clusterテンプレート 693第 6 7 章

EMCCテンプレート 693

EMCCテンプレートの検索 693

新しい EMCCテンプレートの作成 694

EMCCテンプレートの削除 695

BAT EMCCテンプレートのフィールドの説明 696

EMCCテンプレート関連のトピック 697

EMCCデバイスの挿入、更新、および削除 699第 6 8 章

EMCCデバイスの挿入 699

EMCCデバイスの更新 700

EMCCデバイスの削除 701

Intercompany Media Engine（IME） 703第 X V I 部：

信頼要素 705第 6 9 章

信頼要素設定の挿入 705

IME信頼要素設定の削除 706

IME関連のトピック 707

信頼グループ 709第 7 0 章

IME信頼グループ設定の挿入 709

IME信頼グループ設定の削除 710

IME信頼グループの設定関連のトピック 711

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
xxi

目次



登録済みグループ 713第 7 1 章

IME登録済みグループ設定の挿入 713

IME登録済みグループ設定の削除 714

IME登録済みグループの設定関連のトピック 715

除外グループ 717第 7 2 章

IME除外グループ設定の挿入 717

IME除外グループ設定の削除 718

IME除外グループの設定関連のトピック 719

フォールバックプロファイル 721第 7 3 章

フォールバックプロファイル設定の挿入 721

フォールバックプロファイル設定の削除 722

フォールバックプロファイルの設定関連のトピック 723

機密アクセスレベルの設定 725第 X V I I 部：

機密アクセスレベルの設定 727第 7 4 章

機密アクセスレベルの設定について 727

CAL強制レベル 729

CALの制限 729

機密アクセスレベルのセットアップ 731

CUPS 733第 X V I I I 部：

CUPメニューを使用したライセンスの更新およびエクスポート 735第 7 5 章

CUPおよび CUPCユーザライセンスの更新とエクスポート 735

CUPSおよび CUPCユーザライセンスの追加または更新 736

すべての CUPS/CUPCユーザライセンス情報をエクスポートする 736

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
xxii

目次



Tool for Auto-Registered Phones Support 739第 X I X 部：

Tool for Auto-Registered Phones Support（TAPS）の管理 741第 7 6 章

TAPSの概要 741

TAPSの自動登録オプション 742

新しい電話機での TAPSの例 742

TAPSを使用した設定のリロード 743

保護された電話番号 744

TAPSユーザに対する言語プロンプト 744

TAPSのインストール 745

UCCXアプリケーションサーバでの TAPSアプリケーションの設定 746

TAPSサービスのアクティブ化 746

TAPSの開始、停止、および再起動 747

TAPSオプションの設定項目 748

TAPS自動登録の設定 748

TAPSセキュア電話番号オプション 749

セキュアな電話番号の検索 750

電話番号の制限 750

電話番号制限の削除 751

TAPSログファイルの表示 751

関連項目 752

Tool for Auto-Registered Phone Support（TAPS）ユーザロケール 753第 7 7 章

Tool for Auto-Registered Phone Supportのユーザロケール 753

Tool for Auto-Registered Phone Supportプロンプトへの言語の追加 754

Tool for Auto-Registered Phones Supportプロンプトから言語を削除する 755

新しい電話での TAPSプロンプトの言語の選択 755

Tool for Auto-Registered Phone Supportのユーザロケール関連のトピック 756

ジョブのスケジュール設定 757第 X X 部：

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
xxiii

目次



スケジュールしたジョブの管理 759第 7 8 章

Bulk Provisioning Serviceのアクティブ化 759

BPSの起動、停止、および再起動 760

BPSの非アクティブ化とログアウト 761

BPSに送信されたジョブの検索 761

送信済みジョブのスケジュール 763

BATおよび TAPSのトラブルシューティング 767第 X X I 部：

BATおよび TAPSのトラブルシューティングの管理 769第 7 9 章

構成ファイルを表示するトレースの有効化 769

設定ファイルのトレースの無効化 771

BATログファイル 771

BATのトラブルシューティング 772

管理ページに [一括管理（Bulk Administration）]メニューが表示されない 772

完全な一括管理機能にアクセスできない 772

BAT.xltファイルで [BAT形式にエクスポート（Export to BAT Format）]ボタンが機能しな

い 773

データを CSV形式でエクスポート中に BAT Excelスプレッドシートでコンパイルエラー

が発生する 773

BAT Excelスプレッドシートが操作に応答しない 773

データファイル（CSV）形式が電話テンプレート/サンプルファイルに一致しない 773

更新されたCSVファイルが [ファイル名（File Name）]ドロップダウンリストボックスに

表示されない 774

スケジュール時刻が過ぎてもジョブが保留中状態のままである 774

ジョブが保留状態のままである 775

[ジョブの検索/一覧表示（Find and List Jobs）]ウィンドウにジョブが表示されない 775

テンプレートでポート番号が設定されていない 775

ダミーMACアドレス値を使用したい場合にファイルでMACアドレスの値を使用できな

い 775

BAT.xltスプレッドシートがMicrosoft Excel XP（Office XP）で機能しない 776

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
xxiv

目次



[電話の移行 - SCCPから SIP（Migrate Phones - SCCP TO SIP）]ウィンドウで SCCP電話の

SIPへの移行要求を送信した後も、7940および 7960モデルが引き続き SCCP電話機と

して表示される 776

レコードが選択したファイル形式に一致しない 776

Microsoft Excel 2007で BAT.xltが互換モードで機能している 777

BATパフォーマンスのトラブルシューティング 777

BATおよび TAPSのトラブルシューティング 778

Tool for Auto-Registered Phones Supportログファイルの表示 778

Tool for Auto-Registered Phones Supportのエラーメッセージ 778

TAPSルートポイント番号をダイヤルすると、発信者にビジートーンが聞こえる 778

Cisco UCCXサーバーの起動時に、JTAPIサブシステムで部分的サービスまたはアウト

オブサービスと表示されます。 779

BATおよび TAPSのトラブルシューティング関連のトピック 779

インフラストラクチャデバイス 781第 X X I I 部：

インフラストラクチャデバイスの管理 783第 8 0 章

BATを使用したインフラストラクチャデバイスのセットアップ 783

BAT.xltを使用したインフラストラクチャデバイス用 CSVデータファイルの作成 784

テキストエディタを使用したインフラストラクチャデバイス用CSVデータファイルの作成
784

インフラストラクチャデバイスの挿入 785

インフラストラクチャデバイス挿入の例 787

ディレクトリ URIとパターンの管理 789第 X X I I I 部：

ディレクトリ URIとパターンの管理 791第 8 1 章

ローカルディレクトリ URIと +E.164パターンのエクスポート 791

非 ILSシステムからのディレクトリ URIおよびパターンのインポート 792

Directory URIの形式 794

テキストベースの CSVファイル 797付録 A：

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
xxv

目次



電話機用のテキストベースの CSVファイルの作成 798

電話用 CSVデータファイル形式 800

ユーザ付き電話機ファイル形式 800

CTIポート/H.323クライアントファイル形式 800

CTIポート-ユーザおよび H.323クライアント-ユーザの結合ファイル形式 801

すべての電話の詳細のフィールドのエクスポートオプション 802

電話用 CSVファイルの例 803

テキストベースの CSVユーザファイルの作成 804

ユーザファイル形式 805

ユーザファイル形式の更新 806

ユーザデバイスプロファイル用のテキストベースの CSVファイルの作成 807

ユーザデバイスプロファイルのファイル形式 808

2つの回線と 2つの短縮ダイヤルを含むユーザデバイスプロファイル 809

ユーザデバイスプロファイルのエクスポートファイルのフィールド（すべての詳細オプ

ションを使用） 810

Cisco Unified CM Assistantマネージャおよびアシスタントの関連付け用のテキストベースの

CSVファイルの作成 811

マネージャおよびアシスタントのファイル形式 812

デフォルトのマネージャ -アシスタント関連付け 812

デフォルトのアシスタント -マネージャ関連付け 812

カスタムマネージャ-アシスタント関連付け 813

Cisco VG200ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイルの作成 813

FXOまたは FXSトランク用 CSVファイル形式 814

T1 CAS T1 PRIまたは E1 PRIトランクファイル形式 815

Cisco VG224ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイルの作成 816

VG224対応 FXSトランク用 CSVファイル形式 817

Cisco VG310ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイルの作成 817

VG310対応 FXSトランク用 CSVファイル形式 818

VG320ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイルの作成 819

VG320対応 FXSトランク用 CSVファイル形式 820

VG350ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイルの作成 821

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
xxvi

目次



VG350対応 FXSトランク用 CSVファイル形式 822

VG410ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイルの作成 822

VG420ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイルの作成 823

VG450ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイルの作成 824

VG450対応 FXSトランク用 CSVファイル形式 825

ISR 4461ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイルの作成 826

Cisco Catalyst 6000 FXSポート用のテキストベースの CSVファイルの作成 827

Cisco Catalyst 6000（FXS）ポートファイル形式 828

Cisco VG202および VG204ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイルの作成 829

VG202および VG204ゲートウェイ用 CSVファイル形式 830

クライアント識別コードおよび強制承認コード用のカスタムのテキストベースの CSVファ

イルの作成 830

CMCファイル形式 832

CMCファイル形式の更新 832

FACファイル形式 833

FACファイル形式の更新 833

コールピックアップグループ用のテキストベースの CSVファイルの作成 834

CPGファイル形式 835

CPGファイル形式の更新 835

リモート接続先プロファイル用のテキストベースの CSVファイルの作成 836

電話移行用のテキストベースの CSVファイルの作成 837

電話移行ファイル形式 838

IME信頼要素設定用のテキストベースの CSVファイルの作成 838

IME信頼要素設定ファイルの形式 839

IME信頼グループ設定用のテキストベースの CSVファイルの作成 839

IME信頼要素設定ファイルの形式 840

IME登録グループ設定用のテキストベースの CSVファイルの作成 840

IME登録済みグループ設定ファイルの形式 841

IME除外グループ設定用のテキストベースの CSVファイルの作成 842

IME除外グループ設定ファイルの形式 843

フォールバックプロファイル設定用のテキストベースの CSVファイルの作成 843

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
xxvii

目次



フォールバックプロファイル設定ファイル形式 844

エンドユーザ CAPFプロファイル用のテキストベースの CSVファイルの作成 844

エンドユーザ CAPFプロファイルのファイル形式 845

モビリティプロファイル用のテキストベースの CSVファイルの作成 846

モビリティプロファイルのファイル形式 847

インフラストラクチャデバイス用のテキストベースの CSVファイルの作成 847

関連項目 848

BATパフォーマンス 851付録 B：

BATパフォーマンス 851

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
xxviii

目次



はじめに

ここでは、このマニュアルの目的、対象読者、構成、および表記法について説明し、関連資料

を入手する方法を示します。

このマニュアルに記載された内容は、利用可能な最新のシスコ製品に関する情報とは異なる場

合があります。最新のマニュアルは、http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/tsd_
products_support_series_home.htmlの URLにあるシスコ製品のマニュアルページで入手できま
す。

（注）

•目的（xxixページ）
•対象読者（xxixページ）
•マニュアルの構成（xxxページ）
•関連資料（xxxiiページ）
•表記法（xxxiiiページ）
•マニュアルとサービスリクエスト（xxxivページ）
•シスコ製品のセキュリティの概要（xxxivページ）

目的
『CiscoUnified Communications Manager一括アドミニストレーションガイド』では、 Cisco
Unified Communications Manager Administrationの [一括管理（Bulk Administration）]メニューの
使用手順について説明します。

対象読者
このドキュメントでは、 Cisco Unified Communications Managerシステムの管理を担当するネッ
トワーク管理者およびエンジニア向けの情報を提供します。 Cisco Unified Communications
Manager Bulk Administration（BAT）の管理には、テレフォニーおよび IPネットワーキングテ
クノロジーの知識が必要です。
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マニュアルの構成
表 1に、このガイドの構成を示します。

BATツールユーザガイドのレイアウト

説明章

Unified Communications Managerの Bulk Administration：概要（3ページ）

BATの概要について説明します。

ファイルのアップロード/ダウンロードファイルのアップロードとダ

ウンロード（21ページ）
ファイルをアップロードおよびダウンロードする方法について

説明します。

電話機電話（29ページ）

電話機、電話機とユーザ、コンピュータテレフォニーインテ

グレーション（CTI）ポート、および CTIポートとユーザを、
各デバイスまたはその組み合わせを個別に追加するのではな

く、まとめて追加する方法について説明します。また、回線、

電話サービス、短縮ダイヤルを追加または更新する方法と、電

話機を更新および削除する方法についても説明します。

ユーザーユーザ（249ページ）

ユーザのバッチを追加、更新、および削除する方法について説

明します。

電話とユーザ電話とユーザ（319ページ）

1回の一括トランザクションでUnified Communications Manager
サーバにユーザとその電話機のグループを追加する方法につい

て説明します。

マネージャとアシスタントマネージャとアシスタント

（333ページ） Manager Assistantの関連付けを追加、更新、または削除する方
法について説明します。

ユーザデバイスプロファイルユーザデバイスプロファイ

ル（371ページ）
ユーザデバイスプロファイルを追加、更新、または削除する

方法について説明します。

ゲートウェイゲートウェイ（459ページ）

Cisco VG200ゲートウェイおよびポートを追加、更新、または
削除する方法、および Cisco Catalyst 6000アナログインター
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フェイスモジュールの Foreign Exchange Station（FXS）ポート
を追加または削除する方法について説明します。また、FXS
ポートで使用するゲートウェイ電話番号テンプレートを作成す

る方法についても説明します。

強制承認コードおよびクライアント識別コード強制承認コードおよびクライ

アント識別コード（587ペー
ジ）

強制承認コードとクライアントマターコードの追加、削除

ピックアップグループコールピックアップグルー

プ（603ページ）
コールピックアップグループを追加、更新、または削除する

方法について説明します。

モビリティモビリティ（615ページ）

リモート宛先およびリモート宛先プロファイルの挿入、削除、

エクスポート

リージョンマトリクスリージョンマトリクス（655
ページ） BATを使用して、リージョンマトリクスを実装または実装解

除します。

[Import/Export（インポート/エクスポート）]インポート/エクスポート
（659ページ） Unified Communications Managerデータベースを別のサーバ、

または変更を加えた同じサーバにインポートまたはエクスポー

トする方法について説明します。

電話の移行電話の移行（685ページ）

BATの [電話の移行（Phone Migration）]メニューについて説
明し、電話を一括で移行する手順について詳しく説明します。

クラスタ間の Extension Mobility（EMCC）Extension Mobility Cross Cluster
（EMCC）（691ページ）

BATの EMCCメニューについて説明し、EMCCを挿入、削
除、および更新する方法について詳しく説明します。

Intercompany Media ServiceIntercompany Media Engine
（IME）（703ページ） BATの Intercompany Media Servicesメニューについて説明し、

信頼できる要素、信頼できるグループ、登録済みグループ、除

外グループ、およびフォールバックプロファイルの設定を挿

入および削除する方法について詳しく説明します。

[CUPS]CUPS（733ページ）

BATの CUPSメニューについて説明し、CUPSおよび CUPC
ユーザを更新およびエクスポートするための使用方法について

詳しく説明します。
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Tool for Auto-Registered Phones Support（TAPS）Tool for Auto-Registered Phones
Support（739ページ）

TAPSをインストール、設定、および使用する方法について説
明します。

ジョブのスケジュール設定ジョブのスケジュール設定

（757ページ）
ジョブをスケジュールしてアクティブ化する方法について説明

します。

BATと UnifiedCM Auto-Register Phone Toolのトラブルシュー
ティング

BATおよび TAPSのトラブル
シューティング（767ペー
ジ）

一括トランザクションログファイルの一般的なシナリオにつ

いて説明し、BATまたは UnifiedCM Auto-Register Phone Tool
の使用中に発生する可能性のあるさまざまなエラーメッセー

ジの説明と解決策を示します。

AppendixAppendix

一括トランザクション用のデバイスおよびユーザ用のテキスト

ベースのファイルを作成する方法について説明します。また、

さまざまなシナリオのファイル形式の例も示します。

関連資料
関連するCiscoIP Telephonyアプリケーションと製品の詳細については、次のドキュメントを参
照してください。

•『 Cisco Unified Communications Manager』のオンラインヘルプ

• Cisco Unified Communications Manager システム設定ガイド

•『Release Notes for Cisco Unified Communications Manager』

•『Cisco Unified Communications Managerのインストール』

•『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』

•『Cisco Unified Communications Manager Security Guide』

• Cisco VG200ハードウェアコンフィギュレーションガイド

• Cisco VG200ソフトウェアコンフィギュレーションガイド

•『Cisco VG248 Analog Phone Gateway Software Configuration Guide』

• Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド

• Cisco Unified Communications Manager機能設定ガイド

•『Cisco Unified Communications Managerのトラブルシューティングガイド』
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•『Cisco Unified Communications Manager Assistant User Guide』

表記法
このマニュアルでは、以下の表記法を使用しています。

説明表記法

コマンドおよびキーワードは太字で示しています。太字

ユーザーが値を指定する引数は、イタリック体で示し

ています。

イタリック体

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用
符を使用しません。引用符を使用すると、その引用符

も含めて stringとみなされます。

string

システムが表示する端末セッションおよび情報は、

screenフォントで示しています。
screenフォント

ユーザが入力しなければならない情報は、太字の screen

フォントで示しています。

太字の screenフォン

ト

（注）は、次のように表しています。

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

ワンポイントアドバイスは、次のように表しています。

時間を節約する方法です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮できます。ワンポイントアドバイ

ス

ヒントは、次のように表しています。

役立つ「ヒント」の意味です。ヒント

注意は、次のように表しています。

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意
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警告は、次のように表しています。

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り扱

い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してくださ

い。

警告

マニュアルとサービスリクエスト
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、毎月更新される

『シスコ製品ドキュメントの最新情報』を参照してください。シスコの新規および改訂版の技

術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『シスコ製品ドキュメントの最新情報』はRSSフィードとして購読できます。また、リーダー
アプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定すること

もできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン 2.0をサ
ポートしています。

シスコ製品のセキュリティの概要
本製品には暗号化機能が備わっており、輸入、輸出、配布および使用に適用される米国および

他の国での法律を順守するものとします。シスコの暗号化製品を譲渡された第三者は、その暗

号化技術の輸入、輸出、配布、および使用を許可されたわけではありません。輸入業者、輸出

業者、販売業者、およびユーザは、米国および他の国での法律を順守する責任があります。本

製品を使用するにあたっては、関係法令の順守に同意したものとみなされます。米国および他

の国の法律を順守できない場合は、本製品を至急送り返してください。

米国の輸出規制の詳細については、

http://www.access.gpo.gov/bis/ear/ear_data.htmlで参照できます。
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第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

•新機能および変更された機能に関する情報（1ページ）

新機能および変更された機能に関する情報
次の表は、この最新リリースまでのガイドでの機能の主な変更点の概要を示したものです。た

だし、今リリースまでのガイドにおける変更点や新機能の一部は表に記載されていません。

表 1 : Unified Communications Managerと IM and Presenceサービスの新機能と変更された動作

参照先説明

Ciscoゲートウェイの追加（461
ページ）

Cisc VG410アナログ音声ゲー
トウェイのサポートを導入

2023年 12月 18日

Jabberデバイスの名前の変更
（150ページ）

新しい LDAPユーザーが
Microsoft Active Directoryから
同期されたときに、Webexア
プリまたはCisco Jabberデバイ
スを自動プロビジョニングで

きるようになりました。

2023年 12月 18日
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第 I 部

概要
• Cisco Unified Communications Manager一括管理ツール（BAT）（5ページ）





第 2 章

Cisco Unified Communications Manager一括
管理ツール（BAT）

この章では、Cisco Unified Communications Manager一括管理ツール（BAT）について説明しま
す。

• Cisco Unified Communications Manager一括管理ツールについて（5ページ）
• BATのインストール（7ページ）
• BATデータ入力ファイル（7ページ）
• BAT設定マルチステッププロセスの実行（7ページ）
• BATアプリケーションWebブラウザに関する考慮事項（18ページ）
• BATオンラインヘルプへのアクセス（18ページ）
• Cisco Unified Communications Managerバージョンの確認（19ページ）

Cisco Unified Communications Manager一括管理ツールに
ついて

Unified Communications Manager一括管理ツール（BAT）は、Unified Communications Manager
データベースに対する一括トランザクションを実行するために使用できる、Webベースのアプ
リケーションです。BATを使用することで、類似する大量の電話、ユーザ、またはポートを一
度に追加、更新、削除できます。Unified Communications Manager Administrationを使用する場
合はデータベーストランザクションごとに個別の手動操作が必要ですが、BATを使用すると、
そのプロセスを自動化することで、追加、更新、削除の操作を迅速に実行できます。

[一括管理（Bulk Administration）]メニューは、Unified Communications Managerサーバーの最
初のノードでのみ表示されます。

（注）

Unified Communications Managerの管理ページの [一括管理（Bulk Administration）]メニューか
ら送信されたすべてのジョブは、Bulk Provision Service（BPS）によって管理および保守されま
す。このサービスは、Unified Communications Manager Serviceabilityから起動できます。
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BPSサーバサービスパラメータにより、このサービスが特定のサーバでアクティブ化される
かどうかが決まります。BPSは、Unified Communications Managerの最初のノード上でのみアク
ティブ化する必要があります。

BATを使用して実行できるタイプのデバイスおよびレコードの操作は、以下のとおりです。

• Cisco Unified IP Phone（音声ゲートウェイ（VG）フォン、コンピュータテレフォニーイ
ンターフェイス（CTI）ポート、H.323クライアントを含む）の追加、更新、削除、およ
び Skinny Client Control Protocol（SCCP）から Session Initiation Protocol（SIP）への移行

•ユーザの追加、更新、削除

•ユーザデバイスプロファイルの追加、更新、削除

• Unified Communications Manager Assistantとマネージャの関連付けの追加、更新、削除

• Cisco Catalyst 6000 FXSアナログインターフェイスモジュール上のポートの追加、更新、
削除

• Cisco VG200および Cisco VG224アナログゲートウェイおよびポートの追加、削除

•強制承認コードの追加、削除

•クライアントマターコードの追加、削除

•コールピックアップグループの追加、削除

• CUP/CUPCユーザデータの更新、エクスポート

•リージョンマトリクスの設定/設定解除

•アクセスリストの挿入、削除、エクスポート

•設定のエクスポート、インポート

•リモート接続先およびリモート接続先プロファイルの挿入、削除、エクスポート

•インフラストラクチャデバイスの追加

一括トランザクションを実行する際のレコード数は、最大 12,000に制限されます。この制限
は、BATを使用してレコードを挿入、更新、削除、またはクエリする場合にも適用されます。

（注）

上記のデバイスをユーザ情報と組み合わせて操作することもできます。たとえば、CTIポート
とユーザを追加するには、BATを使用して「CTIアプリケーションの使用を有効化」すること
ができます。これにより、CTIポートが必要なアプリケーション（Cisco IP SoftPhoneなど）を
使用するユーザを追加する時間を節約できます。

BATのオプションコンポーネントである Unified Communications Manager Auto-Register Phone
Toolを使用すると、大規模システムの管理に伴う時間と作業をさらに削減することができま
す。大量の数の新しい電話機を追加する場合は、データ入力ファイルに各Media Access Control
（MAC）アドレスを入力する代わりに BATを使用することで、それらのデバイスをダミー
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MACアドレスで追加することができます。電話機が設定された後、電話機のユーザまたは管
理者は Unified CM Auto-Register Phone Tool電話番号を呼び出して音声プロンプトに従うこと
で、それらの電話機に適切なユーザデバイスプロファイルをダウンロードできます。

関連トピック

Tool for Auto-Registered Phones Support（TAPS）の管理（741ページ）

BATのインストール
BATは Unified Communications Manager管理の一部としてインストールされます。

BATデータ入力ファイル
各デバイスは個々の属性、設定および情報フィールドを数多く含んでおり、デバイスはそれら

によりネットワーク内で機能し、テレフォニー機能を提供することができます。多くのデバイ

スは同じ属性や設定を共通して持っていますが、電話番号などユーザまたはデバイスに固有の

値もあります。BATデータ入力ファイルのコンテンツを簡略化するために、BATはデバイス
が通常共通して持っている設定のテンプレートを使用します。

Cisco Unified Communications Managerデータベースでの一括設定トランザクションには、BAT
プロセスは2つのコンポーネントを使用します。デバイスタイプのテンプレートと、カンマ区
切り値（CSV）フォーマットのデータファイルで、このファイルは新しいデバイスを設定する
ための、またはデータベース内の既存のレコードを更新するための一意の値を含みます。CSV
データファイルはデバイステンプレートと組み合わせて使用します。

たとえば、Cisco IP Phonesのグループに一括トランザクションを作成する場合、電話番号や
MACアドレスなどの各電話の一意の情報を含むCSVデータファイルを設定します。さらに、
Cisco IP Phone 7960テンプレートなど、トランザクションのすべての電話に対する共通の設定
を含む BATテンプレートを設定または選択します。

BAT設定マルチステッププロセスの実行
BATでは、マルチステッププロセスを使用して一括設定トランザクションを準備します。BAT
の [一括管理（Bulk Administration）]メニューオプションに従って段階的に設定タスクを行い
ます。BATプロセスには次のタスクが含まれます。

手順

ステップ 1 データ入力用のテンプレートをセットアップします。

ステップ 2 CSVデータファイルの形式を定義します。

ステップ 3 一括トランザクションで各デバイスのデータを収集します。
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ステップ 4 トランザクションに該当するターゲットと機能を選択してデータファイルをアップロードしま
す。

ステップ 5 Cisco Unified Communications Managerデータベースでデータ入力ファイルを検証します。

ステップ 6 実行用のジョブを送信します。

ステップ 7 ジョブをスケジュールします。

ステップ 8 Cisco Unified Communications Managerデータベースにデバイスを挿入するためのジョブを実行
します。

フィールドを空にするには、"NULL"（引用符不要）と入力します。フィールドを
空白のままにしないでください。

（注）

BATメニューについて
[一括管理（Bulk Administration）]メニューからは、次のいずれかのデバイスまたは設定オプ
ションを選択できます。

•ファイルのアップロード/ダウンロード
•電話
• [ユーザ(Users)]
•電話とユーザ
•マネージャ/アシスタント
•ユーザデバイスプロファイル
•ゲートウェイ
•強制承認コード
• [クライアント識別コード（Client Matter Codes）]
• [コールピックアップグループ（Call Pickup Group）]
•モビリティ
•リージョンマトリクス
• [インポート/エクスポート（Import/Export）]
•電話の移行
• [EMCC]
• [Intercompany Media Engine]
• [CUPS]
• TAPS
•インフラストラクチャデバイス
•ジョブスケジューラ

オプションを選択すると、対応するメニュー項目が表示されます。たとえば、電話を選択する

と、次のメニュー項目のリストが表示されます。

• [電話の確認（Validate Phones）]：電話レコードを検証します。
• [電話の挿入（Insert Phones）]：新しい電話機を追加します。
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• [電話の更新（Update Phones）]：既存の電話機を見つけて変更します。
• [電話の削除（Delete Phones）]：電話機を見つけて削除します。
• [電話のエクスポート（Export Phones）]：特定の電話レコードまたはすべての電話レコー
ドを見つけてエクスポートします。

• [回線の追加/更新（Add/Update Lines）]：既存の電話機に新しい回線を追加したり、既存
の電話機の回線を見つけて変更したりします。

• [電話のリセット/リスタート（Reset/Restart Phones）]：電話機を見つけてリセットまたは
再起動します。

• [電話レポートの作成（Generate Phone Reports）]：カスタマイズした電話レポートを生成
します。

• [電話の移行（Migrate Phones）]：SCCPから SIPに電話機を移行します。

[一括管理（Bulk Administration）]メニューからメニューオプションを選択すると、対応する
ウィンドウ（[電話テンプレートの設定（Phone Template Configuration）]ウィンドウなど）が
開きます。設定ウィンドウには、テンプレートを定義するための入力フィールドが表示されま

す。

BAT設定テンプレート
BAT設定プロセスの最初のタスクとして、設定しているデバイスにテンプレートを設定しま
す。追加または変更する電話またはデバイスのタイプを指定し、その一括トランザクションで

すべての電話またはデバイスに共通の機能を含む BATテンプレートを作成します。

次のタイプのデバイスオプションに対して BATテンプレートを作成できます。

•電話：すべての Cisco Unified IP Phoneと Cisco ATA 186、Cisco VGC Phone、CTIポート、
H.323クライアント

•ゲートウェイ：Cisco VG200および Cisco Catalyst 6000 FXSアナログインターフェイスモ
ジュール

•ユーザデバイスプロファイル：Cisco Unified IP Phone 7900シリーズとCiscoソフトフォン

一括トランザクションですべてのデバイスに共通なテンプレートフィールドに値を指定するこ

とにより、BATテンプレートを定義します。BATテンプレートのフィールドには、CiscoUnified
Communications Manager Administrationでデバイスを追加するときに入力するのと同様の値が必
要です。

BATテンプレートを作成する前に、デバイスプール、場所、コーリングサーチスペース、ボ
タンテンプレート、ソフトキーテンプレートなどの設定がCisco Unified Communications Manager
Administration内ですでに設定済みであることを確認します。

BATテンプレートを作成したら、名前を付けて保存します。設定プロセスの後半で、テンプ
レート名をCSVデータファイルと関連付けます。テンプレートはシステムに保存されるので、
以降の一括トランザクションに利用することができます。たとえば、Cisco IP Phone 7960テン
プレートを特定のボタンテンプレートとコーリングサーチスペースで設定し、次いで他の

Cisco IP Phone 7960テンプレートを別のボタンテンプレートで設定し、エクステンションモビ
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リティ機能を有効化することができます。同じ設定の多数の電話を追加する必要がある場合、

既存の BATテンプレートを再利用できます。

標準電話テンプレート

複数回線を持つ電話機のグループを追加する場合は、複数回線を備え、特定の電話機モデルで

最もよく使用される値を指定する標準電話テンプレートを作成できます。標準テンプレートを

使用すると、マスター電話テンプレートの回線数を上限として、異なる数の回線を持つ複数の

電話機を追加できます。たとえば、8回線を持つ Cisco Unified IP Phone 7960用のマスター電話
テンプレートを作成するとします。このテンプレートを使用して追加する電話では、1本、2
本、または最大 8本の回線を指定できます。

CSVデータファイルによるテンプレート値のオーバーライド
CSVデータファイルには、電話番号、MACアドレス、説明など個々の各デバイスについての
情報と固有設定値が含まれています。CSVデータファイルのすべての電話機とデバイスが同
じ電話機やデバイスのモデルであり、BATテンプレートと一致することを確認してください。
CSVデータファイルには BATテンプレートの一部の値との重複が含まれる場合があります。
CSVデータファイルの値は、BATテンプレートで設定されたすべての値をオーバーライドし
ます。このオーバーライド機能は、特別な設定場面で使用できます。

テンプレートのオーバーライド例

電話機に関する CSVデータファイルには、複数の電話番号が含まれていることがあります。
CSVデータファイルに入力する電話番号の数は、BAT電話機テンプレートで設定されている
回線数未満でなければならない点に注意してください。回線の数を超える場合、エラーが発生

します。

一括トランザクションでほとんどの電話機をボイスメッセージングシステムにリダイレクト

するには、[話中転送（内部/外部）（CFB）（Call Forward Busy (Internal/External) (CFB)）]フィー
ルドと [無応答時転送（内部/外部）（CFNA）（Call Forward No Answer (Internal/External)
(CFNA)）]フィールドにボイスメッセージング番号を設定します。ただし、一括トランザク
ションのいくつかの電話機を、ボイスメッセージングシステムの代わりに秘書にリダイレク

トする必要がある場合は、CSVデータファイルの [Call CFB]および [Call CFNA]フィールドに
秘書の電話番号を指定できます。ほとんどの電話機は BAT電話機テンプレートの CFB値と
DFNA値を使用しますが、一部の電話機は CSVデータファイルで指定されている秘書の電話
番号を使用します。

CSVデータファイルによる新規デバイスの追加

システムに新しいデバイスを追加するときに、BATで使用するように作成されたMicrosoft
Excelスプレッドシートを使用できます。BATスプレッドシートでは次の機能が役立ちます。

•異なるデバイスのためのマクロ付きデータファイルテンプレート

•カスタマイズされたファイル形式の定義
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•複数電話回線のサポート

•レコードのエラーチェック

• CSV形式へのファイル変換

新しいレコードを作成するときには、データを CSV形式にエクスポートするとき、データが
自動的に検証されるため、BATスプレッドシート（BAT.xlt）を使用します。

BAT.xltは、特定フィールドの有効な文字、データ型、フィールド長についてのみ、データを
検証します。

（注）

CSV形式のファイルでの作業に慣れている経験豊富な BATユーザの場合は、テキストエディ
タを使い、デバイスの挿入タスクウィンドウで提供される次のサンプルテキストに従って、

CSVデータファイルを作成できます。

関連トピック

CSVデータファイルを作成するために BATスプレッドシートのデータを収集する（14
ページ）

CSVデータファイルの電話機レコードの確認（159ページ）
テキストベースの CSVファイル（797ページ）

CSVデータファイルによる既存のデバイスの更新

既存の電話機やデバイスを変更または更新するには、これらのデバイスのレコードを特定する

必要があります。BATは、電話機、ゲートウェイ、およびデバイスのプロファイルを特定する
ためのメソッドを2種類提供します。カスタマイズしたクエリを使用して検索するか、カスタ
ムファイルを使用して検索できます。

エクスポートユーティリティを使用して CSVデータファイルに格納するため、Unified
Communications Managerデータベースから電話機のレコードグループを抽出することもできま
す。

カスタマイズしたクエリ検索

BATはクエリ条件を定義するのに必要なウィンドウを提供します。デバイスの詳細の一覧およ
び回線の詳細の一覧から、特定のデバイスモデルと条件のいずれかまたは両方を選択できま

す。特定のデバイスモデルのすべてのデバイスを特定するには、モデルのみを選択し、他の条

件は検索に追加しないようにします。こうすると、データベースに設定されているすべての

Cisco Unified IP Phonesのレコードを取得できます。

カスタムファイル検索

クエリに使用する共通属性がない場合は、BATによりカスタムファイルオプションが提供さ
れます。カスタムファイルにはデバイス名か電話番号が含まれています。各レコードを別々の

行に入力することにより、カスタムテキストファイルを作成できます。検索により、条件に

一致するすべてのレコードが表示されます。
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CSVデータファイルへの電話機レコードのエクスポート

電話機のグループを移動する必要がある場合は、エクスポートユーティリティを使用できま

す。エクスポートユーティリティを使用して、Unified Communications Managerデータベースか
ら既存のレコードを抽出し、CSVデータファイルに移動します。電話機を移動するときには
[電話のエクスポート -すべての電話の詳細（Export Phones with the All Phone Details）]オプショ
ンを使用します。このオプションでは、すべての情報（電話機に関連付けられているデバイス

属性、回線属性、サービスなど）を含むレコードが記述されたエクスポートファイルが生成さ

れます。また、電話機の回線設定が類似しており、テンプレートを使用する場合には、特定の

詳細情報を含む電話機レコードをエクスポートすることもできます。

関連トピック

エクスポートされる電話機レコードのフィールド（198ページ）

CSVデータファイル形式とカスタムファイル形式

CSVデータファイルは、デバイスの属性と情報に関する文字列で構成されており、これらの
情報がカンマ区切り値（CSV）形式で格納されています。Unified Communications Managerデー
タベースにデータレコードを挿入する場合、各データファイルが CSV形式であることを確認
してください。BATの以前のリリースでは、CSVファイルは固定形式で次の 2つのオプショ
ンがありました。

• [デフォルト（Default）]形式：各デバイスに関する固定した限られた数の属性と設定を格
納する CSVファイル。

• [すべての詳細（All details）]形式：エクスポートユーティリティを使用して作成された、
各デバイスに関するすべての属性と設定を格納する CSVファイル。

各CSVデータファイルの最初の行に、そのCSVファイルに含まれている各フィールドの名前
が表示されており、これによりファイル形式がわかります。ファイル形式情報を使用すると、

CSVデータファイルに含まれる特定のフィールドのエントリを容易に特定できます。たとえ
ば、次のサンプル CSVファイルでは、ヘッダーの 4番目のフィールドが USER IDとなってお
り、この電話機の CSVファイルの 5番目のフィールドに「johns」と表記されています。

フィールドを空にするには、"NULL"（引用符不要）と入力します。フィールドを空白のまま
にしないでください。

（注）

デフォルトファイル形式のサンプル CSVデータファイル

MAC ADDRESS,DESCRIPTION,LOCATION,USER ID,DIRECTORY NUMBER 1,DISPLAY 1,LINE TEXT LABEL
1,FORWARD BUSY EXTERNAL 1,FORWARD NO ANSWER EXTERNAL 1,FORWARD NO COVERAGE EXTERNAL
1,FORWARD BUSY INTERNAL 1,FORWARD NO ANSWER INTERNAL 1,FORWARD NO COVERAGE INTERNAL
1,CALL PICKUP GROUP 1,SPEED DIAL NUMBER 1,SPEED DIAL LABEL 1,
1231123245AB,SEP1231123245AB,Dallas,Johns,9728437154,9728437154,Mike,9728437172,9728437196,
9728437127,9728437154,9728437178,9728437189,9728437121/TollByPass,1230000000,Helpdesk,
9728437127,9728437154,9728437178,9728437189,Marketing,1230000000,Helpdesk

これで、[電話ファイル形式の作成（Create Phone File Format Configuration）]ウィンドウから、
CSVデータファイルのファイル形式をカスタマイズできるようになりました。BATテンプレー

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
12

概要

CSVデータファイルへの電話機レコードのエクスポート



トにも含まれるファイル形式に属性を追加できます。これにより、テンプレートのエントリを

デバイスの特定の属性で上書きできます。たとえば、ファイル形式にルートパーティション属

性を選択し、CSVデータファイルのそれぞれの電話機に別々のパーティションを入力できま
す。

このウィンドウで、[デバイス（Device）]フィールドや [回線（Line）]フィールドから特定の
属性を選択できます。

次のデバイス属性は、各ファイル形式に必ず含まれます。

• [MACアドレス（MAC Address）]

•説明

[ファイル形式の設定（File Format Configuration）]ダイアログボックスを使用すると、[デバイ
スフィールド（Device Field）]ボックスでデバイス属性を選択してから、矢印をクリックして
その属性を [選択済みのデバイスフィールド（Selected Device Fields）]ボックスに容易に移動
できます。Ctrlキーを押したままにすると、同時に複数の属性を選択できます。

ファイル形式に含まれるデバイスの属性フィールドや回線の属性フィールドは、上下の矢印を

使用して順序を変更できます。属性を選択してから上矢印をクリックすると、その項目が最初

のレコードに近い側に移動し、下矢印をクリックするとその項目が最初のレコードから遠い側

に移動します。回線の属性をデバイスの属性より前に移動したり、短縮ダイヤルの順番を変更

したりすることはできません。

CSVファイル形式をカスタマイズし、別のデータベースに保存されている従業員の電話情報の
配置に一致させることができます。この方法を使用すると、会社のデータベースと Unified
Communications Managerデータベースの間でのデータのエクスポートを簡略化できます。

ヒント

カスタマイズされたファイル形式のサンプル CSVデータファイル

[デバイス（Device）]フィールド：MACアドレス、説明、デバイスプール、コーリングサー
チスペース

[回線（Line）]フィールド：電話番号、パーティション、回線テキストラベル（ファイルの電
話番号の後に移動済み）

このファイル形式には短縮ダイヤルコードが含まれていません。短縮ダイヤルを選択するに

は、[CSV形式（CSV Format）]チェックボックスで [短縮ダイヤルを含める（Include Speed
Dials）]を選択します。
MAC ADDRESS,DESCRIPTION,DEVICE POOL,CSS,DIRECTORY NUMBER,LINE TEXT LABEL,
PARTITION,2234900AEF01,SEP2234900AEF01,DP_1,CSS_Restricted,
9725098827,LobbyPhone,Part1

カスタムファイル形式の CSVデータファイルとの関連付け

テキストエディタを使用して CSVデータファイルを作成する際に、カスタマイズしたファイ
ル形式を作成し、そのファイル形式で指定したのと同じ順序で値を入力することができます。

カスタマイズしたファイル形式を使用するテキストベースの CSVデータファイルを挿入する
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前に、ファイル形式名をCSVデータファイルと関連付ける必要があります。CSVデータファ
イルと関連付けることができるファイル形式は、1つだけです。

手順

ステップ 1 [ファイル形式の追加（Add File Format）]ウィンドウで、[ファイル名（File Name）]ドロップ
ダウンリストから <CSVfilename>.txt CSVデータファイルの名前を選択します。

ステップ 2 [ファイル形式名（File Format Name）]ドロップダウンリストからファイル形式を選択します。

CSVデータファイルのデータは、選択されたカスタムファイル形式と一致する必要がありま
す。

CSVデータファイルを作成するために BATスプレッドシートのデータ
を収集する

BATスプレッドシートを使用すると、簡単に CSVデータファイルを作成できます。スプレッ
ドシートの形式で、複数のデバイスを追加し、各デバイスのレコードを表示できます。また、

スプレッドシート内でファイル形式をカスタマイズでき、さらに自動で検証とエラーチェック

が提供されるので、設定エラーが減ります。BATスプレッドシートには、BATのデバイスと
ユーザのさまざまな組み合わせの必須データ入力フィールドにアクセスするために、スプレッ

ドシートの下部に複数のタブがあります。

BAT.xltは、特定フィールドの有効な文字、データ型、フィールド長についてのみ、データを
検証します。

（注）

CSVデータファイルは BATテンプレートと組み合わせて使用します。たとえば、BATスプ
レッドシートの [電話（Phone）]タブを選択したときは、[場所（Location）]、[話中転送の接続
先（Forward Busy Destination）]、または [コールピックアップグループ（Call Pickup Group）]
を空欄にしておくことができます。これらのフィールドには BAT電話機テンプレートの値が
使用されます。ただし、[話中転送の接続先（Forward Busy Destination）]や [コールピックアッ
プグループ（Call Pickup Group）]の値を指定した場合、それらの値により BAT電話機テンプ
レートで設定された値は上書きされます。

Unified Communications Managerのインストール時に、BATスプレッドシート用のMicrosoft
Excelファイルはノードの最初のデータベースサーバに置かれますが。しかし、ノードの最初
のデータベースサーバではMicrosoft Excelは実行されていないのが普通だと考えられます。そ
の場合は、最初のノードのデータベースサーバから、作業するローカルマシンにこのファイ

ルをダウンロードする必要があります。

ヒント
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ファイル BAT.xltを、Microsoft Excelがインストールされているローカルマシンにダウンロー
ドします。BAT.xltスプレッドシートを使用してCSVデータファイルを作成するには、BAT.xlt
ファイルをダブルクリックします。BATスプレッドシートを開く際には、「」[マクロを有効
にする（enable macros）]を選択する必要があります。

BATファイルをローカルWindowsマシンにダウンロードする場合のほとんどの場合、ブロッ
クされたコンテンツの警告が表示されます。「このドキュメントのマクロは、セキュリティ上

の理由から企業管理者によって無効にされています」です。この問題を解決するには、BAT
ファイルを97-2003形式 (新しい .xlsx形式ではなく xls形式)でダウンロードします。BATスプ
レッドシートを作成するには、この (* .xls)形式を使用します。

BATファイル機能は、Mac OSマシンではなく、Windowsマシンで最適に機能します。Windows
マシンで BATファイルを使用することをお勧めします。

（注）

スプレッドシートには属性見出しが付いた一連の列が表示されています。これらの列には、

BATのフィールド名、そのフィールドが必須フィールドかオプションフィールドか、そして
そのフィールドに入力できる最大文字数が指定されています。

スプレッドシートの下部には、各デバイスのタブが表示されています。作業するデバイスタイ

プのタブをクリックすると、選択したデバイスに関連するフィールドがすべて表示されるよう

に列が調整されます。たとえば、電話とユーザを一度に追加するには、[電話-ユーザ
（Phone-Users）]とマークが付いたタブをクリックします。

スプレッドシートを開くときに [マクロを有効にする（enable macros）]「」オプションが表示
されない場合は Excelプログラムのマクロのセキュリティが「高」に設定されている可能性が
あります。マクロを実行するためには、マクロのセキュリティが「中」または「低」であるこ

とを確認してください。マクロのセキュリティを「中」に設定するには、次のタスクを実行し

ます。Excelメニューから [ツール（Tools）] > [マクロ（Macro）] > [セキュリティ（Security）]
を選択します。[セキュリティレベル（Security Level）]を [中（Medium）]に設定します。Excel
プログラムを閉じ、再度開きます。このアクションにより、次回にスプレッドシートを開くと

きに「[マクロを有効にする（enable macros）]」オプションが表示されるようになります。

ヒント

次に、[ファイル形式の作成（Create File Format）]ボタンをクリックして、CSVデータファイ
ルのファイル形式を定義します。[フィールド選択（Field Selection）]ダイアログボックスを使
用して、CSVデータファイルの項目とその順序を選択できます。[作成（Create）]をクリック
すると、スプレッドシート内の列が、指定した新しいファイル形式に合わせて調整されます。

最初の行で、すべての必須フィールドおよび関連するオプションフィールドにデバイスのデー

タを入力します。各デバイスについて、新しい行にデータを入力します。

システムはスプレッドシートの空白行を「ファイルの終わり」「」マーカーとして処理し、以

降のレコードを廃棄します。

（注）
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すべてのデバイスレコードの入力が完了したら、BATスプレッドシートデータをCSVファイ
ル形式でエクスポートします。BATは、CSVファイル形式を使用して、Unified Communications
Managerの最初のノードのデータベースに対してバルクトランザクションを実行します。

いずれかのフィールドにカンマを入力すると、BAT形式にエクスポートする際に BAT.xltはそ
のフィールドエントリを二重引用符で囲みます。

（注）

CSV形式ファイルは、ユーザが選択した別のフォルダにテキストファイルとして保存されま
す。ファイル名の形式：

<tabname><timestamp>.txt

ここで、<tabname>は作成したデバイス入力ファイルのタイプ（電話、ユーザデバイスプロファ
イルなど）を表し、<timestamp>は、ファイルが作成された正確な日時を表します。

次に、Unified Communications Manager Administrationの一括管理で [ファイルのアップロード/
ダウンロード（Upload/Download Files）]オプションを使用して、変換した CSVデータファイ
ル（CSV形式バージョン）を Unified Communications Managerデータベースサーバにアップ
ロードする必要があります。

関連トピック

ファイルのアップロードおよびダウンロード（23ページ）
CSVデータファイルの電話機レコードの確認（159ページ）

BATデータ入力ファイルの検証
システムでは、最初のノードのデータベースに照合して、CSVデータファイルと BATテンプ
レートにエラーがないかをチェックする検証ルーチンを実行します。これらのチェックには、

次の項目が含まれています。

•データベーステーブルに依存しないフィールド（説明、表示テキスト、スピードダイヤ
ルのラベルなど）で有効な文字を使用していること。

• BATの検証トランザクションで、データ型、長さ、およびリレーショナルの依存関係だけ
を検証していること。

次の例を考えて見ましょう。

MAC ADDRESS,DESCRIPTION,PARTITION

AABBCC112233,Lab Phone,Dallas

PARTITIONが存在しない場合、[検証（Validate）]では「「Dallasは既存の PARTITION
ではありません（Dallas is not an existing PARTITION）」」というエラーを表示します。

•デバイスに設定されている回線の数がデバイステンプレートと一致していること。（[固
有の詳細（Specific Details）]の場合のみ）。

検証では、ユーザの存在や、BATで定義された必須フィールドまたはオプションフィールド
（たとえば、ダミーMACアドレス）についてはチェックされません。
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手順

ステップ 1 [ファイルの検証（Validate File）]オプションを選択し、該当する場合、CSVデータ入力ファ
イルの名前、デバイス用の BATテンプレート、およびモデルを選択します。

CSVデータファイルには、すべての詳細が含まれている必要があります。

ステップ 2 検証方法を選択します。

a) [デフォルト（Default）]または [カスタム（Custom）]のファイル形式に従ったレコードを
検証するには、[固有の詳細（Specific Details）]を選択します。

b) [すべての詳細（All Details）]オプションを使用して、エクスポートユーティリティから
生成されたファイルのレコードを検証するには、[すべての詳細（All Details）]を選択しま
す。

トランザクションが完了したら、[ジョブの設定（Job Configuration）]ウィンドウの [ログファ
イル名（Log File Name）]リンクをクリックして、正常に検証できなかったデバイスとエラー
コードを表示するログファイルを確認します。

関連トピック

BATおよび TAPSのトラブルシューティングの管理（769ページ）

データベースへの BATデータ入力ファイルレコードの挿入
データ入力ファイルの検証が正常に完了したら、[挿入（Insert）]ウィンドウを使用してデバ
イスレコードをUnified Communications Managerの最初のノードデータベースに追加できます。

始める前に

CSVデータ入力ファイルが有効である必要があります。電話機レコードに関するいずれかの回
線情報に問題がある場合、BATはその電話機レコードを挿入しません。

手順

ステップ 1 [挿入（Insert）]ウィンドウで、必要に応じて CSVデータ入力ファイルの名前、デバイス用の
BATテンプレート、およびモデルを選択します。

CSVデータファイルにはすべての詳細が含まれており、かつファイルが有効である必要があ
ります。

ステップ 2 挿入する方法を選択します。

a) [固有の詳細（Specific Details）]を選択して、カスタマイズされたファイル形式を使用する
レコードを挿入します。

b) [すべての詳細（All Details）]を選択すると、[すべての詳細（All Details）]オプションを
使ってエクスポートユーティリティから生成されたファイルから、レコードを挿入できま

す。
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ステップ 3 [ジョブ情報（Job Information）]の詳細を入力して、[Submit（送信）]をクリックします。
これによりジョブが作成され、[一括管理（Bulk Administration）]メニューの [ジョブスケジュー
ラ（Job Scheduler）]オプションを使ってそれにアクセスできます。[ジョブの設定（Job
Configuration）]ウィンドウを使用すると、ステータスを表示したり、ジョブをスケジュールお
よびアクティブ化することができます。

電話機レコードに関するいずれかの回線情報に問題がある場合、BATはその電話機
レコードを挿入しません。

（注）

トランザクションが完了したら、[ジョブ（Job）]設定ウィンドウの [ログファイル名（Log
File Name）]リンクをクリックすると、追加されたレコード数と失敗したレコード数およびエ
ラーコードがログファイルに表示されます。

関連トピック

BATおよび TAPSのトラブルシューティングの管理（769ページ）
BATデータ入力ファイルの検証（16ページ）

BATアプリケーションWebブラウザに関する考慮事項
BATはWebベースのアプリケーションなので、Webブラウザを使用する必要があります。Web
ブラウザは、大量のシステムメモリと CPUサイクルを消費する、多くのリソースを必要とす
るアプリケーションです。Webブラウザが Unified Communications Managerからリソースを奪
うと、コール処理に悪影響を及ぼします。

Webサーバおよび Unified Communications Managerと同じマシンでブラウザを使用すると、ダ
イヤルトーンの遅延やコールのドロップが生じることがあります。

注意

BATオンラインヘルプへのアクセス
オンラインヘルプでは、複数の異なるヘルプシステムにアクセスできるマルチボリュームシ

ステムが提供されます（同じウィンドウからすべてにアクセスできます）。包括的な検索エン

ジンやインデックスにもアクセスできます。

手順

ステップ 1 [ヘルプ（help）]メニューを選択して、BATオンラインヘルプにアクセスします。

ステップ 2 ヘルプ機能を選択します。

a) [コンテンツ（Contents）]や [インデックス（Index）]を選択して、情報を参照したり、イ
ンデックスを検索したりできる BATヘルプファイルを開きます。
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b) [このページのヘルプ（For This Page）]を選択し、現在表示しているウィンドウに関する
ヘルプを直接開きます。

ヘルプのそれ以外の部分を参照することも、インデックスを使用することもできます。

Cisco Unified Communications Managerバージョンの確認

手順

Unified Communications Managerの現在のバージョンを確認するには、[ヘルプ（Help）] > [バー
ジョン情報（About）]の順に選択します。
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第 II 部

ファイルのアップロードとダウンロード
•ファイルのアップロードおよびダウンロード（23ページ）





第 3 章

ファイルのアップロードおよびダウンロー

ド

この章では、Cisco Unified Communications Managerの最初のノードへのファイルのアップロー
ド、およびローカルマシンへのファイルのダウンロードについて説明します。

•サーバ上のダウンロード可能なファイルの検索（23ページ）
•サーバからのファイルのダウンロード（25ページ）
•サーバへのファイルのアップロード（25ページ）
•サーバからのファイルの削除（26ページ）

サーバ上のダウンロード可能なファイルの検索
次の手順を使用して、Unified Communications Managerサーバーからダウンロード可能なファイ
ルを検索します。

手順

ステップ 1 [Bulk Administration（一括管理）] > [Upload/Download Files（ファイルをアップロード/ダウン
ロード）]の順に選択します。

ステップ 2 最初の [ファイルの検索（Find File where）]ドロップダウンリストボックスから、次のオプ
ションのいずれかを選択します。

•名前
•タイプ

ステップ 3 2番目の [ジョブの検索（Find Job where）]のドロップダウンリストボックスで、次のいずれ
かを実行します。

a) ステップ 2（23ページ）で [名前（Name）]を選択した場合は、次のいずれかのオプショ
ンを選択し、ステップ 4（24ページ）に進みます。

•～で始まる
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•～を含む

•次の文字列と完全に一致する

•次の文字列で終わる

•空である

•～が空ではない

b) ステップ 2（23ページ）で [タイプ（Type）]を選択した場合は、ステップ 4（24ペー
ジ）に進みます。

ステップ 4 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

データベースに登録されているすべてのファイルを検索するには、検索テキストを

何も入力せずに [検索（Find）]をクリックします。
ヒント

ステップ 5 さらにクエリを定義して複数のフィルタを追加するには、[絞り込み（Search Within Results）]
チェックボックスをオンにして、ドロップダウンボックスから [AND]または [OR]を選択し、
ステップ 2（23ページ）～ステップ 4（24ページ）を繰り返します。

ステップ 6 ステップ 2（23ページ）で [タイプ（Type）]を選択した場合は、[項目を選択するか、検索テ
キストを入力してください（Select item or Enter search text）]リストボックスから、次のオプ
ションのいずれかを選択します。

•挿入ファイル（Insert Files）
•エクスポートファイル（Export Files）
•レポートファイル（Report Files）
•カスタムファイル（Custom Files）
•ログファイル
• BAT Excelテンプレート（BAT Excel Template）

ステップ 7 [検索（Find）]をクリックします。

検出されたファイルのリストが、次の分類で表示されます。

• [ファイル名（File Name）]

•機能種別

ステップ 2（23ページ）で [タイプ（Type）]を選択した場合は、検出されたファイルのリス
トが次の分類で表示されます。

• [ファイル名（File Name）]

• [起動日時（Launch Date and Time）]
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次のタスク

選択したファイルをダウンロードできます。

関連トピック

サーバからのファイルのダウンロード（25ページ）

サーバからのファイルのダウンロード
次の手順を使用して、Cisco Unified Communications Managerサーバからファイルをダウンロー
ドします。

手順

ステップ 1 ダウンロードするファイルを検索します。

サーバ上でファイルを検索するには、サーバ上のダウンロード可能なファイルの検

索（23ページ）を参照してください。
ヒント

ステップ 2 ダウンロードするファイルに対応するチェックボックスをオンにして、[選択項目のダウンロー
ド（Download Selected）]をクリックします。

複数ファイルの一括ダウンロードを選択した場合は、それらのファイルが一般的な zipファイ
ルとしてダウンロードされます。

[すべて選択（Select All）]をクリックして [選択項目のダウンロード（Download
Selected）]をクリックすると、すべてのファイルをダウンロードできます。

ヒント

ステップ 3 [ファイルのダウンロード（File Download）]ポップアップウィンドウが表示されます。[保存
（Save）]をクリックします。

ステップ 4 [名前をつけて保存（Save As）]ポップアップウィンドウでファイルの保存場所を選択して、
[保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [ダウンロード完了（Download Complete）]ポップアップウィンドウが表示されます。ダウン
ロードしたファイルをすぐに開く場合は [開く（Open）]をクリックします。後で開く場合は
[閉じる（Close）]をクリックします。

Windowsを使用している場合は、7-Zipツールを使用して zipファイルを抽出しま
す。

（注）

サーバへのファイルのアップロード
次の手順を使用して、ユニファイドコミュニケーションマネージャサーバにファイルをアッ

プロードします。
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アップロードファイルの形式は、常に英数字（A～ Z、A～ Z、および 0～ 9）の文字を使用
する必要があります。有効な文字は、ハイフン（-）、ドット（.）、アンダースコア（_）で
す。また、ファイル名はドットで始めたり、ドットを2つ使用したりすることはできません。

（注）

手順

ステップ 1 一括管理(Bulk Administration) >ファイルをアップロード/ダウンロード(Upload/Download Files)
の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [ファイル（File）]テキストボックスに、アップロードするファイルのフルパスを入力する
か、[参照（Browse）]をクリックしてファイルを探します。

ステップ 4 [ターゲットの選択（Select the Target）]ドロップダウンリストボックスから、ファイルを使用
するターゲットを選択します。

ステップ 5 [トランザクションタイプ（Transaction Type）]ドロップダウンリストボックスから、ファイ
ルで定義されるトランザクションタイプを選択します。

ステップ 6 同じ名前の既存のファイルを上書きする場合は、[ファイルが存在する場合は上書きする
（Overwrite File if it Exists）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。アップロードが成功したことを示すステータスが表示され
ます。

サーバからのファイルの削除
次の手順を使用して、Cisco Unified Communications Managerサーバからファイルを削除します。
ジョブの実行に使用されているファイルを削除対象として選択した場合、そのようなファイル

は削除されません。

BAT.xltファイルは削除しないでください。注目

手順

ステップ 1 削除するファイルを検索します。

ステップ 2 [検索結果（Search Results）]領域で、削除するファイルに対応するチェックボックスをオンに
します。

ステップ 3 [Delete Selected（選択したユーザを削除）]をクリックします。
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[検索結果（Search Results）]領域に表示されたすべてのファイルを削除するには、
[すべて選択（Select All）] と [選択項目の削除（Delete Selected）]をクリックしま
す。

（注）

ステップ 4 続行するには [OK]をクリックします。
これで、ファイルがサーバから削除されます。

関連トピック

サーバ上のダウンロード可能なファイルの検索（23ページ）
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第 III 部

電話
•電話テンプレート（31ページ）
•電話ファイル形式（151ページ）
•電話レコードの検証（159ページ）
•電話の挿入（163ページ）
•電話の更新（167ページ）
•電話の削除（191ページ）
•電話のエクスポート（197ページ）
•電話回線の追加および更新（205ページ）
•電話のリセット/リスタート（225ページ）
•電話レポート（233ページ）
•電話の移行（241ページ）
•インターコムの追加および更新（245ページ）





第 4 章

電話テンプレート

Cisco Unified Communications Manager一括管理（BAT）では、Cisco Unified Communications
Manager Administrationで個々の更新を実行するのではなく、大量の電話を一括で追加、更新、
または削除する迅速かつ効率的な方法を管理者に提供します。BATを使用して、次のタイプの
電話を操作できます。

• CiscoUnifiedIPPhones（すべてのモデル）

• CTIポート

• H.323クライアント

この章では、BATを使用して、電話テンプレートおよびその他の IPテレフォニーデバイスを
操作する方法について説明します。

•データベースへの電話機の追加（31ページ）
• BAT電話機テンプレート（32ページ）
• Jabberデバイスの更新（150ページ）

データベースへの電話機の追加
BATを使用して、電話およびその他の IPテレフォニーデバイスを Unified Communications
Managerデータベースに一括で追加する場合は、個々の電話に複数の回線、サービス、および
短縮ダイヤルを追加できます。CTIポートや H.323クライアントを追加することもできます。

電話機の CSVデータファイルの作成には、2つのオプションがあります。

• BATスプレッドシート（BAT.xlt）を使用して、データを CSV形式にエクスポートする
•テキストエディタを使用して、CSV形式のテキストファイルを作成する（経験豊富なユー
ザ向け）

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話テンプレート（Phone Template）]
の順に選択します。
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[電話テンプレートの検索/一覧表示（Find and List Phone Templates）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 2 CSVファイルを作成して、電話テンプレートを挿入します。

次のいずれかの選択肢を実行します。

a) BATスプレッドシートを使用して CSVデータファイルを作成します。
b) 以下のようにテキストエディタを使用して CSVデータファイルを作成します。

1. [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話ファイル形式（Phone
File Format）] > [ファイル形式の作成（Create File Format）]の順に選択します。

2. テキストエディタを使用して、電話機のCSVデータファイルを作成します。このファ
イルは、使用するファイル形式に従います。

3. [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話ファイル形式（Phone
File Format）] > [ファイル形式の追加（Add File Format）]を選択し、テキストベース
のファイル形式を CSVデータファイルと関連付けます。

ステップ 3 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話の確認（Validate Phones）]の順
に選択します。

ステップ 4 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話の挿入（Insert phones）]を選択
して、電話レコードを Unified Communications Managerデータベースに挿入します。

関連トピック

テキストベースのファイル形式と CSVデータファイルの関連付け（157ページ）
BAT電話機テンプレート（32ページ）
BATスプレッドシートを使用した電話用 CSVデータファイルの作成（116ページ）
電話機用のテキストベースの CSVファイルの作成（798ページ）
電話ファイル形式の検索（152ページ）
Unified Communications Managerへの電話の挿入（163ページ）
電話レコードの検証（159ページ）

BAT電話機テンプレート
BAT電話機テンプレートを使用して、共通の電話属性を定義して新しい電話のグループを追加
します。テンプレートを作成する前に、デバイスプール、場所、コーリングサーチスペース、

ボタンテンプレート、ソフトキーテンプレートなどの電話設定がUnifiedCommunicationsManager
Administration内ですでに設定済みであることを確認します。新しい設定を BATで作成するこ
とはできません。

BAT電話機テンプレートの検索
複数の電話テンプレートが使用される場合があることから、Unified Communications Managerで
は、ユーザが定義する検索条件に基づいて特定の電話テンプレートを検索できます。
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ブラウザセッションでの作業中に、検索/一覧表示の検索設定がクライアントマシン上のCookie
に保存されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻った場合、またはブ

ラウザを閉じてから新しいブラウザウィンドウを再度開いた場合でも、この Unified
Communications Managerの検索設定が、検索条件を変更するまで維持されます。

（注）

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話テンプレート（Phone Template）]
の順に選択します。

[電話テンプレートの検索/一覧表示（Find and List Phone Templates）]ウィンドウが表示されま
す。2つのドロップダウンリストボックスを使用してテンプレートを検索します。

ステップ 2 最初の [電話テンプレートの検索（Find Phone Templates where）]ドロップダウンリストボッ
クスから、次の条件のいずれかを選択します。

•デバイス名（Device Name）
•説明
• [電話番号（Directory Number）]
• [ディレクトリ URI（Directory URI）]
• [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]
• [デバイスプール（Device Pool）]
•デバイスタイプ
• [コールピックアップグループ（Call Pickup Group）]
• [LSCステータス（LSC Status）]
•認証文字列
• [デバイスプロトコル（Device Protocol）]
• [セキュリティプロファイル（Security Profile）]
• [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]

ステップ 3 2番目の [電話テンプレートの検索（Find Phone Template where）]ドロップダウンリストボッ
クスから、次の条件のいずれかを選択します。

•で始まる
•を含む
•次の文字列と完全に一致する
•次の文字列で終わる
•空である
•が空ではない

ステップ 4 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、[検索（Find）]をクリックします。
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データベースに登録されているすべての電話機テンプレートを検索するには、検索

テキストを何も入力せずに [検索（Find）]をクリックします。
ヒント

検出されたテンプレートのリストが表示されます。

ステップ 5 レコードのリストから、検索条件と一致するデバイス名をクリックします。
ウィンドウに、選択した電話機テンプレートが表示されます。

新しい BAT電話機テンプレートの作成
新しいBAT電話機テンプレートを作成できます。電話テンプレートを作成したら、回線、サー
ビス、および短縮ダイヤルを追加できます。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話テンプレート（Phone Template）]
の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。[新しい電話テンプレートの追加（Add a New
Phone）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 電話タイプのドロップダウンリストから、テンプレートを作成する電話機モデルを選択しま
す。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 デバイスプロトコルの選択のドロップダウンリストから、デバイスのプロトコルを選択しま
す。[次へ（Next）]をクリックします。

[電話テンプレートの設定（Phone Template Configuration）]ウィンドウが、選択したデバイス
タイプのフィールドとデフォルトエントリと共に表示されます。

ステップ 5 [テンプレート名（Template Name）]フィールドに、テンプレートの名前を入力します。

名前には、最大 50文字の英数字を使用できます。

ステップ 6 [デバイス情報（Device Information）]領域に、このバッチの共通の電話設定を入力します。

一部の電話モデルとデバイスタイプには、一覧に示されている属性がすべて揃っていないもの

もあります。すべての属性の詳細については、電話機モデルのマニュアルを参照してくださ

い。

ステップ 7 この BAT電話機テンプレートのすべての設定を入力したら、[保存（Save）]をクリックしま
す。

ステータスにトランザクションが完了したことが示されたら、回線の属性を追加できます。

BATテンプレート内の電話回線の追加または更新

BATテンプレートに 1つ以上の回線を追加したり、既存の回線を更新したりできます。BAT
テンプレートに使用されるボタンテンプレートによって、追加または更新できる回線の数が決
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定されます。複数回線を持つプライマリ電話テンプレートを作成することができます。その標

準テンプレートを使用して、単一回線の電話機、または標準テンプレート内の回線数を上限と

する複数回線の電話機を追加できます。このバッチ内のすべての電話機またはユーザデバイス

プロファイルが、選択された設定を使用することになります。

回線テンプレートの値には英数字を使用することが推奨されています。数字のみを指定した場

合、実際の電話番号と競合してしまう可能性があります。英数字を使用することにより、コー

ルピックアップグループ番号や通話パーク番号などの機能とも競合せずに済みます。

BATテンプレートに表示される回線の最大数は、BAT電話機テンプレートの作成時に選択し
たモデルおよびボタンテンプレートに応じて異なります。一部のCisco Unified IP Phoneモデル
では、Cisco Unified IP Phoneサービスと短縮ダイヤルもテンプレートに追加できます。

手順

ステップ 1 回線を追加する電話テンプレートを見つけます。

ステップ 2 [電話テンプレートの設定（Phone Template Configuration）]ウィンドウで、[関連情報（Associated
Information）]領域にある [回線 [1] -新規DNの追加（Line [1] Add a new DN）]をクリックしま
す。

[回線テンプレートの設定（Intercom Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 回線の設定に適切な値を入力するか、選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 その他の回線の設定を追加するには、ステップ 2（35ページ）～ステップ 4（35ページ）
を繰り返します。

[回線テンプレートの設定（Line Template Configuration）]ウィンドウの右上隅にある [関連リン
ク（Related Links）]ドロップダウンリストボックスから [検索/一覧表示に戻る（Back to
Find/List）]を選択した場合、[回線テンプレートの検索/一覧表示（Find and List Line Template）]
ウィンドウが表示されます。

a) 既存の回線テンプレートを検索するには、適切な検索条件を入力し、[検索（Find）]をク
リックします。

b) 新しい回線テンプレートを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

関連トピック

BATテンプレートでの IPサービスの追加または更新（35ページ）
BATテンプレート内の短縮ダイヤルの追加または更新（36ページ）
BAT電話機テンプレートの検索（32ページ）
標準電話テンプレート（10ページ）

BATテンプレートでの IPサービスの追加または更新

この機能がBATテンプレートに直接含まれているCisco Unified IP Phoneモデルに、Cisco Unified
IPPhoneサービスを登録できます。ユーザや電話を IPサービスに一括で登録するには、IPサー
ビスに共通のサービスパラメータが必要で、電話テンプレートを使用して登録する必要があり
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ます。固有のサービスパラメータを持つ IPサービスは一括登録できません。固有のパラメー
タを持つサービスの場合、CSVファイルを使用します。

手順

ステップ 1 IPサービスを追加する電話テンプレートを見つけます。

ステップ 2 [電話テンプレートの設定（Phone Template Configuration）]ウィンドウから、[関連情報
（Associated Information）]領域にある [新規SURLの追加（Add a new SURL）]をクリックしま
す。

ポップアップウィンドウが表示されます。このウィンドウで、使用可能なCisco Unified IP Phone
サービスに登録できます。

ステップ 3 [サービスの選択（Select a Service）]ドロップダウンリストボックスで、すべての電話を登録
するサービスを選択します。[サービスの説明（Service Description）]ボックスには、選択した
サービスの詳細が表示されます。

ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [サービス名（Service Name）]フィールドで、必要に応じてサービスの名前を変更します。

ステップ 6 選択したサービスを関連付けるか、他のサービスをテンプレートに追加します。

a) これらの電話サービスを電話テンプレートに関連付けるには、[保存（Save）]をクリック
します。

b) さらにサービスを追加するには、ステップ 3（36ページ）～ステップ 6（36ページ）
を繰り返します。

c) すべてのサービスをテンプレートに追加するには、[更新（Update）]をクリックします。

選択したテンプレートに対してサービスの追加または更新を実行した後は、次のステップに進

みます。

ステップ 7 ポップアップウィンドウを閉じます。

関連トピック

BATテンプレート内の短縮ダイヤルの追加または更新（36ページ）
BAT電話機テンプレートの検索（32ページ）

BATテンプレート内の短縮ダイヤルの追加または更新

電話ボタンテンプレートに短縮ダイヤルボタンがある場合、一般の電話用および Cisco VGC
電話用の BATテンプレートで短縮ダイヤルを追加したり、更新したりできます。BATテンプ
レートに使用される電話ボタンテンプレートによって、使用できる短縮ダイヤルボタンの数

が決定します。

手順

ステップ 1 短縮ダイヤルを追加する電話テンプレートを見つけます。

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
36

電話

BATテンプレート内の短縮ダイヤルの追加または更新



ステップ 2 [電話テンプレートの設定（Phone Template Configuration）]ウィンドウから、次のいずれかを
実行します。

a) [関連情報（Associated Information）]領域にある [新規 SDの追加（Add a new BLF SD）]を
クリックします。

b) ウィンドウの右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストボックス
から [短縮ダイヤルの追加/更新（Add/Update Speed Dials）]を選択します。

ポップアップウィンドウが表示されます。このウィンドウで、Cisco Unified IP Phoneと拡張モ
ジュールの短縮ダイヤルボタンを指定できます。

ステップ 3 [短縮ダイヤルの設定（Speed Dial Settings）]領域の [番号（Number）]フィールドに、電話番号
（アクセスコードまたは長距離コードを含む）を入力します。

電話番号を入力する際に、必要に応じて、強制承認コード（FAC）/クライアント識
別コード（CMC）を続けて入力することもできます。このフィールドには電話番
号、FAC、CMCを連続して、またはカンマ（,）で区切って入力できます。短縮ダ
イヤルには、コールが接続された後にDTMFディジットとして送信されるPIN、パ
スワード、またはその他の数字を含めることができます。短縮ダイヤルで接続する

ときに一時停止を必要とする場合、1つ以上のカンマ（,）を入力することができま
す。各カンマは 2秒間の一時停止を表します。DTMFディジットは、コールが接続
され、カンマの数に対応する適切な一時停止期間が経過した後に送信されます。

（注）

ステップ 4 [ラベル（Label）]フィールドに、短縮ダイヤル番号に対応するラベルを入力します。

ステップ 5 [短縮ダイヤル設定（Abbreviated Dial Settings）]領域で、該当する IPフォンモデルの短縮ダイ
ヤルを設定できます。ステップ 3（37ページ）を繰り返します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
BATによってテンプレートに短縮ダイヤルの設定が挿入され、ポップアップウィンドウが閉
じます。

関連トピック

BAT電話機テンプレートの検索（32ページ）

BATテンプレート内の話中ランプフィールドの追加または更新

電話ボタンテンプレートに短縮ダイヤルボタンがある場合、一般の電話用および Cisco VGC
電話用のBATテンプレートで話中ランプフィールドを追加したり、更新したりできます。BAT
テンプレートに使用される電話ボタンテンプレートによって、使用できるBLF SDボタンの数
が決定します。

手順

ステップ 1 短縮ダイヤルを追加する電話テンプレートを見つけます。

ステップ 2 [電話テンプレートの設定（Phone Template Configuration）]ウィンドウで、次のいずれかを実
行します。
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a) [関連情報（Associated Information）]領域にある [新規BLF SDの追加（Add a new BLF SD）]
をクリックします。

b) ウィンドウの右上にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから、[話中
ランプフィールドスピードダイヤルの追加/更新（Add/Update Busy Lamp Field Speed Dials）]
を選択します。

ポップアップウィンドウが表示されます。このウィンドウで、Cisco Unified IP Phoneおよび拡
張モジュールに対して話中ランプフィールスピードダイヤル（BLF SD）ボタンを指定できま
す。

ステップ 3 [短縮ダイヤルの設定（Speed Dial Settings）]領域の [接続先（Destination）]フィールドに、接
続先（アクセスコードまたは長距離コードを含む）を入力します。

ステップ 4 ドロップダウンリストから電話番号を選択します。[検索（Find）]をクリックして、電話番号
を検索できます。

ステップ 5 [ラベル（Label）]フィールドに、BLF SD番号に対応するラベルを入力します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
BATによってテンプレートに BLF SDの設定が挿入され、ポップアップウィンドウが閉じま
す。

関連トピック

BAT電話機テンプレートの検索（32ページ）

BATテンプレート内の話中ランプフィールダイレクト通話パークの追加または更新

電話ボタンテンプレートに短縮ダイヤルボタンが備えられている場合、一般の電話用および

Cisco VGC電話用のBATテンプレートで話中ランプフィール（BLF）ダイレクト通話パークを
追加したり、更新したりできます。このBATテンプレートに使用される電話ボタンテンプレー
トによって、使用できる BLFダイレクト通話パークボタンの数が決定されます。

手順

ステップ 1 BLFダイレクト通話パークを追加する電話テンプレートを見つけます。

ステップ 2 [電話テンプレートの設定（Phone Template Configuration）]ウィンドウで、次のいずれかを実
行します。

a) [関連情報（Associated Information）]領域にある [新規 BLFダイレクト通話パークの追加
（Add a new BLF Directed Call Park）]をクリックします。

b) ウィンドウの右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストボックス
から [BLFダイレクト通話パークの追加/更新（Add/Update BLF Directed Call Park）]を選択
します。

ポップアップウィンドウが表示されます。このウィンドウで、Cisco Unified IP Phoneおよび拡
張モジュールに対して、BLFダイレクト通話パークボタンを指定できます。

ステップ 3 [割り当てられていない話中ランプフィールド/ダイレクトコールパークの設定（UnassignedBusy
Lamp Field/Directed Call Park Settings）]領域で、ドロップダウンリストから電話番号を選択し
ます。[検索（Find）]をクリックして、電話番号を検索できます。
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ステップ 4 [ラベル（Label）]フィールドに、BLFダイレクト通話パーク番号に対応するラベルを入力し
ます。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
BATによってテンプレートに BLFダイレクト通話パークの設定が挿入され、ポップアップ
ウィンドウが閉じます。

関連トピック

BAT電話機テンプレートの検索（32ページ）

BATテンプレート内のインターコムテンプレートの追加または更新

1つ以上のインターコムテンプレートをBATテンプレートに追加できます。または既存のイン
ターコムテンプレートを BATテンプレートで更新できます。BATテンプレートに使用してい
るボタンテンプレートによって、追加または更新できる回線数が決定します。複数回線を持つ

標準電話テンプレートを作成することができます。その標準テンプレートを使用して、単一回

線の電話機、または標準テンプレート内の回線数を上限とする複数回線の電話機を追加できま

す。このバッチ内のすべての電話機またはユーザデバイスプロファイルは、インターコムテ

ンプレートに選択した設定を使用します。

インターコムテンプレートには英数字を使用することを推奨します。番号を指定すると、実際

の電話番号と競合する可能性があるためです。英数字を使用することにより、コールピック

アップグループ番号や通話パーク番号などの機能とも競合せずに済みます。

BATテンプレートに表示される回線の最大数は、BAT電話機テンプレートの作成時に選択し
たモデルおよびボタンテンプレートによって異なります。一部のCisco Unified IP Phoneモデル
では、Cisco Unified IP Phoneサービスと短縮ダイヤルもテンプレートに追加できます。

手順

ステップ 1 インターコムテンプレートを追加する電話テンプレートを見つけます。

ステップ 2 [電話テンプレートの設定（Phone Template Configuration）]ウィンドウで、[関連情報（Associated
Information）]領域にある [インターコム[1] -新規インターコムの追加（Intercom [1] - Add a new
Intercom）]をクリックします。
[インターコムテンプレートの設定（Intercom Template Configuration）]ウィンドウが表示され
ます。

ステップ 3 インターコムテンプレートの設定に適切な値を入力するか、選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
BATによって、インターコムテンプレートが電話テンプレートの設定に追加されます。

ステップ 5 その他のインターコムテンプレートの設定を追加するには、ステップ2（39ページ）～ステッ
プ 4（39ページ）を繰り返します。

[インターコムテンプレートの設定（Intercom Template Configuration）]ウィンドウの右上隅に
ある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストボックスから [検索/一覧表示に戻る
（Back to Find/List）]を選択した場合、[インターコム電話番号の検索/一覧表示（Find and List
Intercom Directory Number）]ウィンドウが表示されます。

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
39

電話

BATテンプレート内のインターコムテンプレートの追加または更新



[インターコムテンプレートの設定（Intercom Template Configuration）]ウィンドウ
の右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストボックスから
[検索/一覧表示に戻る（Back to Find/List）]を選択した場合、[インターコム電話番
号の検索/一覧表示（Find and List Intercom Directory Number）]ウィンドウが表示さ
れます。

（注）

a) 既存のインターコム電話番号を検索するには、[検索（Find）]をクリックし、適切な検索
条件を入力します。

b) 新しいインターコム電話番号を追加するには、[インターコム電話番号の検索/一覧表示
（Find and List Intercom Directory Number）]ウィンドウで、[新規追加（Add New）]をク
リックします。

関連トピック

BATテンプレートでの IPサービスの追加または更新（35ページ）
BATテンプレート内の電話回線の追加または更新（34ページ）
BATテンプレート内の短縮ダイヤルの追加または更新（36ページ）
BAT電話機テンプレートの検索（32ページ）
標準電話テンプレート（10ページ）

BAT電話機テンプレートの変更

手順

ステップ 1 変更する電話機テンプレートを検索します。

ステップ 2 [電話テンプレートの設定（Phone Template Configuration）]ウィンドウで、テンプレート内の
設定を追加、変更、または削除します。詳細については、「表 3 : BATテンプレートに回線を
追加する場合のフィールドの説明（88ページ）」を参照してください。

ステップ 3 設定を変更してテンプレートを更新した後、[保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

さらに、BATテンプレートに対して回線、IPサービス、または短縮ダイヤルを追加または更
新することができます。

関連トピック

BATテンプレートでの IPサービスの追加または更新（35ページ）
BATテンプレート内の電話回線の追加または更新（34ページ）
BATテンプレート内の短縮ダイヤルの追加または更新（36ページ）
BAT電話機テンプレートの検索（32ページ）
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BAT電話機テンプレートのコピー
一部のフィールドだけを変更したい場合は、既存の電話テンプレートのプロパティを新しい電

話テンプレートにコピーできます。コピーでは、元のテンプレートで指定されていたすべての

値が複製されます。

作成する新しいテンプレートが、Cisco IP Phone 7975など、元のテンプレートと同じデバイス
タイプであることを確認します。

（注）

手順

ステップ 1 コピーする電話テンプレートを検索します。

ステップ 2 電話テンプレートをコピーします。次のいずれかを実行します。

a) [電話テンプレートの設定（Phone Template Configuration）]ウィンドウで、それがコピーす
るテンプレートであることを確認して、[コピー（Copy）]をクリックします。

b) [電話テンプレートの検索/一覧表示（Find and List Phone Templates）]ウィンドウで、コピー
する電話テンプレートに対応する [コピー（Copy）]列内のアイコンをクリックします。

c) テンプレートとそのテンプレートに関連付けられたすべての回線をコピーするには、[電話
テンプレートの検索/一覧表示（Find and List Phone Templates）]ウィンドウで、コピーする
電話テンプレートと回線に対応する [スーパーコピー（Super Copy）]列内のアイコンをク
リックします。

ステップ 3 [テンプレート名（Template Name）]フィールドに、テンプレートの名前を入力します。

名前には、最大 50文字の英数字を使用できます。

例：

Sales_7975

ステップ 4 必要に応じて、新しいテンプレートのフィールドを更新します。

詳細については、「表 3 : BATテンプレートに回線を追加する場合のフィールドの説明（88
ページ）」を参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
BATに追加されたテンプレートは、左側の [電話テンプレート（Phone Templates）]に表示さ
れます。

次のタスク

電話回線、IPサービス、および短縮ダイヤルのテンプレートへの追加または更新を続けて実行
することができます。

関連トピック

BATテンプレートでの IPサービスの追加または更新（35ページ）
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BATテンプレート内の電話回線の追加または更新（34ページ）
BATテンプレート内の短縮ダイヤルの追加または更新（36ページ）
BAT電話機テンプレートの検索（32ページ）

BAT電話機テンプレートの削除
BAT電話機テンプレートを削除できます。

特定の電話機テンプレートを使用するジョブを送信した場合、その電話機テンプレートを削除

すると、そのジョブも削除されます。

注意

手順

ステップ 1 削除する電話機テンプレートを検索します。

ステップ 2 電話機テンプレートを削除します。次のいずれかを実行します。

a) [電話テンプレートの設定（Phone Template Configuration）]ウィンドウで、それが削除対象
のテンプレートであることを確認して、[削除（Delete）]をクリックします。

b) [電話テンプレートの検索/一覧表示（Find and List Phone Templates）]ウィンドウで、削除
するテンプレートの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除（Delete
Selected）]をクリックします。

削除操作の確認を求めるメッセージが表示されます。

ステップ 3 テンプレートを削除するには、[OK]をクリックします。そのテンプレート名が、[電話テンプ
レートの検索/一覧表示（Find and List Phone Templates）]ウィンドウの電話機テンプレートの
リストから消去されます。

関連トピック

BAT電話機テンプレートの検索（32ページ）

BAT電話機テンプレートフィールドの説明
次の表では、すべての IPテレフォニーデバイスの BAT電話機テンプレートを追加するとき
に、表示される可能性のあるフィールドについて説明します。一部のデバイスタイプでは、す

べての電話設定は必要ではなく、一部のフィールドにのみ、Unified Communications Manager管
理ページで設定された値が表示されます。BATユーザインターフェイスでアスタリスクが付
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いたフィールド名には入力が必要です。アスタリスクが付いていないフィールドについては、

任意指定です。

表 2 :電話テンプレートのフィールドの説明

説明フィールド

[デバイス情報（Device Information）]

デバイスを信頼できるかどうかを選択します。

この設定項目は、SCCPを使用するアナログ電
話機と、一部のサードパーティのエンドポイ

ントに対して設定できます。

[デバイス信頼モード（Device Trust Mode）]

テンプレートの名前を入力します。テンプレート名（Template Name）

作成する電話テンプレートの説明を入力しま

す。説明には、任意の言語で最大50文字を指
定できますが、二重引用符（"）、パーセント
記号（%）、アンパサンド（&）、バックスラッ
シュ（\）、山カッコ（<>）は使用できませ
ん。

説明

このテンプレートを使用する電話機のオンボー

ドに、自動登録ではなくアクティベーション

コードを使用する場合は、このチェックボッ

クスをオンにします。

このオプションは、アクティベー

ションコードをサポートする電話

機でのみ使用できます。

（注）

オンボーディングにはアクティベーションコー

ドが必要です

この電話機グループまたはポートグループの

デバイスプールを選択します。

デバイスの場合、デバイスプールは、自動再

登録に必要な共通の特性（地域、日時グルー

プ、Unified Communications Managerグループ、
コーリングサーチスペースなど）のセットを

定義します。

デバイスプール
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説明フィールド

この電話機を割り当てる共通デバイス設定を

選択します。共通デバイス設定には、特定の

ユーザに関連付けられている属性（サービス

または機能）が含まれています。共通デバイ

ス設定は、[共通デバイス設定（CommonDevice
Configuration）]ウィンドウで設定します。

共通デバイス設定を表示するには、[詳細の表
示（View Details）]リンクをクリックします。

[共通デバイス設定（Common Device
Configuration）]

このグループ内のすべての電話機のボタンテ

ンプレートを選択します。ボタンテンプレー

トにより、ボタンの内容（回線、短縮ダイヤ

ル）と、電話機上のボタンの位置が決まりま

す。ボタンテンプレートには拡張モジュール

が含まれています。

[電話ボタンテンプレート（Phone Button
Template）]

このグループのすべての電話機に使用するソ

フトキーテンプレートを選択します。

[ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]

ドロップダウンリストで、使用可能な共通の

電話プロファイルのリストから共通の電話プ

ロファイルを選択します。

[共通の電話プロファイル（Common Phone
Profile）]

電話機/ポートのこのグループのコーリング
サーチスペースを選択します。

コーリングサーチスペースは、ダイヤルされ

た番号のルーティング方法を決定するために

検索されるルートパーティションのコレクショ

ンを指定します。

[コーリングサーチスペース（Calling Search
Space）]

自動代替ルーティング（AAR）を実行する際
にデバイスが使用する、適切なコーリングサー

チスペースを選択します。AARコーリング
サーチスペースは、帯域幅不足が原因でコー

ルがブロックされる場合に、ルートパーティ

ションのコレクションを指定します。このルー

トパーティションは、収集された（発信側）

番号の他のルーティング方法を決定するため

に検索されます。

[AARコーリングサーチスペース（AAR
Calling Search Space）]
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説明フィールド

この電話グループまたはポートグループのメ

ディアリソースグループリスト（MRGL）を
選択します。

MRGLには、優先順位付けされたメディアリ
ソースグループのリストが表示されます。ア

プリケーションは、MRGLで定義されている
優先順位に従って、使用可能なメディアリソー

スから必要なメディアリソースを選択します。

[メディアリソースグループリスト（Media
Resource Group List）]

この電話グループまたはポートグループのユー

ザ保留音源を選択します。

ユーザ保留音源は、ユーザがコールを保留に

するときに再生される音楽の音源を指定しま

す。

[ユーザ保留MOH音源（User Hold MOH Audio
Source）]

この IPフォングループまたはポートグルー
プのネットワーク保留音源を選択します。

ネットワーク保留音源は、システムによりコー

ルが保留されるとき（ユーザがコールを転送

またはパークするときなど）に再生される音

楽の音源を指定します。

[ネットワーク保留MOH音源（Network Hold
MOH Audio Source）]

この IPフォングループまたはポートグルー
プの適切なロケーションを選択します。

ロケーションは、このロケーションに対して

送受信可能な帯域幅の合計を指定します。設

定値の [なし（None）]は、このCisco IP Phone
で使用される帯域幅がロケーション機能によっ

て追跡されないことを意味します。

[所在地（ Location）]

このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）
グループを選択します。AARグループはプレ
フィックス番号を設定します。この番号は、

帯域幅不足のためにブロックされるコールを

ルーティングする際に使用されます。

[AARグループ（AAR Group）]を [なし
（None）]に設定すると、ブロックされたコー
ルの再ルーティングは行われません。

[AARグループ（AAR Group）]
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説明フィールド

この IPフォングループに関連付ける国と言語
設定を選択します。

この選択項目によって、このユーザーの文化

に依存する属性と、Unified Communications
Managerのユーザーウィンドウおよび電話機
でユーザーに表示される言語が決まります。

[ユーザロケール（User Locale）]

この電話機グループに関連付けるネットワー

クロケールを選択します。

ネットワークロケールは、シスコのゲートウェ

イおよび電話機が、特定の地域の PSTNおよ
びその他のネットワークと通信する際に使用

する、一連の呼び出し音とリズムを構成しま

す。

[ネットワークロケール（Network Locale）]

[ビルトインブリッジ（Built In Bridge）]ド
ロップダウンリストを使用して（[On（オ
ン）]、[Off（オフ）]、または [デフォルト
（Default）]を選択）、割り込み機能用のビル
トイン会議ブリッジを有効または無効にしま

す。

[ビルトインブリッジ（Built In Bridge）]

プライバシーが必要な電話機のそれぞれに対

して、[プライバシー（Privacy）]ドロップダ
ウンリストから [オン（On）]を選択します。

[プライバシー（Privacy）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、このデバイスの

デバイスモビリティ機能をオンまたはオフに

します。デフォルトのデバイスモビリティ

モードを使用する場合は、[デフォルト
（Default）]を選択します。

[現在のデバイスモビリティ設定の表示（View
Current Device Mobility Settings）]をクリック
し、これらのデバイスモビリティパラメータ

の現在の値を表示します。

• [Cisco Unified Communications Managerグ
ループ（Cisco Unified Communications
Manager Group）]

• [デバイスプールのローミング（Roaming
Device Pool）]

• [所在地（ Location）]

• [地域（Regions）]

•ネットワークロケール

• AARグループ（AAR Group）

• AARコーリングサーチスペース（AAR
Calling Search Space）

•デバイスコーリングサーチスペース
（Device Calling Search Space）

• [メディアリソースグループリスト（Media
Resource Group List）]

• [SRST]

[デバイスモビリティモード（Device Mobility
Mode）]

プライマリ電話のユーザのユーザ IDを入力し
ます。

[所有者のユーザ ID（Owner User ID）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、このデュアルモー

ド電話を割り当てるユーザーのユーザー IDを
選択します。

モバイルユーザ ID設定は、デュ
アルモード電話の Cisco Unified
Mobilityおよびモバイル音声アク
セス機能に使用されます。

（注）

オーナーユーザ IDとモビリティ
ユーザ IDは異なっていても構い
ません。

（注）

[モビリティユーザ ID（Mobility User ID）]

（デュアルモード電話のみ）

ドロップダウンリストから、電話機のパーソ

ナライゼーション設定を有効、または無効に

するか、あるいは、[デフォルト（Default）]
を選択して、[共通の電話プロファイル
（Common Phone Profile）]で設定した電話機
のパーソナライゼーション設定を使用します。

次のいずれかのオプションを選択できます。

• [無効（Desabled）]：電話機のいずれの
パーソナライゼーション設定も有効にさ

れません。

• [有効（Enabled）]：この設定では、パー
ソナライズされた背景画像ファイルを電

話機の画面に使用したり、プレビュー画

像ファイルを一時的に表示したり、パー

ソナライズされたトーンファイルでデ

フォルトの呼出音をカスタマイズしたり

できます。

• [デフォルト（Default）]：[共通の電話プ
ロファイル（Common Phone Profile）]の
電話機のパーソナライゼーション設定を

使用します。

[電話機のパーソナライゼーション（Phone
Personalization）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストの次の値から、使用す

るサービスプロビジョニング設定を選択しま

す。

•内部

•外部 URL

•両方

•デフォルト：[内部（Internal）]

このパラメータは、設定ファイル（内部）、

サービス URLから受信するサービス（外部
URL）、またはその両方にプロビジョニング
されているサービスを電話機で使用するかを

制御します。[外部 URL（External URLs）]オ
プションは、サードパーティ製プロビジョニ

ングサーバとの後方互換性を提供します。[両
方（Both）]オプションを選択すると、ユーザ
は設定ファイルに指定されているサービスに

サブスクライブできるだけでなく、外部プロ

ビジョニングサーバのサービスも追加するこ

とができます。

これは必須フィールドです。

[サービスのプロビジョニング（Services
Provisioning）]

必要に応じてカスタムの電話ロードを入力し

ます。

このフィールドに値を入力する

と、選択したモデルのデフォルト

の値は上書きされます。

（注）

Cisco IP Phoneソフトウェアおよびその設定の
詳細については、電話機のモデルに応じた

『Cisco Unified IP Phone Administration Guide
for Cisco Unified Communications Manager』を
参照してください。

[電話ロード名（Phone Load Name）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、ワンボ

タン割り込み/C割り込み機能を有効または無
効にするか、[デフォルト（Default）]を選択
してサービスパラメータの設定を使用します。

• [オフ（Off）]：この設定は、ワンボタン
割り込み/C割り込み機能を無効にします。
ただし、通常の割り込みまたは C割り込
み機能は引き続き動作します。

• [割り込み（Barge）]：この設定はワンボ
タン割り込み機能を有効にします。

• [C割込（CBarge）]：この設定はワンボタ
ン C割り込み機能を有効にします。

• [デフォルト（Default）]：サービスパラ
メータのワンボタン割り込みまたは C割
り込みの設定を使用します。

ワンボタン割り込み（Single Button Barge）

ドロップダウンリストボックスから、このデ

バイスの [回線をまたいで参加（Join Across
Lines）]機能を有効または無効にするか、あ
るいは [デフォルト（Default）]を選択してサー
ビスパラメータ設定を使用します。

• [オフ（Off）]：この設定は [複数ライン同
時通話機能（Join Across Lines）]機能を無
効にします。

• [オン（On）]：この設定は [複数ライン同
時通話機能（Join Across Lines）]機能を有
効にします。

• [デフォルト（Default）]：サービスパラ
メータの [複数ライン同時通話機能（Join
Across Lines）]の設定を使用します。

複数ライン同時通話（Join Across Lines）
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説明フィールド

ドロップダウンリストで、Cisco Unified
Communications Managerがこのメディアエン
ドポイントにトラステッドリレーポイント

（TRP）デバイスを挿入できるかどうかを選
択します。次の値のいずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：この値を選択し
た場合、デバイスは、このデバイスが関

連付けられている共通デバイス設定の [信
頼されたリレーポイントを使用（Use
Trusted Relay Point）]設定を使用します。

• [オフ（Off）]：このデバイスでの TRPの
使用を無効化する場合は、この値を選択

します。この設定は、このデバイスに関

連付けられている共通デバイス設定の [ト
ラステッドリレーポイントを使用（Use
Trusted Relay Point）]設定よりも優先され
ます。

• [オン（On）]：このデバイスでの TRPの
使用を有効にする場合は、この値を選択

します。この設定は、このデバイスに関

連付けられている共通デバイス設定の [ト
ラステッドリレーポイントを使用（Use
Trusted Relay Point）]設定よりも優先され
ます。

信頼できるリレーポイント（TRP）デバイス
は信頼できるリレーポイントとしてラベル付

けされているMTPまたはトランスコーダデ
バイスを指定します。

エンドポイントに複数のリソース（たとえば

トランスコーダやRSVPAgent）が必要な場合、
Unified Communications Managerは関連付けら
れたエンドポイントデバイスに最も近い位置

に TRPを配置します。

TRPとMTPの両方がエンドポイントに必要な
場合は、TRPが必須のMTPとして使用されま
す。

[信頼されたリレーポイントを使用（Use
Trusted Relay Point）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスの次の値か

ら、使用する BLF警告音設定を選択します。

•オン

•オフ（Off）

• Default

このパラメータは、話中ランプフィールド

（BLF）ボタンでモニタされている回線のい
ずれかにコールが着信したときに、現在アイ

ドル状態の電話機で、ビジュアルアラートに

加えてオーディオアラートも提供します。

必須フィールドです。

[BLFオーディオアラート設定（電話がアイド
ルのとき）（BLF Audible Alert Setting (Phone
Idle)）]

必須フィールドであるこのパラメータは、話

中ランプフィールド（BLF）ボタンでモニタ
されている回線のいずれかにコールが着信す

ると、現在使用中の電話機にビジュアルアラー

トに加えてオーディオアラートも提供します。

ドロップダウンリストボックスの次の値か

ら、使用する BLF警告音設定を選択します。

•オン（On）

•オフ（Off）

• Default

[BLFオーディオアラート設定（電話がビジー
のとき）（BLF Audible Alert Setting (Phone
Busy)）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、次のオプション

のいずれかを選択します。

• [オフ（Off）]：電話機がアイドルで、い
ずれかの回線でコールを受信すると、電

話のユーザは、コールを受信した回線か

らのコールに応答します。

• [オン（On）]：電話機がアイドル状態（オ
フフック）になっているときにいずれか

の回線でコールを受信すると、このコー

ルにはプライマリ回線が選択されます。

他の回線のコールは鳴り続け、電話機ユー

ザはそれらの他の回線を選択して、これ

らのコールに応答する必要があります。

•デフォルト：Unified Communications
Managerは、[常にプライム回線を使用す
る（Always Use Prime Line）]サービスパ
ラメータの設定を使用します。これによ

り、Cisco CallManagerサービスがサポー
トされます。

常にプライム回線を使用する（Always Use
Prime Line）
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、次のオプション

のいずれかを選択します。

• [オン（On）]：電話機がアイドルの場合、
電話機のユーザが電話機の [メッセージ
（Messages）]ボタンを押すと、ボイス
メッセージを受信するために電話のプラ

イマリ回線がアクティブ回線になります。

• [オフ（Off）]：電話機がアイドルの場合、
電話機の [メッセージ（Messages）]ボタ
ンを押すと、ボイスメッセージのある回

線から、ボイスメッセージシステムを自

動的にダイヤルします。Unified
Communications Managerは、常に音声メッ
セージのある最初の回線を選択します。

ボイスメッセージが設定されている回線

が存在しない場合に電話のユーザーが

[メッセージ（Messages）]ボタンを押す
と、プライマリ回線が使用されます。

•デフォルト：Unified Communications
Managerは、[ボイスメッセージには常に
プライム回線を使用する（Always Use
Prime Line for Voice Message）]サービス
パラメータの設定を使用します。これに

より、Cisco CallManagerサービスがサポー
トされます。

ボイスメッセージには常にプライム回線を使

用する（Always Use Prime Line for Voice
Message）

ドロップダウンリストから地理位置情報を選

択します。

位置情報で [未指定（Unspecified）]を選択す
ると、このデバイスを位置情報に関連付けな

いように指定できます。

また、[システム（System）] > [位置情報の設
定（Geolocation Configuration）]メニューオ
プションで設定された位置情報を選択するこ

ともできます。

[位置情報（Geo Location）]
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説明フィールド

この電話機グループの機能管理ポリシーを選

択します。

機能管理ポリシーは、電話機に表示される機

能と関連付けられたソフトキーがどう表示さ

れるかを指定します。

[機能コントロールポリシー（Feature Control
Policy）]

ドロップダウンリストボックスから、デバイ

スに設定するモードを選択します。

[システムデフォルトを使用（Use System
Default）]：電話機ではエンタープライズパラ
メータ [デバイスセキュリティモード（Device
Security Mode）]で指定された値が使用されま
す。

[非セキュア（Non-secure）]：電話機にはどの
セキュリティ機能もありません。Unified
Communications Managerへの TCP接続が開か
れます。

[Authenticated]：Unified Communications Manager
は電話の整合性と認証を提供します。

NULL/SHAを使用する TLS接続が開きます。

[Encrypted]：Unified Communications Managerは
電話の整合性、認証、および暗号化を提供し

ます。AES128/SHAを使用する TLS接続が開
きます。

このフィールドが表示されるのは、電話機の

モデルが認証や暗号化に対応している場合だ

けです。

[デバイスセキュリティモード（DeviceSecurity
Mode）]
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説明フィールド

このチェックボックスは、コールを受信する

ビデオエンドポイントにだけ適用されます。

この電話機が、ビデオとして接続しないコー

ルを受信した場合、そのコールはオーディオ

コールとしての接続を試みます。

デフォルトでは、このチェックボックスはオ

ンです。オンの場合、ビデオコールとして接

続できないコールは、コール制御に送られて

再ルーティングされる前に、即座にオーディ

オコールとして再試行されます。

このチェックボックスをオフにした場合、ビ

デオとして接続できないビデオコールをオー

ディオコールとして接続する試行は行われま

せん。そのコールはコール制御に送られ、コー

ル制御によって自動代替ルーティング（AAR）
やルート/ハントリストを介してルーティング

されます。

[ビデオコールをオーディオとして再試行
（Retry Video Call as Audio）]

コール単位でコール表示制限を設定する場合

に、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、Unified
Communications Managerは内線コールについ
て受信するすべての表示制限を無視します。

[プレゼンテーションインジケータを無視（内
線コールのみ）（Ignore Presentation Indicators
(internal calls only)）]

CTI制御可能なすべてのデバイスに対して、
CTIからの制御を許可するには、このチェッ
クボックスをオンにします。

このチェックボックスは、[CTI制御可能デバ
イスタイプ（CTI Controllable Device Type）]
と [デバイスプロトコル（Device Protocol）]
に基づいて、有効または無効にできます。

WiFiモードで動作している
Android、iPhone、iPadなどのCisco
デュアルモードデバイス

（Jabber）は、CTIを介してモニ
ターされ、制御されません。ただ

し、GSMモードで動作しているデ
バイスはモニターまたは制御でき

ません。

（注）

[CTIからのデバイスの制御を許可（Allow
Control of Device from CTI）]
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説明フィールド

このチェックボックスは、すべての電話機に

対してデフォルトでオンにされていて、電話

機が現在ハントリスト（グループ）にログイ

ンしていることを示します。電話機をハント

リストに追加したら、管理者はこのチェック

ボックスをオン（またはオフ）にすることに

よって、ユーザをログインまたはログアウト

させることができます。

ユーザーは電話のソフトキーを使用して、電

話をハントリストにログインまたはログアウ

トします。

[ハントグループにログイン（Logged Into Hunt
Group）]

SCCPを介したリモートサイトへの接続で遅
延時間が発生する場合は、[電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウの [リモートデバ
イス（Remote Device）]チェックボックスをオ
ンにします。このチェックボックスをオンに

すると、Unified Communications Managerは電
話デバイスの登録時にバッファを割り当て、

SCCPメッセージを電話機にバンドルします。

この機能はリソースを消費するため、SCCPを
実行している電話機で、シグナルの遅延が発

生している場合にのみ、このチェックボック

スをオンにしてください。ほとんどのユーザ

にこのオプションは必要ありません。

[リモートデバイス（Remote Device）]
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説明フィールド

電話機を保護されたデバイスとして指定する

には、このチェックボックスをオンにします。

「」この場合、電話機が 2秒間トーンを再生
してユーザにコールが暗号化されていること

を通知します。また、発信側と着信側の両方

の電話機が保護されたデバイスとして設定さ

れます。このトーンは、コールが応答された

とき、発信側と着信側の両者に対して再生さ

れます。このトーンは、発側と着側の両方の

電話が「保護され」ていて、なおかつ暗号化

メディア上でコールが行われたときでなけれ

ば再生されません。

セキュアトーン機能および設定要

件の詳細な説明については、

『Cisco Unity Connection System
Administration Guide』を参照して
ください。

ヒント

[保護されたデバイス（Protected Device）]

このデバイスをホットラインデバイスにする

には、このチェックボックスをオンにします。

ホットラインデバイスは他のホットラインデ

バイスにのみ接続できます。これは PLARの
拡張機能です。PLARでは、電話がオフフッ
クになった場合に自動的に 1つの電話番号に
ダイヤルするよう電話を設定します。ホット

ラインによって、PLARを使用するデバイス
に追加の制限を適用できます。

ホットラインを実装するには、補足サービス

ソフトキーを含まないソフトキーテンプレー

トを作成し、それをホットラインデバイスに

適用する必要があります。

[ホットラインデバイス（Hotline Device）]

[番号表示トランスフォーメーション（Number Presentation Transformation）]

[この電話からのコールの発信者 ID（Caller ID For Calls From This Phone）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、コーリ

ングサーチスペース（CSS）を選択します。
CSSには、この電話機がコールを発信すると
きに発信側番号に適用される、発呼側トラン

スフォーメーションパターンが含まれます。

この電話機がコールを開始すると、Unified
Communications Managerは、一致する発呼側
トランスフォーメーションパターンに設定さ

れた数字変換を使用して、発信者番号を変換

します。この設定により、Unified
Communications Managerがコールをルーティ
ングする前に、発信者番号を変換できます。

たとえば、トランスフォーメーションパター

ンで電話機の内線番号を E.164に変更できま
す。これは一般に、ユーザが数字ではなく、

URIを使用してダイヤルする場合に設定され
ます。Unified Communications Managerでは、
ユーザが数字を使用してダイヤルする場合、

さまざまなパターンの発呼側トランスフォー

メーションが可能です。この設定では、ユー

ザが URIを使用する場合でも同じようなトラ
ンスフォーメーションが提供されます。

[発呼側トランスフォーメーション CSS
（Calling Party Transformation CSS）]

この電話機から開始されたコールの発信者番

号のトランスフォーメーションを行うために、

この電話機が属しているデバイスプールで設

定された発呼側トランスフォーメーションCSS
を使用する場合には、このチェックボックス

を選択します。デバイスプールでは、[電話機
の設定（Phone Settings）]にある発呼側トラン
スフォーメーション CSSを使用して、この電
話から開始されたコールの発信者番号が変換

されます。

このチェックボックスをオフのままにしてお

くと、この設定ウィンドウに表示されている

発呼側トランスフォーメーション CSSが適用
されます。

[デバイスプールの発呼側トランスフォーメー
ション CSSを使用（この電話からのコールの
発信者 ID）（Use Device Pool Calling Party
Transformation CSS（Caller ID For Calls From
This Phone））]

リモート番号のトランフォーメーション
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この電話機に着信したコールのリモート発信

者番号に適用する、発呼側トランスフォーメー

ションパターンが含まれているコーリング

サーチスペース（CSS）を、ドロップダウン
リストボックスから選択します。

Unified Communications Managerは、発信者番
号をこのデバイスに表示する前に、一致する

発呼側トランスフォーメーションパターンに

設定された数字変換を使用して、リモート発

信者番号を変換します。

たとえば、トランスフォーメーションパター

ンで E.164形式のリモート番号をローカライ
ズされたバージョンに変更できます。

この設定を使用すると、この電話機から開始

されたダイレクトコールのリモート接続番号

が変換されます。この設定を使用すると、コー

ルの方向に関係なく、この機能を呼び出した

後に、リモート接続番号を変換することもで

きます。リモート接続番号のトランスフォー

メーションは、サービスパラメータ [リモー
ト番号にトランスフォーメーションを適用

（Apply Transformations on Remote Number）]
（Cisco Call Managerサービスの [詳細
（Advanced）]セクションにあります）を使用
して制御されます。詳細は、このパラメータ

の説明を参照してください。

[発呼側トランスフォーメーションCSS（Calling
Party Transformation CSS）]

リモート発信者番号とリモート接続先番号を

変換するために、この電話機が属しているデ

バイスプールで設定された発呼側トランス

フォーメーション CSSを適用する場合には、
このチェックボックスを選択します。デバイ

スプールでは、[デバイスモビリティ関連情
報（Device Mobility Related Information）]セク
ションにある発呼側トランスフォーメーショ

ン CSSを使用して、リモート発信者番号とリ
モート接続先番号が変換されます。

このチェックボックスをオフのままにしてお

くと、リモート番号の変換のために、この設

定ウィンドウに表示されている発呼側トラン

スフォーメーション CSSの設定が適用されま
す。

[デバイスプールの発呼側トランスフォーメー
ションCSSを使用（デバイスモビリティ関連
情報）（Use Device Pool Calling Party
Transformation CSS (Device Mobility Related
Information)）]
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[関連付けられたモビリティ ID（Associated Mobility Identity）]：これらのモビリティフィー
ルドは、Nokia S60デバイスおよび Cisco Unified Mobile Communicatorフォンでのみ使用可能
です。[新しいモバイル IDの追加（Add New Mobile Identity）]リンクをクリックすると、[モ
バイル IDの設定（Mobile Identity Configuration）]ページが表示されます。

モバイル IDを識別する名前を入力します。名前

その IDの電話番号を入力します。市外局番、
および外部回線を使用するために必要な追加

番号を含めます。フィールドの最大長は24文
字で、個々の文字には 0から 9、*、および #

を使用できます。発信者 IDにはスマートフォ
ンの接続先を設定することを推奨します。

接続先番号をルーティングするために必要な

トランスレーションパターンまたはルートパ

ターンを追加します。

宛先番号（Destination Number）

携帯電話が応答できるようになるまでに経過

する最小時間を、ミリ秒単位で入力します。

範囲：0～ 10,000ミリ秒

デフォルト：1,500ミリ秒

[呼び出し開始タイマー（Answer Too Soon
Timer）]

携帯電話が応答しなければならない時までに

経過する最大時間を、ミリ秒単位で入力しま

す。

範囲：10,000～ 300,000ミリ秒

デフォルト：19,000ミリ秒

[呼び出し終了タイマー（Answer too late
timer）]

卓上電話からコールが転送されてから携帯電

話を呼び出すまでの経過時間を入力します。

範囲：0～ 30,000ミリ秒

デフォルト：4,000ミリ秒

[呼び出し前の遅延タイマー（Delay before
ringing timer）]

ドロップダウンリストボックスから、この接

続先に関連付ける時刻アクセスを選択します。

[時刻アクセス（Time of Day Access）]

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
61

電話

BAT電話機テンプレートフィールドの説明



説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、このリ

モート接続先に使用するタイムゾーンを選択

します。

このリモート接続先に使用するタ

イムゾーンは、時刻アクセス機能

がこの接続先へのコールを許可ま

たはブロックするために使用され

ます。

（注）

タイムゾーン

デスクの電話機で応答したコールを、リモー

ト接続先としての携帯電話に転送する場合は、

このチェックボックスをオンにします。

Cisco Unified Mobilityでこのリモー
ト接続先を操作する場合は、この

チェックボックスをオンにする必

要があります。

（注）

[携帯電話（Mobile Phone）]

着信コールでデスクフォンとリモート接続先

を同時に呼び出せるようにする場合は、この

チェックボックスをオンにします。

[Cisco Unified Mobilityを有効にする（Enable
Cisco Unified Mobility）]

[関連付けられたリモート接続先（Associated Remote Destinations）]：[新しいリモート接続先
の追加（Add a New Remote Destination）]リンクをクリックすると、[リモート接続先の設定
（Remote Destination Configuration）]ページが表示されます。

リモート接続先を識別する名前を入力します。名前

その接続先の電話番号を入力します。市外局

番、および外線の取得に必要な追加番号を含

めてください。フィールドの最大長は24文字
です。値には、0～ 9の数字、*、および #を

入力できます。リモート接続先の発信者 IDを
設定することを推奨します。

接続先番号をルーティングするために必要な

トランスレーションパターンまたはルートパ

ターンを追加します。

宛先番号（Destination Number）

携帯電話が応答できるようになるまでに経過

する最小時間を、ミリ秒単位で入力します。

範囲：0～ 10,000ミリ秒

デフォルト：1,500ミリ秒

[呼び出し開始タイマー（Answer Too Soon
Timer）]
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携帯電話が応答しなければならない時までに

経過する最大時間を、ミリ秒単位で入力しま

す。

範囲：10,000～ 300,000ミリ秒

デフォルト：19,000ミリ秒

[呼び出し終了タイマー（Answer too late
timer）]

卓上電話からコールが転送されてから携帯電

話を呼び出すまでの経過時間を入力します。

範囲：0～ 30,000ミリ秒

デフォルト：4,000ミリ秒

[呼び出し前の遅延タイマー（Delay before
ringing timer）]

ドロップダウンリストボックスから、このリ

モート接続先に関連付ける時刻アクセスを選

択します。

[時刻アクセス（Time of Day Access）]

ドロップダウンリストボックスから、このリ

モート接続先に使用するタイムゾーンを選択

します。

このリモート接続先に使用するタ

イムゾーンは、時刻アクセス機能

がこのリモート接続先へのコール

を許可またはブロックするために

使用されます。

（注）

タイムゾーン

デスクの電話機で応答したコールを、リモー

ト接続先としての携帯電話に転送する場合は、

このチェックボックスをオンにします。

Cisco Unified Mobilityでこのリモー
ト接続先を操作する場合は、この

チェックボックスをオンにする必

要があります。

（注）

[携帯電話（Mobile Phone）]

着信コールでデスクフォンとリモート接続先

を同時に呼び出せるようにする場合は、この

チェックボックスをオンにします。

[Cisco Unified Mobilityを有効にする（Enable
Cisco Unified Mobility）]

[プロトコル固有の情報（Protocol Specific Information）]
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ドロップダウンリストボックスから、シグナ

ルパケットキャプチャに設定するモードを選

択します。

• [なし（None）]：モードを指定しない場
合は、[なし（None）]を選択します。

• [リアルタイムモード（Real-Time
Mode）]：リアルタイムシグナルパケッ
トキャプチャには、このモードを使用し

ます。

• [バッチ処理モード（Batch Processing
Mode）]：バッチ処理シグナルパケット
キャプチャモードには、このモードを使

用します。

[パケットキャプチャモード（Packet Capture
Mode）]

パケットキャプチャ時間（分数）を入力しま

す。入力できる最大の時間は 300分です。デ
フォルトの時間は、60分です。

[パケットキャプチャ時間（Packet Capture
Duration）]

BLFプレゼンス機能と併用すると、SIPまたは
SCCPを実行している電話機は、プレゼンス
エンティティ（たとえば、電話機に BLF短縮
ダイヤルボタンとして設定されている電話番

号）に関するステータスをリクエストするの

で、ウォッチャとして機能します。

プレゼンスエンティティのステータスを電話

が受信できるようにするには、電話番号に適

用されるプレゼンスグループのステータスの

閲覧が許可されているBLFプレゼンスグルー
プを選択します。この項目は、[BLFプレゼン
スグループの設定（BLF Presence Group
Configuration）]ウィンドウで指定されます。

[BLFプレゼンスグループ（BLF Presence
Group）]
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必要に応じて、適切な SIPダイヤルルールを
選択します。SIPダイヤルルールは、SIPを実
行している Cisco IPフォン 7940、7975のロー
カルダイヤルプランを提供するため、ユーザ

は、コールが処理される前にキーを押したり、

タイマーを待機したりする必要はありません。

SIPを実行している IPフォンにダイヤルルー
ルを適用しない場合は、[SIPダイヤルルール
（SIP Dial Rules）]フィールドを [<なし
（None）>]に設定したままにします。これ
は、コールが処理される前に、ユーザがダイ

ヤルソフトキーを使用するか、タイマーが切

れるまで待つ必要があることを意味します。

[SIPダイヤルルール（SIP Dial Rules）]

SCCPまたはSIPを実行している電話機につい
て、そのデバイスに適用するセキュリティプ

ロファイルを選択します。

すべての電話機に、セキュリティプロファイ

ルを適用する必要があります。電話機でセキュ

リティがサポートされていない場合は、非セ

キュアプロファイルを選択してください。

[デバイスセキュリティプロファイル（Device
Security Profile）]

メディアターミネーションポイントが SIPの
コールに必要な場合は、ドロップダウンリス

トから使用するコーデックを選択します。

[MTP優先発信コーデック（MTP Preferred
Originating Codec）]

ドロップダウンリストから、再ルーティング

に使用するコーリングサーチスペースを選択

します。

リファラーの再ルーティングコーリングサー

チスペースを使用して、参照先へのルートが

検索されます。再ルーティングコーリング

サーチスペースが原因で参照が失敗すると、

Refer Primitiveは「405 Method Not Allowed」
メッセージによって要求を拒否します。

リダイレクト（3xx）プリミティブおよび転送
機能も再ルーティングコーリングサーチス

ペースを使用して、リダイレクト先または転

送先を検索します。

[再ルーティング用コーリングサーチスペース
（Rerouting Calling Search Space）]
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ドロップダウンリストボックスから、適切な

アウトオブダイアログREFERコーリングサー
チスペースを選択します。

Unified Communications Managerは、アウトオ
ブダイアログ（OOD）REFER認証コーリング
サーチスペース（CSS）を使用してSIPアウト
オブダイアログREFERを認証します。管理者
は、参照元の OOD CSSを設定することでア
ウトオブダイアログ REFERの使用を制限で
きます。Refer Primitiveは OOD Refer要求を
「403 Forbidden」メッセージで拒否します。

[アウトオブダイアログREFERコーリングサー
チスペース（Out-of-Dialog Refer Calling Search
Space）]

プレゼンス機能で使用されるSUBSCRIBEコー
リングサーチスペースは、電話機から発信さ

れたサブスクリプション要求を Unified
Communications Managerがルーティングする
方法を決定します。ドロップダウンリスト

ボックスから、この目的に使用するコーリン

グサーチスペースを選択します。

[SUBSCRIBEコーリングサーチスペース
（Subscribe Calling Search Space）]

デフォルトの SIPプロファイルまたは作成済
みの特定のプロファイルを選択します。SIPプ
ロファイルは、電話機の特定の SIP情報（デ
フォルトのテレフォニーイベントペイロード

タイプ、登録タイマーおよびキープアライブ

タイマー、メディアポート、絞り、および動

的DNSサーバアドレスなど）を提供します。

[SIPプロファイル（SIP Profile）]

ダイジェスト認証（SIPセキュリティ）で使用
します。電話機に関連付けるエンドユーザを

選択します。

選択するユーザのダイジェストクレデンシャ

ルが [エンドユーザの設定（End User
Configuration）]ウィンドウで設定されている
ことを確認してください。

電話の設定を保存して電話機をリセットする

と、ここで選択するユーザのダイジェストク

レデンシャルが電話の設定ファイルに追加さ

れます。

ダイジェスト認証の詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager Security Guide』
を参照してください。

[ダイジェストユーザ（Digest User）]
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このフィールドでは、H.323がサポートしない
機能（保留や転送など）を実装するために、

メディアターミネーションポイントを使用す

るかどうかを指示します。

MTPを使用して機能を実装する場合は、[メ
ディアターミネーションポイントが必須

（Media Termination Point Required）]チェック
ボックスをオンにします。MTPを使用して機
能を実装しない場合は、[メディアターミネー
ションポイントが必須（Media Termination Point
Required）]チェックボックスをオフにします。

このチェックボックスは、H.323クライアント
とH.245の機能セットをサポートしないH.323
デバイスの場合、または単一のソースから、

メディアストリーミングを終了させる場合に

のみ使用します。

[メディアターミネーションポイントが必要
（Media Termination Point Required）]

このデバイスの不在ポートを指示する場合に、

このチェックボックスをオンにします。

[不在ポート（Unattended Port）]

SIPと SCCPを実行している電話で DTMF受
信が必要な場合には、このチェックボックス

をオンにします。

[DTMF受信が必要（Require DTMF Reception）]

SCCPを実行している電話で RFC2833サポー
トを無効にするには、このチェックボックス

をオンにします。

[RFC2833が無効（RFC2833 Disabled）]

認証局プロキシ機能（CAPF）情報（これらのパラメータは、認証または暗号化をサポートす
る機能のあるデバイスでのみ表示されます。）
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ドロップダウンリストボックスのオプション

から、実行する [証明書の操作（Certificate
Operation）]を選択します。

• [保留中の操作なし（No Pending
Operation）]：このデバイスに関して保留
中の証明書の操作リストはありません。

このオプションを選択すると、残りの

CAPFフィールドが無効になります。

• [インストール/アップグレード
（Install/Upgrade）]：証明書操作をインス
トールまたはアップグレードします。

• [削除（Delete）]：証明書操作を削除しま
す。

• [トラブルシュート（Troubleshoot）]：証
明書操作をトラブルシュートします。

[証明書の操作（Certificate Operation）]
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[認証モード（Authentication Mode）]
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ドロップダウンリストボックスで、次のオプ

ションの中から、証明書操作の実行時にCAPF
を使用して認証する電話機の認証モードを選

択します。

• [ヌルストリング（By Null String）]：ユー
ザ操作なしで、ローカルで有効な証明書

をインストール/アップグレード、削除、
またはトラブルシューティングします。

• <[なし（None）]>

このオプションでは、認証モード

の値の指定を要求されます。

（注）

• [認証文字列（By Authentication String）]：
ユーザが電話機に CAPF認証文字列を入
力した場合にのみ、ローカルで有効な証

明書をインストール/アップグレード、削
除、またはトラブルシューティングしま

す。

• [既存の証明書（LSCが優先）（ByExisting
Certificate (Precedence to LSC)）]：電話機
に製造元でインストールされる証明書

（MIC）またはローカルで有効な証明書
（LSC）が存在する場合に、ローカルで
有効な証明書をインストール/アップグ
レード、削除、またはトラブルシューティ

ングします。

このオプションを選択する前に、

電話機に証明書が存在することを

（注）

確認してください。このオプショ

ンを選択して、電話機に証明書が

存在しない場合、操作は失敗しま

す。

• [既存の証明書（MICが優先）（By
Existing Certificate (Precedence to MIC)）]：
電話機にLSCまたはMICが存在する場合
に、ローカルで有効な証明書をインストー

ル/アップグレード、削除、またはトラブ
ルシューティングします。
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（注） このオプションを選択する前に、

電話機に証明書が存在することを

確認してください。このオプショ

ンを選択して、電話機に証明書が

存在しない場合、操作は失敗しま

す。

セキュリティプロファイルの [認証モード
（Authentication Mode）]ドロップダウンリス
トボックスから [認証文字列（By Authentication
String）]オプションを選択した場合、この設
定が適用されます。4桁から 10桁の数字を手
動で入力します。ローカルで有効な証明書を

インストール、アップグレード、トラブル

シューティングするには、電話機ユーザまた

は管理者が電話機に認証文字列を入力する必

要があります。

[認証文字列（Authentication String）]

このフィールドは、CAPFのキーの順序を指定
します。ドロップダウンリストから、次のい

ずれかの値を選択します。

• [RSAのみ（RSA Only）]

• [ECのみ（EC Only）]

• [EC優先、RSAバックアップ（EC
Preferred, RSA Backup）]

[キーの順序（Key Order）]、[RSA
キーサイズ（RSA Key Size）]、お
よび [ECキーサイズ（EC Key
Size）]のフィールドの値に基づい
て電話を追加すると、デバイスセ

キュリティプロファイルはその電

話に関連付けられます。値 [ECの
み（EC Only）]と [ECキーサイズ
（EC Key Size）]で 256ビットの
値を選択した場合、デバイスセ

キュリティプロファイルには

[EC-256]の値が追加されます。

（注）

[キーの順序（Key Order）]
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ドロップダウンリストから、512、1024、
2048、3072、または4096のいずれかの値を選
択します。

一部の電話機モデルでは、

CallManagerの [証明書の目的
（Certificate Purpose）]に対して選
択されたRSAの [キーの長さ（key
length）]が 2048を超える場合、
登録に失敗します。Cisco Unified
Reporting Tool（CURT）の [Unified
CM電話機能リストレポート
（Unified CM Phone Feature List
Report）]にあるサポート対象の電
話機モデルの一覧で、3072/4096
RSAキーサイズのサポート機能を
確認できます。

（注）

[RSAキーサイズ（ビット）（RSA Key Size
(Bits)）]

ドロップダウンリストから、256、384、また
は521のいずれかの値を選択します。

[ECキーサイズ（ビット）（EC Key Size
(Bits)）]

このフィールドは、[インストール/アップグ
レード（Install/Upgrade）]、[削除（Delete）]、
[証明書操作のトラブルシュート（Troubleshoot
Certificate Operation）]オプションをサポート
し、操作を完了する必要がある日時を指定し

ます。

[操作の完了期限（Operation Completes By）]

このフィールドは証明書の操作の進捗状況、

たとえば、<操作の種類>が保留中であるか、
失敗したか、成功したかを示します。このと

き、操作の種類は、[インストール/アップグ
レード（Install/Upgrade）]、[削除（Delete）]、
または [証明書操作のトラブルシュート
（Troubleshoot Certificate Operation）]オプショ
ンのいずれかに等しくなります。このフィー

ルドに表示される情報は変更できません。

[証明書の操作ステータス（Certificate Operation
Status）]

拡張モジュール情報

電話機に拡張モジュールがインストールされ

ている場合、その拡張モジュールを選択しま

す。

[モジュール 1（Module 1）]
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最初の Cisco Unified IP Phone Expansion Module
のファームウェアロードを入力します（該当

する場合）。デフォルトのロードを使用する

には、このフィールドを空白にします。

[モジュール 1ロード名（Module 1 Load
Name）]

電話機に拡張モジュールがインストールされ

ている場合、その拡張モジュールを選択しま

す。

[モジュール 2（Module 2）]

2番目のCisco Unified IP Phone Expansion Module
のファームウェアロードを入力します（該当

する場合）。デフォルトのロードを使用する

には、このフィールドを空白にします。

[モジュール 2ロード名（Module 2 Load
Name）]

Cisco Unified IP Phone -外部データのロケーション

Cisco Unified IP Phoneの情報ボタンに対応する
ヘルプテキスト URLを入力します。

情報

Cisco Unified IP Phoneのディレクトリサーバー
の URLを入力します。

ディレクトリ（Directory）

Cisco Unified IP Phoneのボイスメッセージン
グアクセスパイロット番号を入力します。

メッセージ

Cisco Unified IP Phoneのサービスメニューに対
応する URLを入力します。

[サービス（Services）]

電話Webサーバに対する要求を検証するため
に電話機で使用するURLを入力します。認証
URLを指定しない場合、認証を必要とする
Cisco Unified IP Phoneモデルでの拡張機能が機
能しません。デフォルトの設定を受け入れる

には、このフィールドを空白にします。

このURLはデフォルトでは、インストール時
に設定される Cisco Unified Communicationsの
[セルフケアポータル（Self Care Portal）]ウィ
ンドウにアクセスします。

認証サーバ
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電話機の HTTPクライアントからローカルホ
ストアドレス以外に対するプロキシ HTTPの
アクセス要求に使用するホストとポート（た

とえば、proxy.cisco.com:80）を入力します。

電話機がサービスで URL（www.cisco.comな
ど）を受信した場合、その電話機が cisco.com
ドメインに設定されていなければ、電話機は

プロキシサーバを使用してURLにアクセスし
ます。電話機がcisco.comドメインに設定され
ている場合は、その電話機はURLと同じドメ
イン内にあるため、プロキシを使用せずにURL
にアクセスします。

デフォルトの設定を受け入れるには、この

フィールドを空白にします。

[プロキシサーバ（Proxy Server）]

[アイドルタイマー（Idle Timer）]フィールド
で指定した時間の間、電話が使用されなかっ

た場合に、Cisco Unified IP Phoneの LCD画面
にアイドル表示として表示されるXMLサービ
スの URLを入力します。たとえば、電話が 5
分間使用されていない場合に、LCD画面にロ
ゴを表示できます。デフォルト値を使用する

には、このフィールドを空白にします。

アイドル（Idle）

[アイドル（Idle）]フィールドで指定されてい
るURLを電話で表示するまでの経過時間（秒
数）を入力します。デフォルト値を使用する

には、このフィールドを空白にします。

[アイドルタイマー（Idle Timer）]
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電話Webサーバに対する要求を検証するため
に電話機で使用するセキュアURLを入力しま
す。

セキュア認証 URLを指定しない
場合、デバイスは非セキュアな

URLを使用します。セキュアな
URLと非セキュアな URLの両方
を指定した場合、デバイスはその

機能に基づいて適切な URLを選
択します。

（注）

デフォルトで、このURLはインストール時に
設定された [Cisco Unified CMユーザオプショ
ン（Cisco Unified CM User Options）]ウィンド
ウにアクセスします。

デフォルトの設定を受け入れるには、この

フィールドを空白にします。

最大長：255

[セキュア認証URL（Secure Authentication
URL）]

電話機がディレクトリ情報を取得する際の取

得元サーバのセキュアURLを入力します。こ
のパラメータには、ユーザが [電話帳
（Directory）]ボタンを押したときに Cisco
Unified IP Phoneが使用するセキュアURLを指
定します。

セキュアディレクトリ URLを指
定しない場合、デバイスは非セ

キュアな URLを使用します。セ
キュアな URLと非セキュアな
URLの両方を指定した場合、デバ
イスはその機能に基づいて適切な

URLを選択します。

（注）

デフォルトの設定を受け入れるには、この

フィールドを空白にします。

最大長：255

[セキュアディレクトリURL（Secure Directory
URL）]
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電話機が使用されていない時間が [アイドルタ
イマー（Idle Timer）]フィールドで指定され
ている値に達した時点でCisco Unified IP Phone
のディスプレイに表示する情報のセキュアURL
を入力します。たとえば、電話が 5分間使用
されていない場合、LCDにロゴを表示できま
す。

セキュアアイドル URLを指定し
ない場合、デバイスは非セキュア

な URLを使用します。セキュア
な URLと非セキュアな URLの両
方を指定した場合、デバイスはそ

の機能に基づいて適切な URLを
選択します。

（注）

デフォルト設定を受け入れるには、このフィー

ルドを空白のままにします。

最大長：255

[セキュアアイドルURL（Secure Idle URL）]

Cisco Unified IP Phoneがヘルプのテキスト情報
を検索できるサーバロケーションのセキュア

なURLを入力します。この情報は、ユーザが
電話機の情報（i）ボタンまたは疑問符（?）ボ
タンを押すと表示されます。

セキュア情報 URLを指定しない
場合、デバイスは非セキュアな

URLを使用します。セキュアな
URLと非セキュアな URLの両方
を指定した場合、デバイスはその

機能に基づいて適切な URLを選
択します。

（注）

デフォルト設定を受け入れるには、このフィー

ルドを空白のままにします。

最大長：255

[セキュア情報URL（Secure Information URL）]
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メッセージサーバのセキュアURLを入力しま
す。ユーザが [メッセージ（Messages）]ボタ
ンを押すと、Cisco Unified IP PhoneはこのURL
にアクセスします。

セキュアメッセージ URLを指定
しない場合、デバイスは非セキュ

アな URLを使用します。セキュ
アな URLと非セキュアな URLの
両方を指定した場合、デバイスは

その機能に基づいて適切な URL
を選択します。

（注）

デフォルト設定を受け入れるには、このフィー

ルドを空白のままにします。

最大長：255

[セキュアメッセージURL（Secure Messages
URL）]

Cisco Unified IP PhoneサービスのセキュアURL
を入力します。ユーザが [サービス
（Services）]ボタンを押すと、Cisco Unified IP
PhoneはこのセキュアURLにアクセスします。

セキュアサービス URLを指定し
ない場合、デバイスは非セキュア

な URLを使用します。セキュア
な URLと非セキュアな URLの両
方を指定した場合、デバイスはそ

の機能に基づいて適切な URLを
選択します。

（注）

デフォルト設定を受け入れるには、このフィー

ルドを空白のままにします。

最大長：255

[セキュアサービスURL（SecureServicesURL）]

エクステンションモビリティ（デバイスプロファイル）情報

エクステンションモビリティ機能を有効にす

るには、このチェックボックスをオンにしま

す。エクステンションモビリティでは、ユー

ザによるCisco IP Phoneへのログインおよびロ
グアウトが可能です。

エクステンションモビリティの有効化（Enable
Extension Mobility）
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エクステンションモビリティのユーザがログ

アウトしたときに電話機がロードするプロファ

イルを選択します。ログアウトプロファイル

が Unified Communications Manager
Administrationで設定されている必要がありま
す。

[現在のデバイス設定を使用（UseCurrentDevice
Setting）]：この選択肢は、デフォルトのプロ
ファイルとして、自動生成されるデバイスプ

ロファイルを作成します。

[ユーザデバイスプロファイルを選択（Select
a User Device Profile）]：この選択肢は、既に
定義されている、このデバイスのデフォルト

デバイスプロファイルとなるユーザデバイス

プロファイルを割り当てます。

どのユーザもログインしていない場合は、こ

の選択されたユーザデバイスプロファイルが

デバイスにロードされます。

[ログアウトプロファイル（Log Out Profile）]

マルチレベル優先順位およびプリエンプション（MLPP）情報
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利用可能な場合、この設定は、優先トーンを

再生できるデバイスで、MLPP優先コールの
発信時にこの機能を使用するかどうかを指定

します。

ドロップダウンリストから、このデバイスに

割り当てる設定として次のオプションのいず

れかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：このデバイスは
MLPP表示設定をデバイスプールから継
承します。

• [オフ（Off）]：このデバイスはMLPP優
先コールの表示を送信しません。

• [オン（On）]：このデバイスはMLPP優
先コールの表示を送信します。

デバイスの [MLPP通知（MLPP
Indication）]設定が [オフ
（Off）]、[MLPPプリエンプショ
ン（MLPP Preemption）]設定が [強
制（Forceful）]という設定値の組
み合わせは使用しないでくださ

い。

（注）

[MLPP通知（MLPP Indication）]
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利用可能な場合、この設定は、進行中のコー

ルをプリエンプションできるデバイスで、

MLPP優先コールの発信時にこの機能を使用
するかどうかを指定します。

ドロップダウンリストから、このデバイスに

割り当てる設定として次のオプションのいず

れかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：このデバイスは
MLPPプリエンプション設定をデバイス
プールから継承します。

• [オフ（Off）]：このデバイスはMLPP優
先コールを行ったときに、進行中のコー

ルをプリエンプション処理しません。

• [強制（Forceful）]：このデバイスはMLPP
優先コールを行ったときに、進行中のコー

ルをプリエンプション処理します。

[MLPPプリエンプション（MLPP
Preemption）]が [強制（Forceful）]
に設定されているときに、[MLPP
通知（MLPP Indication）]を [オフ
（Off）]に設定するという組み合
わせでデバイスを設定しないでく

ださい。

（注）

[MLPPプリエンプション（MLPP Preemption）]

このデバイスに関連付けられたMLPPドメイ
ンの16進数値を入力します。このフィールド
は空白か、または、0〜FFFFFFの値である必
要があります。

[MLPPドメイン（MLPP Domain）]
（「0000FF」など）

[H.323デバイス情報（H.323 Device Information）]

この値は、このデバイスが使用する H.225シ
グナリングポートを指定します。

デフォルト値は 1720です。有効な値は 1～
65535です。

[シグナリングポート（Signaling Port）]
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このチェックボックスは、コールを受信する

ビデオエンドポイントにだけ適用されます。

この電話機が、ビデオとして接続しないコー

ルを受信した場合、そのコールはオーディオ

コールとしての接続を試みます。

デフォルトでは、このチェックボックスはオ

ンです。オンの場合、ビデオコールとして接

続できないコールは、コール制御に送られて

再ルーティングされる前に、送信側デバイス

により即座にオーディオコールコールとして

再試行されます。

このチェックボックスをオフにした場合は、

ビデオとして接続できないビデオコールはコー

ル制御に失敗します。この時点で、コール制

御はそのコールをルートリスト内で再ルーティ

ングします。自動代替ルーティング（AAR）
が設定されており、有効になっている場合も、

コール制御はルートリスト間でコールを再ルー

ティングします。

[ビデオコールをオーディオとして再試行
（Retry Video Call as Audio）]

このチェックボックスはデフォルトでオンに

なっており、Cisco Unified Communications
Managerが機能の交換を開始することを指定
しています。このチェックボックスは、Cisco
Unified Communications Managerが、自身の
H.245端末機能セットを送信する前に、遠端の
H.245端末機能セットを受信する必要があるこ
とを指定します。

[遠端H.245端末の機能セットを待機（Wait for
Far End H.245 Terminal Capability Set）]

[H.323プロトコル固有情報（H.323 Protocol Specific Information）]

このチェックボックスをオンにした場合は、

エンドツーエンドセキュリティを提供するた

めに IPSecがネットワークで設定されている
ことを確認してください。設定されていない

と、キーや他の情報が流出します。

[SRTP許可（SRTP Allowed）]

メディアターミネーションポイントが SIPの
コールに必要な場合は、ドロップダウンリス

トから使用するコーデックを選択します。

[MTP優先発信コーデック（MTP Preferred
Originating Codec）]

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
81

電話

BAT電話機テンプレートフィールドの説明



説明フィールド

このフィールドを使用して、H.323がサポート
しない機能（保留や転送など）を実装するた

めに、メディアターミネーションポイント

（MTP）を使用するかどうかを指示します。

機能を実装するためにメディアターミネーショ

ンポイントを使用する場合は、[メディアター
ミネーションポイントが必須（Media
Termination Point Required）]チェックボック
スをオンにします。メディアターミネーショ

ンポイントを使用して機能を実装しない場合

は [メディアターミネーションポイントが必須
（Media Termination Point Required）]チェック
ボックスをオフにします。

このチェックボックスは、H.323クライアント
とH.245の機能セットをサポートしないH.323
デバイスの場合、または単一のソースから、

メディアストリーミングを終了させる場合に

のみ使用します。

このチェックボックスをオンにして、MTPを
必要とし、このデバイスがビデオコールのエ

ンドポイントになる場合、コールはオーディ

オとしてのみ機能します。

[メディアターミネーションポイントが必須
（Media Termination Point Required）]

H.323情報

電話機への着信コールについて、発信者 IDに
使用するパターンを 0～ 24桁の数字列で入力
します。

[発信者 IDパターン（Outgoing Caller ID
Pattern）]
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どの電話番号が送信されるのかを指定するオ

プションを、次の中から選択します。

• [発信元（Originator）]：発信側デバイス
の電話番号を送信します。

• [最初のリダイレクト番号（First Redirect
Number）]：リダイレクト側デバイスの電
話番号を送信します。

• [最後のリダイレクト番号（Last Redirect
Number）]：最後にコールをリダイレクト
するデバイスの電話番号を送信します。

• [最初のリダイレクト番号（外線）（First
Redirect Number(external)）]：リダイレク
ト側デバイスの電話番号を送信します。

• [最後のリダイレクト番号（外線）（Last
Redirect Number(external)）]：最後にコー
ルをリダイレクトするデバイスの電話番

号を送信します。

[発呼者の選択（Calling Party Selection）]

セントラルオフィスで発信者 IDを送信する
か、またはブロックするかを選択します。

•セントラルオフィスで発信者 IDを送信
する場合は、[許可（Allowed）]を選択し
ます。

•セントラルオフィスで発信者 IDを送信
しない場合は、[規制（Restricted）]を選
択します。

• [デフォルト（Default）]の場合は、コー
ルストリームの前のレベルで発信者 ID
が規制されていない限り、発信者 IDが表
示されます。

[発呼側の表示（Calling Party Presentation）]

発信側および着信側のネームデリバリサービ

スにおいて、SETUPおよび CONNECTメッ
セージでの表示情報要素（IE）を配信するに
は、このチェックボックスをオンにします。

[表示 IEの配信（Display IE Delivery）]
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説明フィールド

コール転送時に、Cisco Unified Communications
Managerからの発信 SETUPメッセージに、
コールの最初のリダイレクト番号とリダイレ

クト理由を示すリダイレクト番号 IEを含める
場合は、このチェックボックスをオンにしま

す。

発信SETUPメッセージから最初のリダイレク
ト番号とリダイレクト理由を除外する場合は、

チェックボックスをオフにします。

番号 IEのリダイレクトは、音声メッセージン
グ統合にのみ使用します。ボイスメッセージ

ングシステムが番号 IEのリダイレクトをサ
ポートするように設定した場合は、このチェッ

クボックスをオンにします。

[番号 IE配信のリダイレクト -アウトバウンド
（Redirecting Number IE Delivery - Outbound）]

番号 IEのリダイレクトをサポートしているボ
イスメッセージングシステムの統合を行う場

合は、リダイレクト番号 IEを使用します。

Cisco Unified Communications Managerへの着信
SETUPメッセージに含まれるリダイレクト番
号 IEを受け入れる場合は、このチェックボッ
クスをオンにします。

Cisco Unified Communications Managerへの着信
SETUPメッセージでリダイレクト番号 IEを除
外する場合は、このチェックボックスをオフ

にします。

[番号 IE配信のリダイレクト -インバウンド
（Redirecting Number IE delivery - Inbound）]

[ゲートキーパー情報（Gatekeeper Information）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、ゲート

キーパー制御H.323デバイスのゲートキーパー
を選択します。

リリース 15以降、H.323ゲート
キーパー制御オプションはサポー

トされなくなりました。したがっ

て、Location Bandwidth Manager
（LBM）で SIPトランクを使用す
ることをお勧めします。

（注）

デバイスを選択しない場合、シス

テムにより [E.164]、[Technology
Prefix]、および [ゾーン（Zone）]
フィールドが無効になります。

（注）

デバイスに複数の電話番号が設定

されている場合、デバイスをゲー

トキーパー制御電話に変更するこ

とはできません。

（注）

[ゲートキーパー名（Gatekeeper Name）]

ゲートキーパーに登録されている E.164アド
レスを選択します。

H.323クライアントがゲートキー
パー制御デバイスとして設定され

ていることを確認してください。

（注）

ゲートキーパー制御 H.323クライ
アントの場合は、このフィールド

に値を入力する必要があります。

このフィールドに入力できるの

は、数字（0～ 9）と特殊文字の
#および *だけです。

（注）

E.164
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説明フィールド

Gw-type-prefixコマンドを設定するときに、各
Cisco Unified Communications Managerシステム
で IPアドレスを入力する必要がないように、
この Technology Prefixを入力します。たとえ
ば、ゲートキーパーで次のgw-type-prefixコマ
ンドを使用できる場合は、このフィールドに

1#*と入力できます。

gw-type-prefix 1#* default-technology

ゲートキーパー制御 H.323クライ
アントの場合、このフィールドに

値を入力することは必須です。こ

のフィールドに入力できるのは、

数字（0～ 9）と特殊文字の #お

よび *だけです。

（注）

[Technology Prefix]

ゲートキーパー上で、Cisco Unified
Communications Managerが登録する特定のゾー
ンを入力します。このゾーンは、このゾーン

と別のゾーンの間のコールで使用可能な帯域

幅の合計を指定します。

ゲートキーパー制御電話の場合、

このフィールドに値を入力するこ

とは必須です。このフィールドに

入力できるのは、文字、数字、ス

ペース、ダッシュ、ピリオド、お

よびアンダースコアだけです。

（注）

[（Zone）]

制御ゲートキーパーとして H.323クライアン
トゲートキーパーを設定するには、このチェッ

クボックスをオンにします。

[ゲートキーパー制御 H.323クライアント
（Gatekeeper Controlled H.323 Client）]

サイレント（DND）

DNDを有効にする場合は、このチェックボッ
クスをオンにします。

サイレント（Do Not Disturb）

ドロップダウンリストボックスから、DND
のオプションとして次のいずれかを選択しま

す。

•なし（None）

• [呼出音オフ（Ringer Off）]

[DNDオプション（DND Option）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、次のオプション

のいずれかを選択します。

•なし（None）

• Disable

• [点滅アラートのみ（Flash Only）]

• [ビープ音のみ（Beep Only）]

[DND着信コール警告（DND Incoming Call
Alert）]

[セキュアシェル情報（Secure Shell Information）]

セキュアシェルユーザーのユーザー IDを入
力します。設定中の電話機がセキュアシェル

アクセスをサポートしていない場合、この

フィールドは表示されません。Cisco Technical
AssistanceCenter（TAC）では、トラブルシュー
ティングにセキュアシェルを使用します。TAC
にお問い合わせください。

[セキュアシェルユーザー（Secure Shell User）]

セキュアシェルユーザーのパスワードを入力

します。設定している電話機がセキュアシェ

ルアクセスをサポートしていない場合は、こ

のフィールドは表示されません。TACにお問
い合わせください。

[セキュアシェルパスワード（Secure Shell
Password）]

[プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）]

プロダクト固有の設定には、デバイスの製造

元によってモデル固有のフィールドが指定さ

れています。これらは動的に設定されるため、

予告なしに変更される場合があります。

製品固有の設定項目のフィールドの説明とヘ

ルプを表示するには、[製品固有の設定
（Product Specific Configuration）]見出しの
右側にある「[?]」情報アイコンをクリックし
て、ポップアップダイアログボックスにヘル

プを表示します。

詳細情報が必要な場合は、設定する特定のデ

バイスのドキュメントを参照するか、製造元

にお問い合わせください。

デバイスメーカーにより定義されている、モ

デル固有の設定フィールド
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BATテンプレートの電話回線フィールドの説明
次の表では、BATテンプレートで回線を追加または更新したときに表示される可能性のある、
すべてのフィールドについて説明しています。

• BAT電話機テンプレート

•ゲートウェイテンプレート

• UDPテンプレート

•リモート接続先テンプレート

一部のデバイスタイプでは、すべての電話設定を行う必要はありません。一部のフィールドに

のみ、Unified Communications Manager管理ページで設定された値が表示されます。BATユー
ザインターフェイスでアスタリスクが付いたフィールド名には入力が必要です。アスタリスク

が付いていないフィールドについては、任意指定です。

表 3 : BATテンプレートに回線を追加する場合のフィールドの説明

説明フィールド

ディレクトリ番号に関する情報

回線テンプレートの一意の名前を入力します。

このフィールドは回線を追加する場合にのみ入力可能で、

既存の回線を更新する際には入力できません。

[回線テンプレート名（Line
Template Name）]

電話番号が属しているルートパーティションを選択します。

この電話番号は、複数のパーティションで表示

される可能性があります。

（注）

[ルートパーティション（Route
Partition）]

回線テンプレートの説明を入力します。説明には、任意の

言語で最大 50文字を指定できますが、二重引用符（"）、
パーセント記号（%）、アンパサンド（&）、山カッコ（<>）
は使用できません。

説明

この名前は、共有電話番号への呼び出し中に表示される名

前を表します。共有されていない電話番号の場合、呼び出

し中は [表示（Display）]フィールドに入力されている名前
が表示されます。

[呼び出し表示（Alerting Name）]

このフィールドは [呼び出し表示（Alerting Name）]フィー
ルドと同じ情報を指定しますが、入力できるのは ASCII文
字だけです。Unicode（国際化）文字をサポートしていない
デバイスでは、[ASCII呼び出し表示（Alerting Name ASCII）]
フィールドの内容が表示されます。

ASCII呼び出し表示（Alerting Name
ASCII）

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
88

電話

BATテンプレートの電話回線フィールドの説明



説明フィールド

このチェックボックスをオンにすると、この DNへのコー
ルを転送できます（転送が設定されている場合）。この

チェックボックスがオフの場合、CiscoUnifiedCommunications
Managerは DNを無視します。

アクティブ（Active）

[ディレクトリ番号の設定（Directory Number Settings）]

パイロット番号を、この回線の電話番号と同じにするには、

このパラメータを選択します。このアクションは、この電

話に設定されたボイスメッセージングサーバがない場合に

便利です。

[ボイスメールプロファイル（Voice
Mail Profile）]

この電話番号からコールする番号の検索対象であるパーティ

ションを選択します。

変更すると、[コールピックアップグループ
（Call Pickup Group）]フィールドにリストされ
るピックアップグループ名が更新されます。こ

の設定値は、この電話番号を使用するすべての

デバイスに適用されます。

（注）

[コーリングサーチスペース
（Calling Search Space）]

プレゼンス機能と併用すると、電話番号はプレゼンスエン

ティティとして機能します。つまり、ウォッチャが電話番

号のステータスをリクエストすると、その電話番号のリア

ルタイムステータスがデバイスに表示されます。

プレゼンスエンティティのステータスを電話が受信できる

ようにするには、ウォッチャのプレゼンスグループに対し

て、電話番号に適用されるプレゼンスグループのステータ

スの閲覧が許可されていることを確認します。この項目は、

[プレゼンスグループの設定（Presence Group Configuration）]
ウィンドウで指定されます。

[プレゼンスグループ（Presence
Group）]

ユーザが HOLDを押してコールを保留にしたときに流れる
保留音の音源を選択します。

[ユーザ保留MOH音源（User Hold
MOH Audio Source）]

ユーザがコールを転送したり、電話会議やコールパークを

開始する間に、システムによりコールが保留にされるとき

に流れる保留音の音源を選択します。

[ネットワーク保留MOH音源
（Network Hold MOH Audio
Source）]
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説明フィールド

次のいずれかのオプションを選択して、その電話番号の自

動応答機能を有効にします。

• [自動応答オフ（Auto Answer Off）]（デフォルト）

• [ヘッドセットで自動応答（Auto Answer with Headset）]

• [スピーカフォンで自動応答（Auto Answer with
Speakerphone）]

[ヘッドセットで自動応答（Auto Answer with
Headset）]または [スピーカフォンで自動応答
（Auto Answer with Speakerphone）]を選択する
ときには、ヘッドセットまたはスピーカフォン

が無効になっていないことを確認してください。

（注）

共有回線を持つデバイスに、自動応答を設定しないでくだ

さい。

自動応答（Auto Answer）

[AAR設定（AAR Settings）]：このフィールド列の設定は、宛先に到達するために十分な帯域幅
がないコールの処理方法を指定します。自動代替ルーティング（AAR）は、AAR宛先マスクま
たはボイスメールに転送されるこうしたコールを処理します。

このチェックボックスをオンにすると、[ボイスメールプロ
ファイルの設定（Voice Mail Profile Configuration）]ウィン
ドウの設定が使用されます。

このボックスをオンにすると、Cisco Unified
Communications Managerは [カバレッジ/接続先
（Coverage/Destination）]ボックスと [コーリン
グサーチスペース（Calling Search Space）]の設
定を無視します。

（注）

[AARボイスメール（AAR Voice
Mail）]

外線電話番号マスクの代わりにこの設定を使用すると、ダ

イヤル先の AAR宛先が決まります。
[AAR接続先マスク（AAR
Destination Mask）]

自動代替ルーティング（AAR）を実行する際にデバイスが
使用する適切なコーリングサーチスペースを選択します。

AARコーリングサーチスペースは、帯域幅不足が原因で
コールがブロックされた場合に、収集された（発信側）番

号の他のルーティング方法を決定するために検索されるルー

トパーティションのコレクションを指定します。

[AAR CSS]
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説明フィールド

このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを
選択します。AARグループはプレフィックス番号を設定し
ます。この番号は、帯域幅不足のためにブロックされるコー

ルをルーティングする際に使用されます。

[AARグループ（AAR Group）]を [なし（None）]に設定す
ると、ブロックされたコールの再ルーティングは行われま

せん。

[AARグループ（AAR Group）]

このチェックボックスをオンにすると、コールのAARレッ
グを [コール履歴（Call History）]に表示できます。

[この接続先を不在転送履歴に保持
する（Retain this destination in the
call forwarding history）]

このフィールドを使用して、ハンドセットのランプ点灯ポ

リシーを設定します。次のいずれかのオプションを選択し

ます。

• [システムポリシーを使用する（Use System Policy）]
（電話番号はサービスパラメータ「」[メッセージ受信
点灯ポリシー（Message Waiting Lamp Policy）]の設定
を参照します。）

• [点灯およびプロンプト（Light and Prompt）]

• [プロンプトのみ（Prompt Only）]

• [ライトのみ（Light Only）]

•なし（None）

この設定は、右側にある [共有デバイス設定の更新（Update
Shared Device Settings）]チェックボックスをオンにして [選
択対象を反映（Propagate Selected）]ボタンをクリックしな
い限り、現在のデバイスにのみ適用されます。（このチェッ

クボックスは、この電話番号を他のデバイスと共有してい

る場合のみ表示されます）。

[視覚的なメッセージ受信インジ
ケータのポリシー（Visual Message
Waiting Indicator Policy）]
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説明フィールド

このフィールドは、オーディオメッセージ受信インジケー

タのポリシーを設定するために使用します次のいずれかの

オプションを選択します。

•オフ

• [オン（On）]：このオプションを選択すると、ハンド
セットをオフフックにしたときに断続ダイヤルトーン

が聞こえます。

• [デフォルト（Default）]：このオプションを選択する
と、電話ではシステムレベルで設定されたデフォルト

設定が使用されます。

[オーディオメッセージ受信インジ
ケータのポリシー（AudibleMessage
Waiting Indicator Policy）]

このフィールドで、着信コールがコールピックアップグ

ループのメンバーに送信する通知のタイプが判定されます。

コールが着信した電話で応答されない場合、コールピック

アップグループ内のアイドル中の電話で短い呼び出し音が

聞こえるか（[一度鳴らす（Ring Once）]）、または何も聞
こえません（[無効（Disabled）]）。

• [システムデフォルトを使用（Use System Default）]：こ
のフィールドの値は、Cisco CallManagerサービスパラ
メータ [コールピックアップグループ警告音の設定（電
話のアイドル時）（Call Pickup Group Audio Alert Setting
of Idle Station）]の設定によって決定されます。

• [無効にする（Disable）]：コールピックアップグルー
プのメンバーに呼出音は送信されません。

• [一度鳴らす（Ring Once）]：コールピックアップグ
ループのメンバーに短い呼出音が送信されます。

[コールピックアップグループ
オーディオアラートの設定（電話

がアイドルのとき）（Call Pickup
Group Audio Alert Setting (Phone
Idle)）]
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説明フィールド

このフィールドで、着信コールがコールピックアップグ

ループのメンバーに送信する通知のタイプが判定されます。

コールが着信した電話で応答されない場合、コールピック

アップグループ内の使用中の電話でビープ音のみが聞こえ

るか、または何も聞こえません（[無効（Disabled）]）。

• [システムデフォルトの使用（Use System Default）]：こ
のフィールドの値は、Cisco CallManagerのサービスパ
ラメータ [ビジーステーションのコールピックアップ
グループオーディオアラートの設定（Call Pickup Group
Audio Alert Setting of Busy Station）]の設定により決ま
ります。

• [無効にする（Disable）]：コールピックアップグルー
プのメンバーにアラートは送信されません。

• [ビープ音のみ（Beep Only）]：コールピックアップグ
ループのメンバーにビープ音が送信されます。

[コールピックアップグループオー
ディオアラートの設定(電話がアク
ティブのとき)（Call Pickup Group
Audio Alert Setting (Phone Active)）]
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説明フィールド

このフィールドではエージェントのラインアピアランスの

録音オプションを決定します。デフォルトでは、録音オプ

ションに [コール録音無効（Call Recording Disabled）]が指
定されています。

次のいずれかのオプションを選択します。

• [コール録音無効（Call Recording Disabled）]：エージェ
ントがこのラインアピアランスで発信するコールは録

音されません。

• [自動コール録音を有効（Automatic Call Recording
Enabled）]：エージェントがこのラインアピアランスに
発信したコールは自動的に録音されます。

• [アプリケーションから呼び出されたコール録音を有効
（Application Invoked Call Recording Enabled）]：アプリ
ケーションがコール録音を開始した場合、エージェン

トがこのラインアピアランスに発信したコールは録音

されます。

録音オプションを [自動コール録音を有効（Automatic Call
Recording Enabled）]または [アプリケーションから呼び出さ
れたコール録音を有効（Application Invoked Call Recording
Enabled）]に設定する場合、ラインアピアランスを録音プ
ロファイルと関連付けることができます。

自動録音が有効にされている場合、アプリケーションの録

音要求は拒否されます。

[録音オプション（Recording
Option）]

このフィールドは、エージェントのラインアピアランスの

録音プロファイルを決定します。

[録音プロファイル（Recording
Profile）]

スーパーバイザの回線表示のモニタリング用コーリングサー

チスペースに、エージェントの回線またはデバイスパー

ティションを含めてエージェントをモニタできるようにし

ます。

スーパーバイザの回線表示ウィンドウでモニタリング用コー

リングサーチスペースを設定します。ドロップダウンリス

トボックスから既存のコーリングサーチスペースを選択し

ます。

デフォルト値は [なし（None）]です。

[モニタリング用コーリングサーチ
スペース（Monitoring Calling Search
Space）]

コール転送とピックアップの設定（Call Forward and Pickup Settings）
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ボイスメールプロファイルで選択した番号へコールを転送

する場合は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにしても、[不在転送の接続先
（Forward All Destination）]フィールドと [不在転送コーリ
ングサーチスペース（Forward All Calling Search Space）]
チェックボックスには関係ありません。

[ボイスメールへ転送（Forward to
Voice Mail）]

すべてのコールの転送先となる電話番号またはディレクト

リ URIを入力します。

この設定値は、制限されていない限り外部の接

続先を含む任意のダイヤル可能な電話番号、お

よびこの電話番号を使用するすべてのデバイス

に適用されます。

（注）

[不在転送の接続先（Forward All
Destination）]

指定された接続先にコールが転送されるときに使用するコー

リングサーチスペースを選択します。

この設定値は、この電話番号を使用するすべて

のデバイスに適用されます。

（注）

[不在転送コーリングサーチスペー
ス（Forward All Calling Search
Space）]

ドロップダウンリストボックスからセカンダリコーリング

サーチスペース（CSS）を選択します。

コール転送は回線ベースの機能のため、デバイスのコーリ

ングサーチスペースが不明の場合、システムはコールを転

送するのに回線のコーリングサーチスペースのみを使用し

ます。回線のコーリングサーチスペースが制限されてお

り、ルーティングできない場合は、転送を試行すると失敗

します。

[不在転送（Call Forward All）]にセカンダリコーリングサー
チスペースを追加すれば、転送が可能になります。不在転

送のプライマリコーリングサーチスペースと不在転送のセ

カンダリコーリングサーチスペースは、不在転送が処理さ

れるときに連結されます（プライマリ CFA CSS +セカンダ

リ CFA CSS）。Unified Communications Managerはこの組み
合わせを使用して CFA接続先を検証し、コールを転送しま
す。

[不在転送のセカンダリコーリング
サーチスペース（Secondary Calling
Search Space for Forward All）]
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内線番号からボイスメールプロファイルで選択した番号へ

コールを転送する場合は、このチェックボックスをオンに

します。

このチェックボックスをオンにしても、[話中転送の接続先
（内部）（Forward Busy Internal Destination）]フィールドと
[コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]チェッ
クボックスには関係ありません。

[話中転送ボイスメール（内部）
（Forward Busy Internal Voice
Mail）]

回線が使用中のときに内線コールを転送する電話番号また

はディレクトリ URIを入力します。

この設定値は、ダイヤル可能なすべての内線番

号と、この電話番号を使用するすべてのデバイ

スに適用されます。

（注）

[話中転送の接続先（内部）
（Forward Busy Internal
Destination）]

指定された接続先に内線コールが転送されるときに使用す

るコーリングサーチスペースを選択します。

この設定値は、この電話番号を使用するすべて

のデバイスに適用されます。

（注）

[話中転送コーリングサーチスペー
ス（内部）（Forward Busy Internal
Calling Search Space）]

外線番号からボイスメールプロファイルで選択した番号へ

コールを転送する場合は、このチェックボックスをオンに

します。

このチェックボックスをオンにしても、[話中転送の接続先
（外部）（Forward Busy External Destination）]フィールドと
[コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]チェッ
クボックスには関係ありません。

[話中転送ボイスメール（外部）
（Forward Busy External Voice
Mail）]

回線が使用中のときに外線コールを転送する電話番号また

はディレクトリ URIを入力します。

この設定値は、制限されていない限り外部の宛

先を含む任意のダイヤル可能な外線電話番号、

およびこの電話番号を使用するすべてのデバイ

スに適用されます。

（注）

[話中転送の接続先（外部）
（Forward Busy External
Destination）]

指定された宛先に外線コールが転送されるときに使用する

コーリングサーチスペースを選択します。

この設定値は、この電話番号を使用するすべて

のデバイスに適用されます。

（注）

[話中転送コーリングサーチスペー
ス（外部）（Forward Busy External
Calling Search Space）]
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内線番号からボイスメールプロファイルで選択した番号へ

コールを転送する場合は、このチェックボックスをオンに

します。

このチェックボックスをオンにしても、[無応答時転送の接
続先（内部）（Forward No Answer Internal Destination）]
フィールドと [コーリングサーチスペース（Calling Search
Space）]チェックボックスには関係ありません。

[無応答時のボイスメール転送（内
部）（Forward No Answer Internal
Voice Mail）]

電話が無応答のときに内線コールを転送する電話番号また

はディレクトリ URIを入力します。

この設定値は、ダイヤル可能なすべての内線番

号と、この電話番号を使用するすべてのデバイ

スに適用されます。

（注）

[無応答時転送の接続先（内部）
（Forward No Answer Internal
Destination）]

指定された接続先に内線コールが転送されるときに使用す

るコーリングサーチスペースを選択します。この設定値

は、システムで設定されている場合にのみ表示されます。

この設定値は、この電話番号を使用するすべて

のデバイスに適用されます。

（注）

[無応答時転送コーリングサーチ
スペース（内部）（Forward No
Answer Internal Calling Search
Space）]

ボイスメールプロファイルで選択した外線番号へコールを

転送する場合は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにしても、[無応答時転送の接
続先（外部）（Forward No Answer External Destination）]
フィールドと [外部コーリングサーチスペース（External
Calling Search Space）]チェックボックスには関係ありませ
ん。

[無応答時転送ボイスメール（外
部）（Forward No Answer External
Voice Mail）]

電話が無応答のときに外線コールを転送する電話番号また

はディレクトリ URIを入力します。

この設定値は、制限されていない限り外部の宛

先を含む任意のダイヤル可能な外線電話番号、

およびこの電話番号を使用するすべてのデバイ

スに適用されます。

（注）

[無応答時転送の接続先（外部）
（Forward No Answer External
Destination）]

指定された宛先に外線コールが転送されるときに使用する

コーリングサーチスペースを選択します。この設定値は、

システムで設定されている場合にのみ表示されます。

この設定値は、この電話番号を使用するすべて

のデバイスに適用されます。

（注）

[無応答時転送コーリングサーチ
スペース（外部）（Forward No
Answer External Calling Search
Space）]
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内線番号からボイスメールプロファイルで選択した番号へ

コールを転送する場合は、このチェックボックスをオンに

します。

このチェックボックスをオンにしても、[無応答時転送の接
続先（Forward No Answer Destination）]フィールドと [コー
リングサーチスペース（Calling Search Space）]チェック
ボックスには関係ありません。

[無カバレッジ時転送ボイスメール
（内部）（Forward No Coverage
Internal Voice Mail）]

電話のカバレッジがないときに内線コールを転送する電話

番号またはディレクトリ URIを入力します。

この設定値は、ダイヤル可能なすべての内線番

号と、この電話番号を使用するすべてのデバイ

スに適用されます。

（注）

[無カバレッジ時転送の接続先（内
部）（Forward No Coverage Internal
Destination）]

指定された接続先に内線コールが転送されるときに使用す

るコーリングサーチスペースを選択します。この設定値

は、システムで設定されている場合にのみ表示されます。

この設定値は、この電話番号を使用するすべて

のデバイスに適用されます。

（注）

[無カバレッジ時転送コーリング
サーチスペース（内部）（Forward
No Coverage Internal Calling Search
Space）]

外線番号からボイスメールプロファイルで選択した番号へ

コールを転送する場合は、このチェックボックスをオンに

します。

このチェックボックスをオンにしても、[無応答時転送の接
続先（Forward No Answer Destination）]フィールドと [コー
リングサーチスペース（Calling Search Space）]チェック
ボックスには関係ありません。

[無カバレッジ時転送ボイスメール
（外部）（Forward No Coverage
External Voice Mail）]

電話のカバレッジがないときに外線コールを転送する電話

番号またはディレクトリ URIを入力します。

この設定値は、制限されていない限り外部の宛

先を含む任意のダイヤル可能な電話番号、およ

びこの電話番号を使用するすべてのデバイスに

適用されます。

（注）

[無カバレッジ時転送の接続先（外
部）（Forward No Coverage External
Destination）]

指定された宛先に外線コールが転送されるときに使用する

コーリングサーチスペースを選択します。この設定値は、

システムで設定されている場合にのみ表示されます。

この設定値は、この電話番号を使用するすべて

のデバイスに適用されます。

（注）

[無カバレッジ時転送コーリング
サーチスペース（外部）（Forward
No Coverage External Calling Search
Space）]
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[CTI障害時転送（Forward on CTI Failure）]フィールドは、
CTIルートポイントおよびCTIポートにのみ適用されます。
この行の設定は、CTIルートポイントまたは CTIポートが
失敗した場合に、この CTIルートポイントまたは CTIポー
トへの外部コールの自動転送をどのように扱うのかを指定

します。

このチェックボックスをオンにすると、[ボイスメールプロ
ファイルの設定（Voice Mail Profile Configuration）]ウィン
ドウの設定が使用されます。

このボックスをオンにすると、Unified Communications
Managerは [接続先（Destination）]ボックスと [コーリング
サーチスペース（Calling Search Space）]の設定を無視しま
す。内線コールに対してこのチェックボックスをオンにす

ると、外線コールの [ボイスメール（Voice Mail）]チェック
ボックスが自動的にオンになります。外線コールをボイス

メッセージングシステムに転送しない場合は、外線コール

に対して [ボイスメール（Voice Mail）]チェックボックス
をオフにする必要があります。

[CTI障害時ボイスメール転送
（Forward on CTI Failure Voice
Mail）]

この設定は、電話番号を制御するアプリケーションが失敗

した場合に、接続されなかった内線コールが自動転送され

る電話番号またはディレクトリ URIを指定します。任意の
ダイヤル可能な電話番号（外部接続先を含む）を使用しま

す。

内線コールの接続先の値を入力すると、外線コールの [接続
先（Destination）]フィールドにこの値が自動的にコピーさ
れます。外線コールを別の接続先に転送する場合は、外線

コールの [接続先（Destination）]フィールドに、別の値を入
力する必要があります。

[CTI障害時転送の接続先（Forward
on CTI Failure Destination）]

この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバイス

に適用されます。

内線コールのコーリングサーチスペースを選択すると、外

線コールの [コーリングサーチスペース（Calling Search
Space）]設定に、この値が自動的にコピーされます。外線
コールを別のコーリングサーチスペースに自動転送する場

合は、外線コールの [コーリングサーチスペース（Calling
Search Space）]で、別の設定値を選択する必要があります。

[CTI障害時転送のコーリングサー
チスペース（Forward on CTI Failure
Calling Search Space）]

コールの呼び出し時間の秒数を入力します。この時間が過

ぎるとコールが [無応答時転送の接続先（Forward No Answer
Destination）]に転送されます。

[無応答時の呼び出し時間（No
Answer Ring Duration）]
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[ピックアップグループ名（Pickup Group Name）]を選択し
て、コールピックアップグループを指定します。このグルー

プは、該当するピックアップグループ番号にダイヤルして、

この電話番号への着信コールに応答することができます。

[コールピックアップグループ
（Call Pickup Group）]

パークモニタリング

パークされている側が外部の場合、パークしたユーザの

[パークモニタリング転送非取得時の接続先（外部）（Park
Monitoring Forward No Retrieve Destination External）]パラメー
タに指定された接続先にコールが転送されます。[パークモ
ニタリング転送非取得時の接続先（外部）（Park Monitoring
Forward No Retrieve Destination External）]フィールドの値が
空欄の場合、パークされた側のコールはパークしたユーザ

の回線にリダイレクトされます。

[パークモニタリング転送非取得時
の接続先（外部）（Park Monitoring
Forward No Retrieve Destination
External）]

パークされている側が内部の場合、パークしたユーザの

[パークモニタリング転送非取得時の接続先（内部）（Park
Monitoring Forward No Retrieve Destination Internal）]パラメー
タに指定された接続先にコールが転送されます。[パークモ
ニタリング転送非取得時の接続先（内部）（Park Monitoring
Forward No Retrieve Destination Internal）]フィールドの値が
空欄の場合、パークされた側のコールはパークしたユーザ

の回線にリダイレクトされます。

[パークモニタリング転送非取得時
の接続先（内部）（Park Monitoring
Forward No Retrieve Destination
Internal）]

このパラメータは、自分がパークしたコールを取得するよ

うユーザーに求めるまでに Unified Communications Manager
が待機する秒数を決定します。このタイマーが開始するの

は、ユーザが電話機の [パーク（Park）]ソフトキーを押し
たときです。タイマーが時間切れになるとアラームが鳴り

ます。

デフォルト：60秒

0以外の値を設定すると、その値によって、[サー
ビスパラメータ（Service Parameters）]ウィンド
ウで設定されたこのパラメータの値が上書きさ

れます。ただし、ここで値 0を設定すると、
[サービスパラメータ（Service Parameters）]ウィ
ンドウの値が使用されます。

（注）

パークモニタリング復帰タイマー

（Park Monitoring Reversion Timer）
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このチェックボックスをオンにすると、[ボイスメールプロ
ファイルの設定（Voice Mail Profile Configuration）]ウィン
ドウの設定が使用されます。

このボックスをオンにすると、Unified
Communications Managerは [接続先
（Destination）]ボックスと [コーリングサーチ
スペース（Calling Search Space）]の設定を無視
します。

（注）

[パークモニタリング転送非取得時
ボイスメール（内部）（Park
Monitoring Forward No Retrieve
Internal Voice Mail）]

このチェックボックスをオンにすると、[ボイスメールプロ
ファイルの設定（Voice Mail Profile Configuration）]ウィン
ドウの設定が使用されます。

このボックスをオンにすると、Unified
Communications Managerは [接続先
（Destination）]ボックスと [コーリングサーチ
スペース（Calling Search Space）]の設定を無視
します。

（注）

[パークモニタリング転送非取得時
の接続先ボイスメール（外部）

（Park Monitoring Forward No
Retrieve Destination External Voice
Mail）]

電話番号に適用するコーリングサーチスペースを選択しま

す。

パークモニタリング転送非取得時

の外部 CSS（Park Monitoring
Forward No Retrieve External CSS）

その電話番号に適用するコーリングサーチスペースを選択

します。

パークモニタリング転送非取得時

の内部 CSS（Park Monitoring
Forward No Retrieve Internal CSS）

このフィールドは、内線 DNコールにのみ適用されます。
コールは指定された宛先番号またはボイスメールに再ルー

ティングされます。

未登録の内線番号からのコールをボイスメールプロファイ

ルで選択した番号へ転送する場合は、このチェックボック

スをオンにします。

このチェックボックスをオンにしても、[未登録内線の転送
接続先（Forward Unregistered Internal Destination）]フィール
ドと [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]
ドロップダウンリストボックスには関係ありません。

[未登録内線の不在転送ボイスメー
ル（内部）（Forward Unregistered
Internal Voice Mail）]

回線が使用中のときに、未登録の内線コールの転送先とす

る電話番号を入力します。

この設定は、ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電

話番号を使用するすべてのデバイスに適用されます。

[未登録内線の転送接続先（Forward
Unregistered Internal Destination）]
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指定された宛先に未登録内線コールが転送されるときに使

用するコーリングサーチスペースを選択します。

この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバイス

に適用されます。

[未登録内線の転送 CSS（Forward
Unregistered Internal CSS）]

このフィールドは、外線 DNコールにのみ適用されます。
コールは、指定された宛先番号またはボイスメールに再ルー

ティングされます。

電話番号の [サービスパラメータ設定（Service
Parameters Configuration）]ウィンドウで、転送
するコールの最大件数も指定する必要がありま

す。

（注）

[未登録外線の転送ボイスメール
（Forward Unregistered External
Voice Mail）]

回線が使用中のときに、外線コールの転送先とする電話番

号を入力します。

この設定は、外線接続先を含め（制限されていない場合）、

ダイヤル可能なすべての外線電話番号と、この電話番号を

使用するすべてのデバイスに適用されます。

[未登録外線の転送接続先（Forward
Unregistered External Destination）]

指定された宛先に外線コールが転送されるときに使用する

コーリングサーチスペースを選択します。

この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバイス

に適用されます。

[未登録外線の転送 CSS（Forward
Unregistered External CSS）]

マルチレベル優先順位およびプリエンプション（MLPP）代替パーティ設定

この電話番号が優先コールを受信し、この番号もこのコー

ルの転送先のいずれも優先コールに無応答の場合に、MLPP
優先コールがリダイレクトされる番号を入力します。

値には、数字およびシャープ#）とアスタリスク（*）を使

用できます。

[転送先（Target）]

ドロップダウンリストボックスから、代替パーティのター

ゲット（宛先）の番号に関連付けるコーリングサーチス

ペースを選択します。

[MLPPコーリングサーチスペース
（MLPP Calling Search Space）]
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説明フィールド

秒数（4秒から 30秒）を入力します。この時間を過ぎても
この電話番号およびそのコール転送先が優先コールに無応

答の場合、MLPP優先コールはこの電話番号の代替パーティ
にリダイレクトされます。

Unified Communications Managerの [優先代替パーティタイ
ムアウト（Precedence Alternate Party Timeout）]エンタープ
ライズパラメータの設定値を使用するには、この設定を空

白のままにします。

[MLPP無応答時の呼び出し時間
（秒）（MLPP No Answer Ring
Duration (Seconds)）]

[この電話の回線設定（Line Settings for This Phone）]

このフィールドは、ラインアピアランスに電話番号を表示

させない場合にだけ使用します。回線と電話の組み合わせ

について、この電話番号を特定するテキストを入力します。

入力例としては、複数の電話番号を扱う秘書やアシスタン

トにとって複数の電話番号を識別できるような、上司の名

前や部門名、その他適当な情報などがあります。

[表示（内部発信者 ID）（Display
(Internal Caller ID)）]

このフィールドは [表示（内部発信者 ID）（Display (Internal
Caller ID)）]フィールドと同じ情報を提供しますが、入力は
ASCII文字に制限する必要があります。Unicode（国際化）
文字をサポートしていないデバイスでは、[ASCII表示（内
部発信者 ID）（ASCII Display (Internal Caller ID)）]フィール
ドの内容が表示されます。

この設定は、右側の [共有デバイス設定の更新（UpdateShared
Device Settings）]チェックボックスをオンにし、[選択対象
を反映（Propagate Selected）]ボタンをクリックしない限り、
現在のデバイスにしか適用されません。（右側のチェック

ボックスは、この電話番号を他のデバイスと共有している

場合のみ表示されます）。

[ASCII表示（内部発信者 ID）
（ASCII Display (Internal Caller
ID)）]

回線と電話の組み合わせについて、この電話番号を特定す

るテキストを入力します。

デフォルトでは英語が指定されています。（注）

[回線テキストレベル（Line Text
Label）]

この回線からコールが発信されたときに、発信者 ID情報と
して送信する電話番号（またはマスク）を入力します。

最大 24個の番号と文字「X」「」を入力できます。Xは電
話番号を表し、パターンの末尾に使用する必要があります。

たとえば、マスク972813XXXXを指定すると、内線1234か
らの外部コールには、発信者 IDの番号として 9728131234
が表示されます。

[外部電話番号マスク（External
Phone Number Mask）]
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説明フィールド

このフィールドを使用して、ハンドセットのランプ点灯ポ

リシーを設定します。次のいずれかのオプションを選択し

ます。

• [システムポリシーを使用する（Use System Policy）]
（電話番号はサービスパラメータ「」[メッセージ受信
点灯ポリシー（Message Waiting Lamp Policy）]の設定
を参照します。）

• [点灯およびプロンプト（Light and Prompt）]

• [プロンプトのみ（Prompt Only）]

• [ライトのみ（Light Only）]

•なし（None）

この設定は、右側にある [共有デバイス設定の更新（Update
Shared Device Settings）]チェックボックスをオンにして [選
択対象を反映（Propagate Selected）]ボタンをクリックしな
い限り、現在のデバイスにのみ適用されます。（このチェッ

クボックスは、この電話番号を他のデバイスと共有してい

る場合のみ表示されます）。

[視覚的なメッセージ受信インジ
ケータのポリシー（Visual Message
Waiting Indicator Policy）]

このフィールドは、オーディオメッセージ受信インジケー

タのポリシーを設定するために使用します次のいずれかの

オプションを選択します。

• [オフ（Off）]

• [オン（On）]：このオプションを選択すると、ハンド
セットをオフフックにしたときに断続ダイヤルトーン

が聞こえます。

• [デフォルト（Default）]：このオプションを選択する
と、電話ではシステムレベルで設定されたデフォルト

設定が使用されます。

[オーディオメッセージ受信インジ
ケータのポリシー（AudibleMessage
Waiting Indicator Policy）]
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説明フィールド

着信コールがあり、そのデバイスで他のアクティブコール

がない場合の、ラインアピアランスの呼び出し音設定を選

択します。次のいずれかのオプションを選択します。

• [システムデフォルトを使用（Use System Default）]

• Disable

• [フラッシュのみ（Flash Only）]

• [一度鳴らす（Ring Once）]

•呼び出し中（Ring）

[呼出音設定（電話がアイドルのと
き）（Ring Setting (Phone Idle)）]

電話の別の回線にアクティブコールがあるときに使用され

る呼び出し音の設定を選択します。次のいずれかのオプショ

ンを選択します。

• [システムデフォルトを使用（Use System Default）]

• Disable

• [フラッシュのみ（Flash Only）]

• [一度鳴らす（Ring Once）]

•呼び出し中（Ring）

• [ビープ音のみ（Beep only）]

[呼出音設定（電話がアクティブの
とき）（Ring Setting (Phone
Active)）]

このフィールドで、着信コールがコールピックアップグ

ループのメンバーに送信する通知のタイプが判定されます。

コールが着信した電話で応答されない場合、コールピック

アップグループ内のアイドル中の電話で短い呼び出し音が

聞こえるか（[一度鳴らす（Ring Once）]）、または何も聞
こえません（[無効（Disabled）]）。

• [システムデフォルトを使用（Use System Default）]：こ
のフィールドの値は、Cisco CallManagerサービスパラ
メータ [コールピックアップグループ警告音の設定（電
話のアイドル時）（Call Pickup Group Audio Alert Setting
of Idle Station）]の設定によって決定されます。

• [無効にする（Disable）]：コールピックアップグルー
プのメンバーに呼出音は送信されません。

• [一度鳴らす（Ring Once）]：コールピックアップグ
ループのメンバーに短い呼出音が送信されます。

[コールピックアップグループ
オーディオアラートの設定（電話

がアイドルのとき）（Call Pickup
Group Audio Alert Setting (Phone
Idle)）]
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説明フィールド

このフィールドで、着信コールがコールピックアップグ

ループのメンバーに送信する通知のタイプが判定されます。

コールが着信した電話で応答されない場合、コールピック

アップグループ内の使用中の電話でビープ音のみが聞こえ

るか、または何も聞こえません（[無効（Disabled）]）。

• [システムデフォルトの使用（Use System Default）]：こ
のフィールドの値は、Cisco CallManagerのサービスパ
ラメータ [ビジーステーションのコールピックアップ
グループオーディオアラートの設定（Call Pickup Group
Audio Alert Setting of Busy Station）]の設定により決ま
ります。

• [無効にする（Disable）]：コールピックアップグルー
プのメンバーにアラートは送信されません。

• [ビープ音のみ（Beep Only）]：コールピックアップグ
ループのメンバーにビープ音が送信されます。

[コールピックアップグループオー
ディオアラートの設定(電話がアク
ティブのとき)（Call Pickup Group
Audio Alert Setting (Phone Active)）]
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説明フィールド

このフィールドではエージェントのラインアピアランスの

録音オプションを決定します。デフォルトでは、録音オプ

ションに [コール録音無効（Call Recording Disabled）]が指
定されています。

次のいずれかのオプションを選択します。

• [コール録音無効（Call Recording Disabled）]：エージェ
ントがこのラインアピアランスで発信するコールは録

音されません。

• [自動コール録音を有効（Automatic Call Recording
Enabled）]：エージェントがこのラインアピアランスに
発信したコールは自動的に録音されます。

• [アプリケーションから呼び出されたコール録音を有効
（Application Invoked Call Recording Enabled）]：アプリ
ケーションがコール録音を開始した場合、エージェン

トがこのラインアピアランスに発信したコールは録音

されます。

録音オプションが [自動的にコール録音有効（Automatic Call
Recording Enabled）]または [アプリケーション呼び出しによ
るコール録音有効（Application Invoked Call Recording
Enabled）]に設定されている場合は、ラインアピアランス
を録音プロファイルと関連付けることができます。

自動録音が有効の場合、アプリケーションによる録音要求

は拒否されます。

[録音オプション（Recording
Option）]

このフィールドは、エージェントのラインアピアランスの

録音プロファイルを決定します。ドロップダウンリスト

ボックスから既存の録音プロファイルを選択します。録音

プロファイルを作成するには、[デバイス（Device）] > [デバ
イス設定（DeviceSettings）]> [録音プロファイル（Recording
Profile）]メニューオプションを使用します。

デフォルト値は [なし（None）]です。

[録音プロファイル（Recording
Profile）]
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説明フィールド

スーパーバイザの回線表示のモニタリング用コーリングサー

チスペースに、エージェントの回線またはデバイスパー

ティションを含めてエージェントをモニタできるようにし

ます。

スーパーバイザの回線表示ウィンドウでモニタリング用コー

リングサーチスペースを設定します。ドロップダウンリス

トボックスから既存のコーリングサーチスペースを選択し

ます。

デフォルト値は [なし（None）]です。

[モニタリング用コーリングサーチ
スペース（Monitoring Calling Search
Space）]

このチェックボックスを使用して、この機能を有効または

無効にします。チェックボックスがオン（有効）として表

示されている場合、Cisco Unified Communications Managerは
電話機の該当する電話番号のコール履歴に不在着信を記録

します。

[不在着信のログを取る（Log
Missed Calls）]

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
108

電話

BATテンプレートの電話回線フィールドの説明



説明フィールド

ドロップダウンリストボックスで、次のいずれかのオプ

ションを選択します。

• [システムデフォルトの使用（Use System Default）]

• [設定済みCSSを使用（With Configured CSS）]

• [アクティブなデバイス/回線CSSを使用（With Activating
Device/Line CSS）]

[設定済み CSSを使用（With Configured CSS）]オプション
を選択した場合、[電話番号の設定（Directory Number
Configuration）]ウィンドウで明示的に設定された不在転送
コーリングサーチスペースにより、不在転送のアクティ

ベーションと自動転送が制御されます。Forward Allコーリ
ングサーチスペースを Noneに設定した場合、Forward All
に対して CSSは設定されません。パーティションが設定さ
れた任意の電話番号への不在転送をアクティブにすること

はできません。不在転送のアクティブ化中に、不在転送コー

リングサーチスペースおよび不在転送セカンダリコーリン

グサーチスペースの変更は発生しません。

不在転送コーリングサーチスペースを明示的に設定せず

に、電話番号のコーリングサーチスペースとデバイスの

コーリングサーチスペースを組み合わせて利用する場合

は、[コーリングサーチスペースのアクティベーションポリ
シー（Calling Search Space Activation Policy）]で [アクティ
ブなデバイス/回線 CSSを使用（With Activating Device/Line
CSS）]を選択します。不在転送が電話機によってアクティ
ブになっている場合にこのオプションを選択すると、不在

転送コーリングサーチスペースと不在転送セカンダリコー

リングサーチスペースに、電話番号のコーリングサーチ

スペースとアクティブ化デバイスのデバイスコーリング

サーチスペースが自動的に入力されます。

[不在転送CSSアクティベーション
ポリシー（Forward All CSS
Activation Policy）]

保留している通話者の電話機にコール復帰アラートを送信

するまでの待機時間（秒単位）を指定するには、0～ 1200
の数値（両端の値も含む）を入力します。

値 0を入力した場合、Unified Communications Managerは保
留通話の復帰機能を呼び出しません。

[保留復帰の呼び出し時間（秒）
（Hold Reversion Ring Duration
(seconds)）]
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説明フィールド

0～ 1200の数値（両端の値も含む）を入力して、保留して
いる電話にリマインダアラートを送信する間隔（秒）を指

定します。

値 0を入力した場合、Unified Communications Managerはリ
マインダアラートを送信しません。

[保留復帰の通知間隔（秒）（Hold
Reversion Notification Interval
(seconds)）]

ドロップダウンリストボックスで、次のいずれかのオプ

ションを選択します。

• [デフォルト（Default）]：[パーティ参加トーン（Party
Entrance Tone）]サービスパラメータに設定された値を
使用します。

• [オン（On）]：通常のコールがマルチパーティコール
（割り込みコール、C割り込みコール、アドホック会
議、ミートミー会議、参加コール）に変化すると、電

話でトーンが再生されます。さらに、いずれかの通話

者がマルチパーティコールを離れると、別のトーンが

再生されます。制御デバイス、つまりマルチパーティ

コールの発信元がビルトインブリッジの場合、制御デ

バイスで [オン（On）]を選択すると、すべての通話者
に対してトーンが再生されます。制御デバイス（会議

コントローラなど）がコールに残っていないときや、

制御デバイスがトーンを再生できない場合は、[オン
（On）]を選択していてもトーンは再生されません。

• [オフ（Off）]：通常のコールがマルチパーティコール
に変化しても、電話でトーンは再生されません。

[パーティ参加トーン（Party
Entrance Tone）]

複数コール/コール待機設定

クラスタ内のデバイスの回線あたり最大 184件のコールを
設定できます。ただし、デバイスによって最大数は制限さ

れます。1つの回線のコール数を設定すると、別の回線で使
用できるコール数が減少します。

デフォルト値は4です。電話機が各回線に対して複数のコー
ルを許可しない場合、デフォルトで値が2に設定されます。

CTIルートポイントの場合、ポートごとに最大 10,000件の
コールを設定できます。デフォルトではコール数が 5000に
指定されます。

このフィールドは [話中トリガー（Busy Trigger）]フィール
ドと組み合わせて使用します。

[コール最大数（Maximum Number
of Calls）]
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この設定は [コール最大数（Maximum Number of Calls）]お
よび [話中転送（Call Forward Busy）]と共に機能し、回線上
に存在できるコールの最大数を決定します。たとえば、最

大コール数を 50に設定し、話中トリガーを 40に設定した
場合、41番目の着信コールはビジーであるという理由で拒
否されます。その際に、[話中転送（Call Forward Busy）]が
設定されている場合は転送もされます。この回線が共有さ

れている場合は、すべての回線がビジーになるまで着信コー

ルは拒否されません。

このフィールドは、CTIルートポイントの [コール最大数
（Maximum Number of Calls）]と組み合わせて使用します。
デフォルトは 4500コールです。

[話中トリガー（Busy Trigger）]

このデバイスの転送呼の情報表示

転送呼を受信したときの表示に発信者名を含めるには、こ

のチェックボックスをオンにします。デフォルトでは、こ

のチェックボックスはオンになっています。

[発信者名（Caller Name）]

転送呼を受信したときの表示に発信者番号を含めるには、

このチェックボックスをオンにします。

[発信者番号（Caller Number）]

転送呼を受信したときの表示に転送元番号を含めるには、

このチェックボックスをオンにします。

[転送元番号（Redirected Number）]

転送呼を受信したときの表示にダイヤル番号を含めるには、

このチェックボックスをオンにします。デフォルト設定で

は、このチェックボックスはオンになっています。

[ダイヤル番号（Dialed Number）]

[ディレクトリ URL（Directory URI）]フィールド
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この電話機の電話番号に関連付けるディレクトリ URIを入
力します。username@hostの形式で入力してください。最大
47文字の英数字からなるユーザ名を入力します。ホストア
ドレスには、IPv4アドレスまたは完全修飾ドメイン名を入
力します。1つの電話番号に最大 5つのディレクトリ URI
を関連付けることができます。

Cisco Unified CM Administrationでは、二重引用
符またはカンマが組み込まれたディレクトリ

URIを入力できます。ただし、一括管理を使用
して、二重引用符やコンマが組み込まれたディ

レクトリ URIを含む csvファイルをインポート
する場合には、ディレクトリURI全体を二重引
用符で囲み、組み込まれた二重引用符を二重引

用符でエスケープする必要があります。たとえ

ば、「Jared, "Jerry",Smith@test.com」というディ
レクトリ URIは、csvファイルで
は"Jared,""Jerry"",Smith@test.com」と入力する必
要があります。

（注）

[電話番号のURI（1-5）（URI (1-5)
on Directory Number）]

ディレクトリ URIが属するルートパーティションを入力し
ます。ディレクトリURIへのアクセスを制限しない場合は、
このフィールドを空白のままにします。

[電話番号のURI (1-5)ルートパー
ティション（URI (1-5) Route
Partition on Directory Number）]

このディレクトリ URIをこの内線番号のプライマリディレ
クトリ URIとして指定するには、「t」（True）と入力しま
す。このディレクトリ URIをこの内線番号のプライマリ
ディレクトリURIとして指定しない場合は、「f」（False）
と入力します。

1つの電話番号に最大 5個のディレクトリ URI
を関連付けることができますが、プライマリ

ディレクトリ URIに選択できるのは 1つだけで
す。

（注）

電話番号のURI（1-5）をプライマ
リにする（URI (1-5) Is Primary on
Directory Number）

関連トピック

BATテンプレート内の電話回線の追加または更新（34ページ）
リモート接続先プロファイルテンプレートでの回線の追加または更新（631ページ）
既存の UDPへの回線の追加（443ページ）
ゲートウェイテンプレートの追加または編集（471ページ）
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インターコムテンプレートを追加するためのBATテンプレートのフィー
ルドの説明

次の表では、BAT電話、ゲートウェイ、または UDPテンプレートにインターコムテンプレー
トを追加するときに表示される可能性のある、すべてのフィールドについて説明しています。

一部のデバイスタイプでは、すべての電話設定を行う必要はありません。一部のフィールドに

のみ、Unified Communications Manager管理ページで設定された値が表示されます。BATユー
ザインターフェイスでアスタリスクが付いたフィールド名には入力が必要です。アスタリスク

が付いていないフィールドについては、任意指定です。

表 4 : BATテンプレートにインターコムテンプレートを追加する場合のフィールドの説明

説明フィールド

[インターコム電話番号情報（Intercom Directory Number Information）]

インターコムテンプレートの一意の名前を入力します。[インターコムテンプレート名
（Intercom Template Name）]

電話番号が属しているルートパーティションを選択します。

この電話番号は、複数のパーティションで表示

される可能性があります。

（注）

[ルートパーティション（Route
Partition）]

電話番号とルートパーティションの説明を入力します。説

明には、任意の言語で最大 50文字を指定できますが、二重
引用符（"）、パーセント記号（%）、アンパサンド（’）、
山カッコ（<>）は使用できません。

説明

このフィールドは、ラインアピアランスに電話番号を表示

させない場合にだけ使用します。回線と電話の組み合わせ

について、この電話番号を特定するテキストを入力します。

入力例としては、複数の電話番号を扱う秘書やアシスタン

トにとって複数の電話番号を識別できるような、上司の名

前や部門名、その他適当な情報などがあります。

[表示（内部発信者 ID）（Display
(Internal Caller ID)）]
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説明フィールド

このフィールドは [表示（内部発信者 ID）（Display (Internal
Caller ID)）]フィールドと同じ情報を提供しますが、入力は
ASCII文字に制限する必要があります。Unicode（国際化）
文字をサポートしていないデバイスでは、[ASCII表示（内
部発信者 ID）（ASCII Display (Internal Caller ID)）]フィール
ドの内容が表示されます。

この設定は、右側の [共有デバイス設定の更新（UpdateShared
Device Settings）]チェックボックスをオンにし、[選択対象
を反映（Propagate Selected）]ボタンをクリックしない限り、
現在のデバイスにしか適用されません（右側のチェックボッ

クスは、この電話番号を他のデバイスと共有している場合

のみ表示されます）。

[ASCII表示（内部発信者 ID）
（ASCII Display (Internal Caller
ID)）]

回線と電話の組み合わせについて、この電話番号を特定す

るテキストを入力します。

デフォルトでは英語が指定されています。（注）

[回線テキストレベル（Line Text
Label）]

この名前は、共有電話番号への呼び出し中に表示される名

前を表します。共有されていない電話番号の場合、呼び出

し中は [表示（Display）]フィールドに入力されている名前
が表示されます。

[呼び出し表示（Alerting Name）]

このフィールドは [呼び出し表示（Alerting Name）]フィー
ルドと同じ情報を指定しますが、入力できるのは ASCII文
字だけです。Unicode（国際化）文字をサポートしていない
デバイスでは、[ASCII呼び出し表示（Alerting Name ASCII）]
フィールドの内容が表示されます。

ASCII呼び出し表示（Alerting Name
ASCII）

ユーザが短縮ダイヤルボタンを押したときにシステムがダ

イヤルする電話番号を入力します。入力できるのは、数字

の 0から 9までと、*、#、および +（国際エスケープ文字）

です。

短縮ダイヤル

この回線からコールが発信されたときに、発信者 ID情報と
して送信する電話番号（またはマスク）を入力します。

最大 24個の番号と文字「X」「」を入力できます。Xは電
話番号を表し、パターンの末尾に使用する必要があります。

たとえば、マスク972813XXXXを指定すると、内線1234か
らの外部コールには、発信者 IDの番号として 9728131234
が表示されます。

[外部電話番号マスク（External
Phone Number Mask）]

インターコム電話番号の設定
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、適切なコーリング

サーチスペースを選択します。コーリングサーチスペース

は、この電話番号からコールを発信できる番号を検索する

ための、パーティションのリストで構成されます。選択し

た値は、この電話番号を使用するすべてのデバイスに適用

されます。

[コーリングサーチスペース
（Calling Search Space）]

プレゼンス機能でこのフィールドを設定します。

ドロップダウンリストボックスから、この電話番号のプレ

ゼンスグループを選択します。選択したグループは、この

電話番号をモニタできるデバイス、エンドユーザ、アプリ

ケーションユーザを指定します。

[プレゼンスグループ（Presence
Group）]

次のいずれかのオプションを選択して、この電話番号の自

動応答機能を有効にします。

• [自動応答オフ（Auto Answer Off）]（デフォルト）
• [ヘッドセットで自動応答（Auto Answer with Headset）]
• [スピーカフォンで自動応答（Auto Answer with

Speakerphone）]

共有回線を持つデバイスに、自動応答を設定し

ないでください。

（注）

自動応答

ドロップダウンリストボックスから、この電話番号のデ

フォルトのアクティブデバイスを選択します。選択された

デバイスは、この電話番号がデフォルトで有効になってい

る電話です。ドロップダウンリストボックスにはインター

コムをサポートするデバイスのみが表示されます。

このインターコム電話番号がインターコム回線

として有効になる、デフォルトのアクティブデ

バイスを指定する必要があります。

（注）

インターコム DNが Cisco Extension Mobilityに
設定されたデバイスプロファイルで指定されて

いる場合、デバイスでインターコム機能がサポー

トされていれば、先のデバイスプロファイルを

使用して指定されたデフォルトのアクティブデ

バイスにユーザがログインするときにのみ、そ

のインターコム DNがインターコム回線として
表示されます。

（注）

[デフォルトのアクティブデバイス
（Default Activated Device）]
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BATスプレッドシートを使用した電話用 CSVデータファイルの作成
BATスプレッドシートを使用して、CSVデータファイルを作成します。スプレッドシート内
でファイル形式を定義できます。そうすると、BATスプレッドシートは、そのデータファイル
形式を使用して CSVデータファイルのフィールドを表示します。

いずれかのフィールドにカンマを入力すると、BAT形式にエクスポートする際に BAT.xltはそ
のフィールドエントリを二重引用符で囲みます。

BATスプレッドシートに空の行を含めると、その空の行がファイルの終わりとして扱われま
す。空の行より後に入力されたデータは BAT形式に変換されません。

（注）

CTIポートの追加時に、ダミーMACアドレスオプションを使用できます。このオプションを
使用すると、ダミーMACアドレスの形式で、各 CTIポートに一意のデバイス名が指定されま
す。このデバイス名は、後で または Unified CM Auto-Register Phone Toolを使用して手動で更
新できます。ダミーMACアドレスオプションは、H.323クライアント、VGC電話機、または
VGC仮想電話機に使用しないでください。

ダミーMACアドレスオプションは、自動的に、次の形式でダミーMACアドレスを生成しま
す。

XXXXXXXXXXXX

ここで、Xは、任意の 12文字の 16進数値（0～ 9と A ~ F）を表します。

BATスプレッドシートで電話機用に定義する回線や短縮ダイヤルの数は、BAT電話機テンプ
レートで定義された数を超えないようにしなければなりません。超えてしまうと、CSVデータ
ファイルや BATテンプレートを挿入しようとするときにエラーが発生します。

注目

BATスプレッドシート内のすべてのフィールドの編集が終了したら、その内容を CSV形式の
データファイルにエクスポートできます。エクスポートされた CSV形式のデータファイルに
は、次のようなデフォルトのファイル名が割り当てられます。

<tabname>-<timestamp>.txt

ここで、<tabname>は電話機などの作成された入力ファイルのタイプを表し、<timestamp>は

ファイルが作成された正確な日時を表します。

エクスポートしたファイルをローカルワークステーションに保存したら、CSV形式のデータ
ファイルの名前を変更できます。

CSVファイル名にカンマが含まれていると（例：abcd,e.txt）、サーバにアップロードできま
せん。

（注）
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手順

ステップ 1 BATスプレッドシートを開くには、BAT.xltファイルを探してダブルクリックします。

ステップ 2 スプレッドシートの機能を使用するように求められたら、[マクロを有効にする（EnableMacros）]
をクリックします。

ステップ 3 電話のオプションを表示するには、スプレッドシートの下部にある [電話（Phone）]タブをク
リックします。

ステップ 4 次のいずれかのデバイスタイプを表すラジオボタンを選択します。

選択するデバイスタイプによって、BATスプレッドシートでのデータの検証基準が決まりま
す。

•電話機

• CTIポート（CTI Port）

• H.323クライアント（H.323 Client）

• VGCフォン（VGC Phones）

• VGC仮想電話機（VGC Virtual Phones）

• Cisco IP Communicatorフォン（Cisco IP Communicator Phone）

スプレッドシートには、選択されたデバイスに対して選択可能なオプションが表示されます。

たとえば、電話を選択すると、電話回線や短縮ダイヤルの数に関するフィールドが表示されま

す。

ステップ 5 各電話機の BATスプレッドシートに表示されるデバイスや回線のフィールドを選択します。
次の手順を実行します。

a) [ファイル形式の作成（Create File Format）]をクリックします。
b) デバイスフィールドを選択するには、[デバイスフィールド（Device Field）]ボックスでデ
バイスフィールド名をクリックしてから、矢印をクリックしてそのフィールドを [選択済
みのデバイスフィールド（Selected Device Fields）]ボックスに移動します。

CSVデータファイルには、[MACアドレス/デバイス名（MAC Address/Device Name）]と
[説明（Description）]が含まれている必要があります。そのため、これらのフィールドは
常に選択されたままになります。

リスト内のアイテムの範囲を選択するには、Shiftキーを押したままにします。
ランダムなフィールド名を選択するには、Ctrlキーを押しながらフィールド名
をクリックします。

ヒント

c) [回線フィールド（Line Field）]ボックスで回線フィールド名をクリックしてから、矢印を
クリックしてそのフィールドを [選択済みの回線フィールド（Selected Line Fields）]ボック
スに移動します。
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[選択済みの回線（Selected Line）]および [デバイス（Device）]ボックス内のア
イテムの順序を変更するには、アイテムを選択して、上矢印と下矢印を使用し

てそのフィールドをリスト内で上下に移動します。

ヒント

d) 既存のCSV形式を上書きするかどうかを尋ねるメッセージが表示されます。[作成（Create）]
をクリックして、CSVデータファイル形式を変更します。

e) [OK]をクリックします。
選択されたフィールドの新しい列が指定された順序で BATスプレッドシート内に表示さ
れます。

ステップ 6 右にスクロールして [電話回線数（Number of Phone Lines）]ボックスを見つけ、電話機の回線
数を入力します。

BATテンプレートで設定された回線の数を超えた回線数を入力することはできませ
ん。

（注）

ステップ 7 電話機では、[短縮ダイヤルの最大数（Maximum Number of Speed Dials）]ボックスに、短縮ダ
イヤルボタンの数を入力する必要があります。

BATテンプレートで設定された短縮ダイヤルの数を超えた短縮ダイヤル数を入力す
ることはできません。

（注）

数値を入力すると、短縮ダイヤル番号ごとの列が表示されます。

ステップ 8 [BLF短縮ダイヤルの最大数（Maximum Number of BLF Speed Dials）]ボックスに、話中ランプ
フィールド（BLF）短縮ダイヤルボタンの数を入力します。
数値を入力すると、BLF短縮ダイヤル番号ごとの列が表示されます。

ステップ 9 スプレッドシートで、各回線の個々の電話についてデータを入力します。

すべての必須フィールドと関連するオプションフィールドに値を入力します。各列の見出しで

はフィールドの長さが指定され、また必須であるか、オプションであるかも指定されます。電

話フィールドの説明については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 10 各電話のMACアドレスを入力しなかった場合は、[ダミーMACアドレスの作成（CreateDummy
MAC Address）]チェックボックスをオンにする必要があります。

ダミーMACアドレスオプションは、H.323クライアント、VGC電話機、または
VGC仮想電話機に使用しないでください。

注目

ステップ 11 BAT Excelスプレッドシートから CSV形式のデータファイルにデータを移すには、[BAT形式
にエクスポート（Export to BAT Format）]をクリックします。

エクスポートされた CSVデータファイルを読み取る方法については、BATの [電
話の挿入（Insert phones）]ウィンドウにある [サンプルファイルの表示（View Sample
File）]へのリンクをクリックします。

ヒント

ファイルは、デフォルトのファイル名<tabname>-<timestamp>.txtでローカルワークステーショ

ン上の選択したフォルダに保存されます。
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関連トピック

CSVデータファイルを作成するために BATスプレッドシートのデータを収集する（14
ページ）

TAPSの概要（741ページ）
ファイルのアップロードおよびダウンロード（23ページ）

BATスプレッドシートの電話フィールドの説明
次の表で、CSVデータファイルにデバイスおよび回線の詳細を追加するために使用できる電
話フィールドの詳細について説明します。

表 5 : BATスプレッドシートの電話フィールドの説明

説明フィールド

デバイスフィールド（Device Fields）

電話機、VGC仮想電話機、VGC電話機のMACアドレスを入力し
ます。CTIポートまたは H.323クライアントの場合は、固有 ID
（デバイス名）を入力します。[ダミーMACアドレスの作成
（Create Dummy MAC Addresses）]チェックボックスをオンにする
と、デバイスの固有 IDを自動的に生成できます。

MACアドレス/デバイス名（MAC
Address/Device Name）

電話機またはデバイスを識別する説明を入力します（「Conference
Room A」、「John Smith」 など）。説明には、任意の言語で最大
50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号

（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ

（<>）は使用できません。

説明

この電話機/ポートグループのメディアリソースグループリスト
（MRGL）を入力します。

MRGLは、メディアリソースグループの優先順位付けされたリ
ストを指定します。アプリケーションは、使用可能なメディアリ

ソースの中からMRGLで定義されている順に、必要なメディア
リソースを選択できます。

メディアリソースグループリスト

（Media Resource Group List）

この IPフォンまたはCTIポートのグループに使用されるユーザ保
留音源を入力します。

ユーザ保留音源は、ユーザがコールを保留にすると再生される保

留音の音源を指定します。

ユーザー保留音のソース（User Hold
Audio Source）
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説明フィールド

この IPフォンまたはCTIポートのグループで使用するネットワー
ク保留音源を入力します。

ネットワーク保留音源は、ユーザがコールを転送したり、パーク

保留にする場合など、システムがコールを保留にするときに再生

される音楽の音源を示します。

ネットワーク保留MOH音源（Network
Hold MOH Audio Source）

この IP Phoneのグループに関連付ける国/地域と言語の組み合わせ
を入力します。

この選択項目によって、このユーザーの文化に依存する属性と、

Unified Communications Managerのユーザーウィンドウおよび電話
機でユーザーに表示される言語が決まります。

ユーザーロケール（User Locale）

この電話機グループに関連付けるネットワークロケールを入力し

ます。

ネットワークロケールは、Ciscoゲートウェイおよび電話機が特
定の地理的地域で PSTNおよびその他のネットワークと通信する
際に使用する一連のトーンとリズムで構成されます。

ネットワークロケール（Network
Locale）

このグループのすべての電話機に使用するソフトキーテンプレー

トを入力します。

ソフトキーテンプレート（Softkey
Template）

ドロップダウンリストボックスで、使用可能な共通の電話プロ

ファイルのリストから共通の電話プロファイルを選択します。

共通の電話プロファイル（CommonPhone
Profile）

プレゼンス機能で使用します。SIPまたは SCCPを実行する電話
機は、プレゼンスエンティティに関するステータス（たとえば、

電話機で BLFスピードダイヤルボタンとして設定されている電
話番号など）を要求するため、ウォッチャとして機能します。

プレゼンスエンティティのステータスを電話機が受信できるよう

にするには、電話番号に適用されるプレゼンスグループのステー

タスの閲覧が許可されているプレゼンスグループ（[PresenceGroup
Configuration（プレゼンスグループの設定）]ウィンドウで指定さ
れています）を選択します。

デバイスプレゼンスグループ（Device
Presence Group）

必要に応じて、カスタム電話ロードを入力します。

このフィールドに入力する値によって、選択した電話

機のデフォルト値がオーバーライドされます。

（注）

値は、CTIポートには適用されません。

電話ロード名（Phone Load Name）
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デバイスに適用するセキュリティプロファイルを入力します。選

択したプロファイルを電話機がサポートしていない場合、Unified
Communications Managerは設定の適用を許可しません。

すべての電話機には、セキュリティプロファイルを適用する必要

があります。電話機でセキュリティがサポートされていない場合

は、非セキュアプロファイルを選択してください。

セキュリティプロファイル（Security
Profile）

プレゼンス機能で使用されるSUBSCRIBEコーリングサーチスペー
スは、電話機から発信されたサブスクリプション要求を Unified
Communications Managerがルーティングする方法を決定します。
この機能に使用するコーリングサーチスペースを入力します。

デバイスSUBSCRIBEコーリングサーチ
スペース（Device SUBSCRIBE CSS）

ゲートキーパーに登録されている E.164アドレスを選択します。

H.323クライアントがゲートキーパー制御デバイスと
して設定されていることを確認してください。

（注）

ゲートキーパー制御H.323クライアントの場合は、こ
のフィールドに値を入力する必要があります。この

フィールドに入力できるのは、数字（0～ 9）と特殊
文字の #および *だけです。

（注）

E.164

電話ユーザのユーザ IDを入力します。ユーザ ID

このリストには、メディアリソースグループの優先順位付けされ

たグループ化が表示されます。アプリケーションは、[メディアリ
ソースリスト（Media Resource List）]で定義された優先順位に従っ
て、使用可能なメディアリソースの中から必要なメディアリソー

ス（保留音サーバなど）を選択します。

メディアリソースグループリスト

（Media Resource Group List）

自動代替ルーティング（AAR）を実行する際にデバイスが使用す
る適切なコーリングサーチスペースを入力します。AARコーリ
ングサーチスペースは、帯域幅不足が原因でコールがブロックさ

れた場合に、収集された（発信側）番号の他のルーティング方法

を決定するために検索されるルートパーティションのコレクショ

ンを指定します。

AARコーリングサーチスペース（AAR
Calling Search Space）

このデバイスに関連付けられているMLPPドメインの 16進数値
を入力します。この値は空白または 0～ FFFFFFの値にしてくだ
さい。

MLPPドメイン（MLPP Domain）
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SIPCodec_MTPPreferredOrigCodec

• [デフォルト（Default）]：MLPP表示設定をデバイスプール
から継承します。

• [オフ（Off）]：このデバイスは、MLPP優先コールの通知を
処理しません。

• [オン（On）]：MLPP優先コールの通知を処理します。

MLPP通知（MLPP Indication）

利用可能な場合、この設定は、進行中のコールをプリエンプショ

ンできるデバイス上で、MLPP優先コールを発信する際にプリエ
ンプション機能を使用するかどうかを指定します。

• [デフォルト（Default）]：MLPP表示設定をデバイスプール
から継承します。

• [オフ（Off）]：このデバイスは、MLPP優先コールの通知を
処理しません。

• [オン（On）]：MLPP優先コールの通知を処理します。

MLPPプリエンプション（MLPP
Preemption）

シグナルパケットキャプチャに設定するモードを入力します。

• [なし（None）]：モードを指定しない場合は、[なし（None）]
を選択します。

• [リアルタイムモード（Real-Time Mode）]：リアルタイムシ
グナルパケットキャプチャには、このモードを使用します。

• [バッチ処理モード（Batch Processing Mode）]：バッチ処理シ
グナルパケットキャプチャモードには、このモードを使用

します。

シグナルパケットキャプチャモード

（Signal Packet Capture Mode）

パケットキャプチャ時間（分数）を入力します。入力できる最大

の時間は 300分です。
パケットキャプチャ時間（Packet Capture
Duration）

4～ 10桁の数字列を入力します。ローカルで有効な証明書をイン
ストール、アップグレード、またはトラブルシューティングする

には、電話ユーザまたは管理者が電話機に認証文字列を入力する

必要があります。

認証文字列（Authentication String）

[はい（Yes）]または [いいえ（No）]を入力して、コールごとの
コール表示制限を設定します。このチェックボックスをオンにす

ると、Unified Communications Managerは内線コールについて受信
するすべての表示制限を無視します。

表示インジケータを無視（Ignore
Presentation Indicator）

デフォルトの SIPプロファイルまたは作成済みの特定のプロファ
イルを入力します。SIPプロファイルでは、電話機の特定の SIP
情報（デフォルトテレフォニーイベントペイロードタイプ、登

録タイマーおよびキープアライブタイマー、メディアポート、絞

り、ダイナミック DNSサーバアドレスなど）を指定します。

SIPプロファイル（SIP Profile）
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ダイジェスト認証（SIPセキュリティ）で使用します。電話機に
関連付けるエンドユーザを選択します。

選択するユーザのダイジェストクレデンシャルが [エンドユーザ
の設定（End User Configuration）]ウィンドウで設定されているこ
とを確認してください。

電話の設定を保存して電話機をリセットすると、ここで選択する

ユーザのダイジェストクレデンシャルが電話の設定ファイルに追

加されます。

ダイジェストユーザ（Digest User）

エクステンションモビリティユーザがログアウトするときに電話

機にロードするプロファイルを入力します。ログアウトプロファ

イルが Unified Communications Manager Administrationで設定され
ている必要があります。

[現在のデバイス設定を使用（Use Current Device Setting）]：この
オプションを選択すると、自動生成デバイスプロファイルがデ

フォルトのデバイスプロファイルとして作成されます。

[ユーザデバイスプロファイルを選択（Select a User Device
Profile）]：このオプションを選択すると、定義済みのユーザデバ
イスプロファイルがデフォルトのデバイスプロファイルとしてこ

のデバイスに割り当てられます。

ユーザがログインするときには、ここで選択されたユーザデバイ

スプロファイルがデバイスにロードされます。

ログアウトプロファイル（Log Out
Profile）

SIPコールにメディアターミネーションポイントが必要な場合に
使用するコーデックを入力します。

[SIPCodec_MTPPreferredOrigCodec]

必要に応じて、適切な SIPダイヤルルールを入力します。SIPダ
イヤルルールは、SIPを実行する Cisco Unified IP Phone 7940およ
び 7975のローカルダイヤルプランを提供するため、ユーザは、
コールが処理される前に、キーを押したり、タイマーを待機した

りする必要はありません。

SIPを実行している IPフォンにダイヤルルールを適用しない場合
は、[SIPダイヤルルール（SIP Dial Rules）]フィールドを [<なし>
（<None>）]に設定したままにします。この場合、ユーザがダイ
ヤルソフトキーを使用するか、タイマーが切れるまで、コールは

処理されません。

[ダイヤルルール（Dial Rules）]
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再ルーティングに使用するコーリングサーチスペースを入力しま

す。

システムは参照元の再ルーティングコーリングサーチスペース

を使用して、参照先へのルートを検索します。再ルーティング

コーリングサーチスペースが原因で参照が失敗すると、Refer
Primitiveは「405 Method Not Allowed」メッセージによって要求
を拒否します。

リダイレクト（3xx）プリミティブおよび転送機能も再ルーティン
グコーリングサーチスペースを使用して、リダイレクト先また

は転送先を検索します。

[CSS再ルーティング（CSS Reroute）]

この電話機に割り当てる共通の電話設定を入力します。共通の電

話設定には、特定のユーザに関連付けられた属性（サービスまた

は機能）が含まれています。

[電話の共通設定（Common Phone
Configuration）]

アウトオブダイアログ REFERコーリングサーチスペースを入
力します。

Unified CommunicationsManagerは、アウトオブダイアログ（OOD）
REFER認証コーリングサーチスペース（CSS）を使用して SIPア
ウトオブダイアログ REFERを認証します。管理者は、参照元の
OOD CSSを設定することでアウトオブダイアログ REFERの使
用を制限できます。Refer Primitiveは OOD Refer要求を「403
Forbidden」メッセージで拒否します。

[コーリングサーチスペース参照（Calling
Search Space Refer）]

実行する証明書の操作として、次のいずれかのオプションを入力

します。

• [保留中の操作なし（No Pending Operation）]：このデバイス
に関して保留中の証明書の操作リストはありません。このオ

プションを選択すると、残りの CAPFフィールドが無効にな
ります。

• [インストール/アップグレード（Install/Upgrade）]：証明書の
操作をインストールまたはアップグレードします。

• [削除（Delete）]：証明書の操作を削除します。
• [トラブルシューティング（Troubleshoot）]：証明書の操作を
トラブルシューティングします。

[証明書の操作（Certificate Operation）]

このフィールドは、[インストール/アップグレード
（Install/Upgrade）]、[削除（Delete）]、[トラブルシューティング
（Troubleshoot）]の証明書の操作オプションをサポートし、操作
の完了期限を指定します。

[証明書の操作完了時間（Certificate
Operation Completion Time）]
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セキュアシェルユーザーのユーザー IDを入力します。設定中の
電話機がセキュアシェルアクセスをサポートしていない場合、こ

のフィールドは表示されません。Cisco Technical Assistance Center
（TAC）では、トラブルシューティングにセキュアシェルを使用
します。TACにお問い合わせください。

[セキュアシェルユーザー（Secure Shell
User）]

セキュアシェルユーザーのパスワードを入力します。設定中の電

話機がセキュアシェルアクセスをサポートしていない場合、この

フィールドは表示されません。TACにお問い合わせください。

[セキュアシェルパスワード（SecureShell
Password）]

該当するデバイスプールを入力します。

デバイスプールは、このデバイスの一連のプロパティ

（Communications Managerグループ、日時グループ、地域、デバ
イスの自動登録用コーリングサーチスペースなど）を指定しま

す。

[デバイスプール（Device Pool）]

[オン（On）]、[オフ（Off）]、または [デフォルト（Default）]を
入力して、ビルトイン会議ブリッジで割り込み機能を有効または

無効にします。

ビルトインブリッジ（Built-in Bridge）

該当するコーリングサーチスペースを入力します。コーリング

サーチスペースは、この電話番号から発信された電話番号を検索

するパーティションのコレクションで構成されます。選択した値

は、この電話番号を使用するすべてのデバイスに適用されます。

[コーリングサーチスペース（Calling
Search Space）]

このデバイスの適切なロケーションを選択します。ロケーション

を [（ハブなし）Hub_None]に設定すると、ロケーション機能はこ
の電話機が消費する帯域幅を追跡しません。

[所在地（ Location）]

該当する拡張モジュールを入力するか、空白のままにします。モジュール 1

必要に応じて、該当する拡張モジュールのカスタムソフトウェア

を入力します。

入力する値により、現在のモデルのデフォルト値が上書きされま

す。ファームウェアロードがモジュールロードと一致するように

してください。

[モジュール1ロード名（Module 1 Load
Name）]

該当する拡張モジュールを入力するか、空白のままにします。モジュール 2

必要に応じて、2番目の拡張モジュールのカスタムソフトウェア
を入力します。

入力する値により、現在のモデルのデフォルト値が上書きされま

す。ファームウェアロードがモジュールロードと一致するように

してください。

[モジュール2ロード名（Module 2 Load
Name）]
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このタイプの一括トランザクション用に作成した電話テンプレー

ト名を入力します。

電話テンプレート（Phone Template）

電話Webサーバに対する要求を検証するために電話機で使用する
URLを入力します。認証 URLを指定しないと、Cisco Unified IP
Phone上の認証を必要とする拡張機能は有効になりません。デフォ
ルトの設定を受け入れるには、このフィールドを空白にします。

この URLはデフォルトでは、インストール時に設定される Cisco
Unified IP Phoneの [セルフケアポータル（Self Care Portal）]ウィ
ンドウにアクセスします。

認証サーバ

電話機のHTTPクライアントからローカルホストアドレス以外に
対するプロキシ HTTPのアクセス要求に使用するホストとポート
（たとえば、proxy.cisco.com:80）を入力します。

電話機がサービスでURL（www.cisco.comなど）を受信した場合、
その電話機が cisco.comドメインに設定されていなければ、電話機
はプロキシサーバを使用して URLにアクセスします。電話機が
cisco.comドメインに設定されている場合は、その電話機は URL
と同じドメイン内にあるため、プロキシを使用せずにURLにアク
セスします。

プロキシサーバ

電話機が使用されていない時間が [アイドルタイマー（IdleTimer）]
フィールドで指定されている値に達した時点で Cisco Unified IP
Phone LCD画面にアイドル表示として表示する XMLサービスの
URLを入力します。

たとえば、電話が 5分間使用されていない場合、LCD画面にロゴ
を表示できます。

アイドル（Idle）

[アイドル（Idle）]フィールドで指定されている URLを電話で表
示するまでの経過時間（秒数）を入力します。

[アイドルタイマー（Idle Timer）]
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電話Webサーバに対する要求を検証するために電話機で使用する
セキュア URLを入力します。

セキュア認証 URLを指定しない場合、デバイスは非
セキュアなURLを使用します。セキュアなURLと非
セキュアな URLの両方を指定した場合、デバイスは
その機能に基づいて適切な URLを選択します。

（注）

この URLはデフォルトでは、インストール時に設定される Cisco
Unified IP Phoneの [セルフケアポータル（Self Care Portal）]ウィ
ンドウにアクセスします。

デフォルトの設定を受け入れるには、このフィールドを空白にし

ます。

最大長：255

[セキュア認証URL（Secure Authentication
URL）]

電話機がディレクトリ情報を取得する際の取得元サーバのセキュ

ア URLを入力します。このパラメータには、ユーザが [電話帳
（Directory）]ボタンを押したときに Cisco Unified IP Phoneが使用
するセキュア URLを指定します。

セキュアディレクトリ URLを指定しない場合、デバ
イスは非セキュアな URLを使用します。セキュアな
URLと非セキュアな URLの両方を指定した場合、デ
バイスはその機能に基づいて適切な URLを選択しま
す。

（注）

デフォルトの設定を受け入れるには、このフィールドを空白にし

ます。

最大長：255

[セキュアディレクトリ URL（Secure
Directory URL）]

電話機が使用されていない時間が [アイドルタイマー（IdleTimer）]
フィールドで指定されている値に達した時点で Cisco Unified IP
Phoneのディスプレイに表示する情報のセキュアURLを入力しま
す。たとえば、電話が 5分間使用されていない場合、LCDにロゴ
を表示できます。

セキュアアイドル URLを指定しない場合、デバイス
は非セキュアな URLを使用します。セキュアな URL
と非セキュアな URLの両方を指定した場合、デバイ
スはその機能に基づいて適切な URLを選択します。

（注）

デフォルト設定を受け入れるには、このフィールドを空白のまま

にします。

最大長：255

[セキュアアイドルURL（Secure Idle
URL）]
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Cisco Unified IP Phoneがヘルプテキスト情報を見つけられるサー
バロケーションのセキュアURLを入力します。この情報は、ユー
ザが電話機の情報（i）ボタンまたは疑問符（?）ボタンを押すと

表示されます。

セキュア情報 URLを指定しない場合、デバイスは非
セキュアなURLを使用します。セキュアなURLと非
セキュアな URLの両方を指定した場合、デバイスは
その機能に基づいて適切な URLを選択します。

（注）

デフォルト設定を受け入れるには、このフィールドを空白のまま

にします。

最大長：255

[セキュア情報URL（Secure Information
URL）]

メッセージサーバのセキュアURLを入力します。ユーザが [メッ
セージ（Messages）]ボタンを押すと、Cisco Unified IP Phoneはこ
の URLにアクセスします。

セキュアメッセージ URLを指定しない場合、デバイ
スは非セキュアなURLを使用します。セキュアなURL
と非セキュアな URLの両方を指定した場合、デバイ
スはその機能に基づいて適切な URLを選択します。

（注）

デフォルト設定を受け入れるには、このフィールドを空白のまま

にします。

最大長：255

[セキュアメッセージURL（Secure
Messages URL）]

Cisco Unified IP Phoneサービスのセキュア URLを入力します。
ユーザが [サービス（Services）]ボタンを押すと、Cisco Unified IP
Phoneはこのセキュア URLにアクセスします。

セキュアサービス URLを指定しない場合、デバイス
は非セキュアな URLを使用します。セキュアな URL
と非セキュアな URLの両方を指定した場合、デバイ
スはその機能に基づいて適切な URLを選択します。

（注）

デフォルト設定を受け入れるには、このフィールドを空白のまま

にします。

最大長：255

[セキュアサービスURL（Secure Services
URL）]
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説明フィールド

「T」または「F」と入力します。ホットラインデバイスは他の
ホットラインデバイスにのみ接続できます。これは PLARの拡張
機能です。PLARでは、電話がオフフックになった場合に自動的
に 1つの電話番号にダイヤルするよう電話を設定します。ホット
ラインによって、PLARを使用するデバイスに追加の制限を適用
できます。

ホットラインを実装するには、補足サービスソフトキーを含まな

いソフトキーテンプレートを作成し、それをホットラインデバイ

スに適用する必要があります。

[ホットラインデバイス（Hotline
Device）]

プライマリ電話ユーザのユーザ IDを入力します。[所有者のユーザ ID（Owner User ID）]

この電話機を割り当てる共通の電話プロファイルを入力します。

共通の電話プロファイルには、特定のユーザに関連付けられた属

性（サービスまたは機能）が含まれています。

[共通の電話プロファイル（Common
Phone Profile）]

このデバイスのデバイスモビリティ機能をオンまたはオフにする

か、デフォルトのデバイスモビリティモードを使用する場合は、

[デフォルト（Default）]を入力します。

[デバイスモビリティモード（Device
Mobility Mode）]

次のいずれかの DNDオプションを選択します。

•なし（None）
• [呼出音オフ（Ringer Off）]

[DNDオプション（DND Option）]

次のいずれかのオプションを入力します。

•なし（None）
• Disable
• [点滅アラートのみ（Flash Only）]
• [ビープ音のみ（Beep Only）]

[DND着信呼警告（DND Incoming Call
Alert）]

次のいずれかのオプションを入力します。

•オン（On）
•オフ（Off）
• Default

[プライバシー（Privacy）]

次のいずれかのオプションを入力します。

• Default
•オフ（Off）
•オン（On）

Use Trusted Relay Point

Cisco Unified IP Phoneの情報ボタンに対応するヘルプテキストURL
を入力します。

情報（Information）
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説明フィールド

Cisco Unified IP Phoneのディレクトリサーバーの URLを入力しま
す。

ディレクトリ（Directory）

Cisco Unified IP Phoneのボイスメッセージングアクセスパイロッ
ト番号を入力します。

メッセージ

Cisco Unified IP Phoneのサービスメニューに対応する URLを入力
します。

サービス（Services）

この設定により、デバイスの発信者番号をローカライズできます。

入力する発呼側トランスフォーメーションCSSに、このデバイス
に割り当てる発呼側トランスフォーメーションパターンが含まれ

ていることを確認してください。

[発信側トランスフォーメーションCSS
（Calling Party Transformation CSS）]

次のいずれかのオプションを入力します。

• [オフ（Off）]：この設定は、ワンボタン割り込み/C割り込み
機能を無効にします。ただし、通常の割り込みまたは C割り
込み機能は引き続き動作します。

• [割り込み（Barge）]：この設定はワンボタン割り込み機能を
有効にします。

• [C割込（CBarge）]：この設定はワンボタン C割り込み機能
を有効にします。

• [デフォルト（Default）]：サービスパラメータのワンボタン
割り込みまたは C割り込みの設定を使用します。

[ワンボタン割り込み（Single Button
Barge）]

次のいずれかのオプションを入力します。

• [オフ（Off）]：この設定は [複数ライン同時通話機能（Join
Across Lines）]機能を無効にします。

• [オン（On）]：この設定は [複数ライン同時通話機能（Join
Across Lines）]機能を有効にします。

• [デフォルト（Default）]：サービスパラメータで構成されて
いる複数ライン同時通話機能する機能の設定を使用します。

[複数ライン同時通話機能（Join Across
Lines）]

BLF警告音設定として、次のいずれかのオプションを入力します。

•オン（On）
•オフ（Off）
• Default

この必須フィールドのパラメータは、ビジー回線フィールド

（BLF）ボタンを使用してモニタされる回線のいずれかにコール
が入ってきたときに現在使用されていない電話機に表示されるビ

ジュアルアラートに加え、警告音も指定します。

[BLF可聴アラート設定（電話のアイドル
時）（BLF Audible Alert Setting (Phone
Idle)）]
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説明フィールド

この必須フィールドには、BLF警告音設定として、次のいずれか
の値を入力します。

•オン（On）
•オフ（Off）
• Default

[BLF可聴アラート設定（電話がビジーの
とき）（BLF Audible Alert Setting (Phone
Busy)）]

[常にプライム回線を使用する（Always Use Prime Line）]設定とし
て、次のいずれかの値を入力します。

•オン（On）
•オフ（Off）
• Default

常にプライム回線を使用する

[ボイスメッセージには常にプライム回線を使用する（Always Use
Prime Line for Voice Message）]設定として、次のいずれかの値を
入力します。

•オン（On）
•オフ（Off）
• Default

ボイスメッセージに常にプライム回線

を使用する（Always Use Prime Line for
Voice Message）

この必須フィールドには、次のいずれかの値を入力します。

•内部
•外部 URL
•両方
•デフォルト：[内部（Internal）]

[サービスのプロビジョニング（Services
Provisioning）]

次のいずれかの値を入力します。

• [無効（Disabled）]：電話機のパーソナライゼーション設定は
アクティブにされません。

• [有効（Enabled）]：この設定では、パーソナライズされた背
景画像ファイルを電話機の画面に使用したり、プレビュー画

像ファイルを一時的に表示したり、パーソナライズされたトー

ンファイルでデフォルトの呼出音をカスタマイズしたりでき

ます。

• [デフォルト（Default）]：共通の電話プロファイルの電話機
のパーソナライゼーション設定を使用します。

[電話機のパーソナライゼーション
（Phone Personalization）]

リモート接続先を識別する名前を入力します。[モビリティアイデンティティ名
（Mobility Identity Name）]
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説明フィールド

接続先の電話番号を入力します。市外局番、および外線の取得に

必要な追加番号を含めてください。フィールドの最大長は24文字
です。値には、0～ 9の数字、*、および #を入力できます。リ

モート接続先の発信者 IDを設定することを推奨します。

接続先番号をルーティングするために必要なトランスレーション

パターンまたはルートパターンを追加してください。

[モビリティアイデンティティ接続先番
号（Mobility Identity Destination Number）

携帯電話に応答を許可するまでの最小経過時間（秒数）を入力し

ます。

範囲：0～ 10,000ミリ秒

デフォルト：1,500ミリ秒

[モビリティアイデンティティ呼び出し
開始タイマー（Mobility Identity Answer
Too Soon Timer）]

携帯電話に応答を許可する最大経過時間（秒数）を入力します。

範囲：10,000～ 300,000ミリ秒

デフォルト：19,000ミリ秒

[モビリティアイデンティティ呼び出し
終了タイマー（Mobility Identity Answer
Too Late Timer）]

卓上電話からコールが転送されてから携帯電話を呼び出すまでの

経過時間を入力します。

範囲：0～ 30,000ミリ秒

デフォルト：4,000ミリ秒

[モビリティアイデンティティ呼び出し
前の遅延（Mobility Identity Delay Before
Ringing Cell）]

このリモート接続先に関連付ける時刻アクセスレコードを入力し

ます。

[モビリティアイデンティティ時刻アク
セス（Mobility Identity Time of Day
Access）]

このリモート接続先に使用するタイムゾーンを入力します。

このリモート接続先に使用するタイムゾーンは、時刻

アクセス機能でこのリモート接続先へのコールを許可

またはブロックするために使用されます。

（注）

[モビリティアイデンティティタイムゾー
ン（Mobility Identity Time Zone）

このフィールドに「T」または「F」と入力することで、着信コー
ルによる卓上電話とリモート接続先の同時呼び出しを許可または

禁止します。

[モビリティアイデンティティモバイル
コネクトの有効化（Mobility Identity
Enable Mobile Connect）]

モバイルスマートクライアントプロファイルは、スマートクラ

イアントデバイスおよびデュアルモード電話機用のスマートクラ

イアントです。

Cisco Unified Mobile Communicatorを有効にするには、このフィー
ルドに「Standard Cisco Unified Mobile Communicator Profile」と入
力します。無効にするには、空白のままにします。

[モバイルスマートクライアントプロファ
イル（Mobile Smart Client Profile）]
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説明フィールド

電話機に関連付ける位置情報を入力します。

電話機に位置情報を関連付けない場合は、「unspecified」と入力
します。

地理的な場所

この電話機グループの機能管理ポリシーを入力します。

機能管理ポリシーは、電話機に表示される機能とそれぞれの機能

に関連付けられるソフトキーの外観を指定します。

機能コントロールポリシー

回線フィールド（オプション）

電話機の電話番号を最大24文字の数字と特殊文字で入力します。[電話番号（Directory Number）]

電話番号が属するルートパーティションを入力します。

この電話番号は、複数のパーティションで表示される

可能性があります。

（注）

[ルートパーティション（Route
Partition）]

着信側電話機のディスプレイに表示されるテキスト（たとえば、

ユーザ名（John Smith）、電話機のロケーション（Conference Room
1）など）を入力します。

このフィールドが空白のままになっている場合、シス

テムは [電話番号（Directory Number）]フィールドに
入力されている値を使用します。

（注）

デフォルト言語は英語です。（注）

ディスプレイ（Display）

回線と電話の組み合わせについて、この電話番号を特定するテキ

ストを入力します。

デフォルト言語は英語です。（注）

[回線テキストラベル（Line Text Label）]

パイロット番号をこの回線の電話番号と同じにするには、このパ

ラメータを入力します。この操作は、電話機にボイスメッセージ

ングサーバが設定されていない場合に役立ちます。

[ボイスメールプロファイル（Voice Mail
Profile）]

この電話番号から発信された番号を検索する対象のパーティショ

ンを入力します。

この設定を変更すると、[コールピックアップグルー
プ（Call Pickup Group）]フィールドにリストされてい
るピックアップグループ名が更新されます。この設定

値は、この電話番号を使用するすべてのデバイスに適

用されます。

（注）

[回線コーリングサーチスペース（Line
Calling Search Space）]
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説明フィールド

このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを入力し
ます。AARグループは、帯域幅不足のためにブロックされるコー
ルをルーティングするために使用するプレフィックス番号を提供

します。

AARグループ設定を [<なし>（<None>）]にすると、ブロックさ
れたコールの再ルーティングは行われません。

[AARグループ（AAR Group）]

コールが指定の接続先に転送されるときに使用するコーリング

サーチスペースを入力します。

この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバ

イスに適用されます。

（注）

Forward All CSS

セカンダリコーリングサーチスペース（CSS）を入力します。[不在転送のセカンダリコーリングサー
チスペース（Secondary CSS for Forward
All）]

すべてのコールの転送先とする電話番号またはディレクトリ URI
を入力します。

この設定は、外部接続先を含め（制限されていない場

合）、ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電話

番号を使用するすべてのデバイスに適用されます。

（注）

[不在転送の接続先（Forward All
Destination）]

外部番号からのコールが指定の接続先に転送されるときに使用す

るコーリングサーチスペースを入力します。

この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバ

イスに適用されます。

（注）

[話中転送コーリングサーチスペース（外
部）CSS（Forward Busy External CSS）]

内部番号からのコールが指定の接続先に転送されるときに使用す

るコーリングサーチスペースを入力します。

この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバ

イスに適用されます。

（注）

[話中転送コーリングサーチスペース（内
部）（Forward Busy Internal CSS）]

外部番号から使用中の回線に入ってきたコールの転送先とする電

話番号またはディレクトリ URIを入力します。

この設定は、外部接続先を含め（制限されていない場

合）、ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電話

番号を使用するすべてのデバイスに適用されます。

（注）

[話中転送の接続先（外部）（Forward
Busy Destination External）]
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説明フィールド

内部番号から使用中の回線に入ってきたコールの転送先とする電

話番号またはディレクトリ URIを入力します。

この設定は、外部接続先を含め（制限されていない場

合）、ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電話

番号を使用するすべてのデバイスに適用されます。

（注）

[話中転送の接続先（内部）（Forward
Busy Destination External）]

外部番号からのコールが指定の接続先に転送されるときに使用す

るコーリングサーチスペースを入力します。この設定はシステム

で設定されている場合にのみ表示されます。

この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバ

イスに適用されます。

（注）

[無応答時転送コーリングサーチスペー
ス（外部）（Forward No Answer External
CSS）]

内部番号からのコールが指定の接続先に転送されるときに使用す

るコーリングサーチスペースを入力します。この設定はシステム

で設定されている場合にのみ表示されます。

この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバ

イスに適用されます。

（注）

[無応答時転送コーリングサーチスペー
ス（内部）（Forward No Answer Internal
CSS）]

電話機が応答しないときに、外部番号からのコールの転送先とす

る電話番号またはディレクトリ URIを入力します。

この設定は、外部接続先を含め（制限されていない場

合）、ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電話

番号を使用するすべてのデバイスに適用されます。

（注）

[無応答時転送の接続先（外部）
（Forward No Answer External
Destination）]

電話機が応答しないときに、内部番号からのコールの転送先とす

る電話番号またはディレクトリ URIを入力します。

この設定は、外部接続先を含め（制限されていない場

合）、ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電話

番号を使用するすべてのデバイスに適用されます。

（注）

[無応答時転送の接続先（内部）
（Forward No Answer Internal
Destination）]

外部番号からのコールが指定の接続先に転送されるときに使用す

るコーリングサーチスペースを入力します。この設定はシステム

で設定されている場合にのみ表示されます。

この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバ

イスに適用されます。

（注）

[無カバレッジ時転送コーリングサーチ
スペース（外部）（Forward No Coverage
External CSS）]
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説明フィールド

内部番号からのコールが指定の接続先に転送されるときに使用す

るコーリングサーチスペースを入力します。この設定はシステム

で設定されている場合にのみ表示されます。

この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバ

イスに適用されます。

（注）

[無カバレッジ時転送コーリングサーチ
スペース（内部）（Forward No Coverage
Internal CSS）

電話機にカバレッジがないときに、外部番号からのコールの転送

先とする電話番号またはディレクトリ URIを入力します。

この設定は、外部接続先を含め（制限されていない場

合）、ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電話

番号を使用するすべてのデバイスに適用されます。

（注）

無カバレッジ時転送の接続先（外部）

（Forward No Coverage External
Destination）

電話機にカバレッジがないときに、内部番号からのコールの転送

先とする電話番号またはディレクトリ URIを入力します。

この設定は、外部接続先を含め（制限されていない場

合）、ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電話

番号を使用するすべてのデバイスに適用されます。

（注）

無カバレッジ時転送の接続先（内部）

（Forward No Coverage Internal
Destination）

（CTIポートのみ）内部番号または外部番号からのコールが指定
の接続先に転送されるときに使用するコーリングサーチスペース

を入力します。この設定はシステムで設定されている場合にのみ

表示されます。

この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバ

イスに適用されます。

（注）

失敗時転送コーリングサーチスペース

（外部/内部）（Calling Search Space
Forward on Failure External/Interna）

（CTIポートのみ）電話または CTIアプリケーションが失敗した
ときに、内部番号または外部番号からのコールの転送先とする電

話番号またはディレクトリ URIを入力します。

失敗時転送の接続先（外部/内部）
（Forward on Failure Destination
External/Internal）

この設定は、電話番号を制御するアプリケーションが失敗した場

合に、接続されなかった内線コールの転送先とする電話番号を指

定します。任意のダイヤル可能な電話番号（外部接続先を含む）

を使用します。

内線コールの接続先の値を入力すると、その値が自動的に外線コー

ルの [接続先（Destination）]フィールドにコピーされます。外線
コールを別の接続先に転送する場合は、外線コールの [接続先
（Destination）]フィールドに別の値を入力する必要があります。

CTI障害時転送の接続先（Forward on CTI
Failure Destination）
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説明フィールド

この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバイスに適用

されます。

内線コールのコーリングサーチスペースを選択すると、外線コー

ルの [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]設定に、
この値が自動的にコピーされます。外線コールを別のコーリング

サーチスペースに自動転送する場合は、外線コールの [コーリン
グサーチスペース（Calling Search Space）]で、別の設定値を選択
する必要があります。

CTI障害時転送のコーリングサーチス
ペース（Forward on CTI Failure Calling
Search Space）

ピックアップグループ名を選択してコールピックアップグルー

プを指定します。該当するピックアップグループ番号をダイヤル

することにより、指定されたコールピックアップグループは、こ

の電話番号への着信コールに応答できます。

Call Pickup Group

この回線からコールが発信されたときに、発信者 ID情報として送
信する電話番号（またはマスク）を入力します。

最大 24個の番号と文字「X」「」を入力できます。Xは電話番号
を表し、パターンの末尾に使用する必要があります。たとえば、

マスク 972813XXXXを指定すると、内線 1234による外部コール
により、発信者 IDの番号として 9728131234が表示されます。

外部電話番号マスク

コールに呼び出しを許可する秒数を入力します。この時間に達す

ると、コールは無応答時接続先に転送されます。

無応答時転送の呼び出し時間（CFNA）
（Forward No Answer Ring Duration
(CFNA)）

この電話番号がMLPP優先コールを受信し、この電話番号だけで
なくこの電話番号の転送先も優先コールに応答しない場合にMLPP
優先コールを転送する番号を入力します。

入力できる値は、数字、ポンド記号（#）、およびアスタリスク

（*）です。

宛先（MLPP）（Target Destination
(MLPP)）

代替パーティターゲット（接続先）の番号に関連付けるコーリン

グサーチスペースを入力します。

コーリングサーチスぺース（MLPP）
（Calling Search Space (MLPP)）

この電話番号も、この電話番号の転送先も優先コールに応答しな

い場合、ここに入力する時間（4～ 30秒）が経過すると、MLPP
優先コールがこの電話番号の代替パーティに転送されます。

Unified Communications Managerの [優先代替パーティタイムアウ
ト（Precedence Alternate Party Timeout）]エンタープライズパラメー
タの設定値を使用するには、この設定を空白のままにします。

無応答時の呼び出し時間（MLPP）（No
Answer Ring Duration (MLPP)）
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説明フィールド

クラスタ内のデバイスの回線には最大 200のコールを設定できま
す。ただし、デバイス自体が制限要因となります。1つの回線の
コール数を設定すると、別の回線で使用できるコール数が減少し

ます。

デフォルト値は 4です。電話機が各回線に対して複数のコールを
許可しない場合、デフォルトで値が 2に設定されます。

CTIルートポイントの場合、ポートごとに最大 10,000件のコール
を設定できます。デフォルトではコール数が 5000に指定されま
す。このフィールドは、[話中トリガー（Busy Trigge）]フィール
ドと組み合わせて使用します。

コール最大数（Maximum Number of
Calls）

この設定は [コール最大数（Maximum Number of Calls）]および
[話中転送（Call Forward Busy）]と共に機能し、回線上に存在でき
るコールの最大数を決定します。たとえば、最大コール数を50に
設定し、話中トリガーを 40に設定した場合、41番目の着信コー
ルはビジーであるという理由で拒否されます。その際に、[話中転
送（Call Forward Busy）]が設定されている場合は転送もされま
す。この回線が共有されている場合は、すべての回線がビジーに

なるまで着信コールは拒否されません。

このフィールドは、CTIルートポイントの [コール最大数
（Maximum Number of Calls）]と組み合わせて使用します。デフォ
ルトではコール数が 4500に指定されます。

話中トリガー（Busy Trigger）

この名前は、共有電話番号への呼び出し中に表示される名前を表

します。共有されていない電話番号の場合、呼び出し中は [表示
（Display）]フィールドに入力されている名前が表示されます。

Alerting Name

このフィールドは [呼び出し表示（Alerting Name）]フィールドと
同じ情報を指定しますが、入力できるのは ASCII文字だけです。
Unicode（国際化）文字をサポートしていないデバイスには、[ASCII
呼び出し表示（Alerting Name ASCII）]フィールドに指定された内
容が表示されます。

ASCII呼び出し表示（Alerting Name
ASCII）

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
138

電話

BATスプレッドシートの電話フィールドの説明



説明フィールド

次のいずれかのオプションを入力して、この電話番号の自動応答

機能を有効にします。

• Auto Answer Off（デフォルト）
• [ヘッドセットで自動応答（Auto Answer with Headset）]
• [スピーカフォンで自動応答（Auto Answer with Speakerphone）]

[ヘッドセットで自動応答（Auto Answer with Headset）]
または [スピーカフォンで自動応答（Auto Answer with
Speakerphone）]を選択するときには、ヘッドセットま
たはスピーカフォンが無効になっていないことを確認

してください。

（注）

回線が共有されているデバイスに自動応答を設定することはでき

ません。

自動応答（Auto Answer）

[ルートフィルタ名（Route Filter Name）]フィールドに名前を入力
します。名前には、最大50文字の英数字を入力できます。また、
スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、アンダースコア（_）

の各記号も任意の組み合わせで含めることができます。各ルート

フィルタ名がルートプランに対して固有であることを確認してく

ださい。

簡単で識別しやすい名前をルートフィルタに使用しま

す。通常は、CompanynameLocationCalltypeの形式を使
用すると、必要十分な詳細を含めつつ、ルートフィル

タをすばやく簡単に識別できる短い名前になります。

たとえば、CiscoDallasMetroとすれば、ルートフィル
タがダラスのシスコオフィスからの無料 Local Access
and Transport Area（LATA）コール用であることを識
別できます。

（注）

ルートフィルタ

ダイヤルプラン（[北米番号計画（North American Numbering Plan）]
など）を入力します。

ダイヤルプラン（Dial Plan）

ユーザが保留操作を開始したときに再生される保留音（MOH）の
音源を入力します。

[ユーザネットワーク保留MOH音源（Line
User Hold MOH Audio Source）]

ネットワークが保留操作を開始したときに再生される保留音

（MOH）の音源を入力します。
[回線ネットワーク保留MOH音源（Line
Network Hold MOH Audio Source）]
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説明フィールド

この電話の別の回線にアクティブコールがあるときに使用される

呼び出し音の設定を入力します。次のいずれかのオプションを選

択します。

• [システムデフォルトを使用（Use System Default）]
• Disable
• [フラッシュのみ（Flash Only）]
• [一度鳴らす（Ring Once）]
•呼び出し中（Ring）
• [ビープ音のみ（Beep only）]

[呼出音設定（電話のアクティブ時）
（Ring Setting (Phone Active)）]

着信コールを受信したデバイスに他のアクティブコールがない場

合のラインアピアランスの呼出音設定を入力します。次のいずれ

かのオプションを選択します。

• [システムデフォルトを使用（Use System Default）]
• Disable
• [フラッシュのみ（Flash Only）]
• [一度鳴らす（Ring Once）]
•呼び出し中（Ring）

呼出音設定（電話のアイドル時）（Ring
Setting (Phone Idle)）

ゲートキーパーに登録されている E.164アドレスを入力します。

H.323クライアントがゲートキーパー制御デバイスと
して設定されていることを確認してください。

（注）

ゲートキーパー制御H.323クライアントの場合は、こ
のフィールドに値を入力する必要があります。この

フィールドに入力できるのは、数字（0～ 9）と特殊
文字の #および *だけです。

（注）

E.164

ダイヤルする AAR接続先の決定に外線電話番号マスクの代わり
に使用する設定を入力します。

AAR接続先マスク（AAR Destination
Mask）

回線が使用中のときに、未登録の内線コールの転送先とする電話

番号を入力します。

この設定は、ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電話番号

を使用するすべてのデバイスに適用されます。

未登録内線の不在転送 -接続先（Forward
Unregistered Internal Destination）

未登録の内線コールが指定の接続先に転送されるときに使用する

コーリングサーチスペースを入力します。

この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバイスに適用

されます。

未登録内線の不在転送コーリングサーチ

スペース（Forward Unregistered Internal
CSS）
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説明フィールド

回線が使用中のときに、外線コールの転送先とする電話番号を入

力します。

この設定は、外線接続先を含め（制限されていない場合）、ダイ

ヤル可能なすべての外線電話番号と、この電話番号を使用するす

べてのデバイスに適用されます。

未登録外線の不在転送：接続先（Forward
Unregistered External Destination）

外線コールが指定の接続先に転送されるときに使用するコーリン

グサーチスペースを入力します。

この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバイスに適用

されます。

未登録内線の不在転送コーリングサーチ

スペース（Forward Unregistered External
CSS）

このフィールドは、オーディオメッセージ受信インジケータのポ

リシーを設定するために使用します次のいずれかのオプションを

入力します。

•オフ
• [オン（On）]：このオプションを入力した場合、ハンドセッ
トをオフフックにすると、断続ダイヤルトーンを受信しま

す。

• [デフォルト（Default）]：このオプションを入力した場合、
電話機はシステムレベルで設定されているデフォルトを使用

します。

オーディオメッセージ受信インジケータ

のポリシー（Audible Message Waiting
Indicator Policy）

このフィールドで、着信コールがコールピックアップグループの

メンバーに送信する通知のタイプが判定されます。コールが着信

した電話で応答されない場合、コールピックアップグループ内の

アイドル中の電話で短い呼び出し音が聞こえるか（[一度鳴らす
（Ring Once）]）、または何も聞こえません（[無効
（Disabled）]）。

• [システムデフォルトを使用（Use System Default）]：この
フィールドの値は、Cisco CallManagerサービスパラメータ
[コールピックアップグループ警告音の設定（電話のアイド
ル時）（Call Pickup Group Audio Alert Setting of Idle Station）]
の設定によって決定されます。

• [無効にする（Disable）]：コールピックアップグループのメ
ンバーに呼出音は送信されません。

• [一度鳴らす（Ring Once）]：コールピックアップグループの
メンバーに短い呼出音が送信されます。

コールピックアップグループオーディ

オアラートの設定（電話がアイドルの

とき）（Call Pickup Group Audio Alert
Setting (Phone Idle)）
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説明フィールド

このフィールドで、着信コールがコールピックアップグループの

メンバーに送信する通知のタイプが判定されます。コールが着信

した電話で応答されない場合、コールピックアップグループ内の

使用中の電話でビープ音が聞こえるか、または何も聞こえません

（[無効（Disabled）]）。

• [システムデフォルトを使用（Use System Default）]：この
フィールドの値は、Cisco CallManagerサービスパラメータ
[コールピックアップグループオーディオアラートの設定（電
話のアクティブ時）（Call Pickup Group Audio Alert Setting of
Busy Station）]の設定によって決定されます。

• [無効にする（Disable）]：コールピックアップグループのメ
ンバーにアラートは送信されません。

• [ビープ音のみ（Beep Only）]：コールピックアップグループ
のメンバーにビープ音が送信されます。

コールピックアップグループオーディオ

アラートの設定(電話がアクティブのと
き)（Call Pickup Group Audio Alert Setting
(Phone Active)）

このフィールドは、エージェントのラインアピアランスの録音オ

プションを決定します。デフォルトでは、録音オプションは [コー
ル録音を無効（Call Recording Disabled）]に指定されます。

次のいずれかのオプションを入力します。

• [コール録音を無効（Call Recording Disabled）]：エージェント
がこのラインアピアランスに発信したコールは録音されませ

ん。

• [自動コール録音を有効（Automatic Call Recording Enabled）]：
エージェントがこのラインアピアランスに発信したコールは

自動的に録音されます。

• [アプリケーションから呼び出されたコール録音を有効
（Application Invoked Call Recording Enabled）]：アプリケー
ションがコール録音を開始した場合、エージェントがこのラ

インアピアランスに発信したコールは録音されます。

録音オプションを [自動コール録音を有効（Automatic Call Recording
Enabled）]または [アプリケーションから呼び出されたコール録音
を有効（Application Invoked Call Recording Enabled）]に設定する
場合、ラインアピアランスを録音プロファイルと関連付けること

ができます。

自動録音が有効にされている場合、アプリケーションの録音要求

は拒否されます。

コール録音オプション（Call Recording
Option）

このフィールドは、エージェントのラインアピアランスの録音プ

ロファイルを決定します。

録音プロファイル（Recording Profile）
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説明フィールド

スーパーバイザの回線表示のモニタリング用コーリングサーチス

ペースに、エージェントの回線またはデバイスパーティションを

含めてエージェントをモニタできるようにします。

スーパーバイザのラインアピアランスウィンドウでモニタリング

用コーリングサーチスペースを入力します。

デフォルト値は [なし（None）]です。

モニタリング用コーリングサーチスペー

ス（Monitoring Calling Search Space）

次のいずれかのオプションを入力します。

• [システムデフォルトの使用（Use System Default）]
• [設定済みCSSを使用（With Configured CSS）]

不在転送 CSSアクティベーションポリ
シー（Forward All CSS Activation Policy）

パーティ参加トーンに関する次のいずれかのオプションを選択し

ます。

• [デフォルト（Default）]：[パーティ参加トーン（Party Entrance
Tone）]サービスパラメータに設定されている値を使用しま
す。

• [オン（On）]：基本コールがマルチパーティコール（つま
り、割り込みコール、C割り込みコール、アドホック会議、
ミートミー会議、または参加コール）に変更されると、電話

機でトーンが再生されます。さらに、いずれかの通話者がマ

ルチパーティコールを離れると、別のトーンが再生されま

す。制御デバイス（つまりマルチパーティコールの発信元）

にビルトインブリッジがある場合、制御デバイスで [オン
（On）]を選択すると、すべての通話参加者に対してトーン
が再生されます。会議コントローラーなどの制御デバイスが

通話に存在しない場合、または制御デバイスがトーンを再生

できない場合、Unified Communications Managerは [オン（On）]
を選択してもトーンを再生しません。

• [オフ（Off）]：基本コールがマルチパーティコールに変更さ
れても、電話機でトーンは再生されません。

パーティ参加トーン（Party Entrance
Tone）

パークされている側が外部の場合、パークしたユーザの [パーク
モニタリング転送非取得時の接続先（外部）（Park Monitoring
Forward No Retrieve Destination External）]パラメータに指定された
接続先にコールが転送されます。[パークモニタリング転送非取得
時の接続先（外部）（Forward No Retrieve Destination External）]
フィールドの値が空の場合、パークされた側のコールはパークし

たユーザの回線にリダイレクトされます。

[パークモニタリング転送非取得時の接
続先（外部）（Park Monitor Forward No
Retrieve Ext Destination）]
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説明フィールド

パークされている側が内部の場合、パークしたユーザの [パーク
モニタリング転送非取得時の接続先（内部）（Park Monitoring
Forward No Retrieve Destination Internal）]パラメータに指定された
接続先にコールが転送されます。[パークモニタリング転送非取得
時の接続先（内部）（Park Monitoring Forward No Retrieve Destination
Internal）]が空の場合、パークされた側のコールはパークしたユー
ザの回線にリダイレクトされます。

[パークモニタリング転送非取得時の接
続先（内部）（Park Monitor Forward No
Retrieve Int Destination）]

この設定には、[ボイスメールプロファイルの設定（Voice Mail
Profile Configuration）]ウィンドウの設定が使用されます。

この設定を使用すると、Unified Communications Managerは [宛先
（Destination）]ボックスと [コーリングサーチスペース（Calling
Search Space）]の設定を無視します。

[パークモニタリング転送非取得時のボ
イスメール（内部）（Park Monitor
Forward No Retrieve Int Voice Mail）]

この設定には、[ボイスメールプロファイルの設定（Voice Mail
Profile Configuration）]ウィンドウの設定が使用されます。

この設定を使用すると、Unified Communications Managerは [宛先
（Destination）]ボックスと [コーリングサーチスペース（Calling
Search Space）]の設定を無視します。

パークモニタリング転送非取得時のボ

イスメール（外部）（Park Monitor
Forward No Retrieve Ext Voice Mail）

その電話番号に適用するコーリングサーチスペースを選択しま

す。

パークモニタリング転送非取得時のコー

リングサーチスペース（外部）（Park
Monitor Forward No Retrieve Ext CSS）

その電話番号に適用するコーリングサーチスペースを選択しま

す。

パークモニタリング転送非取得時のコー

リングサーチスペース（内部）（Park
Monitor Forward No Retrieve Int CSS）

このパラメータは、自分がパークしたコールを取得するようユー

ザーに求めるまでにUnified Communications Managerが待機する秒
数を決定します。このタイマーが開始するのは、ユーザが電話機

の [パーク（Park）]ソフトキーを押したときです。タイマーが時
間切れになるとアラームが鳴ります。

デフォルト：60秒

0以外の値を設定すると、[サービスパラメータ（Service
Parameters）]ウィンドウで設定されたこのパラメータの値が、こ
の値でオーバーライドされます。ただし、ここで値 0を設定する
と、[サービスパラメータ（Service Parameters）]ウィンドウの値が
使用されます。

[パークモニタリング復帰タイマー（Park
Monitor Reversion Timer）]
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説明フィールド

このフィールドを使用して、この機能をオンまたはオフにするこ

とができます。Unified Communications Managerが電話機のその電
話番号に関するコール履歴に不在着信を記録できるようにするに

は、「T」と入力します。「F」と入力すると、この機能が無効に
なります。

不在着信のログを取る（Log Missed
Calls）

この電話機の電話番号に関連付けるディレクトリURIを入力しま
す。username@hostの形式で入力してください。最大 47文字の英
数字からなるユーザ名を入力します。ホストアドレスには、IPv4
アドレスまたは完全修飾ドメイン名を入力します。1つの電話番
号に最大 5つのディレクトリ URIを関連付けることができます。

Cisco Unified CM Administrationでは、二重引用符また
はカンマが組み込まれたディレクトリURIを入力でき
ます。ただし、一括管理を使用して、二重引用符やコ

ンマが組み込まれたディレクトリURIを含む csvファ
イルをインポートする場合には、ディレクトリURI全
体を二重引用符で囲み、組み込まれた二重引用符を二

重引用符でエスケープする必要があります。たとえ

ば、「Jared, "Jerry",Smith@test.com」というディレク
トリ URIは、csvファイルで
は"Jared,""Jerry"",Smith@test.com」と入力する必要が
あります。

（注）

[電話番号の URI（1-5）（URI (1-5) on
Directory Number）]

ディレクトリURIが属するルートパーティションを入力します。
ディレクトリURIへのアクセスを制限しない場合は、このフィー
ルドを空白のままにします。

[電話番号のURI(1-5)ルートパーティショ
ン（URI (1-5) Route Partition on Directory
Number）]

このディレクトリURIをこの内線番号のプライマリディレクトリ
URIとして指定するには、「t」（True）と入力します。このディ
レクトリ URIをこの内線番号のプライマリディレクトリ URIと
して指定しない場合は、「f」（False）と入力します。

1つの電話番号に最大 5つのディレクトリURIを関連
付けることができます。ただし、1つのプライマリ
ディレクトリ URIを選択する必要があります。

（注）

電話番号の URI（1-5）をプライマリに
する（URI (1-5) Is Primary on Directory
Number）

このエンタープライズ代替番号をローカルルートパーティション

に追加するには、「t」と入力します。E.164番号をローカルルー
ティングに含めない場合は、「f」と入力します。

エンタープライズをローカルルートパー

ティションに追加（Enterprise Add to
Local Route Partition）

ILSでこの代替番号を ILSネットワークの残りの部分にアドバタ
イズできるようにするには、「t」と入力します。ILSにこの番号
をアドバタイズさせない場合は、「f」と入力します。

エンタープライズをグローバルでアドバ

タイズ（Enterprise Advertise via globally）
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説明フィールド

この代替番号を緊急として分類するには、「t」と入力します。

デフォルトでは、オーバーラップするルートパターンがダイヤル

プランに含まれる場合、Unified Communications Managerは（ダイ
ヤルされた番号にルートが存在する可能性があるとしても）桁間

タイマーが満了するまでコールをルーティングしません。この設

定により、Unified Communications Managerはダイヤル文字列に関
して可能なすべてのルートから最適一致を選択することができ、

学習された番号と静的に設定された電話番号/番号パターンとの
オーバーラップに対処できます。

番号の優先順位を緊急としてマークすると、UnifiedCommunications
Managerはダイヤル番号と可能なルートとの間で一致を見つけた
とき、桁間タイマー（たとえば T302タイマーサービスパラメー
タ）が満了するのを待たずに、即時にコールをルーティングしま

す。

エンタープライズは緊急（Enterprise Is
Urgent）

電話番号に適用する番号マスクを入力します。Unified
Communications Managerはこのマスクを適用して、この電話番号
のエイリアスとなるエンタープライズ代替番号を作成します。

エンタープライズ番号マスク（Enterprise
Number Mask）

このエンタープライズ代替番号の割り当て先となるルートパー

ティションを入力します。

エンタープライズルートパーティショ

ン（Enterprise Route Partition）

この E.164代替番号をローカルルートパーティションに追加する
には、「t」と入力します。E.164番号をローカルルーティングに
含めない場合は、「f」と入力します。

+E.164をローカルルートパーティショ
ンに追加（+E.164 Add to Local Route
Partition）

ILSでこの代替番号を ILSネットワークの残りの部分にアドバタ
イズできるようにするには、「t」と入力します。ILSにこの番号
をアドバタイズさせない場合は、「f」と入力します。

[+E.164をグローバルでアドバタイズ
（Enterprise Advertise via globally）]
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説明フィールド

この代替番号を緊急として分類するには、「t」と入力します。

デフォルトでは、オーバーラップするルートパターンがダイヤル

プランに含まれる場合、Unified Communications Managerは（ダイ
ヤルされた番号にルートが存在する可能性があるとしても）桁間

タイマーが満了するまでコールをルーティングしません。この設

定により、Unified Communications Managerはダイヤル文字列に関
して可能なすべてのルートから最適一致を選択することができ、

学習された番号と静的に設定された電話番号/番号パターンとの
オーバーラップに対処できます。

番号の優先順位を緊急としてマークすると、UnifiedCommunications
Managerはダイヤル番号と可能なルートとの間で一致を見つけた
とき、桁間タイマー（たとえば T302タイマーサービスパラメー
タ）が満了するのを待たずに、即時にコールをルーティングしま

す。

+E.164は緊急（+E.164 Is Urgent）

電話番号に適用する番号マスクを入力します。Unified
Communications Managerはこのマスクを適用して、この電話番号
のエイリアスとなる +E.164代替番号を作成します。

+E.164番号マスク（+E.164 Number
Mask）

この +E.164代替番号を割り当てるローカルルートパーティショ
ンを入力します。

+E.164ルートパーティション（+E.164
Route Partition）

インターコムフィールド（オプション）

ダイヤル可能な電話番号を入力します。値には、数字とルートパ

ターンワイルドカード、および（.）と（@）を除く特殊文字を使

用できます。

入力した電話番号は、複数のパーティションで表示される可能性

があります。

国際番号用のエスケープ文字 +を使用する場合は、電話番号の先

頭に \+と入力します。このフィールドでは、\+はワイルドカー

ドを表しません。このフィールドに入力する\+はダイヤルされる

数字を表します。

[インターコムディレクトリ番号
（Intercom Directory Number）]

この電話番号が属するパーティションを入力します。[インターコ
ム電話番号（Intercom Directory Number）]フィールドに入力した
電話番号が、選択するパーティション内で一意であることを確認

してください。

この電話番号は、複数のパーティションで表示される

可能性があります。

（注）

[インターコムルートパーティション
（Intercom Route Partition）]

電話番号とルートパーティションの説明を入力します。説明
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説明フィールド

発信側電話機に表示する名前を入力します。

この設定は、QSIGプロトコルの IDサービスをサポートし、共有
または非共有の電話番号に適用されます。

[呼び出し表示（Alerting Name）]

このフィールドは [呼び出し表示（Alerting Name）]フィールドと
同じ情報を指定しますが、入力できるのは ASCII文字だけです。
Unicode（国際化）文字をサポートしていないデバイスでは、[ASCII
呼び出し表示（Alerting Name ASCII）]フィールドの内容が表示さ
れます。

ASCII呼び出し表示（Alerting Name
ASCII）

インターコム電話番号の設定

該当するコーリングサーチスペースを入力します。コーリング

サーチスペースは、この電話番号からコールを発信できる番号を

検索するための、パーティションのリストで構成されます。選択

した値は、この電話番号を使用するすべてのデバイスに適用され

ます。

[コーリングサーチスペース（Calling
Search Space）]

この電話番号のプレゼンスグループを入力します。選択したグ

ループは、この電話番号をモニタできるデバイス、エンドユー

ザ、アプリケーションユーザを指定します。

[インターコムプレゼンスグループ
（Intercom Presence Group）]

システムに内線番号を表示させるには、このフィールドを空白に

します。

最大30文字の英数字を使用します。通常はユーザ名または電話番
号を使用します（電話番号を使用すると、コール受信者が発信者

を的確に認識できない場合があります）。

[インターコム表示（Intercom Display）]

このフィールドは [表示（内部発信者 ID）（Display (Internal Caller
ID)）]フィールドと同じ情報を提供しますが、入力は ASCII文字
に制限する必要があります。Unicode（国際化）文字をサポートし
ていないデバイスでは、[ASCII表示（ASCII Display）]（内線発信
者 ID）フィールドの内容が表示されます。

[インターコムASCII表示（IntercomASCII
Display）]

このフィールドは、ラインアピアランスにインターコム電話番号

を表示させない場合にだけ使用します。回線と電話の組み合わせ

について、この電話番号を特定するテキストを入力します。

[インターコム回線テキストラベル
（Intercom Line Text Label）]

ユーザがスピードダイヤルボタンを押したときにダイヤルされる

電話番号を入力します。入力できるのは、数字の 0から 9まで、
*、#、および +（国際エスケープ文字）です。

[インターコムスピードダイヤル
（Intercom Speed Dial）]
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説明フィールド

この回線からコールが発信されたときに、発信者 ID情報を送信す
るために使用する電話番号（またはマスク）を入力します。

24桁までの数値、国際番号用のエスケープ文字 +、文字「X」を
入力できます。「」Xは電話番号を表し、パターンの末尾に使用
する必要があります。たとえば、マスク972813XXXXを指定する
と、内線 1234による外部コールにより、発信者 IDの番号として
9728131234が表示されます。

[インターコム外線電話番号マスク
（Intercom External Phone Number Mask）]

コール転送時に発信者名を表示できるようにするには、「T」と
入力します。表示を無効にするには、「F」と入力します。

[インターコム発信者名（Intercom Caller
Name）]

コール転送時に発信者番号を表示できるようにするには、「T」
と入力します。表示を無効にするには、「F」と入力します。

[インターコム発信者番号（Intercom
Caller Number）]

次のいずれかのオプションを入力します。

• [コール録音を無効（Call Recording Disabled）]：エージェント
がこのラインアピアランスに発信したコールは録音されませ

ん。

• [自動コール録音を有効（Automatic Call Recording Enabled）]：
エージェントがこのラインアピアランスに発信したコールは

自動的に録音されます。

• [アプリケーションから呼び出されたコール録音を有効
（Application Invoked Call Recording Enabled）]：アプリケー
ションがコール録音を開始した場合、エージェントがこのラ

インアピアランスに発信したコールは録音されます。

[インターコムコール録音オプション
（Intercom Call Recording Option）]

エージェントのラインアピアランスの録音プロファイルを入力し

ます。

[インターコム録音プロファイル
（Intercom Recording Profile）]

スーパーバイザの回線表示のモニタリング用コーリングサーチス

ペースに、エージェントの回線またはデバイスパーティションを

含めてエージェントをモニタできるようにします。

既存のコーリングサーチスペースを入力します。

デフォルト値は [なし（None）]です。

[インターコムモニタリング用コーリン
グサーチスペース（Intercom Monitoring
Calling Search Space）]

次のいずれかのオプションを入力して、この電話番号の自動応答

機能を有効にします。

• Auto Answer Off（デフォルト）
• [ヘッドセットで自動応答（Auto Answer with Headset）]
• [スピーカフォンで自動応答（Auto Answer with Speakerphone）]

回線が共有されているデバイスに自動応答を設定する

ことはできません。

（注）

自動応答（Auto Answer）
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関連トピック

BATスプレッドシートを使用した電話用 CSVデータファイルの作成（116ページ）

Jabberデバイスの更新
Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration（BAT）を使用すると、管理者は、
Cisco Unified CM Administrationのユーザーインターフェイスを使用して、LDAP同期中に作成
された自動プロビジョニングされた Cisco Jabberデバイスの名前を簡単かつ効率的に変更でき
ます。

Jabberデバイスの名前の変更

始める前に

•すべての Cisco Jabberデバイスは、Unified CMサーバにすでに存在している必要がありま
す。

•新しいCisco Jabberデバイス名に名前を変更する古いCisco Jabberデバイス名のリストを含
むテキスト（.txt）形式のデータファイルが必要です。

•フィールドの値にカンマが含まれている場合、そのフィールドは二重引用符で囲む必要が
あります。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）][電話（Phones）][電話の更新（Update Phones）][クエリ
（Query）]の順に選択します。

ステップ 2 [電話の移行情報（Phone Migration Information）]セクションの [ファイル名（File Name）]ド
ロップダウンリストボックスで、アップロードしたファイルを選択します。

ステップ 3 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 4 デバイス名を更新する方法を選択します。以下のいずれかを実行。

•すぐにユーザを更新するには、[今すぐ実行（Run Immediately）]を選択します。

•デバイス名を後で挿入するには、[後で実行（ Run Later）]を選択します。

ステップ 5 EMCCデバイスを更新するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

このジョブをスケジュールまたはアクティブ化するには、[一括管理（Bulk Administration）]メ
インメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用します。
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第 5 章

電話ファイル形式

この章では、テキストエディタを使用して作成された CSVデータファイルのファイル形式を
設定する方法について説明します。

•テキストエディタによる電話用 CSVデータファイルの作成（151ページ）
•電話ファイル形式の検索（152ページ）
• CSVデータファイル用の電話機ファイル形式の設定（153ページ）
•テキストベースのファイル形式と CSVデータファイルの関連付け（157ページ）

テキストエディタによる電話用 CSVデータファイルの
作成

値をカンマで区切ったASCIIテキストの行を使用して、CSVデータファイルを作成できます。
カンマ区切り値（CSV）ファイルは、テキスト情報を表形式で提供します。

CSVデータファイル内のデバイスフィールドと回線フィールドを識別するには、次のいずれ
かのファイル形式オプションを使用します。

• [デフォルトの電話機（Default Phone）]：事前設定済みの電話機のデバイスフィールドと
回線フィールドのセットが含まれています。

• [シンプルな電話機（SimplePhone）]：電話機の基本的なデバイスフィールドと回線フィー
ルドが含まれています。

• [カスタム（Custom）]：自分で選択して並べたデバイスフィールドと回線フィールドが含
まれています。

[シンプルな電話機（Simple Phone）]または [デフォルトの電話機（Default Phone）]のファイ
ル形式を変更または削除することはできません。
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Cisco Unified Communications Manager一括管理（BAT）スプレッドシートを使用して CSVデー
タファイルを作成する場合は、スプレッドシート内でこのファイル形式を作成できます。テキ

ストエディタを使用して CSVデータファイルを作成する場合は、ファイル形式を作成する
か、シンプルまたはデフォルトのファイル形式を使用する必要があります。値は、テキスト

ベースのファイルに、ファイル形式で指定されているのと同じ順序で入力します。

（注）

関連トピック

電話機用のテキストベースの CSVファイルの作成（798ページ）

電話ファイル形式の検索
BATを使用して、電話ファイル形式を検索できます。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話ファイル形式（Phone File
Format）] > [ファイル形式の作成（Create File Format）]の順に選択します。
[電話ファイル形式の検索/一覧表示（Find and List Phone File Formats）]ウィンドウが表示され
ます。

ステップ 2 [形式名による電話ファイル形式の検索（Find Phone File Format where Format Name）]ドロップ
ダウンリストボックスから、次の条件のいずれかを選択します。

•で始まる
•を含む
•次の文字列と完全に一致する
•次の文字列で終わる
•空である
•が空ではない

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、[検索（Find）]をクリックします。

すべての電話形式を検索するには、検索テキストを何も入力せずに [検索（Find）]
をクリックします。

ヒント

ステップ 4 さらにクエリを定義して複数のフィルタを追加するには、[絞り込み（Search Within Results）]
チェックボックスをオンにして、ドロップダウンボックスから [AND]または [OR]を選択し、
ステップ 2（152ページ）とステップ 3（152ページ）を繰り返します。

指定したテキストをクリアするには、[フィルタのクリア（Clear Filter）]をクリッ
クします。

ヒント

ステップ 5 レコードのリストから、検索条件と一致するファイル形式名をクリックします。
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[電話ファイル形式の作成（Create Phone File Format Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。

関連トピック

電話機用のテキストベースの CSVファイルの作成（798ページ）

CSVデータファイル用の電話機ファイル形式の設定
CSVデータファイル用の電話機ファイル形式を作成、コピー、変更、および削除できます。

テキストエディタを使用したカスタム電話機ファイル形式の作成

テキストエディタを使用して、テキストベースの CSVデータファイルのカスタム電話機ファ
イル形式を作成できます。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話ファイル形式（Phone File
Format）] > [ファイル形式の作成（Create File Format）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [形式名（Format Name）]フィールドに、このカスタム形式の名前を入力します。

ステップ 4 カスタムファイル形式に表示するフィールドを選択します。次の手順を実行します。

a) デバイスフィールドを選択するには、[デバイスフィールド（Device Field）]ボックスでデ
バイスフィールド名をクリックしてから、矢印をクリックしてそのフィールドを [選択済
みのデバイスフィールド（Selected Device Fields）]ボックスに移動します。

CSVデータファイルには、[MACアドレス/デバイス名（MAC Address/Device Name）]と
[説明（Description）]が含まれている必要があります。そのため、これらのフィールドは
常に選択されたままになります。

リスト内のアイテムの範囲を選択するには、Shiftキーを押したままにします。
ランダムなフィールド名を選択するには、Ctrlキーを押しながらフィールド名
をクリックします。

ヒント

b) [回線フィールド（Line Field）]ボックスで回線フィールド名をクリックしてから、矢印を
クリックしてそのフィールドを [選択済みの回線フィールド（Selected Line Fields）]ボック
スに移動します。

c) [インターコムDNフィールド（Intercom DN Field）]ボックスでインターコムDNフィール
ド名をクリックし、矢印をクリックしてそのフィールドを [選択済みのインターコム DN
フィールド順序（Selected Intercom DN Fields Order）]ボックスに移動します。
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[選択済みの回線フィールド（Selected Line Fields）]ボックス、[選択済みのデバ
イスフィールド（Selected Device Fields）]ボックス、および [選択済みのイン
ターコム DNフィールド順序（Selected Intercom DN Fields Order）]ボックス内
のアイテムの順序を変更できます。アイテムを選択して、上矢印と下矢印を使

用してそのフィールドをリスト内で上下に移動します。

ヒント

ステップ 5 [IP電話サービスの最大数（IP Phone Services Maximums）]領域で、以下のフィールドに最大値
を入力します。

•短縮ダイヤルの最大数（Maximum Number of Speed Dials）

• BLF短縮ダイヤルの最大数（BLF Maximum Number of Speed Dials）

• BLFダイレクト通話パークの最大数（Maximum Number of BLF Directed Call Parks）

• IP電話サービスの最大数（Maximum Number of IP Phone Services）

• IP電話サービスパラメータの最大数（Maximum Number of IP Phone Service Parameters）

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
[電話ファイル形式の検索/一覧表示（Find and List Phone File Formats）]ウィンドウの [ファイル
形式名（File Format Names）]リストに、カスタムファイル形式の名前が表示されます。

関連トピック

電話機用のテキストベースの CSVファイルの作成（798ページ）

CSVデータファイル用のカスタム電話機ファイル形式のコピー
テキストベースの CSVデータファイル用に既存のカスタム電話機ファイル形式をコピーでき
ます。

手順

ステップ 1 コピーする電話機ファイル形式を検索します。

ステップ 2 [検索結果（Search Results）]領域で、コピーするファイル形式を選択します。
[電話機ファイル形式の設定（Phone File Format Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 選択したファイル形式のコピーを作成するには、[コピー（Copy）]をクリックします。

また、[電話ファイル形式の検索/一覧表示（Find and List Phone File Formats）]ウィ
ンドウの対応する [コピー（Copy）]アイコンをクリックしてファイル形式をコピー
することもできます。

ヒント

ステップ 4 [形式名（Format Name）]フィールドに、コピーした形式の新しい名前を入力します。

ステップ 5 コピーしたファイル形式に表示するフィールドを変更します。次の手順を実行します。
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a) ファイル形式に新しいフィールドを追加するには、[デバイスフィールド（DeviceFields）]、
[回線フィールド（LineFields）]、または [インターコムDNフィールド（IntercomDN Fields）]
ボックス内のフィールド名をクリックし、矢印をクリックして、フィールドを [選択済み
のデバイスフィールド（Selected Device Field）]、[選択済みの回線フィールド（Selected
Line Fields）]、または [選択済みのインターコムDNフィールド順序（Selected Intercom DN
Fields Order）]ボックスに移動します。

b) ファイル形式からフィールドを削除するには、[選択済みのデバイスフィールド（Selected
Device Field）]、[選択済みの回線フィールド（Selected Line Fields）]、または [選択済みの
インターコムDNフィールド順序（Selected Intercom DN Fields Order）]ボックス内のフィー
ルド名をクリックし、矢印をクリックして、フィールドを [デバイスフィールド（Device
Fields）]、[回線フィールド（Line Fields）]、または [インターコム DNフィールド
（IntercomDNFields）]ボックスに移動します。

必須フィールドである [回線数（Number of lines）]、[MACアドレス（MAC
address）]、および [説明（description）]は削除できません。

（注）

c) [選択済みのデバイスフィールド（Selected Device Field）]、[選択済みの回線フィールド
（Selected Line Fields）]、および [選択済みのインターコムDNフィールド順序（Selected
Intercom DN Fields Order）]ボックス内のアイテムの順序を変更するには、アイテムを選択
し、上矢印と下矢印を使ってそのフィールドをリスト内で上下に移動します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
ファイル形式の編集後のコピーが保存されます。

関連トピック

電話ファイル形式の検索（152ページ）

CSVデータファイル用のカスタムファイル形式の変更
テキストベースの CSVデータファイルに関する既存のカスタムファイル形式を変更できま
す。変更できるのはカスタム形式だけです。

手順

ステップ 1 変更する電話機ファイル形式を検索します。

ステップ 2 [検索結果（Search Results）]領域で、変更対象となるファイル形式を選択します。
[電話機ファイル形式の設定（Phone File Format Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ファイル形式内のフィールドを変更するには、次の手順を実行します。

a) ファイル形式に新しいフィールドを追加するには、[デバイスフィールド（DeviceFields）]、
[回線フィールド（LineFields）]、または [インターコムDNフィールド（IntercomDN Fields）]
ボックス内のフィールド名をクリックし、矢印をクリックして、フィールドを [選択済み
のデバイスフィールド（Selected Device Field）]、[選択済みの回線フィールド（Selected
Line Fields）]、または [選択済みのインターコムDNフィールド順序（Selected Intercom DN
Fields Order）]ボックスに移動します。
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b) ファイル形式からフィールドを削除するには、[選択済みのデバイスフィールド（Selected
Device Field）]、[選択済みの回線フィールド（Selected Line Fields）]、または [選択済みの
インターコムDNフィールド順序（Selected Intercom DN Fields Order）]ボックス内のフィー
ルド名をクリックし、矢印をクリックして、フィールドを [デバイスフィールド（Device
Fields）]、[回線フィールド（Line Fields）]、または [インターコム DNフィールド
（IntercomDNFields）]ボックスに移動します。

必須フィールドである [回線数（Number of lines）]、[MACアドレス（MAC
address）]、および [説明（description）]は削除できません。

（注）

c) [選択済みのデバイスフィールド（Selected Device Field）]、[選択済みの回線フィールド
（Selected Line Fields）]、および [選択済みのインターコムDNフィールド順序（Selected
Intercom DN Fields Order）]ボックス内のアイテムの順序を変更するには、アイテムを選択
し、上矢印と下矢印を使ってそのフィールドをリスト内で上下に移動します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

カスタムファイル形式の変更内容が保存されます。

関連トピック

電話機用のテキストベースの CSVファイルの作成（798ページ）
電話ファイル形式の検索（152ページ）

既存の CSVデータファイル形式の削除
CSVデータファイル用の既存のカスタムファイル形式を削除できます。削除できるのはカス
タム形式だけです。

手順

ステップ 1 編集する電話機ファイル形式を検索します。

ステップ 2 [検索結果（Search Results）]領域で、それが削除対象のファイルであることを確認します。

ステップ 3 リストからファイル形式を削除するには [選択項目の削除（Delete Selected）]をクリックしま
す。ファイル形式の削除の確認を求めるメッセージが表示されます。[OK]をクリックして続
行します。

[選択項目の削除（Delete Selected）]をクリックする前に、表示されている結果リス
トの全体を必ず確認してください。

ヒント

リストからファイル形式の名前が削除されます。

関連トピック

電話機用のテキストベースの CSVファイルの作成（798ページ）
電話ファイル形式の検索（152ページ）
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テキストベースのファイル形式とCSVデータファイルの
関連付け

テキストエディタを使用して CSVデータファイルを作成した際に、テキストベースのファイ
ルに値を入力するため、ファイル形式を作成しました。ファイル形式によって指定された順序

でテキストファイルに値を入力しました。

CSVデータファイルに入力した後、ファイル形式をテキストベースの CSVデータファイルと
関連付ける必要があります。ファイル形式を CSVファイルと関連付けると、各フィールドの
名前は CSVデータファイルの最初のレコードとして表示されます。この情報を使用して、正
しい順序で各フィールドに値を入力したことを確認できます。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話ファイル形式（Phone File
Format）] > [ファイル形式の追加（Add File Format）]の順に選択します。[ファイル形式の追
加（Add File Format）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]フィールドで、このトランザクション用に作成したテキストベース
の CSVファイルを選択します。

ステップ 3 [ファイル形式名（Format File Name）]フィールドで、このタイプの一括トランザクション用に
作成したファイル形式を選択します。

ステップ 4 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 5 一致するファイル形式を CSVデータファイルと関連付けるジョブを作成するには、[送信
（Submit）]をクリックします。

[一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]
オプションを使用して、このジョブをスケジュールおよび/またはアクティブ化します。

関連トピック

電話機用のテキストベースの CSVファイルの作成（798ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
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第 6 章

電話レコードの検証

この章では、電話機レコードの検証について説明します。[電話の確認（Validate Phones）]を
選択すると、システムで検証ルーチンが実行され、CSVデータファイルとUnifiedCommunications
Manager一括管理（BAT）の電話テンプレートでデバイスプールや場所などの必須フィールド
がすべて設定されていることが検査されます。この検証では、最初のノードのデータベースと

の不一致がないかどうかも検査されます。

追加するデバイスには BAT電話機テンプレートが必要です。単一回線または複数回線の電話
機を追加するには、複数回線を持つ標準電話テンプレートを使用できます。電話機またはその

他の IPテレフォニーデバイスに固有の詳細が含まれたカンマ区切り値（CSV）形式のデータ
ファイルも必要です。

• CSVデータファイルの電話機レコードの確認（159ページ）
•電話機レコードの検証関連のトピック（161ページ）

CSVデータファイルの電話機レコードの確認
CSVデータファイルの電話機レコードは確認することができます。

始める前に

•追加するデバイスには BAT電話機テンプレートが必要です。単一回線または複数回線の
電話機を追加するには、複数回線を持つ標準電話テンプレートを使用できます。

•電話機またはその他の IPテレフォニーデバイスに固有の詳細が含まれたカンマ区切り値
（CSV）形式のデータファイルが必要です。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話の確認（Validate Phones）]の順
に選択します。

[電話の設定の確認（Validate Phones Configuration）]ウィンドウが表示されます。
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ステップ 2 カスタマイズされたファイル形式を使用する電話機レコードを確認するには、[電話固有の詳
細の確認（Validate Phones Specific Details）]オプションボタンをクリックして、ステップ 4
（160ページ）とステップ 5（160ページ）を続けて行います。

ステップ 3 [すべての詳細（All Details）]オプションを使用して生成したエクスポートされた電話ファイ
ルから電話機レコードを確認するには、[電話のすべての詳細の確認（ValidatePhonesAllDetails）]
オプションボタンをクリックします。

ステップ 4 [ファイル名（File Name）]ドロップダウンリストで、この特定のバルクトランザクション用に
作成した CSVデータファイルを選択します。

ステップ 5 [固有の詳細（Specific Details）]オプションの [電話テンプレート名（Phone Template Name）]
ドロップダウンリストボックスで、このタイプの一括トランザクション用に作成した BAT電
話機テンプレートを選択します。

ステップ 6 選択したCSVデータファイルを最初のノードのデータベースで確認するには、[送信（Submit）]
をクリックします。

ジョブが即座に送信されて実行されます。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
標準電話テンプレート（10ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
電話機レコードの検証関連のトピック（161ページ）

電話の確認に関する考慮事項

電話の確認には次の制限があります。

•確認プロセスで確認されるのは、テンプレートに設定されている回線の数のみです。テン
プレートに設定されている回線番号は確認されません。電話テンプレートでサポートされ

る数より多くの回線が CSVデータファイルに含まれている場合、[電話の確認 -固有の詳
細（Validate Phones - Specific Details）]ジョブを実行すると、「「警告：CSVに電話テン
プレートでサポートされているより多くの回線が含まれています（WARNING:CSVcontains
more number of lines than are supported by the phone template）」」というメッセージがログ
に記録されます。[電話番号（Directory Numbers）]、[短縮ダイヤル（Speed dial）]、および
[ビジーランプフィールドスピードダイヤル（Busy Lamp Field Speed Dials）]フィールド
が 1つでも空白になっている場合、サマリログファイルに記録される警告メッセージは
正確でない可能性があります。

•確認プロセスでは、CSVファイルで必須フィールドが指定されているかどうかは確認され
ません。

•電話テキストファイルで IP Phoneサービスパラメータが指定されている場合、確認プロ
セスで確認されるのは、Cisco Unified Communications Manager上のCSVファイルで指定さ
れている名前のパラメータの有無だけです。指定されているパラメータが IP Phoneサービ
スで設定されているかどうかは確認されません。
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電話機レコードの検証関連のトピック
•電話テンプレート（31ページ）
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第 7 章

電話の挿入

この章では、電話機、Cisco VGC Phone、CTIポート、またはH.323クライアントをCisco Unified
Communications Managerデータベースに追加する方法について説明します。

追加するデバイス用の Cisco Unified Communications Manager一括管理（BAT）電話テンプレー
ト、および電話機またはその他の IPテレフォニーデバイス用の固有の詳細が含まれたカンマ
区切り値（CSV）形式のデータファイルが必要です。データファイルアップロードのターゲッ
トと方法を選択することができます。電話機レコードは、挿入前に検証する必要があります。

• Unified Communications Managerへの電話の挿入（163ページ）
•電話の挿入関連のトピック（166ページ）

Unified Communications Managerへの電話の挿入
電話機レコードを Unified Communications Managerデータベースに挿入するときは、ターゲッ
ト CSVデータファイルと、電話機レコードの挿入方法を定義します。既存の電話機レコード
を上書きするには、次の操作から任意の組み合わせを選択します。または、アップロード時に

レコードを挿入することもできます。

•新しいスピードダイヤルを追加する前に既存のすべての短縮ダイヤルを削除
•新しい BLF短縮ダイヤルを追加する前に既存のすべての BLF短縮ダイヤルを削除
•新しい BLFダイレクトコールパークを追加する前に既存のすべての BLFダイレクトコー
ルパークを削除

•新しいサービスを追加する前に既存の登録済みサービスをすべて削除

電話機レコードは、挿入前に検証する必要があります。（注）

BATは、次の形式による電話番号 URIフィールドを想定しています。

電話番号 1での URI 1、電話番号 1での URI 1ルートパーティション、電話番号 1での URI 1
プライマリ。

（注）
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ダミーMACアドレスオプションを使用できます。CTIポートを追加するときにこのオプショ
ンを使用すると、ダミーMACアドレスの形式で、各 CTIポートに一意のデバイス名が指定さ
れます。このデバイス名は、後でUnified Communications Manager AdministrationまたはUnified
CM Auto-Register Phone Toolを使用して手動で更新できます。ダミーMACアドレスオプショ
ンは、H.323クライアント、VGC電話機、または VGC仮想電話機に使用しないでください。

ダミーMACアドレスオプションは、自動的に、次の形式でダミーMACアドレスを生成しま
す。

XXXXXXXXXXXX

ここで、Xは、任意の 12文字の 16進数値（0～ 9と A ~ F）を表します。

始める前に

•追加するデバイス用に、Unified Communications Manager一括管理（BAT）の電話テンプ
レートが必要です。データファイルアップロードのターゲットと方法を選択することがで

きます。電話機レコードは、挿入前に検証する必要があります。

•電話機または他の IPテレフォニーデバイス固有の詳細情報を含むカンマ区切り値（CSV）
形式のデータファイルが必要です。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話の挿入（Insert Phones）]の順に
選択します。

ステップ 2 アップロードする電話機レコードのファイル形式タイプを指定します。

a) カスタマイズされたファイル形式を使用する電話機レコードを挿入するには、[電話固有の
詳細の挿入（Insert Phones Specific Details）]ラジオボタンをクリックして、ステップ3（164
ページ）とステップ 5（165ページ）に進みます。

b) [すべての詳細（All Details）]オプションを使用して生成したエクスポート済みの電話ファ
イルから電話レコードを挿入するには、[電話のすべての詳細の挿入（Insert Phones All
Details）]ラジオボタンをクリックします。

ステップ 3 [ファイル名（File Name）]ドロップダウンリストボックスで、この特定の一括トランザクショ
ンのために作成した CSVデータファイルを選択します。次に、[カスタムファイルを使用した
電話の更新の許可（Allow Update Phone with Custom File）]チェックボックスをオンにして、選
択したカスタムファイルを使用して電話機を更新できるようにします。

ステップ 4 [既存の設定の上書き（Override the existing configuration）]チェックボックスをオンにすると、
既存の電話の設定が、挿入するファイルに含まれている情報で上書きされます。次に、アップ

ロード中に実行するアップロードアクションの横にあるチェックボックスをオンにします。

[既存の設定の上書き（Override the existing configuration）]チェックボックスをオンにした場合
は、次のアップロードアクションが選択可能になります。

•新しい短縮ダイヤルを追加する前に既存のすべての短縮ダイヤルを削除
•新しい BLF短縮ダイヤルを追加する前に既存のすべての BLF短縮ダイヤルを削除
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•新しい BLFダイレクトコールパークを追加する前に既存のすべての BLFダイレクトコー
ルパークを削除

•新しいサービスを追加する前に既存の登録済みサービスをすべて削除

アップロード時に CSVデータファイルの既存のレコードにこれらのレコード
を追加する場合は、このチェックボックスをオフにします。

（注）

ステップ 5 [固有の詳細（Specific Details）]オプションを選択した場合は、[電話テンプレート名（Phone
TemplateName）]ドロップダウンリストで、このタイプのバルクトランザクション用に作成し
た BAT電話機テンプレートを選択します。

CSVデータファイルに個別のMACアドレスを入力しなかった場合は、[ダミーMAC
アドレスの作成（Create Dummy MAC Address）]チェックボックスをオンにする必
要があります。この情報は後で手動で更新できます。ステップ 8（165ページ）に
スキップします。データ入力ファイルでMACアドレスまたはデバイス名を指定し
た場合は、このオプションを選択しないでください。

ユーザに割り当てられる電話機のMACアドレスがわからない場合には、このオプ
ションを選択します。電話機が接続されると、そのデバイス用にMACアドレスが
登録されます。

注目

ステップ 6 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 7 挿入方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐに電話機レコードを挿入する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックし
ます。

b) 後で電話レコードを挿入する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 8 電話機レコードを挿入するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

このジョブをスケジュール設定またはアクティブ化するには、[ジョブの設定（Job
Configuration）]ウィンドウを使用します。

次のタスク

挿入される電話機が Cisco Unified Mobile Communicatorタイプである場合は、挿入ジョブの完
了後にデバイスをリセットする必要があります。電話機をリセットするには、[一括管理（Bulk
Administration）] > [電話（Phones）] > [電話のリセット/リスタート（Reset/Restart Phones）]
オプションを使用できます。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
TAPSの概要（741ページ）
電話の挿入関連のトピック（166ページ）
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電話の挿入関連のトピック
•電話テンプレート（31ページ）

•電話ファイル形式（151ページ）

•ファイルのアップロードおよびダウンロード（23ページ）

•電話レコードの検証（159ページ）
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第 8 章

電話の更新

この章では、[電話の更新（Update Phones）]オプションを使用して、類似した電話のグループ
のデバイスプールまたはコーリングサーチスペースの変更や追加など、電話の設定を更新す

る方法について説明します。クエリまたはカスタムファイルのいずれかを使用して、更新する

既存の電話機レコードを検索できます。電話機レコードを見つけたら、更新パラメータの定義

に進むことができます。

•クエリを使用した電話機の更新（167ページ）
•カスタムファイルを使用した電話機の更新（169ページ）
•更新パラメータの選択（170ページ）
•電話の更新フィールドの説明（171ページ）

クエリを使用した電話機の更新
更新する電話機を特定するためのクエリを作成します。次の手順に従って電話機を特定した

後、更新パラメータを選択する必要があります。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話の更新（Update Phones）] > [ク
エリ（Query）]の順に選択します。

[電話機更新クエリ（Update Phones Query）]ウィンドウが表示されます。

すべての電話機を更新するには、クエリを指定せずに [検索（Find）]をクリックし
ます。この手順の残りをスキップして、電話機の更新パラメータの選択手順に進み

ます。

（注）

ステップ 2 [電話の検索（Find Phone where）]ドロップダウンリストボックスから、次の条件のいずれか
を選択します。

• [デバイス名（Device Name）]
•説明
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•電話番号（Directory Number）
• [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]
• [デバイスプール（Device Pool）]
• [デバイスタイプ（Device Type）]
• [コールピックアップグループ（Call Pickup Group）]
• LSCステータス
• LSC有効期限
• LSC発行者
• LSC発行者有効期限
•認証文字列
• [所在地（ Location）]
•電話機ロード名
•デバイスプロトコル
•セキュリティプロファイル
•最終アクティブ時

•最終登録

[LSC有効期限（LSC Expires）]フィールドと [LSC発行者有効期限（LSC Issuer Expires
by）]フィールドのステータスは、新しいデバイスで LSCが発行されていない場合
に [NA]「」に設定されます。

[LSC有効期限（LSC Expires）]フィールドと [LSC発行者有効期限（LSC Issuer
Expires by）]フィールドのステータスは、Unified Communications Manager11.5(1)
へのアップグレード前にLSCがデバイスに発行された場合に「[不明（Unknown）]」
に設定されます。

（注）

2番目の [電話の検索（Find Phone where）]ドロップダウンリストボックスから、次の条件の
いずれかを選択します。

•～が次の日付より前（is before）
•次の文字列と完全に一致する
•～が次の日付より後
•～で始まる
•～を含む
•～が次の文字列で終わる
•次の文字列と完全に一致する
•空である
•～が空ではない

ステップ 3 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

データベースに登録されているすべての電話機を検索するには、検索テキストを何

も入力せずに [検索（Find）]をクリックします。
ヒント
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ステップ 4 さらにクエリを定義して複数のフィルタを追加するには、[絞り込み（Search Within Results）]
チェックボックスをオンにして、ドロップダウンボックスから [AND]または [OR]を選択し、
ステップ 2（167ページ）とステップ 3（168ページ）を繰り返します。

ステップ 5 [検索（Find）]をクリックします。
検出された電話の一覧が表示されます。[電話の更新（Update Phones）]ウィンドウに、選択し
た電話機の詳細が表示されます。

次のタスク

電話機の更新手順を完了するには、更新パラメータの選択（170ページ）に進みます。

カスタムファイルを使用した電話機の更新
更新する電話機を特定するためのカスタムファイルを作成します。次の手順に従って電話機を

特定した後、更新パラメータを選択する必要があります。

bat.xltを使って作成した挿入トランザクションファイルまたはエクスポートトランザクショ
ンファイルを、更新トランザクションに使用しないでください。代わりに、更新する必要のあ

る電話機レコードの詳細を含むカスタムファイルを作成する必要があります。更新トランザク

ションには、このファイルだけを使用してください。

（注）

始める前に

1. 更新する必要のあるデバイスを特定します。

2. 以下の各オプションがそれぞれ別の行に配置されたテキストファイルを作成します。

•デバイス名
•電話番号
•説明

カスタム更新ファイルにデバイス名、説明、または電話番号の値を入力します。カスタム更新

ファイルに見出しを含める必要はありません。

（注）

3. テキストファイルを Cisco Unified Communications Managerサーバにアップロードします。
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）を参照してください。
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手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話の更新（Update Phones）] > [カ
スタムファイルの使用（Use Custom File）]の順に選択します。

[電話の更新（カスタム）（Update Phones Custom Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [電話の更新（Update Phones where）]ドロップダウンリストボックスで、次の条件から作成し
たカスタムファイルのタイプを選択します。

• [デバイス名（Device Name）]
• Directory Number
•説明

ステップ 3 カスタムファイルのリストで、この更新操作用のカスタムファイルのファイル名を選択しま
す。

ステップ 4 [検索（Find）]をクリックします。

適切なクエリ結果が表示されない場合は、カスタムファイルの選択を変更できます。

次のタスク

電話機の更新手順を完了するには、更新パラメータの選択（170ページ）に進みます。

更新パラメータの選択
更新する電話を特定したら、パラメータを選択し、それらの電話を更新するための値を定義で

きます。

手順

ステップ 1 [電話の更新クエリ（Update Phones Query）]ウィンドウで、[次へ（Next）]を選択します。

[電話の更新（Update Phones）]に、選択しているクエリのタイプが表示されます。クエリのタ
イプを変更する場合は、[戻る（Back）]をクリックします。

ステップ 2 更新する前にユーザをログアウトするには、[更新する前にユーザをログアウトする（Logout
Users before Update）]チェックボックスをオンにします。

フィールドが選択されていない場合、ユーザを一括してログアウトするために、このオプショ

ンを使用できます。

ステップ 3 クエリまたはカスタムファイルで定義したすべてのレコードで更新する設定を指定します。更
新する複数のパラメータを選択できます。パラメータの説明については、「表 6 :電話を更新
する際のフィールドの説明（172ページ）」を参照してください。

ステップ 4 更新するフィールドの左側にあるチェックボックスをオンにします。
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この操作によって、フィールドの既存の値を上書きするよう BATに指令が出されます。

更新チェックボックスをオンにしたフィールドのみが BATによって更新されるこ
とに注意してください。

（注）

ステップ 5 オンにしたパラメータの [値（Value）]フィールドに、新しい値を入力するか、リストボック
スから値を選択します。

ステップ 6 [電話のリセット/リスタート（Reset/Restart Phones）]領域で、次のいずれかをオンにします。

• [電話のリセット/電話のリスタート/設定の適用を実行しない（Don’tReset/Restartphones/Apply
Config）]：後でデバイスのリセット/リスタートを実行します。

• [電話のリセット（Reset phones）]：電話機をリセット（電源の入れ直し）します。
• [電話のリスタート（Restart phones）]：電源を入れ直さずに電話機をリセットします。
• [設定の適用（Apply Config）]：最後のリセット以降に変更された設定のみをリセットしま
す。

ステップ 7 必要な電話パラメータを更新します。フィールドの説明については、「表 6 :電話を更新する
際のフィールドの説明（172ページ）」を参照してください。

ステップ 8 レコードを更新するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックします。

[一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブにします。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

電話の更新フィールドの説明
次の表で、電話を更新する際に表示される可能性のあるすべてのフィールドの説明を記載しま

す。デバイスタイプによっては、電話の設定項目の一部は必要ありません。

一部のフィールドには、Cisco Unified Communications Managerからの値が表示されます。それ
らの値は、Cisco Unified Communications Manager Administrationで設定する必要があります。

一部のフィールドには2つのチェックボックスがあることに注意してください。最初のチェッ
クボックスは、そのフィールドを更新する必要があるかどうかを決定し、2番目のチェックボッ
クスはそのフィールドに使用する値を決定（オン/オフ）します。

（注）

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
171

電話

電話の更新フィールドの説明



フィールドを更新する必要がある場合は、最初のチェックボックスをオンにした上で、2番目
のフィールドをオンにして、オンになっている値を選択した電話に適用します。たとえば、[応
答不可（Do Not Disturb）]フィールドの最初のチェックボックスをオンにして、2番目のチェッ
クボックスをオフのままにすると、[応答不可（DoNotDisturb）]フィールドのオフにされてい
る値で電話が更新されます。

ヒント

表 6 :電話を更新する際のフィールドの説明

説明（Description）フィールド

デバイスを認識するのに役立つ説明を入力します。説明には、任意の言語

で最大50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、

アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用で
きません。

説明（Description）

この電話機/ポートのグループを割り当てるデバイスプールを選択します。

デバイスの場合、デバイスプールは、自動再登録に必要な共通の特性（地

域、日時グループ、Unified Communications Managerグループ、コーリング
サーチスペースなど）のセットを定義します。

デバイスプール

（DevicePool）

この電話機を割り当てる共通デバイス設定を選択します。共通デバイス設

定には、特定のユーザに関連付けられている属性（サービスまたは機能）

が含まれています。

共通デバイス設定の詳細を表示するには、[詳細の表示（View Details）]リ
ンクをクリックします。

共通デバイス設定

（Common Device
Configuration）

適切な電話ボタンテンプレートを選択します。電話ボタンテンプレート

では、電話機上のボタンを設定し、各ボタンにどの機能（回線、スピード

ダイヤルなど）を使用するかを特定します。

Cisco Unified Communications Managerは、H.323クライアントまたは CTI
ポートに対してはこのフィールドを無効にします。

電話ボタンテンプ

レート（Phone Button
Template）

このグループのすべての電話機に使用するソフトキーテンプレートを選択

します。

ソフトキーテンプ

レート（Softkey
Template）

ドロップダウンリストで、使用可能な共通の電話プロファイルのリストか

ら共通の電話プロファイルを選択します。

共通の電話プロファ

イル（Common Phone
Profile）
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説明（Description）フィールド

この電話機/ポートのグループを割り当てるコーリングサーチスペースを
選択します。

コーリングサーチスペースは、ダイヤルされた番号のルーティング方法

を決定するために検索されるルートパーティションのコレクションを指定

します。

コーリングサーチス

ペース（Calling
Search Space）

自動代替ルーティング（AAR）を実行する際にデバイスが使用する、適切
なコーリングサーチスペースを選択します。AARコーリングサーチス
ペースは、帯域幅不足が原因でコールがブロックされる場合に、ルート

パーティションのコレクションを指定します。このルートパーティション

は、収集された（発信側）番号の他のルーティング方法を決定するために

検索されます。

AARコーリングサー
チスペース（AAR
Calling Search Space）

この電話機/ポートのグループを割り当てるメディアリソースグループリ
スト（MRGL）を入力します。

MRGLは、メディアリソースグループの優先順位付けされたリストを指
定します。アプリケーションは使用可能なメディアリソースの中から

MRGLで定義されている優先順位の順に、必要なメディアリソースを選
択できます。

メディアリソースグ

ループリスト

（Resource Group
List）

この電話機またはポートのユーザ保留音源を選択します。

ユーザ保留音源は、ユーザがコールを保留にすると保留音を再生します。

ユーザ保留MOH音
源（User Hold MOH
Audio Source）

IPフォンまたはCTIポートのグループで使用するネットワーク保留音源を
入力します。

ネットワーク保留音源は、システムがコールを保留にする際（ユーザが

コールを転送またはパーク保留にした場合など）に、保留音を再生しま

す。

ネットワーク保留

MOH音源（Network
Hold MOH Audio
Source）

この電話機/ポートのグループを割り当てるロケーションを選択します。

ロケーションは、制限された帯域幅接続を使用してアクセスするリモート

ロケーションを意味します。

所在地（ Location）

このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択します。
AARグループはプレフィックス番号を設定します。この番号は、帯域幅不
足のためにブロックされるコールをルーティングする際に使用されます。

AARグループが指定されていない場合、Cisco Unified Communications
Managerはデバイスプールまたは回線に関連付けられている AAAグルー
プを使用します。

AARグループ（AAR
Group）
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説明（Description）フィールド

このユーザに関連付ける国/地域と言語の組み合わせを選択します。

この選択項目によって、このユーザーの文化に依存する属性と、Unified
Communications Managerのユーザーウィンドウおよび電話機でユーザーに
表示される言語が決まります。

ユーザロケール

（User Locale）

このユーザに関連付けるネットワークロケールを選択します。

ネットワークロケールは、Ciscoゲートウェイおよび電話機が特定の地理
的地域で PSTNおよびその他のネットワークと通信する際に使用する一連
のトーンとリズムで構成されます。

ネットワークロケー

ル（Network Locale）

[ビルトインブリッジ（Built In Bridge）]ドロップダウンリストを使用して
（[On（オン）]、[Off（オフ）]、または [デフォルト（Default）]を選択）、
割り込み機能用のビルトイン会議ブリッジを有効または無効にします。

ビルトインブリッジ

（Built In Bridge）

プライバシーが必要な電話機のそれぞれに対して、[プライバシー
（Privacy）]ドロップダウンリストから [オン（On）]を選択します。

設定の詳細については、『Feature Configuration Guide for Cisco Unified
Communications Manager』の「Barge and Privacy Features」を参照してくだ
さい。

プライバシー

（Privacy）

ドロップダウンリストから、このデバイスのデバイスモビリティ機能を

オンまたはオフにします。デフォルトのデバイスモビリティモードを使

用する場合は、[デフォルト（Default）]を選択します。

[現在のデバイスモビリティ設定の表示（View Current Device Mobility
Settings）]をクリックし、これらのデバイスモビリティパラメータの現在
の値を表示します。

• [Cisco Unified Communications Managerグループ（Cisco Unified
Communications Manager Group）]

•デバイスプールのローミング（Roaming Device Pool）

•所在地（ Location）

•地域（Regions）

•ネットワークロケール

• AARグループ（AAR Group）

• AARコーリングサーチスペース（AAR Calling Search Space）

•デバイスコーリングサーチスペース（Device Calling Search Space）

• [メディアリソースグループリスト（Media Resource Group List）]

• [SRST]

デバイスモビリティ

モード（Device
Mobility Mode）
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説明（Description）フィールド

ドロップダウンリストから、このデュアルモード電話を割り当てるユー

ザーのユーザー IDを選択します。

[モビリティユーザ ID（Mobility User ID）]設定は、デュアル
モードフォンのモバイルコネクトおよびモバイルボイスアク

セスに使用されます。

（注）

オーナーユーザ IDとモビリティユーザ IDは異なっていても
構いません。

（注）

[モビリティユーザID
（Mobility User ID）]

プライマリ電話ユーザのユーザ IDを入力します。[所有者のユーザ ID
（Owner User ID）]

ドロップダウンリストボックスを使用して、このデバイスに対して Cisco
Unified Phone Designer機能を有効または無効にするか、[デフォルト
（Default）]を選択して共通の電話プロファイルに設定されている電話機
のパーソナライゼーションを使用します。

• [無効（Disabled）]：Cisco Unified Phone Application Suite機能はいずれ
もアクティブにされません。

• [有効（Enabled）]：この設定では、パーソナライズされた背景画像
ファイルを電話機の画面に使用したり、プレビュー画像ファイルを一

時的に表示したり、パーソナライズされたトーンファイルでデフォル

トの呼出音をカスタマイズしたりできます。

• [デフォルト（Default）]：共通の電話プロファイルの電話機のパーソ
ナライゼーション設定を使用します。

[電話機のパーソナラ
イゼーション（Phone
Personalization）]
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説明（Description）フィールド

ドロップダウンリストの次の値から、使用するサービスプロビジョニング

設定を選択します。

•内部

•外部 URL

•両方

•デフォルト：[内部（Internal）]

このパラメータは、設定ファイル（内部）、サービス URLから受信する
サービス（外部 URL）、またはその両方にプロビジョニングされている
サービスを電話機で使用するかを制御します。[外部URL（ExternalURLs）]
オプションは、サードパーティ製プロビジョニングサーバとの後方互換

性を提供します。[両方（Both）]オプションを選択すると、ユーザは設定
ファイルに指定されているサービスにサブスクライブできるだけでなく、

外部プロビジョニングサーバのサービスも追加することができます。

これは必須フィールドです。

[サービスのプロビ
ジョニング（Services
Provisioning）]

必要に応じて、カスタム電話ロードを入力します。

このフィールドに入力する値によって、選択したモデルのデ

フォルト値がオーバーライドされ、Cisco Unified IP Phoneのカ
スタムソフトウェアが指定されます。

（注）

[電話ロード名
（Phone Load Name）]

ドロップダウンリストボックスから、ワンボタン割り込み/C割り込み機
能を有効または無効にするか、[デフォルト（Default）]を選択してサービ
スパラメータの設定を使用します。

• [オフ（Off）]：この設定は、ワンボタン割り込み/C割り込み機能を無
効にします。ただし、通常の割り込みまたはC割り込み機能は引き続
き動作します。

• [割込（Barge）]：この設定は、ワンボタン割り込み機能を有効にしま
す。

• [C割込（cBarge）]：この設定は、ワンボタンC割り込み機能を有効に
します。

• [デフォルト（Default）]：この設定は、サービスパラメータの Single
Button Barge/cBargeの設定を使用します。

ワンボタン割り込み

（Single Button
Barge）
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説明（Description）フィールド

ドロップダウンリストボックスから、このデバイスの [回線をまたいで参
加（Join Across Lines）]機能を有効または無効にするか、あるいは [デフォ
ルト（Default）]を選択してサービスパラメータ設定を使用します。

• [オフ（Off）]：複数ライン同時通話を無効にします。

• [オン（On）]：この設定は [複数ライン同時通話機能（Join Across
Lines）]機能を有効にします。

• [デフォルト（Default）]：サービスパラメータの [複数ライン同時通
話機能（Join Across Lines）]機能の設定を使用します。

複数ライン同時通話

（Join Across Lines）

ドロップダウンリストで、Cisco Unified Communications Managerがこのメ
ディアエンドポイントにトラステッドリレーポイント（TRP）デバイス
を挿入できるかどうかを選択します。次の値のいずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：この値を選択した場合、デバイスは、この
デバイスが関連付けられている共通デバイス設定の[信頼されたリレー
ポイントを使用（Use Trusted Relay Point）]設定を使用します。

• [オフ（Off）]：このデバイスでのTRPの使用を無効にするには、この
値を選択します。この設定は、このデバイスに関連付けられている共

通デバイス設定の [トラステッドリレーポイントを使用（Use Trusted
Relay Point）]設定よりも優先されます。

• [オン（On）]：このデバイスでTRPの使用を有効にする場合は、この
値を選択します。この設定は、このデバイスに関連付けられている共

通デバイス設定の [トラステッドリレーポイントを使用（Use Trusted
Relay Point）]設定よりも優先されます。

信頼できるリレーポイント（TRP）デバイスは信頼できるリレーポイント
としてラベル付けされているMTPまたはトランスコーダデバイスを指定
します。

エンドポイントに複数のリソース（たとえばトランスコーダやRSVPAgent）
が必要な場合、Unified Communications Managerは関連付けられたエンドポ
イントデバイスに最も近い位置に TRPを配置します。

TRPとMTPの両方がエンドポイントに必要な場合は、TRPが必須のMTP
として使用されます。

[信頼されたリレーポ
イントの使用（Use
Trusted Relay Point）]
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説明（Description）フィールド

この設定により、デバイスの発信者番号をローカライズできます。選択し

た発信側トランスフォーメーションCSSに、このデバイスに割り当てる発
信側トランスフォーメーションパターンが含まれていることを確認してく

ださい。

発呼側トランスフォーメーションCSSが存在するパーティションにパター
ンを割り当てると、デバイスは発呼側トランスフォーメーションパターン

の属性を取得します。

[発信側トランス
フォーメーションCSS
（Calling Party
Transformation CSS）]

ドロップダウンリストから地理位置情報を選択します。

[未指定の地理位置情報（Unspecified geolocation）]を選択すると、このデ
バイスを地理位置情報に関連付けないように指定できます。

さらに、[システム（System）] > [地理位置情報の設定（Geolocation
Configuration）]メニューオプションで設定した地理位置情報も選択でき
ます。

[地理位置情報
（GeoLocation）]

この電話機のグループを割り当てる緊急ロケーション（ELIN）グループを
選択します。ELINグループは、ALIデータベース内でこのELINグループ
の ELINをマップするロケーションを識別します。

[緊急ロケーション
（ELIN）グループ
（Emergency Location
(ELIN) Group）]

この電話機グループの機能管理ポリシーを選択します。

機能管理ポリシーは、電話機に表示される機能とそれぞれの機能に関連付

けられるソフトキーの外観を指定します。

[機能コントロールポ
リシー（Feature
Control Policy）]

この必須フィールドには、ドロップダウンリストボックスの次の値から、

使用する BLF警告音設定を選択します。

•オン

•消灯

•デフォルト

このパラメータは、話中ランプフィールド（BLF）ボタンを使用してモニ
タされる回線のいずれかにコールが入ってきたときに現在使用されていな

い電話機に表示されるビジュアルアラートに加え、警告音も指定します。

[BLF可聴アラート設
定（電話のアイドル

時）（BLF Audible
Alert Setting (Phone
Idle)）]
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説明（Description）フィールド

この必須フィールドのパラメータは、話中ランプフィールド（BLF）ボタ
ンを使用してモニタされる回線のいずれかにコールが入ってきたときに現

在使用されている電話機に表示されるビジュアルアラートに加え、警告音

も指定します。

ドロップダウンリストボックスの次の値から、使用する BLF警告音設定
を選択します。

•オン

•消灯

•デフォルト

[BLF可聴アラート設
定（電話がビジーの

とき）（BLF Audible
Alert Setting (Phone
Busy)）]

ドロップダウンリストボックスから、[常にプライム回線を使用する
（Always Use Prime Line）]の設定として次のいずれかの値を選択します。

•オン

•消灯

•デフォルト

常にプライム回線を

使用する

ドロップダウンリストボックスから、[ボイスメッセージには常にプライ
ム回線を使用する（Always Use Prime Line for Voice Message）]の設定とし
て次のいずれかの値を選択します。

•オン

•消灯

•デフォルト

ボイスメッセージに

常にプライム回線を

使用する（Always
Use Prime Line for
Voice Message）

このデバイスに割り当てられているデバイスプールに設定されている発信

側トランスフォーメーションCSSを使用する場合は、このボックスをオン
にします。このチェックボックスをオンにしない場合、デバイスはデバイ

ス設定ウィンドウで設定した発信側トランスフォーメーションCSSを使用
します。

[デバイスプールの発
信側トランスフォー

メーションCSSを使用
（Use Device Pool
Calling Party
Transformation CSS）]

システムで表示インジケータを無視する必要がある場合は、このチェック

ボックスをオンにします。

[表示インジケータを
無視（Ignore
Presentation
Indicators）]
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説明（Description）フィールド

ビデオコールをオーディオコールとして再試行するには、このチェック

ボックスをオンにします。

[ビデオコールをオー
ディオとして再試行

（Retry Video Call as
Audio）]

CTIに対してこのデバイスの制御と監視を許可する場合は、このチェック
ボックスをオンにします。

関連付けられている電話番号が共有回線を指定している場合、少なくとも

1つの関連付けられているデバイスがCTIでサポートするデバイスタイプ
とプロトコルの組み合わせをサポートしている限り、このチェックボック

スをオンのままにする必要があります。

WiFiモードで動作しているAndroid、iPhone、iPadなどのCisco
デュアルモードデバイス（Jabber）は、CTIを介してモニター
され、制御されません。ただし、GSMモードで動作している
デバイスはモニターまたは制御できません。

（注）

[CTIからのデバイス
の制御を許可（Allow
Control of Device from
CTI）]

このチェックボックスは、すべての電話機に対してデフォルトでオンにさ

れていて、電話機が現在ハントリスト（グループ）にログインしているこ

とを示します。電話機をハントリストに追加したら、管理者はこのチェッ

クボックスをオン（またはオフ）にすることによって、ユーザをログイン

またはログアウトさせることができます。

ユーザーは電話のソフトキーを使用して、電話をハントリストにログイン

またはログアウトします。

[ハントグループにロ
グイン（Logged Into
Hunt Group）]

SCCPでリモートサイトへの接続時間の遅延が発生している場合は、[電話
の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで [リモートデバイス（Remote
Device）]チェックボックスをオンにします。このチェックボックスをオ
ンにすると、Unified Communications Managerは電話デバイスの登録時に
バッファを割り当て、SCCPメッセージを電話機にバンドルします。

この機能はリソースを消費するため、SCCPを実行している電
話機で、シグナリングの遅延が発生している場合にのみ、この

チェックボックスをオンにしてください。ほとんどのユーザで

は、このオプションは必要ありません。

（注）

[リモートデバイス
（Remote Device）]

電話機を保護されたデバイスとして指定するには、このチェックボックス

をオンにします。「」この場合、電話機が 2秒間トーンを再生してユーザ
にコールが暗号化されていることを通知します。また、発信側と着信側の

両方の電話機が保護されたデバイスとして設定されます。このトーンは、

コールが応答されたとき、発信側と着信側の両者に対して再生されます。

このトーンは、発側と着側の両方の電話が「保護され」ていて、なおかつ

暗号化メディア上でコールが行われたときでなければ再生されません。

[保護されたデバイス
（Protected Device）]
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説明（Description）フィールド

[プロトコル固有の情報（Protocol Specific Information）]

ドロップダウンリストボックスから、シグナルパケットキャプチャに設

定するモードを選択します。

[なし（None）]：モードを指定しない場合は、[なし（None）]を選択しま
す。

[リアルタイムモード（Real-Time Mode）]：リアルタイムシグナルパケッ
トキャプチャには、このモードを使用します。

[バッチ処理モード（Batch Processing Mode）]：バッチ処理シグナルパケッ
トキャプチャモードには、このモードを使用します。

[パケットキャプチャ
モード（Packet
Capture Mode）]

パケットキャプチャ時間（分数）を入力します。入力できる最大の時間は

300分です。デフォルトの時間は、60分です。
[パケットキャプチャ
時間（Packet Capture
Duration）]

プレゼンス機能で使用します。SIPまたは SCCPを実行する電話機は、プ
レゼンスエンティティに関するステータス（たとえば、電話機で BLFス
ピードダイヤルボタンとして設定されている電話番号など）を要求する

ため、ウォッチャとして機能します。

プレゼンスエンティティのステータスを電話機が受信できるようにするに

は、電話番号に適用されるプレゼンスグループのステータスの閲覧が許可

されているプレゼンスグループ（[Presence Group Configuration（プレゼン
スグループの設定）]ウィンドウで指定されています）を選択します。

[プレゼンスグループ
（Presence Group）]

SCCPおよび SIPを実行する電話機の場合、デバイスに適用するセキュリ
ティプロファイルを入力します。

すべての電話機には、セキュリティプロファイルを適用する必要がありま

す。電話機でセキュリティがサポートされていない場合は、非セキュアプ

ロファイルを選択してください。

このプロファイルで設定される CAPF設定は、[電話の設定
（Phone Configuration）]ウィンドウに表示される CAPF
（Certificate Authority Proxy Function）の設定と連携します。製
造元によってインストールされている証明書（MIC）または
ローカルで有効な証明書（LSC）を管理する場合は、プロファ
イルと [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの両方
で CAPF設定を構成する必要があります。

ヒント

[デバイスセキュリ
ティプロファイル

（Device Security
Profile）]

プレゼンス機能で使用される SUBSCRIBEコーリングサーチスペースは、
電話機から発信されたサブスクリプション要求を Unified Communications
Managerがルーティングする方法を決定します。ドロップダウンリスト
ボックスから、この目的に使用するコーリングサーチスペースを選択し

ます。

[SUBSCRIBEコーリ
ングサーチスペース

（SUBSCRIBE Calling
Search Space）]
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説明（Description）フィールド

ドロップダウンリストボックスから、発信コールに使用するロールオー

バーオプションを選択します。

[ロールオーバーなし（No Rollover）]：ロールオーバー機能をオフにする
場合は、このオプションを選択します。このモードでは、会議および転送

は動作しません。

[同一DN内のロールオーバー（Rollover Within Same DN）]：同じDN内で
ロールオーバーを使用する場合は、このオプションを選択します。この場

合、電話会議およびコール転送は同じ電話番号を使用して（異なる回線

で）行われます。

[任意の回線へのロールオーバー（Rollover to any line）]：任意の回線にロー
ルオーバーする場合は、このオプションを選択します。会議およびコール

転送は、元のコールとは異なる電話番号と回線を使用して行われます。

[発信コールのロール
オーバー（Outbound
Call Rollover）]

このデバイスの不在ポートを指示する場合に、このチェックボックスをオ

ンにします。

[不在ポート
（Unattended Port）]

SIPと SCCPを実行している電話で DTMF受信を必須にするには、この
チェックボックスをオンにします。

[DTMF受信が必要
（Require DTMF
Reception）]

[外部データ位置情報（External Data Locations Information）]

情報ボタンに対応するヘルプテキスト URLを入力します。情報（Information）

ディレクトリサーバの URLを入力します。ディレクトリ

（Directory）

ボイスメッセージングアクセスパイロット番号を入力します。メッセージ

（Messages）

サービスメニューの URLを入力します。サービス（Services）

電話Webサーバに対する要求を検証するために電話機で使用する URLを
入力します。認証URLを指定しないと、Cisco Unified IP Phone上の認証を
必要とする拡張機能は有効になりません。デフォルトの設定を受け入れる

には、このフィールドを空白にします。

この URLはデフォルトでは、インストール時に設定される Cisco Unified
IP Phoneの [セルフケアポータル（Self Care Portal）]ウィンドウにアクセ
スします。

[認証サーバ
（Authentication
Server）]
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説明（Description）フィールド

電話機の HTTPクライアントからローカルホストアドレス以外に対する
プロキシ HTTPのアクセス要求に使用するホストとポート（たとえば、
proxy.cisco.com:80）を入力します。

電話機がサービスで URL（www.cisco.comなど）を受信した場合、その電
話機がcisco.comドメインに設定されていなければ、電話機はプロキシサー
バを使用してURLにアクセスします。電話機が cisco.comドメインに設定
されている場合は、その電話機は URLと同じドメイン内にあるため、プ
ロキシを使用せずに URLにアクセスします。

デフォルトの設定を受け入れるには、このフィールドを空白にします。

プロキシサーバ

電話機が使用されていない時間が [アイドルタイマー（Idle Timer）]フィー
ルドで指定されている値に達した時点で Cisco Unified IP Phoneの画面に表
示する URLを入力します。たとえば、電話が 5分間使用されていない場
合、画面にロゴを表示できます。デフォルト値を使用するには、このフィー

ルドを空白にします。

アイドル（Idle）

[アイドル（Idle）]フィールドで指定されている URLを電話で表示するま
での経過時間（秒数）を入力します。デフォルト値を使用するには、この

フィールドを空白にします。

[アイドルタイマー
（Idle Timer）]

電話Webサーバに対する要求を検証するために電話機で使用するセキュ
ア URLを入力します。

セキュア認証 URLを指定しない場合、デバイスは非セキュア
な URLを使用します。セキュアな URLと非セキュアな URL
の両方を指定した場合、デバイスはその機能に基づいて適切な

URLを選択します。

（注）

この URLはデフォルトでは、インストール時に設定される Cisco Unified
IP Phoneの [セルフケアポータル（Self Care Portal）]ウィンドウにアクセ
スします。

デフォルトの設定を受け入れるには、このフィールドを空白にします。

最大長は 255文字です。

[セキュア認証URL
（Secure
Authentication URL）]
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説明（Description）フィールド

電話機がディレクトリ情報を取得する際の取得元サーバのセキュア URL
を入力します。このパラメータには、ユーザが [電話帳（Directory）]ボタ
ンを押したときに Cisco Unified IP Phoneが使用するセキュア URLを指定
します。

セキュアディレクトリURLを指定しない場合、デバイスは非
セキュアなURLを使用します。セキュアなURLと非セキュア
な URLの両方を指定した場合、デバイスはその機能に基づい
て適切な URLを選択します。

（注）

デフォルトの設定を受け入れるには、このフィールドを空白にします。

最大長は 255文字です。

[セキュアディレクト
リ URL（Secure
Directory URL）]

電話機が使用されていない時間が [アイドルタイマー（Idle Timer）]フィー
ルドで指定されている値に達した時点で Cisco Unified IP Phoneのディスプ
レイに表示する情報のセキュア URLを入力します。たとえば、電話が 5
分間使用されていない場合、LCDにロゴを表示できます。

セキュアアイドル URLを指定しない場合、デバイスは非セ
キュアなURLを使用します。セキュアなURLと非セキュアな
URLの両方を指定した場合、デバイスはその機能に基づいて
適切な URLを選択します。

（注）

デフォルト設定を受け入れるには、このフィールドを空白のままにしま

す。

最大長は 255文字です。

[セキュアアイドル
URL（Secure Idle
URL）]

Cisco Unified IP Phoneがヘルプテキスト情報を見つけられるサーバロケー
ションのセキュア URLを入力します。この情報は、ユーザが電話機の情
報（i）ボタンまたは疑問符（?）ボタンを押すと表示されます。

セキュア情報 URLを指定しない場合、デバイスは非セキュア
な URLを使用します。セキュアな URLと非セキュアな URL
の両方を指定した場合、デバイスはその機能に基づいて適切な

URLを選択します。

（注）

デフォルト設定を受け入れるには、このフィールドを空白のままにしま

す。

最大長は 255文字です。

[セキュア情報URL
（Secure Information
URL）]
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説明（Description）フィールド

メッセージサーバのセキュア URLを入力します。ユーザが [メッセージ
（Messages）]ボタンを押すと、Cisco Unified IP Phoneはこの URLにアク
セスします。

セキュアメッセージURLを指定しない場合、デバイスは非セ
キュアなURLを使用します。セキュアなURLと非セキュアな
URLの両方を指定した場合、デバイスはその機能に基づいて
適切な URLを選択します。

（注）

デフォルト設定を受け入れるには、このフィールドを空白のままにしま

す。

最大長は 255文字です。

[セキュアメッセージ
URL（Secure
Messages URL）]

Cisco Unified IP Phoneサービスのセキュア URLを入力します。この設定
は、ユーザが [サービス（Services）]ボタンを押したときにセキュアCisco
Unified IP Phoneがアクセスする場所を指定します。

セキュアサービス URLを指定しない場合、デバイスは非セ
キュアなURLを使用します。セキュアなURLと非セキュアな
URLの両方を指定した場合、デバイスはその機能に基づいて
適切な URLを選択します。

（注）

デフォルト設定を受け入れるには、このフィールドを空白のままにしま

す。

最大長は 255文字です。

[セキュアサービス
URL（Secure Services
URL）]

Tまたは Fと入力します。ホットラインデバイスは他のホットラインデ
バイスにのみ接続できます。これは PLARの拡張機能です。PLARでは、
電話がオフフックになった場合に自動的にダイヤルする特定の電話番号を

設定します。ホットラインによって、PLARを使用するデバイスに追加の
制限を適用できます。

ホットラインを実装するには、補足サービスソフトキーなしのソフトキー

テンプレートも作成して、そのソフトキーテンプレートをホットライン

デバイスに適用する必要があります。

[ホットラインデバイ
ス（Hotline Device）]

内線番号情報

エクステンションモビリティを有効にする場合は、このチェックボックス

をオンにします。

0（オフ）を選択するとこの機能が無効になり、1（オン）を選択するとこ
の機能が有効になります。

ユーザはエクステンションモビリティを使用することで、Cisco Unified IP
Phoneにログイン/ログアウトできます。

[エクステンションモ
ビリティの有効化

（Enable Extension
Mobility）]
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説明（Description）フィールド

Cisco Unified Communications Manager Administrationを使用して、設定済み
の任意のサービスを選択します。

[IPサービス1（IP
Services1）]

Unified Communications Manager Administrationを使用して、設定済みの任
意のサービスを選択します。

Unified Communications Manager Bulk Administration Tool（BAT）を使用し
て、1回のトランザクションで 2つ以上の IPサービスを更新することはで
きません。

[IPサービス2（IP
Services2）]

[Certification Authority Proxy Function（CAPF）の情報（Certification Authority Proxy Function (CAPF)
Information）]

（これらのパラメータは、認証または暗号化をサポートできるデバイスにのみ表示されます）。

ドロップダウンリストボックスのオプションから、実行する [証明書の操
作（Certificate Operation）]を選択します。

• [保留中の操作なし（No Pending Operation）]：このデバイスに関して
保留中の証明書の操作リストはありません。このオプションを選択す

ると、残りの CAPFフィールドが無効になります。

• [インストール/アップグレード（Install/Upgrade）]：証明書の操作をイ
ンストールまたはアップグレードします。

• [削除（Delete）]：証明書操作を削除します。

• [トラブルシューティング（Troubleshoot）]：証明書の操作をトラブル
シューティングします。

[証明書の操作
（Certificate
Operation）]

デバイスごとに一意の認証文字列を生成するには、このチェックボックス

をオンにします。

[一意の認証文字列を
各デバイスに生成

（Generate unique
authentication string for
each device）]

[認証モード（Authentication Mode）]が [認証ストリング（By Authentication
String）]の場合、認証文字列を入力します。または、[文字列を生成
（Generate String）]をクリックしてシステムで文字列を生成させます。

[認証文字列
（Authentication
String）]

証明書の操作の完了日を入力します。日付形式は YYYY: MM: DD: HHで
す。デフォルトの完了日は、現在のシステム日付から 10日後です。

[操作の完了期限
（Operation Completes
By）]

[マルチレベル優先順位およびプリエンプション（MLPP）情報（MultiLevelPrecedenceandPreemption
(MLPP) Information）]
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説明（Description）フィールド

利用可能な場合、この設定は、優先トーンを再生できるデバイスで、MLPP
優先コールの発信時にこの機能を使用するかどうかを指定します。

ドロップダウンリストから、このデバイスに割り当てる設定として次のオ

プションのいずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：このデバイスはMLPP通知設定をデバイス
プールから継承します。

• [オフ（Off）]：このデバイスはMLPP優先コールの通知を送信しませ
ん。

• [オン（On）]：このデバイスはMLPP優先コールの通知を送信しま
す。

デバイスの [MLPP通知（MLPP Indication）]設定が [オフ
（Off）]、[MLPPプリエンプション（MLPP Preemption）]設定
が [強制（Forceful）]という設定値の組み合わせは使用しない
でください。

（注）

[MLPP通知（MLPP
Indication）]

利用可能な場合、この設定は、進行中のコールをプリエンプションできる

デバイスで、MLPP優先コールの発信時にこの機能を使用するかどうかを
指定します。

ドロップダウンリストから、このデバイスに割り当てる設定として次のオ

プションのいずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：このデバイスはMLPPプリエンプション設
定をデバイスプールから継承します。

• [無効（Disable）]：このデバイスは、MLPP優先コールの発信時に進
行中のコールをプリエンプション処理しません。

• [強制（Forceful）]：このデバイスは、MLPP優先コールの発信時に進
行中のコールをプリエンプション処理します。

デバイスの [MLPP通知（MLPP Indication）]を [オフ（Off）]
に設定すると同時に、[MLPPプリエンプション（MLPP
Preemption）]を [強制（Forceful）]に設定することはできませ
ん。

（注）

[MLPPプリエンプ
ション（MLPP
Preemption）]

このデバイスに関連付けられているMLPPドメインの 16進数値を入力し
ます。この値は空白または 0～ FFFFFFの値にしてください。

[MLPPドメイン
（MLPP Domain）]
（「0000FF」など）

サイレント（DND）
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説明（Description）フィールド

DND機能を有効にするには、このチェックボックスをオンにします。サイレント（Do Not
Disturb）

ドロップダウンリストボックスから、DNDのオプションとして次のいず
れかを選択します。

•なし（None）

• [呼出音オフ（Ringer Off）]

• [コール拒否（Call Reject）]

• [共通の電話プロファイル設定を使用（Use Common Phone Profile
Setting）]

[DNDオプション
（DND Option）]

ドロップダウンリストから、次のオプションのいずれかを選択します。

•なし（None）

•無効にする（Disable）

• [点滅アラートのみ（Flash Only）]

• [ビープ音のみ（Beep Only）]

DND呼出音（DND
Incoming Call Alert）

[セキュアシェル情報（Secure Shell Information）]

セキュアシェルユーザーのユーザー IDを入力します。設定中の電話機が
セキュアシェルアクセスをサポートしていない場合、このフィールドは

表示されません。Cisco Technical Assistance Center（TAC）では、トラブル
シューティングにセキュアシェルを使用します。TACにお問い合わせく
ださい。

[セキュアシェルユー
ザー（Secure Shell
User）]

セキュアシェルユーザーのパスワードを入力します。設定中の電話機が

セキュアシェルアクセスをサポートしていない場合、このフィールドは

表示されません。TACにお問い合わせください。

[セキュアシェルパス
ワード（Secure Shell
Password）]

[Cisco IP Phoneサービスの割り当て（Assign IP Phone Services）]

ドロップダウンリストボックスから、電話を更新するために使用するサー

ビスのリストが含まれるテンプレートを選択します。

[IP Phoneサービスの編集（Edit IP Phone Service）]リンクをクリックして、
このテンプレート内の登録済み Cisco Unified IP Phoneサービスを更新でき
ます。

このテンプレートか

らすべてのサービス

を追加（Add All
Services From This
Template）
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説明（Description）フィールド

重複する IP Phoneサービスを削除するには、このチェックボックスをオン
にします。このチェックボックスをオンにすると、重複するサービス登録

が電話機およびユーザデバイスプロファイルから削除されます。IPシス
テムは、IPサービス名に基づいてサービスを削除します。

重複の削除（Remove
Duplicate）

[プロダクト固有の情報（Product Specific Information）]

ドロップダウンリストボックスから、デバイスに設定するモードを選択

します。

[システムデフォルトの使用（Use System Default）]：電話機は、[デバイス
セキュリティモード（Device Security Mode）]エンタープライズパラメー
タに指定された値を使用します。

[非セキュア（Non Secure）]：この電話機にはセキュリティ機能がありませ
ん。Unified Communications Managerへの TCP接続が開かれます。

[Authenticated]：Unified Communications Managerは電話の整合性と認証を
提供します。NULL/SHAを使用する TLS接続が開きます。

[Encrypted]：Unified Communications Managerは電話の整合性、認証、およ
び暗号化を提供します。AES128/SHAを使用する TLS接続が開きます。

このフィールドは、電話機モデルが認証または暗号化をサポートしている

場合にのみ適用されます。

[デバイスセキュリ
ティモード（Device
Security Mode）]

重複する IP Phoneサービスを削除するには、このチェックボックスをオン
にします。このチェックボックスをオンにすると、重複するサービス登録

が電話機およびユーザデバイスプロファイルから削除されます。IPシス
テムは、IPサービス名に基づいてサービスを削除します。

[すべての電話および
デバイスプロファイ

ルから、重複するIP
サービスを削除する

（Remove Duplicate IP
Services from all
Phones and Device
Profiles）]

スピーカフォンを無効にするには、このチェックボックスをオンにしま

す。

[スピーカフォンの無
効化（Disable
SpeakerPhone）]

スピーカフォンとヘッドセットを無効にするには、このチェックボックス

をオンにします。

[スピーカフォンと
ヘッドセットの無効

化（Disable
Speakerphone And
Headset）]

このフィールドを使用して、転送の遅延を有効または無効にします。コー

ルを転送する前に、ポートに数秒待機させるには、[有効にする（Enable）]
を選択します。

[転送の遅延
（Forwarding Delay）]
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説明（Description）フィールド

このフィールドを使用して、スイッチが組み込まれた電話機の PCポート
を有効または無効にします。電話機背面の「10/100 PC」というラベルの
ポートを使用すると、電話機に PCまたはワークステーションを接続でき
ます。

[PCポート（PC
Port）]

このフィールドを使用して、ユーザに電話の設定へのアクセスを許可する

かどうかを選択します。オプションは [有効（Enabled）]と [無効（Disable）]
です。

[設定へのアクセス
（Setting Access）]

[有効（Enabled）]または [無効（Disabled）]を選択して Gratuitous ARPを
制御します。

[Gratuitous ARP]

[有効（Enabled）]または [無効（Disabled）]を選択して PCの音声 VLAN
へのアクセスを制御します。

[PCの音声 VLANへ
のアクセス（PC
Voice VLAN
Access）]

[有効（Enabled）]または [無効（Disabled）]を選択してビデオ機能へのア
クセスを制御します。

[ビデオ機能（Video
Capabilities）]

[有効（Enabled）]または [無効（Disabled）]を選択して、電話機で自動回
線選択を有効または無効にします。

[自動回線選択（Auto
Line Select）]

[有効（Enabled）]または [無効（Disabled）]を選択して電話機でのWebア
クセスを有効または無効にします。

[Webアクセス（Web
Access）]
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第 9 章

電話の削除

この章では、電話機またはその他の IPテレフォニーデバイスのグループを Cisco Unified
Communications Managerデータベースから削除する方法について説明します。クエリまたはカ
スタムファイルのいずれかを使用して、削除する既存の電話機レコードを検索できます。ま

た、未割り当ての電話番号を検索して削除することもできます。

•クエリを使用した電話機の削除（191ページ）
•カスタムファイルを使用した電話機の削除（193ページ）
•未割り当ての電話番号の削除（195ページ）

クエリを使用した電話機の削除
削除する電話機レコードを特定するためのクエリを作成します。

削除アクションは不可逆です。削除したレコードを復元することはできません。注意

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話の削除（Delete Phones）] > [ク
エリ（Query）]の順に選択します。
[電話の一括削除（Bulk Phones Delete Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [電話の検索（Find Phone where）]ドロップダウンリストボックスから、次の条件のいずれか
を選択します。

• [デバイス名（Device Name）]
•説明
•電話番号（Directory Number）
• [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]
• [デバイスプール（Device Pool）]
• [デバイスタイプ（Device Type）]
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• [コールピックアップグループ（Call Pickup Group）]
• [LSCステータス（LSC Status）]
•認証文字列
• [デバイスプロトコル（Device Protocol）]
• [セキュリティプロファイル（Security Profile）]
•未割り当ての DN
• [最後の登録（Last Registered）]

• [最後のアクティブ（Last Active）]

2番目の [電話の検索（Find Phone where）]ドロップダウンリストボックスから、次の条件の
いずれかを選択します。

•～で始まる
•～を含む
•次の文字列と完全に一致する
•次の文字列で終わる
•空である
•～が空ではない

ステップ 3 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

データベースに登録されているすべての電話機を検索するには、検索テキストを何

も入力せずに [検索（Find）]をクリックします。
ヒント

ステップ 4 さらにクエリを定義して複数のフィルタを追加するには、[絞り込み（Search Within Results）]
チェックボックスをオンにして、ドロップダウンボックスから [AND]または [OR]を選択し、
ステップ 2（191ページ）とステップ 3（192ページ）を繰り返します。

ステップ 5 [検索（Find）]をクリックします。

検出された電話機が次の分類で表示されます。

• [デバイス名（Device Name）]
•説明
• [デバイスプール（Device Pool）]
• [デバイスプロトコル（Device Protocol）]
• [ステータス（Status）]
• [最後の登録（Last Registered）]

• [最後のアクティブ（Last Active）]

• Unified CM

• [IPアドレス（IP Address）]

ステップ 6 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 7 削除方法を選択します。次のいずれかを実行します。
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a) すぐに電話機レコードを削除する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックし
ます。

b) 後で電話機レコードを削除する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

クエリテキストボックスに何も情報を入力しない場合、システムはすべての電話

機レコードを削除します。削除アクションは不可逆です。削除したレコードを復元

することはできません。

注意

ステップ 8 電話機レコードを削除するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

ジョブを送信する前に、表示された結果リストの全体を必ず確認してください。（注）

このジョブをスケジュールするか、アクティブにするには、[ジョブの設定（JobConfiguration）]
ウィンドウを使用します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

カスタムファイルを使用した電話機の削除
テキストエディタを使用して、削除する電話機のカスタムファイルを作成できます。同じカ

スタムファイル内にMACアドレスとデバイス名を含めることはできますが、その同じファイ
ルに電話番号を含めることはできません。別々のファイル（デバイス名とMACアドレスを含
む 1つのファイル、および電話番号を含むもう 1つのファイル）を作成する必要があります。

bat.xltで作成された挿入トランザクションまたはエクスポートトランザクションのファイルを
削除トランザクションに使用しないでください。代わりに、削除する必要のある電話機レコー

ドの詳細を含むカスタムファイルを作成する必要があります。削除トランザクションにはこの

ファイルだけを使用してください。

（注）

削除アクションは不可逆です。削除したレコードを復元することはできません。注意

始める前に

1. 削除する電話機に関する次のいずれかの詳細情報を列挙したテキストファイルを作成しま
す。

• [デバイス名（Device Name）]

•説明
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•電話番号

カスタム削除ファイルに、デバイス名、説明、または電話番号の値を入力します。カスタム削

除ファイルに見出しを含める必要はありません。

（注）

2. カスタムファイルを Unified Communications Managerサーバーにアップロードします。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話の削除（Delete Phones）] > [カ
スタムファイル（Custom File）]の順に選択します。
[電話の一括削除（Bulk Phones Delete Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [電話の削除（Delete Phones where）]ドロップダウンリストボックスで、次の条件のいずれか
から作成済みのカスタムファイルのタイプを選択します。

• [デバイス名（Device Name）]
• Directory Number
•説明

ステップ 3 カスタムファイルのリストで、この削除用のカスタムファイルのファイル名を選択します。

ステップ 4 [検索（Find）]をクリックします。検索条件に一致する電話機のリストが表示されます。

ステップ 5 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 6 削除方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐに電話機レコードを削除する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックし
ます。

b) 後で電話機レコードを削除する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

削除アクションは不可逆です。削除したレコードを復元することはできません。注意

ステップ 7 電話機レコードを削除するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

このジョブをスケジュールするか、アクティブにするには、[ジョブの設定（JobConfiguration）]
ウィンドウを使用します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）
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未割り当ての電話番号の削除
クエリを使って特定した電話機レコードで未割り当て電話番号を削除します。

削除アクションは不可逆です。削除した未割り当て電話番号を復元することはできません。注意

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話の削除（Delete Phones）] > [未
定義のDNの削除（Delete Unassigned DN）]の順に選択します。
[未定義の電話番号の削除（Delete Unassigned Directory Numbers）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 最初の [未割り当ての電話番号の一括削除（Delete Bulk Unassigned Directory Number where）]ド
ロップダウンリストボックスから、次の条件のいずれかを選択します。

•パターン
•説明
• [ルートパーティション（Route Partition）]

2番目の [未割り当ての電話番号の一括削除（Delete Bulk Unassigned Directory Number where）]
ドロップダウンリストボックスから、次の条件のいずれかを選択します。

•～で始まる
•～を含む
•次の文字列と完全に一致する
•次の文字列で終わる
•空である
•～が空ではない

ステップ 3 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

ステップ 4 [検索（Find）]をクリックします。

次の条件に基づいて、検出された電話機のリストが表示されます。

•パターン
•説明
• Partition

データベースに登録されているすべての未定義のディレクトリ番号を見つけるに

は、検索テキストを入力せずに、[検索（Find）]をクリックします。
ヒント

ステップ 5 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

デフォルトの説明は [未定義のDNの削除：クエリ（Delete Unassigned DN - Query）]です。
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ステップ 6 削除方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐに未割り当て電話番号を削除するには、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリック
します。

b) 後で電話機レコードを削除する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

削除アクションは不可逆です。削除した未割り当て電話番号を復元することはでき

ません。

注意

ステップ 7 電話機レコードを削除するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

ジョブを送信する前に、表示された結果リストの全体を必ず確認してください。（注）

このジョブをスケジュールするか、アクティブにするには、[ジョブの設定（JobConfiguration）]
ウィンドウを使用します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
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第 10 章

電話のエクスポート

この章では、エクスポートユーティリティを使用して、複数の Cisco Unified Communications
Managerサーバから 1台の Cisco Unified Communications Managerサーバ上にレコードをマージ
する方法について説明します。

•電話機レコードのエクスポート（197ページ）
•エクスポートされる電話機レコードのフィールド（198ページ）
•電話機レコードのエクスポート（202ページ）
•エクスポートまたはインポートする複数のユーザ電話機（204ページ）
•電話のエクスポート関連のトピック（204ページ）

電話機レコードのエクスポート
Unified Communications Managerサーバー間でレコードを移動するには、電話機レコードのエク
スポートオプションを使用します。移動対象のレコードのみをエクスポートします。エクス

ポートできるのは、以下のレコードです。

•電話機レコード

•ユーザレコード

•ユーザデバイスプロファイルレコード

オプションで、テキストエディタを使用して CVSファイルを編集できます。レコードは、そ
のレコードのファイル形式に指定された形式に従っていなければなりません。たとえば、電話

機レコードは、電話ファイル形式に従っている必要があります。

CSVファイルを編集する際は、十分に注意してください。誤った形式のレコードを挿入する
と、電話機が機能しなくなる可能性があります。

注意

電話機レコードをエクスポートする場合、2つのオプションからファイル形式を選択できます。

• [固有の詳細（Specific Details）]：設定が類似している複数の電話機の場合
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• [すべての詳細（All Details）]：回線の設定が異なる複数の電話機の場合（複数のパーティ
ションやコーリングサーチスペースが使用されているなど）

エクスポートしたレコードを挿入する準備ができたら、レコードを挿入する順序に注意してく

ださい。デバイスが既存のユーザに適切に関連付けられるよう、最初にユーザレコードを挿入

する必要があります。

1. CSVファイルを Unified Communications Managerにアップロードします。

2. ユーザレコードを挿入します。

3. 電話機レコードを挿入します。

4. ユーザデバイスプロファイルレコードを挿入します。

5. ログファイルでエラーの有無を確認します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
電話機レコードのエクスポート（202ページ）
ユーザデバイスプロファイルレコードのエクスポート（436ページ）
ユーザレコードのエクスポート（293ページ）
電話のエクスポート関連のトピック（204ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

エクスポートされる電話機レコードのフィールド

デフォルトの電話ファイル形式でエクスポートされるフィールド

エクスポートされるデフォルトの電話ファイル形式オプションは、設定が類似している電話機

の電話ファイル形式をエクスポートするときに便利です。デフォルトの電話機レコードは、定

義されているクエリを使用してエクスポートされます。

次の表に、デフォルトの電話ファイル形式を選択した場合にエクスポートされるフィールドの

一覧を示します。

表 7 :デフォルトの電話ファイル形式でエクスポートされるフィールド

エクスポートされるフィールドフィールドタイプ

[MACアドレス（MAC Address）]、[説明（Description）]、[ロケーショ
ン（Location）]

[デバイスフィール
ド（Device Fields）]
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エクスポートされるフィールドフィールドタイプ

[電話番号（Directory Number）]、[表示（Display）]、[回線のテキストラ
ベル（Line Text Label）]、[話中転送（外部）（Forward Busy External）]、
[話中転送（内部）（Forward Busy Internal）]、[無応答時転送（内部）]、
[無応答時転送（外部）（Forward No Answer External）]、[無カバレッジ
時転送（内部）（Forward No Coverage Internal）]、[無カバレッジ時転送
（外部）（Forward No Coverage External）]、[コールピックアップグルー
プ（Call Pickup Group）]

[回線フィールド
（Line Fields）]

[すべての電話の詳細（All Phone Details）]ファイル形式でエクスポートされるフィールド

[すべての電話の詳細（All Phone Details）]オプションを使用して電話機レコードをエクスポー
トすると、電話の特定モデルの電話機レコードと、電話に関連付けられているすべてのデバイ

スフィールド情報、各種回線属性、サービスがエクスポートされます。あるいは、1つのファ
イルにすべての電話モデルをエクスポートすることもできます。すべての電話のタイプを1つ
のファイルにエクスポートするには、[デバイスタイプの選択（Select the Device Type）]ドロッ
プダウンリストボックスから [すべての電話タイプ（All Phone Types）]を選択できます。ク
エリを使用してレコード数を制限することはできません。

次の表に、[すべての電話の詳細（All Phone Details）]ファイル形式を選択した場合にエクス
ポートされるフィールドの一覧を示します。

すべての [電話の詳細（All Phone Details）]ファイル形式を使用してエクスポートするときに
は、MACアドレスではなくデバイス名が保存されます。

（注）
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表 8 : [すべての電話の詳細（All Phone Details）]ファイル形式でエクスポートされるフィールド

エクスポートされるフィールドフィールドタイプ

[デバイス名（Device Name）]、[説明（Description）]、[所有者のユーザID
（Owner User ID,）]、[デバイスプール（Device Pool）]、[CSS]、[AAR
CSS]、[メディアリソースグループリスト（Media Resource Group List）]、
[ユーザ保留音源（User Hold Audio Source）]、[ネットワーク保留音源
（Network Hold Audio Source）]、[ロケーション（Location）]、[ユーザロ
ケール（User Locale）]、[ネットワークロケール（Network Locale）]、[電
話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]、[拡張モジュールタイプ
I（Expansion Module Type I）]、[拡張モジュールタイプII（Expansion Module
Type II）]、[ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]、[電話ロード
名（Phone Load Name）]、[モジュール1ロード名（Module 1 Load Name）]、
[モジュール2ロード名（Module 2 Load Name）]、[ログインユーザ ID（Login
user ID）]、[ビルトインブリッジ（Built in Bridge）]、[MLPP通知（MLPP
Indication）]、[MLPPプリエンプション（MLPP Preemption）]、[MLPPドメ
イン（MLPP Domain）]、[ビデオコールをオーディオとして再試行（Retry
Video call as Audio）]、[プライバシー（Privacy）]、[セキュリティモード
（Security Mode）]、[プレゼンテーションインジケータを無視（Ignore
Presentation Indicators）]、[シングルパケットキャプチャモード（Single
Packet Capture mode）]、[パケットキャプチャ時間（Packet Capture
Duration）]、[証明書の操作（Certificate Operation）]、[認証モード
（Authentication Mode）]、[認証文字列（Authentication String）]、[キーサ
イズ（ビット）（Key Size (bits)）]、[操作の完了期限（Operation Completes
By）]

[デバイスフィール
ド（Device Fields）]

[情報（Information）]、[ディレクトリ（Directory）]、[メッセージ
（Messages）]、[サービス（Services）]、[認証サーバ（Authentication
Server）]、[プロキシサーバ（Proxy Server）]、[アイドル（Idle）]、[アイ
ドルタイマー（Idle Timer）]、[エクステンションモビリティの有効化
（Enable Extension Mobility）]、[ログアウトプロファイル（Logout
Profile）]、[ログインユーザID（Login User ID）]、[ログイン時刻（Login
Time）]、[ログアウト時刻（Logout Time）]、[プロダクト固有の XML
（Product Specific XML）]

モデル固有のデバイ

スフィールド

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
200

電話

エクスポートされる電話機レコードのフィールド



エクスポートされるフィールドフィールドタイプ

[電話番号（Directory Number）]、[パーティション（Partition）]、[ボイス
メールプロファイル（Voice Mail Profile）]、[回線CSS（Line CSS）]、[AAR
グループ（AAR Group）]、[回線ユーザ保留音源（Line User Hold Audio
Source）]、[回線ネットワーク保留音源（Line Network Hold Audio Source）]、
[自動応答（Auto Answer）]、[ボイスメールへの不在転送（Forward All to
Voice Mail）]、[不在転送の接続先（Forward All Destination）]、[不在転送
CSS（Forward All CSS）]、[ボイスメールへの話中転送（Forward Busy
External to Voice Mail）]、[話中転送の接続先（外部）（Forward Busy External
Destination）]、[話中転送（外部）CSS（Forward Busy External CSS）]、[ボ
イスメールへの無応答時転送（外部）（Forward No Answer External to Voice
Mail）]、[無応答時転送の接続先（外部）（Forward No Answer External
Destination）]、[無応答時転送（外部）CSS（Forward No Answer External
CSS）]、[ボイスメールへの失敗時転送（Forward On Failure to Voice
Mail）]、[失敗時転送の接続先（Forward On Failure Destination）]、[失敗時
転送CSS（Forward on Failure CSS）]、[コールピックアップグループ（Call
pickup group）]、[ボイスメールへの話中転送（内部）（Forward Busy Internal
to Voice Mail）]、[話中転送の接続先（内部）（Forward Busy Internal
Destination）]、[話中転送（内部）CSS（Forward Busy Internal CSS）]、[ボ
イスメールへの無応答時転送（内部）（Forward No Answer Internal to Voice
Mail）]、[無応答時転送の接続先（内部）（Forward No Answer Internal
Destination）]、[無応答時転送（内部）CSS（Forward No Answer Internal
CSS）]、[ボイスメールへのコール無カバレッジ時転送（外部）（Forward
No Call Coverage External to Voice Mail）]、[コール無カバレッジ時転送の接
続先（外部）（Forward No Call Coverage External Destination）]、[コール無
カバレッジ時転送（外部）CSS（Forward No Call Coverage External CSS）]、
[ボイスメールへのコール無カバレッジ時転送（内部）（Forward No Call
Coverage Internal to Voice Mail）]、[コール無カバレッジ時転送の接続先
（内部）（Forward No Call Coverage Internal Destination）]、[コール無カバ
レッジ時転送（内部）CSS（Forward No Call Coverage Internal CSS）]、[表
示（Display）]、[外線電話番号マスク（External Phone Number Mask）]、
[メッセージ受信ランプポリシー（Message Waiting Lamp Policy）]、[電話
機がアイドルのときの呼出音設定（Ring Setting When Idle）]、[回線のテキ
ストラベル（Line Text Label）]、[電話使用時の呼出音設定（Ring Setting
When Active）]、[無応答時の呼び出し時間（No Answer Ring Duration）]、
[MLPPターゲット接続先（MLPP Target Destination）]、[MLPPコーリング
サーチスペース（MLPP Calling Search Space）]、[MLPP無応答時の呼び出
し時間（MLPP No Answer Ring Duration）]、[コール最大数（Max Num
Calls）]、[話中トリガー（Busy Trigger）]、[コール情報表示マスク（Call
Info Display Mask）]、[呼び出し表示（Alerting Name）]

[回線フィールド
（Line Fields）]

[ユーザID（ User ID）]ユーザフィールド

[短縮ダイヤル番号（Speed Dial Number）]、[短縮ダイヤルラベル（Speed
Dial Label）]

[短縮ダイヤル
（Speed Dials）]
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エクスポートされるフィールドフィールドタイプ

[サービス名（Service Name）]、[登録済みサービス名（Subscribed Service
Name）]、[パラメータ名（Parameter Name）]、[パラメータ値（Parameter
Value）]

サービス

（Services）

電話機レコードのエクスポート
Cisco Unified Communications Managerデータベースから電話機レコードをエクスポートできま
す。電話機レコードをエクスポートした後、[一括管理（Bulk Administration）]メニューの [ファ
イルのアップロード/ダウンロード（Upload/Download Files）]オプションを使ってエクスポー
ト済みファイルを検索し、ダウンロードすることができます。

手順

ステップ 1 次のいずれかのオプションを選択します。

• [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話のエクスポート（Export
Phones）] > [固有の詳細（Specific Details）]の順に選択します。[電話機クエリのエクス
ポート（Export Phones Query）]ウィンドウが表示されます。

• [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話のエクスポート（Export
Phones）] > [すべての詳細（All Details）]の順に選択します。[電話機設定のエクスポート
（Export Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [すべての詳細（All Details）]オプションで、[デバイスタイプ（Device Type）]ドロップダウ
ンリストボックスから、デバイスのタイプまたは特定のモデルを選択します。ステップ4（203
ページ）にスキップします。

この形式でエクスポートされるフィールドのリストについては、「表7 :デフォルトの電話ファ
イル形式でエクスポートされるフィールド（198ページ）」を参照してください。

ステップ 3 [固有の詳細（Specific Details）]では、エクスポートする電話機のセットを選択することによっ
てエクスポートファイルをカスタマイズできますが、電話機の詳細を設定することはできませ

ん。

a) 最初の [電話の検索（Find Phone where）]ドロップダウンリストボックスで、次のオプショ
ンの中から選択します。

• [デバイス名（Device Name）]
•説明
•電話番号（Directory Number）
• [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]
• [デバイスプール（Device Pool）]
• [コールピックアップグループ（Call Pickup Group）]
• [LSCステータス（LSC Status）]
• [認証文字列（Authentication String）]
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• [セキュリティプロファイル（Security Profile）]
•最後の登録

•最後のアクティブ

b) 2番目のドロップダウンリストボックスでは、次のオプションの中から選択します。

•～で始まる
•～を含む
•次の文字列と完全に一致する
•次の文字列で終わる
•空である
•～が空ではない

c) [検索（Search）]フィールド/リストボックスで、デバイス名などの検索する値を選択また
は入力します。

d) さらにクエリを定義するには、[絞り込み（Search Within Results）]チェックボックスをオ
ンにし、[AND]または [OR]を選択して複数のフィルタを追加し、3.a（202ページ）～3.c
（203ページ）を繰り返します。

e) [検索（Find）]をクリックします。

検索結果が表示されます。

f) [次へ（Next）]をクリックします。

[電話機設定のエクスポート（Export Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

g) [ファイル形式（File Format）]ドロップダウンリストボックスから、電話機ファイル形式
を選択します。

ステップ 4 [ファイル名（File Name）]テキストボックスに、エクスポートファイルの名前を入力します。

ステップ 5 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 6 エクスポート方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐに電話機レコードをエクスポートする場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をク
リックします。

b) 後でエクスポートする場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 7 電話機レコードをエクスポートするためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリッ
クします。

このジョブをスケジュールするか、アクティブ化するには、[一括管理（Bulk Administration）]
メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
電話のエクスポート関連のトピック（204ページ）
ファイルのアップロードおよびダウンロード（23ページ）
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エクスポートまたはインポートする複数のユーザ電話機
エクスポートされたファイル名には、接尾辞としてタイムスタンプが付加されます。エクス

ポート電話機で繰り返し実行されるジョブがスケジュールされている場合は、情報が同じファ

イル名でエクスポートされますが、タイムスタンプが異なります。

ユーザが複数存在する電話機を含むエクスポートファイルをインポートすると、すべてのユー

ザが 1つのレコードでエクスポートされます。

関連トピック

電話のエクスポート関連のトピック（204ページ）

電話のエクスポート関連のトピック
•電話機レコードのエクスポート（202ページ）

•ユーザレコードのエクスポート（293ページ）

•ユーザデバイスプロファイルレコードのエクスポート（436ページ）
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第 11 章

電話回線の追加および更新

この章では、特定のデバイスのグループまたはユーザデバイスプロファイルの回線属性を [回
線の更新（Update Lines）]オプションによって更新する方法について説明します。電話および
ユーザデバイスプロファイルの回線は、これら両方がクエリ結果の一部である場合は同時に

更新されます。

電話が Cisco Unified Communications Managerデータベースから削除された場合、その電話番号
はデータベース内に残ります。これらの孤立した電話番号を管理するために、[回線の更新
（Update Lines）]オプションを使用して、未割り当ての電話番号を検索してから削除したり、
それらの電話番号を更新したりできます。

（注）

Cisco Unified Communications Managerデータベース内にある既存の電話のグループまたはユー
ザデバイスプロファイルに回線を追加できます。テンプレートを使用して新しい回線を追加

する場合、電話サービスもスピードダイヤルも変更できません。Cisco Unified Communications
Manager一括管理（BAT）では、既存のデバイスに回線を追加する際、テンプレート上のそれ
らのフィールドは無視されます。

•クエリを使用した電話回線の更新（205ページ）
•電話回線の更新フィールドの説明（207ページ）
•既存の電話機および UDPへの電話回線の追加（216ページ）
• BATスプレッドシートを使用した既存の電話機への電話回線の追加（217ページ）
• BATスプレッドシートを使用して回線を追加する場合の電話回線フィールドの説明（218
ページ）

クエリを使用した電話回線の更新
クエリを使用して電話回線を更新できます。
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手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [回線の追加/更新（Add/Update
Lines）] > [回線の更新（Update Lines）]または [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザ
デバイスプロファイル（User Device Profiles）] > [回線の追加/更新（Add/Update Lines）] > [回
線の更新（Update Lines）]の順に選択します。

[回線更新クエリ（Update Lines Query）]ウィンドウが表示されます。

クエリを指定しない場合、すべての回線を更新できます。電話回線の更新フィール

ドの説明（207ページ）にスキップします。
（注）

ステップ 2 最初の [回線の検索（Find Line where）]ドロップダウンリストボックスから、次の条件のい
ずれかを選択します。

• [電話番号（Directory Number）]
•［ルートパターン（Route Pattern）］
• [回線の説明（Line Description）]
• [コーリングサーチスぺース（電話機）（Calling Search Space (Phone)）]
• Calling Search Space (Line)
• [デバイスプール（Device Pool）]
• Device Description
• Line Position
•未割り当ての DN
• [コールピックアップグループ（Call Pickup Group）]

孤立した電話番号を特定して削除するには、[未定義の DN（Unassigned DN）]
「」を使用します。

（注）

2番目の [回線の検索（Find Line where）]ドロップダウンリストボックスから、次の条件のい
ずれかを選択します。

•～で始まる
•～を含む
•次の文字列と完全に一致する
•次の文字列で終わる
•空である
•～が空ではない

ステップ 3 [検索（Search）]フィールドリストボックスで、特定する値を選択または入力します。

例：

リストから [ルートパーティション（Route Partition）]を選択することも、電話番号の範囲を
入力することもできます。

データベースに登録されているすべての回線を検索するには、検索テキストを何も

入力せずに [検索（Find）]をクリックします。
ヒント
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ステップ 4 さらにクエリを定義して複数のフィルタを追加するには、[絞り込み（Search Within Results）]
チェックボックスをオンにして、ドロップダウンボックスから [AND]または [OR]を選択し、
ステップ 2とステップ 3を繰り返します。

ステップ 5 影響を受けるレコードを表示するには、[検索（Find）]をクリックします。

検出された回線のリストが次の分類で表示されます。

•パターン/電話番号
•パーティション（Partition）
•説明

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。

[回線の更新（Update Lines）]ダイアログボックスの一番上に、選択したクエリのタイプが表
示されます。

クエリのタイプを変更する場合は、[戻る（Back）]をクリックします。ヒント

ステップ 7 クエリの中で定義したすべてのレコードを対象として更新する設定値を指定します。

更新する複数のパラメータを選択できます。フィールドの説明については、「電話回線の更新

フィールドの説明（207ページ）」を参照してください。

ステップ 8 オンに設定したパラメータの [値（Value）]フィールドで、新しい値を入力するか、リスト
ボックスから値を選択します。

ステップ 9 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 10 挿入方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐに回線を挿入する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックします。
b) 後で挿入する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 11 電話機レコードを挿入するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

このジョブをスケジュールするか、アクティブにするか、またはその両方を行うには、[ジョ
ブの設定（Job Configuration）]ウィンドウを使用します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

電話回線の更新フィールドの説明
次の表で、回線詳細の更新に関するフィールドの説明を示します。

一部のフィールドには、Cisco Unified Communications Managerからの値が表示されます。それ
らの値は、Cisco Unified Communications Manager Administrationで設定する必要があります。
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表 9 :回線の詳細を更新する場合のフィールドの説明

説明フィールド

パーティションを選択します。パーティションは、電話番号が属す

るルートパーティションを表します。

この電話番号は、複数のパーティションで表示される可

能性があります。

（注）

[ルートパーティション
（Route Partition）]

この電話番号から発信された番号を検索する対象のパーティション

を選択します。

この設定を変更すると、[コールピックアップグループ
（Call Pickup Group）]フィールドにリストされている
ピックアップグループ名が更新されます。この設定値

は、この電話番号を使用するすべてのデバイスに適用さ

れます。

（注）

[コーリングサーチスペース
（回線）（Calling Search
Space (Line)）]

コールが指定の接続先に転送されるときに使用するコーリングサー

チスペースを選択します。

この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバイ

スに適用されます。

（注）

[不在転送時コーリングサー
チスペース（Secondary
Calling Search Space for
Forward All）]

すべてのコールの転送先とする電話番号を入力します。

この設定は、外部接続先を含め（制限されていない場

合）、ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電話番

号を使用するすべてのデバイスに適用されます。

（注）

[不在転送の接続先
（Forward All Destination）]

ボイスメッセージングプロファイルで選択した番号にすべてのコー

ルを転送する場合は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、[不在転送の接続先（Forward
All Destination）]フィールドと [コーリングサーチスペース（Calling
Search Space）]チェックボックスの値が適用されなくなります。

[すべてボイスメールに転
送（Forward to Voice Mail）]

外部番号からのコールが指定の接続先に転送されるときに使用する

コーリングサーチスペースを選択します。

この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバイ

スに適用されます。

（注）

[話中転送コーリングサー
チスペース（外部）

（Calling Search Space
Forward Busy External）]
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説明フィールド

パークされている側が外部の場合、パークしたユーザの [パークモ
ニタリング転送非取得時の接続先（外部）（Park Monitoring Forward
No Retrieve Destination External）]パラメータに指定された接続先に
コールが転送されます。[パークモニタリング転送非取得時の接続先
（外部）（Forward No Retrieve Destination External）]フィールドの
値が空の場合、パークされた側のコールはパークしたユーザの回線

にリダイレクトされます。

[未取得時のパークモニタリ
ング外部転送の接続先

（Park Monitoring Forward
No Retrieve Destination
External）]

パークされている側が内部である場合、パークしたユーザの [未取
得時のパークモニタリング転送の接続先（内部）（Park Monitoring
Forward No Retrieve Destination External）]パラメータで指定された
接続先にコールが転送されます。[パークモニタリング転送非取得時
の接続先（内部）（Park Monitoring Forward No Retrieve Destination
Internal）]が空の場合、パークされた側のコールはパークしたユー
ザの回線にリダイレクトされます。

[未取得時のパークモニタ
リング内部転送の接続先

（Park Monitoring Forward
No Retrieve Destination
Internal）]

このチェックボックスをオンにすると、[ボイスメールプロファイ
ルの設定（Voice Mail Profile Configuration）]ウィンドウの設定が使
用されます。

このボックスをオンにすると、Unified Communications Managerは
[接続先（Destination）]ボックスと [コーリングサーチスペース
（Calling Search Space）]の設定を無視します。

[パークモニタリング転送非
取得時のボイスメール（内

部）（Park Monitoring
Forward No Retrieve Internal
Voice Mail）]

このチェックボックスをオンにすると、[ボイスメールプロファイ
ルの設定（Voice Mail Profile Configuration）]ウィンドウの設定が使
用されます。

このボックスをオンにすると、Unified Communications Managerは
[接続先（Destination）]ボックスと [コーリングサーチスペース
（Calling Search Space）]の設定を無視します。

[パークモニタリング転送非
取得時のボイスメール（外

部）（Park Monitoring
Forward No Retrieve External
Voice Mail）]

電話番号に適用するコーリングサーチスペースを選択します。パークモニタリング転送非

取得時の外部 CSS（Park
Monitoring Forward No
Retrieve External CSS）

その電話番号に適用するコーリングサーチスペースを選択します。パークモニタリング転送非

取得時の内部 CSS（Park
Monitoring Forward No
Retrieve Internal CSS）
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説明フィールド

このパラメータは、自分がパークしたコールを取得するようユー

ザーに求めるまでにUnified Communications Managerが待機する秒数
を決定します。このタイマーが開始するのは、ユーザが電話機の

[パーク（Park）]ソフトキーを押したときです。タイマーが時間切
れになるとアラームが鳴ります。

デフォルト：60秒

0以外の値を設定すると、[サービスパラメータ（ServiceParameters）]
ウィンドウで設定されたこのパラメータの値が、この値でオーバー

ライドされます。ただし、ここで値 0を設定すると、[サービスパ
ラメータ（Service Parameters）]ウィンドウの値が使用されます。

[パークモニタリング復帰タ
イマー（Park Monitoring
Reversion Timer）]

このチェックボックスを使用して、この機能を有効または無効にし

ます。チェックボックスがオン（有効）として表示されている場

合、Cisco Unified Communications Managerは電話機の該当する電話
番号のコール履歴に不在着信を記録します。

[不在着信のログを取る
（Log Missed Calls）]

ドロップダウンリストボックスで、次のいずれかのオプションを

選択します。

• [デフォルト（Default）]：[パーティ参加トーン（Party Entrance
Tone）]サービスパラメータに設定されている値を使用します。

• [オン（On）]：基本コールがマルチパーティコール（つまり割
り込みコール、C割り込みコール、アドホック会議、ミートミー
会議、参加コール）に変更されるときに、電話でトーンが再生

されます。さらに、いずれかの通話者がマルチパーティコール

を離れると、別のトーンが再生されます。制御デバイス（つま

りマルチパーティコールの発信元）にビルトインブリッジがあ

る場合、制御デバイスで [オン（On）]を選択すると、すべての
通話参加者に対してトーンが再生されます。会議コントローラー

などの制御デバイスが通話に存在しない場合、または制御デバ

イスがトーンを再生できない場合、Unified Communications
Managerは [オン（On）]を選択してもトーンを再生しません。

• [オフ（Off）]：通常コールがマルチパーティコールに変更され
たときは、電話機でトーンを再生しません。

[パーティ参加トーン（Party
Entrance Tone）]

内部番号からのコールが指定の接続先に転送されるときに使用する

コーリングサーチスペースを選択します。

この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバイ

スに適用されます。

（注）

[話中転送コーリングサー
チスペース（内部）

（Calling Search Space
Forward Busy External）]
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説明フィールド

回線が使用中のときに、外部番号から発信されたコールの転送先と

する電話番号を入力します。

この設定は、外部接続先を含め（制限されていない場

合）、ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電話番

号を使用するすべてのデバイスに適用されます。

（注）

[話中転送の接続先（外部）
（Forward Busy Destination
External）]

回線が使用中のときに、内部番号から発信されたコールの転送先と

する電話番号を入力します。

この設定は、外部接続先を含め（制限されていない場

合）、ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電話番

号を使用するすべてのデバイスに適用されます。

（注）

[話中転送の接続先（内部）
（Forward Busy Destination
External）]

回線の使用中に、ボイスメッセージングプロファイルで選択した

番号に外部番号からのコールを転送する場合は、このチェックボッ

クスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、[話中転送（外部）接続先
（Forward Busy Destination External）]フィールドと [コーリングサー
チスペース（Calling Search Space）]チェックボックスの値が適用さ
れなくなります。

[話中ボイスメール転送
（外部）（Forward Busy to
Voice Mail External）]

回線の使用中に、ボイスメッセージングプロファイルで選択した

番号に内線番号からのコールを転送する場合は、このチェックボッ

クスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、[話中転送（外部）接続先
（Forward Busy Destination External）]フィールドと [コーリングサー
チスペース（Calling Search Space）]チェックボックスの値が適用さ
れなくなります。

[話中ボイスメール転送
（内部）（Forward Busy to
Voice Mail Internal）]

外部番号からのコールが指定の接続先に転送されるときに使われる

コーリングサーチスペースを選択します。この設定は、システム

で設定されている場合にのみ表示されます。

この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバイ

スに適用されます。

（注）

[無応答時転送コーリング
サーチスペース（外部）

（Calling Search Space
Forward No Answer
External）]

内部番号からのコールが指定の接続先に転送されるときに使用する

コーリングサーチスペースを選択します。この設定はシステムで

設定されている場合にのみ表示されます。

この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバイ

スに適用されます。

（注）

[無応答時転送コーリング
サーチスペース（内部）

（Calling Search Space
Forward No Answer
Internal）]
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説明フィールド

電話機が応答しないときに、外部番号からのコールの転送先とする

電話番号を入力します。

この設定は、外部接続先を含め（制限されていない場

合）、ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電話番

号を使用するすべてのデバイスに適用されます。

（注）

[無応答時転送の接続先（外
部）（Forward No Answer
Destination External）]

電話機が応答しないときに、内部番号からのコールの転送先とする

電話番号を入力します。

この設定は、外部接続先を含め（制限されていない場

合）、ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電話番

号を使用するすべてのデバイスに適用されます。

（注）

[無応答時転送の接続先（内
部）（Forward No Answer
Destination Internal）]

外部番号からの無応答コールをボイスメッセージングプロファイ

ルで選択した番号に転送する場合は、このチェックボックスをオン

にします。

このチェックボックスをオンにすると、[無応答時転送の接続先
（Forward No Answer Destination）]フィールドと [コーリングサーチ
スペース（Calling Search Space）]チェックボックスの値が適用され
なくなります。

[無応答時ボイスメール転
送（外部）（Forward No
Answer to Voice Mail
External）]

内部番号からの無応答コールをボイスメッセージングプロファイ

ルで選択した番号に転送する場合は、このチェックボックスをオン

にします。

このチェックボックスをオンにすると、[無応答時転送の接続先
（Forward No Answer Destination）]フィールドと [コーリングサーチ
スペース（Calling Search Space）]チェックボックスの値が適用され
なくなります。

[無応答時ボイスメール転
送（内部）（Forward No
Answer to Voice Mail
Internal）]

外部番号からのコールが指定の接続先に転送されるときに使用する

コーリングサーチスペースを選択します。この設定は、システム

で設定されている場合にのみ表示されます。

この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバイ

スに適用されます。

（注）

[無カバレッジ時転送コーリ
ングサーチスペース（外

部）（Calling Search Space
Forward No Coverage
External）]

内部番号からのコールが指定の接続先に転送されるときに使用する

コーリングサーチスペースを選択します。この設定はシステムで

設定されている場合にのみ表示されます。

この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバイ

スに適用されます。

（注）

[無カバレッジ時転送コーリ
ングサーチスペース（内

部）（Calling Search Space
Forward No Coverage
Internal）]
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説明フィールド

電話機にカバレッジがないときに、外部番号からのコールの転送先

とする電話番号を入力します。

この設定は、外部接続先を含め（制限されていない場

合）、ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電話番

号を使用するすべてのデバイスに適用されます。

（注）

[無カバレッジ時転送の接続
先（外部）（Forward No
Coverage Destination
External）]

電話機にカバレッジがないときに、内部番号からのコールの転送先

とする電話番号を入力します。

この設定は、外部接続先を含め（制限されていない場

合）、ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電話番

号を使用するすべてのデバイスに適用されます。

（注）

[無カバレッジ時転送の接続
先（内部）（Forward No
Coverage Destination
Internal）]

電話機にカバレッジがないときに、ボイスメッセージングプロファ

イルで選択した番号に外部番号からのコールを転送するには、この

チェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、[無応答時転送の接続先
（Forward No Answer Destination）]フィールドと [コーリングサーチ
スペース（Calling Search Space）]チェックボックスの値が適用され
なくなります。

[無カバレッジ時ボイス
メール転送（外部）

（Forward No Coverage to
Voice Mail External）]

電話機にカバレッジがないときに、ボイスメッセージングプロファ

イルで選択した番号に外部番号からのコールを転送するには、この

チェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、[無応答時転送の接続先
（Forward No Answer Destination）]フィールドと [コーリングサーチ
スペース（Calling Search Space）]チェックボックスの値が適用され
なくなります。

[無カバレッジ時ボイス
メール転送（内部）

（Forward No Coverage to
Voice Mail Internal）]

（CTIポートのみ）内部番号または外部番号からのコールが指定の
接続先に転送されるときに使用するコーリングサーチスペースを

選択します。この設定はシステムで設定されている場合にのみ表示

されます。

この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバイ

スに適用されます。

（注）

[失敗時転送コーリングサー
チスペース（外部/内部）
（Calling Search Space
Forward on Failure
External/Interna）]

（CTIポートのみ）電話または CTIアプリケーションが失敗したと
きに、内部番号または外部番号からのコールの転送先とする電話番

号を入力します。

[失敗時転送の接続先（外
部/内部）（Forward on
Failure Destination
External/Internal）]
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説明フィールド

（CTIポートのみ）内部番号または外部番号からの失敗したコール
をボイスメッセージングプロファイルで選択した番号に転送する

場合は、このチェックボックスをオンにします。

[失敗時ボイスメール転送
（外部/内部）（Forward on
Failure to Voice Mail
External/Internal）]

コールに呼び出しを許可する秒数（1～ 300）を入力します。この
時間に達すると、[無応答時転送の接続先（Forward No Answer
Destination）]フィールドに入力された接続先番号にコールが転送さ
れます。

Cisco Unified Communications Managerの [無応答時転送
タイマー（Forward No Answer Timer）]サービスパラ
メータの設定値を使用するには、このフィールドを空白

のままにします。

（注）

[無応答時転送の呼び出し時
間（Call Forward No Answer
Ring Duration）]

ユーザが [保留（Hold）]ボタンまたはソフトキーを押してコールを
保留にすると再生される保留音の音源を選択します。

[ユーザ保留音源（UserHold
Audio Source）]

ユーザがコールを転送する際、または電話会議やコールパークを開

始する際にシステムがコールを保留にすると再生される保留音の音

源を選択します。

[ネットワーク保留音源
（Network Hold Audio
Source）]

ここで更新されたすべての回線に自動応答機能を使用させる場合

は、このパラメータを選択します。自動応答では、ヘッドセットが

使用中の場合、Cisco Unified Communications Managerが自動的にコー
ルに応答します。着信コールが接続されたことをユーザに通知する

ために、ジップ音が再生されます。

自動応答（Auto Answer）

パイロット番号をこの回線の電話番号と同じにするには、このパラ

メータを選択します。この選択は、電話機にボイスメッセージング

サーバが設定されていない場合に役立ちます。

[ボイスメールプロファイル
（Voice Mail Profile）]

電話機で着信コールに使用する呼出音のタイプを選択します。[呼出音設定（電話のアイド
ル時）（Ring Setting When
Idle）]

電話機の別の回線に別のアクティブコールがあるときに、電話機で

着信コールに使用する呼出音のタイプを選択します。

[呼出音設定（電話のアイド
ル時）（Ring Setting when
Active）]

ピックアップグループ名を選択してコールピックアップグループ

を指定します。該当するピックアップグループ番号をダイヤルする

ことにより、指定されたコールピックアップグループは、この電

話番号への着信コールに応答できます。

[コールピックアップグ
ループ名（Call Pickup Group
Name）]
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説明フィールド

このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択しま
す。AARグループはプレフィックス番号を設定します。この番号
は、帯域幅不足のためにブロックされるコールをルーティングする

際に使用されます。

ブロックされるコールがルーティングされないようにするには、

[AARグループ（AAR Group）]を [<なし>（<None>）]に設定しま
す。

[AARグループ（AAR
Group）]

この電話番号がMLPP優先コールを受信し、この電話番号だけでな
くこの電話番号の転送先も優先コールに応答しない場合にMLPP優
先コールを転送する番号を入力します。

入力できる値は、数字、ポンド記号（#）、およびアスタリスク（*）

です。

[ターゲット（転送先）
（Target (Destination)）]

ドロップダウンリストボックスから、代替パーティ転送先（接続

先）番号に関連付けるコーリングサーチスペースを選択します。

[MLPPコーリングサーチス
ペース（MLPP Calling
Search Space）]

この電話番号も、この電話番号の転送先も優先コールに応答しない

場合、ここに入力する秒数（4～30）が経過すると、MLPP優先コー
ルがこの電話番号の代替パーティに転送されます。

Unified Communications Managerの [優先代替パーティタイムアウト
（Precedence Alternate Party Timeout）]エンタープライズパラメータ
の設定値を使用するには、この設定を空白のままにします。

[MLPP無応答時の呼び出し
時間（MLPP No Answer
Ring Duration）]

この回線からコールが発信されたときに、発信者 ID情報として送
信される電話番号（またはマスク）を入力します。

最大 30個の番号と文字「X」「」を入力できます。Xは電話番号を
表し、パターンの末尾に使用する必要があります。たとえば、マス

ク 972813XXXXを指定すると、内線 1234からの外部コールでは、
発信者 IDの番号として 9728131234が表示されます。

[外部電話番号マスク
（External Phone Number
Mask）]

クラスタ内のデバイスの回線には最大 184のコールを設定できま
す。ただし、デバイス自体が制限要因となります。1つの回線のコー
ル数を設定すると、別の回線で使用できるコール数が減少します。

デフォルト値は 4です。電話機が各回線に対して複数のコールを許
可しない場合、デフォルトで値が 2に設定されます。

CTIルートポイントの場合、ポートごとに最大 10,000件のコールを
設定できます。デフォルトではコール数が 5000に指定されます。

このフィールドは [話中トリガー（Busy Trigger）]フィールドと組み
合わせて使用します。

[コール最大数（Maximum
Number of Calls）]
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説明フィールド

この設定は [コール最大数（Maximum Number of Calls）]および [話
中転送（Call Forward Busy）]と共に機能し、回線上に存在できる
コールの最大数を決定します。たとえば、最大コール数を 50に設
定し、話中トリガーを 40に設定した場合、41番目の着信コールは
ビジーであるという理由で拒否されます。その際に、[話中転送（Call
Forward Busy）]が設定されている場合は転送もされます。この回線
が共有されている場合は、すべての回線がビジーでない限り、着信

コールは拒否されません。

このフィールドは、CTIルートポイントの [コール最大数（Maximum
Number of Calls）]と組み合わせて使用します。デフォルトではコー
ル数が 4500に指定されます。

[話中トリガー（Busy
Trigger）]

既存の電話機および UDPへの電話回線の追加
既存の電話機および UDPテンプレートに回線を追加できます。

始める前に

•このトランザクション用の BATテンプレートを用意しておく必要があります。
•このトランザクション用の CSVデータファイルを用意しておく必要があります。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [回線の追加/更新（Add/Update Lines）]
> [回線の追加（Add Lines）]の順に選択します。
[電話回線の追加（Phone Add Lines）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]フィールドで、この一括トランザクション用に作成した CSVデー
タファイルを選択します。

ステップ 3 [電話テンプレート名（Phone Template Name）]フィールドで、この一括トランザクションで使
用する BAT電話機テンプレートを選択します。

ステップ 4 テンプレートで既存の電話機の電話設定を変更する場合、[既存の電話ボタンテンプレートの
更新（Update the existing phone button template）]チェックボックスをオンにします

このチェックボックスがオンになっている場合、ユーザの電話情報も更新されます。

ステップ 5 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 6 挿入方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐに電話機レコードを挿入する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックし
ます。

b) 後で電話機レコードを挿入する場合は、[あとで実行（Run Later）]をクリックします。
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ステップ 7 既存の電話機およびUDPに回線を追加するジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリッ
クします。

このジョブをスケジュールするか、アクティブにするか、またはその両方を行うには、[ジョ
ブの設定（Job Configuration）]ウィンドウを使用します。

関連トピック

BATスプレッドシートを使用した既存の電話機への電話回線の追加（217ページ）
BATテンプレート内の電話回線の追加または更新（34ページ）
BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

BATスプレッドシートを使用した既存の電話機への電話
回線の追加

BATスプレッドシートを使用して、既存の電話機に電話回線を追加する CSVデータファイル
を作成できます。

BATスプレッドシートへの回線の追加を終了したら、その内容を CSV形式のデータファイル
にエクスポートできます。エクスポートされた CSV形式のデータファイルには、次のような
デフォルトのファイル名が割り当てられます。

<tabname>-<timestamp>.txt

ここで、<tabname>は電話機などの作成された入力ファイルのタイプを表し、<timestamp>は

ファイルが作成された正確な日時を表します。

システムによって、ファイルはC:\XLSDataFiles\に保存されます。ローカルワークステー
ション上の既存の別のフォルダに保存することもできます。エクスポートしたファイルをロー

カルワークステーションに保存したら、CSV形式のデータファイルの名前を変更できます。
いずれかのフィールドにカンマを入力すると、BAT形式にエクスポートする際に BAT.xltはそ
のフィールドエントリを二重引用符で囲みます。

CSVファイル名にカンマが含まれていると（例：abcd,e.txt）、Unified Communications Manager
サーバにアップロードできません。

スプレッドシートに空の行を含める場合、システムは空の行をファイルの終わりとして扱いま

す。空の行の後ろに入力したデータは、BAT形式に変換されません。

（注）

手順

ステップ 1 BATスプレッドシートを開くには、BAT.xltファイルを探してダブルクリックします。
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ステップ 2 スプレッドシートの機能を使用するように求められたら、[マクロを有効にする（EnableMacros）]
をクリックします。

ステップ 3 フィールドを表示するには、スプレッドシートの下部にある [回線の追加（Add Lines）]タブ
をクリックします。

ステップ 4 [電話機（Phones）]ラジオボタンを選択して、回線を電話機に追加します。

[ユーザデバイスプロファイル（User Device Profile）]ラジオボタンを選択するこ
とによって、ユーザデバイスプロファイルに回線を追加することもできます。

（注）

ステップ 5 スプレッドシートで、各回線の個々の電話についてデータを入力します。

すべての必須フィールドと関連するオプションフィールドに値を入力します。各列の見出しで

はフィールドの長さが指定され、また必須であるか、オプションであるかも指定されます。

フィールドの説明については、「表 10 : BATスプレッドシートを使用して回線を追加する場
合のフィールドの説明（219ページ）」を参照してください。

ステップ 6 BAT Excelスプレッドシートから CSV形式のデータファイルにデータを移すには、[BAT形式
にエクスポート（Export to BAT Format）]をクリックします。

エクスポートされた CSVデータファイルを読み取る方法については、BATの [電
話の挿入（Insert phones）]ウィンドウにある [サンプルファイルの表示（View Sample
File）]へのリンクをクリックします。

ヒント

システムによって、ファイルはデフォルトのファイル名 <tabname>-<timestamp>.txtで

C:\XLSDataFiles\に保存されます。[参照（Browse）]を使用して、ローカルワークステー
ション上の既存の別のフォルダに保存することもできます。

関連トピック

CSVデータファイルを作成するために BATスプレッドシートのデータを収集する（14
ページ）

ファイルのアップロードおよびダウンロード（23ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

BATスプレッドシートを使用して回線を追加する場合の
電話回線フィールドの説明

次の表に、BATスプレッドシートを使用して回線を追加する場合のフィールドの説明を記載し
ます。
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表 10 : BATスプレッドシートを使用して回線を追加する場合のフィールドの説明

説明フィールド

電話機、VGC仮想電話機、VGC電話機のMACアドレスを入力し
ます。CTIポートおよびH.323クライアントの固有 IDを入力しま
す。

MACアドレス（MAC
Address）

電話の回線インデックスを表す数字（1～ 34）を入力します。[回線インデックス（Line
Index）]

この回線の電話番号を最大 24文字の数字と特殊文字で入力しま
す。

[電話番号（Directory
Number）]

着信側電話機のディスプレイに表示されるテキスト（たとえば、

ユーザ名（John Smith）、電話機のロケーション（Conference Room
1）など）を入力します。

このフィールドが空白のままになっている場合、シス

テムは [電話番号（Directory Number）]フィールドに
入力されている値を使用します。

（注）

デフォルト言語は英語です。（注）

ディスプレイ（Display）

回線と電話の組み合わせについて、この電話番号を特定するテキ

ストを入力します。

デフォルトでは英語が指定されています。（注）

[回線テキストラベル（Line
Text Label）]

回線が使用中のときに、外線番号から着信したコールの転送先と

なる電話番号またはディレクトリ URIを入力します。

この設定は、外部の接続先（制限されていない場合）

を含め、ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電

話番号を使用するすべてのデバイスに適用されます。

（注）

[話中転送（外部）（Forward
Busy External）]

電話機が応答しない場合に、外線番号から着信したコールの転送

先となる電話番号またはディレクトリ URIを入力します。

この設定は、外部の接続先（制限されていない場合）

を含め、ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電

話番号を使用するすべてのデバイスに適用されます。

（注）

[無応答時転送（外部）
（Forward No Answer
External）]

電話機のカバレッジがない場合に、外線番号から着信したコール

の転送先となる電話番号またはディレクトリURIを入力します。

この設定は、外部の接続先（制限されていない場合）

を含め、ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電

話番号を使用するすべてのデバイスに適用されます。

（注）

[カバレッジ無し時転送（外
部）（Forward No Coverage
External）]
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説明フィールド

回線が使用中のときに、内部番号から発信されたコールの転送先

とする電話番号またはディレクトリ URIを入力します。

この設定は、外部の接続先（制限されていない場合）

を含め、ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電

話番号を使用するすべてのデバイスに適用されます。

（注）

[話中転送（内部）（Forward
Busy Internal）]

電話機が応答しないときに、内部番号からのコールの転送先とす

る電話番号またはディレクトリ URIを入力します。

この設定は、外部の接続先（制限されていない場合）

を含め、ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電

話番号を使用するすべてのデバイスに適用されます。

（注）

[無応答時転送（内部）
（Forward No Answer
Internal）]

電話機にカバレッジがないときに、内部番号からのコールの転送

先とする電話番号またはディレクトリ URIを入力します。

この設定は、外部接続先を含め（制限されていない場

合）、ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電話

番号を使用するすべてのデバイスに適用されます。

（注）

カバレッジ無し時転送（内

部）（Forward No Coverage
Internal）

ピックアップグループ名を入力してコールピックアップグルー

プを指定します。このグループは、適切なピックアップグループ

番号をダイヤルすることにより、この回線への着信に応答できま

す。

[コールピックアップグルー
プ（Call Pickup Group）]

パークされている側が外部である場合、パークしたユーザの [未取
得時のパークモニタリング転送の接続先（外部）（ParkMonitoring
Forward No Retrieve Destination External）]パラメータで指定された
接続先にコールが転送されます。[パークモニタリング転送非取得
時の接続先（外部）（Forward No Retrieve Destination External）]
フィールドの値が空の場合、パークされた側のコールはパークし

たユーザの回線にリダイレクトされます。

[未取得時のパークモニタリン
グ外部転送の接続先（Park
Monitoring Forward No Retrieve
Destination External）]

パークされている側が内部である場合、パークしたユーザの [未取
得時のパークモニタリング転送の接続先（内部）（ParkMonitoring
Forward No Retrieve Destination External）]パラメータで指定された
接続先にコールが転送されます。[パークモニタリング転送非取得
時の接続先（内部）（Park Monitoring Forward No Retrieve Destination
Internal）]が空の場合、パークされた側のコールはパークしたユー
ザの回線にリダイレクトされます。

[未取得時のパークモニタリ
ング内部転送の接続先（Park
Monitoring Forward No Retrieve
Destination Internal）]
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説明フィールド

このパラメータは、自分がパークしたコールを取得するようユー

ザーに求めるまでにUnified Communications Managerが待機する秒
数を決定します。このタイマーが開始するのは、ユーザが電話機

の [パーク（Park）]ソフトキーを押したときです。タイマーが時
間切れになるとアラームが鳴ります。

デフォルト：60秒

0以外の値を設定すると、その値によって、[サービスパラメータ
（Service Parameters）]ウィンドウで設定されたこのパラメータの
値が上書きされます。ただし、ここで値0を設定すると、[サービ
スパラメータ（Service Parameters）]ウィンドウの値が使用されま
す。

[パークモニタリング復帰タイ
マー（Park Monitoring
Reversion Timer）]

この設定には、[ボイスメールプロファイルの設定（Voice Mail
Profile Configuration）]ウィンドウの設定が使用されます。

このボックスをオンにすると、Unified Communications Managerは
[接続先（Destination）]ボックスと [コーリングサーチスペース
（Calling Search Space）]の設定を無視します。

[パークモニタリング転送非取
得時のボイスメール（内部）

（Park Monitoring Forward No
Retrieve Internal Voice Mail）]

この設定には、[ボイスメールプロファイルの設定（Voice Mail
Profile Configuration）]ウィンドウの設定が使用されます。

このボックスをオンにすると、Unified Communications Managerは
[接続先（Destination）]ボックスと [コーリングサーチスペース
（Calling Search Space）]の設定を無視します。

未取得時のパークモニタリン

グ転送（外部）ボイスメール

（Park Monitoring Forward No
Retrieve External Voice Mail）

電話番号に適用するコーリングサーチスペースを選択します。パークモニタリング転送非取

得時の外部 CSS（Park
Monitoring Forward No Retrieve
External CSS）

電話番号に適用するコーリングサーチスペースを選択します。パークモニタリング転送非取

得時の内部 CSS（Park
Monitoring Forward No Retrieve
Internal CSS）

このフィールドを使用して、この機能をオンまたはオフにするこ

とができます。Unified Communications Managerが電話機のその電
話番号に関するコール履歴に不在着信を記録できるようにするに

は、「T」と入力します。「F」と入力すると、この機能が無効に

なります。

[不在着信のログを取る（Log
Missed Calls）]
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説明フィールド

パーティ参加トーンに関する次のいずれかのオプションを選択し

ます。

• [デフォルト（Default）]：[パーティ参加トーン（Party Entrance
Tone）]サービスパラメータに設定された値を使用します。

• [オン（On）]：基本コールがマルチパーティコール（つまり
割り込みコール、C割り込みコール、アドホック会議、ミー
トミー会議、参加コール）に変更されるときに、電話でトー

ンが再生されます。さらに、いずれかの通話者がマルチパー

ティコールを離れると、別のトーンが再生されます。制御デ

バイス（つまりマルチパーティコールの発信元）にビルトイ

ンブリッジがある場合、制御デバイスで [オン（On）]を選
択すると、すべての通話参加者に対してトーンが再生されま

す。会議コントローラーなどの制御デバイスが通話に存在し

ない場合、または制御デバイスがトーンを再生できない場合、

Unified Communications Managerは [オン（On）]を選択しても
トーンを再生しません。

• [オフ（Off）]：通常コールがマルチパーティコールに変更さ
れたときは、電話機でトーンを再生しません。

[パーティ参加トーン（Party
Entrance Tone）]

この電話機の電話番号に関連付けるディレクトリURIを入力しま
す。username@hostの形式で入力してください。最大 47文字の英
数字からなるユーザ名を入力します。ホストアドレスには、IPv4
アドレスまたは完全修飾ドメイン名を入力します。

1つの電話番号に対して、最大 5つのディレクトリ
URIを関連付けることができます。ただし、1つのプ
ライマリディレクトリ URIを選択する必要がありま
す。

（注）

[電話番号の URI（URI on
Directory Number）]

ディレクトリURIが属するルートパーティションを入力します。
ディレクトリURIへのアクセスを制限しない場合は、このフィー
ルドを空白のままにします。

[電話番号の URIルートパー
ティション（URI Route
Partition on Directory
Number）]

このディレクトリURIをこの内線番号のプライマリディレクトリ
URIとして指定するには、「t」（True）と入力します。このディ
レクトリ URIをこの内線番号のプライマリディレクトリ URIと
して指定しない場合は、「f」（False）と入力します。

1つの電話番号に対して、最大 5つのディレクトリ
URIを関連付けることができます。ただし、1つのプ
ライマリディレクトリ URIを選択する必要がありま
す。

（注）

[電話番号の URIがプライマ
リ（URI Is Primary on Directory
Number）]
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説明フィールド

このエンタープライズ代替番号をローカルルートパーティション

に追加するには、「t」と入力します。E.164番号をローカルルー
ティングに含めない場合は、「f」と入力します。

[エンタープライズをローカル
ルートパーティションに追加

（Enterprise Add to Local Route
Partition）]

ILSでこの代替番号を ILSネットワークの残りの部分にアドバタ
イズできるようにするには、「t」と入力します。ILSにこの番号
をアドバタイズさせない場合は、「f」と入力します。

エンタープライズをグローバ

ルでアドバタイズ（Enterprise
Advertise via globally）

この代替番号を緊急として分類するには、「t」と入力します。

デフォルトでは、オーバーラップするルートパターンがダイヤル

プランに含まれる場合、Unified Communications Managerは（ダイ
ヤルされた番号にルートが存在する可能性があるとしても）桁間

タイマーが満了するまでコールをルーティングしません。この設

定により、Unified Communications Managerはダイヤル文字列に関
して可能なすべてのルートから最適一致を選択することができ、

学習された番号と静的に設定された電話番号/番号パターンとの
オーバーラップに対処できます。

番号の優先順位を緊急としてマークすると、UnifiedCommunications
Managerはダイヤル番号と可能なルートとの間で一致を見つけた
とき、桁間タイマー（たとえば T302タイマーサービスパラメー
タ）が満了するのを待たずに、即時にコールをルーティングしま

す。

エンタープライズは緊急

（Enterprise Is Urgent）

電話番号に適用する番号マスクを入力します。Unified
Communications Managerはこのマスクを適用して、この電話番号
のエイリアスとなるエンタープライズ代替番号を作成します。

エンタープライズ番号マスク

（Enterprise Number Mask）

このエンタープライズ代替番号の割り当て先となるルートパー

ティションを入力します。

エンタープライズルートパー

ティション（Enterprise Route
Partition）

この E.164代替番号をローカルルートパーティションに追加する
には、「t」と入力します。E.164番号をローカルルーティングに
含めない場合は、「f」と入力します。

+E.164をローカルルート
パーティションに追加

（+E.164 Add to Local Route
Partition）

ILSでこの代替番号を ILSネットワークの残りの部分にアドバタ
イズできるようにするには、「t」と入力します。ILSにこの番号
をアドバタイズさせない場合は、「f」と入力します。

[+E.164をグローバルでアドバ
タイズ（Enterprise Advertise
via globally）]
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説明フィールド

この代替番号を緊急として分類するには、「t」と入力します。

デフォルトでは、オーバーラップするルートパターンがダイヤル

プランに含まれる場合、Unified Communications Managerは（ダイ
ヤルされた番号にルートが存在する可能性があるとしても）桁間

タイマーが満了するまでコールをルーティングしません。この設

定により、Unified Communications Managerはダイヤル文字列に関
して可能なすべてのルートから最適一致を選択することができ、

学習された番号と静的に設定された電話番号/番号パターンとの
オーバーラップに対処できます。

番号の優先順位を緊急としてマークすると、UnifiedCommunications
Managerはダイヤル番号と可能なルートとの間で一致を見つけた
とき、桁間タイマー（たとえば T302タイマーサービスパラメー
タ）が満了するのを待たずに、即時にコールをルーティングしま

す。

+E.164は緊急（+E.164 Is
Urgent）

電話番号に適用する番号マスクを入力します。Unified
Communications Managerはこのマスクを適用して、この電話番号
のエイリアスとなる +E.164代替番号を作成します。

+E.164番号マスク（+E.164
Number Mask）

この +E.164代替番号の割り当て先となるルートパーティション
を入力します。

+E.164ルートパーティショ
ン（+E.164 Route Partition）
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第 12 章

電話のリセット/リスタート

この章では、属性を更新せずにデバイスをリセットまたはリスタートする方法について説明し

ます。以下の手順は、問題が発生して、一括トランザクションによって電話機をリセットまた

はリスタートする必要がある場合に使用します。クエリまたはカスタムファイルのいずれかを

使用して、リセットする電話機を検索できます。

•クエリを使用した電話機のリセットまたは再起動（225ページ）
•カスタムファイルを使用した電話機のリセットまたは再起動（227ページ）
•クエリを使用した電話のワイプまたはロック（228ページ）
•カスタムファイルを使用した電話のワイプまたはロック（230ページ）

クエリを使用した電話機のリセットまたは再起動
リセットまたは再起動（リスタート）する電話機を特定するためのクエリを作成できます。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話のリセット/リスタート
（Reset/Restart Phones）] > [クエリ（Query）]の順に選択します。
[電話のリセット/リスタート（Reset/Restart Phones Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 最初の [電話の検索（Find Phone where）]ドロップダウンリストボックスから、次の条件のい
ずれかを選択します。

• [デバイス名（Device Name）]
•説明
•電話番号（Directory Number）
• [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]
• [デバイスプール（Device Pool）]
• [デバイスタイプ（Device Type）]
• [コールピックアップグループ（Call Pickup Group）]
• [LSCステータス（LSC Status）]
•認証文字列
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• [デバイスプロトコル（Device Protocol）]
• [セキュリティプロファイル（Security Profile）]
•一般デバイス設定

2番目の [電話の検索（Find Phone where）]ドロップダウンリストボックスから、次の条件の
いずれかを選択します。

•～で始まる
•～を含む
•次の文字列と完全に一致する
•次の文字列で終わる
•空である
•～が空ではない

ステップ 3 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

データベースに登録されているすべての電話機を検索するには、検索テキストを何

も入力せずに [検索（Find）]をクリックします。
ヒント

ステップ 4 さらにクエリを定義するには、[AND]または [OR]を選択して複数のフィルタを追加し、ステッ
プ 2（225ページ）とステップ 3（226ページ）を繰り返します。

ステップ 5 [検索（Find）]をクリックします。

検出されたテンプレートのリストが次の分類で表示されます。

• [デバイス名（Device Name）]
•説明
• [デバイスプール（Device Pool）]
• [デバイスプロトコル（Device Protocol）]
•ステータス（Status）
• IPアドレス

ステップ 6 レコードのリストから、検索条件と一致するデバイス名をクリックします。

ステップ 7 次のオプションのいずれかをクリックします。

• [リセット（Reset）]：電話機をリセットします（電源の入れ直し）。
• [リスタート（Restart）]：電源を入れ直さずに電話機をリセット（再起動）します。
• [設定の適用（Apply Config）]：最後のリセット以降に変更された設定のみをリセットしま
す。

ステップ 8 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 9 挿入方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐに電話機レコードを挿入する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックし
ます。

b) 後で電話機レコードを挿入する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。
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ステップ 10 電話機レコードを挿入するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

このジョブをスケジュールするか、アクティブにするか、またはその両方を行うには、[ジョ
ブの設定（Job Configuration）]ウィンドウを使用します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

カスタムファイルを使用した電話機のリセットまたは再

起動
テキストエディタを使用して、リセットまたは再起動する電話機のカスタムファイルを作成

できます。カスタムファイルでは、デバイス名または電話番号を使用できます。

始める前に

1. リセットまたは再起動（リスタート）する電話機に関する以下のいずれかの詳細情報を列
挙したテキストファイルを作成します。

• [デバイス名（Device Name）]

•説明

•電話番号

各アイテムをテキストファイル内の別々の行に配置します。（注）

2. Unified Communications Managerの最初のノードにファイルをアップロードします。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話のリセット/リスタート
（Reset/Restart Phones）] > [カスタムファイル（Custom File）]の順に選択します。
[電話のリセット/リスタート（カスタム）（Reset/Restart Phones Custom Configuration）]ウィン
ドウが表示されます。

ステップ 2 [電話の更新（Update Phones where）]ドロップダウンリストボックスで、次の条件のいずれか
から作成済みカスタムファイルのタイプを選択します。

•デバイス名
• Directory Number

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
227

電話

カスタムファイルを使用した電話機のリセットまたは再起動



•説明

ステップ 3 カスタムファイルのリストで、この更新用のカスタムファイルのファイル名を選択して、[検
索（Find）]をクリックします。

クエリテキストボックスに情報を何も入力しない場合、システムはすべての電話

機をリセットまたは再起動します。

注意

ステップ 4 次のいずれかをクリックします。

• [リセット（Reset）]：電話機をリセットします（電源の入れ直し）。
• [リスタート（Restart）]：電源を入れ直さずに電話機をリセット（再起動）します。
• [設定の適用（Apply Config）]：最後のリセット以降に変更された設定のみをリセットしま
す。

ステップ 5 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 6 挿入方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐに電話機レコードを挿入する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックし
ます。

b) 後で電話機レコードを挿入する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 7 電話機レコードを挿入するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

このジョブをスケジュールするか、アクティブにするには、[ジョブの設定（JobConfiguration）]
ウィンドウを使用します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

クエリを使用した電話のワイプまたはロック
クエリを作成して、ワイプとロックのいずれかまたは両方を実行する電話を検索することがで

きます。

ワイプ操作は取り消すことができません。この操作は、電話機をその工場出荷時の設定にリ

セットしても問題ないことに確信がある場合に限り実行してください。

注意
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手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話のワイプおよびロック（Wipe
and Lock Phones）] > [クエリ（Query）]の順に選択します。
[電話のワイプおよびロックの設定（Wipe and Lock Phones Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 2 [電話の検索条件（Find Phones where）]の最初のドロップダウンリストボックスから、次の条
件の 1つを選択します。

• [デバイス名（Device Name）]
•説明
•電話番号（Directory Number）
• [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]
• [デバイスプール（Device Pool）]
• [デバイスタイプ（Device Type）]
• [コールピックアップグループ（Call Pickup Group）]
• [LSCステータス（LSC Status）]
•認証文字列
• [デバイスプロトコル（Device Protocol）]
• [セキュリティプロファイル（Security Profile）]
•一般デバイス設定

2番目の [電話の検索（Find Phone where）]ドロップダウンリストボックスから、次の条件の
いずれかを選択します。

•～で始まる
•～を含む
•次の文字列と完全に一致する
•次の文字列で終わる
•空である
•～が空ではない

ステップ 3 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

データベースに登録されているすべての電話を検索するには、検索テキストを入力

せずに、[検索（Find）]をクリックします。
ヒント

ステップ 4 クエリをさらに定義するために、[および（AND）]または [または（OR）]を選択して複数の
フィルタを追加できます。追加した場合は、ステップ 2とステップ 3を繰り返します。

ステップ 5 [検索（Find）]をクリックします。

検出されたテンプレートのリストが次の分類で表示されます。

• [デバイス名（Device Name）]
•説明
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• [デバイスプール（Device Pool）]
• [デバイスプロトコル（Device Protocol）]
•ステータス（Status）
• IPアドレス

ステップ 6 レコードのリストから、検索条件と一致するデバイス名をクリックします。

ステップ 7 次のオプションのいずれかをクリックします。

• [ロック（Lock）]：電話をロックします
• [ワイプ（Wipe）]：電話をワイプします
• [ワイプおよびロック（Wipe and Lock）]：電話をワイプおよびロックします

選択した機能が電話機でサポートされていない場合、その電話機のトランザクショ

ンは失敗します。また、その電話機に対してその機能を要求済みの場合も失敗しま

す。

（注）

ステップ 8 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 9 挿入方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐに電話をワイプまたはロックするには、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリック
します。

b) 後で電話をワイプまたはロックするには、[あとで実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 10 電話のロックとワイプのいずれかまたは両方を実行するジョブを作成するには、[送信（Submit）]
をクリックします。

このジョブをスケジュールするか、アクティブにするには、[ジョブの設定（JobConfiguration）]
ウィンドウを使用します。

カスタムファイルを使用した電話のワイプまたはロック
テキストエディタを使用して、ワイプとロックのいずれかまたは両方を実行する電話機のカス

タムファイルを作成できます。カスタムファイルでは、デバイス名と電話番号のどちらかを

使用できます。

始める前に

ワイプ操作は取り消すことができません。この操作は、電話機をその工場出荷時の設定にリ

セットしても問題ないことに確信がある場合に限り実行してください。

注意

1. ワイプとロックのいずれかまたは両方を実行する電話機に関する次の詳細のいずれかをリ
ストしたテキストファイルを作成します。

• [デバイス名（Device Name）]
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•説明

•電話番号

各アイテムをテキストファイル内の別々の行に配置します。（注）

2. Unified Communications Managerの最初のノードにファイルをアップロードします。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話のワイプおよびロック（Wipe
and Lock Phones）] > [カスタムファイル（Custom File）]の順に選択します。
[電話のワイプおよびロックの設定（Wipe and Lock Phones Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 2 [電話の更新（Update Phones where）]ドロップダウンリストボックスで、次の条件のいずれか
から作成したカスタムファイルのタイプを選択します。

•デバイス名
• Directory Number
•説明

ステップ 3 カスタムファイルのリストで、この更新用のカスタムファイルのファイル名を選択してから、
[検索（Find）]をクリックします。

クエリテキストボックスに情報が入力されなかった場合、システムではすべての

電話機をワイプまたはロックします。

注意

ステップ 4 次のいずれかをクリックします。

• [ロック（Lock）]：電話をロックします
• [ワイプ（Wipe）]：電話をワイプします
• [ワイプおよびロック（Wipe and Lock）]：電話をワイプおよびロックします

選択した機能が電話機でサポートされていない場合、その電話機のトランザクショ

ンは失敗します。また、その電話機に対してその機能を要求済みの場合も失敗しま

す。

（注）

ステップ 5 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 6 挿入方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐに電話をワイプまたはロックするには、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリック
します。

b) 後で電話をワイプまたはロックするには、[あとで実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 7 電話のロックとワイプのいずれかまたは両方を実行するジョブを作成するには、[送信（Submit）]
をクリックします。
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このジョブをスケジュールするか、アクティブにするには、[ジョブの設定（JobConfiguration）]
ウィンドウを使用します。
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第 13 章

電話レポート

この章では、生成できる、CSVファイル形式のBATレポートについて説明します。電話とユー
ザデバイスプロファイルの BATレポートはカスタマイズできますが、ユーザ、マネージャ、
アシスタント、およびゲートウェイのレポートは固定の形式のため、カスタマイズすることは

できません。

•電話レポートの生成（233ページ）
•電話レポートの生成（234ページ）

電話レポートの生成
Unified Communications Manager一括管理ツール（BAT）が生成するレポートを使用すること
で、レコードを効果的に管理できます。電話、ユーザ、デバイスプロファイル、マネージャと

アシスタント、およびゲートウェイレコードに関する情報を提供するレポートを作成し、保存

することができます。これらのレポートをファイル名を指定して最初のノードサーバ上のフォ

ルダに保存し、確認および印刷することができます。

電話またはユーザデバイスプロファイルに関するBATレポートは、デバイスフィールドおよ
び回線フィールドのリストから項目を選択することで、特定のニーズに合わせてカスタマイズ

できます。また、レポート内のフィールドの配置方法も選択できます。レポートは、CSVファ
イル形式で生成されます。ユーザ、マネージャ、アシスタント、およびゲートウェイに関する

レポートは固定の形式を持つため、これらをカスタマイズすることはできません。

例

すべての電話番号とそれぞれの電話機モデル別の転送先のリストが必要だとします。その場

合、Cisco Unified IP Phone 7960の電話レポートを生成し、クエリ詳細としてデバイス名、電話
番号、話中転送先、無応答時転送、およびラベルを選択します。[電話番号（DirectoryNumber）]
フィールドの後に [ラベル（Label）]フィールドがあり、その前に 2つの転送先番号があるよ
うに、レポートのフィールドを配置できます。
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電話レポートの生成
電話機および他の IPテレフォニーデバイスに関するレポートを生成できます。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話レポートの作成（Generate Phone
Reports）]の順に選択します。
[電話機レポートクエリ（Report Phone Query）]というウィンドウが表示されます。

ステップ 2 最初の [電話機の検索（Find Phone where）]ドロップダウンリストボックスで、[デバイス名
（Device Name）]や [電話番号（Directory Number）]などの照合するフィールドを選択します。

ステップ 3 2番目のドロップダウンリストボックスで、[次で始まる（begins with）]、[次を含む
（contains）]、[空白である（is empty）]などの検索条件を選択します。

ステップ 4 [検索（Search）]フィールド/リストボックスで、リスト内のモデル名や電話番号の範囲など、
検索する値を選択または入力します。

ステップ 5 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、[検索（Find）]をクリックします。

データベースに登録されているすべての電話機に関するレポートを生成するには、

検索テキストを何も入力せずに [検索（Find）]をクリックします。
ヒント

さらにクエリを定義して複数のフィルタを追加するには、[絞り込み（Search Within Results）]
チェックボックスをオンにして、ドロップダウンボックスから [AND]または [OR]を選択し、
ステップステップ 2（234ページ）～ステップ 5（234ページ）を繰り返します。

検出された電話機のリストが表示されます。

ステップ 6 特定のレポートタイプに関する詳細を選択するには、[次へ（Next）]をクリックします。
[電話レポートの作成（Generate Phone Report Configuration）]ウィンドウが開いて、選択したク
エリが表示されます。

クエリのタイプを変更する場合は、[戻る（Back）]をクリックします。ヒント

ステップ 7 [レポートファイル名（Report File Name）]フィールドに、このレポートの名前を入力します
（必須）。

ステップ 8 [使用可能なデバイスフィールド（Available Device Fields）]ドロップダウンリストボックス
で、デバイスアイテムを選択して矢印をクリックすると、そのアイテムがこの [レポート
（Report）]リストの [選択済みのフィールド（Selected Fields）]に移動します。

レポートを生成するには、少なくとも1つのデバイスフィールドを指定する必要があります。
レポートに含める複数のフィールドを選択できます。デバイスフィールドと回線フィールドの

リストについては、「電話および IPテレフォニーデバイスレポート（235ページ）」を参照
してください。

この [レポート（Report）]リストの [選択済みのデバイスフィールド（Selected Device
Fields）]内のアイテムの順序を変更するには、アイテムを選択して上矢印または下
矢印をクリックすると、そのアイテムがリスト内の別の位置に移動します。

ヒント

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
234

電話

電話レポートの生成



ステップ 9 [使用可能な回線フィールド（Available Line Fields）]ドロップダウンリストボックスで、回線
アイテムを選択して矢印をクリックすると、そのアイテムがこの [レポート（Report）]リスト
の [選択済みのフィールド（Selected Fields）]に移動します。

レポートを生成するには、少なくとも 1つの回線フィールドを指定する必要があります。レ
ポートに含める複数のフィールドを選択できます。

この [レポート（Report）]リストの [選択済みの回線フィールド（Selected Line
Fields）]内のアイテムの順序を変更するには、アイテムを選択して上矢印または下
矢印をクリックすると、そのアイテムがリスト内の別の位置に移動します。

ヒント

ステップ 10 レポートに IP電話サービスフィールドを含めるには、[スピードダイヤルサービス（Speed
Dial Services）]チェックボックスや [IP Phoneサービス（IP Phone Services）]チェックボック
スをオンにします。

ステップ 11 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 12 レポートを生成するタイミングを選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐにレポートを生成する場合は [今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックします。
b) 後でレポートを生成する場合は [後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 13 電話機レコードを挿入するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

[ジョブの設定（Job Configuration）]ウィンドウを使用して、このジョブのスケジューリングま
たはアクティブ化（またはその両方）を実行します。

次のタスク

[一括管理（Bulk Administration）]メニューの [ファイルのアップロード/ダウンロード
（Upload/Download Files）]オプションを使用してレポートファイルを検索し、ダウンロード
することができます。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
ファイルのアップロードおよびダウンロード（23ページ）

電話および IPテレフォニーデバイスレポート
すべての電話機および IPテレフォニーデバイスに関する電話レポートを生成することも、レ
ポート対象を次のいずれかのオプションに制限することもできます。

• [デバイス名（Device Name）]：フィルタを指定するか、正確な名前を使用します。

• [説明（Description）]：フィルタを指定するか、正確な説明を使用します。

• [電話ロード名（Phone Load Name）]：フィルタを指定するか、正確な名前を使用します。
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• [デバイスプール（CDevice Pool）]：クラスタ内に設定されているデバイスプールのリス
トから 1つ選択します。

• [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]：クラスタ内に設定されている CSS
のリストから 1つ選択します。

• [ロケーション（Location）]：クラスタ内に設定されているロケーションのリストから1つ
選択します。

• [電話番号（Directory Number）]：フィルタを指定するか、正確な番号を使用します。

電話レポートのタイプを選択した後、レポートに含めるデバイスおよび回線の詳細を選択でき

ます。

次のデバイスフィールドの中から選択できます。

• [AARコーリングサーチスペース（AAR Calling Search Space）]

• [AAR近隣（AAR Neighborhood）]

• [認証文字列（Authentication String）]

• [ビルトインブリッジ（Built In Bridge）]

• [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]

• [コーリングサーチスペース再ルーティング（Calling Search Space Reroute）]

• [証明書の操作（Certificate Operation）]

• [証明書のステータス（Certificate Status）]

• [共通プロファイル（Common Profile）]

•国（Country）

•説明

• [デバイス名（Device Name）]

•デバイスプール（Device Pool）

•デバイスプロファイル

• [デバイスプロトコル（Device Protocol）]

• [デバイスデフォルトプロファイル（Device_Default Profile）]

• [ダイヤルルール（Dial Rules）]

• [最終ログインユーザ ID（Last Login user ID）]

• [ロード情報（Load Information）]

• [所在地（ Location）]

• [ログイン期間（Login Duration）]
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• [ログイン時間（Login Time）]

• [MLPPドメイン（MLPP Domain）]

• [MLPP通知（MLPP Indication）]

• [メディアリソースリスト（Media Resource List）]

• [ネットワーク保留MOH音源（Network Hold MOH Audio Source）]

• [ネットワークロケーション（Network Location）]

• [パケットキャプチャ時間（Packet Capture Duration）]

• [パケットキャプチャモード（Packet Capture Mode）]

•電話テンプレート（Phone Template）

• [プリエンプション（Preemption）]

• [プライバシー（Privacy）]

• [製品（Product）]

• [公開キー（Public Key）]

• [QSIG]

• [SIPプロファイル（SIP Profile）]

• [セキュアシェルパスワード（Secure Shell Password）]

• [セキュアシェルユーザ ID（Secure Shell User ID）]

• [セキュリティプロファイル（Security Profile）]

• [セキュリティプロファイル（Security Profile）]

• [アップグレード終了時刻（Upgrade Finish Time）]

• [ユーザID（ User ID）]

• [地理的な場所（Geo Location）]

• [常にプライム回線を使用する（Always Use Prime Line）]

• [ボイスメッセージには常にプライム回線を使用する（Always Use Prime Line for Voice
Message）]

次の回線フィールドの中から選択できます。

• [呼び出し表示（Alerting Name）]

•自動応答（Auto Answer）

• [デバイス障害時コーリングサーチスペース（CSS_Device Failure）]

• [CSS_MWI]
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• [コール転送期間（Call Forward Duration）]

• [発呼者回線表示ビット（Calling Line Presentation Bit）]

• [発呼者名表示ビット（Calling Name Presentation Bit）]

• [発呼側プレフィックス番号（Calling Party Prefix Digits）]

• [接続回線表示ビット（Connected Line Presentation Bit）]

• [接続名表示ビット（Connected Name Presentation Bit）]

• [デバイス障害電話番号（Device Failure DN）]

• [電話番号（Directory Number）]

• [不在転送 CSS（Forward All CSS）]

• [不在転送の接続先（Forward All Destination）]

• [話中転送コーリングサーチスペース（外部）CSS（Forward Busy External CSS）]

• [話中転送の接続先（外部）（Forward Busy External Destination）]

• [話中転送コーリングサーチスペース（内部）（Forward Busy Internal CSS）]

• [話中転送の接続先（内部）（Forward Busy Internal Destination）]

• [無応答時転送コーリングサーチスペース（外部）（Forward No Answer External CSS）]

• [無応答時転送の接続先（外部）（Forward No Answer External Destination）]

• [無応答時転送コーリングサーチスペース（内部）（Forward No Answer Internal CSS）]

• [無応答時転送の接続先（内部）（Forward No Answer Internal Destination）]

• [無応答時転送の呼び出し時間（Forward No Answer Ring Duration）]

• [無カバレッジ時転送コーリングサーチスペース（外部）（Forward No Coverage External
CSS）]

• [無カバレッジ時転送の接続先（外部）（Forward No Coverage External Destination）]

• [無カバレッジ時転送コーリングサーチスペース（内部）（Forward No Coverage Internal
CSS）]

• [無カバレッジ時転送の接続先（内部）（Forward No Coverage Internal Destination）]

• [未登録内線の不在転送コーリングサーチスペース（Forward Unregistered External CSS）]

• [未登録外線の不在転送：接続先（Forward Unregistered External Destination）]

• [未登録内線の不在転送コーリングサーチスペース（Forward Unregistered Internal CSS）]

• [未登録内線の不在転送 -接続先（Forward Unregistered Internal Destination）]

• [CTI障害時転送コーリングサーチスペース（Forward on CTI Failure CSS）]
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• [CTI障害時転送の接続先（Forward on CTI Failure Destination）]

• [回線 AAR近隣（Line AAR Neighborhood）]

• [回線 ASCII呼び出し表示（Alerting Name ASCII）]

• [回線の説明（Line Description）]

• [回線ネットワーク保留MOH音源（Line Network Hold MOH Audio Source）]

• [MLPP無応答時の呼び出し時間（秒）（MLPP No Answer Ring Duration (Seconds)）]

• [ルートパーティション（Route Partition）]

• [セカンダリ不在転送コーリングサーチスペース（Secondary Call Forward All CSS）]

• [ターゲット CSS（Target CSS）]

• [宛先（Target Destination）]

• [ユーザ保留MOH音源（User Hold MOH Audio Source）]

• [パーティ参加トーン（Party Entrance Tone）]

• [不在着信のログを取る（Log Missed Calls）]

• [パークモニタリング転送非取得時の接続先（外部）（Park Monitor Forward No Retrieve
External Destination）]

• [パークモニタリング転送非取得時の接続先（内部）（Park Monitor Forward No Retrieve
Internal Destination）]

• [パークモニタリング転送非取得時のボイスメール（内部）（Park Monitor Forward No
Retrieve Internal Voice Mail）]

• [パークモニタリング転送非取得時のボイスメール（外部）（Park Monitor Forward No
Retrieve External Voice Mail）]

• [パークモニタリング転送非取得時のコーリングサーチスペース（外部）（Park Monitor
Forward No Retrieve External CSS）]

• [パークモニタリング転送非取得時のコーリングサーチスペース（内部）CSS（ParkMonitor
Forward No Retrieve Internal CSS）]

• [パークモニタリング復帰タイマー（Park Monitor Reversion Timer）]

• [電話番号の URI（1-5）がプライマリ（URI Is Primary on Directory Number (1-5)）]

• [電話番号の URIルートパーティション（1-5）（URI Route Partition on Directory Number
(1-5)）]

• [電話番号の URI（1-5）（URI on Directory Number (1--5)）]
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ダミーMACアドレスを含む電話機リストの生成
ダミーMACアドレスを使用する電話機のリストを生成できます。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話レポートの作成（Generate Phone
Reports）]の順に選択します。
[電話機レポートクエリ（Report Phone Query）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 最初の [電話の検索（Find Phone(s) where）]ドロップダウンリストボックスで、[デバイス名
（Device Name）]を選択します。

ステップ 3 2番目のドロップダウンリストボックスで、[次で始まる（begins with）]を選択します。

ステップ 4 テキストフィールドに「BAT」と入力します。ダミーMACアドレスを使って追加されたすべ
ての電話機には、BATで始まるデバイス名が付きます。

ステップ 5 [検索（Find）]をクリックします。デバイス名のテキストが BATで始まり、クエリテキスト
ボックスに表示されます。

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。[電話レポートの作成（Generate Phone Report Configuration）]
ウィンドウが表示されます。

次のタスク

レポート生成手順を実行します。「電話レポートの生成（234ページ）」に進みます。

「レポートログファイル（369ページ）」を参照してください。
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第 14 章

電話の移行

Cisco Unified Communications Manager一括管理（BAT）を使用して、電話機のグループをSkinny
Client Control Protocol（SCCP）から Session Initiation Protocol（SIP）に移行することができま
す。

• SCCPから SIPへの電話機の移行（241ページ）
•電話の移行関連のトピック（243ページ）

SCCPから SIPへの電話機の移行
電話機を SCCPから SIPに移行できます。SCCPから SIPへの移行では、電話機レポート内の
SIP固有のデフォルト値だけが移行されます。テンプレート内の他の値は移行されません。

SCCPを実行している電話機を SIPに移行する場合、移行中に電話機が自動的にリセットされ
るため、手動リセットは必要ありません。

（注）

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話の移行（Migrate Phones）] >
[SCCPから SIP（SCCP to SIP）]の順に選択します。
[電話の移行 - SCCPから SIP（Migrate Phones - SCCP to SIP）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [電話の検索（Find Phone where）]ドロップダウンリストボックスから、次の条件のいずれか
を選択します。

• [デバイス名（Device Name）]

•説明

•電話番号（Directory Number）

• [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]

• [デバイスプール（Device Pool）]
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• [デバイスタイプ（Device Type）]

• [コールピックアップグループ（Call Pickup Group）]

• [LSCステータス（LSC Status）]

•認証文字列（Authentication String）

• [所在地（ Location）]

• Phone Load Name

• [セキュリティプロファイル（Security Profile）]

ステップ 3 2番目の [電話の検索（Find Phone where）]ドロップダウンリストボックスから、次の条件の
いずれかを選択します。

•～で始まる

•～を含む

•次の文字列と完全に一致する

•次の文字列で終わる

•空である

•～が空ではない

ステップ 4 必要に応じて、適切な検索テキストを指定し、[検索（Find）]をクリックします。

さらにクエリを定義するには、[絞り込み（Search Within Results Using）]ドロップダウンリス
トボックスに対応するチェックボックスをオンにします。[AND]または [OR]を選択して複数
のフィルタを追加することができます。ステップ2（241ページ）～ステップ4（242ページ）
を繰り返します。

データベースに登録されているすべての電話機を検索するには、検索テキストを何

も入力せずに [検索（Find）]をクリックします。
ヒント

検出された電話機のリストが、次の分類で表示されます。

• [デバイス名（Device Name）]

•説明

• [デバイスプール（Device Pool）]

• [デバイスプロトコル（Device Protocol）]

•ステータス（Status）

• IPアドレス

ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。
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ステップ 6 ドロップダウンリストボックスから、電話機テンプレートを選択します。

SCCPから SIPへの移行では、このテンプレートから SIP固有のデフォルト値だけ
が移行中に選択されます。テンプレートにある他の値は選択されません。

（注）

ステップ 7 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 8 移行方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐに電話機レコードを移行する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックし
ます。

b) 後で電話機レコードを移行する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 9 電話機レコードを移行するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

このジョブをスケジュールするか、アクティブ化するには、[一括管理（Bulk Administration）]
メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用します。

次のタスク

電話機を SCCPから SIPに移行するためのジョブを送信した後、必ずこれらの電話機をリセッ
トしてください。電話機をリセットするには、[一括管理（Bulk Administration）] > [電話
（Phones）] > [電話のリセット/リスタート（Reset/Restart Phones）] > [クエリ（Query）]を使
用します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
クエリを使用した電話機のリセットまたは再起動（225ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
電話の移行関連のトピック（243ページ）

電話の移行関連のトピック
• SCCPから SIPへの電話機の移行（241ページ）

•クエリを使用した電話機のリセットまたは再起動（225ページ）

•スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
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第 15 章

インターコムの追加および更新

インターコム機能を使用すると、特定のユーザから別のユーザにコールを発信でき、着信側が

ビジー状態かアイドル状態かに関係なく、そのコールは発信側から着信側への一方向メディア

で自動的に応答されます。

[インターコムの追加/更新（Add/Update Intercom）]ユーティリティを使用して、Cisco Unified
Communications Managerサーバとの間でインターコムの一括の追加または更新を行う方法につ
いて説明します。

•インターコム DNの更新（245ページ）
•インターコム DNの追加（246ページ）
• [インターコムDNの更新（Intercom DN Update）]フィールドの説明（247ページ）

インターコム DNの更新
電話機またはデバイスのインターコム DNを更新できます。

手順

ステップ 1 更新するインターコム DNを選択します。次のいずれかを実行します。

a) 電話機のインターコム電話番号を更新するには、[一括管理（Bulk Administration）] > [電
話（Phones）] > [インターコムの追加/更新（Add/Update Intercom）] > [インターコム電話
番号の更新（Update Intercom Directory Numbers）]の順に選択します。

b) ユーザデバイスプロファイルのインターコム電話番号を更新するには、[一括管理（Bulk
Administration）] > [ユーザデバイスプロファイル（User Device Profiles）] > [インターコ
ムの追加/更新（Add/Update Intercom）] > [インターコム電話番号の更新（Update Intercom
Directory Numbers）]の順に選択します。

ステップ 2 最初の [更新するインターコム電話番号の検索/一覧表示（Find and List Intercom Directory
Numbers To Update where）]ドロップダウンリストから、次の条件のいずれかを選択します。

• [インターコム電話番号（Intercom Directory Number）]

• [ルートパーティション（Route Partition）]
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•説明

ステップ 3 2番目の [更新するインターコム電話番号の検索/一覧表示（Find and List Intercom Directory
Numbers To Update where）]ドロップダウンリストから、次の条件のいずれかを選択します。

•～で始まる

•～を含む

•～が次の文字列で終わる

•次の文字列と完全に一致する

•空である

•～が空ではない

ステップ 4 必要に応じて、テキストフィールドに適切な検索テキストを指定します。

データベースに登録されているすべてのインターコムDNを検索するには、検索テ
キストを何も入力せずに [検索（Find）]をクリックします。

ヒント

ステップ 5 さらにクエリを定義するには、[AND]または [OR]を選択して複数のフィルタを追加し、ステッ
プ 2（245ページ）とステップ 3（246ページ）を繰り返します。

ステップ 6 [検索（Find）]をクリックします。

検出されたインターコム DNのリストが次の分類で表示されます。

• Intercom DN Pattern

• [ルートパーティション（Route Partition）]

•説明

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 クエリで定義したすべてのレコードを対象として更新する設定値を指定します。

更新する複数のパラメータを選択できます。

関連トピック

[インターコムDNの更新（Intercom DN Update）]フィールドの説明（247ページ）

インターコム DNの追加
Unified Communications Managerサーバーにインターコム DNを追加できます。

始める前に

•電話またはその他の IPテレフォニーデバイスの固有の詳細を格納する、カンマ区切り値
（CSV）形式のデータファイルを用意する必要があります。
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•関連するターゲットやトランザクションの機能を選択することによって、データファイル
をアップロードします。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [インターコムの追加/更新（Add/Update
Intercom）] > [インターコム電話番号の追加（Add Intercom Directory Numbers）]の順に選択し
ます。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]ドロップダウンリストボックスで、この特定の一括トランザクショ
ンのために作成した CSVデータファイルを選択します。

ステップ 3 [電話テンプレート名（Phone Template Name）]ドロップダウンリストボックスで、このタイ
プの一括トランザクションのために作成した BAT電話機テンプレートを選択します。

ステップ 4 挿入するファイルに含まれる情報で既存の電話ボタンテンプレート設定を更新する場合は、
[構成時の設定のオーバーライド（Override Configuration Settings）]チェックボックスをオンに
します。

オプションとして、構成時の設定をオーバーラードすることを検討してください。

ステップ 5 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

このトランザクションに関するデフォルトのジョブの説明では、インターコムDNの挿入が指
定されています。

ステップ 6 インターコム DNを追加する方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) インターコム DNをすぐに追加する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリック
します。

b) インターコム DNを後で追加する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 7 インターコム DNを追加するジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックします。

このジョブをスケジュールするか、アクティブにするには、[ジョブの設定（JobConfiguration）]
ウィンドウを使用します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

[インターコムDNの更新（Intercom DN Update）]フィール
ドの説明

次の表で、回線詳細の更新に関するフィールドの説明を示します。
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表 11 :インターコム DN詳細を更新するためのフィールドの説明

説明フィールド

[インターコム電話番号情報（Intercom Directory Number Information）]

電話番号が属しているルートパーティションを選択します。

この電話番号は、複数のパーティションで表示さ

れる可能性があります。

（注）

[ルートパーティション（Route
Partition）]

デバイスを認識するのに役立つ説明を入力します。説明には、

任意の言語で最大50文字を指定できますが、二重引用符（"）、
パーセント記号（%）、アンパサンド（&）、山カッコ（<>）
は使用できません。

説明

この名前は、共有電話番号への呼び出し中に表示される名前を

表します。共有されていない電話番号の場合、呼び出し中は

[表示（Display）]フィールドに入力されている名前が表示され
ます。

[呼び出し表示（Alerting
Name）]

このフィールドは [呼び出し表示（Alerting Name）]フィールド
と同じ情報を指定しますが、入力できるのはASCII文字だけで
す。Unicode（国際化）文字をサポートしていないデバイスに
は、[ASCII呼び出し表示（Alerting Name ASCII）]フィールド
に指定された内容が表示されます。

[ASCII呼び出し表示（Alerting
Name ASCII）]

インターコム電話番号の設定

この電話機/ポートのグループを割り当てるコーリングサーチ
スペースを選択します。

コーリングサーチスペースは、ダイヤルされた番号のルーティ

ング方法を決定するために検索されるルートパーティション

のコレクションを指定します。

[コーリングサーチスペース
（Calling Search Space）]

プレゼンス機能で使用します。SIPまたは SCCPを実行する電
話機は、プレゼンスエンティティに関するステータス（たと

えば、電話機で BLFスピードダイヤルボタンとして設定され
ている電話番号など）を要求するため、ウォッチャとして機能

します。

プレゼンスエンティティのステータスを電話機が受信できる

ようにするには、電話番号に適用されるプレゼンスグループ

のステータスの閲覧が許可されているプレゼンスグループ

（[Presence Group Configuration（プレゼンスグループの設定）]
ウィンドウで指定されています）を選択します。

[プレゼンスグループ
（Presence Group）]
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第 IV 部

ユーザ
•ユーザの追加（251ページ）
•ユーザテンプレート（259ページ）
•ユーザの挿入（269ページ）
•ユーザの更新（273ページ）
•ユーザの削除（289ページ）
•ユーザレコードのエクスポート（293ページ）
•パスワードおよび PINのリセット（297ページ）
•ユーザレポートの生成（303ページ）
•ラインアピアランス（307ページ）
•エンドユーザ CAPFプロファイル（313ページ）





第 16 章

ユーザの追加

この章では、Cisco Unified Communications Managerの LDAPデータベース内で、ユーザレコー
ドを管理する方法、および電話機とユーザ、または CTIポートとユーザレコードなどのユー
ザの組み合わせを使用する方法について説明します。

•新しいユーザグループの追加およびユーザの関連付け（251ページ）
•ユーザの追加（252ページ）
• BATスプレッドシートを使用したユーザー用 CSVデータファイルの作成（252ページ）
• BATスプレッドシートのユーザデータフィールドの説明（254ページ）
•ユーザの追加関連のトピック（257ページ）

新しいユーザグループの追加およびユーザの関連付け
Unified Communications Manager一括管理（BAT）を使用して、新規ユーザーのグループを追加
したり、Unified Communications Managerデータベースの電話やその他の IPテレフォニーデバ
イスにユーザーを関連付けたりします。

社内ディレクトリを使用していて、Lightweight Directory Access Protocol（LDAP）同期を有効
にしている場合（Cisco Unified Communications Manager Administrationで、[システム（System）] >
[LDAP] > [LDAPシステム（LDAP System）]の順に選択します）、BATを使用してパスワー
ドのリセットや、ユーザの挿入、更新、削除は実行できません。

（注）

関連トピック

ユーザの追加（252ページ）
ユーザレコードのエクスポート（293ページ）
ユーザレポートの生成（303ページ）
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ユーザの追加
BATスプレッドシートを使用して複数の新しいユーザを Unified Communications Managerデー
タベースに一括で追加するには、CSVデータファイルを作成する必要があります。Cisco IP
SoftPhoneのようにCTIポートを必要とするアプリケーションを使用するユーザのために、BAT
で CTIポートを既存のユーザに関連付けることができます。

手順

ステップ 1 追加する各ユーザに対して個別の値を定義するには、カンマ区切り値（CSV）データファイル
を作成します。

ステップ 2 BATを使用して、ユーザを Unified Communications Managerデータベースに挿入します。

関連トピック

テキストベースの CSVユーザファイルの作成（804ページ）
BATスプレッドシートを使用したユーザー用 CSVデータファイルの作成（252ページ）
Unified Communications Managerデータベースへのユーザの挿入（269ページ）
ユーザの追加関連のトピック（257ページ）

BATスプレッドシートを使用したユーザー用 CSVデータ
ファイルの作成

Unified Communications Managerデータベースに新しいユーザを追加するための詳細情報をBAT
スプレッドシートに入力し、それを CSVデータファイルに変換することができます。

BATスプレッドシートに空の行を含めると、その空の行がファイルの終わりとして扱われま
す。空の行より後に入力されたデータは BAT形式に変換されません。

（注）

BATスプレッドシートでユーザを追加するためのフィールドを編集し終えたら、その内容を
CSV形式のデータファイルにエクスポートできます。エクスポートされた CSV形式のデータ
ファイルには、次のようなデフォルトのファイル名が割り当てられます。

<tabname>-<timestamp>.txt

ここで、<tabname>は電話機などの作成された入力ファイルのタイプを表し、<timestamp>は

ファイルが作成された正確な日時を表します。

エクスポートしたファイルをローカルワークステーションに保存したら、CSV形式のデータ
ファイルの名前を変更できます。いずれかのフィールドにカンマを入力すると、BAT形式にエ
クスポートする際に BAT.xltはそのフィールドエントリを二重引用符で囲みます。
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CSVファイル名にカンマが含まれていると（例：abcd,e.txt）、Unified Communications Manager
サーバにアップロードできません。

（注）

手順

ステップ 1 BATスプレッドシートを開くには、BAT.xltファイルを探してダブルクリックします。

ステップ 2 スプレッドシートの機能を使用するように求められたら、[マクロを有効にする（EnableMacros）]
をクリックします。

ステップ 3 ユーザを追加するには、スプレッドシートの下部にある [ユーザ（Users）]タブをクリックし
ます。

ステップ 4 すべての必須フィールドと関連するオプションフィールドに値を入力します。各列の見出しで
はフィールドの長さが指定され、また必須であるか、オプションであるかも指定されます。

各行に、オンラインヘルプファイルの説明に従って情報を入力します。

•ユーザが複数のデバイスを使用している場合は、デバイスごとに、デバイス名フィールド
に入力する必要があります。

•新規ユーザに関連付ける追加のデバイス名を入力するには、[制御するデバイスの数（Number
of Controlled Devices）]テキストボックスに値を入力します。

CTIポート、ATAポート、H.323クライアントを含む、すべてのデバイスをユーザ
と関連付けることができます。

（注）

ステップ 5 新規ユーザに関連付ける追加のデバイス名を入力するには、[制御するデバイスの数（Number
of Controlled Devices）]テキストボックスに値を入力します。

ステップ 6 [BAT形式にエクスポート（Export to BAT Format）]をクリックして、BAT Excelスプレッド
シートから CSV形式データファイルにデータを転送します。

このファイルは、デフォルトのファイル名（<tabname>-<timestamp>.txt）で、C:\XLSDataFiles
に保存されます。または [参照（Browse）]を使用して別の既存フォルダに保存することもでき
ます。

エクスポートされたCSVデータファイルを読み取る方法については、BATの [ユー
ザの挿入（Insert Users）]ウィンドウにある [サンプルファイルの表示（View Sample
File）]へのリンクをクリックします。

ヒント

次のタスク

CSVデータファイルを Unified Communications Managerデータベースサーバの最初のノードに
アップロードして、BATがデータファイルにアクセスできるようにする必要があります。
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関連トピック

CSVデータファイルを作成するために BATスプレッドシートのデータを収集する（14
ページ）

ユーザの追加関連のトピック（257ページ）
ファイルのアップロードおよびダウンロード（23ページ）

BATスプレッドシートのユーザデータフィールドの説明
次の表は、ユーザの詳細を追加するためのフィールドの説明を示しています。

表 12 :ユーザを追加するための BATスプレッドシートのフィールドの説明

説明フィールド

電話ユーザの名を、64文字以内で入力します。名

電話ユーザのミドルネームを、64文字以内で入力します。[ミドルネーム（Middle
Name）]

電話ユーザの姓を、1文字以上 64文字以下で入力します。[姓（Last Name）]

電話ユーザの姓を、1文字以上 128文字以下で入力します。[ユーザID（ User ID）]

ユーザが Cisco IP Phone Configurationウィンドウにアクセス
するために必要なパスワードを、最大128文字で入力します。

ユーザテンプレートを追加するときには、CSVデータファイ
ルで、または、BATユーザインターフェイスを使用してパス
ワードを指定する必要があります。各ユーザまたはユーザグ

ループの個々のパスワードを適用する場合、CSVファイルでパ
スワードの情報を指定します。すべてのユーザにデフォルトの

パスワードを使用する場合は、ユーザを BATに挿入するとき
にデフォルトのパスワードを指定します。

パスワード（Password）

この電話機のユーザのマネージャユーザ IDを最大 128文字で
入力します。

[マネージャユーザ ID
（Manager User ID）]

この電話ユーザに対して、部署番号を 64文字以内で入力しま
す。

[部署名（Department）]
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説明フィールド

エクステンションモビリティに使用する個人識別番号（PIN）
を、128桁以下の数字で入力します。

ユーザテンプレートを追加するときには、CSVデータファイ
ルで、または、BATユーザインターフェイスを使用して PIN
を入力する必要があります。各ユーザまたはユーザのグループ

の個々の PINを適用する場合は、CSVファイルで PINを指定
します。すべてのユーザが使用できるデフォルトPINを使用す
る場合、ユーザを BATに挿入する際にデフォルト PINを提供
します。

PIN

このユーザとデバイスのデフォルトプロファイルを、50文字
以内で入力します。BATに表示される
Cisco Unified Communications Manager Administrationの既存の
UDPの一覧から、ユーザデバイスプロファイルを選択できま
す。

[デフォルトプロファイル
（Default Profile）]

このユーザと関連付ける言語と国のセットを、50文字以内で
入力します。この選択によって、このユーザに関して存在する

文化依存の属性と、Cisco Unified Communications Managerの
ユーザウィンドウと電話機に表示される言語が決定されます。

[ユーザロケール（User
Locale）]

このユーザと関連付ける電話とデバイスの名前を、50文字以
内で入力します。

[制御するデバイス（Controlled Device）]フィール
ドは、スプレッドシートの一番右にある [制御する
デバイスの数（Number of Controlled Devices）]
フィールドが 0よりも大きい値に設定されている
場合に表示されます。

（注）

[制御するデバイス 1
（Controlled Device 1）]

この電話のプライマリ内線（通常は回線1）に、電話番号を64
桁以下の数字で入力します。

[電話番号（Telephone
Number）]

このフィールドはユーザが追加された後に表示され、ユーザの

プライマリデータベース番号を表します。デバイスをユーザ

に関連付ける場合は、プライマリラインを選択しません。ユー

ザは、電話機に複数の回線を接続できます。

[プライマリ内線（Primary
Extension）]

このフィールドは Ciscoソフトフォンおよび Cisco Unified
Communications Managerアテンダントコンソールのユーザには
必須で、ユーザが追加された後に表示されます。

[関連付けられたPC（Associated
PC）]

ドロップダウンリストボックスから、このユーザの IPCC内
線を選択します。

[IPCC内線（IPCC Extension）]
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説明フィールド

ユーザの電子メールアドレスを、255文字以下で入力します。[メールID（Mail ID）]

このユーザと関連付ける追加の電話の名前を、50文字以内で
入力します。

[制御するデバイス（Controlled Device）]フィール
ドは、スプレッドシートの一番右にある [制御する
デバイスの数（Number of Controlled Devices）]
フィールドが 0よりも大きい値に設定されている
場合に表示されます。

（注）

[制御するデバイス 2
（Controlled Device 2）]

データベース番号（プレゼンスエンティティ）の状態をウォッ

チするプレゼンスグループを入力します。

[プレゼンスグループ
（Presence Group）]

Cisco Unified Communications Manager Administrationで設定する
すべてのコーリングサーチスペースが [SUBSCRIBEコーリン
グサーチスペース（SUBSCRIBE Calling Search Space）]ドロッ
プダウンリストボックスに表示されます。

[コーリングサーチスペースの登録（SUBSCRIBE Calling Search
Space）]では、Cisco Unified Communications Managerがエンド
ユーザから発行されたプレゼンスサブスクリプション要求を

ルーティングする方法が決定されます。この目的で明示的に

コーリングサーチスペースを設定するには、すべてのコーリ

ングサーチスペースを設定する場合と同じようにコーリング

サーチスペースを設定します（[コールルーティング（Call
Routing）] > [クラス制御（Class Control）] > [コーリングサー
チスペース（Calling Search Space）]）。

[SUBSCRIBEコーリングサー
チスペース（SUBSCRIBE
Calling Search Space）]

SIPを実行している電話のダイジェスト認証を設定する場合、
電話が Cisco Unified Communications Managerに SIPリクエスト
を送信するたびに、Cisco Unified Communications Managerは電
話のアイデンティティを確認します。このフィールドに入力し

たダイジェストクレデンシャルは、[電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウでダイジェストユーザを選択した
場合に、電話に関連付けられます。

最大 128文字の英数字からなる文字列を入力します。

ダイジェスト認証の詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Security Guide』を参照してください。

[ダイジェストクレデンシャル
（Digest Credentials）]
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説明フィールド

ユーザが所属するユーザグループを入力します。

[ユーザグループ（User Group）]フィールドは、ス
プレッドシートの一番右にある [ユーザグループの
数（Number of User Groups）]フィールドが 0より
も大きい値に設定されている場合に表示されます。

（注）

[ユーザグループ（User
Group）]

このユーザのプライマリエクステンションに関連付けるプラ

イマリDirectory URIを入力します。username@hostの形式で入
力してください。最大 47文字の英数字からなるユーザ名を入
力します。ホストアドレスには、IPv4アドレスまたは完全修
飾ドメイン名を入力します。

Cisco Unified CMの管理ページで、二重引用符また
はコンマが組み込まれた複数の URIを入力できま
す。ただし、一括管理を使用して、二重引用符や

コンマが組み込まれたディレクトリURIを含むcsv
ファイルをインポートする場合には、ディレクト

リ URI全体を二重引用符で囲み、組み込まれた二
重引用符を二重引用符でエスケープする必要があ

ります。たとえば、「Jared, "Jerry",Smith@test.com」
というディレクトリ URIは、csvファイルで
は」"Jared,""Jerry"",Smith@test.com"と入力する必要
があります。

（注）

[Directory URI]

セルフサービスユーザ IDは、ユーザを識別するために使用さ
れる DTMF数字列です（通常はユーザの電話番号と同じで
す）。

[セルフサービスユーザ ID
（Self-Service User ID）]

[ユーザプロファイル（User Profile）]は、ユーザのグループ全
体にわたって共有される設定の集合です。このプロファイル

は、新しいデバイスを作成する際に使用されます。

[プロファイル（User Profile）]

Extension Mobility（EM;エクステンションモビリティ）および
Extension Mobility Cross Clusterのユーザの最大ログイン時間を
入力します。値を分単位で入力します。値の範囲は 0～ 10080
分（7日間）です。

[EM最大ログイン時間（EM
MAX LOGIN TIME）]

ユーザの追加関連のトピック
•ユーザの追加（252ページ）

•ユーザレコードのエクスポート（293ページ）
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•ユーザレポートの生成（303ページ）

• BATログファイル（771ページ）。
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第 17 章

ユーザテンプレート

この章では、Cisco Unified Communications Manager一括管理（BAT）のユーザテンプレートを
使用して共通のユーザ属性を定義して、新しいユーザのグループを追加する方法について説明

します。

• BATユーザテンプレートの検索（259ページ）
•新しい BATユーザテンプレートの作成（260ページ）
• BATユーザテンプレートの変更（261ページ）
• BATユーザテンプレートのコピー（261ページ）
• BATユーザテンプレートの削除（262ページ）
• BATユーザテンプレートのフィールドの説明（262ページ）

BATユーザテンプレートの検索
Unified Communications Managerを使用すると、特定の基準に基づいて特定のユーザーテンプ
レートを検索できます。これは、複数のユーザーテンプレートが存在する場合に便利です。

ブラウザセッションで作業中に、検索/一覧表示の検索設定がクライアントマシン上のCookie
に保存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻った場合や、ブラウ

ザを閉じてから新しいブラウザウィンドウを開き直した場合は、手動で検索を変更するまで、

Unified Communications Managerの検索設定が保持されます。

（注）

手順

ステップ 1 [一括管理（BulkAdministration）] > [ユーザ（Users）] > [ユーザテンプレート（UserTemplate）]
の順に選択します。

[ユーザテンプレートの検索/一覧表示（Find and List User Templates）]ウィンドウが表示されま
す。2つのドロップダウンリストボックスを使用してテンプレートを検索します。
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ステップ 2 最初の [ユーザテンプレートの検索（Find User Template where）]ドロップダウンリストボッ
クスから、次の条件のいずれかを選択します。

•ユーザテンプレート名
• [部署名（Department）]

2番目の [ユーザテンプレートの検索（Find User Template where）]ドロップダウンリストボッ
クスから、次の条件のいずれかを選択します。

•～で始まる
•～を含む
•次の文字列と完全に一致する
•次の文字列で終わる
•空である
•～が空ではない

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、[検索（Find）]をクリックします。

データベースに登録されているすべてのユーザテンプレートを検索するには、検索

テキストを何も入力せずに [検索（Find）]をクリックします。
ヒント

検出されたテンプレートのリストが次の分類で表示されます。

•ユーザテンプレート（User Template）
• [部署名（Department）]

ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致するユーザテンプレートをクリックします。
ウィンドウに、選択したユーザテンプレートが表示されます。

新しい BATユーザテンプレートの作成
新しいユーザテンプレートを作成できます。

手順

ステップ 1 [一括管理（BulkAdministration）] > [ユーザ（Users）] > [ユーザテンプレート（UserTemplate）]
の順に選択します。

[ユーザテンプレートの検索/一覧表示（Find and List User Templates）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
[ユーザテンプレートの設定（User Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 このグループのユーザの共通のユーザ設定を入力します。

フィールドの説明については、「BATユーザテンプレートのフィールドの説明（262ページ）」
を参照してください。
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ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ユーザテンプレートをデータベースに追加すると、ステータスにはトランザクションが完了し

たことが示されます。

BATユーザテンプレートの変更
既存のユーザテンプレートを表示または変更できます。

手順

ステップ 1 変更するユーザテンプレートを検索します。

ステップ 2 [ユーザテンプレートの設定（User Template Configuration）]ウィンドウで、テンプレート内の
設定を追加、変更、または削除します。

フィールドの説明については、「表 13 : BAT内のユーザテンプレートのフィールドの説明
（263ページ）」を参照してください。

ステップ 3 設定を変更してテンプレートを更新した後、[保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

BATユーザテンプレートの検索（259ページ）

BATユーザテンプレートのコピー
いくつかのフィールドだけを変更したい場合には、ユーザテンプレートのプロパティを新しい

ユーザテンプレートにコピーできます。

手順

ステップ 1 コピーするユーザテンプレートを検索します。

ステップ 2 [ユーザテンプレートの設定（User Template Configuration）]ウィンドウで、これがコピー対象
のテンプレートであることを確認して、[コピー（Copy）]をクリックします。
テンプレートが複製され、コピーが作成されます。コピーでは、元のテンプレートで指定され

ていたすべての値が複製されます。

ステップ 3 必要に応じて、新しいテンプレートのフィールドを更新します。

フィールドの説明については、「表 13 : BAT内のユーザテンプレートのフィールドの説明
（263ページ）」を参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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関連トピック

BATユーザテンプレートの検索（259ページ）

BATユーザテンプレートの削除
不要になった BATユーザテンプレートを削除できます。次の手順を使用して、ユーザテンプ
レートを削除します。

削除アクションは不可逆です。削除したテンプレートを復元することはできません。注意

手順

ステップ 1 削除するユーザテンプレートを見つけます。

ステップ 2 [ユーザテンプレートの設定（User Template Configuration）]ウィンドウで、それが削除するテ
ンプレートであることを確認して、[削除（Delete）]をクリックします。

また、[ユーザテンプレートの検索/一覧表示（Find and List User Templates）]ウィン
ドウからユーザテンプレートを削除することもできます。削除するテンプレートの

横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除（Delete Selected）]をク
リックします。

（注）

削除操作の確認を求めるメッセージが表示されます。

ステップ 3 テンプレートを削除するには、[OK]をクリックします。テンプレート名が [UDPテンプレート
の検索/一覧表示（Find and List UDP Templates）]ウィンドウのユーザテンプレートのリストか
ら消去されます。

特定のユーザテンプレートを使用するジョブを送信した場合、ジョブの実行前にそ

のユーザテンプレートを削除すると、そのジョブも削除されます。別のユーザテ

ンプレートを作成してジョブを再送信する必要があります。

注意

関連トピック

BATユーザテンプレートの検索（259ページ）

BATユーザテンプレートのフィールドの説明
BATユーザインターフェイスで、アスタリスクが付いているフィールド名は必須入力項目で
す。アスタリスクが付いていないフィールドについては、任意指定です。
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次の表では、BATユーザテンプレートを追加した後に表示される可能性のある、すべての
フィールドについて説明しています。

表 13 : BAT内のユーザテンプレートのフィールドの説明

説明フィールド

ユーザテンプレートの一意の名前（30文字以内の英数字）を
入力します。

ユーザテンプレート名

ユーザ IDをすべてのユーザに対してデフォルトパスワード
にする場合に、このチェックボックスをオンにします。

[ユーザ IDをデフォルトパス
ワードにする（Default Password
to User ID）]

電話番号をデフォルト暗証番号にするには、このチェックボッ

クスをオンにします。

[電話番号をデフォルト暗証番号
にする（Default PIN to Telephone
Number）]

電話番号をプライマリエクステンションにするには、この

チェックボックスをオンにします。

[プライマリエクステンションを
デフォルト電話番号にする

（Default Telephone Number to
Primary Extension）]

メール IDをユーザ IDのデフォルトにするには、このチェッ
クボックスをオンにします。

[ユーザ IDをデフォルトメール
IDにする（Default Mail ID to User
ID）]

この電話機のユーザのマネージャユーザ IDを最大 128文字
で入力します。

[マネージャユーザ ID（Manager
User ID）]

この電話ユーザに対して、部署番号を64文字以内で入力しま
す。

[部署名（Department）]

このユーザと関連付けたい言語と国のセットを、ドロップダ

ウンリストから選択します。この選択により、このユーザに

対して存在する文化依存属性と、Unified CMのユーザウィン
ドウと電話機でユーザに表示される言語が決まります。

[ユーザロケール（User Locale）]

このフィールドは CiscoソフトフォンおよびCisco Unified
Communications Managerアテンダントコンソールのユーザに
は必須で、ユーザが追加された後に表示されます。

[関連付けられたPC（Associated
PC）]

デフォルトプロファイルドロップダウンリストからこのユー

ザのデフォルトプロファイルを選択します。

[デフォルトプロファイル
（Default Profile）]

ドロップダウンリストから、電話番号、つまり、プレゼンス

エンティティのステータスを監視するBLFプレゼンスグルー
プを選択します。

[BLFプレゼンスグループ（BLF
Presence Group）]
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説明フィールド

Unified CM Administrationで設定したすべてのコーリングサー
チスペースが [SUBSCRIBEコーリングサーチスペース
（SUBSCRIBE Calling Search Space）]ドロップダウンリスト
ボックスに表示されます。

[コーリングサーチスペースの登録（SUBSCRIBE Calling Search
Space）]では、Cisco Unified Communications Managerがエンド
ユーザから発行されたプレゼンスサブスクリプション要求を

ルーティングする方法が決定されます。この目的で明示的に

コーリングサーチスペースを設定するには、すべてのコーリ

ングサーチスペースを設定する場合と同じようにコーリング

サーチスペースを設定します（[コールルーティング（Call
Routing）] > [クラス制御（Class Control）] > [コーリングサー
チスペース（Calling Search Space）]）。

[SUBSCRIBEコーリングサーチ
スペース（SUBSCRIBE Calling
Search Space）]

CTIに対してこのデバイスの制御と監視を許可する場合は、
このチェックボックスをオンにします。

関連付けられた電話番号が共有回線を指定する場合、少なく

とも 1つの関連付けられたデバイスが CTIにサポートされる
デバイスタイプとプロトコルの組み合わせを指定する限り、

このチェックボックスをオンにします。

WiFiモードで動作しているAndroid、iPhone、iPad
などの Ciscoデュアルモードデバイス（Jabber）
は、CTIを介してモニターされ、制御されません。
ただし、GSMモードで動作しているデバイスはモ
ニターまたは制御できません。

（注）

[CTIからのデバイスの制御を許
可（Allow Control of Device from
CTI）]

EMCCサービスを有効にする場合に、このチェックボックス
をオンにします。

[EMCCの有効化（EMCC
Enabled）]

ドロップダウンリストボックスから、このユーザに割り当て

るランクを選択します。最高のランクは 1で、最低のランク
は 10です。

[ユーザランク（User Rank）]

ドロップダウンリストから、ユーザが所属するアクセス制御

グループを選択します。選択できるのは、ユーザのランク以

下のアクセスコントロールグループのみです。

[アクセスコントロールグルー
プ（Access Control Group）]
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説明フィールド

SIPを実行している電話のダイジェスト認証を設定する場合、
電話が Cisco Unified Communications Managerに SIPリクエス
トを送信するたびに、Cisco Unified Communications Managerは
電話のアイデンティティを確認します。このフィールドに入

力したダイジェストクレデンシャルは、[電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウでダイジェストユーザを選択した
場合に、電話に関連付けられます。

最大 128文字の英数字からなる文字列を入力します。

ダイジェスト認証の詳細については、『Cisco Unified

Communications Manager Security Guide』を参照してください。

[ダイジェストクレデンシャル
（Digest Credentials）]

ダイジェストクレデンシャルが正しく入力されたことを確認

するために、このフィールドにクレデンシャルを再入力しま

す。

[ダイジェストクレデンシャルの
確認（Confirm Digest
Credentials）]

ユーザテンプレートのユーザのホームをこのクラスタにする

には、このチェックボックスをオンにします。ユーザは、企

業内の 1つのクラスタのみをホームとして設定する必要があ
ります。

ユーザが複数のホームクラスタに割り当てられて

いる場合、IMandPresenceが適切に機能しません。
（注）

[ホームクラスタ（Home
Cluster）]

このユーザテンプレートのユーザを IM and Presenceに対して
有効化するには、このチェックボックスをオンにします。関

連付けられたサービスプロファイルで IM and Presenceを設定
します。

Cisco Unified Communications Manager IM and
Presenceノードを、Cisco Unified Communications
Managerクラスタと共にインストールする必要が
あります。

[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定
（User Settings）] > [UCサービス（UC Services）]
メニューを使用して、IM and Presenceサービスを
設定します。

（注）

[Unified CM IM and Presenceの
ユーザを有効にする（EnableUser
for Unified CM IM and Presence）]

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
265

ユーザ

BATユーザテンプレートのフィールドの説明



説明フィールド

ユーザが IM and Presenceサービスで会議とカレンダーの情報
を含められるようにするには、このチェックボックスをオン

にします。

ユーザはホームクラスタにいて、IM and Presenceを有効化し
ている必要があります。また、Exchangeプレゼンスゲート
ウェイがCisco Unified Communications Manager IM and Presence
サービスサーバ上で設定されていることを確認します。

[プレゼンスに会議情報を含める
（Include meeting information in
Presence）]

システムが非平衡の場合、ユーザを、クラスタにインストー

ルされた IM and Presence Serviceサーバに割り当てます。一括
管理ツールを使用して指定したサーバは、プレゼンス冗長グ

ループに含める必要があります。

IM and Presenceサーバのユーザ割り当てモードが平衡化また
はアクティブ/スタンバイに設定されたクラスタでは、一括管
理ツールを使用して設定されたユーザ割り当てによって自動

ユーザ割り当てがオーバーライドされます。

[割り当て済みプレゼンスサーバ
（Assigned Presence Server）]

ドロップダウンリストから UCサービスプロファイルを選択
します。

[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定
（User Settings）] > [サービスプロファイル
（Service Profile）]メニューを使用して、ユーザ
のサービスプロファイルをセットアップします。

（注）

[UCサービスプロファイル（UC
Service Profile）]

Cisco Unified Mobilityを有効化する場合に、このチェックボッ
クスをオンにします。これによりユーザは、単一の電話番号

を使用してコールを管理し、デスクフォンと携帯電話のコー

ルをピックアップすることができます。

[Mobilityの有効化（Enable
Mobility）]

ユーザがモバイル音声アクセス統合型音声応答（IVR）システ
ムにアクセスしてCisco Unified Mobilityコールを開始し、Cisco
Unified Mobility機能をアクティブまたは非アクティブにでき
るようにするには、このチェックボックスをオンにします。

[Mobile Voice Accessの有効化
（Enable Mobile Voice Access）]

このユーザの最大待機時間を、5桁以下の数字で入力します。

この値は、携帯電話からデスクフォンに転送されたコールを

ユーザがピックアップするまでに許可する最大時間を示しま

す。

[デスクピックアップの最大待機
時間（Maximum Wait Time for
Desk Pickup）]
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説明フィールド

Extension Mobility（EM;エクステンションモビリティ）と
Extension Mobility Cross Clusterのユーザの最大ログイン時間
を、HHH:MM形式で入力して設定します。

値の範囲は、00:01～ 168:00時間です。

例：168:00、25:16、025:16、:30または 00:30

最大ログイン時間(HHH:MM)

ユーザのデスクフォンからコールの転送が許可される電話の

最大数を、2桁以下の数字で入力します。
[リモート接続先の制限（Remote
Destination Limit）]
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第 18 章

ユーザの挿入

この章では、Cisco Unified Communications Manager一括管理（BAT）を使用して、ユーザのグ
ループを Cisco Unified Communications Managerデータベースに追加する方法について説明しま
す。

この機能では、UTF-8エンコーディング形式で保存されたカスタムファイルのみがサポートさ
れます。

（注）

• Unified Communications Managerデータベースへのユーザの挿入（269ページ）
•ユーザの挿入関連のトピック（271ページ）

Unified Communications Managerデータベースへのユーザ
の挿入

CSVデータファイルを使用して、ユーザのグループを Unified Communications Managerデータ
ベースに追加できます。ユーザを挿入する目的で CSVファイルに入力したフィールド値は、
ユーザテンプレートに入力された値よりも優先されます。

クレデンシャルポリシーで [単純すぎるパスワードの確認（check for trivial password）]「」が
有効になっており、しかもユーザテンプレート内のパスワードがユーザ IDである場合、単純
すぎるパスワードに関する基準をユーザ IDが満たしていなければ、BATを使ったユーザ挿入
が失敗することがあります。

注目

管理対象デバイスとしてどのデバイスも選択されないまま、プライマリエクステンションが設

定された状態で、BATを使用してユーザを挿入できます。それには、BATを使用してユーザ
を挿入する前に、Unified Communications Managerで DNを定義しておく必要があります。DN
を事前に設定する手順の概要は、次のとおりです。

1. DNページで、ユーザのプライマリ内線番号に関連付ける DNの範囲を作成します。
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2. プライマリエクステンションが設定された BATテンプレートを作成します（同じ DNの
事前設定）。

3. 次の手順に示すように、BATを使用してユーザを挿入します。

始める前に

ユーザ名、制御するデバイスの名前、および電話番号が格納されている、UTF-8符号化形式で
保存されたCSVデータファイルが必要です。次のいずれかの方法を使用して、CSVデータファ
イルを作成できます。

• CSV形式に変換される BATスプレッドシート
•ユーザデータのエクスポートファイルを生成するエクスポートユーティリティ

エクスポート済み BATファイルを使ってユーザを挿入するとき、複数ファイルにエクスポー
トされたユーザに関して、[ユーザIDはすでに存在します（User ID already exists）]「」という
エラーが表示されることがあります。たとえば、最初の回線マネージャのリストとユーザのリ

ストの両方に、同じマネージャユーザ IDが含まれている場合です。

（注）

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザ（Users）] > [ユーザの挿入（Insert Users）]の順
に選択します。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]フィールドで、この一括トランザクション用に作成した CSVデー
タファイルを選択します。

ステップ 3 エクスポートユーティリティを使ってCSVデータファイルを作成した場合は、[ユーザのエク
スポートで作成されたファイル（File created with Export Users）]チェックボックスをオンにし
ます。

ステップ 4 [ユーザテンプレート名（User Template Name）]ドロップダウンリストから、この挿入で使用
するユーザテンプレートを選択します。

ユーザープロファイル、制御するデバイスの名前、およびディレクトリ番号が、

Unified Communications Managerデータベースに存在している必要があります。管理
対象デバイス名の全体を入力する必要があります。デバイス名にMACアドレスし
か含まれていない場合は、デバイスが存在しないことを示すエラーが BATに表示
されます。

（注）

ステップ 5 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 6 挿入方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) ユーザレコードをすぐに挿入する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックし
ます。

b) ユーザレコードを後で挿入する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。
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ステップ 7 ユーザレコードを挿入するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

このジョブをスケジュールするか、アクティブ化するには、[一括管理（Bulk Administration）]
メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
ユーザの挿入関連のトピック（271ページ）

ユーザの挿入関連のトピック
•新しい BATユーザテンプレートの作成（260ページ）

• BATユーザテンプレートのフィールドの説明（262ページ）

• Unified Communications Managerデータベースへのユーザの挿入（269ページ）
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第 19 章

ユーザの更新

この章では、Cisco Unified Communications Managerデータベース内の既存のユーザレコードを
更新する方法について説明します。

• CSVデータファイルを使用したユーザ情報の更新（273ページ）
• Cisco Unified Communications Managerディレクトリ内のユーザ情報の更新（280ページ）
•ユーザ更新の設定（281ページ）
•ユーザの更新関連のトピック（288ページ）

CSVデータファイルを使用したユーザ情報の更新
一括管理（BAT）スプレッドシートで作成したカンマ区切り値（CSV）データファイルを使用
してデータベース内の既存のユーザー情報を更新することも、テキストベースのカスタムCSV
ファイルを使ってユーザーファイル形式を更新することもできます。

Unified CMディレクトリにすでに保存されている既存のユーザ情報と設定値を保持することが
できます。

テキストベースのカスタム CSVファイルを使用したユーザ更新トランザクションでは、ユー
ザテンプレートは必要ありません。ユーザテンプレートを選択した場合、CSVで指定されて
いないフィールドがテンプレートから更新用に取得されます。それ以外の場合はフィールドが

無視されます。また、無視すべきフィールド用に別の値（#など）を指定した場合、値 #を持
つフィールドが無視されます。そのようなフィールドでは、空白は無視すべき値ではないため

です。

すでにエンドユーザに関連付けられたデバイスを関連付け解除するために一括管理ツール

（BAT）を使用することはできません。エクスポート済みエンドユーザレコードから管理対
象デバイスを手動で削除した後、変更したユーザレコードを Cisco Unified Communications
Managerデータベースにカスタム CSVデータファイルとして挿入し直した場合、[一括管理
（Bulk Administration）] > [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]を使ってジョブ結果を確認
すると、挿入操作が成功したように見えます。しかし、エンドユーザページに管理対象デバ

イスが表示されたままになります。

（注）
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手順

ステップ 1 更新するユーザごとの値を定義した CSVデータファイルを作成します。

ステップ 2 データベースに存在する更新されたユーザーレコードを挿入するには、を使用します。

関連トピック

BATスプレッドシートを使用したユーザ更新用CSVデータファイルの作成（275ページ）
更新中の既存のユーザ情報の保持（274ページ）
ユーザの更新関連のトピック（288ページ）
ユーザファイル形式の更新（806ページ）
Cisco Unified Communications Managerディレクトリ内のユーザ情報の更新（280ページ）

更新中の既存のユーザ情報の保持

ユーザレコードを更新するときに、すでに Unified CMディレクトリに保存されたユーザに関
する値や設定を保持できます。値を保持する必要のあるフィールドに対して、「#」などの記
号を使用できます。次のサンプル CSVデータファイルで使用される #は、DCディレクトリ
に入力済みの値を [マネージャ（Manager）]フィールドに保持するよう BATに指示します。
userid,#,department,,,123456789012,

保存済みの値を保持するために使用すべき値を識別するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザ（Users）] > [ユーザの更新（Update Users）]の
順に選択します。

[ユーザ更新の設定（User Update Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [無視するフィールドの値（Value for fields to be ignored）]フィールドに注目してください。更
新後のユーザ値を含む CSVデータファイルを挿入するときには、このボックスで値の保持用
に使用した記号を入力する必要があります。

ステップ 3 値を保持するために使用する記号を決定します。

ステップ 4 [無視するフィールドの値（Value for fields to be ignored）]フィールド内のこの値を、BATスプ
レッドシートボックスに入力します。

ステップ 5 BATスプレッドシートフィールド内のこの記号を、保持すべき値に対して使用します。

関連トピック

ユーザの更新関連のトピック（288ページ）
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BATスプレッドシートを使用したユーザ更新用CSVデータファイルの
作成

BATスプレッドシートを使用して、既存のユーザのグループを更新するための CSVデータ
ファイルを作成できます。

BATスプレッドシートで行を追加した後、その内容を CSV形式のデータファイルにエクス
ポートできます。エクスポート済みの CSV形式ユーザ更新データファイルには、次のような
デフォルトのファイル名が割り当てられます：

Update_Users-timestamp.txt

ここで、<timestamp>はファイルが作成された正確な日時を表します。

システムはデフォルトのファイル名を使用して、ファイルをC:\XlsDataFiles\に保存しま
す。または、ローカルワークステーション上の既存の別のフォルダにファイルを保存すること

もできます。エクスポートしたファイルをローカルワークステーションに保存したら、CSV
形式のデータファイルの名前を変更できます。いずれかのフィールドにカンマを入力すると、

BAT形式にエクスポートする際に BAT.xltはそのフィールドエントリを二重引用符で囲みま
す。

CSVファイル名にカンマが含まれていると（例：abcd,e.txt）、サーバにアップロードできま
せん。

スプレッドシートに空の行を含めた場合、システムでは空の行をファイルの終わりとして扱い

ます。空白行の後ろに入力したデータは、BAT形式に変換されません。

（注）

すでにエンドユーザに関連付けられたデバイスを関連付け解除するために一括管理ツール

（BAT）を使用することはできません。エクスポート済みエンドユーザーレコードから管理対
象デバイスを手動で削除した後、変更したユーザーレコードをUnified Communications Manager
データベースにカスタム CSVデータファイルとして挿入し直した場合、[一括管理（Bulk
Administration）] > [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]を使ってジョブ結果を確認すると、
挿入が成功したように見えます。しかし、管理対象デバイスは Cisco Unified Communications
Manager Administrationの [エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウのリスト
に引き続き含まれます。

手順

ステップ 1 BAT.xltファイルをダウンロードして開きます。

ステップ 2 スプレッドシートの機能を使用するように求められたら、[マクロを有効にする（EnableMacros）]
をクリックします。

ステップ 3 ユーザ情報を追加するには、スプレッドシートの下部にある [ユーザの更新（Update Users）]
タブをクリックします。

ステップ 4 すべての必須フィールドと関連するオプションフィールドに値を入力します。
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各列の見出しではフィールドの長さが指定され、また必須であるか、オプションであるかも指

定されます。フィールドの説明については、「表14 :ユーザ更新のためのBATスプレッドシー
トのフィールドの説明（276ページ）」を参照してください。

ステップ 5 [無視するフィールドの値（Value for fields to be ignored）]フィールドでは、DCディレクトリ
に保存されていた値を保持するよう BATに指示するために使用する記号を入力します。保持
するフィールドの値に、同じ値を入力します。

ステップ 6 BAT Excelスプレッドシートから CSVファイルにデータを転送するには、[BATにエクスポー
ト（Export to BAT）]をクリックします。

システムはデフォルトのファイル名 Update_Users-timestamp.txtを使ってC:\XlsDataFiles\
にファイルを保存します。または、[参照（Browse）]を使用して、ローカルワークステーショ
ン上の既存の別のフォルダにファイルを保存することもできます。

CSVデータファイルの読み取り方法を確認するには、BAT内の [ユーザの更新（Update Users）]
ウィンドウの [サンプルファイルの表示（View Sample File）]リンクをクリックしてください。

次のタスク

BATから CSVデータファイルにアクセスできるようにするには、CSVデータファイルを
Unified CMサーバの最初のノードにアップロードする必要があります。

関連トピック

ユーザの更新関連のトピック（288ページ）
ファイルのアップロードおよびダウンロード（23ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

BATスプレッドシートのユーザデータ更新フィールドの説明
次の表では、BATスプレッドシートでユーザ詳細を更新するためのフィールドについて説明し
ます。

表 14 :ユーザ更新のための BATスプレッドシートのフィールドの説明

説明フィールド

電話ユーザの姓を、1文字以上 128文字以下で入力します。ユーザー ID

この電話ユーザに対して、マネージャのユーザ IDを 128文字
以内で入力します。

[マネージャユーザ ID
（Manager User ID）]
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説明フィールド

ユーザが Cisco IP Phone Configurationウィンドウにアクセス
するために必要なパスワードを、最大128文字で入力します。

ユーザテンプレートを追加するときには、CSVデータファイ
ルで、または、BATユーザインターフェイスを使用してパス
ワードを指定する必要があります。各ユーザまたはユーザグ

ループの個々のパスワードを適用する場合、CSVファイルでパ
スワードの情報を指定します。すべてのユーザにデフォルトの

パスワードを使用する場合は、ユーザを BATに挿入するとき
にデフォルトのパスワードを指定します。

パスワード（Password）

この電話ユーザに対して、部署番号を 64文字以内で入力しま
す。

[部署名（Department）]

このユーザとデバイスのデフォルトプロファイルを、50文字
以内で入力します。BATで表示される Unified CMの管理の、
既存のUDPのリストから、ユーザデバイスプロファイルを選
択できます。

[デフォルトのプロファイル
（Default Profile）]

このユーザと関連付ける言語と国のセットを、50文字以内で
入力します。この選択により、このユーザに対して存在する文

化依存属性と、Unified CMのユーザウィンドウと電話機でユー
ザに表示される言語が決まります。

[ユーザロケール（User
Locale）]

ユーザが Cisco IP Phone Configurationウィンドウにアクセス
するために必要なパスワードを、最大128文字で入力します。

ユーザテンプレートを追加するときには、CSVデータファイ
ルで、または、BATユーザインターフェイスを使用してパス
ワードを指定する必要があります。各ユーザまたはユーザグ

ループの個々のパスワードを適用する場合、CSVファイルでパ
スワードの情報を指定します。すべてのユーザにデフォルトの

パスワードを使用する場合は、ユーザを BATに挿入するとき
にデフォルトのパスワードを指定します。

パスワード（Password）

エクステンションモビリティに使用する個人識別番号（PIN）
を、128桁以下の数字で入力します。

ユーザテンプレートを追加するときには、CSVデータファイ
ルで、または、BATユーザインターフェイスを使用して PIN
を入力する必要があります。各ユーザまたはユーザのグループ

の個々の PINを適用する場合は、CSVファイルで PINを指定
します。すべてのユーザにデフォルトの PINを使用する場合
は、ユーザを BATに挿入するときにデフォルトの PINを指定
します。

PIN
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説明フィールド

電話機のプライマリエクステンション（通常は、回線1）の電
話番号を最大 64桁の数字で入力します。

[電話番号（Telephone
Number）]

このフィールドはユーザを追加した後に表示され、そのユーザ

のプライマリ電話番号を表します。デバイスをユーザに関連付

ける場合は、プライマリラインを選択しません。ユーザは、

電話機に複数の回線を接続できます。

Unity Ingegration用にシステムを設定する場合は、[ボイスメー
ルボックスの作成（Create Voice Mailbox）]リンクが表示され
ます。

[プライマリエクステンション
（Primary Extension）]

Cisco SoftPhoneおよびUnified CM Attendant Consoleのユーザに
必要なこのフィールドは、ユーザが追加された後に表示されま

す。

[関連付けられた PC
（Associated PC）]

このユーザの IPCC内線を最大 50文字で入力します。[IPCC内線（IPCC Extension）]

ユーザの電子メールアドレスを、255文字以下で入力します。[メールID（Mail ID）]

データベース番号（プレゼンスエンティティ）のステータス

を監視する BLFプレゼンスグループを入力します。

BLFプレゼンス機能の詳細については、『Feature Configuration
Guide for Cisco Unified Communications Manager』を参照してく
ださい。

[BLFプレゼンスグループ
（BLF Presence Group）]

UnifiedCM管理で設定されたすべてのコーリングサーチスペー
スが、[SUBSCRIBEコーリングサーチスペース（Subscribe
Calling Search Space）]ドロップダウンリストボックスに表示
されます。

SUBSCRIBEコーリングサーチスペースは、Unified CMがユー
ザから発信されたPresenceサブスクリプション要求をルーティ
ングする方法を決定します。この目的で明示的にコーリング

サーチスペースを設定するには、すべてのコーリングサーチ

スペースを設定する場合と同じようにコーリングサーチスペー

スを設定します（[コールルーティング（Call Routing）] > [ク
ラス制御（Class Control）] > [コーリングサーチスペース
（Calling Search Space）]）。

コーリングサーチスペースをセットアップするには、『Cisco
Unified Communications Manager Online Help』を参照してくださ
い。

[SUBSCRIBEコーリングサー
チスペース（Subscribe Calling
Search Space）]
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説明フィールド

SIPを実行している電話のダイジェスト認証を設定する場合、
電話が Unified Communications Managerに SIPリクエストを送
信するたびに、Unified CMは電話のアイデンティティを確認し
ます。このフィールドに入力したダイジェスト資格情報は、[電
話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで、ダイジェス
トユーザを選択した場合に、電話機に関連付けられます。

最大で 128文字の英数字を使用する文字列を入力します。

ダイジェスト認証の詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Security Guide』を参照してください。

[Digest Credentials（ダイジェス
ト信用証明書）]

ユーザが所属するユーザグループを入力します。

[ユーザグループ（User Group）]フィールドは、
[ユーザグループの数（Number of User Group）]
フィールドに 1よりも大きな値を設定した場合に
表示されます。

（注）

[ユーザグループ（User
Group）]

このユーザのプライマリエクステンションに関連付けるプラ

イマリディレクトリURIを入力します。username@hostの形式
で入力してください。最大 47文字の英数字からなるユーザ名
を入力します。ホストアドレスには、IPv4アドレスまたは完
全修飾ドメイン名を入力します。

Unified CMの管理ページで、引用符またはコンマ
が組み込まれた複数の URIを入力できます。ただ
し、一括管理を使用して、二重引用符およびコン

マが組み込まれた複数のディレクトリ URIが含ま
れている CSVファイルをインポートする場合は、
ディレクトリ URI全体を引用符で囲み、組み込ま
れた引用符を引用符でエスケープする必要があり

ます。たとえば、「Jared, "Jerry",Smith@test.com」
というディレクトリ URIは、CSVファイルでは
「"Jared,""Jerry"",Smith@test.com"」と入力する必要
があります。

（注）

[Directory URI]

セルフサービスユーザ IDは、ユーザを識別するために使用さ
れる DTMF数字列です（通常はユーザの電話番号と同じで
す）。

[セルフサービスユーザ ID
（Self-Service User ID）]

[ユーザプロファイル（User Profile）]は、ユーザのグループ全
体にわたって共有される設定の集合です。このプロファイル

は、新しいデバイスを作成する際に使用されます。

[プロファイル（User Profile）]
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説明フィールド

Extension Mobility（EM;エクステンションモビリティ）および
Extension Mobility Cross Clusterのユーザの最大ログイン時間を
入力します。値を分単位で入力します。値の範囲は 0～ 10080
分（7日間）です。

[EM最大ログイン時間（EM
MAX LOGIN TIME）]

Cisco Unified Communications Managerディレクトリ内の
ユーザ情報の更新

Cisco Unified Communications Managerディレクトリで、ユーザレコードのグループを更新でき
ます。

始める前に

更新されるユーザ情報を含む .csvデータファイルが必要です。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザ（Users）] > [ユーザの更新（Update Users）] >
[カスタムファイル（Custom File）]の順に選択します。

[ユーザ更新の設定（User Update Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]ドロップダウンリストボックスから、この一括トランザクション
用に作成した .csvデータファイルを選択します。

アップロードした .csvデータファイルを表示するには、[ファイルの表示（View
File）]をクリックします。

サンプル .csvデータファイルを表示するには、[サンプルファイルの表示（View
Sample File）]をクリックします。

（注）

ステップ 3 [ユーザテンプレート名（User Template Name）]ドロップダウンリストボックスから、この一
括トランザクション用に作成したユーザテンプレートを選択します。

ステップ 4 [無視するフィールドの値（Value for fields to be ignored）]フィールドでは、DCディレクトリ
に保存されていた値を保持するよう Unified CM一括管理ツールに指示するための記号を入力
します。

ユーザ更新用に .csvファイルに入力した値は、ユーザテンプレート内の値をオー
バーライドします。

（注）

ステップ 5 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 6 ユーザレコードの更新方法を選択します。次のいずれかを実行します。

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
280

ユーザ

Cisco Unified Communications Managerディレクトリ内のユーザ情報の更新



•すぐにユーザレコードを更新する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックし
ます。

•ユーザレコードを後で挿入する場合は、[後で実行（Run Later）]を選択します。

ステップ 7 ユーザレコードを更新するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

このジョブをスケジュールまたはアクティブ化するには、[一括管理（Bulk Administration）]メ
インメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
BATスプレッドシートを使用したユーザ更新用CSVデータファイルの作成（275ページ）
更新中の既存のユーザ情報の保持（274ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
ユーザの更新関連のトピック（288ページ）

ユーザ更新の設定
一部のフィールドに表示される値は、から取得されます。を使用してこれらの値を設定する

必要があります。

一部のフィールドには2つのチェックボックスがあることに注意してください。最初のチェッ
クボックスは、そのフィールドを更新する必要があるかどうかを決定し、2番目のチェックボッ
クスはそのフィールドに使用する値を決定（オン/オフ）します。

（注）

そのフィールドを更新する必要がある場合は、1つ目のチェックボックスをオンにします。選
択したユーザにオンにした値を適用する場合は、2つ目のチェックボックスをオンにします。
たとえば、[ホームクラスタ（Home Cluster）]の1つ目のボックスをオンにして、2つ目のボッ
クスをオフにした場合は、[ホームクラスタ（Home Cluster）]のオフ値でユーザが更新されま
す。

ヒント

次の表に、クエリオプションを使用してユーザを更新する場合に使用可能なすべてのフィール

ドの説明を示します。

表 15 :ユーザの更新に関するフィールドの説明

説明フィールド

ユーザ情報（User Information）
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説明フィールド

この電話機のユーザのマネージャユーザ IDを最大 128文
字で入力します。

[マネージャユーザID（Manager
User ID）]

この電話機のユーザの部門番号を最大 64文字で入力しま
す。

[部署名（Department）]

Cisco SoftPhoneユーザと Cisco Unified Communications
Manager Attendant Consoleユーザに必須のこのフィールド
は、ユーザの追加後に表示されます。

[関連付けられたPC（Associated
PC）]

このユーザに関連付ける言語と国のセットをドロップダウ

ンリストから選択します。この選択によって、このユーザ

に関して存在する文化依存の属性と、Cisco Unified
Communications Managerのユーザウィンドウと電話機に表
示される言語が決定されます。

[User Locale（ユーザロケール）]

実行中の電話機に対するダイジェスト認証を設定した場合

は、電話機が Cisco Unified Communications Managerに SIP
要求を送信するたびにCisco Unified Communications Manager
が電話機の IDを確認します。このフィールドに入力した
ダイジェストクレデンシャルは、[電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウでダイジェストユーザを選択す
るときに、電話機に関連付けられます。

最大 128文字の英数字からなる文字列を入力します。

ダイジェスト認証の詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Security Guide』を参照してくださ
い。

[ダイジェストクレデンシャル
（Digest Credentials）]

ダイジェストクレデンシャルが正しく入力されたことを確

認するために、このフィールドにクレデンシャルを再入力

します。

[ダイジェストクレデンシャルの
確認（Confirm Digest
Credentials）]

[サービスの設定（Service Setting）]

エンドユーザがこのクラスタに関連付けられている場合

に、このチェックボックスをオンにします。エンドユーザ

は社内の 1つのクラスタに関連付ける必要があります。

エンドユーザが複数のホームクラスタに関連

付けられている場合は、IM and Presence機能が
正しく動作しません。

（注）

[ホームクラスタ（Home
Cluster）]
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説明フィールド

IM and Presence機能のエンドユーザ（ホームクラスタ上）
を有効にする場合に、このチェックボックスをオンにしま

す。IM and Presence機能は関連するサービスプロファイル
で設定します。

IM and Presence機能は、この Unified CMクラ
スタがホームクラスタとして指定されている

ユーザに対してしか有効にすることができませ

ん。

（注）

[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設
定（User Settings）] > [UCサービス（UC
Service）]メニューを使用して、IM and Presence
機能を設定します。

ヒント

Enable User for Unified CM IM and
Presence

システムが非平衡の場合、エンドユーザーを、クラスタに

インストールされた サーバーに割り当てます。一括管理

ツールを使用して指定したサーバは、プレゼンス冗長グルー

プに含める必要があります。

IM and Presenceサーバのユーザ割り当てモードが平衡化ま
たはアクティブ/スタンバイに設定されたクラスタでは、一
括管理ツールを使用して設定されたユーザ割り当てによっ

て自動ユーザ割り当てがオーバーライドされます。

[割り当て済みプレゼンスサーバ
（Assigned Presence Server）]

エンドユーザに関連付けるUCサービスプロファイルをド
ロップダウンリストボックスから選択します。

[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設
定（User Settings）] > [サービスプロファイル
（Service Profile）]メニューを使用して、エン
ドユーザのサービスプロファイルをセットアッ

プします。

（注）

[UCサービスプロファイル（UC
Service Profile）]

CUCM IM and Presenceサーバ間の同期を確立して、プレゼ
ンス機能で会議情報を追加できるようにする場合に、この

チェックボックスをオンにします。

[ホームクラスタ（Home Cluster）]と [Unified
CM IM and Presenceでのユーザの有効化（Enable
User for Unified CM IM and Presence）]が有効に
なっている場合にのみ、このフィールドにアク

セスできます。

（注）

[プレゼンスに会議情報を含める
（Exchange Presence Gatewayを
CUCM IM and Presenceサーバで
設定する必要があります）

（Include Meeting Information in
Presence (Requires Exchange
Presence Gateway to be configured
on CUCM IM and Presence
server)）]

Extension Mobility[エクステンションモビリティ]
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、電話番号、つまり、プレゼン

スエンティティのステータスを監視する BLFプレゼンス
グループを選択します。

[BLFプレゼンスグループ（BLF
Presence Group）]

Cisco Unified Communications Manager Administrationで設定
したすべてのコーリングサーチスペースが [コーリング
サーチスペースの登録（SUBSCRIBE Calling Search Space）]
ドロップダウンリストに表示されます。

[コーリングサーチスペースの登録（SUBSCRIBE Calling
Search Space）]では、Cisco Unified Communications Manager
がエンドユーザから発行されたプレゼンスサブスクリプ

ション要求をルーティングする方法が決定されます。[コー
ルルーティング（Call Routing）] > [クラス管理（Class
Control）] > [コーリングサーチスペース（Calling Search
Space）]メニューを使用して、コーリングサーチスペー
スをこの目的専用に設定します。

[コーリングサーチスペースの登
録（SUBSCRIBE Calling Search
Space）]

Extension Mobility（EM;エクステンションモビリティ）と
Extension Mobility Cross Clusterのユーザの最大ログイン時
間を、HHH:MM形式で入力して設定します。

値の範囲は、00:01～ 168:00時間です。

例：168:00、25:16、025:16、:30または 00:30

最大ログイン時間(HHH:MM)

CTIに対してこのデバイスの制御と監視を許可する場合は、
このチェックボックスをオンにします。

関連する電話番号が共有回線に指定されている場合、1つ
以上の関連するデバイスで CTIでサポートされているデバ
イスタイプとプロトコルの組み合わせが指定されていれ

ば、このチェックボックスをオンにする必要があります。

[CTIからのデバイスの制御を許可
（Allow Control of Device from
CTI）]

[クラスタ間エクステンションモビリティのCSS（Extension
Mobility Cross Cluster CSS）]設定を有効にする場合に、こ
のチェックボックスをオンにします。この設定は、ユーザ

が EMCCログイン中にこのデバイスプロファイルを選択
した場合に、リモート電話機のデバイスCSSとして使用さ
れます。

[クラスタ間のエクステンション
モビリティの有効化（Enable
Extension Mobility Cross Cluster）]

[モビリティ情報（Mobility Information）]

モバイルコネクトをアクティブにする場合に、このチェッ

クボックスをオンにします。これにより、ユーザは、単一

の電話番号を使用してコールを管理し、卓上電話と携帯電

話でコールをピックアップまたは管理することができます。

[Mobilityの有効化（Enable
Mobility）]
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説明フィールド

ユーザがモバイルボイスアクセス自動音声応答（IVR）シ
ステムにアクセスして、モバイルコネクトコールを起動

し、モバイルコネクト機能をアクティブまたは非アクティ

ブにできるようにする場合に、このチェックボックスをオ

ンにします。

[モバイルボイスアクセスの有効
化（Enable Mobile Voice Access）]

このユーザの最大待機時間を最大5桁の数字で入力します。

これは、携帯電話からデスクフォンに転送されたコールを

ユーザがピックアップするまでに許可する最大時間を示し

ます。

[デスクピックアップの最大待機
時間（Maximum Wait Time for
Desk Pickup）]

ユーザに卓上電話からのコールの転送を許可する電話機の

最大数を最大 2桁の数字で入力します。
[リモート接続先の制限（Remote
Destination Limit）]

[ジョブ情報（Job Information）]

ジョブの説明を入力します。[ジョブの説明（Job Description）]

ユーザの更新ジョブをスケジュールしてすぐにアクティブ

にする場合に、このラジオボタンをクリックします。

[今すぐ実行（Run Immediately）]

ユーザの更新ジョブをスケジュールして後でアクティブに

する場合に、このラジオボタンをクリックします。

[後で実行（このジョブをスケ
ジュールして有効にするには、

[ジョブスケジューラ]ページを
使用します。）（Run Later (To
schedule and activate this job, use
Job Scheduler page.)）]

関連トピック

クエリを使用したユーザの更新（285ページ）
ユーザクエリの更新パラメータの選択（287ページ）

クエリを使用したユーザの更新

この手順を使用して、更新するユーザを特定するクエリを作成します。ユーザを特定したら、

更新するパラメータを選択する必要があります。

始める前に

すべてのユーザを更新する場合は、[検索（Find）]を選択し、クエリは指定しません。
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手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザ（Users）] > [ユーザの更新（Update Users）] >
[クエリ（Query）]を選択します。

[ユーザの更新クエリ（Update Users Query）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 最初の [電話の検索条件（Find Phones where）]ドロップダウンリストボックスから、次の基
準の 1つを選択します。

•姓

•名

• [ユーザID（ User ID）]

•マネージャ（Manager）

• [部署名（Department）]

• [ホームクラスタが有効（Has Home Cluster Enabled）]

• [ホームクラスタが無効（Does not have Home Cluster Enabled）]

• [IMおよびプレゼンスが有効（Has IM and Presence Enabled）]

• [IMおよびプレゼンスが無効（Does not have IM and Presence Enabled）]

ステップ 3 2番目の [ユーザの検索条件（Find Users where）]ドロップダウンリストから、次の基準の 1つ
を選択します。

•～で始まる

•～を含む

•次の文字列と完全に一致する

•次の文字列で終わる

•空である

•～が空ではない

ステップ 4 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

データベースに登録されているすべてのユーザを検索するには、検索テキストを入

力せずに、[検索（Find）]を選択します。
ヒント

さらにクエリを定義し、複数のフィルタを追加するには、プラス（+）ボタンをク
リックして、ステップ 2～ 3を繰り返します。

ヒント

ステップ 5 [検索（Find）]を選択します。
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検出されたユーザのリストが表示されます。[ユーザの更新（Update Users）]ウィンドウには、
選択したユーザの詳細が表示されます。

次のタスク

ユーザの更新パラメータを選択します。

関連トピック

ユーザクエリの更新パラメータの選択（287ページ）
ユーザ更新の設定（281ページ）

ユーザクエリの更新パラメータの選択

更新するユーザを特定したら、次の手順を使用して、それらのユーザを更新するためのパラ

メータを選択して値を定義します。

手順

ステップ 1 [ユーザの更新クエリ（Update Users Query）]ウィンドウで、[次へ（Nex）]を選択します。

クエリのタイプを変更する場合は、[戻る（Back）]を選択します。

[ユーザの更新（Update Users）]に、選択しているクエリのタイプが表示されます。

ステップ 2 更新するフィールドの左側にあるチェックボックスをオンにします。

この選択によって、フィールドの既存の値を上書きするよう BATに指示が出されます。

BATによって、更新チェックボックスをオンにしたフィールドのみ更新されます。（注）

ステップ 3 必要なユーザパラメータを更新します。トピック「ユーザ更新の設定項目」「」を参照してく
ださい。

ステップ 4 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 5 ユーザレコードを更新するには、次のいずれかの方法を選択します。

a) すぐにユーザを更新するには、[今すぐ実行（Run Immediately）]を選択します。
b) 後でユーザを更新する場合は、[あとで実行（Run Later）]を選択します。

ステップ 6 [送信（Submit）]を選択します。

この操作で、レコードを更新するためのジョブが作成されます。

[一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job
Scheduler）]オプションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブ
にします。

（注）
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関連トピック

クエリを使用したユーザの更新（285ページ）
ユーザ更新の設定（281ページ）

ユーザの更新関連のトピック
• CSVデータファイルを使用したユーザ情報の更新（273ページ）

•更新中の既存のユーザ情報の保持（274ページ）

• BATスプレッドシートを使用したユーザ更新用CSVデータファイルの作成（275ページ）

• Cisco Unified Communications Managerディレクトリ内のユーザ情報の更新（280ページ）

•ファイルのアップロードおよびダウンロード（23ページ）
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第 20 章

ユーザの削除

この章では、ユーザーのグループを Unified Communications Managerディレクトリから削除す
る方法について説明します。クエリ検索またはカスタムファイルのいずれかを使用して、削除

する既存のユーザレコードを検索できます。

•クエリを使用したユーザの削除（289ページ）
•カスタムファイルを使用したユーザの削除（291ページ）

クエリを使用したユーザの削除
削除するユーザに関するユーザレコードを特定するためのクエリフィルタを作成できます。

削除アクションは不可逆です。削除したレコードを復元することはできません。注意

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザ（Users）] > [ユーザの削除（Delete Users）] > [ク
エリ（Query）]の順に選択します。

[ユーザの削除（Delete Users Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 最初の[ユーザの検索（Find User where）]ドロップダウンリストボックスから、次の条件のい
ずれかを選択します。

• [ユーザID（ User ID）]

• [名（First Name）]

• [ミドルネーム（Middle Name）]

• [姓（Last Name）]

•マネージャ（Manager）
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• [部門名（Department Name）]

2番目の [ユーザの検索（Find User where）]ドロップダウンリストボックスから、次の条件の
いずれかを選択します。

•～で始まる

•～を含む

•次の文字列と完全に一致する

•次の文字列で終わる

•空である

•～が空ではない

ステップ 3 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

データベースに登録されているすべてのユーザを検索するには、検索テキストを何

も入力せずに [検索（Find）]をクリックします。
ヒント

ステップ 4 さらにクエリを定義して複数のフィルタを追加するには、[絞り込み（Search Within Results）]
チェックボックスをオンにして、ドロップダウンボックスから [AND]または [OR]を選択し、
ステップ 2（289ページ）とステップ 3（290ページ）を繰り返します。

ステップ 5 [検索（Find）]をクリックします。

検出されたテンプレートのリストが次の分類で表示されます。

• [ユーザID（ User ID）]

• [名（First Name）]

• [ミドルネーム（Middle Name）]

• [姓（Last Name）]

•マネージャ（Manager）

• [部門名（Department Name）]

• LDAP同期ステータス

ステップ 6 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 7 ユーザレコードの削除方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐにユーザレコードを削除する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックし
ます。

b) 後でユーザレコードを削除する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

削除アクションは不可逆です。削除したレコードを復元することはできません。注意
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ステップ 8 ユーザレコードを削除するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

このジョブをスケジュールするか、アクティブ化するには、[一括管理（Bulk Administration）]
メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
ユーザの更新関連のトピック（288ページ）

カスタムファイルを使用したユーザの削除
1. 削除する各ユーザ IDが別々の行に配置されたテキストファイルを作成します。

2. カスタムファイルをUnified Communications Managerサーバーの最初のノードにアップロー
ドします。

ユーザを特定して削除するには、テキストエディタを使用して、ユーザ IDを含むカスタム
ファイルを作成できます。

bat.xltで作成された挿入トランザクションまたはエクスポートトランザクションのファイルを
削除トランザクションに使用しないでください。代わりに、削除する必要のあるユーザレコー

ドの詳細を含むカスタムファイルを作成する必要があります。削除トランザクションにはこの

ファイルだけを使用してください。このカスタム削除ファイルでは見出しが不要で、ユーザ

IDの値を入力できます。

（注）

削除アクションは不可逆です。削除したレコードを復元することはできません。注意

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザ（Users）] > [ユーザの削除（Delete Users）] > [カ
スタムファイル（Custom File）]の順に選択します。

[ユーザの検索/一覧表示 -カスタムファイルの設定に基づいたユーザの削除（Find and List Users
- Delete Users Based on Custom File）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [ユーザの削除（Delete Users where）]ドロップダウンリストボックスで、次の条件のいずれか
を選択します。

• [ユーザID（ User ID）]
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• [名（First Name）]

• [ミドルネーム（Middle Name）]

• [姓（Last Name）]

• [部署名（Department）]

ステップ 3 [カスタムファイル（Custom file where）]ドロップダウンリストボックスで、カスタムファイ
ルのファイル名を選択します。

ステップ 4 必要な情報がクエリに含まれていることを確認するには、[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 5 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 6 ユーザレコードの削除方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐにユーザレコードを削除する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックし
ます。

b) 後でユーザレコードを削除する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

削除アクションは不可逆です。削除したレコードを復元することはできません。注意

ステップ 7 ユーザレコードを削除するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

このジョブをスケジュールするか、アクティブ化するには、[一括管理（Bulk Administration）]
メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
ユーザの更新関連のトピック（288ページ）
ファイルのアップロードおよびダウンロード（23ページ）
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第 21 章

ユーザレコードのエクスポート

Cisco Unified Communications Manager一括管理（BAT）を使用してユーザレコードをエクス
ポートすると、エクスポートユーティリティによりデータベース内の組織階層に基づいてユー

ザがソートされます。

[ユーザのエクスポート（Export Users Configuration）]ウィンドウで、[ファイル形式（File
Format）]ドロップダウンリストボックスから [デフォルトのユーザ形式（Default User Format）]
を選択した場合、エクスポートユーティリティによって、ユーザに関連付けられているデフォ

ルトのユーザデバイスプロファイルのみがエクスポートされます。そのユーザ用の他のユー

ザデバイスプロファイルは、Cisco Unified Communications Manager Administratorを使用して別
途挿入する必要があります。

•ユーザレコードのエクスポート（293ページ）
•ユーザレコードのエクスポート関連のトピック（295ページ）

ユーザレコードのエクスポート
BATを使用してユーザーレコードをエクスポートするとき、Unified Communications Manager
3.1より前で作成されたユーザーレコードに空白の PINが含まれる可能性があります。その場
合は、BATユーザインターフェイスでユーザレコードを再挿入する前にデフォルト PINを指
定する必要があります。

エクスポートファイル内のユーザ ID、PKID、パスワード、PIN、およびダイジェストクレデ
ンシャルに関する列は、いかなる状況でも変更すべきではありません。

注意

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザ（Users）] > [ユーザのエクスポート（Export Users）]
の順に選択します。

[エクスポートするユーザの検索/一覧表示（Find and List Users to Export）]ウィンドウが表示さ
れます。
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ステップ 2 最初の [ユーザーの検索（Find User where）]ドロップダウンリストで、次のオプションから
照合するフィールドを選択します。

•ユーザ ID（User ID）

• [名（First Name）]

• [ミドルネーム（Middle Name）]

• [姓（Last Name）]

•マネージャ（Manager）

•部署名（Department）

ステップ 3 2番目のドロップダウンリストで、次の検索条件の中から選択します。

•～で始まる

•～を含む

•次の文字列と完全に一致する

•次の文字列で終わる

•空である

•～が空ではない

ステップ 4 [検索（Search）]フィールド/リストボックスに、特定の名前やユーザ IDなどの検索する値を
入力します。

複数の部署からユーザを選択するには、このフィールドに複数の部署を入力しま

す。たとえば、部署 12と部署 34からユーザを選択するには、3番目のボックスに
「12, 34」と入力します。操作を別々に行う必要はありません。

（注）

ステップ 5 さらにクエリを定義するには、[絞り込み（Search Within Results）]チェックボックスをオンに
し、[AND]または [OR]を選択して複数のフィルタを追加し、ステップ 2（294ページ）～ス
テップ 4（294ページ）を繰り返します。

ステップ 6 [検索（Find）]をクリックします。検索結果が表示されます。

データベースに登録されているすべてのユーザを検索するには、検索テキストを何

も入力せずに [検索（Find）]をクリックします。
（注）

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [ファイル名（File Name）]テキストボックスに、エクスポートユーザファイル名を入力しま
す。

ステップ 9 [ファイル形式（File Format）]ドロップダウンリストからファイル形式を選択します。

ステップ 10 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 11 ユーザレコードのエクスポート方法を選択します。次のいずれかを実行します。
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a) すぐにユーザレコードをエクスポートする場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をク
リックします。

b) 後でエクスポートする場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 12 ユーザレコードをエクスポートするためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリッ
クします。

このジョブをスケジュールするか、アクティブ化するには、[一括管理（Bulk Administration）]
メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用します。

次のタスク

エクスポートしたファイルは、[一括管理（Bulk Administration）]メニューの [ファイルのアッ
プロード/ダウンロード（Upload/Download Files）]オプションを使って検索し、ダウンロード
することができます。

エクスポートファイル内のユーザ ID、PKID、パスワード、PIN、およびダイジェストクレデ
ンシャルに関する列は、いかなる状況でも変更すべきではありません。

注意

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
ユーザレコードのエクスポート関連のトピック（295ページ）
ファイルのアップロードおよびダウンロード（23ページ）

ユーザレコードのエクスポート関連のトピック
• BATログファイル（771ページ）

•ファイルのアップロードおよびダウンロード（23ページ）
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第 22 章

パスワードおよび PINのリセット

この章では、Cisco Unified IP Phoneの [セルフケアポータル（Self Care Portal）]ウィンドウに
ログオンするために使用されるユーザーパスワード、および Cisco Unified IP Phoneにログイン
するために使用されるエクステンションモビリティ機能のPINをリセットする方法について説
明します。

•パスワードと PINのリセット（297ページ）

パスワードと PINのリセット
Cisco Unified IP Phoneの [セルフケアポータル（Self Care Portal）]ウィンドウにログオンする
ときにユーザーが使用するパスワードを、リセットすることができます。また、Cisco Unified
IP Phoneにログインするときにユーザーが使用するエクステンションモビリティ機能のPINを
リセットすることもできます。他の属性を更新することなく、ユーザのグループをデフォルト

パスワードまたはデフォルトPINにリセットする必要がある場合に、この操作を使用します。

クエリ検索またはカスタムファイルを使用することにより、パスワードや PINのリセット対
象となるユーザを選択できます。

リセットページで選択されるクレデンシャル設定はパスワードと PINの両方に適用されるこ
とに注意してください。

（注）

クエリを使用したユーザーパスワードおよび PINのリセット
クエリを使用してユーザを特定し、パスワードとPINをデフォルト値にリセットすることがで
きます。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザ（Users）] > [パスワード/暗証番号のリセット
（Reset Password/PIN）] > [クエリ（Query）]の順に選択します。
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ステップ 2 リセットするユーザを特定するには、クエリフィルタを定義します。

ステップ 3 最初の [ユーザの検索（Find User where）]ドロップダウンリストから、次の条件のいずれかを
選択します。

• [ユーザID（ User ID）]

• [名（First Name）]

• [ミドルネーム（Middle Name）]

• [姓（Last Name）]

•マネージャ（Manager）

• [部署名（Department）]

2番目の [ユーザの検索（Find User where）]ドロップダウンリストボックスから、次の条件の
いずれかを選択します。

•～で始まる

•～を含む

•次の文字列と完全に一致する

•次の文字列で終わる

•空である

•～が空ではない

ステップ 4 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、[検索（Find）]をクリックします。

複数の部署からユーザを選択するには、複数の部署をカンマで区切ってこのフィー

ルドに入力します。たとえば、部署 12と部署 14からユーザを選択するには、3番
目のボックスに「12, 14」と入力します。操作を別々に行う必要はありません。

（注）

データベースに登録されているすべてのユーザを検索するには、検索テキストを何

も入力せずに [検索（Find）]をクリックします。
ヒント

ステップ 5 さらにクエリを定義するには、[AND]または [OR]を選択して複数のフィルタを追加し、ステッ
プ 3（298ページ）とステップ 4（298ページ）を繰り返します。

ステップ 6 [検索（Find）]をクリックします。

検出されたユーザのリストが次の分類で表示されます。

• [ユーザID（ User ID）]

• [名（First Name）]

• [ミドルネーム（Middle Name）]

• [姓（Last Name）]

•マネージャ（Manager）
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• [部門名（Department Name）]

• LDAP同期ステータス

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 クエリで定義したすべてのレコードを対象として更新する値を入力します。

• [パスワード（Password）]：ユーザーがCisco Unified IP Phoneの [セルフケアポータル（Self
Care Portal）]ウィンドウにログオンする際に使用するデフォルトパスワードを入力しま
す。

• [パスワードの確認（Confirm Password）]：パスワードを再入力します。

• [暗証番号（PIN）]：ユーザーがCisco Unified IP Phoneにログインするときに使用するエク
ステンションモビリティ機能用のデフォルト PINを入力します。

• [暗証番号の確認（Confirm PIN）]：PINを再入力します。

この PINを使用してエンドユーザが Cisco Unity Connectionボイスメールにアクセ
スできるようにするには、Cisco Unity Connectionサーバへの接続用に [アプリケー
ションサーバの設定（Application Server Configuration）]ウィンドウの [エンドユー
ザPIN同期の有効化（Enable End User PIN Synchronization）]チェックボックスをオ
ンにする必要があります。Cisco Unity Connection内の PINが正常に更新された場合
にのみ、Cisco Unified Communications Managerの PINが更新されます。

（注）

ステップ 9 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 10 パスワードまたは PINの変更方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐにパスワードまたは PINを変更する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をク
リックします。

b) 後で変更する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 11 パスワードまたは PINをリセットするためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をク
リックします。

ステップ 12 このジョブをスケジュールしてアクティブ化するには、[一括管理（Bulk Administration）]メイ
ンメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用します。

このジョブをスケジュールするか、アクティブ化するには、[一括管理（Bulk Administration）]
メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用します。

更新されたユーザ数と、エラーコードを含む失敗したレコード数がログファイル

に表示されます。

ヒント

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
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カスタムファイルを使用したユーザパスワードと PINのリセット
ユーザを特定してパスワードと PINをデフォルト値にリセットするには、テキストエディタ
を使用して、ユーザ IDのカスタムファイルを作成できます。

始める前に

1. パスワードまたは PINをリセットするユーザ IDを行単位で列挙したテキストファイルを
作成します。

2. カスタムファイルを の最初のノードにアップロードします。

bat.xltを使って作成した挿入トランザクションファイルまたはエクスポートトランザクショ
ンファイルを、リセットトランザクションに使用しないでください。代わりに、リセット対

象のユーザレコードの詳細を含むカスタムファイルを作成する必要があります。リセットト

ランザクションには、このファイルだけを使用してください。このカスタムリセットファイ

ルでは見出しが不要で、ユーザ IDの値を入力できます。

（注）

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザ（Users）] > [パスワード/暗証番号のリセット
（Reset Password/PIN）] > [カスタムファイル（Custom File）]の順に選択します。

ステップ 2 [ユーザの検索/一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウで、次のオプションの中からカス
タムファイルで使用したフィールドを選択します。

• [ユーザID（ User ID）]

• [名（First Name）]

• [ミドルネーム（Middle Name）]

• [姓（Last Name）]

• [部署名（Department）]

ステップ 3 [カスタムファイル（In Custom File）]ドロップダウンリストボックスで、カスタムファイル
のファイル名を選択します。

ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [ユーザパスワード/暗証番号のリセット（Reset Password/PIN for Users）]ウィンドウで、すべ
てのレコードに関して更新する値を入力します。

• [パスワード（Password）]：ユーザーがCisco Unified IP Phoneの [セルフケアポータル（Self
Care Portal）]ウィンドウにログオンする際に使用するデフォルトパスワードを入力しま
す。
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• [パスワードの確認（Confirm Password）]：パスワードを再入力します。

• [暗証番号（PIN）]：ユーザーがCisco Unified IP Phoneにログインするときに使用するエク
ステンションモビリティ機能用のデフォルト PINを入力します。

• [暗証番号の確認（Confirm PIN）]：PINを再入力します。

この PINを使用してエンドユーザが Cisco Unity Connectionボイスメールにアクセ
スできるようにするには、Cisco Unity Connectionサーバへの接続用に [アプリケー
ションサーバの設定（Application Server Configuration）]ウィンドウの [エンドユー
ザPIN同期の有効化（Enable End User PIN Synchronization）]チェックボックスをオ
ンにする必要があります。Cisco Unity Connection内の PINが正常に更新された場合
にのみ、Cisco Unified Communications Managerの PINが更新されます。

（注）

ステップ 6 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 7 パスワードまたは PINの変更方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐにパスワードまたは PINを変更する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をク
リックします。

b) 後で変更する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 8 パスワードまたは PINをリセットするためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をク
リックします。

ステップ 9 このジョブをスケジュールしてアクティブ化するには、[一括管理（Bulk Administration）]メイ
ンメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用します。

このジョブをスケジュールするか、アクティブ化するには、[一括管理（Bulk Administration）]
メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用します。

更新されたユーザ数と、エラーコードを含む失敗したレコード数がログファイル

に表示されます。

ヒント

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）
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第 23 章

ユーザレポートの生成

Unified Communications Manager一括管理ツール（BAT）が生成するレポートを使用すること
で、レコードを効果的に管理できます。電話、ユーザ、デバイスプロファイル、マネージャと

アシスタント、およびゲートウェイレコードに関する情報を提供するレポートを作成し、保存

することができます。これらのレポートにファイル名を付けて、Unified CommunicationsManager
の最初のノード上のフォルダ内に格納することにより、確認や印刷ができます。

•ユーザレポートの生成（303ページ）

ユーザレポートの生成
クエリオプションを何も指定しないことにより、すべてのユーザに関するレポートを生成する

ことも、クエリオプションの限定セットを指定することもできます。ユーザに関するレポート

の形式はカスタマイズ可能です。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザー（Users）] > [ユーザーレポートの作成（Generate
User Reports）]の順に選択します。

[ユーザの検索/一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウが表示されます。

クエリを指定しないことによってすべてのユーザに関するレポートを生成すること

も、次の手順に従って特定のユーザに関するレポートを生成することもできます。

（注）

ステップ 2 [ユーザの選択（Select Users Where）]スクロールボックスで、クエリオプション [ユーザID
（User ID）]、[部署名（Department）]、[名（First Name）]、[ミドルネーム（Middle Name）]、
[名（Last Name）]、[マネージャ（Manager）]の中から選択します。

ステップ 3 2番目のドロップダウンリストボックスで、次の検索条件の中から選択します。

•～で始まる

•～を含む

•次の文字列と完全に一致する
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•次の文字列で終わる

•空である

•～が空ではない

ステップ 4 [検索（Search）]フィールドボックスに、正確なユーザ IDやユーザの名（Last Name）などの
検索する値を入力します。

複数の値を [検索（Search）]フィールドボックスに入力するには、たとえば「JohnJ, PaulP,
SueS, JoeJ」のようにカンマで区切ります。

データベースに登録されているすべてのユーザに関するレポートを生成するには、

検索テキストを何も入力せずに [検索（Find）]をクリックします。
ヒント

ステップ 5 [検索（Find）]をクリックします。検出されたユーザレコードのリストが表示されます。

ステップ 6 特定のレポートタイプに関する詳細を選択するには、[次へ（Next）]をクリックします。

クエリのタイプを変更する場合は、[戻る（Back）]をクリックします。（注）

ステップ 7 [ファイル名（File Name）]フィールドに、このレポートの名前を入力します（必須）。

ステップ 8 [使用可能なフィールド（Available Fields）]ドロップダウンリストボックスで、アイテムを選
択して矢印をクリックすると、そのアイテムがこのレポートリストの [選択済みのフィールド
（Selected Fields）]に移動します。レポートに含める 1つ以上のフィールドを選択できます。

このレポートリストの [選択済みのフィールド（Selected Fields）]内でアイテムの
順序を変更するには、アイテムを選択して上矢印または下矢印をクリックすると、

そのアイテムがリスト内の別の位置に移動します。

ヒント

ステップ 9 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 10 レポートの生成方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐにレポートを生成する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックします。
b) 後でレポートを生成する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 11 レポートを生成するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックします。

[一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブ化します。

次のタスク

[一括管理（Bulk Administration）]メニューの [ファイルのアップロード/ダウンロード
（Upload/Download Files）]オプションを使用してレポートファイルを検索し、ダウンロード
することができます。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
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レポートログファイル（369ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
ファイルのアップロードおよびダウンロード（23ページ）
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第 24 章

ラインアピアランス

この章では、BATの [ラインアピアランス（Line Appearance）]メニューを使用して、ライン
アピアランスを表示、エクスポート、および更新する方法について説明します。

ラインアピアランスとは、デバイスへの回線のリンクのことです。エンドユーザは、回線で

はなくラインアピアランスにリンクされるようになりました。

システムは、以前は共有回線などの関係に関する詳細なプレゼンス情報をCisco Unified Presence
に提供していませんでした。このため、プレゼンス状態が不正確または不完全なものになって

いました。ラインアピアランス機能では、複数のラインアピアランスがユーザと関連付けら

れているという詳細情報を提供します。

•ラインアピアランスの表示（307ページ）
•ラインアピアランスのエクスポート（308ページ）
•ラインアピアランスの更新（310ページ）

ラインアピアランスの表示
複数のラインアピアランスレコードが存在することがあるため、UnifiedCommunicationsManager
では特定の基準に基づいて特定のレコードを検索できます。

ブラウザセッションでの作業中は、クライアントマシン上のCookieに検索/一覧表示の検索設
定が保存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻った場合や、ブラ

ウザを閉じてから新しいブラウザウィンドウを開き直した場合は、手動で検索を変更するま

で、Cisco Unified Communications Managerの検索設定が保持されます。

（注）

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザ（Users）] > [ラインアピアランス（Line
Appearance）] > [ラインアピアランスのエクスポート（Export Line Appearance）]の順に選
択します。
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[ユーザエクスポートのクエリー（Export Users Query）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 データベース内のレコードをすべて表示するには、ダイアログボックスを空欄のままにして、
ステップ 3（308ページ）に進みます。

レコードをフィルタまたは検索するには、次の手順を実行します。

•最初のドロップダウンリストボックスで、検索パラメータを選択します。
• 2番目のドロップダウンリストボックスで、検索パターンを選択します。
•必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

検索条件をさらに追加するには、[+] ボタンをクリックします。条件を追加す
ると、指定した条件をすべて満たしているレコードが検索されます。条件を削

除するには、[-] ボタンをクリックすると最後に追加した条件が削除され、[フィ
ルタのクリア（Clear Filter）]ボタンをクリックすると追加した検索条件がすべ
て削除されます。

（注）

ステップ 3 [検索（Find）]をクリックします。

すべてのレコードまたは一致するレコードが表示されます。1ページあたりの項目の表示件数
を変更するには、[ページあたりの行数（Rows per Page）]ドロップダウンリストボックスで
別の値を選択します。

データベースから複数のレコードを削除するには、該当するレコードの横のチェッ

クボックスをオンにして、[選択項目の削除（Delete Selected）]をクリックします。
この選択で設定可能なすべてのレコードを削除するには、[すべて選択（SelectAll）]
をクリックして、[選択項目の削除（Delete Selected）]をクリックします。

（注）

ステップ 4 表示されるレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

ソート順を反転させるには、リスト見出しの上矢印または下矢印が使用可能であれ

ばそれをクリックします。

（注）

選択した項目がウィンドウに表示されます。

ラインアピアランスのエクスポート
1. エクスポートするラインアピアランスの詳細を列挙したテキストファイルを作成します。

2. カスタムファイルを Unified Communications Managerの最初のノードにアップロードしま
す。

3. エクスポートするラインアピアランスレコードを検索します。

エクスポートするラインアピアランスアイテムを選択した後、選択したラインアピアランス

のエクスポートを進めることができます。

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
308

ユーザ

ラインアピアランスのエクスポート



手順

ステップ 1 エクスポートするアイテムを特定したら、[次へ（Next）]をクリックします。
[ラインアピアランスのエクスポートの設定（Export Line Appearance Configuration）]ウィンド
ウが表示されます。

ステップ 2 [カスタムファイル（Custom File）]フィールドに、カスタムファイルのファイル名を入力しま
す。

ステップ 3 [ファイル形式（File Format）]ドロップダウンリストボックスで、ファイル形式を選択しま
す。

ラインアピアランス形式がデフォルトで使用可能です。

ステップ 4 次のチェックボックスをオンにします（複数可）。

• [CUPユーザのラインアピアランスのみエクスポート（Export line appearances for Cisco
Unified Presence users only）]：エクスポート操作は Cisco Unified Presenceユーザに対して
のみ実行されます。

• [すべてのプライマリ内線のラインアピアランスのエクスポート（Export line appearances for
all the primary extensions）]：ユーザが関連付けられている回線を共有するすべてのデバイ
スのラインアピアランスがエクスポートされます。

• [関連付けられているデバイスのラインアピアランスのエクスポート（Export lineappearances
for the devices associated）]：ユーザが関連付けられているデバイスを共有するすべての回
線のラインアピアランスがエクスポートされます。

ステップ 5 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 6 エクスポート方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐにラインアピアランスをエクスポートする場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]
をクリックします。

b) 後でラインアピアランスをエクスポートする場合は、[後で実行（Run Later）]をクリック
します。

ステップ 7 レポートを生成するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックします。

このジョブをスケジュールするか、アクティブ化するには、[一括管理（Bulk Administration）]
メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用します。

次のタスク

更新されたユーザ数と、エラーコードを含む失敗したレコード数がログファイルに表示され

ます。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
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サーバへのファイルのアップロード（25ページ）
ラインアピアランスの表示（307ページ）

ラインアピアランスの更新
1. 更新するラインアピアランスに関する以下の詳細を列挙したテキストファイルを作成し
ます。

• [ユーザID（ User ID）]

•デバイス

•電話番号

•パーティション（任意）

2. 各アイテムをテキストファイル内の別々の行に配置します。

3. カスタムファイルを Unified Communications Managerサーバーにアップロードします。

カスタムファイル内に列挙されたラインアピアランスを更新できます。

[ラインアピアランスの更新（Update Line Appearance）]トランザクションを正常に実行するに
は、回線がエンドユーザに関連付けられている必要があります。

注目

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザ（Users）] > [ラインアピアランス（Line
Appearance）] > [ラインアピアランスの更新（Update Line Appearance）]の順に選択します。
[ラインアピアランス更新の設定（Update Line Appearance Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]ドロップダウンリストボックスから、カスタムファイルの名前を
選択します。

ステップ 3 以下のチェックボックスをオンにして、これらのオプションを選択するか、ステップ 4（310
ページ）にスキップします。

a) Cisco Unified Presenceユーザのラインアピアランスのみを更新する場合は、[CUPユーザの
ラインアピアランスのみ更新（Update line appearance for CUP users only）]チェックボック
スをオンにします。

b) ラインアピアランスの関連付けを解除するには、[ラインアピアランスの関連付け解除
（Disassociate line appearances）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 5 ラインアピアランスの更新方法を選択します。次のいずれかを実行します。
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a) すぐにラインアピアランスを更新する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリッ
クします。

b) 後でラインアピアランスを更新する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 6 ラインアピアランスを更新するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックし
ます。

このジョブをスケジュールするか、アクティブ化するには、[一括管理（Bulk Administration）]
メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）
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第 25 章

エンドユーザ CAPFプロファイル

この章では、Unified Communications Manager一括管理ツールを使用して、Unified Communications
Managerデータベース内の既存のエンドユーザーに CAPFプロファイルを追加する方法につい
て説明します。

•エンドユーザ CAPFプロファイルの挿入（313ページ）
•エンドユーザ CAPFプロファイルの削除（314ページ）
•エンドユーザ CAPFプロファイルのエクスポート（315ページ）
• BATスプレッドシートエンドユーザ CAPFプロファイルのフィールドの説明（317ペー
ジ）

エンドユーザ CAPFプロファイルの挿入
CSVデータファイルを使用して、既存のエンドユーザレコードのCAPFプロファイルをUnified
Communications Managerデータベースに挿入できます。

挿入中にレコードのいずれかの情報に問題が見つかった場合、BATはそのCAPFプロファイル
レコードを挿入しません。

注目

始める前に

エンドユーザCAPFプロファイル固有の詳細情報を含むカンマ区切り値（CSV）形式のデータ
ファイルが必要です。

次のいずれかの方法を使用して、CSVデータファイルを作成できます。

• CSV形式に変換される BATスプレッドシート

•エンドユーザ CAPFプロファイルデータのエクスポートファイルを生成するエクスポー
トユーティリティ
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手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザ（Users）] > [エンドユーザCAPFプロファイル
（End User CAPF Profile）] > [エンドユーザCAPFプロファイルの挿入（Insert End User CAPF
Profile）]の順に選択します。
[エンドユーザCAPFプロファイル設定の挿入（Insert End User CAPF Profile Configuration）]ウィ
ンドウが表示されます。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]ドロップダウンリストボックスから、この特定の一括トランザク
ション用に作成した CSVデータファイルを選択します。

ステップ 3 既存の CAPFプロファイル設定を、挿入するファイルに含まれる情報で上書きするには、[既
存の設定の上書き（Override the existing configuration）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 5 挿入方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐに CAPFプロファイルを挿入する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリッ
クします。

b) 後で CAPFプロファイルを挿入する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 6 CAPFプロファイルを挿入するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックし
ます。

このジョブをスケジュールするか、アクティブ化するには、[一括管理（Bulk Administration）]
メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用します。

挿入中にレコードのいずれかの情報に問題が見つかった場合、BATはそのCAPFプ
ロファイルレコードを挿入しません。

注目

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

エンドユーザ CAPFプロファイルの削除
カスタムファイルを使用して、Unified Communications Managerデータベースからエンドユー
ザー CAPFプロファイルを削除できます。

始める前に

Cisco Unified Communications Manager AdministrationからエンドユーザCAPFプロファイルを削
除するには、その前に次のタスクを実行する必要があります。

•削除する各エンドユーザ CAPFプロファイルが別々の行に配置されたテキストファイル
を作成します。
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•カスタムファイルをUnified Communications Managerサーバーの最初のノードにアップロー
ドします。

bat.xltで作成された挿入トランザクションまたはエクスポートトランザクションのファイルを
削除トランザクションに使用しないでください。代わりに、削除する必要のあるエンドユーザ

CAPFプロファイルレコードの詳細を含むカスタムファイルを作成する必要があります。削除
トランザクションにはこのファイルだけを使用してください。カスタム削除ファイルでは見出

しが不要で、インスタンス IDまたはエンドユーザ IDの値を入力できます。

（注）

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザ（Users）] > [エンドユーザCAPFプロファイル
（End User CAPF Profile）] > [エンドユーザCAPFプロファイルの削除（Delete End User CAPF
Profile）]の順に選択します。
[エンドユーザCAPFプロファイル設定の削除（Delete End User CAPF Profile Configuration）]ウィ
ンドウが表示されます。

ステップ 2 [カスタムファイル内のエンドユーザ ID/インスタンス IDによるエンドユーザ CAPFプロファ
イルの削除（Delete End User CAPF Profile where End User ID/ Instance ID in custom file）]ドロッ
プダウンリストボックスから、エンドユーザ CAPFプロファイルの削除用にアップロードし
たファイルを選択します。

ステップ 3 [検索（Find）]をクリックします。

選択したエンドユーザ CAPFプロファイルと一緒に [ジョブ情報（Job Information）]セクショ
ンが表示されます。

ステップ 4 ジョブをすぐに実行するか、または後で実行するかを選択できます（対応するラジオボタンを
選択します）。

ステップ 5 エンドユーザ CAPFプロファイルを削除するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]
をクリックします。

[ステータス（Status）]セクション内のメッセージで、ジョブが正常に送信されたことを確認
できます。

ステップ 6 [一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュール追加またはアクティブ化します。

関連トピック

ファイルのアップロードおよびダウンロード（23ページ）

エンドユーザ CAPFプロファイルのエクスポート
BATを使用して、エンドユーザ CAPFプロファイルをエクスポートできます。
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手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザ（Users）] > [エンドユーザ CAPFプロファイル
（End User CAPF Profile）] > [エンドユーザ CAPFプロファイルのエクスポート（Export End
User CAPF Profile）]の順に選択します。
[エクスポートするエンドユーザ CAPFプロファイルの検索/一覧表示（Find and List End User
CAPF Profiles To Export）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 最初の [エンドユーザCAPFプロファイルの検索（Find End User CAPF Profile where）]ドロップ
ダウンリストボックスで、次のオプションから照合するフィールドを選択します。

•インスタンス ID

•エンドユーザ ID

ステップ 3 2番目のドロップダウンリストボックスでは、次のオプションの中から選択します。

•～で始まる

•～を含む

•次の文字列と完全に一致する

•次の文字列で終わる

•空である

•～が空ではない

ステップ 4 [検索（Search）]フィールドボックスに、特定のインスタンス IDやエンドユーザ IDなどの検
索する値を入力します。

ステップ 5 さらにクエリを定義するには、[AND]または [OR]を選択して複数のフィルタを追加し、ステッ
プ 2（316ページ）～ステップ 4（316ページ）を繰り返します。

ステップ 6 [検索（Find）]をクリックします。

条件を満たしているレコードがすべて表示されます。1ページあたりの項目の表示件数を変更
するには、[ページあたりの行数（Rows per Page）]ドロップダウンリストボックスで別の値
を選択します。

データベースに登録されているすべてのユーザを検索するには、検索テキストを何

も入力せずに [検索（Find）]をクリックします。
ヒント

ステップ 7 表示されるレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

ウィンドウに、選択したレコードが表示されます。

ステップ 8 [次へ（Next）]をクリックします。

[エンドユーザ CAPFプロファイル設定のエクスポート（Export End User CAPF Profile
Configuration）]ウィンドウが表示されます。
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ステップ 9 [ファイル名（File Name）]テキストボックスに、エクスポートするエンドユーザ CAPFファ
イル名を入力します。

ステップ 10 [ファイル形式（File Format）]ドロップダウンリストボックスから、CAPFファイル形式を選
択します。

ステップ 11 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 12 エクスポート方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐにエンドユーザ CAPFプロファイルをエクスポートする場合は、[今すぐ実行（Run
Immediately）]をクリックします。

b) 後でエンドユーザCAPFプロファイルをエクスポートする場合は、[後で実行（Run Later）]
をクリックします。

ステップ 13 エンドユーザ CAPFプロファイルをエクスポートするためのジョブを作成するには、[送信
（Submit）]をクリックします。

[一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]
オプションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブ化します。

フィールドの説明については、「BATスプレッドシートエンドユーザ CAPFプロ
ファイルのフィールドの説明（317ページ）」を参照してください。

（注）

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

BATスプレッドシートエンドユーザ CAPFプロファイル
のフィールドの説明

次の表で、エンドユーザCAPFプロファイルを挿入、削除、またはエクスポートするときに表
示されるフィールドについて説明します。

BATユーザインターフェイスで、アスタリスクが付いているフィールド名は必須入力項目で
す。アスタリスクが付いていないフィールドについては、任意指定です。

表 16 : BAT内のエンドユーザ CAPFプロファイルのフィールドの説明

説明フィールド

エンドユーザのユーザ IDを入力します。[エンドユーザ ID（End User
ID）]

1～ 128文字の英数字（a～ z、A～ Z、および 0～ 9）を入力
します。インスタンス IDは、証明書を操作するユーザを識別
します。

[インスタンス ID（Instance ID）]
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説明フィールド

次のいずれかのオプションを入力します。

• [保留中の操作なし（No Pending Operation）]：証明書の操
作が発生しない場合に表示されます。これが証明書の操

作のデフォルト設定です。

• [インストール/アップグレード（Install/Upgrade）]：アプ
リケーションに新しい証明書をインストールするか、既

存のローカルで有効な証明書をアップグレードします。

[証明書の操作（Certificate
Operation）]

証明書操作の [インストール/アップグレード（Install/Upgrade）]
の認証モードは、「認証文字列（By Authentication String）」
を指定します。つまり、ユーザまたは管理者が CAPF認証文
字列を [JTAPI/TSPの設定（JTAPI/TSP Preferences）]ウィンド
ウで入力した場合にのみ、CAPFはローカルで有効な証明書の
インストール、アップグレード、またはトラブルシューティ

ングを行います。

[認証モード（Authentication
Mode）]

4～ 10桁の数字を入力します。[認証文字列（Authentication
String）]

証明書のキーサイズを選択します。デフォルト設定では1024
を指定します。その他のオプションには 512と 2048がありま
す。

[キーサイズ（ビット）（Key
Size (bits)）]

このフィールドは操作を完了する必要がある期限の日時を指

定します。このフィールドはすべての証明書操作に対応して

います。

[操作完了期限（Operation
Completes by）]
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第 V 部

電話とユーザ
•ユーザ付きの電話（321ページ）
•電話およびユーザファイル形式（325ページ）
•電話とユーザの検証（327ページ）
•電話とユーザの挿入（329ページ）





第 26 章

ユーザ付きの電話

この章では、Cisco Unified Communications Manager一括管理を使用して、ユーザのグループと
それらの電話を 1つの一括トランザクションで Cisco Unified Communications Managerサーバに
追加する方法について説明します。電話機の CSVデータファイルを作成するためのオプショ
ンは、次の 2つがあります。

• BATスプレッドシート（BAT.xlt）を使用して、データを CSV形式にエクスポートする。

•テキストエディタを使用して、CSV形式のテキストファイルを作成します（経験豊富な
ユーザ向け）。

[ユーザ付きの電話の挿入（Insert Phones with Users）]オプションは、Cisco Unified Communications
Manager Administrationメインメニューから [一括管理（Bulk Administration）] > [電話とユー
ザー（Phones and Users）]を選択してアクセスできます。

•新しい電話機とユーザの追加（321ページ）
• BATスプレッドシートを使用したユーザと電話機の追加（322ページ）
•ユーザ付きの電話関連のトピック（322ページ）

新しい電話機とユーザの追加
電話機とユーザを一緒に挿入するには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 更新する電話機/ユーザレコードに対して個別の値を定義するには、カンマ区切り値（CSV）
データファイルを作成します。

• BATスプレッドシートを使用したユーザと電話機の追加（322ページ）を参照してくださ
い。

•テキストベースの CSVファイルについては、ユーザ付き電話機ファイル形式（800ペー
ジ）を参照してください。
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ステップ 2 ファイル形式を CSVデータファイルに関連付けます。

•電話およびユーザファイル形式の追加（325ページ）を参照してください。

ステップ 3 電話機とユーザレコードを検証します。

•電話機レコードとユーザレコードの検証（327ページ）を参照してください。

ステップ 4 電話機とユーザレコードを挿入します。

• Unified Communications Managerへの電話機とユーザの挿入（329ページ）を参照してくだ
さい。

BATスプレッドシートを使用したユーザと電話機の追加
電話機とユーザを一括して追加するための CSVデータファイルを作成します。

手順

ステップ 1 BATスプレッドシートを開くには、BAT.xltファイルを探してダブルクリックします。

BAT.xltファイルをダウンロードできます。

ステップ 2 スプレッドシートの機能を使用するように求められたら、[マクロを有効にする（EnableMacros）]
をクリックします。

ステップ 3 スプレッドシートの下部にある [電話-ユーザ（Phone-Users）]タブをクリックします。

ステップ 4 BATスプレッドシートを使用した電話用 CSVデータファイルの作成（116ページ）のステッ
プ 4から 10に従います。

関連トピック

CSVデータファイルを作成するために BATスプレッドシートのデータを収集する（14
ページ）

ユーザ付きの電話関連のトピック（322ページ）
ファイルのアップロードおよびダウンロード（23ページ）

ユーザ付きの電話関連のトピック
•新しい電話機とユーザの追加（321ページ）

•ユーザ付き電話機ファイル形式（800ページ）

•電話およびユーザファイル形式の追加（325ページ）
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•電話機レコードとユーザレコードの検証（327ページ）

• Unified Communications Managerへの電話機とユーザの挿入（329ページ）
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第 27 章

電話およびユーザファイル形式

この章では、電話とユーザファイルの形式をカンマ区切り値（CSV）データファイルを使用
して更新する方法について説明します。

•電話およびユーザファイル形式の追加（325ページ）
•電話およびユーザファイル形式関連のトピック（326ページ）

電話およびユーザファイル形式の追加
テキストベースの CSVデータファイルで電話とユーザのファイル形式を追加できます。CSV
データファイルを作成した後、ファイル形式をテキストベースの CSVデータファイルと関連
付ける必要があります。ファイル形式を CSVファイルと関連付けると、各フィールドの名前
は CSVデータファイルの最初のレコードとして表示されます。この情報を使用して、正しい
順序で各フィールドに値を入力したことを確認できます。

始める前に

更新する各ユーザに対して個別の値を定義する CSVデータファイルを作成する必要がありま
す。

テキストエディタを使用して CSVデータファイルを作成する際に、テキストベースのファイ
ルに値を入力するためのファイル形式を作成します。ファイル形式によって指定した順序でテ

キストファイルに値を入力します。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話とユーザ（Phones and Users）] > [電話とユーザの
ファイル形式（Phones & Users File Format）] > [ファイル形式の割り当て（Assign File Format）]
の順に選択します。

[ファイル形式の設定の追加（Add File Format Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]フィールドで、このトランザクション用に作成したテキストベース
の CSVファイルを選択します。
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ステップ 3 [ファイル形式名（Format File Name）]フィールドで、このタイプの一括トランザクション用に
作成したファイル形式を選択します。

ステップ 4 一致するファイル形式を CSVデータファイルと関連付けるジョブを作成するには、[送信
（Submit）]をクリックします。

ステップ 5 このジョブをスケジュールするか、アクティブ化するには、[一括管理（Bulk Administration）]
メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用します。

ファイル形式を追加すると、ユーザフィールドが自動的に作成されます。（注）

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
電話およびユーザファイル形式関連のトピック（326ページ）

電話およびユーザファイル形式関連のトピック
• BATスプレッドシートを使用したユーザと電話機の追加（322ページ）

•ユーザ付き電話機ファイル形式（800ページ）

• BATログファイル（771ページ）
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第 28 章

電話とユーザの検証

Cisco Unified Communications Manager一括管理（BAT）を使用して、ユーザのグループとそれ
らの電話を 1つの一括トランザクションで Cisco Unified Communications Managerサーバに追加
できます。電話のCSVデータファイルを作成するためのオプションは、次の2つがあります。

• BATスプレッドシート（BAT.xlt）を使用して、データを CSV形式にエクスポートする。

•テキストエディタを使用して、CSV形式のテキストファイルを作成します（経験豊富な
ユーザ向け）。

[ユーザ付きの電話の挿入（Insert Phones with Users）]オプションは、Cisco Unified Communications
Manager Administrationメインメニューから [一括管理（Bulk Administration）] > [電話とユー
ザー（Phones and Users）]を選択してアクセスできます。

•電話機レコードとユーザレコードの検証（327ページ）
•電話とユーザの検証関連のトピック（328ページ）

電話機レコードとユーザレコードの検証
電話機とユーザに関する CSVデータファイルレコードを検証できます。[電話/ユーザの確認
（Validate Phones/Users）]を選択すると、システムは検証ルーチンを実行して、CSVデータ
ファイルとBAT電話機テンプレートにすべての必須フィールド（デバイスプールやロケーショ
ンなど）が入力されていることを検査します。この検証では、デバイスフィールドとその依存

関係のみが検査されます。

ユーザのプライマリエクステンションとプライマリユーザデバイスは検証されません。（注）

始める前に

1. 追加するデバイスには BAT電話機テンプレートが必要です。単一回線または複数回線を
持つ電話を追加するには、複数回線を持つマスター電話テンプレートを使用できます。
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2. 検証する電話機/ユーザごとの個別の値を定義したカンマ区切り値（CSV）データファイル
を作成する必要があります。BATスプレッドシート（BAT.xlt）を使って CSVデータファ
イルを作成し、データを CSV形式にエクスポートすることも、テキストエディターを使
用して CSV形式のカスタムテキストファイルを作成することもできます。

3. ファイル形式を CSVデータファイルに関連付けます。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話とユーザ（Phones & Users）] > [電話/ユーザの確認
（Validate Phones/Users）]の順に選択します。
[電話/ユーザの確認（Validate Phones/Users Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]フィールドで、この特定の一括トランザクション用に作成したCSV
データファイルを選択します。

ステップ 3 [電話テンプレート名（Phone Template Name）]フィールドで、この一括トランザクション用に
作成した BAT電話機テンプレートを選択します。

ステップ 4 ユーザと電話機を検証するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

ステップ 5 このジョブをスケジュールするか、アクティブ化するには、[一括管理（Bulk Administration）]
メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用します。

関連トピック

テキストベースのファイル形式と CSVデータファイルの関連付け（157ページ）
BATログファイル（771ページ）
標準電話テンプレート（10ページ）
ユーザ付き電話機ファイル形式（800ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
電話とユーザの検証関連のトピック（328ページ）
電話機レコードとユーザレコードの検証（327ページ）

電話とユーザの検証関連のトピック
•ユーザ付き電話機ファイル形式（800ページ）

•テキストベースのファイル形式と CSVデータファイルの関連付け（157ページ）

• BATログファイル（771ページ）

•スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
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第 29 章

電話とユーザの挿入

この章では、電話とユーザのグループを Unified Communications Managerデータベースおよび
ディレクトリに追加する方法について説明します。

• Unified Communications Managerへの電話機とユーザの挿入（329ページ）
•電話とユーザの挿入関連のトピック（331ページ）

Unified Communications Managerへの電話機とユーザの挿
入

電話とユーザのグループを Unified Communications Managerデータベースとディレクトリに追
加できます。

電話機レコードは、挿入前に検証する必要があります。（注）

ダミーMACアドレスオプションを使用できます。CTIポートを追加するときにこのオプショ
ンを使用すると、ダミーMACアドレスの形式で、各 CTIポートに一意のデバイス名が指定さ
れます。このデバイス名は、後でUnified Communications Manager AdministrationまたはUnified
CM Auto-Register Phone Toolを使用して手動で更新できます。ダミーMACアドレスオプショ
ンは、H.323クライアント、VGC電話機、または VGC仮想電話機に使用しないでください。

ダミーMACアドレスオプションは、自動的に、次の形式でダミーMACアドレスを生成しま
す。

XXXXXXXXXXXX

ここで、Xは、任意の 12文字の 16進数値（0～ 9と A ~ F）を表します。

始める前に

1. カンマ区切り値（CSV）データファイルを作成して、挿入する電話とユーザごとに個々の
値を定義します。ユーザを伴う電話を追加するために BATスプレッドシート（BAT.xlt）
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を使ってCSVデータファイルを作成することも、ユーザと電話の組み合わせを追加するた
めに CSV形式のカスタムテキストファイルを作成することもできます。

2. ファイル形式を CSVデータファイルに関連付けます。
3. 電話機とユーザレコードを検証します。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話とユーザ（Phones & Users）] > [ユーザ付きの電話
の挿入（Insert Phones with Users）]の順に選択します。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]フィールドで、この一括トランザクション用に作成した CSVデー
タファイルを選択します。

ステップ 3 [電話テンプレート名（Phone Template Name）]フィールドで、このトランザクションに使用し
た BAT電話機テンプレートを選択します。

CSVデータファイルに個別のMACアドレスを入力しなかった場合は、[ダミーMAC
アドレスの作成（Create Dummy MAC Address）]チェックボックスをオンにする必
要があります。この情報は後で手動で更新できます。データ入力ファイルでMAC
アドレスまたはデバイス名を指定した場合は、このオプションを選択しないでくだ

さい。

ユーザに割り当てられている電話のMACアドレスがわからない場合には、このオ
プションを選択します。電話機が接続されると、そのデバイス用にMACアドレス
が登録されます。

注目

ステップ 4 [ユーザテンプレート名（User Template Name）]フィールドで、このトランザクションに使用
した BATユーザテンプレートを選択します。

ステップ 5 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 6 挿入方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐにユーザ付き電話を挿入する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックし
ます。

b) 後でユーザ付き電話を挿入する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 7 電話機とユーザのレコードを挿入するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をク
リックします。

このジョブをスケジュールしてアクティブ化するには、[一括管理（Bulk Administration）]メイ
ンメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用します。

関連トピック

電話およびユーザファイル形式の追加（325ページ）
BATスプレッドシートを使用したユーザと電話機の追加（322ページ）
BATログファイル（771ページ）
ユーザ付き電話機ファイル形式（800ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
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TAPSの概要（741ページ）
電話とユーザの挿入関連のトピック（331ページ）
電話機レコードとユーザレコードの検証（327ページ）

電話とユーザの挿入関連のトピック
• BATスプレッドシートを使用したユーザと電話機の追加（322ページ）

•ユーザ付き電話機ファイル形式（800ページ）

•電話およびユーザファイル形式の追加（325ページ）

•電話機レコードとユーザレコードの検証（327ページ）

•スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

• TAPSの概要（741ページ）

• BATログファイル（771ページ）
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第 VI 部

マネージャとアシスタント
• Cisco Unified Communications Manager Assistant（335ページ）
•マネージャとアシスタントの挿入（353ページ）
•マネージャとアシスタントの削除（357ページ）
•マネージャの削除（359ページ）
•アシスタントの削除（363ページ）
•マネージャおよびアシスタントレポートの生成（367ページ）





第 30 章

Cisco Unified Communications Manager
Assistant

この章では、Cisco Unified Communications Manager Assistant用にマネージャの電話機とアシス
タントの電話機を共有回線またはプロキシ回線のいずれかで設定することに関する情報を提供

します。BATスプレッドシートを使用したマネージャ-アシスタント関連付けの追加と更新、
およびマネージャ-アシスタント用のデフォルトおよびカスタムのCSVデータファイルの作成
に関する情報も提供します。

Cisco Unified Communications Manager一括管理（BAT）を使用して、Cisco Unified Communications
Managerで Cisco Unified Communications Manager Assistant機能を管理できます。一括トランザ
クションで、マネージャまたはアシスタントをその関連付けとともに追加、更新、および削除

することができます。

Cisco Unified Communications Manager Assistantに関するタスクと情報の詳細については、『Feature
Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager』（http://www.cisco.com/c/en/us/
support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-installation-and-configuration-guides-list.html）を参照してください。

• Cisco Unified Communications Manager Assistant用電話機および回線（335ページ）
•マネージャ -アシスタント関連付け用 CSVデータファイル（346ページ）
•マネージャ-アシスタント関連付け用CSVデータファイル関連のトピック（351ページ）

Cisco Unified Communications Manager Assistant用電話機
および回線

Cisco Unified CM Assistant機能は、いくつかの Cisco Unified IP Phoneモデルおよびデバイスプ
ロファイルで機能します。Cisco Unified CM Assistantでは、Cisco Unified CM Assistant機能と共
に使用するために、マネージャとアシスタントの回線を設定するモードが2つ提供されていま
す。

•プロキシモード：プライマリマネージャ回線は、アシスタントの電話機上に異なる電話
番号を持つプロキシ回線と関連付けられます。
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•共有回線モード：マネージャとアシスタントには、それらの電話機上に、同じ電話番号と
パーティションを使用する共有回線があります。

ユーザーをデバイスまたは電話機に関連付けることができるのは、デバイスまたは電話機で

Unified CM Assistantをサポートしている場合だけです。
（注）

BATを使用して、マネージャの電話機とアシスタントの電話機をプロキシ回線または共有回線
のいずれかで設定できます。

関連トピック

Cisco Unified Communications Manager Assistantのプロキシ回線モードでの電話機のセット
アップ（336ページ）
Cisco Unified Communications Manager Assistantの共有回線モードでの電話機のセットアッ
プ（343ページ）
Cisco Unified Communications Managerへのマネージャ/アシスタントアソシエーションの挿
入（353ページ）

Cisco Unified Communications Manager Assistantのプロキシ回線モード
での電話機のセットアップ

Unified CM Assistantプロキシ回線サポート用にマネージャ電話機とアシスタント電話機の設定
を準備するには、次のタスクを実行する必要があります。

手順

ステップ 1 システムでUnified CM Assistant要件をセットアップして設定します。Cisco Unified CM Assistant
設定ウィザードを使用することをお勧めします。このウィザードは、Unified CM Assistantマ
ネージャ/アシスタント用の電話機テンプレート、ルートポイント、パーティション、変換パ
ターン、および Cisco Unified CM Assistantサービス用のコーリングサーチスペースを自動的に
作成します。Cisco Unified CM Assistant設定ウィザードを実行するには、BATとウィザードが
同じサーバー上に存在する必要があります。

Cisco Unified CM Assistant設定ウィザードの実行方法については、『Cisco Unified Communications

Manager機能設定ガイド』を参照してください。

Unified CM Assistant設定ウィザードを一回だけ使用して、システムの Unified CM
Assistant設定要件をセットアップできます。設定ウィザードの実行後は、ウィザー
ドで設定を表示することはできますが、変更はできません。

（注）

ステップ 2 マネージャ用およびアシスタント用の新しい電話機とユーザーを追加するには、Unified CM
Assistant設定ウィザードによって BATサーバ上に作成された Unified CM Assistantマネージャ
および Unified CM Assistantアシスタント電話機テンプレートを使用します。電話機をプロキ
シモード専用の設定するには BATテンプレートを使用します。
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ステップ 3 既存のマネージャ電話機とアシスタント電話機の場合は、次の方法のどちらかを使用して、
Unified CM Assistant電話機テンプレートに合わせてマネージャ電話機とアシスタント電話機を
変更できます。

• BATの [回線の追加（Add Lines）]機能を使用すると、Unified CM Assistant電話機テンプ
レートに類似するよう既存の電話機を変更できます。

•マネージャ用およびアシスタント用の Unified CM Assistant電話機テンプレートを使用し
て、元の電話機を削除し、新しい電話機を追加することができます。

ステップ 4 マネージャ用およびアシスタント用に電話機と回線を設定した後、Unified CM Assistant制御の
ためにマネージャ回線とアシスタント回線を関連付けます。

関連トピック

Cisco Unified Communications Manager Assistantマネージャ電話テンプレートのデフォルト
設定（337ページ）
既存の電話機および UDPへの電話回線の追加（216ページ）
データベースへの電話機の追加（31ページ）
マネージャおよびアシスタントのプロキシ回線の設定（338ページ）

Cisco Unified Communications Manager Assistantマネージャ電話テンプレートのデフォル
ト設定

次の表に、Unified CM Assistantマネージャ電話テンプレートのデフォルト設定のリストを示し
ます。

表 17 :プロキシ回線用マネージャ電話テンプレートのデフォルト設定

デフォルト値（Default Value）フィールド

標準のソフトキーテンプレートマネージャ[ソフトキーテンプレート
（Softkey Template）]

Standard Cisco Unified IP Phone 7960（2回線）[電話ボタンテンプレート
（Phone Button Template）]

プライマリ回線

• CSS = Generated_CSS_I_E
•パーティション = Generated_Managers

[回線 1（Line 1）]

着信インターコム回線

• CSS = Generated_CSS_I_E
•パーティション = Generated_Everyone
•ヘッドセットオプションによる自動応答も設定。

[回線 2（Line 2）]

アシスタントプライマリサービスサービス（Services）
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次の表に、Unified CM Assistantアシスタント電話テンプレートのデフォルト設定のリストを示
します。

表 18 :プロキシ回線用アシスタント電話テンプレートのデフォルト設定

デフォルト値（Default Value）フィールド

ソフトキーアシスタント[ソフトキーテンプレート
（Softkey Template）]

Standard Cisco Unified IP Phone 7960 Assistant[電話ボタンテンプレート
（Phone Button Template）]

14ボタン拡張モジュール[拡張モジュール 1（Expansion
Module 1）]

プロキシ回線では、[電話本体に 1回線、拡張モジュールに 5回
線（One line on base phone and five lines on expansion module）]の
デフォルト設定は以下の通りです。

• CSS = Generated_CSS_M_E
•パーティション = Generated_Everyone

[電話本体に 1回線、拡張モ
ジュールに 5回線（One line on
base phone and five lines on
expansion module）]

インターコム回線

• CSS = Generated_CSS_I_E
•パーティション = Generated_Everyone
•ヘッドセットオプションによる自動応答も設定。

[回線 7（Line 7）]

（拡張モジュール（On
Expansion Module））

マネージャおよびアシスタントのプロキシ回線の設定

BATは、電話機のプライマリマネージャ回線をアシスタント電話機のプロキシ回線にマップす
ることによって、Unified CM Assistant回線設定を割り当てます。Unified CM Assistantウィザー
ドで作成した Unified CM Assistantのマネージャとアシスタントのデフォルトテンプレートを
使用すると、1～ 5本のマネージャ回線を 1台のアシスタント電話機に関連付けることができ
ます。次の例に、Unified CM Assistantテンプレートを使用して設定した電話機に対して、2台
のマネージャ電話機を 1台のアシスタント電話機に関連付けるときの回線設定を示します。

マネージャ 1の電話

•回線 1：プライマリ回線

•回線 2：インターコム回線

マネージャ 2の電話

•回線 1：プライマリ回線
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•回線 2：インターコム回線

アシスタントの電話

•回線 1：プライマリ回線

•回線 2：マネージャ 1のプロキシ回線

•回線 3：マネージャ 2のプロキシ回線

•回線 4～ 6は未割り当て

•回線 7：インターコム回線

アシスタントの電話

回線 4～ 6は、他のマネージャとの関連付けに使用できます。

複数のマネージャを 1台のアシスタント電話機に関連付けると、BATは、CSVデータ
ファイル内での順序に基づいてプロキシ回線を作成します。BATは、マネージャとア
シスタント間の最初の回線を作成するとき、すべてのプライマリマネージャ回線をア

シスタント電話機の未割り当て回線にプロキシ回線として割り当てます。BATはアシ
スタント電話機のすべての回線が割り当てられるまで、またはCSVレコード内のすべ
てのマネージャが関連付けられるまで、CSVレコードの順序に基づいて、マネージャ
とアシスタント間のプロキシ回線を 1つずつ作成し続けます。

複数のアシスタントを 1本のマネージャプライマリ回線に関連付けると、BATは、
CSVデータファイル内での順序に基づいてアシスタントをマネージャに割り当てま
す。BATは、使用可能な回線の最初のアシスタント番号を基に、プライマリマネー
ジャ回線を割り当てます。たとえば、マネージャの電話機にプライマリ回線が 2本あ
るとします。CSVデータファイルで最初にリストされているアシスタントには、使用
可能な回線が 1本しかありません。その結果 BATは、マネージャの 1本のプライマリ
回線と、CSVレコードにリストされているすべてのアシスタント電話機の 1本のプロ
キシ回線を関連付けます。

Cisco Unified Communications Manager Assistantマネージャ電話回線の設定

次の表に、マネージャ -アシスタント関連付けを使用する際にBATで設定できる、マネージャ
電話で可能なすべての回線設定を示します。

表 19 :マネージャ電話の回線設定

構成使用可能な回線の数

回線 1：プライマリ回線（Unified CM Assistantにより制御）

インターコム回線（なし）

1回線
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構成使用可能な回線の数

回線 1：プライマリ回線（Unified CM Assistantにより制御）

回線 2：インターコム回線（オプション）

2回線

（デフォルトの Unified CM
Assistantマネージャ電話テンプレー
ト）

最後の回線がインターコム回線として設定されます。

アシスタント電話で使用可能な回線の数は、プロキシ回線

と関連付けられるマネージャ回線の数を決定します。

3回線以上

Unified CM Assistant電話回線の設定

次の表では、マネージャ/アシスタントアソシエーション操作でBATによって設定されるアシ
スタント電話機のデフォルトの回線設定を示します。

表 20 : Assistant電話回線の設定

構成使用可能な回線数

回線 1：プロキシ回線

インターコム回線（なし）

1回線

回線 1：プライマリ回線

回線 2：プロキシ回線

インターコム回線（なし）

2回線

回線 1：プライマリ回線

回線 2：プロキシ回線

回線 3：インターコム回線

3回線

回線 1：プライマリ回線

回線 2：プロキシ回線

最後の回線はインターコム回線として設定される

他のすべての回線はプロキシ回線として設定される

4回線以上

回線 1：プライマリ回線

回線2～6はプロキシ回線として設定可能で、最大5つのマネー
ジャをサポートできる

回線 7：インターコム回線

7回線

（デフォルトの Unified CM
Assistantアシスタント電話機テ
ンプレート）
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Cisco Unified Communications Manager Assistantマネージャ電話およびアシスタント電話のプロキシ回線例

それぞれが 3つの既存の回線を持つ 2つのマネージャを 6つの未割り当ての回線を持つアシス
タント電話に関連付けます。BATは、マネージャおよびアシスタントの電話で以下の回線設定
を設定します。

マネージャ 1の電話

•回線 1：マネージャプライマリ回線（DNは 2355）。

•回線 2：マネージャプライマリ回線（DNは 2366）。

•回線 3、マネージャインターコム回線。

マネージャ 2の電話

•回線 1：マネージャプライマリ回線（DNは 2656）。

•回線 2：マネージャプライマリ回線（DNは 2666）。

•回線 3、マネージャインターコム回線。

アシスタントの電話

•回線 1：アシスタントプライマリ回線（DNは 3333）。

•回線 2：マネージャ 1のプロキシ回線 1（DNは 3455）。

•回線 3：マネージャ 2のプロキシ回線 1（DNは 3656）。

•回線 4：マネージャ 1のプロキシ回線 2（DNは 3366）。

•回線 5：マネージャ 2のプロキシ回線 2（DNは 3666）。

•回線 6：使用可能。

•回線 7：アシスタントインターコム回線。

アシスタントの電話

既存のプライマリ回線を持つマネージャの電話を関連付ける場合、アシスタントの電

話の未割り当て回線の数が、マネージャの電話のプライマリ回線の数と同数またはそ

れ以上あることを確認する必要があります。たとえば、BATで、4つの設定済みプラ
イマリ回線が存在するマネージャと 3つの使用可能な回線しかないアシスタントの間
に関連付けを作成することはできません。
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Cisco Unified Communications Manager Assistantの新しいマネージャ/アシスタント電話機
でのプロキシ回線のセットアップ

新しい Unified CM Assistantマネージャ電話機とアシスタント電話機でプロキシ回線を使用す
るようにセットアップすることができます。

始める前に

1. Unified CM Assistant設定ウィザードを実行して、Unified CM Assistantテンプレート、パー
ティション、およびコーリングサーチスペースを作成します。

2. 1つのアシスタントに 5つ以上のマネージャを関連付けるには、Unified CM Assistantテン
プレートにアクセスして、新しい名前でコピーを作成する必要があります。マネージャが

追加されるごとに、テンプレートに行を追加していきます。

手順

ステップ 1 [BAT管理（BAT Administration）] > [電話（Phones）] > [電話テンプレート（Phone Template）]
の順に選択します。

[電話テンプレートの設定（Phone Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

BAT Unified CM Assistantテンプレートは書き込み保護されているため、これらの
テンプレートを変更するには、テンプレートのコピーを作成し、それを編集して変

更する必要があります。デフォルトのマネージャ電話機テンプレートフィールドの

説明については、「表 17 :プロキシ回線用マネージャ電話テンプレートのデフォル
ト設定（337ページ）」を参照してください。デフォルトのアシスタント電話機テ
ンプレートフィールドの説明については、「表 18 :プロキシ回線用アシスタント
電話テンプレートのデフォルト設定（338ページ）」を参照してください。

（注）

ステップ 2 次のオプションを使用して、マネージャ電話機用の CSVデータファイルとアシスタント電話
機用の別のファイルを作成します。

a) BATスプレッドシートを使用して、[電話（Phones）]タブを選択します。
b) テキストエディタを使用し、マネージャまたはアシスタントテンプレートフィールドを
ガイドして参照します。

次のタスク

「データベースへの電話機の追加（31ページ）」の手順に従って、新しい電話機を挿入しま
す。
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Cisco Unified Communications Manager Assistantの既存のマネージャ/アシスタント電話機
でのプロキシ回線のセットアップ

既存の Unified CM Assistantマネージャ電話機とアシスタント電話機でプロキシ回線を使用す
るようにセットアップすることができます。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [回線の追加（Add Lines）]の順に選
択します。

[電話回線の追加（Phone Add Lines）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 BAT用に Unified CM Assistantテンプレートをコピーして変更しなければならない場合があり
ます。

デフォルトのマネージャ電話機テンプレートフィールドの説明については「表 17 :プロキシ
回線用マネージャ電話テンプレートのデフォルト設定（337ページ）」を、デフォルトのアシ
スタント電話機テンプレートフィールドの説明については「表 18 :プロキシ回線用アシスタ
ント電話テンプレートのデフォルト設定（338ページ）」を参照してください。

Cisco Unified CM Assistant設定ウィザードを実行したときに、（パーティション名
などの）設定情報を変更した場合は、テンプレートを編集するときにフィールドで

同じ設定情報を使用する必要があります。

（注）

ステップ 3 次のオプションのいずれかを使用して、マネージャ電話機用の CSVデータファイルとアシス
タント電話機用の別のファイルを作成します。

a) BATスプレッドシートを使用して、[回線の追加（Add Lines）]タブを選択します。
b) テキストエディタを使用し、マネージャまたはアシスタントテンプレートフィールドを
ガイドして使用します。

次のタスク

既存の電話機のマネージャ回線とアシスタント回線をセットアップすることができます。

関連トピック

既存の電話機および UDPへの電話回線の追加（216ページ）
マネージャ-アシスタント関連付け用CSVデータファイル関連のトピック（351ページ）

Cisco Unified Communications Manager Assistantの共有回線モードでの
電話機のセットアップ

Cisco Unified Communications Managerデータベースに新しい電話機を追加するためのBATテン
プレートを作成するときに、共有回線を使用するようマネージャ電話機とアシスタント電話機
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をセットアップできます。BATを使用して新しい電話機をセットアップするための手順に従い
ます。

始める前に

Cisco Unified Communications Managerでの共有回線サポート用に Unified CM Assistantサービス
パラメータをセットアップする必要があります。

Cisco Unified IP Phoneモデル 7960では、5回線以上を含む電話ボタンテンプレートが必要で
す。

（注）

手順

次のガイドラインに従って、新しいマネージャ電話機とアシスタント電話機を追加したり、既

存のマネージャ電話機とアシスタント電話機を更新したりするための BATテンプレートを作
成します。

a) マネージャ電話機については、「共有回線モードのマネージャ電話の設定（344ページ）」
を参照してください。

b) アシスタント電話機については、「共有回線モードのアシスタント電話機の設定（345ペー
ジ）」を参照してください。

次のタスク

Unified CM Assistant制御用にマネージャ回線とアシスタント回線を関連付ける必要がありま
す。「マネージャ -アシスタント関連付け用CSVデータファイル（346ページ）」の手順を実
行します。

関連トピック

データベースへの電話機の追加（31ページ）
既存の電話機および UDPへの電話回線の追加（216ページ）

共有回線モードのマネージャ電話の設定

BATテンプレートを作成して、新しいマネージャ電話を共有回線に追加、または既存のマネー
ジャ電話を共有回線で更新するときには、次の電話設定を使用します。

•ソフトキーテンプレートを割り当てる：標準共有モードマネージャ。

•必要に応じてプライマリ回線を追加し、アシスタントと共有する。

•プライマリ回線で音声メッセージングプロファイルを設定する。

•着信インターコム回線を追加する（オプション）。
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•発信インターコムターゲットのスピードダイアルボタンを追加する（オプション）。

•ユーザロケールを設定する。

関連トピック

データベースへの電話機の追加（31ページ）
Cisco Unified Communications Manager Assistantの共有回線モードでの電話機のセットアッ
プ（343ページ）

共有回線モードのアシスタント電話機の設定

BATテンプレートを作成して共有回線による新しいアシスタント電話機を追加するか既存のア
シスタント電話機を更新する場合、次の電話設定を使用します。

•ソフトキーテンプレートを割り当てます：標準アシスタント

•付加的な回線にCisco 14ボタン拡張モジュール（7914）を使用している場合、BATテンプ
レートで拡張モジュールのタイプを指定します。

Cisco Unified IP Phone 7960電話ボタンテンプレートには、拡張モ
ジュール回線が含まれます。

（注）

•パーソナルプライマリ回線を追加します。

•関連する各マネージャ用の共有回線を追加します。マネージャの電話のプライマリライン
と同じ電話番号とパーティションを使用します。

•着信インターコム回線を追加します（オプション）

•短縮ダイヤルをマネージャのインターコム回線に追加します（オプション）

•ユーザロケールを設定します。

関連トピック

データベースへの電話機の追加（31ページ）
Cisco Unified Communications Manager Assistantの共有回線モードでの電話機のセットアッ
プ（343ページ）

マネージャおよびアシスタントの共有回線の設定

BATは、Cisco Unified CM Assistantの回線設定を、マネージャおよびアシスタントの電話機に
割り当てられている共有回線に関連付けます。マネージャをアシスタントに関連付けるときに

は、マネージャの設定で共有回線モードを設定します。

共有回線モードでは、マネージャ回線が、アシスタント電話機の共有回線に対応します。たと

えば、2人のマネージャと 1人のアシスタントを関連付けるには、アシスタントの電話機に、
マネージャの電話機のプライマリ回線と同じ電話番号およびパーティションを使用する2回線
を追加します。
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マネージャ 1の電話

•回線 1：プライマリ回線（DNは 2355）

•回線 2：インターコム回線（オプション）

マネージャ 2の電話

•回線 1：プライマリ回線（DNは 2875）

•回線 2：インターコム回線（オプション）

アシスタントの電話

•回線 1：アシスタントのプライマリ回線（DNは 3356）

•回線 2：マネージャ 1との共有回線（DNは 2355）

•回線 3：マネージャ 2との共有回線（DNは 2875）

•回線 4～ 6は使用可能

•回線 7：インターコム回線（オプション）

回線 4～ 6は他のマネージャ用の共有回線として追加できます。

複数のマネージャ回線をアシスタントの電話機に追加した場合は、アシスタントの電話機のす

べての回線で共有回線モードを使用する必要があります。アシスタントの電話機でプロキシ回

線と共有回線を混在させることはできません。同様に、マネージャ1人に対し複数のアシスタ
ントがいる場合は、すべての関連付けで共有回線モードを使用する必要があります。

共有回線モードを使用するマネージャに複数のアシスタントを関連付けると、BATが Unified
CM Assistantの関連付けを、共有回線モードを使用しているアシスタントにのみ適用します。

関連トピック

マネージャ-アシスタント関連付け用CSVデータファイル関連のトピック（351ページ）

マネージャ -アシスタント関連付け用 CSVデータファイ
ル

BATを使用してマネージャ -アシスタントの関連付けを Cisco Unified Communications Manager
データベースに挿入する際に、新しい関連付けの追加や、既存の関連付けの更新ができます。

マネージャ -アシスタントの関連付けを追加または更新するのに必要な CSVデータファイル
は、次の2つの方法のいずれかで作成できます。BATスプレッドシートを使用するか、テキス
トエディタを使用して、CSV形式のテキストファイルを作成します。

新しいマネージャに対する関連付けを作成する場合は、デバイス名を入力する必要がありま

す。既存の Unified CMアシスタントレコードを使用してマネージャを更新する場合、これら
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のフィールドはオプションです。マネージャの回線数が3以上の場合、BATはマネージャのイ
ンターコム回線をアシスタントのプロキシ回線に割り当てることを許可しません。

関連トピック

BATスプレッドシートを使用したマネージャ/アシスタントアソシエーションの追加また
は更新（347ページ）
マネージャおよびアシスタントのファイル形式（812ページ）
マネージャおよびアシスタントのプロキシ回線の設定（338ページ）

BATスプレッドシートを使用したマネージャ/アシスタントアソシエー
ションの追加または更新

BATスプレッドシートを使用して、Unified CM Assistantアソシエーションを新規で追加した
り、既存のものを更新したりします。BATスプレッドシートには、マクロを使用するデータ
ファイルテンプレートが含まれているため、マネージャとアシスタントの関連付けを簡単に追

加、更新、または削除できます。

手順

BATスプレッドシートを使用して新規 Unified CM Assistantアソシエーションを追加します。

a) マネージャ/アシスタントアソシエーションをデフォルトの回線設定で作成するには、デ
フォルトのマネージャ-アシスタントの CSVデータファイルの作成（348ページ）を参照
してください。

マネージャおよびアシスタントの電話に関するデフォルト回線設定については、「表 19 :
マネージャ電話の回線設定（339ページ）」および「表20 : Assistant電話回線の設定（340
ページ）」を参照してください。

b) デフォルトの回線設定に従わないプロキシ回線を割り当てるには、「カスタムマネージャ/
アシスタント CSVデータファイルの作成（350ページ）」を参照してください。

関連トピック

CSVデータファイルを作成するために BATスプレッドシートのデータを収集する（14
ページ）

BATスプレッドシートを使用したマネージャとアシスタントの関連付
けの追加および更新

BATスプレッドシートには、マクロを使用するデータファイルテンプレートが含まれている
ため、マネージャとアシスタントの関連付けを簡単に追加、更新、または削除できます。

BATスプレッドシートを使用してUnified CM Assistantの新しい関連付けを追加するときには、
次の 2つの方法でマネージャとアシスタントの関連付けを設定できます。
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•デフォルトの回線設定を使用してマネージャとアシスタントの関連付けを作成する。マ
ネージャとアシスタントの電話機のデフォルト回線設定については、「表 19 :マネージャ
電話の回線設定（339ページ）」および「表20 : Assistant電話回線の設定（340ページ）」
を参照してください。

•カスタム CSVデータファイルを使用して、デフォルトの回線設定に従わないプロキシ回
線を割り当てる。

関連トピック

CSVデータファイルを作成するために BATスプレッドシートのデータを収集する（14
ページ）

カスタムマネージャ/アシスタント CSVデータファイルの作成（350ページ）
デフォルトのマネージャ-アシスタントの CSVデータファイルの作成（348ページ）

デフォルトのマネージャ-アシスタントの CSVデータファイルの作成
BATスプレッドシートを使用して、プロキシモードと共有モードの両方でデフォルトのマネー
ジャおよびアシスタントの関連付けを挿入、更新、削除するための CSVデータファイルを作
成します。

BATスプレッドシート内のすべてのフィールドの編集が終了したら、その内容を CSV形式の
データファイルにエクスポートできます。ファイルは、ローカルワークステーション上の

C:\XLSDataFilesまたは選択された既存の別のフォルダに保存され、次のデフォルトのファ
イル名が割り当てられます。

<type of operation>ManagerAssistants-timestamp.txt

ここで、<type of operation>は insertまたは deleteのいずれかになります。「timestamp」は

ファイルが作成された正確な日時を表します。

手順

ステップ 1 BAT.xltファイルをダウンロードして開き、BATスプレッドシートを開きます。

ステップ 2 スプレッドシートの機能を使用するように求められたら、[マクロを有効にする（EnableMacros）]
をクリックします。

ステップ 3 マネージャおよびアシスタントの関連付けオプションを表示するには、スプレッドシートの下
部にある [デフォルトのマネージャ-アシスタント（Default Managers-Assistants）]タブをクリッ
クします。

ステップ 4 オプションボタンが表示されるまで、テンプレートの右側にスクロールし、このトランザク
ションの関連付けのタイプを選択します。

• [1つのマネージャと複数のアシスタント（One manager, multiple assistants）]
• [1つのアシスタントと複数のマネージャ（One assistant, multiple managers）]

ステップ 5 すべての必須フィールドと関連するオプションフィールドに値を入力します。
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a) [1つのマネージャと複数のアシスタント（One manager, multiple assistants）]ラジオボタン
を選択した場合、各行に以下の情報を入力します。

• [マネージャID（Manager ID）]：マネージャのユーザ IDを最大30文字で入力します。

• [アシスタントID#（Assistant ID#）]：マネージャを関連付けるアシスタントのユーザ
IDを最大 30文字で入力します。ここで、#記号はマネージャに割り当てられるアシ

スタントの数を表します。

複数のアシスタントを追加するには、[その他のアシスタントの追加（Addmore
Assistants）]をクリックします。

ヒント

b) [1つのアシスタントと複数のマネージャ（One assistant, multiple managers）]ラジオボタン
を選択した場合、各行に以下の情報を入力します。

• [アシスタントID（Assistant ID）]：アシスタントのユーザ IDを最大 30文字で入力し
ます。

• [マネージャ ID#（Manager ID#）]：アシスタントを関連付けるマネージャのユーザ ID
を最大 30文字で入力します。ここで、#記号はアシスタントに割り当てられるアシス

タントの数を表します。

複数のマネージャを追加するには、[その他のマネージャの追加（Add more
Assistants）]をクリックします。

（注）

ステップ 6 実行する操作を選択します。

a) 新規のマネージャおよびアシスタントの関連付けを作成するには、[挿入（Insert）]をク
リックします。

b) マネージャおよびアシスタントの関連付けからマネージャまたはアシスタントを削除する
には、[削除（Delete）]をクリックします。

ステップ 7 BATスプレッドシートから CSVデータファイルにデータを転送するには、[BAT形式にエク
スポート（Export to BAT Format）]をクリックします。

エクスポートした CSVデータファイルの読み取り方法については、BAT内の [マ
ネージャ/アシスタントの挿入（Insert Managers/Assistants）]ウィンドウで [サンプル
ファイルの表示（View Sample File）]へのリンクをクリックします。

ヒント

システムは、デフォルトのファイル名 <type of operation>ManagerAssistants-timestamp.txt

を使用して、ファイルをローカルワークステーション上の C:\XLSDataFilesまたは選択さ
れた既存の別のフォルダに保存します。

次のタスク

CSVデータファイルを Cisco Unified Communications Managerの最初のノードデータベース
サーバにアップロードすれば、BATからその CSVデータファイルにアクセスできるようにな
ります。
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関連トピック

サーバからのファイルのダウンロード（25ページ）
マネージャ-アシスタント関連付け用CSVデータファイル関連のトピック（351ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

カスタムマネージャ/アシスタント CSVデータファイルの作成
既存の電話機をマネージャ/アシスタントアソシエーションを使ってセットアップするには、
BATスプレッドシートの [カスタムマネージャ/アシスタントアソシエーション（Custom
Managers-Assistants）]タブを使用することができます。BATスプレッドシートを使用して、ア
シスタント電話機上のプロキシ回線用のマネージャ/アシスタントアソシエーションを挿入ま
たは更新するためのカスタム CSVデータファイルを作成します。

BATスプレッドシート内のすべてのフィールドの編集が終了したら、その内容を CSV形式の
データファイルにエクスポートできます。システムはデフォルトのファイル名 Custom

Manager-Assistants-timestamp.txtを使用して、C:\XLSDataFilesまたはローカルワークス
テーション上の選択した別の既存のフォルダにファイルを保存します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerサーバから、BAT.xltファイルをダウンロードします。

ステップ 2 BAT.xltファイルを開きます。スプレッドシートの機能を使用するように求められたら、[マク
ロを有効にする（Enable Macros）]をクリックします。

ステップ 3 マネージャ/アシスタントアソシエーションオプションを表示するには、スプレッドシートの
下部にある [カスタムマネージャ/アシスタントアソシエーション（Custom Managers-Assistants）]
タブをクリックします。

ステップ 4 テンプレートの右側にスクロールして、[プロキシ回線数（Number of Proxy Lines）]ボックス
を表示させます。このボックスで、アシスタントに割り当てるプロキシ回線の数を入力しま

す。入力された数に基づいて [プロキシ回線 DN（Proxy Line DN）]列と [マネージャ回線 DN
（Manager Line DN）]列がスプレッドシートに追加されます。

すべての必須フィールドと該当するオプションフィールドに値を入力します。

• [マネージャID（Manager ID）]：マネージャのユーザ IDを入力します。

• [デバイス名（Device Name）]：マネージャ電話機に割り当てるデバイス名を入力します。

• [インターコムの DN（Intercom DN）]：マネージャのインターコム回線の電話番号を入力
します。（オプション）

• [アシスタントID（Assistant ID）]：マネージャに関連付けられるアシスタントのユーザ ID
を入力します。

• [デバイス名（Device Name）]：アシスタントの電話機に割り当てるデバイス名を入力しま
す。
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• [インターコムの DN（Intercom DN）]：アシスタントのインターコム回線の電話番号を入
力します。（オプション）

• [プロキシ回線 DN#（Proxy Line DN#）]：アシスタントプロキシ回線の電話番号を入力し
ます。

• [マネージャ回線DN#（Manager Line DN#）]：マネージャプロキシ回線の電話番号を入力
します。

#記号は、マネージャに関連付けられるプロキシ回線の数を表します。

ステップ 5 BATスプレッドシートから CSVデータファイルにデータを転送するには、[BAT形式にエク
スポート（Export to BAT Format）] ボタンをクリックします。

エクスポートした CSVデータファイルの読み取り方法を確認するには、BAT内の
[マネージャ/アシスタントの挿入（Insert Managers/Assistants）]ウィンドウで [サン
プルファイルの表示（View Sample File）]リンクをクリックします。

ヒント

システムはデフォルトのファイル名 Custom Manager-Assistants-timestamp.txtを使用して、

C:\XLSDataFilesまたはローカルワークステーション上の選択した別の既存のフォルダに
ファイルを保存します。

次のタスク

CSVデータファイルを Cisco Unified Communications Managerの最初のノードデータベース
サーバーにアップロードすれば、BATからその CSVデータファイルにアクセスできるように
なります。

関連トピック

マネージャ-アシスタント関連付け用CSVデータファイル関連のトピック（351ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

マネージャ-アシスタント関連付け用 CSVデータファイ
ル関連のトピック

• Cisco Unified Communications Manager Assistant用電話機および回線（335ページ）

•マネージャ -アシスタント関連付け用 CSVデータファイル（346ページ）

• Cisco Unified Communications Managerへのマネージャ/アシスタントアソシエーションの挿
入（353ページ）

• Cisco Unified Communications Manager Assistantのプロキシ回線モードでの電話機のセット
アップ（336ページ）
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• Cisco Unified Communications Manager Assistantの共有回線モードでの電話機のセットアッ
プ（343ページ）

• Cisco Unified Communications Managerからの特定のマネージャ/アシスタントアソシエー
ションの削除（357ページ）

Cisco Unified CM Assistantに関連する詳細については、次のドキュメントを参照してください。

• Cisco Unified Communications Manager機能設定ガイド

•『Cisco Unified Communications Manager Assistant User Guide』
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第 31 章

マネージャとアシスタントの挿入

この章では、Cisco Unified Communications Manager一括管理（BAT）を使用して、Cisco Unified
Communications Managerで Cisco Unified Communications Manager Assistant機能を管理する方法
について説明します。BATを使用すれば、プロキシ回線または共有回線のいずれかで、マネー
ジャとアシスタントに IPフォンを追加できます。

Cisco Unified CM Assistant機能は、いくつかの Cisco Unified IP Phoneモデルおよびデバイスプ
ロファイルで機能します。Cisco Unified CM Assistantでは、Cisco Unified CM Assistant機能と共
に使用するために、マネージャとアシスタントの回線を設定するモードが2つ提供されていま
す。

•プロキシモード：マネージャのプライマリラインは、アシスタントの電話機上に異なる
電話番号を持つプロキシ回線と関連付けられます。「Cisco Unified Communications Manager
Assistantのプロキシ回線モードでの電話機のセットアップ（336ページ）」を参照してく
ださい。

•共有回線モード：マネージャとアシスタントには、それらの電話機上に、同じ電話番号と
パーティションを使用する共有回線があります。「Cisco Unified Communications Manager
Assistantの共有回線モードでの電話機のセットアップ（343ページ）」を参照してくださ
い。

• Cisco Unified Communications Managerへのマネージャ/アシスタントアソシエーションの挿
入（353ページ）

•マネージャとアシスタントの挿入関連のトピック（355ページ）

Cisco Unified Communications Managerへのマネージャ/ア
シスタントアソシエーションの挿入

新しいマネージャ/アシスタントアソシエーションを挿入するか、既存のアソシエーションを
更新するには、CSVデータファイルが必要です。

マネージャ/アシスタントアソシエーションの更新時に、BATはインターコム電話番号や関連
するデバイスに関する既存の Cisco Unified CM Assistant回線設定を変更しません。
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アシスタント電話機が、最小 Cisco Unified CM Assistant構成をサポートするのに十分な回線を
備えていない場合は、マネージャ/アシスタントアソシエーションに問題が発生します。

注意

始める前に

1. 次の 2つの手順のいずれかを使用して、マネージャとアシスタントの電話機がすでに設定
されていることを確認します。

• Cisco Unified Communications Manager Assistantのプロキシ回線モードでの電話機のセッ
トアップ（336ページ）

• Cisco Unified Communications Manager Assistantの共有回線モードでの電話機のセット
アップ（343ページ）

2. 新しいマネージャ/アシスタントアソシエーション固有の詳細を含むカンマ区切り値（CSV）
形式のデータファイルが必要です。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [マネージャ/アシスタント（Managers/Assistants）] > [マ
ネージャ/アシスタントの挿入（Insert Managers/Assistants）]の順に選択します。
[マネージャ/アシスタントオプション（Manager/Assistant Options）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]フィールドで、この一括トランザクション用に作成した CSVデー
タファイルを選択します。

ステップ 3 マネージャがエクステンションモビリティを使ってログインする場合は、[マネージャがエク
ステンションモビリティを使用するように設定（Configure managers as mobile managers）]チェッ
クボックスをオンにします。

ステップ 4 すべての電話機が共有回線を使用する場合は、[共有回線の使用（Uses shared lines）]チェック
ボックスをオンにします。

ステップ 5 [オプションの挿入（Insert Options）]領域で、作成した CSVデータファイルのタイプを選択
します。

• [デフォルト（Default）]：標準の CSVデータファイルを作成した場合は、CSVファイル
内のデータに基づいてこのトランザクション用のアソシエーションのタイプを選択しま

す。

• 1人のマネージャに 1人以上のアシスタントを割り当て(Associate one or more assistants
to one manager)

• 1人のアシスタントに 1人以上のマネージャを割り当て(Associate one or more managers
to one assistant)
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• [カスタム（Custom）]：プロキシモード用のカスタム CSVデータファイルを作成した場
合。

ステップ 6 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 7 挿入方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐにマネージャ/アシスタントアソシエーションを挿入する場合は、[今すぐ実行（Run
Immediately）]をクリックします。

b) 後でマネージャ/アシスタントアソシエーションを挿入する場合は、[後で実行（RunLater）]
をクリックします。

ステップ 8 マネージャ/アシスタントレコードを挿入するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]
をクリックします。

このジョブをスケジュールしてアクティブ化するには、[一括管理（Bulk Administration）]メイ
ンメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用します。

BATがアシスタントまたはマネージャの設定を更新するときに、使用可能な回線が
不足している場合は、変更が部分的にのみ完了し、トランザクションレコード全体

に問題が発生します。

注目

次のタスク

変更を反映するには、Cisco Unified CM Assistantサービスを再起動する必要があります。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
マネージャ -アシスタント関連付け用 CSVデータファイル（346ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
マネージャとアシスタントの挿入関連のトピック（355ページ）

マネージャとアシスタントの挿入関連のトピック
• Cisco Unified Communications Manager Assistantのプロキシ回線モードでの電話機のセット
アップ（336ページ）

• Cisco Unified Communications Manager Assistantの共有回線モードでの電話機のセットアッ
プ（343ページ）

•マネージャ -アシスタント関連付け用 CSVデータファイル（346ページ）

•スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

• BATログファイル（771ページ）
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第 32 章

マネージャとアシスタントの削除

この章では、Unified Communications Manager一括管理（BAT）を使用して、特定のマネージャ
-アシスタント関連付けを Unified Communications Managerデータベースから削除する方法につ
いて説明します。

• Cisco Unified Communications Managerからの特定のマネージャ/アシスタントアソシエー
ションの削除（357ページ）

Cisco Unified Communications Managerからの特定のマネー
ジャ/アシスタントアソシエーションの削除

Cisco Unified Communications Managerから特定のマネージャ/アシスタントアソシエーションを
削除できます。

始める前に

削除する特定のマネージャ/アシスタントアソシエーションのユーザ IDを含む CSVデータ
ファイルが必要です。

たとえば、ユーザ ID「jmorgan」のアシスタントが、ユーザ ID「rcraig」および「dbaker」の 2
人のマネージャに割り当てられているとします。アシスタント jmorganが rcraigだけに割り当
てられるようにマネージャ/アシスタントアソシエーションを変更するには、次のエントリを
含む CSVデータファイルを作成することにより、jmorganと dbakerのアソシエーションを削
除できます。

jmorgan,dbaker

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [マネージャ/アシスタント（Managers/Assistants）] > [マ
ネージャ/アシスタントの削除（Delete Managers/Assistants）]の順に選択します。
[マネージャ/アシスタントの削除（Delete Managers/Assistants Configuration）]ウィンドウが表示
されます。
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ステップ 2 [ファイル名（File Name）]フィールドで、このタイプの一括トランザクション用に作成した
CSVファイルを選択します。

ステップ 3 削除のタイプを次のように選択します。

• 1人のマネージャに割り当てられたアシスタントの削除（Delete associated assistants for one
manager）

• 1人のアシスタントに割り当てられたマネージャの削除（Delete associated managers for one
assistant）

ステップ 4 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 5 削除方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐにマネージャ/アシスタントアソシエーションを削除する場合は、[今すぐ実行（Run
Immediately）]をクリックします。

b) 後でマネージャ/アシスタントアソシエーションを削除する場合は、[後で実行（RunLater）]
をクリックします。

ステップ 6 必要なマネージャ/アシスタントアソシエーションを削除するためのジョブを作成するには、
[送信（Submit）]をクリックします。

[ジョブの設定（Job Configuration）]ウィンドウを使用して、このジョブをスケジュールまたは
アクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
Cisco Unified Communications Manager Assistant（335ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
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第 33 章

マネージャの削除

この章では、Unified Communications Managerデータベースおよび LDAPディレクトリからマ
ネージャをそのマネージャ-アシスタント関連付けと共に削除する方法について説明します。
削除する既存のレコードを検索するには、クエリ検索またはカスタムファイルを使用できま

す。

• Cisco Unified Communications Managerからのマネージャの削除（359ページ）
•マネージャの削除関連のトピック（362ページ）

Cisco Unified Communications Managerからのマネージャ
の削除

Unified CM Assistantマネージャとすべてのマネージャ -アシスタント関連付けを Unified
Communications Managerデータベースと LDAPディレクトリから削除すると、Cisco Unified
Communications Managerはこのマネージャの情報をユーザーとしてディレクトリで維持しま
す。たとえば、ユーザ IDが rmartinezのマネージャに、ユーザ IDが dbellと jkentの 2名のア
シスタントが関連付けられている場合、この両方のアシスタントと rmartinezの関連付けを解
除するには、Cisco Unified Communications Managerデータベースから rmartinezをマネージャと
して削除します。rmartinezはその後もユーザとしてディレクトリに表示されます。

削除する既存のレコードを検索するには、クエリ検索またはカスタムファイルを使用できま

す。

クエリを使用したマネージャアソシエーションの削除

この手順を使用して、Cisco Unified Communications Managerディレクトリでアシスタントとの
アソシエーションからマネージャを削除できます。

手順

ステップ 1 [BAT管理（BAT Administration）] > [マネージャ/アシスタント（Managers/Assistants）] > [マ
ネージャの削除（Delete Managers）] > [クエリ（Query）]の順に選択します。
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ステップ 2 最初の [マネージャの検索（Find Managers where）]ドロップダウンリストボックスから、次
の条件のいずれかを選択します。

• [ユーザID（ User ID）]

• [名（First Name）]

• [ミドルネーム（Middle Name）]

• [姓（Last Name）]

• [部署名（Department）]

2番目の [マネージャの検索（Find Managers where）]ドロップダウンリストボックスから、次
の条件のいずれかを選択します。

•～で始まる

•～を含む

•次の文字列と完全に一致する

•次の文字列で終わる

•空である

•～が空ではない

ステップ 3 必要に応じて、適切な検索テキストを指定し、[検索（Find）]をクリックします。

データベースに登録されているすべてのマネージャを検索するには、検索テキスト

を何も入力せずに [検索（Find）]をクリックします。
ヒント

a) 複数の部署からマネージャを選択するには、このフィールドに複数の部署を入力します。

たとえば、部署 12と部署 24からマネージャを選択するには、操作を 2回行う代わりに、
3番目のボックスに「12, 24」と入力します。

b) さらにクエリを定義して複数のフィルタを追加するには、[絞り込み（SearchWithinResults）]
チェックボックスをオンにして、ドロップダウンボックスから [AND]または [OR]を選択
し、ステップ 2（360ページ）とステップ 3（360ページ）を繰り返します。

検出されたマネージャのリストが次の分類で表示されます。

• [ユーザID（ User ID）]

• [名（First Name）]

• [ミドルネーム（Middle Name）]

• [姓（Last Name）]

• [部署名（Department）]

ステップ 4 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
360

マネージャとアシスタント

クエリを使用したマネージャアソシエーションの削除



ステップ 5 削除方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐにマネージャを削除する場合は、[今すぐ実行（RunImmediately）]をクリックします。
b) 後でマネージャを削除する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 6 選択したマネージャを削除するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックし
ます。

[ジョブの設定（Job Configuration）]ウィンドウを使用して、このジョブをスケジュールまたは
アクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
マネージャの削除関連のトピック（362ページ）

カスタムファイルを使用したマネージャアソシエーションの削除

テキストエディタを使って作成したカスタムファイルを使用して、Cisco Unified Communications
Managerデータベースからマネージャアソシエーションを削除できます。カスタムファイル
を使用して、削除するマネージャアソシエーションを特定します。

bat.xltで作成された挿入トランザクションまたはエクスポートトランザクションのファイルを
削除トランザクションに使用しないでください。代わりに、削除する必要のあるマネージャア

ソシエーションレコードの詳細を含むカスタムファイルを作成する必要があります。削除ト

ランザクションにはこのファイルだけを使用してください。

注目

始める前に

1. 削除するマネージャのユーザ IDを列挙したカスタムテキストベースの CSVデータファ
イルを作成します。各ユーザ IDを必ず別々の行に配置してください。

このカスタム削除CSVデータファイルには見出しが不要で、マネージャアソシエーション ID
の値を入力できます。

（注）

2. カスタムファイルを Cisco Unified Communications Managerサーバの最初のノードにアップ
ロードします。

手順

ステップ 1 [BAT管理（BAT Administration）] > [マネージャ/アシスタント（Managers/Assistants）] > [マ
ネージャの削除（Delete Managers）] > [カスタムファイル（Custom File）]の順に選択します。
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ステップ 2 [マネージャの選択（Select managers where）]フィールドは、識別子 [ユーザID（User ID）]の
ままにします。

ステップ 3 2番目のフィールドでは、[カスタムファイル（Custom File）]ドロップダウンリストボックス
から、このトランザクション用に作成したカスタムファイルの名前を選択します。

ステップ 4 [検索（Find）]をクリックします。
検出されたマネージャのリストが表示されます。

ステップ 5 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 6 削除方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐにマネージャを削除する場合は、[今すぐ実行（RunImmediately）]をクリックします。
b) 後でマネージャを削除する場合は [後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 7 選択したマネージャを削除するためのジョブを作成するには [送信（Submit）]をクリックしま
す。

[ジョブの設定（Job Configuration）]ウィンドウを使用して、このジョブをスケジュールまたは
アクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

マネージャの削除関連のトピック
• Cisco Unified Communications Managerからの特定のマネージャ/アシスタントアソシエー
ションの削除（357ページ）

• Cisco Unified Communications Managerからのアシスタントの削除（363ページ）

• BATログファイル（771ページ）

•サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

•スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
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第 34 章

アシスタントの削除

この章では、Cisco Unified Communications Managerデータベースおよび LDAPディレクトリか
らアシスタントを削除する方法について説明します。削除する既存のレコードを検索するに

は、クエリ検索またはカスタムファイルを使用できます。

• Cisco Unified Communications Managerからのアシスタントの削除（363ページ）

Cisco Unified Communications Managerからのアシスタン
トの削除

CM Assistantアシスタントを Cisco Unified Communications Managerデータベースと LDAPディ
レクトリから削除すると、Cisco Unified Communications Managerはこのアシスタントの情報を
ユーザとしてディレクトリで維持します。たとえば、アシスタンント thudsonが 2名のマネー
ジャ、hartと dstewartに割り当てられているとします。thudsonとこの両方のマネージャの関連
付けを解除するには、Cisco Unified Communications Managerデータベースで、thudsonをアシス
タントとして削除します。ディレクトリには、thudsonがユーザとして引き続き表示されます。

削除する既存のレコードを検索するには、クエリ検索またはカスタムファイルを使用できま

す。

クエリを使用したアシスタントアソシエーションの削除

Cisco Unified Communications Managerディレクトリ内でマネージャとのアソシエーションから
アシスタントを削除できます。

手順

ステップ 1 [BAT管理（BAT Administration）] > [マネージャ/アシスタント（Managers/Assistants）] > [ア
シスタントの削除（Delete Assistants）] > [クエリ（Query）]の順に選択します。

ステップ 2 最初の [アシスタントの検索（Find Assistants where）]ドロップダウンリストボックスから、
次の条件のいずれかを選択します。
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•ユーザ ID（User ID）

• [名（First Name）]

• [ミドルネーム（Middle Name）]

• [姓（Last Name）]

• [部署名（Department）]

2番目の [アシスタントの検索（Find Assistants where）]ドロップダウンリストボックスから、
次の条件のいずれかを選択します。

•～で始まる

•～を含む

•次の文字列と完全に一致する

•次の文字列で終わる

•空である

•～が空ではない

ステップ 3 必要に応じて、適切な検索テキストを指定し、[検索（Find）]をクリックします。

データベースに登録されているすべてのアシスタントを検索するには、検索テキス

トを何も入力せずに [検索（Find）]をクリックします。
ヒント

a) 複数の部署からアシスタントを選択するには、このフィールドに複数の部署を入力しま

す。たとえば、部署 12と部署 24からマネージャを選択するには、操作を 2回行う代わり
に、3番目のボックスに「12, 24」と入力します。

b) さらにクエリを定義して複数のフィルタを追加するには、[絞り込み（Search Within
Results）]チェックボックスをオンにして、ドロップダウンリストから [AND]または [OR]
を選択し、ステップ 2（363ページ）とステップ 3（364ページ）を繰り返します。

検出されたアシスタントのリストが次の分類で表示されます。

•ユーザ ID（User ID）

• [名（First Name）]

• [ミドルネーム（Middle Name）]

• [姓（Last Name）]

• [部署名（Department）]

ステップ 4 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 5 削除方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐにアシスタントを削除する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックしま
す。
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b) 後でアシスタントを削除する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 6 選択したアシスタントを削除するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリック
します。

[ジョブの設定（Job Configuration）]ウィンドウを使用して、このジョブをスケジュールまたは
アクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

カスタムファイルを使用したアシスタントアソシエーションの削除

テキストエディタを使って作成したカスタムファイルを使用して、Cisco Unified Communications
Managerデータベースからアシスタントアソシエーションを削除できます。カスタムファイ
ルを使用して、削除するアシスタントアソシエーションを特定します。

bat.xltで作成された挿入トランザクションまたはエクスポートトランザクションのファイルを
削除トランザクションに使用しないでください。代わりに、削除する必要のあるアシスタント

アソシエーションレコードの詳細を含むカスタムファイルを作成する必要があります。削除

トランザクションにはこのファイルだけを使用してください。

注目

始める前に

1. 削除するアシスタントのユーザ IDを列挙したテキストベースのカスタムCSVデータファ
イルを作成します。各ユーザ IDを必ず別々の行に配置してください。

このカスタム削除 CSVデータファイルでは見出しが不要で、アシスタントアソシエーション
IDの値を入力できます。

（注）

2. カスタムファイルを Cisco Unified Communications Managerサーバの最初のノードにアップ
ロードします。

手順

ステップ 1 [BAT管理（BAT Administration）] > [マネージャ/アシスタント（Managers/Assistants）] > [ア
シスタントの削除（Delete Assistants）] > [カスタムファイル（Custom File）]の順に選択しま
す。

ステップ 2 [アシスタントの選択（Select Assistants where）]フィールドは、識別子 [ユーザID（User ID）]
のままにします。
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ステップ 3 2番目のフィールドでは、[カスタムファイル（Custom File）]ドロップダウンリストボックス
から、このトランザクション用に作成したカスタムファイルの名前を選択します。

ステップ 4 [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 5 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 6 削除方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐにアシスタントを削除する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックしま
す。

b) 後でアシスタントを削除する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 7 選択したアシスタントを削除するジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

[ジョブの設定（Job Configuration）]ウィンドウを使用して、このジョブをスケジュールまたは
アクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）
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第 35 章

マネージャおよびアシスタントレポート

の生成

この章では、Cisco Unified CM Assistantのマネージャとアシスタントに関するレポートを生成
する方法について説明します。これらのレポートは、固定の形式に従います。レポートは、マ

ネージャまたはアシスタントのいずれかにクエリオプションのセットを指定することで生成で

きます。

• Cisco Unified Communications Manager Assistantのマネージャとアシスタントに関するレポー
トの生成（367ページ）

•レポートログファイル（369ページ）
•マネージャとアシスタントに関するレポートの生成関連のトピック（369ページ）

Cisco Unified Communications Manager Assistantのマネー
ジャとアシスタントに関するレポートの生成

マネージャまたはアシスタントに関するレポートを生成できます。

手順

ステップ 1 次のオプションのいずれかを選択します。

a) マネージャレポートを生成するには、[一括管理（Bulk Administration）] > [マネージャ/ア
シスタント（Managers/Assistants）] > [マネージャレポートの作成（Generate Manager
Reports）]の順に選択します。

b) アシスタントレポートを生成するには、[一括管理（Bulk Administration）] > [マネージャ/
アシスタント（Managers/Assistants）] > [アシスタントレポートの作成（Generate Assistant
Reports）]の順に選択します。

ステップ 2 クエリを指定しないことによってすべてのマネージャまたはアシスタントに関するレポートを
生成することも、次の手順に従って特定のマネージャまたはアシスタントに関するレポートを

生成することもできます。
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a) [マネージャの検索（Find Managers where）]または [アシスタントの検索（Find Assistants
where）]ドロップダウンリストで、次のクエリオプションの中から選択します。

•ユーザ ID（User ID）

• [名（First Name）]

• [ミドルネーム（Middle Name）]

• [姓（Last Name）]

•部署名（Department）

b) 2番目のドロップダウンリストで、次の検索条件の中から選択します。

•～で始まる

•～を含む

•次の文字列と完全に一致する

•次の文字列で終わる

•空である

•～が空ではない

c) [検索（Search）]フィールドボックスに、正確なユーザ IDやユーザの名（Last Name）な
どの検索する値を入力して、[検索（Find）]をクリックします。

複数の値を [検索（Search）]フィールドボックスに入力するには、たとえば「JohnJ, PaulP,
SueS, JoeJ」のようにカンマで区切ります。

さらにクエリを定義するには、[AND]または [OR]を選択して複数のフィルタ
を追加し、ステップ 2.a（368ページ）～ 2.c（368ページ）を繰り返します。

（注）

ステップ 3 特定のレポートタイプに関する詳細を選択するには、[次へ（Next）]をクリックします。

クエリのタイプを変更するには、[戻る（Back）]をクリックします。ヒント

ステップ 4 [ファイル名（File Name）]フィールドに、このレポートの名前を入力します（必須）。

ステップ 5 [ファイル形式（File Format）]フィールドで、ドロップダウンリストボックスからファイル形
式を選択します。

ステップ 6 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 7 レポートの生成方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐにレポートを生成する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックします。
b) 後でレポートを生成する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 8 レポートを生成するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックします。

[一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブ化します。
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一括管理（BAT）は、 サーバーの最初のノードにレポートファイルを保存します。

次のタスク

[一括管理（Bulk Administration）]メニューの [ファイルのアップロード/ダウンロード
（Upload/Download Files）]オプションを使用してレポートファイルを検索し、ダウンロード
することができます。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
ファイルのアップロードおよびダウンロード（23ページ）

レポートログファイル
BATは各レポートトランザクションに対してログファイルを生成し、Cisco Unified
Communications Managerサーバの最初のノードにそれらを保存します。レポートを生成した任
意のジョブの [ジョブの設定（Job Configuration）]ウィンドウから、ログファイルへのリンク
を検索できます。表示するログファイルの対象となるジョブに対応する [ログファイル名（Log
File Name）]列のリンクをクリックします。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

マネージャとアシスタントに関するレポートの生成関連

のトピック
• Cisco Unified Communications Manager Assistantのマネージャとアシスタントに関するレポー
トの生成（367ページ）

• BATログファイル（771ページ）

•スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
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第 VII 部

ユーザデバイスプロファイル
•ユーザデバイスプロファイルの管理（373ページ）
•ユーザデバイスプロファイルテンプレート（391ページ）
•ユーザデバイスプロファイルのファイル形式（401ページ）
•ユーザーデバイスプロファイルのファイル形式の追加（407ページ）
•ユーザデバイスプロファイルの検証（409ページ）
• UDPの生成（413ページ）
•ユーザデバイスプロファイルの更新（417ページ）
•ユーザデバイスプロファイルの削除（427ページ）
•ユーザデバイスプロファイルのエクスポート（431ページ）
•デバイスプロファイルおよびユーザデバイスプロファイルの回線属性の更新（439ペー
ジ）

• UDP回線の追加（443ページ）
• UDPレポートの生成（451ページ）
• UDPのインターコム DNの追加および更新（455ページ）





第 36 章

ユーザデバイスプロファイルの管理

この章では、ユーザデバイスプロファイルの管理について説明します。Cisco Unified
Communications Manager一括管理（BAT）の [ユーザデバイスプロファイル（User Device
Profiles）]（UDP）オプションを使用すると、大量のユーザデバイスプロファイルを追加また
は削除できます。また、ユーザデバイスプロファイルに対して回線の追加または更新を行う

こともできます。システムでは、UDPをエクステンションモビリティ機能と組み合わせて使
用します。

•ユーザデバイスプロファイルの追加（373ページ）
•ユーザデバイスプロファイル関連のトピック（390ページ）

ユーザデバイスプロファイルの追加
BATを使用してユーザデバイスプロファイルを Cisco Unified Communications Managerデータ
ベースに追加する際に、複数の回線やその他の機能を追加できます。

ユーザデバイスプロファイル用のCSVデータファイルを作成するための 2つのオプションか
ら選択します。

• BATスプレッドシート（BAT.xlt）を使用して、データを CSV形式にエクスポートしま
す。

•テキストエディタを使用して、CSV形式のテキストファイルを作成します（経験豊富な
ユーザ向け）。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザデバイスプロファイル（User Device Profiles）] >
[ユーザデバイスプロファイルテンプレート（User Device Profile Template）]の順に選択しま
す。

[UDPテンプレートの検索/一覧表示（Find and List UDP Templates）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 2 次のいずれかのオプションの手順に従って、CSVデータファイルを作成します。
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a) BATスプレッドシートオプション

BATスプレッドシートを開き、CSVデータファイルを作成します。

b) テキストエディタオプション

1. [UDPファイル形式の作成（Create UDP File Format）]を選択します。[UDPファイル形
式クエリ（UDP File Format Query）]ウィンドウが表示されます。

2. テキストエディタを使用して、ユーザデバイスプロファイル用の CSVデータファイ
ルを作成します。このファイルは、使用するファイル形式に従います。

3. [ファイル形式の追加（Add File Format）]を選択します。[ファイル形式の設定の追加
（Add File Format Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [ユーザデバイスプロファイルの検証（Validate User Device Profiles）]を選択します。
[ユーザデバイスプロファイルの検証（User Device Profiles Validation）]ウィンドウが表示され
ます。

ステップ 4 [ユーザデバイスプロファイルの挿入（Insert User Device Profiles）]を選択します。
[ユーザデバイスプロファイルの挿入の設定（User Device Profiles Insert Configuration）]ウィン
ドウが表示されます。

関連トピック

ユーザーデバイスプロファイルのファイル形式の追加（407ページ）
ユーザデバイスプロファイル一括管理ツール（BAT）テンプレートの作成（392ページ）
ユーザデバイスプロファイル用のテキストベースの CSVファイルの作成（807ページ）
BATスプレッドシートを使用したユーザデバイスプロファイル CSVデータファイルの
作成（374ページ）
ユーザデバイスに関するユーザデバイスプロファイルの挿入（413ページ）
ユーザデバイスプロファイル関連のトピック（390ページ）
ユーザーデバイスプロファイルのファイル形式の設定（401ページ）
ユーザデバイスプロファイルの検証（409ページ）

BATスプレッドシートを使用したユーザデバイスプロファイル CSV
データファイルの作成

BATスプレッドシートを使用して新しいユーザデバイスプロファイルを追加するための CSV
データファイルを作成できます。BATスプレッドシートを使って新しいユーザデバイスプロ
ファイルを追加するときに、スプレッドシート内でファイル形式を定義できます。スプレッド

シートでは、CSVデータファイル用のフィールドを表示するためにデータファイル形式が使
用されます。

BATスプレッドシート内のすべてのフィールドの編集が終了したら、その内容を CSV形式の
データファイルにエクスポートできます。ファイルは、C:\XLSDataFilesまたはローカル
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ワークステーション上の選択した既存の別のフォルダに保存され、次のデフォルトファイル名

が割り当てられます。

<tabname>-<timestamp>.txt

ここで、<tabname>は電話機などの作成された入力ファイルのタイプを表し、<timestamp>は

ファイルが作成された正確な日時を表します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerサーバから BAT.xltファイルをダウンロードします。

ステップ 2 BATスプレッドシートを開きます。スプレッドシートの機能を使用するように求められたら、
[マクロを有効にする（Enable Macros）]をクリックします。

ステップ 3 [ユーザデバイスプロファイル（User Device Profiles）]オプションを表示するには、スプレッド
シートの下部にある [ユーザデバイスプロファイル（User Device Profile）]タブをクリックしま
す。

ステップ 4 ユーザデバイスプロファイルごとに定義可能なデバイスフィールドと回線フィールドを選択

するには、[ファイル形式の作成（Create File Format）]をクリックします。[フィールドの選択
（Field Selection）]ポップアップウィンドウが表示されます。

ステップ 5 デバイスフィールドを選択するには、[デバイスフィールド（Device Field）]ボックスでデバ
イスフィールド名をクリックした後、矢印をクリックしてそのフィールドを [選択済みのデバ
イスフィールド（Selected Device Fields）]ボックスに移動します。

CSVデータファイルには [デバイスプロファイル名（Device Profile Name）]と [説明
（Description）]が含まれている必要があります。このため、これらのフィールドは常に選択さ
れたままになります。

リスト内のアイテムの範囲を選択するには、Shiftキーを押したままにします。ラ
ンダムなフィールド名を選択するには、Ctrlキーを押しながらフィールド名をク
リックします。

ヒント

ステップ 6 [回線フィールド（Line Field）]ボックスで回線フィールド名をクリックしてから、矢印をク
リックしてそのフィールドを [選択済みの回線フィールド（Selected Line Fields）]ボックスに
移動します。

[選択されている回線（Selected Line）]ボックスと [デバイス（Device）]ボックス
内ではアイテムの順序を変更できます。フィールドをリストの上位に移動するに

は、アイテムを選択して上矢印を使用します。フィールドをリストの下位に移動す

るには、アイテムを選択して下矢印を使用します。

ヒント

ステップ 7 CSVデータファイル形式を変更するには、[作成（Create）]をクリックします。既存の CSV
形式を上書きするかどうかを尋ねるメッセージが表示されます。[OK]をクリックします。
選択されたフィールドの新しい列が指定された順序で BATスプレッドシート内に表示されま
す。

ステップ 8 [電話回線数（Number of Phone Lines）]ボックスを探すために、右にスクロールします。
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ここで指定する回線数は、BATテンプレートで設定された回線数を超えてはなりません。超え
る場合、CSVデータファイルと UDPテンプレートを挿入したときにエラーが発生します。

ステップ 9 [スピードダイヤルの番号（Number of Speed Dials）]ボックスに、短縮ダイヤルボタンの数を
入力する必要があります。数値を入力すると、短縮ダイヤル番号ごとの列が表示されます。

ユーザデバイスプロファイルテンプレートで設定された短縮ダイヤルの数を超え

ないようにしてください。超える場合、CSVデータファイルとUDPテンプレート
を挿入したときにエラーが発生します。

（注）

ステップ 10 スプレッドシートの各行で、個別のユーザデータプロファイルに関するデータを入力します。

すべての必須フィールドと関連するオプションフィールドに値を入力します。

各列の見出しではフィールドの長さが指定され、また必須であるか、オプションであるかも指

定されます。フィールドの説明については、「表 21 : BATスプレッドシート内のユーザデバ
イスプロファイルに関するフィールドの説明（377ページ）」を参照してください。

ステップ 11 BAT Excelスプレッドシートから CSV形式のデータファイルにデータを転送するには、[BAT
形式にエクスポート（Export to BAT Format）]をクリックします。

システムはデフォルトのファイル名 <tabname>-<timestamp>.txtを使用して、ファイルを

C:\XLSDataFiles\またはローカルワークステーション上の選択した既存の別のフォルダに
保存します。

エクスポートした CSVデータファイルの読み取り方法を確認するには、BAT内の
[ユーザデバイスプロファイルの挿入（Insert User Device Profiles）]ウィンドウで [サ
ンプルファイルの表示（View Sample File）]リンクをクリックしてください。

（注）

次のタスク

CSVファイルを Cisco Unified Communications Managerサーバにアップロードします。

関連トピック

CSVデータファイルを作成するために BATスプレッドシートのデータを収集する（14
ページ）

サーバからのファイルのダウンロード（25ページ）
ユーザデバイスプロファイル関連のトピック（390ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

BATスプレッドシートのユーザデバイスプロファイルフィールドの
説明

次の表で、BATスプレッドシート内のすべてのユーザデバイスプロファイルフィールドにつ
いて説明します。
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表 21 : BATスプレッドシート内のユーザデバイスプロファイルに関するフィールドの説明

説明フィールド

デバイスフィールド（必須フィールド）

デバイスプロファイル名の固有 IDを入力します。デバイスプロファイル名

（Device Profile Name）

電話機またはデバイスの識別に役立つ説明を入力します

（「「Conference Room A」」、「「John Smith」」など）。説
明には、任意の言語で最大50文字を指定できますが、二重引
用符（"）、パーセント記号（%）、アンパサンド（&）、バッ
クスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

説明

デバイスフィールド（オプションフィールド）

この IP Phoneのグループに関連付ける国/地域と言語の組み合
わせを入力します。

この選択項目によって、このユーザの文化に依存する属性と、

Cisco Unified Communications Managerのユーザウィンドウお
よび電話機でユーザに表示される言語が決まります。

[ユーザロケール（User Locale）]

このグループのすべての電話機で使用されるソフトキーテン

プレートを入力します。

[ソフトキーテンプレート
（Softkey Template）]

電話ユーザのユーザ IDを入力します。[ユーザID（ User ID）]

デフォルトプロファイル用のログインユーザ IDを入力しま
す。

ユーザデバイスプロファイルがログアウトプロファイルとし

て使用される場合は、電話機に関連付けるログインユーザ ID
を指定します。ユーザがこのユーザデバイスプロファイルか

らログアウトすると、電話機はこのログインユーザ IDに自
動的にログインします。

[ログインユーザ ID（Login User
ID）]

この IPフォンまたは CTIポートのグループに使用されるユー
ザ保留音源を入力します。

ユーザ保留音源は、ユーザがコールを保留にしたときに再生

される保留音の音源を特定します。

[ユーザ保留音のソース（User
Hold Audio Source）]

このユーザデバイスプロファイルに関連付ける電話テンプ

レート名を入力します。

電話テンプレート（Phone
Template）

この設定は、優先トーンを再生できるデバイスで、MLPP優
先コールの発信時にこの機能を使用するかどうかを指定しま

す。

[MLPP通知（MLPP Indication）]
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説明フィールド

利用可能な場合、この設定は、進行中のコールをプリエンプ

ションできるデバイスで、MLPP優先コールの発信時にこの
機能を使用するかどうかを指定します。

MLPPプリエンプション（MLPP
Preemption）

次のいずれかのオプションを入力します。

• [オフ（Off）]：電話がアイドル状態になっているときに
いずれかの回線でコールを受信すると、電話のユーザは、

コールを受信した回線からコールに応答します。

• [オン（On）]：電話機がアイドル状態（オフフック）に
なっているときにいずれかの回線でコールを受信すると、

このコールにプライマリ回線が選択されます。他の回線

のコールは鳴り続け、電話機ユーザはそれらの他の回線

を選択して、これらのコールに応答する必要があります。

• [デフォルト（Default）]：Cisco Unified Communications
Managerは、Cisco CallManagerサービスをサポートする
[常にプライム回線を使用する（Always Use Prime Line）]
サービスパラメータの設定を使用します。

[常にプライム回線を使用する
（Always Use Prime Line）]

次のいずれかのオプションを入力します。

• [オン（On）]：電話がアイドル状態の場合に電話のメッ
セージボタンを押すと、ボイスメッセージを受信するア

クティブ回線として電話のプライマリ回線が使用されま

す。

• [オフ（Off）]：電話がアイドル状態の場合、電話のメッ
セージボタンを押すと、ボイスメッセージが設定されて

いる回線からボイスメッセージシステムに自動的にダイ

ヤルされます。Cisco Unified Communications Managerは常
に、ボイスメッセージがある最初の回線を選択します。

ボイスメッセージが設定されている回線が存在しない場

合に電話のユーザーが [メッセージ（Messages）]ボタン
を押すと、プライマリ回線が使用されます。

• [デフォルト（Default）]：Cisco Unified Communications
Managerは、Cisco CallManagerサービスをサポートする
[ボイスメッセージには常にプライム回線を使用する
（Always Use Prime Line for Voice Message）]サービスパ
ラメータの設定を使用します。

ボイスメッセージには常にプラ

イム回線を使用する（AlwaysUse
Prime Line for Voice Message）

このデバイスに関連付けられるMLPPドメインを表す 16進数
値を入力します。空白または 0～ FFFFFFの値にする必要が
あります。

[MLPPドメイン（MLPP
Domain）]
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説明フィールド

この電話機グループの機能管理ポリシーを選択します。

機能管理ポリシーは、電話機に表示される機能とそれぞれの

機能に関連付けられるソフトキーの外観を指定します。

[機能コントロールポリシー
（Feature Control Policy）]

クラスタ間エクステンションモビリティCSSの設定は、ユー
ザがEMCCログイン時にこのデバイスプロファイルを選択し
た場合に、リモート電話のデバイスCSSとして使用されます。

クラスタ間エクステンションモ

ビリティの CSS（Extension
Mobility Cross Cluster CSS）

回線フィールド（オプションフィールド）

電話機の電話番号を入力します。[電話番号（Directory Number）]

電話番号が属しているルートパーティションを選択します。

この電話番号は、複数のパーティションで表示される可能性

があります。

[ルートパーティション（Route
Partition）]

コール着信側の電話機ディスプレイに表示するテキストを入

力します（たとえばユーザ名「John Smith」や電話機の設置場
所「Conference Room 1」など）。

このフィールドを空白のままにすると、[電話番号（Directory
Number）]フィールドに入力された値が使用されます。

デフォルトの言語として英語が指定されています。

ディスプレイ（Display）

指定の接続先にコールが転送されるときに使われるコーリン

グサーチスペースを選択します。

この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバイスに

適用されます。

[転送コーリングサーチスペー
ス（Forward All CSS）]

すべてのコールの転送先となる電話番号またはディレクトリ

URIを入力します。

この設定は、外部の接続先（制限されていない場合）を含め、

ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電話番号を使用す

るすべてのデバイスに適用されます。

不在転送の接続先（Forward All
Destination）

外部番号からのコールが指定の接続先に転送されるときに使

われるコーリングサーチスペースを選択します。

この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバイスに

適用されます。

話中転送コーリングサーチス

ペース（外部）CSS（Forward
Busy External CSS）

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
379

ユーザデバイスプロファイル

BATスプレッドシートのユーザデバイスプロファイルフィールドの説明



説明フィールド

内部番号からのコールが指定の接続先に転送されるときに使

われるコーリングサーチスペースを選択します。

この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバイスに

適用されます。

話中転送コーリングサーチス

ペース（内部）（Forward Busy
Internal CSS）

回線が使用中のときに、外線番号から着信したコールの転送

先となる電話番号またはディレクトリ URIを入力します。

この設定は、外部の接続先（制限されていない場合）を含め、

ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電話番号を使用す

るすべてのデバイスに適用されます。

話中転送（外部）接続先

（Forward Busy Destination
External）

回線が使用中のときに、内線番号から着信したコールの転送

先となる電話番号またはディレクトリ URIを入力します。

この設定は、外部の接続先（制限されていない場合）を含め、

ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電話番号を使用す

るすべてのデバイスに適用されます。

話中転送（内部）接続先

（Forward Busy Destination
External）

外部番号からのコールが指定の接続先に転送されるときに使

われるコーリングサーチスペースを選択します。この設定

は、システムで設定されている場合にのみ表示されます。

この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバイスに

適用されます。

無応答時転送コーリングサーチ

スペース（外部）（CallingSearch
Space Forward No Answer
External）

内部番号からのコールが指定の接続先に転送されるときに使

用されるコーリングサーチスペースを選択します。この設定

は、システムで設定されている場合にのみ表示されます。

この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバイスに

適用されます。

無応答時転送コーリングサーチ

スペース（内部）（Forward No
Answer Internal CSS）

電話機が応答しない場合に、外線番号から着信したコールの

転送先となる電話番号またはディレクトリURIを入力します。

この設定は、外部の接続先（制限されていない場合）を含め、

ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電話番号を使用す

るすべてのデバイスに適用されます。

無応答時転送の接続先（外部）

（Forward No Answer External
Destination）

電話機が応答しない場合に、内線番号から着信したコールの

転送先となる電話番号またはディレクトリURIを入力します。

この設定は、外部の接続先（制限されていない場合）を含め、

ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電話番号を使用す

るすべてのデバイスに適用されます。

無応答時転送の接続先（内部）

（Forward No Answer Internal
Destination）
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説明フィールド

外部番号からのコールが指定の接続先に転送されるときに使

われるコーリングサーチスペースを入力します。この設定

は、システムで設定されている場合にのみ表示されます。

この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバイスに

適用されます。

無カバレッジ時転送コーリング

サーチスペース（外部）

（Forward No Coverage External
CSS）

内部番号からのコールが指定の接続先に転送されるときに使

われるコーリングサーチスペースを入力します。この設定

は、システムで設定されている場合にのみ表示されます。

この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバイスに

適用されます。

無カバレッジ時転送コーリング

サーチスペース（内部）

（Forward No Coverage Internal
CSS）

電話機のカバレッジがない場合に、外線番号から着信したコー

ルの転送先となる電話番号またはディレクトリ URIを入力し
ます。

この設定は、外部の接続先（制限されていない場合）を含め、

ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電話番号を使用す

るすべてのデバイスに適用されます。

無カバレッジ時転送の接続先（外

部）（Forward No Coverage
External Destination）

電話機のカバレッジがない場合に、内線番号から着信したコー

ルの転送先となる電話番号またはディレクトリ URIを入力し
ます。

この設定は、外部の接続先（制限されていない場合）を含め、

ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電話番号を使用す

るすべてのデバイスに適用されます。

無カバレッジ時転送の接続先（内

部）（Forward No Coverage
Internal Destination）

（CTIポートのみ）内部番号または外部番号からのコールが
指定の接続先に転送されるときに使われるコーリングサーチ

スペースを入力します。この設定はシステムで設定されてい

る場合にのみ表示されます。

この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバイスに

適用されます。

失敗時転送（外部/内部）コーリ
ングサーチスペース（Calling
Search Space Forward on Failure
External/Interna）

（CTIポートのみ）電話または CTIアプリケーションに障害
が発生したときに、内部番号または外部番号からのコールの

転送先となる電話番号またはディレクトリURIを入力します。

失敗時転送（外部/内部）接続先
（Forward on Failure Destination
External/Internal）
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説明フィールド

コールに呼び出しを許可する秒数（1～300）を入力します。
この時間に達すると、コールは [無応答時転送の接続先
（Forward No Answer Destination）]フィールドに入力された接
続先番号に転送されます。

Cisco Unified Communications Managerの [無応答時転送タイマー
（Forward No Answer Timer）]サービスパラメータの設定値を
使用するには、このフィールドを空白のままにします。

無応答時転送の呼び出し時間

（Call Forward No Answer Ring
Duration）

[ルートフィルタ名（Route Filter Name）]フィールドに名前を
入力します。名前には、最大 50文字の英数字を入力できま
す。また、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、アン
ダースコア（_）の各記号も任意の組み合わせで含めることが

できます。各ルートフィルタ名がルートプランに対して固有

であることを確認してください。

簡単で識別しやすい名前をルートフィルタに使用します。通

常は、「会社名/場所/コールタイプ」という形式を使用する
と、適切な詳細情報を含めながら、ルートフィルタをすばや

く簡単に識別できる短い名前になります。たとえば

CiscoDallasMetroとすると、ダラスのシスコオフィスからの無
料 Local Access and Transport Area（LATA）内コールに関する
ルートフィルタであることを識別できます。

[ルートフィルタ（Route Filter）]

次のいずれかのオプションを入力します。

• [デフォルト（Default）]：[パーティ参加トーン（Party
Entrance Tone）]サービスパラメータに設定された値を使
用します。

• [オン（On）]：基本コールがマルチパーティコール（つ
まり割り込みコール、C割り込みコール、アドホック会
議、ミートミー会議、参加コール）に変更されるときに、

電話でトーンが再生されます。さらに、いずれかの通話

者がマルチパーティコールを離れると、別のトーンが再

生されます。制御デバイス（つまりマルチパーティコー

ルの発信元）にビルトインブリッジがある場合、制御デ

バイスで [オン（On）]を選択すると、すべての通話参加
者に対してトーンが再生されます。制御デバイス（会議

コントローラなど）がコールに残っていない場合や、制

御デバイスがトーンを再生できない場合には、[オン
（On）]を選択してもトーンが再生されません。

• [オフ（Off）]：基本コールがマルチパーティコールに変
更されたときに、電話でトーンが再生されません。

[パーティ参加トーン（Party
Entrance Tone）]
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説明フィールド

このフィールドを使用して、この機能をオンまたはオフにす

ることができます。Cisco Unified Communications Managerが電
話機のその電話番号に関するコール履歴に不在着信を記録で

きるようにするには、「T」と入力します。この機能を無効に
するには、「F」と入力します。

不在着信のログを取る（Log
Missed Calls）

パークされている側が外部である場合、パークしたユーザの

[未取得時のパークモニタリング転送の接続先（外部）（Park
Monitoring Forward No Retrieve Destination External）]パラメー
タで指定された接続先にコールが転送されます。[未取得時の
パークモニタリング転送の接続先（外部）（Park Monitoring
Forward No Retrieve Destination External）]フィールドの値が空
の場合、パークされた側のコールは、パークしたユーザの回

線にリダイレクトされます。

未取得時のパークモニタリング

転送の接続先（外部）（Park
Monitoring Forward No Retrieve
Destination External）

パークされている側が内部である場合、パークしたユーザの

[未取得時のパークモニタリング転送の接続先（内部）（Park
Monitoring Forward No Retrieve Destination External）]パラメー
タで指定された接続先にコールが転送されます。[未取得時の
パークモニタリング転送の接続先（内部）（Park Monitoring
Forward No Retrieve Destination Internal）]が空の場合、パーク
された側のコールは、パークしたユーザの回線にリダイレク

トされます。

未取得時のパークモニタリング

転送の接続先（内部）（Park
Monitoring Forward No Retrieve
Destination Internal）

この設定には、[ボイスメールプロファイルの設定（VoiceMail
Profile Configuration）]ウィンドウの設定が使用されます。

このボックスをオンにすると、Cisco Unified Communications
Managerは [接続先（Destination）]ボックスと [コーリングサー
チスペース（Calling Search Space）]の設定を無視します。

未取得時のパークモニタリング

転送（内部）ボイスメール)
（Park Monitoring Forward No
Retrieve Internal Voice Mail）

この設定には、[ボイスメールプロファイルの設定（VoiceMail
Profile Configuration）]ウィンドウの設定が使用されます。

このボックスをオンにすると、Cisco Unified Communications
Managerは [接続先（Destination）]ボックスと [コーリングサー
チスペース（Calling Search Space）]の設定を無視します。

未取得時のパークモニタリング

転送（外部）ボイスメール（Park
Monitoring Forward No Retrieve
External Voice Mail）

電話番号に適用するコーリングサーチスペースを選択しま

す。

パークモニタリング転送非取得

時の外部 CSS（Park Monitoring
Forward No Retrieve External
CSS）

その電話番号に適用するコーリングサーチスペースを選択し

ます。

パークモニタリング転送非取得

時の内部 CSS（Park Monitoring
Forward No Retrieve Internal CSS）
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説明フィールド

このパラメータは、ユーザがパークしたコールを取得するよ

う同じユーザに促すまでに Cisco Unified Communications
Managerが待機する秒数を決定します。このタイマーが開始
するのは、ユーザが電話機の [パーク（Park）]ソフトキーを
押したときです。タイマーが時間切れになるとアラームが鳴

ります。

デフォルト：60秒

0以外の値を設定すると、その値によって、[サービスパラ
メータ（Service Parameters）]ウィンドウで設定されたこのパ
ラメータの値が上書きされます。ただし、ここで値 0を設定
すると、[サービスパラメータ（Service Parameters）]ウィンド
ウの値が使用されます。

パークモニタリング復帰タイ

マー（Park Monitoring Reversion
Timer）

常に一意の E.164番号を使用します。Null値は使用しないで
ください。

E164

パイロット番号をこの回線の電話番号と同じにするには、こ

のパラメータを入力します。この操作は、この電話機でボイ

スメッセージングサーバが設定されていない場合に役立ちま

す。

Voice Mail Profile

この電話番号から発信された番号を検索する対象のパーティ

ションを入力します。

この設定を変更すると、[コールピックアップグ
ループ（Call Pickup Group）]フィールドにリスト
されているコールピックアップ名が更新されま

す。この設定値は、この電話番号を使用するすべ

てのデバイスに適用されます。

（注）

回線コーリングサーチスペース

（Line Calling Search Space）

このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを入
力します。AARグループは、帯域幅不足のためにブロックさ
れるコールをルーティングするために使用するプレフィック

ス番号を提供します。

[AARグループ（AAR Group）]を [なし（None）]に設定する
と、ブロックされたコールの再ルーティングは行われません。

[AARグループ（AAR Group）]

ユーザが HOLDを押してコールを保留にしたときに流れる保
留音の音源を入力します。

回線ユーザ保留音源（Line User
Hold Audio Source）

ユーザがコールを転送しているとき、または電話会議やコー

ルパークを開始しているときに、システムがコールを保留に

すると再生される保留音の音源を入力します。

回線ネットワーク保留音源（Line
Network Hold Audio Source）
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説明フィールド

次のいずれかの値を入力して、この電話番号の自動応答機能

を有効にします。

• [自動応答オフ（Auto Answer Off）]（デフォルト）
•ヘッドセットで自動応答
•スピーカフォンで自動応答（インターコム）（AutoAnswer

with speakerphone (intercom)）

[ヘッドセットで自動応答（Auto Answer with
Headset）]または [スピーカフォンで自動応答
（Auto Answer with Speakerphone）]を選択すると
きには、ヘッドセットまたはスピーカフォンが無

効になっていないことを確認してください。

（注）

自動応答（Auto Answer）

コールに呼び出しを許可する秒数を入力します。この時間に

達すると、コールは無応答時接続先に転送されます。

無応答時の呼び出し時間

（CFNA）（No Answer Ring
Duration (CFNA)）

ピックアップグループ名を入力して、コールピックアップグ

ループを指定します。このグループは、適切なピックアップ

グループ番号をダイヤルすることにより、この回線への着信

コールに応答できます。

BAT電話機テンプレートのエントリを使用するには、この
フィールドを空白のままにします。

[コールピックアップグループ
（Call Pickup Group）]

この電話番号がMLPP優先コールを受信し、この電話番号と
（この電話番号の）転送先のどちらも優先コールに応答しな

い場合に、MLPP優先コールの転送先となる番号を入力しま
す。

入力できる値は、数字、ポンド記号（#）、およびアスタリス

ク（*）です。

宛先（MLPP）（Target
Destination (MLPP)）

ドロップダウンリストボックスから、代替パーティターゲッ

ト（宛先）の番号に関連付けるコーリングサーチスペースを

選択します。

ターゲット CSS（MLPP）
（Target CSS (MLPP)）

この電話番号と、この電話番号の転送先のどちらも優先コー

ルに応答しない場合、ここに入力する秒数（4～ 30）が経過
すると、MLPP優先コールがこの電話番号の代替パーティに
転送されます。

Cisco Unified Communications Managerエンタープライズパラ
メータ [優先代替パーティタイムアウト（Precedence Alternate
Party Timeout）]に設定されている値を使用するには、この設
定を空白のままにします。

無応答時の呼び出し時間

（MLPP）（No Answer Ring
Duration (MLPP)）
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説明フィールド

回線と電話の組み合わせについて、このディレクトリ番号を

特定するテキストを入力します。

デフォルトでは、テキストの言語が英語に指定されます。

[回線テキストラベル（Line Text
Label）]

この回線からコールが発信されたときに、発信者 ID情報とし
て送信される電話番号（またはマスク）を入力します。

最大 30個の番号と文字「X」「」を入力できます。Xは電話
番号を表し、パターンの末尾に使用する必要があります。た

とえば、マスク 972813XXXXを指定すると、内線 1234から
の外部コールでは、発信者 IDの番号として 9728131234が表
示されます。

[外部電話番号マスク（External
Phone Number Mask）]

クラスタ内のデバイスの回線あたり最大 200件のコールを設
定できます。ただし、デバイスによって最大数は制限されま

す。1つの回線のコール数を設定すると、別の回線で使用でき
るコール数が少なくなります。

デフォルト値は 4です。電話機が各回線に対して複数のコー
ルを許可しない場合、デフォルトで値が 2に設定されます。

CTIルートポイントの場合、ポートごとに最大 10,000件の
コールを設定できます。デフォルトではコール数が5000に指
定されます。このフィールドは [話中トリガー（BusyTrigger）]
フィールドと組み合わせて使用します。

[コール最大数（MaximumNumber
of Calls）]

この設定は [コール最大数（Maximum Number of Calls）]およ
び [話中転送（Call Forward Busy）]フィールドと共に機能し、
その回線に存在できる最大コール数を決定します。たとえば、

最大コール数を 50に設定し、話中トリガーを 40に設定した
場合、41番目の着信コールはビジーであるという理由で拒否
されます（[話中転送（Call Forward Busy）]が設定されている
場合は転送されます）。この回線が共有されている場合は、

すべての回線がビジー状態になると着信コールが拒否されま

す。

このフィールドは、CTIルートポイントの [コール最大数
（Maximum Number of Calls）]フィールドと組み合わせて使用
します。デフォルトではコール数が 4500に指定されます。

[話中トリガー（Busy Trigger）]
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説明フィールド

このフィールドを使用して、ハンドセットのランプ点灯ポリ

シーを設定します。次のいずれかのオプションを選択します。

• [システムポリシーを使用する（Use System Policy）]（電
話番号は [メッセージ受信点灯ポリシー（Message Waiting
Lamp Policy）]サービスパラメータの設定を参照しま
す。）「」

• [ライトとプロンプト（Light and Prompt）]
• [プロンプトのみ（Prompt Only）]
• [ライトのみ（Light Only）]
•なし（None）

メッセージ受信ランプポリシー

（Message Waiting Lamp Policy）

着信コールがあり、そのデバイスで他のアクティブコールが

ない場合の、ラインアピアランスの呼び出し音設定を選択し

ます。次のいずれかのオプションを選択します。

• [システムデフォルトを使用（Use System Default）]
•無効にする（Disable）
• [フラッシュのみ（Flash Only）]
• [一度鳴らす（Ring Once）]
•呼び出し中（Ring）

[無効（Disable）]「」または [フラッシュのみ
（Flash Only）]「」設定は、ハンドセットにのみ
適用されます。電話回線ボタンのLEDランプは引
き続き点滅します。

（注）

[呼出音設定（電話のアイドル
時）（Ring Setting (Phone Idle)）]

電話の別の回線にアクティブコールがあるときに使用される

呼び出し音の設定を選択します。次のいずれかのオプション

を選択します。

• [システムデフォルトを使用（Use System Default）]
•無効にする（Disable）
• [フラッシュのみ（Flash Only）]
• [一度鳴らす（Ring Once）]
•呼び出し中（Ring）
• [ビープ音のみ（Beep only）]

[無効（Disable）]「」または [フラッシュのみ
（Flash Only）]「」設定は、ハンドセットにのみ
適用されます。電話回線ボタンのLEDランプは引
き続き点滅します。

（注）

[呼出音設定（電話のアクティブ
時）（Ring Setting (Phone
Active)）]
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説明フィールド

この電話機の電話番号に関連付けるディレクトリ URIを入力
します。username@hostの形式で入力してください。最大 47
文字の英数字からなるユーザ名を入力します。ホストアドレ

スには、IPv4アドレスまたは完全修飾ドメイン名を入力しま
す。

Cisco Unified CMの管理ページで、二重引用符ま
たはコンマが組み込まれた複数のURIを入力でき
ます。ただし、一括管理を使用して、二重引用符

やコンマが組み込まれたディレクトリURIを含む
csvファイルをインポートする場合には、ディレ
クトリURI全体を二重引用符で囲み、組み込まれ
た二重引用符を二重引用符でエスケープする必要

があります。たとえば、「Jared,
"Jerry",Smith@test.com」というディレクトリ URI
は、csvファイルでは
「"Jared,""Jerry"",Smith@test.com"」と入力する必
要があります。

（注）

電話番号の URI（1-5）（URI
(1-5) on Directory Number）

ディレクトリURIが属するパーティションを入力します。ディ
レクトリ URIへのアクセスを制限しない場合は、このフィー
ルドを空白のままにします。

ルートパーティションの URI
（1-5）（URI (1-5) on Route
Partition）

このディレクトリ URIをこの内線番号のプライマリディレク
トリURIとして指定するには、「t」（True）と入力します。
このディレクトリURIをこの内線番号のプライマリディレク
トリURIとして指定しない場合は、「f」（False）と入力しま
す。

1つの電話番号に最大 5つのディレクトリ URIを
関連付けることができます。ただし、1つのプラ
イマリディレクトリURIを選択する必要がありま
す。

（注）

電話番号の URI（1-5）をプライ
マリにする（URI (1-5) Is Primary
on Directory Number）

このエンタープライズ代替番号をローカルルートパーティ

ションに追加するには、「t」と入力します。E.164番号をロー
カルルーティングに含めない場合は、「f」と入力します。

エンタープライズをローカル

ルートパーティションに追加

（Enterprise Add to Local Route
Partition）

ILSでこの代替番号を ILSネットワークの残りの部分にアドバ
タイズできるようにするには、「t」と入力します。ILSにこ
の番号をアドバタイズさせない場合は、「f」と入力します。

エンタープライズをグローバル

でアドバタイズ（Enterprise
Advertise via globally）
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説明フィールド

この代替番号を緊急として分類するには、「t」と入力します。

デフォルトでは、オーバーラップするルートパターンがダイ

ヤルプランに含まれる場合、Cisco Unified Communications
Managerは（ダイヤルされた番号にルートが存在する可能性
があるとしても）桁間タイマーが満了するまでコールをルー

ティングしません。この設定により、Cisco Unified
Communications Managerはダイヤル文字列に関して可能なす
べてのルートから最適一致を選択することができ、学習され

た番号と静的に設定された電話番号/番号パターンとのオーバー
ラップに対処できます。

番号の優先順位を緊急としてマークすると、Cisco Unified
Communications Managerはダイヤル番号と可能なルートとの
間で一致を見つけたとき、桁間タイマー（たとえばT302タイ
マーサービスパラメータ）が満了するのを待たずに、即時に

コールをルーティングします。

エンタープライズは緊急

（Enterprise Is Urgent）

電話番号に適用する番号マスクを入力します。Cisco Unified
Communications Managerはこのマスクを適用して、この電話
番号のエイリアスとなるエンタープライズ代替番号を作成し

ます。

エンタープライズ番号マスク

（Enterprise Number Mask）

このエンタープライズ代替番号の割り当て先となるルートパー

ティションを入力します。

エンタープライズルートパー

ティション（Enterprise Route
Partition）

この E.164代替番号をローカルルートパーティションに追加
するには、「t」と入力します。E.164番号をローカルルーティ
ングに含めない場合は、「f」と入力します。

+E.164をローカルルートパー
ティションに追加（+E.164 Add
to Local Route Partition）

ILSでこの代替番号を ILSネットワークの残りの部分にアドバ
タイズできるようにするには、「t」と入力します。ILSにこ
の番号をアドバタイズさせない場合は、「f」と入力します。

[+E.164をグローバルでアドバタ
イズ（Enterprise Advertise via
globally）]
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説明フィールド

この代替番号を緊急として分類するには、「t」と入力します。

デフォルトでは、オーバーラップするルートパターンがダイ

ヤルプランに含まれる場合、Cisco Unified Communications
Managerは（ダイヤルされた番号にルートが存在する可能性
があるとしても）桁間タイマーが満了するまでコールをルー

ティングしません。この設定により、Cisco Unified
Communications Managerはダイヤル文字列に関して可能なす
べてのルートから最適一致を選択することができ、学習され

た番号と静的に設定された電話番号/番号パターンとのオーバー
ラップに対処できます。

番号の優先順位を緊急としてマークすると、Cisco Unified
Communications Managerはダイヤル番号と可能なルートとの
間で一致を見つけたとき、桁間タイマー（たとえばT302タイ
マーサービスパラメータ）が満了するのを待たずに、即時に

コールをルーティングします。

+E.164は緊急（+E.164 Is
Urgent）

電話番号に適用する番号マスクを入力します。Cisco Unified
Communications Managerはこのマスクを適用して、この電話
番号のエイリアスとなる +E.164代替番号を作成します。

+E.164番号マスク（+E.164
Number Mask）

この+E.164代替番号の割り当て先となるルートパーティショ
ンを入力します。

+E.164ルートパーティション
（+E.164 Route Partition）

ユーザデバイスプロファイル関連のトピック
•ユーザデバイスプロファイルの追加（373ページ）

•ユーザデバイスに関するユーザデバイスプロファイルの挿入（413ページ）

•ユーザデバイスプロファイルの削除（427ページ）

•ユーザデバイスプロファイルレコードのエクスポート（436ページ）

•既存の電話機および UDPへの電話回線の追加（216ページ）

•ユーザデバイスプロファイルレポートの生成（452ページ）
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第 37 章

ユーザデバイスプロファイルテンプレー

ト

この章では、ユーザデバイスプロファイルの作成および変更について説明します。

•ユーザデバイスプロファイルテンプレートの検索（391ページ）
•ユーザデバイスプロファイル一括管理ツール（BAT）テンプレートの作成（392ページ）
• BATスプレッドシートのユーザデバイスプロファイルテンプレートフィールドの説明
（394ページ）

•ユーザデバイスプロファイル BATテンプレートの変更（397ページ）

ユーザデバイスプロファイルテンプレートの検索
複数のユーザデバイスプロファイル（UDP）テンプレートが存在する場合があるため、特定
の基準に基づいて特定のUDPテンプレートをCisco Unified Communications Managerデータベー
ス内で検索できます。

ブラウザセッションでの作業中に、検索/一覧表示の検索設定がクライアントマシン上のCookie
に保存されます。他のメニュー項目に移動した後でこのメニュー項目に戻った場合や、ブラウ

ザを閉じてから新しいブラウザウィンドウを開き直した場合は、手動で検索を変更するまで、

Cisco Unified Communications Managerの検索設定が保持されます。

（注）

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザデバイスプロファイル（User Device Profiles）] >
[ユーザデバイスプロファイルテンプレート（User Device Profile Template）]の順に選択しま
す。

[UDPテンプレートの検索/一覧表示（Find and List UDP Templates）]ウィンドウが表示されま
す。2つのドロップダウンリストボックスを使用してテンプレートを検索します。
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ステップ 2 最初の [UDPテンプレートの検索（Find UDP Templates where）]ドロップダウンリストボック
スから、次の条件のいずれかを選択します。

•プロファイル名（Profile Name）
•プロファイルの説明（Profile Description）
• [デバイスタイプ（Device Type）]

2番目の [UDPテンプレートの検索（Find UDP Templates where）]ドロップダウンリストボッ
クスから、次の条件のいずれかを選択します。

•～で始まる
•～を含む
•次の文字列と完全に一致する
•次の文字列で終わる
•空である
•～が空ではない

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、[検索（Find）]をクリックします。

データベースに登録されているすべての UDPテンプレートを検索するには、検索
テキストを何も入力せずに [検索（Find）]をクリックします。

ヒント

検出されたテンプレートのリストが次の分類で表示されます。

•名前
•説明
•デバイスタイプ（Device Type）
• [プロファイルタイプ（Profile Type）]

ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致するテンプレート名をクリックします。
[UDPテンプレートの設定（UDP Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ユーザデバイスプロファイル一括管理ツール（BAT）テ
ンプレートの作成

テンプレートを作成し、ユーザデバイスプロファイルを一括して追加できます。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザデバイスプロファイル（User Device Profiles）] >
[ユーザデバイスプロファイルテンプレート（User Device Profile Template）]の順に選択しま
す。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。
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ステップ 3 [デバイスタイプ（Device Type）]ドロップダウンリストボックスから、ユーザーデバイスプ
ロファイルのモデルを選択します。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 個別のユーザデバイスプロファイルテンプレートに関するデータを、スプレッドシートに別々

の行を使用して入力します。すべての必須フィールドと関連するオプションフィールドに値を

入力します。

各列の見出しではフィールドの長さが指定され、また必須であるか、オプションであるかも指

定されます。フィールドの説明については、「表 22 : BATスプレッドシート内のユーザデバ
イスプロファイルテンプレートに関するフィールドの説明（394ページ）」を参照してくださ
い。

デバイスのモデルによっては、一部のフィールドが表示されないことがあります。（注）

[ログインユーザ ID（Login User ID）]フィールドの下にある [ログインユーザ ID
の選択（Select Login User ID）]リンクを選択すると、有効なログインユーザ IDを
見つけるのに役立つ機能を利用できます。別のダイアログボックスがポップアップ

表示されます。使用するログインユーザ IDの最初の何文字かを [ログインユーザ
ID（Login User ID）]フィールドに入力すると、入力したパターンに一致するすべ
てのログインユーザ IDが [選択されたログインユーザ ID（Selected login user ID）]
フィールドに表示されます。該当する IDを選択し、[OK]をクリックします。

ヒント

ステップ 5 必要に応じて、[プレゼンテーションインジケータを無視（内線コールのみ）（IgnorePresentation
Indicators (internal calls only)）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 DND機能を有効にする必要がある場合は、[応答不可（Do Not Disturb）]チェックボックスを
オンにします。

ステップ 7 [DNDオプション（DND Option）]ドロップダウンリストから [DND]オプションを選択しま
す。

ステップ 8 [DND着信呼警告（DND Incoming Call Alert）]ドロップダウンリストから [DND着信呼警告
（DND Incoming Call Alert）]オプションを選択します。

• [なし（None）]：着信コールを通知しない場合は、このオプションを選択します。

• [無効（Disable）]：DNDモードのときに、着信コールの通知を無効にする場合は、このオ
プションを選択します。

• [フラッシュのみ（Flash only）]：DNDモードのときに、デバイスを点滅させる場合は、こ
のオプションを選択します。

• [ビープ音のみ（Beep Only）]：DNDモードのときに、デバイスでビープ音を鳴らす場合
は、このオプションを選択します。

ステップ 9 [クラスタ間エクステンションモビリティの CSS（Extension Mobility Cross Cluster CSS）]ド
ロップダウンリストから [クラスタ間エクステンションモビリティの CSS（Extension Mobility
Cross Cluster CSS）]を選択します。

ステップ 10 [機能管理ポリシー（Feature Control Policy）]ドロップダウンリストから [機能管理ポリシー
（Feature Control Policy）]を選択します。

このフィールドは、RoundTable電話機の場合にのみ表示されます。（注）

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
393

ユーザデバイスプロファイル

ユーザデバイスプロファイル一括管理ツール（BAT）テンプレートの作成



ステップ 11 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 12 選択する電話ボタンテンプレートに応じて、回線、短縮ダイヤル設定、登録済みCisco IP Phone
サービス設定、ビジーランプフィールド短縮ダイヤル設定を追加するためのリンクが表示され

ます。

一部の Cisco Unified IP Phoneモデルでは、Cisco Unified IP Phoneサービスや短縮ダイヤルをテ
ンプレートに追加することができます。

関連トピック

電話テンプレート（31ページ）

BATスプレッドシートのユーザデバイスプロファイル
テンプレートフィールドの説明

次の表で、BATスプレッドシート内のすべてのユーザデバイスプロファイルテンプレート
フィールドについて説明します。

デバイスのモデルによっては、一部のフィールドが表示されない場合があります。（注）

表 22 : BATスプレッドシート内のユーザデバイスプロファイルテンプレートに関するフィールドの説明

説明フィールド

デバイスプロファイル名の固有 IDを 50文字以内で入力しま
す。

ユーザデバイスプロファイルテ

ンプレート名（User Device Profile
Template Name）

UDPテンプレートの説明を入力します。説明には、任意の言
語で最大 50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パー

セント記号（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ
（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

説明

この IPフォンまたは CTIポートのグループに使用されるユー
ザ保留音源を入力します。

ユーザ保留音源は、ユーザがコールを保留にしたときに再生

される保留音の音源を特定します。

[ユーザ保留音のソース（User
Hold Audio Source）]
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説明フィールド

この IP Phoneのグループに関連付ける国/地域と言語の組み合
わせを入力します。

この選択項目によって、このユーザの文化に依存する属性と、

Cisco Unified Communications Managerのユーザウィンドウお
よび電話機でユーザに表示される言語が決まります。

[User Locale（ユーザロケール）]

このプロファイルの電話ボタンテンプレートを選択します。[電話ボタンテンプレート（Phone
Button Template）]

このグループのすべての電話機で使用されるソフトキーテン

プレートを入力します。

[ソフトキーテンプレート
（Softkey Template）]

このプロファイルの適切なプライバシーオプションを選択し

ます。プライバシーが必要なデバイスごとに、[プライバシー
（Privacy）]ドロップダウンリストボックスで [オン（On）]
を選択します。

[プライバシー（Privacy）]

ワンボタン割り込み機能に関する適切なオプションを選択し

ます。

• [オフ（Off）]：この設定は、ワンボタン割り込み/C割り
込み機能を無効にします。ただし、通常の割り込みまた

は C割り込み機能は引き続き動作します。

• [割込（Barge）]：この設定は、ワンボタン割り込み機能
を有効にします。

• [C割込（cBarge）]：この設定は、ワンボタン C割り込み
機能を有効にします。

• [デフォルト（Default）]：この設定は、サービスパラメー
タの Single Button Barge/cBargeの設定を使用します。

ワンボタン割り込み（Single
Button Barge）

複数ライン同時通話に関する適切なオプションを選択します。

• [オフ（Off）]：複数ライン同時通話を無効にします。
• [オン（On）]：複数ライン同時通話を有効にします。
• [デフォルト（Default）]：サービスパラメータの Join

Across Linesの設定を使用します。

複数ライン同時通話（Join Across
Lines）

[常にプライム回線を使用する（Always Use Prime Line）]設定
として、次のいずれかの値を入力します。

•オン

•消灯

•デフォルト

[常にプライム回線を使用する
（Always Use Prime Line）]
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説明フィールド

[ボイスメッセージには常にプライム回線を使用する（Always
Use Prime Line for Voice Message）]設定として、次のいずれか
の値を入力します。

•オン

•消灯

•デフォルト

ボイスメッセージに常にプライ

ム回線を使用する（Always Use
Prime Line for Voice Message）

MLPP優先コールの発信時にデバイスが優先トーンを再生で
きるかどうかを指定するには、次のいずれかの値を選択しま

す。

• [デフォルト（Default）]：デバイスプールからMLPP通
知を引き継ぎます。

• [オフ（Off）]：MLPP通知トーンを送信しません。
• [オン（On）]：MLPP優先コールの通知を送信します。

[MLPP通知（MLPP Indication）]

MLPP優先コールの発信時に進行中のコールをデバイスがプ
リエンプション処理できるかどうかを指定するには、次のい

ずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：デバイスプールからMLPPプ
リエンプション設定を引き継ぎます。

• [無効（Disable）]：MLPP優先コールの発信時にコールを
プリエンプション処理しません。

• [強制（Forceful）]：MLPP優先コールの発信時に進行中
のコールをプリエンプション処理します。

[MLPPプリエンプション（MLPPPreemption）]
が [強制（Forceful）]に設定されているとき
は、デバイスの [MLPP通知（MLPP
Indication）]を [オフ（Off）]に設定しないで
ください。

（注）

MLPP Preemption

このデバイスに関連付けられるMLPPドメインを表す 16進数
値を入力します。空白または 0～ FFFFFFの値にする必要が
あります。

[MLPPドメイン（MLPP
Domain）]

[モジュール 1（Module 1）]および [モジュール 2（Module 2）]
について、拡張モジュールのタイプ（電話機に取り付けられ

ている場合）または [<なし>（<None>）]を選択します。

拡張モジュール情報（Expansion
Module Information）
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説明フィールド

デフォルトプロファイル用のログインユーザ IDを入力しま
す。ユーザがユーザデバイスプロファイルからログアウトす

ると、ユーザデバイスプロファイルはこのログインユーザ

IDに自動的にログインして、デフォルトプロファイルを使用
します。

[ログインユーザ ID（Login User ID）]フィールド
の下にある [ログインユーザ IDの選択（Select
Login User ID）]リンクを選択すると、有効なログ
インユーザ IDを見つけるのに役立つ機能を利用
できます。別のダイアログボックスがポップアッ

プ表示されます。使用するログインユーザ IDの
最初の何文字かを [ログインユーザ ID（Login User
ID）]フィールドに入力すると、入力したパター
ンに一致するすべてのログインユーザ IDが [選択
されたログインユーザ ID（Selected login user ID）]
フィールドに表示されます。該当する IDを選択
し、[OK]をクリックします。

（注）

ログインユーザ ID（Login User
ID）

ユーザデバイスプロファイル BATテンプレートの変更
同じデバイスに関する 2～ 3個のフィールドだけを変更したい場合には、既存の BATテンプ
レートのプロパティを変更することで対応できます。

手順

ステップ 1 変更する UDPテンプレートを検索します。

ステップ 2 表示されたテンプレートのリストから、変更するテンプレート名をクリックします。
選択したテンプレートの詳細が [UDPテンプレートの設定（UDP Template Configuration）]ウィ
ンドウに表示されます。

ステップ 3 それが変更するテンプレートであることを確認します。

ステップ 4 必要に応じて、テンプレートフィールド内の詳細を変更します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックして、既存のテンプレートの変更内容を保存します。

関連トピック

ユーザデバイスプロファイルテンプレートの検索（391ページ）
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ユーザデバイスプロファイルテンプレートのコピー

一部のフィールドだけを変更したい場合は、テンプレートのプロパティを新しいテンプレート

にコピーできます。

作成する新しいテンプレートは、Cisco IPユーザーデバイスプロファイルモデル 7960など、
元のテンプレートと同じデバイスタイプである必要があります。

（注）

次の手順を使用して、既存の BATテンプレートをコピーします。

手順

ステップ 1 コピーする UDPテンプレートを検索します。

ステップ 2 表示されたテンプレートのリストから、コピーするテンプレート名を選択します。

選択したテンプレートの詳細が [UDPテンプレートの設定（UDP Template Configuration）]ウィ
ンドウに表示されます。

コピーするテンプレートに対応する [コピー（Copy）]列内のアイコンをクリック
することによって、テンプレートをコピーすることもできます。

（注）

ステップ 3 それがコピーしたいテンプレートであることを確認してから [コピー（Copy）]をクリックし
ます。

テンプレートが複製され、コピーが作成されます。コピーでは、元のテンプレートで指定され

ていたすべての値が複製されます。

ステップ 4 [ユーザデバイスプロファイルテンプレート名（User Device Profiles Template Name）]フィー
ルドに、英数字 50文字以内で新しいテンプレート名を入力します。

ステップ 5 必要に応じて、新しいテンプレートのフィールドを更新します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。BATに追加されたテンプレートは、左側の [テンプレート
（Templates）]列に表示されます。

関連トピック

ユーザデバイスプロファイルテンプレートの検索（391ページ）

ユーザデバイスプロファイルテンプレートの削除

不要になった BATユーザデバイスプロファイルテンプレートを削除できます。

手順

ステップ 1 削除する UDPテンプレートを検索します。
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ステップ 2 表示されたテンプレートのリストから、削除するテンプレート名をクリックします。

選択したテンプレートの詳細が [UDPテンプレートの設定（UDP Template Configuration）]ウィ
ンドウに表示されます。

テンプレートを削除するには、テンプレート名の横にあるチェックボックスをオン

にして、[選択項目の削除（Delete Selected）]をクリックします。
（注）

ステップ 3 それが削除するテンプレートであることを確認して、[削除（Delete）]をクリックします。削
除操作の確認を求めるメッセージが表示されます。

ステップ 4 [OK]をクリックして、テンプレートを削除します。
[UDPテンプレートの検索/一覧表示（Find and List UDP Templates）]ウィンドウのテンプレート
リストからテンプレート名が消去されます。

関連トピック

ユーザデバイスプロファイルテンプレートの検索（391ページ）
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第 38 章

ユーザデバイスプロファイルのファイル

形式

この章では、テキストエディタを使用して作成する CSVデータファイルのユーザデバイス
プロファイルのファイル形式を設定する方法について説明します。

•ユーザーデバイスプロファイルのファイル形式の設定（401ページ）

ユーザーデバイスプロファイルのファイル形式の設定
テキストエディタを使用して作成する CSVデータファイル用のユーザデバイスプロファイ
ルのファイル形式は、コピー、変更、および削除することができます。

テキストエディタを使用して CSVデータファイルを作成する場合、CSVデータファイル内
のデバイスフィールドと回線フィールドを識別するために1つのファイル形式を使用する必要
があります。ファイル形式のオプションには、次のものがあります。

•デフォルトのユーザデバイスプロファイル：事前設定済みのユーザデバイスプロファイ
ルのデバイスフィールドと回線フィールドのセットが含まれています。

•シンプルなユーザデバイスプロファイル：ユーザデバイスプロファイル用の基本的なデ
バイスフィールドと回線フィールドが含まれています。

•カスタマイズ：自分で選択して並べたデバイスフィールドと回線フィールドが含まれてい
ます。

テキストエディタで CSVファイルを作成する前に、既存のファイル形式を選択するか、また
は新規のファイル形式を作成する必要があります。次に、このファイル形式で指定した値をテ

キストベースの CSVデータファイルに入力できます。

UDPファイル形式の検索
BATを使用して、ユーザデバイスプロファイルのファイル形式を検索します。
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手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザーデバイスプロファイル（User Device Profiles）] >
[UDPファイル形式（UDP File Format）] > [UDPファイル形式の作成（Create UDP File Format）]
の順に選択します。

[UDPファイル形式の検索/一覧表示（Find and List UDP File Formats）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 2 [形式名によるUDPファイル形式の検索（Find UDP File Format where Format Name）]ドロップ
ダウンリストボックスから、次の条件のいずれかを選択します。

•～で始まる
•～を含む
•次の文字列と完全に一致する
•次の文字列で終わる
•空である
•～が空ではない

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、[検索（Find）]をクリックします。

データベースに登録されているすべての UDPテンプレートを検索するには、検索
テキストを何も入力せずに [検索（Find）]をクリックします。

ヒント

検出されたテンプレートのリストがファイル形式の名前別に表示されます。

ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致するファイル形式名をクリックします。
[UDPファイル形式の設定（UDP File Format Configuration）]ウィンドウが表示されます。

UDPファイル形式の作成
テキストベースの CSVデータファイル用の UDPファイル形式を作成できます。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザデバイスプロファイル（User Device Profiles）] >
[UDPファイル形式の作成（Create UDP File Format）]の順に選択します。
[UDPファイル形式の作成（Create UDP File Format Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 2 [新しく追加（Add New）]をクリックします。
[UDPファイル形式の作成（Create UDP File Format Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 3 [UDPのファイル形式名（UDP File Format Name）]フィールドに、このカスタマイズ形式の名
前を入力します。
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ステップ 4 [デバイスフィールド（Device Fields）]で、ユーザデバイスプロファイルごとに定義するデバ
イスフィールド名を選択します。

[デバイスフィールド（Device Field）]ボックスでデバイスフィールド名をクリックし、矢印
をクリックして、そのフィールドを [選択済みのデバイスフィールド順序（Selected Device
Fields Order）]ボックスに移動します。

CSVデータファイルには [デバイスプロファイル名（Device Profile Name）]と [説
明（Description）]が含まれている必要があります。そのため、これらのフィールド
は常に選択されたままになります。

（注）

リストで複数のフィールド名をランダムに選択するには、Ctrlキーを押したまま矢
印をクリックして、それらを一緒に選択します。アイテムの範囲を選択するには、

Shiftキーを使用します。

ヒント

ステップ 5 [回線フィールド（Line Field）]ボックスで回線フィールド名をクリックし、矢印をクリックし
て、そのフィールドを [選択済みの回線フィールド順序（Selected Line Fields Order）]ボックス
に移動します。

ファイル形式で回線フィールドを選択した場合は、[電話番号（Directory Number）]
が必須フィールドになります。

（注）

[選択済みの回線フィールド（Selected Line Fields）]ボックスと [選択済みのデバイ
スフィールド（Selected Device Fields）]ボックス内のアイテムの順序を変更できま
す。アイテムを選択し、上矢印を使ってフィールドをリストの上位に移動するか、

下矢印を使ってフィールドをリストの下位に移動します。

ヒント

ステップ 6 [インターコム DNフィールド（Intercom DN Field）]ボックスで Intercom DNフィールド名を
クリックし、矢印をクリックして、そのフィールドを [選択済みのインターコム DNフィール
ド順序（Selected Intercom DN Fields Order）]ボックスに移動します。

ステップ 7 CSVファイルに含める回線、短縮ダイヤル、IP電話サービス、および IP電話サービスパラ
メータの最大数を、それぞれ対応するテキストボックスに入力します。

短縮ダイヤル、IP電話サービス、および IP電話サービスパラメータの最大数に 0
を入力すると、これらが CSVファイルに含まれなくなります。ただし、ファイル
形式で回線フィールドが選択されている場合は、回線の最大数を0にすることはで
きません。

（注）

ステップ 8 カスタマイズしたファイル形式を保存するには、[保存（Save）]をクリックします。
[UDPファイル形式クエリ（UDP File Format Query）]ウィンドウに、ファイル形式の名前が表
示されます。
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UDPファイル形式のコピー
CSVデータファイル用に既存のユーザデバイスプロファイルファイル形式をコピーできま
す。

手順

ステップ 1 コピーする UDPファイル形式を検索します。

ステップ 2 [検索結果（Search Results）]領域で、コピーするファイル形式名をクリックします。
[ファイル形式の設定（File Format Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 選択したファイル形式のコピーを作成するには、[コピー（Copy）]をクリックします。

また、[UDPファイル形式クエリ（UDP File Format Query）]ウィンドウで、コピー
する形式に対応する [コピー（Copy）]列内のアイコンをクリックすることによっ
て、ファイル形式をコピーすることもできます。

（注）

ステップ 4 [ファイル形式名（File Format Name）]フィールドに、コピーした形式の新しい名前を入力しま
す。

ステップ 5 次のいずれかの方法で、コピーした形式を変更します。

a) 新しいフィールドを追加するには、[デバイスフィールド（Device Fields）]、[回線フィー
ルド（Line Fields）]、または [インターコムDNフィールド（Intercom DN Fields）]ボックス
でそれらを選択し、矢印をクリックして、選択したフィールドを [選択済みのデバイス
フィールド順序（Selected Device Fields Order）]、[選択済みの回線フィールド順序（Selected
Line Fields Order）]、または [選択済みのインターコムDNフィールド順序（Selected Intercom
DN Fields Order）]ボックスに移動します。

b) 選択したフィールドを削除するには、[選択済みのデバイスフィールド順序（SelectedDevice
Fields Order）]、[選択済みの回線フィールド順序（Selected Line Fields Order）]、または [選
択済みのインターコムDNフィールド順序（Selected Intercom DN Fields Order）]ボックスで
それらを選択し、矢印をクリックして、選択したフィールドを[デバイスフィールド（Device
Fields）]、[回線フィールド（Line Fields）]、または [インターコムDNフィールド（Intercom
DN Fields）]ボックスに移動します。

c) フィールドの順序を変更するには、[選択済みのデバイスフィールド順序（Selected Device
Field Order）]、[選択済みの回線フィールド順序（Selected Line Fields Order）]、または [選
択済みのインターコムDNフィールド順序（Selected Intercom DN Field Order）]ボックスで
フィールド名を選択し、上矢印または下矢印を使ってその位置を変更します。

ステップ 6 変更が終了した後、[保存（Save）]をクリックすると、コピーしたファイル形式およびリスト
の変更内容が保存されます。

関連トピック

UDPファイル形式の検索（401ページ）
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UDPファイル形式の変更
CSVデータファイル用の既存のユーザデバイスプロファイルファイル形式を変更できます。

手順

ステップ 1 更新する UDPファイル形式を検索します。

ステップ 2 [検索結果（Search Results）]領域で、変更するファイル形式名をクリックします。[ファイル形
式の設定（File Format Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 次のいずれかの方法で、コピーした形式を変更します。

a) 新しいフィールドを追加するには、[デバイスフィールド（Device Fields）]、[回線フィー
ルド（Line Fields）]、または [インターコム DNフィールド（Intercom DN Fields）]ボック
スでそれらを選択して矢印をクリックすると、選択したフィールドが [選択済みのデバイ
スフィールド順序（SelectedDeviceFieldsOrder）]、[選択済みの回線フィールド順序（Selected
Line Fields Order）]、または [選択済みのインターコムフィールド順序（Selected Intercom
Fields Order）]ボックスに移動します。

b) 選択したフィールドを削除するには、[選択済みのデバイスフィールド順序（SelectedDevice
Fields Order）]、[選択済みの回線フィールド順序（Selected Line Fields Order）]、または [選
択済みのインターコムフィールド順序（Selected Intercom Fields Order）]ボックスでそれら
を選択して矢印をクリックすると、選択したフィールドが [デバイスフィールド（Device
Fields）]または [回線フィールド（Line Fields）]ボックスに移動します。

c) フィールドの順序を変更するには、[選択済みのデバイスフィールド（SelectedDeviceField）]
または [選択済みの回線フィールド（Selected Line Fields）]ボックスでフィールド名を選択
し、上矢印または下矢印を使ってその位置を変更します。

ステップ 4 変更が終了したら、[保存（Save）]をクリックしてファイル形式の変更内容を保存します。

。

関連トピック

UDPファイル形式の検索（401ページ）

UDPファイル形式の削除
CSVデータファイルについて、ユーザデバイスプロファイルの既存のファイル形式を削除で
きます。

手順

ステップ 1 削除する UDPファイル形式を検索します。

ステップ 2 [検索結果（Search Results）]領域で、削除するファイル形式名をクリックします。
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[ファイル形式の設定（File Format Configuration）]ウィンドウが表示されます。このファイル
を削除することを確認します。

ステップ 3 [ファイル形式名（FileFormatName）]リストからファイル形式を削除するには、[削除（Delete）]
をクリックします。ファイル形式を削除することの確認を求めるメッセージが表示されます。

[OK]をクリックして続行します。

ファイル形式名がリストから削除されます。

また、対応するチェックボックスをオンにして [削除（Delete）]をクリックするこ
とにより、ファイル形式を削除することもできます。[すべて選択（Select All）]を
クリックしてから、[選択項目の削除（Delete Selected）]をクリックすると、すべて
のファイル形式を削除できます。

ヒント

関連トピック

UDPファイル形式の検索（401ページ）
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第 39 章

ユーザーデバイスプロファイルのファイ

ル形式の追加

この章では、ユーザデバイスプロファイルのファイル形式をテキストベースの CSVデータ
ファイルに関連付ける方法について説明します。

ファイル形式で指定した順序ですべての値をテキストベースの CSVデータファイルに入力し
たら、そのテキストベースの CSVデータファイルを Cisco Unified Communications Manager内
の最初のノードにアップロードする必要があります。アップロード後に、ファイル形式をテキ

ストベースの CSVデータファイルと関連付ける必要があります。

•ユーザーデバイスプロファイルのファイル形式の追加（407ページ）
• UDPファイル形式の作成関連のトピック（408ページ）

ユーザーデバイスプロファイルのファイル形式の追加
BATを使用して、テキストベースの CSVデータファイルとファイル形式を関連付けます。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザデバイスプロファイル（User Device Profiles）] >
[UDPファイル形式（UDP File Format）] > [ファイル形式の追加（Add File Format）]の順に
選択します。

[ファイル形式の設定の追加（Add File Format Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]フィールドで、この一括トランザクション用に作成した CSVデー
タファイルを選択します。

ステップ 3 [ファイル形式名（File Format Name）]フィールドで、このタイプの一括トランザクション用に
作成したファイル形式を選択します。

ステップ 4 一致するファイル形式を CSVデータファイルに追加するには、[送信（Submit）]をクリック
します。
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[一括管理（Bulk Administration）]メニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプショ
ンでジョブが作成されます。[ジョブの設定（Job Configuration）]ウィンドウを使用して、ジョ
ブスケジュールを変更します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

UDPファイル形式の作成関連のトピック
•ユーザーデバイスプロファイルのファイル形式の追加（407ページ）

•サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

•スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

• BATログファイル（771ページ）
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第 40 章

ユーザデバイスプロファイルの検証

この章では、ユーザデバイスプロファイル用のCSVデータファイル内のレコードに、デバイ
スプロファイル名や電話番号などの必須フィールドがすべてあることをを検証する方法と、最

初のノードのデータベース内にあるレコードとの不一致がないかを検査する方法について説明

します。

•ユーザデバイスプロファイルの検証（409ページ）
•ユーザデバイスプロファイルの検証関連のトピック（411ページ）

ユーザデバイスプロファイルの検証
BATを使用して、CSVデータファイルのユーザデバイスプロファイルレコードを検証する
検証スクリプトを実行できます。[ユーザデバイスプロファイルの確認（Validate User Device
Profiles）]を選択すると、システムは検証ルーチンを実行して、CSVデータファイルにすべて
の必須フィールド（デバイスプロファイル名や電話番号など）が入力されていることを検査

し、最初のノードデータベース内のレコードとの不一致があるかどうか検査します。

始める前に

•追加するデバイス用のユーザデバイスプロファイルテンプレートが必要です。単一回線
を備えたユーザデバイスプロファイルを追加するために、複数行からなるユーザデバイ

スプロファイルテンプレートを使用できます。

•ユーザデバイスプロファイル固有の詳細を含む CSVデータファイルが必要です。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザデバイスプロファイル（User Device Profiles）] >
[ユーザデバイスプロファイルの確認（Validate User Device Profiles）]の順に選択します。
[ユーザデバイスプロファイルの検証（User Device Profiles Validation）]ウィンドウが表示され
ます。

ステップ 2 CSVデータファイルに対応する挿入オプションを次のように選択します。
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• [UDP固有の詳細の確認（Validate UDP Specific Details）]：ファイル形式を使用するユーザ
デバイスプロファイルレコードを検証する場合。

• [UDPすべての詳細の確認（Validate UDP All Details）]：[すべての詳細（All Details）]オプ
ションを使って生成されたエクスポートファイルからのユーザデバイスプロファイルレ

コードを検証する場合。

ステップ 3 [ファイル名（File Name）]フィールドで、この特定の一括トランザクション用に作成したCSV
データファイルを選択します。

ステップ 4 [UDP固有の詳細の確認（Validate UDP Specific Details）]オプションの [UDPテンプレート名
（UDP Template Name）]フィールドで、このタイプの一括トランザクション用に作成したCisco
Unified Communications Manager一括管理（BAT）ユーザデバイスプロファイルテンプレート
を選択します。

ステップ 5 選択した CSVデータファイルをデータベースで検証するには、[送信（Submit）]をクリック
します。

[一括管理（Bulk Administration）]メニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプショ
ンでジョブが作成されます。[ジョブの設定（Job Configuration）]ウィンドウを使用して、ジョ
ブスケジュールを変更します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
ユーザデバイスプロファイル一括管理ツール（BAT）テンプレートの作成（392ページ）
BATスプレッドシートを使用したユーザデバイスプロファイル CSVデータファイルの
作成（374ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
ユーザデバイスプロファイルの検証（409ページ）

ユーザデバイスプロファイルの検証の制限事項

電話の確認には次の制限があります。

•検証プロセスで検査するのは、テンプレート上に設定されている回線の数だけです。つま
り、テンプレート上に設定されている回線番号は検査しません。CSVデータファイルに電
話テンプレートでサポートされている回線数よりも多い回線数が含まれている場合、[UDP
の確認 -固有の詳細（Validate UDP - specific details）]ジョブを実行した後、管理者はログ
内に「「警告：電話テンプレートでサポートされる回線数より多くの回線が CSVに含ま
れています。（WARNING: CSV contains more number of lines than are supported by the phone
template.）」」というメッセージが表示されます。[電話番号（Directory Numbers）]、[ス
ピードダイヤル（Speed dials）]、[ビジーランプフィールドスピードダイヤル（Busy
Lamp Field Speed Dials）]のいずれかが空、またはすべてが空の場合、要約ログファイル
内に示された警告メッセージが正確ではない可能性があります。

•確認プロセスでは、CSVファイルで必須フィールドが指定されているかどうかは確認され
ません。
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•電話テキストファイルで IP Phoneサービスパラメータが指定されている場合、確認プロ
セスで確認されるのは、Cisco Unified Communications Manager上のCSVファイルで指定さ
れている名前のパラメータの有無だけです。指定されているパラメータが IP Phoneサービ
スで設定されているかどうかは確認されません。

ユーザデバイスプロファイルの検証関連のトピック
•ユーザデバイスプロファイル一括管理ツール（BAT）テンプレートの作成（392ページ）

•ユーザデバイスプロファイルの検証の制限事項（410ページ）

• BATスプレッドシートを使用したユーザデバイスプロファイル CSVデータファイルの
作成（374ページ）

•スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

• BATログファイル（771ページ）
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第 41 章

UDPの生成

この章では、Cisco Unified Communications Manager一括管理（BAT）を使用して、すべての IP
フォンユーザのプロファイルを生成して挿入することによって、エクステンションモビリティ

をすばやくセットアップする方法について説明します。BATでは、ユーザが制御しているデバ
イスの数に関係なく、すべての電話機のユーザデバイスプロファイルを生成します。たとえ

ば、ユーザが 2台のデバイスを制御している場合、BATではデバイスごとに 1つずつ、合わせ
て 2つの別個のユーザデバイスプロファイルを生成して、それらを同じユーザに関連付けま
す。BATは、生成したこれらのユーザデバイスプロファイルの 1つをそのユーザのデフォル
トのユーザデバイスプロファイルとして設定します。BATは、電話機モデルごとの電話ボタ
ンテンプレートに基づいて、すべての IPフォンのユーザデバイスプロファイルを生成しま
す。

この操作を実行するために、ユーザデバイスプロファイルテンプレートまたは CSVデータ
ファイルは使用しません。BATでこれらのユーザデバイスプロファイルを生成した場合、そ
れらはそのユーザに関連付けられます。

（注）

•ユーザデバイスに関するユーザデバイスプロファイルの挿入（413ページ）
•ユーザデバイスプロファイルの生成関連のトピック（415ページ）

ユーザデバイスに関するユーザデバイスプロファイル

の挿入
すべてのユーザに関するユーザデバイスプロファイルを生成できます。

エクスポートユーティリティを使って生成されたファイルを挿入する場合、エクスポートユー

ティリティは、電話機上で設定される回線ごとに数字のサフィックス _nを付加します。たと
えば、「sales_7960_1_3.txt」という名前のエクスポートファイルは、このファイル内のすべて
の電話機レコードで回線 1と 3が設定されていることを示します。UDPプロファイルの挿入時
には、付加されたサフィックスを確認しながら、正しい回線設定を含む電話機テンプレートを

選択できます。
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CTIポートの追加時にはダミーMACアドレスオプションを使用できます。このオプションで
は、ダミーMACアドレスの形式で CTIポートごとに一意のデバイス名が付与されますが、後
で、Cisco Unified Communications Manager Administrationまたは Unified CM自動登録電話ツー
ルを使用して手動で更新することができます。

ダミーMACアドレスオプションは、自動的に、次の形式でダミーMACアドレスを生成しま
す。

XXXXXXXXXXXX

ここで、Xは、任意の 12文字の 16進数値（0～ 9と A ~ F）を表します。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザデバイスプロファイル（User Device Profiles）] >
[ユーザデバイスプロファイルの挿入（Insert User Device Profiles）]の順に選択します。
[ユーザデバイスプロファイルの挿入の設定（User Device Profiles Insert Configuration）]ウィン
ドウが表示されます。

ステップ 2 挿入方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) [ユーザデバイスプロファイルの固有の詳細の挿入（Insert User Device Profiles Specific
Details）]ラジオボタンをクリックして、カスタマイズされたファイル形式を使用するUDP
レコードを挿入します。ステップ 3（414ページ）とステップ 4（414ページ）に進みま
す。

b) [ユーザデバイスプロファイルのすべての詳細の挿入（Insert User Device Profiles All Details）]
ラジオボタンをクリックすると、[すべての詳細（All Details）]オプションを使って生成
されたエクスポート済み UDPファイルから UDPレコードを挿入できます。

ステップ 3 [ファイル名（File Name）]ドロップダウンリストボックスで、この特定の一括トランザクショ
ン用に作成した CSVデータファイルを選択します。

ステップ 4 [固有の詳細（Specific Details）]オプションの [ユーザデバイスプロファイルテンプレート名
（User Device Profiles Template Name）]ドロップダウンリストボックスで、このタイプの一括
トランザクション用に作成した BAT電話機テンプレートを選択します。

ステップ 5 CSVデータファイルに個別のMACアドレスを入力しなかった場合は、[ダミーMACアドレ
スの作成（Create Dummy MAC Address）]チェックボックスをオンにする必要があります。
「ステップ 9（415ページ）」にスキップします。

ユーザに割り当てられる電話機のMACアドレスがわからない場合に、このオプションを選択
します。電話機が接続されると、そのデバイス用にMACアドレスが登録されます。データ入
力ファイルでMACアドレスまたはデバイス名を指定した場合は、このオプションを選択しな
いでください。

ステップ 6 該当する場合には、次のオプションを選択します。

•テンプレート内の既存の電話機に関する電話機設定を変更する場合は、[既存の設定の上
書き（Override the existing configuration）]チェックボックスをオンにします。このチェッ
クボックスをオンにすると、ユーザデバイスプロファイル情報もまた更新されます。
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•ユーザの現在の IP電話に基づいてすべての電話機のユーザデバイスプロファイルレコー
ドを生成および挿入するよう BATに指示するには、[ユーザが制御するデバイスを使用
（Based on devices controlled by users）]ラジオボタンを選択します。

•生成されたユーザデバイスプロファイルをログアウトプロファイルとして使用するよう
デバイスに指示するには、[ユーザデバイスプロファイルをデバイスのログアウトプロファ
イルとして設定（Set User Device Profile as Log Out Profile for the device）]チェックボック
スをオンにします。

ステップ 7 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 8 挿入方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐにUDPレコードを挿入する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックしま
す。

b) 後で UDPレコードを挿入する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 9 電話機レコードを挿入するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

[一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]
オプションを使用して、このジョブをスケジュールおよびアクティブ化します。

レコードに関するいずれかの情報に問題がある場合、BATはそのユーザデバイス
プロファイルレコードを挿入しません。

（注）

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
TAPSの概要（741ページ）
ユーザデバイスプロファイルの生成関連のトピック（415ページ）

ユーザデバイスプロファイルの生成関連のトピック
•ユーザデバイスに関するユーザデバイスプロファイルの挿入（413ページ）

•スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

• TAPSの概要（741ページ）

• BATログファイル（771ページ）
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第 42 章

ユーザデバイスプロファイルの更新

この章では、類似したユーザデバイスプロファイルのグループのデバイスプールまたはコー

リングサーチスペースの変更や追加など、ユーザデバイスプロファイル（UDP）設定を更新
する方法について説明します。クエリ検索またはカスタムファイルのいずれかを使用して、更

新する既存の UDPレコードを検索できます。

•クエリを使用した UDPの更新（417ページ）
•カスタムファイルを使用した UDPの更新（418ページ）
•更新パラメータの選択（420ページ）

クエリを使用した UDPの更新
更新する UDPを特定するためのクエリを作成できます。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザデバイスプロファイル（User Device Profiles）] >
[UDPの更新（Update UDP）] > [クエリ（Query）]の順に選択します。

[更新するユーザデバイスプロファイルの検索/一覧表示（Find and List User Device Profiles To
Update）]ウィンドウが表示されます。

クエリを指定せずに [検索（Find）]をクリックすると、すべてのユーザデバイス
プロファイルを更新できます。「更新パラメータの選択（420ページ）」に進みま
す。

（注）

ステップ 2 最初の [ユーザデバイスプロファイルの検索（Find User Device Profiles where）]ドロップダウ
ンリストボックスから、次の条件のいずれかを選択します。

•プロファイル名（Profile Name）

• [プロファイルの説明（Profile Description）]

• [プロファイルタイプ（Profile Type）]
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• [プロファイルプロトコル（Profile Protocol）]

ステップ 3 2番目の [ユーザデバイスプロファイルの検索（Find User Device Profiles where）]ドロップダウ
ンリストボックスから、次の条件のいずれかを選択します。

•～で始まる

•～を含む

•次の文字列と完全に一致する

•次の文字列で終わる

•空である

•～が空ではない

ステップ 4 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

データベースに登録されているすべてのユーザデバイスプロファイルを検索する

には、検索テキストを何も入力せずに [検索（Find）]をクリックします。
ヒント

ステップ 5 さらにクエリを定義して複数のフィルタを追加するには、[絞り込み（Search Within Results）]
チェックボックスをオンにして、ドロップダウンリストから [AND]または [OR]を選択し、ス
テップ 2（417ページ）とステップ 3（418ページ）を繰り返します。

ステップ 6 [検索（Find）]をクリックします。
条件と一致するすべてのレコードの詳細が、[更新するユーザデバイスプロファイルの検索/一
覧表示（Find and List User Device Profiles To Update）]ウィンドウに表示されます。1ページあ
たりの項目の表示件数を変更するには、[ページあたりの行数（Rows per Page）]ドロップダウ
ンリストで別の値を選択します。

次のタスク

UDPの更新手順を完了するには、次の手順で更新パラメータを選択します。

関連トピック

更新パラメータの選択（420ページ）

カスタムファイルを使用した UDPの更新
カスタムファイル内のUDPのリストを使用してUDPを更新できます。カスタムファイルを使
用して、更新する データベース内の UDPを検索します。

始める前に

から UDPを更新するには、その前に次のタスクを実行する必要があります。
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•更新する必要のある UDPを特定します。

•以下の各オプションがそれぞれ別の行に配置されたテキストファイルを作成します。

•プロファイル名（Profile Name）

•説明

•プロファイルタイプ

• [プロファイルプロトコル（Profile Protocol）]

•サーバーに、テキストファイルをアップロードします。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザデバイスプロファイル（User Device Profiles）] >
[UDPの更新（Update UDP）] > [カスタムファイル（Custom File）]の順に選択します。
[UDPの検索/一覧表示（Find and List UDP）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [UDPの更新（Update Bulk UDP where）]ドロップダウンリストボックスで、次の条件から作
成したカスタムファイルのタイプを選択します。

•プロファイル名（Profile Name）

•説明

•デバイスタイプ（Device Type）

•デバイスプロトコル

ステップ 3 カスタムファイルのリストから、この更新操作用のカスタムファイルのファイル名を選択し
ます。

ステップ 4 [検索（Find）]をクリックします。

bat.xltを使って作成した挿入トランザクションファイルまたはエクスポートトラ
ンザクションファイルを、更新トランザクションに使用しないでください。代わり

に、更新する必要のある UDPレコードの詳細を含むカスタムファイルを作成する
必要があります。更新トランザクションには、このファイルだけを使用してくださ

い。このカスタム更新ファイルには見出しが不要で、プロファイル名、説明、プロ

ファイルタイプ、またはプロファイルプロトコルの値を入力できます。

（注）

次のタスク

UDPの更新手順を完了するには、次の手順で更新パラメータを選択します。

関連トピック

更新パラメータの選択（420ページ）
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サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

更新パラメータの選択
UDPを検索するためにクエリまたはカスタムファイルを定義したら、次の手順を使用して、
パラメータを選択し、UDPを更新するための値を定義します。

手順

ステップ 1 次のいずれかを実行します。

a) 更新する UDPを検索するために [クエリ（Query）]オプションを使用した場合、[更新す
るユーザデバイスプロファイルの検索/一覧表示（Find and List User Device Profiles To
Update）]ウィンドウで [次へ（Next）]をクリックします。

b) 更新する UDPを検索するために [カスタムファイル（Custom File）]オプションを使用し
た場合、[UDPの検索/一覧表示（Find and List UDP）]ウィンドウで [次へ（Next）]をク
リックします。

[UDPの更新（Update UDP）]ウィンドウに、選択しているクエリのタイプが表示されます。
クエリのタイプを変更する場合は、[戻る（Back）]をクリックします。

ステップ 2 クエリまたはカスタムファイルで定義したすべてのレコードで更新する設定を指定します。更
新する複数のパラメータを選択できます。

ステップ 3 必要な UDPパラメータを更新します。フィールドの説明については、「表 23 : BATで UDP
を更新する場合のフィールドの説明（421ページ）」を参照してください。

ステップ 4 更新するフィールドの左側にあるチェックボックスをオンにします。この操作によって、フィー
ルドの既存の値を上書きするよう BATに指令が出されます。

更新チェックボックスをオンにしたフィールドのみが、BATによって更新されま
す。

（注）

ステップ 5 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 6 アクティブ化の方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐにユーザデバイスプロファイルをアクティブにする場合は、[今すぐ実行（Run
Immediately）]をクリックします。

b) 後でユーザデバイスプロファイルをアクティブにするようにスケジュールする場合は、
[あとで実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 7 レコードを更新するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックします。

検索結果に複数のタイプやプロトコルのデバイスが含まれている場合、[UDPの更
新（Update UDPs）]ウィンドウに特定のフィールドが表示されない場合がありま
す。表示するすべてのフィールドに対して、同じタイプおよびプロトコルの UDP
が使用されていることを確認します。

（注）
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関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

UDP更新フィールドの説明
次の表で、UDPを更新するときに表示されるフィールドについて説明します。

BATユーザインターフェイスでフィールド名にアスタリスクが付いている場合は必ず入力す
る必要があります。アスタリスクが付いていないフィールドについては、任意指定です。

表 23 : BATで UDPを更新する場合のフィールドの説明

説明フィールド

デバイスの識別に役立つ説明を入力します。説明には、任意の

言語で最大 50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パー
セント記号（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ
（\）、および山カッコ（<>）は使用できません。

Description

この UDPまたはポートのグループ用の音源を選択します。

ユーザがコールを保留にしたときに、ユーザ保留音源の音楽が

再生されます。

[ユーザ保留MOH音源（User
Hold MOH Audio Source）]

このユーザに関連付ける国/地域と言語の組み合わせを選択しま
す。

この選択項目により、このユーザの文化に依存する属性と、Cisco
Unified Communications Managerのユーザウィンドウおよび電話
機でユーザに表示される言語が決まります。

[ユーザロケール（User
Locale）]

このプロファイル用の適切な電話ボタンテンプレートを選択し

ます。

電話ボタンテンプレートでは、電話機上のボタンを設定し、各

ボタンにどの機能（回線、スピードダイヤルなど）を使用する

かを特定します。

[電話ボタンテンプレート
（Phone Button Template）]

このグループのすべての UDPで使用されるソフトキーテンプ
レートを選択します。

[ソフトキーテンプレート
（Softkey Template）]

ドロップダウンリストボックスから、このプロファイル用の適

切なプライバシーオプションを選択します。

• [オフ（Off）]：各デバイスのプライバシーを有効にします。
• [オン（On）]：各デバイスのプライバシーを無効にします。
• [デフォルト（Default）]：デフォルトのプライバシー設定を
デバイスに適用します。

[プライバシー（Privacy）]

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
421

ユーザデバイスプロファイル

UDP更新フィールドの説明



説明フィールド

プレゼンス機能で使用される SUBSCRIBEコーリングサーチス
ペースは、電話機から発信されたサブスクリプション要求を

Cisco Unified Communications Managerがルーティングする方法
を決定します。ドロップダウンリストボックスから、この目的

に使用するコーリングサーチスペースを選択します。

[SUBSCRIBEコーリングサーチ
スペース（Subscribe Calling
Search Space）]

ドロップダウンリストボックスから、この UDPグループのプ
レゼンスグループを選択します。選択したグループは、この電

話番号をモニタできるデバイス、エンドユーザ、アプリケー

ションユーザを指定します。

[プレゼンスグループ（Presence
Group）]

ドロップダウンリストボックスから、ワンボタン割り込み/C割
り込み機能を有効または無効にするか、[デフォルト（Default）]
を選択してサービスパラメータの設定を使用します。

• [オフ（Off）]：この設定は、ワンボタン割り込み/C割り込
み機能を無効にします。ただし、通常の割り込みまたは C
割り込み機能は引き続き動作します。

• [割込（Barge）]：この設定は、ワンボタン割り込み機能を
有効にします。

• [C割込（cBarge）]：この設定は、ワンボタン C割り込み機
能を有効にします。

• [デフォルト（Default）]：この設定は、サービスパラメー
タで指定されたワンボタン割り込み/C割り込み（SingleButton
Barge/cBarge）設定を使用します。

ワンボタン割り込み（Single
Button Barge）

ドロップダウンリストボックスから、このデバイスの「複数ラ

イン同時通話」機能を有効または無効にするか、[デフォルト
（Default）]を選択してサービスパラメータの設定を使用しま
す。

• [オフ（Off）]：複数ライン同時通話を無効にします。
• [オン（On）]：複数ライン同時通話を有効にします。
• [デフォルト（Default）]：この設定は、サービスパラメー
タで構成されている「複数ライン同時通話」（Join Across
Lines）設定を使用します。

[複数ライン同時通話（Join
Across Lines）]

ドロップダウンリストボックスから、[常にプライム回線を使
用する（Always Use Prime Line）]の設定として次のいずれかの
値を選択します。

•オン
•消灯
•デフォルト

[常にプライム回線を使用する
（Always Use Prime Line）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、[ボイスメッセージには
常にプライム回線を使用する（Always Use Prime Line for Voice
Message）]の設定として次のいずれかの値を選択します。

•オン
•消灯
•デフォルト

ボイスメッセージに常にプライ

ム回線を使用する（Always Use
Prime Line for Voice Message）

ドロップダウンリストボックスから、この UDPグループの機
能管理ポリシーを選択します。

機能管理ポリシーは、UDPに表示される機能とそれに関連する
ソフトキーの外観を指定します。

[機能コントロールポリシー
（Feature Control Policy）]

システムにプレゼンテーションインジケータを無視させる必要

がある場合は、このチェックボックスをオンにします。

プレゼンテーションインジケー

タを無視（内線コールのみ）

（Ignore Presentation Indicators
(internal calls only)）

DND機能を有効にするには、このチェックボックスをオンにし
ます。

サイレント（Do Not Disturb）

ドロップダウンリストボックスから、DNDのオプションとし
て次のいずれかを選択します。

•なし（None）
• [呼出音オフ（Ringer Off）]
• [コール拒否（Call Reject）]
• [共通の電話プロファイル設定を使用（Use Common Phone

Profile Setting）]

[DNDオプション（DND
Option）]

ドロップダウンリストボックスから、次のいずれかのオプショ

ンを選択します。

•なし（None）
•無効にする（Disable）
• [点滅アラートのみ（Flash Only）]
•ビープ音のみ（Beep Only）

DND呼出音（DND Incoming Call
Alert）

ドロップダウンリストボックスから、この UDPグループ用の
適切な設定を選択します。

クラスタ間エクステンションモビリティCSSの設定は、ユーザ
がEMCCログイン時にこのデバイスプロファイルを選択した場
合に、リモート電話のデバイス CSSとして使用されます。

クラスタ間エクステンションモ

ビリティの CSS（Extension
Mobility Cross Cluster CSS）
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説明フィールド

[マルチレベル優先順位およびプリエンプション（MLPP）情報（MultilevelPrecedenceandPreemption
(MLPP) Information）]

このデバイスに関連付けられているMLPPドメインの16進数値
を入力します。この値は、空白または 0～ FFFFFFの値にする
必要があります。

[MLPPドメイン（MLPP
Domain）]

利用可能な場合、この設定は、優先トーンを再生できるデバイ

スで、MLPP優先コールの発信時にこの機能を使用するかどう
かを指定します。

ドロップダウンリストボックスから、このデバイスに割り当て

る設定として次のオプションのいずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：このデバイスはMLPP通知設定
をデバイスプールから継承します。

• [オフ（Off）]：このデバイスはMLPP優先コールの通知を
送信しません。

• [オン（On）]：このデバイスはMLPP優先コールの通知を
送信します。

デバイスの [MLPP通知（MLPP Indication）]設定が
[オフ（Off）]、[MLPPプリエンプション（MLPP
Preemption）]設定が [強制（Forceful）]という設定
値の組み合わせは使用しないでください。

（注）

[MLPP通知（MLPP Indication）]

利用可能な場合、この設定は、進行中のコールをプリエンプショ

ンできるデバイスで、MLPP優先コールの発信時にこの機能を
使用するかどうかを指定します。

ドロップダウンリストボックスから、このデバイスに割り当て

る設定として次のオプションのいずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：このデバイスはMLPPプリエン
プション設定をデバイスプールから継承します。

• [無効（Disable）]：このデバイスは、MLPP優先コールの発
信時に進行中のコールをプリエンプション処理しません。

• [強制（Forceful）]：このデバイスは、MLPP優先コールの
発信時に進行中のコールをプリエンプション処理します。

デバイスの [MLPP通知（MLPP Indication）]設定が
[オフ（Off）]、[MLPPプリエンプション（MLPP
Preemption）]設定が [強制（Forceful）]という設定
値の組み合わせは使用しないでください。

（注）

[MLPPプリエンプション
（MLPP Preemption）]

ログアウト（デフォルト）プロファイル情報（Logged Out (Default) Profile Information）
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、UDPを更新する前にロ
グアウトするユーザ IDを選択します。

ログインユーザ ID（Login User
ID）

IP Phoneサービスの割り当て

ドロップダウンリストボックスから、UDPの更新で使用する
サービスのリストが含まれているテンプレートを選択します。

[IP Phoneサービスの編集（Edit IP Phone Service）]リンクをク
リックして、このテンプレート内の登録済み Cisco Unified IP
Phoneサービスを更新できます。

このテンプレートからすべての

サービスを追加（Add All
Services From This Template）

重複する IP Phoneサービスを削除するには、このチェックボッ
クスをオンにします。このチェックボックスをオンにすると、

重複するサービス登録が電話機およびユーザデバイスプロファ

イルから削除されます。IPシステムは、IPサービス名に基づい
てサービスを削除します。

重複の削除（RemoveDuplicate）

ジョブ情報(Job Information)

ジョブに関する適切な説明を入力します。[ジョブの説明（Job
Description）]

ユーザデバイスプロファイルの更新ジョブをスケジュールし

て、ただちにアクティブ化するには、このオプションボタンを

クリックします。

今すぐ実行（Run Immediately）

ユーザデバイスプロファイルの更新ジョブをスケジュールし

て、後でアクティブ化するには、このオプションボタンをク

リックします。

あとで実行（Run Later）
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第 43 章

ユーザデバイスプロファイルの削除

この章では、ユーザデバイスプロファイル（UDP）のグループをCisco Unified Communications
Managerデータベースから削除する方法について説明します。クエリ検索またはカスタムファ
イルのいずれかを使用して、削除する既存の電話機レコードを検索できます。

•クエリを使用した UDPの削除（427ページ）
•カスタムファイルを使用した UDPの削除（429ページ）
• UDPの削除関連のトピック（430ページ）

クエリを使用した UDPの削除
Cisco Unified Communications Managerデータベースから削除する対象となるUDPレコードを特
定するために、クエリフィルタを定義できます。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザデバイスプロファイル（User Device Profiles）] >
[UDPの削除（Delete UDP）] > [クエリ（Query）]の順に選択します。
[削除するデバイスプロファイルの検索/一覧表示（Find and List Device Profiles To Delete）]ウィ
ンドウが表示されます。

ステップ 2 [検索（Find）]ドロップダウンリストボックスから、次のオプションのいずれかを選択しま
す。

•ユーザ（users）
• [自動生成（Autogenerated）]
•すべて（All）

ステップ 3 最初の [デバイスプロファイル（Device Profiles where）]ドロップダウンリストボックスか
ら、次の条件のいずれかを選択します。

•プロファイル名（Profile Name）
•説明
•デバイスタイプ（Device Type）
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ステップ 4 2番目の [デバイスプロファイル（Device Profiles where）]ドロップダウンリストボックスか
ら、次の条件のいずれかを選択します。

•～で始まる
•～を含む
•次の文字列と完全に一致する
•次の文字列で終わる
•空である
•～が空ではない

ステップ 5 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

データベースに登録されているすべての UDPを検索するには、検索テキストを何
も入力せずに、[検索（Find）]をクリックします。

ヒント

ステップ 6 さらにクエリを定義して複数のフィルタを追加するには、[絞り込み（Search Within Results）]
チェックボックスをオンにして、ドロップダウンボックスから [AND]または [OR]を選択し、
ステップ 2（427ページ）とステップ 5（428ページ）を繰り返します。

ステップ 7 [検索（Find）]をクリックします。

検出されたテンプレートのリストが次の分類で表示されます。

•デバイスプロファイル名
•説明
•デバイスタイプ（Device Type）
• [プロファイルタイプ（Profile Type）]

ステップ 8 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 9 削除方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐに UDPレコードを削除するには、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックしま
す。

b) 後で UDPレコードを削除するには、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 10 電話機レコードを削除するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

[一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]
オプションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブ化します。

クエリテキストボックスに何も情報を入力しない場合、システムはすべての UDP
レコードを削除します。削除アクションは不可逆なため、削除されたレコードを復

元することはできません。

注意

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
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UDPの削除関連のトピック（430ページ）

カスタムファイルを使用した UDPの削除
テキストエディタを使用して、削除するUDPのカスタムファイルを作成できます。同じカス
タムファイル内にデバイスプロファイル名、デバイスプロファイルの説明、および電話番号

を含めることができますが、その同じファイルに電話番号を含めることはできません。別々の

ファイル（デバイス名とMACアドレスを含む 1つのファイル、および電話番号を含むもう 1
つのファイル）を作成する必要があります。

カスタムファイルを使用して、共有回線を使用する UDPを削除することはできません。（注）

bat.xltで作成された挿入トランザクションまたはエクスポートトランザクションのファイルを
削除トランザクションに使用しないでください。代わりに、削除する必要のある UDPレコー
ドの詳細を含むカスタムファイルを作成する必要があります。削除トランザクションにはこの

ファイルだけを使用してください。

（注）

始める前に

1. 削除する UDPに関する次のいずれかの詳細情報を列挙したテキストファイルを作成しま
す。

•プロファイル名

•プロファイルの説明

カスタムファイルでは見出しが不要で、名前、説明、または電話番号の値を入力できます。各

アイテムをテキストファイル内の別々の行に配置します。

（注）

2. の最初のノードサーバーに、CSVファイルをアップロードします。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザデバイスプロファイル（User Device Profiles）] >
[ユーザデバイスプロファイルの削除（Delete User Device Profiles）] > [カスタムファイル
（Custom File）]の順に選択します。
[ユーザデバイスプロファイルの削除（カスタム）（Delete User Device Profiles Custom
Configuration）]ウィンドウが表示されます。
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ステップ 2 [削除（Delete）]をクリックします。

ステップ 3 [デバイスプロファイル（Device Profiles where）]ドロップダウンリストボックスで、次の条
件のいずれかから作成済みのカスタムファイルのタイプを選択します。

•プロファイル名（Profile Name）

•プロファイルの説明（Profile Description）

• [電話番号（Directory Number）]

ステップ 4 カスタムファイルのリストで、この削除用のカスタムファイルのファイル名を選択して、[検
索（Find）]をクリックします。
検索条件と一致する UDPのリストが表示されます。

ステップ 5 UDPを削除するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックします。

[一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュール追加またはアクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
UDPの削除関連のトピック（430ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

UDPの削除関連のトピック
•クエリを使用した UDPの削除（427ページ）

•カスタムファイルを使用した UDPの削除（429ページ）

•サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

•スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

• TAPSの概要（741ページ）

• BATログファイル（771ページ）
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第 44 章

ユーザデバイスプロファイルのエクスポー

ト

この章では、ユーザデバイスプロファイルレコードのエクスポートについて説明します。ユー

ザデバイスプロファイルレコードをエクスポートする際、次の 2つのファイル形式名のいず
れかを選択できます。

• [すべてのユーザデバイスプロファイルの詳細（All User Device Profile Details）]：ユーザ
デバイスプロファイルに関連付けられている、すべての回線属性、サービス、およびユー

ザ IDをエクスポートする場合。

• [特定のユーザデバイスプロファイルの詳細（Specific User Device Profile Details）]：ユー
ザデバイスプロファイルに関連付けられている、限られた詳細のセットをエクスポート

する場合。

•すべてのユーザデバイスプロファイルの詳細形式（431ページ）
•固有のユーザデバイスプロファイル形式（435ページ）
•ユーザデバイスプロファイルレコードのエクスポート（436ページ）

すべてのユーザデバイスプロファイルの詳細形式
電話によって回線設定（複数のパーティションやコールサーチスペースなど）が異なる場合

は、すべてのユーザデバイスプロファイルの詳細形式を使用します。

次の表に、すべてのユーザデバイスプロファイルの詳細ファイル形式を選択した場合にエク

スポートされるフィールドを一覧します。
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表 24 :すべてのユーザデバイスプロファイルの詳細ファイル形式でエクスポートされるフィールド

エクスポートされたフィールドフィールドタイプ

[ユーザデバイスプロファイル名（User Device Profile
Name）]、[説明（Description）]、[デバイスプール
（DevicePool）]、[コーリングサーチスペース（Calling
Search Space）]、[AARコーリングサーチスペース
（AAR Calling Search Space）]、[メディアリソースグ
ループリスト（Media Resource Group List）]、[ユーザ
保留音サービス（User Hold Audio Service）]、[ネット
ワーク保留音源（Network Hold Audio Source）]、[ログ
インユーザID（Login User ID）]、[ユーザロケール
（User Locale）]、[ネットワークロケール（Network
Locale）]、[電話ボタンテンプレート（Phone Button
Template）]、[拡張モジュールタイプI（Expansion
Module Type I）]、[拡張モジュールタイプ II（Expansion
Module Type II）]、[ソフトキーテンプレート（Softkey
Template）]、[電話ロード名（Phone Load Name）]、
[モジュール1ロード名（Module 1 Load Name）]、[モ
ジュール2ロード名（Module 2 Load Name）]、[MLPP
通知（MLPP Indication）]、[MLPPプリエンプション
（MLPP Preemption）]、[MLPPドメイン（MLPP
Domain）]

デバイスフィールド

[情報（Information）]、[ディレクトリ（Directory）]、
[メッセージ（Messages）]、[サービス（Services）]、
[認証サーバ（Authentication Server）]、[プロキシサー
バ（Proxy Server）]、[アイドル（Idle）]、[アイドルタ
イマー（Idle Timer）]、[エクステンションモビリティ
の有効化（Enable Extension Mobility）]、[ログアウト
プロファイル（Logout Profile）]、[ログインユーザID
（Login User ID）]、[ログイン時刻（Login Time）]、
[ログアウト時刻（Logout Time）]

モデル固有のデバイ

スフィールド
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エクスポートされたフィールドフィールドタイプ

回線フィールド
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エクスポートされたフィールドフィールドタイプ

[電話番号（Directory Number）]、[パーティション
（Partition）]、[ボイスメールプロファイル（Voice Mail
Profile）]、[回線CSS（Line CSS）]、[AARグループ
（AAR Group）]、[回線ユーザ保留音源（Line User
Hold Audio Source）]、[回線ネットワーク保留音源
（Line Network Hold Audio Source）]、[自動応答（Auto
Answer）]、[ボイスメールへの不在転送（Forward All
to Voice Mail）]、[不在転送の接続先（Forward All
Destination）]、[不在転送 CSS（Forward All CSS）]、
[ボイスメールへの話中転送（Forward Busy External to
Voice Mail）]、[話中転送の接続先（外部）（Forward
Busy External Destination）]、[話中転送（外部）CSS
（Forward Busy External CSS）]、[ボイスメールへの無
応答時転送（外部）（Forward No Answer External to
Voice Mail）]、[無応答時転送の接続先（外部）
（Forward No Answer External Destination）]、[無応答
時転送（外部）CSS（Forward No Answer External
CSS）]、[ボイスメールへの失敗時転送（Forward On
Failure to Voice Mail）]、[失敗時転送の接続先（Forward
On Failure Destination）]、[失敗時転送 CSS（Forward
on Failure CSS）]、[コールピックアップグループ（Call
pickup group）]、[ボイスメールへの話中転送（内部）
（Forward Busy Internal to Voice Mail）]、[話中転送の
接続先（内部）（Forward Busy Internal Destination）]、
[話中転送（内部）CSS（Forward Busy Internal CSS）]、
[ボイスメールへの無応答時転送（内部）（ForwardNo
Answer Internal to Voice Mail）]、[無応答時転送の接続
先（内部）（Forward No Answer Internal Destination）]、
[無応答時転送（内部）CSS（Forward No Answer Internal
CSS）]、[ボイスメールへのコール無カバレッジ時転
送（外部）（Forward No Call Coverage External to Voice
Mail）]、[コール無カバレッジ時転送の接続先（外部）
（Forward No Call Coverage External Destination）]、
[コール無カバレッジ時転送（外部）CSS（Forward No
Call Coverage External CSS）]、[ボイスメールへのコー
ル無カバレッジ時転送（内部）（Forward No Call
Coverage Internal to Voice Mail）]、[コール無カバレッ
ジ時転送の接続先（内部）（Forward No Call Coverage
Internal Destination）]、[コール無カバレッジ時転送
（内部）CSS（Forward No Call Coverage Internal
CSS）]、[表示（Display）]、[外線電話番号マスク
（External Phone Number Mask）]、[メッセージ受信ラ
ンプポリシー（Message Waiting Lamp Policy）]、[電
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エクスポートされたフィールドフィールドタイプ

話機がアイドルのときの呼出音設定（RingSettingWhen
Idle）]、[回線のテキストラベル（Line Text Label）]、
[電話使用時の呼出音設定（Ring Setting When
Active）]、[無応答時の呼び出し時間（No Answer Ring
Duration）]、[MLPPターゲット接続先（MLPP Target
Destination）]、[MLPPコーリングサーチスペース
（MLPP Calling Search Space）]、[MLPP無応答時の呼
び出し時間（MLPP No Answer Ring Duration）]、[コー
ル最大数（Max Num Calls）]、[話中トリガー（Busy
Trigger）]、[コール情報表示マスク（Call Info Display
Mask）]、[呼び出し表示（Alerting Name）]

[ユーザID（ User ID）]ユーザフィールド

[短縮ダイヤル番号（Speed Dial Number）]、[短縮ダイ
ヤルラベル（Speed Dial Label）]

[短縮ダイヤル
（Speed Dials）]

[サービス名（Service Name）]、[登録済みサービス名
（Subscribed Service Name）]、[パラメータ名
（Parameter Name）]、[パラメータ値（Parameter
Value）]

サービス

（Services）

固有のユーザデバイスプロファイル形式
ユーザデバイスプロファイルに関連付けられている詳細の限定セットをエクスポートするに

は、デフォルトのユーザデバイスプロファイル形式を使用します。特定のクエリオプション

を選択して、エクスポートファイルをカスタマイズすることもできます。

次の表に、デフォルトのユーザデバイスプロファイル形式を選択するときにエクスポートで

きるフィールドの一覧を示します。

表 25 :デフォルトのユーザデバイスプロファイルファイル形式に含まれるエクスポートされたフィールド

エクスポートされたフィールドフィールドタイプ

MACアドレス、説明、ログインユーザ IDデバイスフィールド

ディレクトリ番号、表示、回線のテキストラベル、

話中転送（外部）、話中転送（内部）、無応答時転送

（外部）、無応答時転送（内部）、無カバレッジ時転

送（外部）、無カバレッジ時転送（内部）、コール

ピックアップグループ

回線フィールド
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ユーザデバイスプロファイルレコードのエクスポート
Cisco Unified Communications Managerからユーザデバイスプロファイルをエクスポートできま
す。

手順

ステップ 1 次のいずれかのオプションを選択します。

a) [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザデバイスプロファイル（User Device Profiles）] >
[ユーザデバイスプロファイルのエクスポート（Export User Device Profiles）] > [固有の詳
細（Specific Details）]の順に選択します。
[エクスポートするユーザデバイスプロファイルの検索/一覧表示（Find and List User Device
Profiles To Export）]ウィンドウが表示されます。

b) [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザデバイスプロファイル（User Device Profiles）] >
[ユーザデバイスプロファイルのエクスポート（Export User Device Profiles）] > [すべての
詳細（All Details）]の順に選択します。
[ユーザデバイスプロファイルのエクスポート（Export User Device Profiles Configuration）]
ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [すべての詳細（All Details）]オプションでは、[デバイスタイプ（Device Type）]ドロップダ
ウンリストボックスから、デバイスのタイプまたは特定のモデルを選択します。ステップ 4
（437ページ）にスキップします。

ステップ 3 [固有の詳細（Specific Details）]オプションでは、エクスポートファイルをカスタマイズして、
次の任意の詳細オプションを設定できます。

a) ドロップダウンリストボックスから、[デバイスタイプ（Device Type）]と [デバイスプロ
トコル（Device Protocol）]を選択します。

b) 最初目の [ユーザデバイスプロファイルの検索（Find a User Device Profile）]ドロップダウ
ンリストボックスで、次のオプションの中から選択します。

•プロファイル名（Profile Name）

•プロファイルの説明（Profile Description）

c) 2番目のドロップダウンリストボックスでは、次のオプションの中から選択します。

•～で始まる

•～を含む

•次の文字列と完全に一致する

•次の文字列で終わる

•空である

•～が空ではない
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d) [検索（Search）]フィールドボックスに、特定のプロファイルの名前や説明などの検索す
る値を入力します。

e) さらにクエリを定義するには、[絞り込み（Search Within Results）]チェックボックスをオ
ンにし、[AND]または [OR]を選択して複数のフィルタを追加し、3.b（436ページ）～3.d
（437ページ）を繰り返します。

f) [検索（Find）]をクリックします。検索結果が表示されます。
g) [次へ（Next）]をクリックします。
h) [ファイル形式（File Format）]ドロップダウンリストボックスからファイル形式を選択し
ます。

ステップ 4 [ファイル名（File Name）]フィールドに、使用するファイル名を入力します。

ステップ 5 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 6 エクスポート方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐにユーザデバイスプロファイルをエクスポートする場合は、[今すぐ実行（Run
Immediately）]をクリックします。

b) 後でユーザデバイスプロファイルをエクスポートする場合は、[後で実行（Run Later）]を
クリックします。

ステップ 7 ユーザデバイスプロファイルをエクスポートするためのジョブを作成するには、[送信
（Submit）]をクリックします。

[一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュール追加またはアクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
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第 45 章

デバイスプロファイルおよびユーザデバ

イスプロファイルの回線属性の更新

この章では、クエリを使用して、デバイスの回線およびユーザデバイスプロファイルの回線

を更新する方法について説明します。

•デバイスおよび UDP回線の更新（439ページ）
•クエリを使用したデバイスおよび UDP回線の更新（439ページ）
•ユーザデバイスプロファイルの回線更新関連のトピック（442ページ）

デバイスおよび UDP回線の更新
クエリを使用して、デバイスおよびユーザデバイスプロファイルの回線を更新できます。特

定のデバイスまたはユーザデバイスプロファイルのグループの回線属性を更新するには、[回
線の更新（Update Lines）]オプションを使用します。電話およびユーザデバイスプロファイ
ルの両方がクエリ結果に含まれる場合、それらの回線が同時に更新されます。

電話が Cisco Unified Communications Managerデータベースから削除された場合、その電話番号
はデータベース内に残ります。これらの孤立した電話番号を管理するには、[回線の更新（Update
Lines）]オプションを使って未割り当ての電話番号を検索し、これらの電話番号を削除したり
更新したりできます。

ヒント

クエリを使用したデバイスおよび UDP回線の更新
クエリを使用して、デバイスおよびユーザデバイスプロファイルの回線を更新します。
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手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザデバイスプロファイル（User Device Profiles）] >
[回線の追加/更新（Add/Update Lines）] > [回線の更新（Update Lines）]の順に選択します。

[回線更新クエリ（Update Lines Query）]ウィンドウが表示されます。

クエリを指定しない場合、すべての回線を更新できます。2にスキップします。（注）

ステップ 2 最初の [回線の検索（Find Line where）]ドロップダウンリストボックスから、次の条件のい
ずれかを選択します。

• [電話番号（Directory Number）]

•［ルートパターン（Route Pattern）］

• [回線の説明（Line Description）]

• [コーリングサーチスぺース（電話機）（Calling Search Space (Phone)）]

• Calling Search Space (Line)

• [デバイスプール（Device Pool）]

• Device Description

• Line Position

•未割り当ての DN

•コールピックアップグループ

孤立した電話番号を特定して削除するには、[未定義の DN（Unassigned DN）]
「」を使用します。

（注）

ステップ 3 2番目の [回線の検索（Find Line where）]ドロップダウンリストボックスから、次の条件のい
ずれかを選択します。

•～で始まる

•～を含む

•次の文字列と完全に一致する

•次の文字列で終わる

•空である

•～が空ではない

ステップ 4 [検索（Search）]フィールドリストボックスで、特定する値を選択または入力します。

たとえば、リストから [回線パーティション（Line Partition）]を選択することも、電話番号の
範囲を入力することもできます。
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データベースに登録されているすべての回線を検索するには、検索テキストを何も

入力せずに [検索（Find）]をクリックします。
ヒント

ステップ 5 さらにクエリを定義して複数のフィルタを追加するには、[絞り込み（Search Within Results）]
チェックボックスをオンにして、ドロップダウンボックスから [AND]または [OR]を選択し、
ステップ 2とステップ 3を繰り返します。

ステップ 6 影響を受けるレコードを表示するには、[検索（Find）]をクリックします。

検出された回線のリストが次の分類で表示されます。

•パターン/電話番号

•パーティション（Partition）

•説明

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。
[回線の更新（Update Lines）]ダイアログボックスの一番上に、選択したクエリのタイプが表
示されます。

クエリのタイプを変更する場合は、[戻る（Back）]をクリックします。ヒント

ステップ 8 クエリの中で定義したすべてのレコードを対象として更新する設定値を指定します。更新する

複数のパラメータを選択できます。フィールドの説明については、「BATテンプレートの電話
回線フィールドの説明（88ページ）」を参照してください。

いくつかのフィールドでは、Cisco Unified Communications Managerからの値が表示
されます。これらの値は、Cisco Unified Communications Manager Administrationを使
用して設定する必要があります。

（注）

ステップ 9 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 10 挿入方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐに回線を挿入する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックします。
b) 後で回線を挿入する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 11 電話機レコードを挿入するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

[ジョブの設定（Job Configuration）]ウィンドウを使用して、このジョブをスケジュールまたは
アクティブ化します。

回線レコードに関するいずれかの情報に問題がある場合、Cisco Unified
Communications Manager一括管理（BAT）はその回線レコードを更新しません。

（注）

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
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ユーザデバイスプロファイルの回線更新関連のトピック（442ページ）

ユーザデバイスプロファイルの回線更新関連のトピック
•クエリを使用したデバイスおよび UDP回線の更新（439ページ）

• BATテンプレートの電話回線フィールドの説明（88ページ）

•スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

• BATログファイル（771ページ）
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第 46 章

UDP回線の追加

この章では、既存のユーザデバイスプロファイルのグループに回線を追加する方法について

説明します。BATテンプレートを使用して新しい回線を追加する場合、電話サービスもスピー
ドダイヤルも変更できません。Cisco Unified Communications Manager一括管理（BAT）では、
既存のデバイスに回線を追加する際、BATテンプレート内のそれらのフィールドを無視しま
す。

•既存の UDPへの回線の追加（443ページ）
• BATスプレッドシートを使用した既存の UDPへの回線の追加（444ページ）
• BATスプレッドシートの UDP回線フィールドの説明（446ページ）
• UDP回線の追加関連のトピック（450ページ）

既存の UDPへの回線の追加
CSVデータファイルを使用して、既存のユーザデバイスプロファイルに回線を追加できま
す。Cisco Unified Communications Managerの一括管理（BAT）では、既存デバイスに回線を追
加しても、電話サービスおよび短縮ダイヤルへの変更は無視されます。

始める前に

•このトランザクション用の BATテンプレートを用意しておく必要があります。

•このトランザクション用の CSVデータファイルを用意しておく必要があります。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザーデバイスプロファイル（User Device Profiles）] >
[回線の追加/更新（Add/Update Lines）] > [回線の追加（Add Lines）]の順に選択します。
[UDP回線の追加設定（UDP Add Lines Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]フィールドで、この一括トランザクション用に作成した CSVデー
タファイルを選択します。
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ステップ 3 テンプレートで既存の電話機の電話設定を変更する場合、[既存の電話ボタンテンプレートの
更新（Update the existing phone button template）]チェックボックスをオンにしますこのチェッ
クボックスがオンになっている場合は、ユーザデバイスプロファイル情報も更新されます。

ステップ 4 [テンプレート名（Template Name）]フィールドで、この一括トランザクションで使用するユー
ザデバイスプロファイルテンプレートを選択します。

ステップ 5 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 6 挿入方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐに電話機レコードを挿入する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックし
ます。

b) 後で電話機レコードを挿入する場合は、[あとで実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 7 電話機レコードを挿入するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

[一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]
オプションを使用して、このジョブをスケジュールおよび/またはアクティブ化します。

関連トピック

BATテンプレート内の電話回線の追加または更新（34ページ）
BATログファイル（771ページ）
BATスプレッドシートを使用したユーザデバイスプロファイル CSVデータファイルの
作成（374ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
UDP回線の追加関連のトピック（450ページ）

BATスプレッドシートを使用した既存の UDPへの回線の
追加

•このトランザクション用の BATテンプレートを用意しておく必要があります。

•このトランザクション用の CSVデータファイルを用意しておく必要があります。

既存の UDPに回線を追加するため、BATスプレッドシートを使用して CSVデータファイル
を作成します。Cisco Unified Communications Managerの一括管理（BAT）では、既存デバイス
に回線を追加する際、テンプレート内の電話サービスおよび短縮ダイヤルのフィールドへの変

更は無視されます。

BATスプレッドシートのフィールドの編集を完了した後、その内容を CSV形式のデータファ
イルにエクスポートできます。エクスポートされた CSV形式のデータファイルには、次のよ
うなデフォルトのファイル名が割り当てられます。

<tabname>-<timestamp>.txt
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ここで、<tabname>は、作成した入力ファイルのタイプ（UDPなど）を表し、<timestamp>は

ファイルが作成された正確な日時を表します。

いずれかのフィールドにカンマを入力すると、BAT形式にエクスポートする際に BAT.xltはそ
のフィールドエントリを二重引用符で囲みます。

スプレッドシートに空の行を含める場合、システムは空の行をファイルの終わりとして扱いま

す。空の行より後に入力されたデータは BAT形式に変換されません。

（注）

手順

ステップ 1 BATスプレッドシートを開くには、BAT.xltファイルを探してダブルクリックします。

ステップ 2 スプレッドシートの機能を使用するように求められたら、[マクロを有効にする（EnableMacros）]
をクリックします。

ステップ 3 フィールドを表示するには、スプレッドシートの下部にある [回線の追加（Add Lines）]タブ
をクリックします。

ステップ 4 以下のオプションから適切なラジオボタンを選択します。

•電話

• UDP

ステップ 5 スプレッドシートで、各回線の個々のデバイスプロファイルについてデータを入力します。

すべての必須フィールドと関連するオプションフィールドに値を入力します。各列の見出しで

はフィールドの長さが指定され、また必須であるか、オプションであるかも指定されます。

フィールドの説明については、「表 26 : BATスプレッドシートを使用して UDPに回線を追加
する場合のフィールドの説明（446ページ）」を参照してください。

ステップ 6 BAT Excelスプレッドシートから CSV形式のデータファイルにデータを移すには、[BAT形式
にエクスポート（Export to BAT Format）]をクリックします。

エクスポートされた CSVデータファイルを読み取る方法については、BATの [電
話の挿入（Insert Phones）]ウィンドウにある [サンプルファイルの表示（View Sample
File）]へのリンクをクリックします。

ヒント

システムは、デフォルトの名前 <tabname>-<timestamp>.txtを使用して C:\XLSDataFiles\
にファイルを保存します。または、[参照（Browse）]を使用して、ローカルワークステーショ
ンの別の既存のフォルダにファイルを保存することもできます。

次のタスク

CSVファイルをCisco Unified Communications Managerサーバの最初のノードにアップロードし
ます。
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関連トピック

BATテンプレート内の電話回線の追加または更新（34ページ）
BATログファイル（771ページ）
CSVデータファイルを作成するために BATスプレッドシートのデータを収集する（14
ページ）

BATスプレッドシートを使用したユーザデバイスプロファイル CSVデータファイルの
作成（374ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
UDP回線の追加関連のトピック（450ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

BATスプレッドシートの UDP回線フィールドの説明
次の表で、BATスプレッドシートを使用して UDPに回線を追加するときのフィールドについ
て説明します。

表 26 : BATスプレッドシートを使用して UDPに回線を追加する場合のフィールドの説明

説明フィールド

電話機、VGC仮想電話機、VGC PhoneのMACアドレスを入力します。CTI
ポートおよび H.323クライアントの固有 IDを入力します。UDPのデバイ
ス名を入力します。

MACアドレス/デバ
イス名（MAC
Address/Device
Name）

電話の回線インデックスを表す数字（1～ 34）を入力します。回線インデックス

（Line Index）

この回線の電話番号を最大 24文字の数字と特殊文字で入力します。[電話番号（Directory
Number）]

コールの着信側の電話機ディスプレイに表示するテキストを入力します（た

とえばユーザ名「John Smith」や電話機の設置場所「Conference Room 1」な
ど）。

このフィールドを空白のままにすると、[電話番号（Directory
Number）]フィールドに入力された値が使用されます。

（注）

デフォルトの言語として英語が指定されています。（注）

ディスプレイ

（Display）

回線と電話の組み合わせについて、この電話番号を特定するテキストを入

力します。

デフォルトでは英語が指定されています。（注）

[回線テキストラベ
ル（Line Text
Label）]
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説明フィールド

回線が使用中のときに、外線番号から着信したコールの転送先となる電話

番号またはディレクトリ URIを入力します。

この設定は、外部の接続先（制限されていない場合）を含め、

ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電話番号を使用する

すべてのデバイスに適用されます。

（注）

[話中転送（外部）
（Forward Busy
External）]

電話機が応答しない場合に、外線番号から着信したコールの転送先となる

電話番号またはディレクトリ URIを入力します。

この設定は、外部の接続先（制限されていない場合）を含め、

ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電話番号を使用する

すべてのデバイスに適用されます。

（注）

[無応答時転送（外
部）（Forward No
Answer External）]

電話機のカバレッジがない場合に、外線番号から着信したコールの転送先

となる電話番号またはディレクトリ URIを入力します。

この設定は、外部の接続先（制限されていない場合）を含め、

ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電話番号を使用する

すべてのデバイスに適用されます。

（注）

[カバレッジ無し時転
送（外部）

（Forward No
Coverage External）]

回線が使用中のときに、内部番号から発信されたコールの転送先とする電

話番号またはディレクトリ URIを入力します。

この設定は、外部の接続先（制限されていない場合）を含め、

ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電話番号を使用する

すべてのデバイスに適用されます。

（注）

[話中転送（内部）
（Forward Busy
Internal）]

電話機が応答しないときに、内部番号からのコールの転送先とする電話番

号またはディレクトリ URIを入力します。

この設定は、外部の接続先（制限されていない場合）を含め、

ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電話番号を使用する

すべてのデバイスに適用されます。

（注）

[無応答時転送（内
部）（Forward No
Answer Internal）]

電話機にカバレッジがないときに、内部番号からのコールの転送先とする

電話番号またはディレクトリ URIを入力します。

この設定は、外部の接続先（制限されていない場合）を含め、

ダイヤル可能なすべての電話番号と、この電話番号を使用する

すべてのデバイスに適用されます。

（注）

カバレッジ無し時転

送（内部）

（Forward No
Coverage Internal）
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説明フィールド

パーティ参加トーンに関する次のいずれかのオプションを選択します。

• [デフォルト（Default）]：[パーティ参加トーン（Party Entrance Tone）]
サービスパラメータに設定された値を使用します。

• [オン（On）]：基本コールがマルチパーティコール（つまり割り込み
コール、C割り込みコール、アドホック会議、ミートミー会議、参加
コール）に変更されるときに、電話でトーンが再生されます。さらに、

いずれかの通話者がマルチパーティコールを離れると、別のトーンが

再生されます。制御デバイス（つまりマルチパーティコールの発信

元）にビルトインブリッジがある場合、制御デバイスで [オン（On）]
を選択すると、すべての通話参加者に対してトーンが再生されます。

制御デバイス（会議コントローラなど）がコールに残っていない場合

や、制御デバイスがトーンを再生できない場合には、[オン（On）]を
選択してもトーンが再生されません。

• [オフ（Off）]：基本コールがマルチパーティコールに変更されたとき
に、電話でトーンが再生されません。

[パーティ参加トーン
（Party Entrance
Tone）]

パークされている側が外部である場合、パークしたユーザの [未取得時の
パークモニタリング転送の接続先（外部）（Park Monitoring Forward No
Retrieve Destination External）]パラメータで指定された接続先にコールが転
送されます。[未取得時のパークモニタリング転送の接続先（外部）（Park
Monitoring Forward No Retrieve Destination External）]フィールドの値が空の
場合、パークされた側のコールはパークしたユーザの回線にリダイレクト

されます。

パークモニタリング

転送非取得時の接続

先（外部）（Park
Monitor Forward No
Retrieve Ext
Destination）

パークされている側が内部である場合、パークしたユーザの [未取得時の
パークモニタリング転送の接続先（内部）（Park Monitoring Forward No
Retrieve Destination External）]パラメータで指定された接続先にコールが転
送されます。[未取得時のパークモニタリング転送の接続先（内部）（Park
Monitoring Forward No Retrieve Destination Internal）]が空の場合、パークさ
れた側のコールはパークしたユーザの回線にリダイレクトされます。

パークモニタリング

転送非取得時の接続

先（内部）（Park
Monitor Forward No
Retrieve Int
Destination）

この設定には [ボイスメールプロファイルの設定（Voice Mail Profile
Configuration）]ウィンドウの設定が使用されます。

この設定を使用すると、Cisco Unified Communications Managerは [接続先
（Destination）]ボックスと [コーリングサーチスペース（Calling Search
Space）]の設定を無視します。

パークモニタリング

転送非取得時のボイ

スメール（内部）

（Park Monitor
Forward No Retrieve
Int Voice Mail）

この設定には、[ボイスメールプロファイルの設定（Voice Mail Profile
Configuration）]ウィンドウの設定が使用されます。

この設定を使用すると、Cisco Unified Communications Managerは [接続先
（Destination）]ボックスと [コーリングサーチスペース（Calling Search
Space）]の設定を無視します。

パークモニタリング

転送非取得時のボイ

スメール（外部）

（Park Monitor
Forward No Retrieve
Ext Voice Mail）
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説明フィールド

その電話番号に適用するコーリングサーチスペースを選択します。パークモニタリング

転送非取得時のコー

リングサーチスペー

ス（外部）（Park
Monitor Forward No
Retrieve Ext CSS）

その電話番号に適用するコーリングサーチスペースを選択します。パークモニタリング

転送非取得時のコー

リングサーチスペー

ス（内部）（Park
Monitor Forward No
Retrieve Int CSS）

このパラメータは、ユーザがパークしたコールを取得するよう同じユーザ

に促すまでに Cisco Unified Communications Managerが待機する秒数を決定
します。このタイマーが開始するのは、ユーザが電話機の [パーク（Park）]
ソフトキーを押したときです。タイマーが時間切れになるとアラームが鳴

ります。

デフォルト：60秒

0以外の値を設定すると、[サービスパラメータ（Service Parameters）]ウィ
ンドウで設定されたこのパラメータの値が、この値でオーバーライドされ

ます。ただし、ここで値 0を設定すると、[サービスパラメータ（Service
Parameters）]ウィンドウの値が使用されます。

[パークモニタリング
復帰タイマー（Park
Monitor Reversion
Timer）]

このフィールドを使用して、この機能をオンまたはオフにすることができ

ます。Cisco Unified Communications Managerが電話機のその電話番号に関
するコール履歴に不在着信を記録できるようにするには、「T」を入力し
ます。この機能を無効にするには「F」と入力します。

不在着信のログを取

る（Log Missed
Calls）

ピックアップグループ名を入力して、コールピックアップグループを指

定します。このグループは、適切なピックアップグループ番号をダイヤル

することで、この回線への着信コールに応答できます。

[コールピックアッ
プグループ（Call
Pickup Group）]
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説明フィールド

この電話機の電話番号に関連付けるディレクトリ URIを入力します。
username@hostの形式で入力してください。最大 47文字の英数字からなる
ユーザ名を入力します。ホストアドレスには、IPv4アドレスまたは完全修
飾ドメイン名を入力します。

Cisco Unified CMの管理ページで、二重引用符またはコンマが
組み込まれた複数のURIを入力できます。ただし、一括管理を
使用して、二重引用符やコンマが組み込まれたディレクトリ

URIを含む csvファイルをインポートする場合には、ディレク
トリURI全体を二重引用符で囲み、組み込まれた二重引用符を
二重引用符でエスケープする必要があります。たとえば、

「Jared, "Jerry",Smith@test.com」というディレクトリ URIは、
csvファイルでは"Jared,""Jerry"",Smith@test.com」と入力する必
要があります。

（注）

電話番号の URI
（1-5）（URI (1-5)
on Directory
Number）

ディレクトリURIが属するルートパーティションを入力します。ディレク
トリURIへのアクセスを制限しない場合は、このフィールドを空白のまま
にします。

[電話番号のURI (1-5)
ルートパーティショ

ン（URI (1-5) Route
Partition on Directory
Number）]

このディレクトリURIをこの内線番号のプライマリディレクトリURIとし
て指定するには、「t」（True）と入力します。このディレクトリURIをこ
の内線番号のプライマリディレクトリURIとして指定しない場合は、「f」
（False）と入力します。

1つの電話番号に最大 5つのディレクトリURIを関連付けるこ
とができますが、1つのプライマリディレクトリURIを選択す
る必要があります。

（注）

電話番号の URI
（1-5）をプライマリ
にする（URI (1-5) Is
Primary on Directory
Number）

UDP回線の追加関連のトピック
•既存の UDPへの回線の追加（443ページ）

• BATスプレッドシートを使用した既存の UDPへの回線の追加（444ページ）

• BATスプレッドシートの UDP回線フィールドの説明（446ページ）

• BATテンプレート内の電話回線の追加または更新（34ページ）
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第 47 章

UDPレポートの生成

この章では、ユーザデバイスプロファイルレポートの作成および保存について説明します。

これらのレポートにファイル名を付けて、最初のノードサーバ上のフォルダ内に格納すること

により、確認と印刷ができます。

• BATレポートの生成（451ページ）
•ユーザデバイスプロファイルレポートの生成（452ページ）
• UDPレポートの生成関連のトピック（454ページ）

BATレポートの生成
Cisco Unified Communications Manager一括管理ツール（BAT）が生成するレポートを使用する
ことで、レコードを効果的に管理できます。電話、ユーザ、デバイスプロファイル、マネー

ジャとアシスタント、およびゲートウェイレコードに関する情報を提供するレポートを作成

し、保存することができます。

電話またはユーザデバイスプロファイルに関するBATレポートは、デバイスフィールドおよ
び回線フィールドのリストから項目を選択することで、特定のニーズに合わせてカスタマイズ

できます。また、レポート内のフィールドの配置方法も選択できます。レポートは、CSVファ
イル形式で生成されます。これらのレポートは、確認および印刷するために、ファイル名を付

けて保存し、最初のノードサーバ上のフォルダ内に格納することができます。

ユーザ、マネージャ、アシスタント、およびゲートウェイに関するレポート形式は固定されて

いるため、これらのレポートをカスタマイズすることはできません。

（注）

例

すべての電話番号とそれぞれの電話機モデル別の転送先のリストが必要だとします。その場

合、Cisco Unified IP Phoneモデル 7960の電話レポートを生成し、クエリ詳細としてデバイス
名、電話番号、話中転送先、無応答時転送、およびラベルを選択します。[電話番号（Directory
Number）]フィールド、[ラベル（Label）]フィールド、その後に 2つの転送先番号が続くよう
にレポートのフィールドを配置できます。

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
451



ユーザデバイスプロファイルレポートの生成
BATを使用して、ユーザデバイスプロファイル（UDP）に関するレポートを生成します。UDP
に関するレポートの形式はカスタマイズできません。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザデバイスプロファイル（User Device Profiles）] >
[UDPレポートの作成（Generate UDP Reports）]の順に選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]ドロップダウンリストから、次のオプションのいずれかを選択します。

•ユーザー（users）

• [自動生成（Autogenerated）]

•すべて（All）

ステップ 3 最初の [デバイスプロファイル（Device Profiles where）]ドロップダウンリストから、次の条
件のいずれかを選択します。

•プロファイル名

•説明

•デバイスタイプ（Device Type）

ステップ 4 2番目の [デバイスプロファイル（Device Profiles where）]ドロップダウンリストから、次の条
件のいずれかを選択します。

•～で始まる

•～を含む

•次の文字列と完全に一致する

•次の文字列で終わる

•空である

•～が空ではない

ステップ 5 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、[検索（Find）]をクリックします。

データベースに登録されているすべての UDPを検索するには、検索テキストを何
も入力せずに、[検索（Find）]をクリックします。

ヒント

検出されたテンプレートのリストが次の分類で表示されます。

•名前
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•説明

•デバイスタイプ（Device Type）

• [プロファイルタイプ（Profile Type）]

さらにクエリを定義して複数のフィルタを追加するには、[絞り込み（SearchWithin
Results）]チェックボックスをオンにして、ドロップダウンから [AND]または [OR]
を選択し、ステップ2（452ページ）とステップ5（452ページ）を繰り返します。

（注）

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックして、レポートのタイプに関する詳細を選択します。

[デバイスプロファイルレポートの設定（Device Profile Report Configuration）]ウィンドウが開
いて、選択したクエリが表示されます。

クエリのタイプを変更するには、[戻る（Back）]をクリックします。ヒント

ステップ 7 [レポートファイル名（Report File Name）]フィールドに、このレポートの名前を入力します
（必須）。

ステップ 8 [使用可能なデバイスフィールド（Available Device Fields）]ドロップダウンリストで、デバイ
スアイテムを選択して矢印をクリックすると、そのアイテムをこのレポートリストの [選択済
みのデバイスフィールド（Selected Device Fields）]に移動します。レポートに含める 1つ以上
のフィールドを選択できます。

デバイスフィールドと回線フィールドのリストについては、「電話および IPテレフォニーデ
バイスレポート（235ページ）」を参照してください。

このレポートリストの [選択済みのフィールド（Selected Fields）]内でアイテムの
順序を変更するには、アイテムを選択して上矢印または下矢印をクリックすると、

そのアイテムがリスト内の別の位置に移動します。

ヒント

ステップ 9 [使用可能な回線フィールド（Available Line Fields）]ドロップダウンリストで、回線アイテム
を選択して矢印をクリックすると、そのアイテムがこの [レポート（Report）]リストの [選択
済みのフィールド（Selected Fields）]に移動します。レポートに含める 1つ以上のフィールド
を選択できます。

このレポートリストの [選択済みのフィールド（Selected Fields）]内でアイテムの
順序を変更するには、アイテムを選択して上矢印または下矢印をクリックすると、

そのアイテムがリスト内の別の位置に移動します。

ヒント

レポートを生成するには、少なくとも1つのデバイスフィールドまたは回線フィー
ルドを指定する必要があります。

（注）

ステップ 10 [追加の IPサービスフィールド（Additional IP Services Fields）]領域で、必要に応じて短縮ダ
イヤルサービスまたは IP電話サービス用のチェックボックスをオンにします。

ステップ 11 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 12 レポートの生成方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐにレポートを生成する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックします。
b) 後でレポートを生成する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。
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ステップ 13 UDPに関するレポートを生成するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリック
します。

[一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブ化します。

次のタスク

[一括管理（Bulk Administration）]メニューの [ファイルのアップロード/ダウンロード
（Upload/Download Files）]オプションを使用してレポートファイルを検索し、ダウンロード
することができます。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
UDPレポートの生成関連のトピック（454ページ）
ファイルのアップロードおよびダウンロード（23ページ）

UDPレポートの生成関連のトピック
•ユーザデバイスプロファイルレポートの生成（452ページ）

•電話および IPテレフォニーデバイスレポート（235ページ）

•スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

• BATログファイル（771ページ）
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第 48 章

UDPのインターコムDNの追加および更新

この章では、[インターコムの追加/更新（Add/Update Intercom）]ユーティリティを使用して、
Cisco Unified Communications Managerサーバ内のユーザデバイスプロファイルのインターコム
の一括の追加または更新を行う方法について説明します。

インターコム機能を使用すると、特定のユーザから別のユーザにコールを発信でき、着信側が

ビジー状態かアイドル状態かに関係なく、そのコールは発信側から着信側への一方向メディア

で自動的に応答されます。

•ユーザデバイスプロファイルのインターコム DNの更新（455ページ）
•ユーザデバイスプロファイルへのインターコム DNの追加（456ページ）
• UDPのインターコム DN更新フィールドの説明（457ページ）

ユーザデバイスプロファイルのインターコム DNの更新
BATを使用して、ユーザデバイスプロファイルのインターコムDNを更新します。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザデバイスプロファイル（User Device Profiles）] >
[インターコムの追加/更新（Add/Update Intercom）] > [インターコム電話番号の更新（Update
Intercom Directory Numbers）]の順に選択します。
[インターコム電話番号の更新（Update Intercom Directory Number）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 2 最初の [更新するインターコム電話番号の検索/一覧表示（Find and List Intercom Directory Numbers
To Update where）]ドロップダウンリストボックスから、次の条件のいずれかを選択します。

• [インターコム電話番号（Intercom Directory Number）]
• [ルートパーティション（Route Partition）]
•説明
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ステップ 3 2番目の [更新するインターコム電話番号の検索/一覧表示（Find and List Intercom Directory
Numbers To Update where）]ドロップダウンリストボックスから、次の条件のいずれかを選択
します。

•～で始まる
•～を含む
•～が次の文字列で終わる
•次の文字列と完全に一致する
•空である
•～が空ではない

ステップ 4 必要に応じて、テキストフィールドに適切な検索テキストを指定し、[検索（Find）]をクリッ
クします。

データベースに登録されているすべてのインターコムDNを検索するには、検索テ
キストを何も入力せずに [検索（Find）]をクリックします。

ヒント

さらにクエリを定義するには、[AND]または [OR]を選択して複数のフィルタを追加し、ステッ
プ 2とステップ 3を繰り返します。

検出されたインターコム DNのリストが次の分類で表示されます。

• Intercom DN Pattern
• [ルートパーティション（Route Partition）]
•説明

ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。次の [インターコム電話番号の更新（Update Intercom Directory
Number）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 クエリで定義したすべてのレコードを対象として更新する設定値を指定します。更新する複数
のパラメータを選択できます。パラメータの説明については、UDPのインターコム DN更新
フィールドの説明（457ページ）を参照してください。

ユーザデバイスプロファイルへのインターコム DNの追
加

CSVデータファイルを使用して、Cisco Unified Communications Managerサーバのユーザデバ
イスプロファイルにインターコム DNを追加できます。

始める前に

• UDPまたはその他の IPテレフォニーデバイス固有の詳細を含むデータファイルをカンマ
区切り値（CSV）形式で作成する必要があります。

•関連するターゲットやトランザクションの機能を選択することによって、データファイル
をアップロードします。
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手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザデバイスプロファイル（User Device Profiles）] >
[インターコムの追加/更新（Add/Update Intercom）] > [インターコム電話番号の追加（Add
Intercom Directory Numbers）]の順に選択します。
[UDPインターコムDN一括挿入（Bulk UDP Intercom DN Insert）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]ドロップダウンリストボックスで、この特定の一括トランザクショ
ンのために作成した CSVデータファイルを選択します。

ステップ 3 [ユーザデバイスプロファイルテンプレート名（User Device Profile Template Name）]ドロップ
ダウンリストボックスで、このタイプの一括トランザクションのために作成したBAT UDPテ
ンプレートを選択します。

ステップ 4 挿入するファイルに含まれる情報で既存のUDPテンプレート設定を更新する場合は、[構成時
の設定のオーバーライド（Override Configuration Settings）]チェックボックスをオンにします。

オプションとして、構成時の設定をオーバーラードすることを検討してください。

ステップ 5 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

このトランザクションに関するデフォルトのジョブの説明では、インターコムDNの挿入が指
定されています。

ステップ 6 インターコム DNを追加するタイミングを選択します。次のいずれかを実行します。

a) インターコム DNをすぐに追加する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリック
します。

b) インターコム DNを後で追加する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 7 インターコム DNを追加するジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックします。

[ジョブの設定（Job Configuration）]ウィンドウを使用して、このジョブをスケジュールまたは
アクティブにします。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

UDPのインターコム DN更新フィールドの説明
次の表では、ユーザデバイスプロファイルの回線の詳細情報を更新するためのフィールドに

ついて説明します。

表 27 : UDPのインターコム DN詳細を更新するためのフィールドの説明

説明フィールド

[インターコム電話番号情報（Intercom Directory Number Information）]
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説明フィールド

電話番号が属しているルートパーティションを選択します。

この電話番号は、複数のパーティションで表示さ

れる可能性があります。

（注）

[ルートパーティション（Route
Partition）]

デバイスの識別に役立つ説明を入力します。説明

この名前は、共有電話番号への呼び出し中に表示される名前を

表します。共有電話番号以外の番号の場合、呼び出し時には、

[表示（Display）]フィールドに入力された名前が使用されま
す。

[呼び出し表示（Alerting
Name）]

このフィールドは [呼び出し表示（Alerting Name）]フィールド
と同じ情報を指定しますが、入力できるのはASCII文字だけで
す。Unicode（国際化）文字をサポートしていないデバイスで
は、[ASCII呼び出し表示（Alerting Name ASCII）]フィールド
の内容が表示されます。

[ASCII呼び出し表示（ASCII
Alerting Name）]

インターコム電話番号の設定

このUDP/ポートのグループが属するコーリングサーチスペー
スを選択します。

コーリングサーチスペースは、ダイヤルされた番号のルーティ

ング方法を決定するために検索されるルートパーティション

のコレクションを指定します。

[コーリングサーチスペース
（Calling Search Space）]

プレゼンス機能と共に使用される SIPまたは SCCPデバイス
は、デバイスの BLFスピードダイヤルボタンとして設定され
ている電話番号などのプレゼンスエンティティのステータス

を要求することで、ウォッチャとして機能します。

プレゼンスエンティティのステータスをデバイスで受信でき

るようにするには、電話番号に適用されるプレゼンスグルー

プのステータスを閲覧できるプレゼンスグループを選択しま

す（これは [Presence Group Configuration（プレゼンスグループ
の設定）]ウィンドウで指定されています）。

[プレゼンスグループ
（Presence Group）]
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第 VIII 部

ゲートウェイ
•ゲートウェイテンプレート（461ページ）
•ゲートウェイファイル形式（541ページ）
•ゲートウェイの挿入（547ページ）
• Ciscoゲートウェイの削除（579ページ）
• Ciscoゲートウェイレポートの生成（583ページ）





第 49 章

ゲートウェイテンプレート

この章では、Cisco Unified Communications Manager一括管理（BAT）を使用して Cisco Unified
Communications Managerデータベースでの既存の Ciscoゲートウェイとポートを追加および更
新する方法について説明します。

• Ciscoゲートウェイの追加（461ページ）
•ゲートウェイテンプレートの検索（469ページ）
•ゲートウェイテンプレートの追加または編集（471ページ）
•ゲートウェイの設定項目（487ページ）
•ポートの構成時の設定（533ページ）
•ゲートウェイ設定関連のトピック（538ページ）

Ciscoゲートウェイの追加
BATを使用して、Ciscoゲートウェイを Cisco Unified Communications Managerデータベースに
一括して追加することができます。

関連トピック

BATを使用した Cisco VG200ゲートウェイの追加（461ページ）
BATを使用した Cisco Catalyst 6000（FXS）ゲートウェイおよびポートの追加（462ペー
ジ）

BATを使用した Cisco VG224ゲートウェイの追加（463ページ）
BATを使用した Cisco VG202および Cisco VG204ゲートウェイの追加（464ページ）
ゲートウェイ設定関連のトピック（538ページ）

BATを使用した Cisco VG200ゲートウェイの追加
BATを使用して Cisco VG200ゲートウェイを Cisco Unified Communications Managerデータベー
スに追加する際に、以下のタイプのトランクやポートを設定できます。

•アナログデバイスの Foreign Exchange Station（FXS）ポート
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•ループスタートトランクまたはグラウンドスタートトランク用の Foreign Exchange Office
（FXO）

• ISDNサービス用の T1一次群速度インターフェイス（PRI）トランク（北米）。現在
Cisco VG200ゲートウェイにのみ使用可能です。

• ISDNサービス用の T1一次群速度インターフェイス（PRI）トランク（欧州）。現在
Cisco VG200ゲートウェイにのみ使用可能です。

•デジタルアクセス T1ポートトランク

始める前に

VG200ゲートウェイをCisco Unified Communications Managerデータベースに追加する前に、ま
ず Cisco IOSソフトウェアのコマンドラインインターフェイス（CLI）を使用してゲートウェ
イを設定する必要があります。ゲートウェイの設定手順やコマンドについては、ゲートウェイ

に付属の設定ドキュメントを参照してください。

手順

ステップ 1 一連のゲートウェイとポートに対して共通の値を定義するには、Cisco VG200ゲートウェイテ
ンプレートを作成します。「Cisco VG200ゲートウェイテンプレートの作成（472ページ）」
を参照してください。

ステップ 2 追加するゲートウェイとポートそれぞれに対して個別の値を定義するには、CSVデータファ
イルを作成します。「CiscoVG200ゲートウェイ用CSVデータファイルの作成（547ページ）」
を参照してください。

ステップ 3 Cisco Unified Communications Managerデータベースにゲートウェイとポートを挿入します。
「Cisco Unified Communications Managerへのゲートウェイとポートの挿入（576ページ）」を
参照してください。

関連トピック

ゲートウェイ設定関連のトピック（538ページ）

BATを使用した Cisco Catalyst 6000（FXS）ゲートウェイおよびポート
の追加

BATを使用して、Cisco Unified Communications Managerデータベースに Cisco Catalyst 6000
（FXS）を追加できます。アナログデバイス用にCisco Catalyst 6000（FXS）アナログインター
フェイスモジュールにFXSポートを追加することもできます。これらのポートをCiscoUnified
Communications Managerデータベースに追加する前に、ゲートウェイ電話番号テンプレートを
設定し、これらの FXSポートおよび Cisco Catalyst 6000（FXS）ポートテンプレートと関連付
ける必要があります。
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始める前に

BATを使用してアナログインターフェイスモジュールの FXSポートを追加するには、その前
に以下のタスクを実行して Cisco Catalyst 6000ゲートウェイをインストールしておく必要があ
ります。

1. Cisco IOSソフトウェアのコマンドラインインターフェイスを使用してゲートウェイを設
定します。設定手順については、ゲートウェイに付属のドキュメントを参照してくださ

い。

2. Cisco Unified Communications Manager Administrationを使用して、Cisco Unified Communications
Managerデータベースに Cisco Catalyst 6000ゲートウェイを追加します。Cisco Unified
Communications Manager Administrationで、[デバイス（Device）] > [ゲートウェイ
（Gateway）]を選択し、[新規追加（Add New）]を選択します。[Cisco Catalyst 6000 24 Port
FXS Gateway]とデバイスプロトコルを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

手順

ステップ 1 Cisco Catalyst 6000（FXS）ゲートウェイテンプレートを作成します。Cisco Catalyst 6000（FXS）
ゲートウェイテンプレートの作成（477ページ）を参照してください。

ステップ 2 一連の FXSポートに対して共通の値を定義するには、Cisco Catalyst 6000（FXS）ポートテン
プレートを作成します。FXS/FXOポートの設定フィールドの説明（504ページ）を参照してく
ださい。

ステップ 3 追加する FXSポートに対して個別の値を設定するには、CSVデータファイルを作成します。
Cisco Catalyst 6000（FXS）ポート用の CSVデータファイルの作成（550ページ）を参照して
ください。

ステップ 4 Cisco Unified Communications Managerデータベースにゲートウェイとポートを挿入します。
Cisco Unified Communications Managerへのゲートウェイとポートの挿入（576ページ）を参照
してください。

関連トピック

ゲートウェイ設定関連のトピック（538ページ）

BATを使用した Cisco VG224ゲートウェイの追加
BATを使用して Cisco VG224ゲートウェイを Cisco Unified Communications Managerデータベー
スに追加する際に、以下のタイプのトランクやポートを設定できます。

•アナログデバイスの Foreign Exchange Station（FXS）ポート

始める前に

VG224ゲートウェイをCisco Unified Communications Managerデータベースに追加する前に、ま
ず Cisco IOSソフトウェアのコマンドラインインターフェイス（CLI）を使用してゲートウェ

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
463

ゲートウェイ

BATを使用した Cisco VG224ゲートウェイの追加



イを設定する必要があります。ゲートウェイの設定手順やコマンドについては、ゲートウェイ

に付属の設定ドキュメントを参照してください。

手順

ステップ 1 一連のゲートウェイとポートに対して共通の値を定義するには、Cisco VG224ゲートウェイテ
ンプレートを作成します。「Cisco VG224ゲートウェイテンプレートの作成（478ページ）」
を参照してください。

ステップ 2 追加するゲートウェイとポートそれぞれに対して個別の値を定義するには、CSVデータファ
イルを作成します。「Cisco VG224 Gatewayおよびポート用 CSVデータファイルの作成（551
ページ）」を参照してください。

ステップ 3 Cisco Unified Communications Managerデータベースにゲートウェイとポートを挿入します。
「Cisco Unified Communications Managerへのゲートウェイとポートの挿入（576ページ）」を
参照してください。

関連トピック

ゲートウェイ設定関連のトピック（538ページ）

BATを使用した Cisco VG202および Cisco VG204ゲートウェイの追加
以下のタスクを実行して、Cisco VG202または VG204ゲートウェイとポートを Cisco Unified
Communications Managerに追加する必要があります。

始める前に

VG202または VG204ゲートウェイを Cisco Unified Communications Managerデータベースに追
加する前に、まず Cisco IOSソフトウェアのコマンドラインインターフェイス（CLI）を使用
してゲートウェイを設定する必要があります。ゲートウェイの設定手順やコマンドについて

は、ゲートウェイに付属の設定ドキュメントを参照してください。

手順

ステップ 1 一連のゲートウェイとポートに対して共通の値を定義するには、シスコゲートウェイテンプ
レートを作成します。「Cisco VG202または VG204ゲートウェイテンプレートの作成（480
ページ）」を参照してください。

ステップ 2 追加するゲートウェイとポートそれぞれに対して個別の値を定義するには、CSVデータファ
イルを作成します。「Cisco VG202および VG204ゲートウェイ用の CSVデータファイルの作
成（554ページ）」を参照してください。

ステップ 3 Cisco Unified Communications Managerデータベースにゲートウェイとポートを挿入します。
「Cisco Unified Communications Managerへのゲートウェイとポートの挿入（576ページ）」を
参照してください。
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関連トピック

ゲートウェイ設定関連のトピック（538ページ）

Cisco VG310 Gatewayテンプレートの追加
以下のタスクを実行して、Cisco VG310ゲートウェイをUnified Communications Managerに追加
する必要があります。

始める前に

Cisco VG310ゲートウェイをUnified Communications Managerデータベースに追加する前に、ま
ず Cisco IOSソフトウェアのコマンドラインインターフェイス（CLI）を使用してゲートウェ
イを設定する必要があります。ゲートウェイの設定手順やコマンドについては、ゲートウェイ

に付属の設定ドキュメントを参照してください。

手順

ステップ 1 一連のゲートウェイとポートに対して共通の値を定義するには、Cisco VG310ゲートウェイテ
ンプレートを作成します。「Cisco VG310 Gatewayテンプレートの作成（483ページ）」を参照
してください。

ステップ 2 追加するゲートウェイとポートそれぞれに対して個別の値を定義するには、CSVデータファイ
ルを作成します。「Cisco VG310 Gatewayおよびポート用 CSVデータファイルの作成（557
ページ）」を参照してください。

ステップ 3 Unified Communications Managerデータベースにゲートウェイとポートを挿入します。「Cisco
Unified Communications Managerへのゲートウェイとポートの挿入（576ページ）」を参照して
ください。

Cisco VG320 Gatewayテンプレートの追加
以下のタスクを実行して、Cisco VG320ゲートウェイをUnified Communications Managerに追加
する必要があります。

始める前に

Cisco VG320ゲートウェイをUnified Communications Managerデータベースに追加する前に、ま
ず Cisco IOSソフトウェアのコマンドラインインターフェイス（CLI）を使用してゲートウェ
イを設定する必要があります。ゲートウェイの設定手順やコマンドについては、ゲートウェイ

に付属の設定ドキュメントを参照してください。
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手順

ステップ 1 一連のゲートウェイとポートに対して共通の値を定義するには、Cisco VG320ゲートウェイテ
ンプレートを作成します。「Cisco VG320 Gatewayテンプレートの作成（483ページ）」を参照
してください。

ステップ 2 追加するゲートウェイとポートそれぞれに対して個別の値を定義するには、CSVデータファイ
ルを作成します。「Cisco VG320 Gatewayおよびポート用 CSVデータファイルの作成（560
ページ）」を参照してください。

ステップ 3 Unified Communications Managerデータベースにゲートウェイとポートを挿入します。「Cisco
Unified Communications Managerへのゲートウェイとポートの挿入（576ページ）」を参照して
ください。

Cisco VG350 Gatewayテンプレートの追加
以下のタスクを実行して、Cisco VG350ゲートウェイをUnified Communications Managerに追加
する必要があります。

始める前に

Cisco VG350ゲートウェイをUnified Communications Managerデータベースに追加する前に、ま
ず Cisco IOSソフトウェアのコマンドラインインターフェイス（CLI）を使用してゲートウェ
イを設定する必要があります。ゲートウェイの設定手順やコマンドについては、ゲートウェイ

に付属の設定ドキュメントを参照してください。

手順

ステップ 1 一連のゲートウェイとポートに対して共通の値を定義するには、Cisco VG350ゲートウェイテ
ンプレートを作成します。「Cisco VG350 Gatewayテンプレートの作成（484ページ）」を参照
してください。

ステップ 2 追加するゲートウェイとポートそれぞれに対して個別の値を定義するには、CSVデータファイ
ルを作成します。「Cisco VG350 Gatewayおよびポート用 CSVデータファイルの作成（562
ページ）」を参照してください。

ステップ 3 Unified Communications Managerデータベースにゲートウェイとポートを挿入します。「Cisco
Unified Communications Managerへのゲートウェイとポートの挿入（576ページ）」を参照して
ください。

BATを使用した Cisco VG410 Gatewayの追加
以下のタスクを実行して、Cisco VG410ゲートウェイをUnified Communications Managerに追加
する必要があります。

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
466

ゲートウェイ

Cisco VG350 Gatewayテンプレートの追加



始める前に

リリース 15以降でサポートされます。重要

Cisco VG410ゲートウェイをUnified Communications Managerデータベースに追加する前に、ま
ず Cisco IOSソフトウェアのコマンドラインインターフェイス（CLI）を使用してゲートウェ
イを設定する必要があります。ゲートウェイの設定手順やコマンドについては、ゲートウェイ

に付属の設定ドキュメントを参照してください。

手順

ステップ 1 一連のゲートウェイとポートに対して共通の値を定義するには、Cisco VG410ゲートウェイテ
ンプレートを作成します。「Cisco VG410 Gatewayテンプレートの作成（485ページ）」を参照
してください。

ステップ 2 追加するゲートウェイとポートそれぞれに対して個別の値を定義するには、CSVデータファイ
ルを作成します。「BATスプレッドシートを使用した VG 410ゲートウェイ用の CSVデータ
ファイルの作成（566ページ）」を参照してください。

ステップ 3 Unified Communications Managerデータベースにゲートウェイとポートを挿入します。「Cisco
Unified Communications Managerへのゲートウェイとポートの挿入（576ページ）」を参照して
ください。

BATを使用した Cisco VG420 Gatewayの追加
以下のタスクを実行して、Cisco VG420ゲートウェイをUnified Communications Managerに追加
する必要があります。

始める前に

リリース 12.5(1)SU4および 14SU1以降でサポートされます。重要

Cisco VG420ゲートウェイをUnified Communications Managerデータベースに追加する前に、ま
ず Cisco IOSソフトウェアのコマンドラインインターフェイス（CLI）を使用してゲートウェ
イを設定する必要があります。ゲートウェイの設定手順やコマンドについては、ゲートウェイ

に付属の設定ドキュメントを参照してください。
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手順

ステップ 1 一連のゲートウェイとポートに対して共通の値を定義するには、Cisco VG420ゲートウェイテ
ンプレートを作成します。「Cisco VG420 Gatewayテンプレートの作成（485ページ）」を参照
してください。

ステップ 2 追加するゲートウェイとポートそれぞれに対して個別の値を定義するには、CSVデータファイ
ルを作成します。「BATスプレッドシートを使用した VG 420ゲートウェイ用の CSVデータ
ファイルの作成（568ページ）」を参照してください。

ステップ 3 Unified Communications Managerデータベースにゲートウェイとポートを挿入します。「Cisco
Unified Communications Managerへのゲートウェイとポートの挿入（576ページ）」を参照して
ください。

BATを使用した Cisco VG450 Gatewayの追加
以下のタスクを実行して、Cisco VG450ゲートウェイをUnified Communications Managerに追加
する必要があります。

始める前に

Cisco VG450ゲートウェイをUnified Communications Managerデータベースに追加する前に、ま
ず Cisco IOSソフトウェアのコマンドラインインターフェイス（CLI）を使用してゲートウェ
イを設定する必要があります。ゲートウェイの設定手順やコマンドについては、ゲートウェイ

に付属の設定ドキュメントを参照してください。

手順

ステップ 1 一連のゲートウェイとポートに対して共通の値を定義するには、Cisco VG450ゲートウェイテ
ンプレートを作成します。「Cisco VG450 Gatewayテンプレートの作成（486ページ）」を参照
してください。

ステップ 2 追加するゲートウェイとポートそれぞれに対して個別の値を定義するには、CSVデータファイ
ルを作成します。「Cisco VG450 Gatewayおよびポート用 CSVデータファイルの作成（571
ページ）」を参照してください。

ステップ 3 Unified Communications Managerデータベースにゲートウェイとポートを挿入します。「Cisco
Unified Communications Managerへのゲートウェイとポートの挿入（576ページ）」を参照して
ください。

BATを使用した Cisco ISR 4461 Gatewayの追加
以下のタスクを実行して、Cisco ISR 4461ゲートウェイをCisco Unified Communications Manager
に追加する必要があります。
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始める前に

Cisco ISR 4461ゲートウェイを Cisco Unified Communications Managerデータベースに追加する
前に、まずCisco IOSソフトウェアのコマンドラインインターフェイス（CLI）を使用してゲー
トウェイを設定する必要があります。ゲートウェイの設定手順やコマンドについては、ゲート

ウェイに付属の設定ドキュメントを参照してください。

手順

ステップ 1 一連のゲートウェイとポートに対して共通の値を定義するには、Cisco ISR 4461ゲートウェイ
テンプレートを作成します。「Cisco ISR 4461 Gatewayテンプレートの作成（487ページ）」を
参照してください。

ステップ 2 追加するゲートウェイとポートそれぞれに対して個別の値を定義するには、CSVデータファイ
ルを作成します。「Cisco ISR 4461 Gateway用 CSVデータファイルの作成（573ページ）」を
参照してください。

ステップ 3 Cisco Unified Communications Managerデータベースにゲートウェイとポートを挿入します。
「Cisco Unified Communications Managerへのゲートウェイとポートの挿入（576ページ）」を
参照してください。

ゲートウェイテンプレートの検索
複数のゲートウェイテンプレートが存在することがあるため、Cisco Unified Communications
Managerでは特定の基準に基づいて特定のテンプレートを検索できます。次の手順を使用し
て、テンプレートを検索します。

ブラウザセッションで作業中に、検索/一覧表示の検索設定がクライアントマシン上のCookie
に保存されます。他のメニュー項目に移動した後でこのメニュー項目に戻った場合や、ブラウ

ザを閉じた後で新しいブラウザウィンドウを開き直した場合は、手動で検索を変更するまで、

Cisco Unified Communications Managerの検索設定が保持されます。

（注）

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ゲートウェイ（Gateways）] > [ゲートウェイテンプレー
ト（Gateway Template）]の順に選択します。
[ゲートウェイテンプレートの検索/一覧表示（Find and List Gateway Template）]ウィンドウ
が表示されます。

ステップ 2 最初の [ゲートウェイの検索（Find gateways where）]ドロップダウンリストから、次の条件の
いずれかを選択します。
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•名前

•説明

• DN/ルートパターン

• [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]

• [デバイスプール（Device Pool）]

•ルートグループ名

• [デバイスタイプ（Device Type）]

ステップ 3 2番目の [ゲートウェイの検索（Find Gateways where）]ドロップダウンリストから、次の条件
のいずれかを選択します。

•～で始まる

•～を含む

•次の文字列と完全に一致する

•次の文字列で終わる

•空である

•～が空ではない

ステップ 4 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

データベースに登録されているすべてのゲートウェイを検索するには、検索テキス

トを何も入力せずに、[検索（Find）]をクリックします。
ヒント

ステップ 5 3番目のドロップダウンリストから [表示（Show）]を選択し、ゲートウェイに関連付けられた
エンドポイントを表示して、[検索（Find）]をクリックします。

検出されたテンプレートのリストが次の分類で表示されます。

• [デバイス名（Device Name）]

•説明

• [デバイスプール（Device Pool）]

•ステータス（Status）

• IPアドレス

ステップ 6 レコードのリストから、検索条件と一致するデバイス名をクリックします。
[ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]ウィンドウが表示されます。
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関連トピック

ゲートウェイ設定関連のトピック（538ページ）

ゲートウェイテンプレートの追加または編集
BATを使用すると、Cisco Unified Communications ManagerのデータベースでVG200、VG202、
VG204、VG224、VG310、VG320、VG350、VG410、VG420、VG450、Cisco Catalyst 6000（FXS）
または Cisco ISR 4461のゲートウェイテンプレートの追加または編集を行えます。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ゲートウェイ（Gateways）] > [ゲートウェイテンプレー
ト（Gateway Template）]の順に選択します。

[ゲートウェイテンプレートの検索/一覧表示（Find and List Gateway Template）]ウィンドウ
が表示されます。

a) 既存のゲートウェイテンプレートを編集するには、ゲートウェイテンプレートの検索（469
ページ）を参照してください。編集するゲートウェイを選択します。

ゲートウェイのフィールドの説明を参照してください。

• VG200ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明（488ページ）

• VG224ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明（489ページ）

• VG202および VG204ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明（490ページ）

• Cisco Catalyst 6000 24ポートFXSゲートウェイテンプレートのフィールドの説明（499
ページ）

• VG310 Gatewayテンプレートのフィールドの説明（491ページ）

• VG320 Gatewayテンプレートのフィールドの説明（492ページ）

• VG350 Gatewayテンプレートのフィールドの説明（493ページ）

• VG410ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明（494ページ）

• VG420ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明（495ページ）

• VG450 Gatewayテンプレートのフィールドの説明（496ページ）

• ISR 4461 Gatewayテンプレートのフィールドの説明（498ページ）

b) 新しいゲートウェイを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

[新規ゲートウェイの追加（Add a New Gateway）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次の手順のいずれかを実行します。
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a) VG200テンプレートを作成するには、「Cisco VG200ゲートウェイテンプレートの作成
（472ページ）」を参照してください。

b) Cisco Catalyst 6000（FXS）ポートテンプレートを作成するには、「Cisco Catalyst 6000
（FXS）ゲートウェイテンプレートの作成（477ページ）」を参照してください。

c) VG224テンプレートを作成するには、「Cisco VG224ゲートウェイテンプレートの作成
（478ページ）」を参照してください。

d) VG202または VG204テンプレートを作成するには、「Cisco VG202または VG204ゲー
トウェイテンプレートの作成（480ページ）」を参照してください。

e) Cisco VG310テンプレートを作成するには、「Cisco VG310 Gatewayテンプレートの作成
（483ページ）」を参照してください。

f) Cisco VG320テンプレートを作成するには、「Cisco VG320 Gatewayテンプレートの作成
（483ページ）」を参照してください。

g) Cisco VG350テンプレートを作成するには、「Cisco VG350 Gatewayテンプレートの作成
（484ページ）」を参照してください。

h) Cisco VG410テンプレートを作成するには、「Cisco VG410 Gatewayテンプレートの作成
（485ページ）」を参照してください。

i) Cisco VG420テンプレートを作成するには、「Cisco VG420 Gatewayテンプレートの作成
（485ページ）」を参照してください。

j) Cisco VG450テンプレートを作成するには、「Cisco VG450 Gatewayテンプレートの作成
（486ページ）」を参照してください。

k) Cisco ISR 4461テンプレートを作成するには、「Cisco ISR 4461 Gatewayテンプレートの
作成（487ページ）」を参照してください。

Cisco VG200ゲートウェイテンプレートの作成
CiscoVG200テンプレートを作成した後、ネットワークモジュールのエンドポイント識別子を
追加する必要があります。BATテンプレートに次のエンドポイント識別子を設定します。

• Foreign Exchange Station（FXS）ポート

• Foreign Exchange Office（FXO）トランク

• T1 PRIトランク

• E1 PRIトランク

• T1 CASトランク

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ゲートウェイ（Gateways）] > [ゲートウェイテンプレー
ト（Gateway Template）]の順に選択します。
[ゲートウェイの検索/一覧表示（Find and List Gateways）]ウィンドウが表示されます。
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ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
[新しいゲートウェイテンプレートを追加（Add a New Gateway Template）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 3 [ゲートウェイタイプ（Gateway Type）]ドロップダウンリストボックスで、[Cisco VG200]
を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。
[ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway Template Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 4 すべてのフィールドに値を入力します。

「VG200ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明（488ページ）」を参照してくださ
い。

ステップ 5 [Save]をクリックします。
挿入が完了すると、ペインに新しいフィールドが表示されます。

ステップ 6 [サブユニット（Subunit）]フィールドで、各サブユニットフィールドに適切なタイプを選択
します。

• VIC-2FXS：Foreign Exchange Station（FXS）音声インターフェイスカード

• VIC-2FXO：Foreign Exchange Office（FXO）音声インターフェイスカード

• VWIC-1MFT-T1：T1 CASまたは T1 PRI用のエンドポイントを 1つ備えた音声WANイン
ターフェイスカード

• VWIC-2MFT-T1：T1 CASまたは T1 PRI用のエンドポイントを 2つ備えた音声WANイン
ターフェイスカード

• VWIC-1MFT-E1：E1 PRI用のエンドポイントを 1つ備えた音声WANインターフェイス
カード

• VWIC-2MFT-E1：E1 PRI用のエンドポイントを 2つ備えた音声WANインターフェイス
カード

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
更新が完了したことがステータスにあると、サブユニットのドロップダウンリストの右側にあ

るリンクとしてエンドポイント IDが表示されます。

ステップ 8 エンドポイント識別子（1/0/0など）をクリックして、デバイスプロトコル情報を設定し、イ
ンストールされている VICのタイプ用のポートを追加します。

詳細については、次の手順を参照してください。

• VG200ゲートウェイテンプレートへの FXSポートの追加（474ページ）

• VG200ゲートウェイテンプレートへの FXOポートの追加（475ページ）

• VG200ゲートウェイテンプレートへのデジタルアクセス T1（T1-CAS）ポートの追加
（476ページ）

• T1 PRIまたは E1 PRIデバイスの VG200ゲートウェイテンプレートへの追加（477ペー
ジ）
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ステップ 9 [リセット（Reset）]をクリックしてゲートウェイをリセットし、変更を適用します。

次のタスク

必要に応じて、エンドポイント情報とポートの設定を続行します。

Cisco VG200ゲートウェイテンプレートへのポートの追加
VG200ゲートウェイで設定できるデバイスプロトコルとポートタイプは、装着されている音
声インターフェイスカードのタイプによって異なります。

関連トピック

VG200ゲートウェイテンプレートへの FXSポートの追加（474ページ）
VG200ゲートウェイテンプレートへの FXOポートの追加（475ページ）
VG200ゲートウェイテンプレートへのデジタルアクセス T1（T1-CAS）ポートの追加
（476ページ）
T1 PRIまたは E1 PRIデバイスの VG200ゲートウェイテンプレートへの追加（477ペー
ジ）

VG200ゲートウェイテンプレートへの FXSポートの追加

Foreign Exchange Station（FXS）ポートは、POTSデバイスに接続するために使用されます。以
下の手順を使用して、VG200ゲートウェイテンプレートに FXSポートを追加します。

始める前に

ポートを設定する前に、VG200ゲートウェイテンプレートを追加する必要があります。手順
については、「Cisco VG200ゲートウェイテンプレートの作成（472ページ）」を参照してく
ださい。

手順

ステップ 1 FXSポートを追加するゲートウェイテンプレートを見つけます。

ステップ 2 [ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway Template Configuration）]ウィンドウから、設定
する FXS VICのエンドポイント識別子をクリックします。
ウィンドウがリフレッシュされ、[ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway Template
Configuration）]ウィンドウがエンドポイントのアイコンと共に表示されます。

ステップ 3 適切なゲートウェイ情報とポート情報の設定を入力し、[保存（Save）]をクリックします。

フィールドの説明については、以下を参照してください。

• FXS/FXOポートの設定フィールドの説明（504ページ）

• POTSポートの設定項目（533ページ）
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POTSポートを挿入すると、ウィンドウがリフレッシュされ、ウィンドウの一番下
に POTSポート情報が表示されます。左側のパネルの [電話番号情報（Directory
Number Information）]領域に [新規DNの追加（Add a new DN）]リンクが表示され
ます。

（注）

ステップ 4 [新規DNの追加（Add a new DN）]をクリックして、電話番号を POTSポートに追加します。
または、別のタイプのポートを設定した場合、ステップ 6（476ページ）に移動します。

ステップ 5 ポートを追加したゲートウェイのメインVG200の [ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway
Template Configuration）]ウィンドウに戻るには、[関連リンク（Related Links）]ドロップダ
ウンリストで [MGCP設定に戻る（Back to MGCP Configuration）]を選択し、[移動（Go）]
をクリックします。

ステップ 6 [リセット（Reset）]をクリックしてゲートウェイをリセットし、変更を適用します。

ステップ 7 その他のFXSポートを追加する場合は、ステップ1（474ページ）～ステップ5（475ページ）
を繰り返します。

関連トピック

BATテンプレート内の電話回線の追加または更新（34ページ）
ゲートウェイテンプレートの検索（469ページ）
ゲートウェイ設定関連のトピック（538ページ）

VG200ゲートウェイテンプレートへの FXOポートの追加

Foreign Exchange Office（FXO）ポートは、セントラルオフィスまたは PBXと接続するために
使用されます。BATを使用して、VG200ゲートウェイテンプレート上にループスタート用ま
たはグラウンドスタート用に FXOポートを追加および設定できます。

Cisco Unified Communications Managerは、すべてのループスタートトランクに確実な接続解除
監視がないと見なします。グラウンドスタートとして確実な接続解除監視と共にトランクを設

定することにより、Cisco Unified Communications Managerサーバフェールオーバーの間、アク
ティブコールを維持できます。

（注）

始める前に

ポートを設定する前に、VG200ゲートウェイテンプレートを追加する必要があります。手順
については、「Cisco VG200ゲートウェイテンプレートの作成（472ページ）」を参照してく
ださい。

手順

ステップ 1 FXSポートを追加するゲートウェイテンプレートを見つけます。

ステップ 2 [ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]ウィンドウから、設定する FXOポートのエン
ドポイント識別子をクリックします。
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ステップ 3 [ポートタイプ（PortType）]ドロップダウンリストから、[グラウンドスタート（Ground Start）]
または [ループスタート（Loop Start）]を選択します。

VIC-2FXOポートの両方のエンドポイント識別子に対して同じポートタイプを選択
する必要があります。異なるポートタイプを選択すると、メッセージが表示されま

す。

（注）

ステップ 4 適切なゲートウェイ設定とポート情報設定を入力し、[保存（Save）]をクリックします。

フィールドの説明については、「FXS/FXOポートの設定フィールドの説明（504ページ）」を
参照してください。

ステップ 5 ポートを追加したゲートウェイのメイン VG200のゲートウェイテンプレートの設定ウィンド
ウに戻るには、[関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストで [MGCP設定に戻る
（Back to MGCP Configuration）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [リセット（Reset）]をクリックしてゲートウェイをリセットし、変更を適用します。

ステップ 7 さらにFXOポートを追加するには、ステップ 2（475ページ）～ステップ 4（476ページ）を
繰り返します。

関連トピック

ゲートウェイテンプレートの検索（469ページ）
ゲートウェイ設定関連のトピック（538ページ）

VG200ゲートウェイテンプレートへのデジタルアクセス T1（T1-CAS）ポートの追加

BATを使用して、デジタルアクセス T1（T1-CAS）ポートを VG200ゲートウェイテンプレー
トに追加できます。

手順

ステップ 1 FXSポートを追加するゲートウェイテンプレートを見つけます。

ステップ 2 [ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]ウィンドウから、設定するデジタルアクセス
T1（T1-CAS）ポートのエンドポイント識別子をクリックします。

表示される [デバイスプロトコル（Device Protocol）]ドロップダウンリストボックスで、[デ
ジタルアクセスT1（Digital Access T1）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 適切なゲートウェイの構成時の設定を入力して、[保存（Save）]をクリックします。

詳細は、Cisco VG200ゲートウェイテンプレートでのデジタルアクセス T1トランクのフィー
ルドの説明（513ページ）を参照してください。

ステップ 4 ゲートウェイをリセットして変更を適用するには、[リセット（Reset）]をクリックします。

ステップ 5 選択したポートタイプに適した設定については、ポートの構成時の設定（533ページ）を参照
してください。
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関連トピック

ゲートウェイテンプレートの検索（469ページ）
ゲートウェイ設定関連のトピック（538ページ）

T1 PRIまたは E1 PRIデバイスの VG200ゲートウェイテンプレートへの追加

BATを使用して、T1 PRIまたは E1 PRIデバイスを VG200ゲートウェイテンプレートに追加
できます。

手順

ステップ 1 FXSポートを追加するゲートウェイテンプレートを見つけます。

ステップ 2 [ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]ウィンドウから、設定する T1 PRIまたは E1
PRIポートのエンドポイント識別子をクリックします。

ステップ 3 T1 PRIまたは E1 PRIデバイスのプロトコル設定を設定します。

フィールドの説明については、「Cisco VG200ゲートウェイテンプレートでの T1 PRIまたは
E1 PRIトランクのフィールドの説明（518ページ）」を参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [リセット（Reset）]をクリックしてゲートウェイをリセットし、変更を適用します。

関連トピック

ゲートウェイテンプレートの検索（469ページ）
ゲートウェイ設定関連のトピック（538ページ）

Cisco Catalyst 6000（FXS）ゲートウェイテンプレートの作成
BATを使用して、Cisco Catalyst 6000 FXSゲートウェイテンプレートを作成します。特に明記
されていない限り、すべてのフィールドに入力する必要があります。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ゲートウェイ（Gateways）] > [ゲートウェイテンプレー
ト（Gateway Template）]の順に選択します。
[ゲートウェイの検索/一覧表示（Find and List Gateways）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

[新しいゲートウェイテンプレートを追加（Add a New Gateway Template）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 3 [ゲートウェイタイプ（Gateway Type）]ドロップダウンリストボックスで、[Cisco Catalyst
6000 24 Port FXS Gateway]を選択します。
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[ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway Template Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 4 [テンプレート名（Template Name）]フィールドにテンプレートの一意の名前を入力します。

ステップ 5 フィールドに設定値を入力して、[保存（Save）]をクリックします。

フィールドの説明については、「Cisco Catalyst 6000 24ポート FXSゲートウェイテンプレート
のフィールドの説明（499ページ）」を参照してください。

ステップ 6 [新規ポートを追加（Add a New Port）]をクリックします。

ポート設定ダイアログが別のウィンドウで開きます。

ステップ 7 ドロップダウンリストで、設定しているゲートウェイモデルに基づくポートタイプとして

[POTS]を選択します。

フィールドの説明については、「Cisco VG200ゲートウェイテンプレートでの T1 PRIまたは
E1 PRIトランクのフィールドの説明（518ページ）」を参照してください。

ステップ 8 適切なポート設定を入力して、[保存（Save）]をクリックします。

フィールドの説明については、「POTSポートの設定項目（533ページ）」を参照してくださ
い。

POTSポートを挿入した場合は、ウィンドウが更新表示され、左側のリストに POTSポートが
表示されます。新しいポートの右側に [DNの追加（Add DN）]リンクが表示されます。

ステップ 9 電話番号を FXSポートに追加するには、[DNの追加（Add DN）]をクリックします。

ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。
ステータスに更新の完了が示されている場合は、テンプレートが [ゲートウェイの検索/一覧表
示（Find and List Gateways）]ウィンドウに表示されます。[検索/一覧表示（Find and List）]ウィ
ンドウに戻るには、ウィンドウ右上にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリス
トボックスで [検索/一覧表示に戻る（Back to Find and List）]を選択します。

関連トピック

BATテンプレート内の電話回線の追加または更新（34ページ）
ゲートウェイ設定関連のトピック（538ページ）

Cisco VG224ゲートウェイテンプレートの作成
CiscoVG224テンプレートを作成した後、ネットワークモジュールのエンドポイント識別子を
追加する必要があります。BATテンプレートに次のエンドポイント識別子を設定します。

• Foreign Exchange Station（FXS）ポート

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ゲートウェイ（Gateways）] > [ゲートウェイテンプレー
ト（Gateway Template）]の順に選択します。
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[ゲートウェイの検索/一覧表示（Find and List Gateways）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

[新しいゲートウェイテンプレートを追加（Add a New Gateway Template）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 3 [ゲートウェイタイプ（Gateway Type）]ドロップダウンリストで、[VG224]を選択し、[次へ
（Next）]をクリックします。

[新しいゲートウェイテンプレートを追加（Add a New Gateway Template）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 4 [プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリストから [MGCP]または [SCCP]を選択して、[次
へ（Next）]をクリックします。

[ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway Template Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 5 すべてのフィールドの値を入力して、[保存（Save）]をクリックします。

フィールドの説明については、「VG224ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明（489
ページ）」を参照してください。

挿入が完了すると、新しいフィールドがペインに表示されます。

ステップ 6 [サブユニット 0（Subunit 0）]フィールドで、ドロップダウンリストからサブユニットフィー
ルドに適切なタイプを選択して、[保存（Save）]をクリックします。

• VIC-2FXS：Foreign Exchange Station（FXS）音声インターフェイスカード。

更新が完了したことがステータスにあると、サブユニットのドロップダウンリストの右側にあ

るリンクとしてエンドポイントIDが表示されます。

ステップ 7 エンドポイント識別子（1/0/0など）をクリックして、デバイスプロトコル情報を設定し、イ
ンストールされている VICのタイプ用のポートを追加します。

ステップ 8 [リセット（Reset）]をクリックしてゲートウェイをリセットし、変更を適用します。

次のタスク

必要に応じて、エンドポイント情報とポートの設定を続行します。

関連トピック

FXSポートの VG224ゲートウェイテンプレートへの追加（479ページ）
ゲートウェイ設定関連のトピック（538ページ）

FXSポートの VG224ゲートウェイテンプレートへの追加
BATを使用して、VG224ゲートウェイテンプレートに FXSポートを追加します。Foreign
Exchange Station（FXS）は、POTSデバイスに接続するために使用されます。
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始める前に

ポートを設定する前に、VG224ゲートウェイテンプレートを追加する必要があります。

手順

ステップ 1 FXSポートを追加するゲートウェイテンプレートを見つけます。

ステップ 2 [ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway Template Configuration）]ウィンドウから、設定
する FXS VICのエンドポイント識別子をクリックします。

ウィンドウがリフレッシュされ、[ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway Template
Configuration）]ウィンドウがエンドポイントのアイコンと共に表示されます。

ステップ 3 適切なゲートウェイ情報とポート情報の設定を入力し、[保存（Save）]をクリックします。

フィールドの説明については、以下を参照してください。

• FXS/FXOポートの設定フィールドの説明（504ページ）

• POTSポートの設定項目（533ページ）

POTSポートを挿入すると、ウィンドウがリフレッシュされ、ウィンドウの一番下
に POTSポート情報が表示されます。左側のパネルの [電話番号情報（Directory
Number Information）]領域に [新規DNの追加（Add a new DN）]リンクが表示され
ます。

（注）

ステップ 4 [新規 DNの追加（Add a new DN）]をクリックして、電話番号を POTSポートに追加します。
または、別のタイプのポートを設定する場合、ステップ 6に移動します。

ステップ 5 ポートを追加したゲートウェイのメインVG224の [ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway
Template Configuration）]ウィンドウに戻るには、[関連リンク（Related Links）]ドロップダ
ウンリストで [MGCPに戻る（Back to MGCP）]設定を選択し、[移動（Go）]をクリックしま
す。

ステップ 6 [リセット（Reset）]をクリックしてゲートウェイをリセットし、変更を適用します。

ステップ 7 その他の FXSポートを追加する場合は、ステップステップ 1～ステップ 5を繰り返します。

関連トピック

BATテンプレート内の電話回線の追加または更新（34ページ）
Cisco VG224ゲートウェイテンプレートの作成（478ページ）
ゲートウェイテンプレートの検索（469ページ）
ゲートウェイ設定関連のトピック（538ページ）

Cisco VG202または VG204ゲートウェイテンプレートの作成
Cisco VG202またはVG204テンプレートを作成した後、ネットワークモジュールのエンドポイ
ント識別子を追加する必要があります。BATテンプレートに次のエンドポイント識別子を設定
します。
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• Foreign Exchange Station（FXS）ポート

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ゲートウェイ（Gateways）] > [ゲートウェイテンプレー
ト（Gateway Template）]の順に選択します。

[ゲートウェイの検索/一覧表示（Find and List Gateways）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

[新しいゲートウェイテンプレートを追加（Add a New Gateway Template）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 3 [ゲートウェイタイプ（Gateway Type）]ドロップダウンリストボックスで、[Cisco VG202]ま
たは [Cisco VG204]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

[新しいゲートウェイテンプレートを追加（Add a New Gateway Template）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 4 [プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリストから [MGCP]または [SCCP]を選択して、[次
へ（Next）]をクリックします。

[ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway Template Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 5 すべてのフィールドの値を入力して、[保存（Save）]をクリックします。

フィールドの説明については、「VG202および VG204ゲートウェイテンプレートのフィール
ドの説明（490ページ）」を参照してください。

挿入が完了すると、新しい [サブユニット 0（Subunit 0）]フィールドがペインに表示されま
す。

ステップ 6 [サブユニット 0（Subunit 0）]フィールドで、ドロップダウンリストボックスからサブユニッ
トフィールドに適切なタイプを選択して、[保存（Save）]をクリックします。
ステータスに更新の完了が示されている場合は、エンドポイント識別子がサブユニットドロッ

プダウンリストボックスの右側にリンクとして表示されます。

ステップ 7 1つのエンドポイント識別子（たとえば 0/0）をクリックしてデバイスプロトコル情報を設定
し、インストールされている VICのタイプ用のポートを追加します。

ステップ 8 [リセット（Reset）]をクリックしてゲートウェイをリセットし、変更を適用します。

次のタスク

必要に応じて、エンドポイント情報とポートの設定を続行します。

関連トピック

VG202または VG204ゲートウェイテンプレートへの FXSポートの追加（482ページ）
ゲートウェイテンプレートの検索（469ページ）
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ゲートウェイ設定関連のトピック（538ページ）

VG202または VG204ゲートウェイテンプレートへの FXSポートの追加
BATを使用して、VG202または VG204ゲートウェイテンプレートに FXSポートを追加しま
す。Foreign Exchange Station（FXS）ポートは、POTSデバイスに接続するために使用されま
す。

始める前に

ポートを設定する前に、VG202または VG204ゲートウェイテンプレートを追加する必要があ
ります。手順については、「Cisco VG202または VG204ゲートウェイテンプレートの作成
（480ページ）」を参照してください。

手順

ステップ 1 FXSポートを追加するゲートウェイテンプレートを見つけます。

ステップ 2 [ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway Template Configuration）]ウィンドウから、設定
する FXS VICのエンドポイント識別子をクリックします。
ウィンドウがリフレッシュされ、[ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway Template
Configuration）]ウィンドウがエンドポイントのアイコンと共に表示されます。

ステップ 3 適切なゲートウェイ情報とポート情報の設定を入力し、[保存（Save）]をクリックします。

フィールドの説明については、以下を参照してください。

• FXS/FXOポートの設定フィールドの説明（504ページ）

• POTSポートの設定項目（533ページ）

POTSポートを挿入すると、ウィンドウがリフレッシュされ、ウィンドウの一番下
に POTSポート情報が表示されます。左側のパネルの [電話番号情報（Directory
Number Information）]領域に [新規DNの追加（Add a new DN）]リンクが表示され
ます。

（注）

ステップ 4 [新規DNの追加（Add a new DN）]をクリックして、電話番号を POTSポートに追加します。
または、別のタイプのポートを設定した場合、ステップ 6（482ページ）に移動します。

ステップ 5 ポートを追加したゲートウェイの VG202または VG204の [ゲートウェイテンプレートの設定
（Gateway Template Configuration）]メインウィンドウに戻るには、[関連リンク（Related
Links）]ドロップダウンリストで [MGCP設定に戻る（Back to MGCP Configuration）]を選
択し、[移動（Go）]をクリックします（MGCPゲートウェイを設定している場合）。

ステップ 6 [リセット（Reset）]をクリックしてゲートウェイをリセットし、変更を適用します。

ステップ 7 その他のFXSポートを追加する場合は、ステップステップ2（482ページ）～ステップ5（482
ページ）を繰り返します。
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関連トピック

BATテンプレート内の電話回線の追加または更新（34ページ）
ゲートウェイテンプレートの検索（469ページ）
ゲートウェイ設定関連のトピック（538ページ）

Cisco VG310 Gatewayテンプレートの作成
BATを使用して、Cisco VG310 Gatewayテンプレートを作成します。特に明記されていない限
り、すべてのフィールドに入力する必要があります。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ゲートウェイ（Gateways）] > [ゲートウェイテンプレー
ト（Gateway Template）]の順に選択します。

[ゲートウェイの検索/一覧表示（Find and List Gateways）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

[新しいゲートウェイテンプレートを追加（Add a New Gateway Template）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 3 [ゲートウェイタイプ（Gateway Type）]ドロップダウンリストで、[VG310]を選択し、[次へ
（Next）]をクリックします。

[ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway Template Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 4 [プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリストから [MGCP]または [SCCP]を選択して、[次
へ（Next）]をクリックします。

[ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway Template Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 5 [テンプレート名（Template Name）]フィールドにこのテンプレートの一意の名前を入力しま
す。

ステップ 6 すべてのフィールドの値を入力して、[保存（Save）]をクリックします。

フィールドの説明については、「VG310 Gatewayテンプレートのフィールドの説明（491ペー
ジ）」を参照してください。

Cisco VG320 Gatewayテンプレートの作成
BATを使用して、Cisco VG320 Gatewayテンプレートを作成します。特に明記されていない限
り、すべてのフィールドに入力する必要があります。
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手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ゲートウェイ（Gateways）] > [ゲートウェイテンプレー
ト（Gateway Template）]の順に選択します。

[ゲートウェイの検索/一覧表示（Find and List Gateways）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

[新しいゲートウェイテンプレートを追加（Add a New Gateway Template）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 3 [ゲートウェイタイプ（Gateway Type）]ドロップダウンリストで、[VG320]を選択し、[次へ
（Next）]をクリックします。

[ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリストから [MGCP]または [SCCP]を選択して、[次
へ（Next）]をクリックします。

[ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway Template Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 5 [テンプレート名（Template Name）]フィールドにテンプレートの一意の名前を入力します。

ステップ 6 すべてのフィールドの値を入力して、[保存（Save）]をクリックします。

フィールドの説明については、「VG320 Gatewayテンプレートのフィールドの説明（492ペー
ジ）」を参照してください。

Cisco VG350 Gatewayテンプレートの作成
BATを使用して、VG350 Gatewayテンプレートを作成します。特に明記されていない限り、す
べてのフィールドに入力する必要があります。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ゲートウェイ（Gateways）] > [ゲートウェイテンプレー
ト（Gateway Template）]の順に選択します。

[ゲートウェイの検索/一覧表示（Find and List Gateways）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

[新しいゲートウェイテンプレートを追加（Add a New Gateway Template）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 3 [ゲートウェイタイプ（Gateway Type）]ドロップダウンリストで、[VG350]を選択し、[次へ
（Next）]をクリックします。
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ステップ 4 [プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリストから [MGCP]または [SCCP]を選択して、[次
へ（Next）]をクリックします。

[ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway Template Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 5 [テンプレート名（Template Name）]フィールドにテンプレートの一意の名前を入力します。

ステップ 6 すべてのフィールドの値を入力して、[保存（Save）]をクリックします。

フィールドの説明については、「VG350 Gatewayテンプレートのフィールドの説明（493ペー
ジ）」を参照してください。

Cisco VG410 Gatewayテンプレートの作成
BATを使用して、Cisco VG410 Gatewayテンプレートを作成します。特に明記されていない限
り、すべてのフィールドに入力する必要があります。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ゲートウェイ（Gateways）] > [ゲートウェイテンプレー
ト（Gateway Template）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [ゲートウェイタイプ（Gateway Type）]ドロップダウンリストで、[VG410]を選択し、[次へ
（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリストから [SIP]、[SCCP]または [MGCP]を選択し
て、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [テンプレート名（Template Name）]フィールドにテンプレートの一意の名前を入力します。

ステップ 6 すべてのフィールドの値を入力して、[保存（Save）]をクリックします。

フィールドの説明については、「VG410ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明（494
ページ）」を参照してください。

Cisco VG420 Gatewayテンプレートの作成
BATを使用して、Cisco VG420 Gatewayテンプレートを作成します。特に明記されていない限
り、すべてのフィールドに入力する必要があります。
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手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ゲートウェイ（Gateways）] > [ゲートウェイテンプレー
ト（Gateway Template）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [ゲートウェイタイプ（Gateway Type）]ドロップダウンリストで、[VG420]を選択し、[次へ
（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリストから [SIP]、[SCCP]または [MGCP]を選択し
て、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [テンプレート名（Template Name）]フィールドにテンプレートの一意の名前を入力します。

ステップ 6 すべてのフィールドの値を入力して、[保存（Save）]をクリックします。

フィールドの説明については、「VG420ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明（495
ページ）」を参照してください。

Cisco VG450 Gatewayテンプレートの作成
BATを使用して、VG450 Gatewayテンプレートを作成します。特に明記されていない限り、す
べてのフィールドに入力する必要があります。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ゲートウェイ（Gateways）] > [ゲートウェイテンプレー
ト（Gateway Template）]の順に選択します。

[ゲートウェイの検索/一覧表示（Find and List Gateways）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

[新しいゲートウェイテンプレートを追加（Add a new Gateway Template）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 3 [ゲートウェイタイプ（Gateway Type）]ドロップダウンリストで、[VG450]を選択し、[次へ
（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリストから [SIP]、[SCCP]または [MGCP]を選択し
て、[次へ（Next）]をクリックします。

[ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway Template Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 5 [テンプレート名（Template Name）]フィールドにテンプレートの一意の名前を入力します。

ステップ 6 すべてのフィールドの値を入力して、[保存（Save）]をクリックします。
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フィールドの説明については、「VG450 Gatewayテンプレートのフィールドの説明（496ペー
ジ）」を参照してください。

Cisco ISR 4461 Gatewayテンプレートの作成
BATを使用して、Cisco ISR 4461 Gatewayテンプレートを作成します。特に明記されていない
限り、すべてのフィールドに入力する必要があります。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ゲートウェイ（Gateways）] > [ゲートウェイテンプレー
ト（Gateway Template）]の順に選択します。

[ゲートウェイの検索/一覧表示（Find and List Gateways）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

[新しいゲートウェイテンプレートを追加（Add a new Gateway Template）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 3 [ゲートウェイタイプ（Gateway Type）]ドロップダウンリストで、[Cisco ISR 4461]を選択し、
[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリストから [SIP]、[SCCP]または [MGCP]を選択し
て、[次へ（Next）]をクリックします。

[ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway Template Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 5 [テンプレート名（Template Name）]フィールドにテンプレートの一意の名前を入力します。

ステップ 6 すべてのフィールドの値を入力して、[保存（Save）]をクリックします。

フィールドの説明については、「ISR 4461 Gatewayテンプレートのフィールドの説明（498ペー
ジ）」を参照してください。

ゲートウェイの設定項目
BATを使用して追加または更新できる、シスコでサポートするゲートウェイおよびポートすべ
てについて、以下に詳細なフィールドの説明を記載します。

関連トピック

Cisco Catalyst 6000 24ポート FXSゲートウェイテンプレートのフィールドの説明（499
ページ）
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Cisco VG200ゲートウェイテンプレートでのデジタルアクセス T1トランクのフィールド
の説明（513ページ）
FXS/FXOポートの設定フィールドの説明（504ページ）
ポートの構成時の設定（533ページ）
Cisco VG200ゲートウェイテンプレートでの T1 PRIまたは E1 PRIトランクのフィールド
の説明（518ページ）
VG200ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明（488ページ）
VG202および VG204ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明（490ページ）
VG224ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明（489ページ）

VG200ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明
次の表では、VG200ゲートウェイテンプレートの構成時の設定に関する詳細な説明を示しま
す。

表 28 : VG200ゲートウェイの構成時の設定

説明フィールド

Cisco VG200ゲートウェイテンプレートを識別する最大 64文字
の名前を入力します。

テンプレート名

デバイスの目的を特定する説明を入力します。説明

リストからUnified Communications Manager冗長性グループを選
択します。

Cisco Unified Communications Manager冗長性グループには、最
大 3つの Unified Communications Managersの優先順位付けされ
たリストが含まれます。リストの最初のUnified Communications
Managerは、プライマリ Unified Communications Managerとして
機能します。プライマリUnified Communications Managerが利用
可能でない、または動作していない場合、ゲートウェイは次に

リストされているUnified Communications Managerへの接続を試
みます。

[Cisco Unified Communications
Managerグループ（Cisco
Unified Communications Manager
Group）]

[設定済みのスロット、VIC、およびエンドポイント（Configured Slots, VICs and Endpoints）]

一部のVICに対して開始ポート番号を指定する必要があります。たとえば、サブユ
ニット 0のVICが 0で始まり、2つのポート（0と 1）が存在する場合、サブユニッ
ト 1のVICは 1より大きいポート番号で開始する必要があり、また 2つのポートが
必要になります（2と 3または 4と 5）。

（注）

VG200ゲートウェイにはスロットが 1つだけあります。（注）
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説明フィールド

VG200ゲートウェイで使用できるスロットについて、以下のタ
イプのモジュールから選択します。

• [NM-1V]：Network Module-1Voiceには、FXSまたは FXO
用のサブユニット 0の 1つの音声インターフェイスカード
（VIC）が存在します。

• [NM-2V]：Network Module-2Voiceには、2つの VICが存在
します。FXSまたは FXOのいずれかに対して、1つはサブ
ユニット0にあり、もう1つはサブユニット1にあります。

• [NM-HDV]：Network Module-High Density Voiceには、T1
CASまたは T1 PRI用、あるいは E1 PRI用のサブユニット
0の 1つの VICが存在します。

• [なし（None）]：ネットワークモジュールはインストール
されません。

スロット 1内のモジュール
（Module in Slot 1）

[製品固有の設定（Product Specific Configuration）]

ゲートウェイのメーカーは、製品固有の設定の下に、モデル固

有の設定を指定します。これらは動的に設定されるため、予告

なしに変更される場合があります。

製品固有の設定項目のフィールドの説明とヘルプを表示するに

は、[製品固有の設定（Product Specific Configuration）]見出しの
右側にある [?]「」情報アイコンをクリックして、ポップアップ
ダイアログボックスにヘルプを表示します。

詳細情報が必要な場合は、設定する特定のゲートウェイのドキュ

メントを参照するか、メーカーにお問い合わせください。

[ゲートウェイのメーカーが定
義するモデル固有の設定フィー

ルド（Model-specific
configuration fields that are
defined by the gateway
manufacturer）]

VG224ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明
次の表では、VG224ゲートウェイテンプレートの構成時の設定に関する詳細な説明を示しま
す。

表 29 : VG224ゲートウェイの構成時の設定

説明フィールド

Cisco VG224ゲートウェイテンプレートを識別する最大 64文字
の名前を入力します。

テンプレート名

デバイスの目的を特定する説明を入力します。説明
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、Cisco Unified
Communications Manager冗長グループを選択します。

Cisco Unified Communications Managerの冗長性グループには、
最大 3つの Cisco Unified Communications Managerの優先順位リ
ストが含まれています。リストの最初の Cisco Unified
Communications Managerは、プライマリ Cisco Unified
Communications Managerとして機能します。プライマリ Cisco
Unified Communications Managerが利用可能でない、または失敗
した場合、ゲートウェイは次にリストされている Cisco Unified
Communications Managerに接続します。

[Cisco Unified Communications
Managerグループ（Cisco
Unified Communications Manager
Group）]

[設定済みのスロット、VIC、およびエンドポイント（Configured Slots, VICs and Endpoints）]

VG224ゲートウェイで使用できるスロットについて、ドロップ
ダウンリストボックスから [アナログ（Analog）]を選択しま
す。

スロット 2内のモジュール
（Module in Slot 1）

VG224ゲートウェイで使用可能なサブユニット 0について、ド
ロップダウンリストボックスからサブユニットとして [24FXS]
を選択できます。

VG224ゲートウェイでは、スロット 2のモジュール
とサブユニット 0しか使用できません。

（注）

Subunit 0

VG202および VG204ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明
次の表では、VG202および VG204ゲートウェイテンプレートの構成時の設定に関する詳細な
説明を示します。

表 30 : VG202および VG204ゲートウェイの構成時の設定

説明フィールド

Cisco VG202または VG204ゲートウェイテンプレートを識別す
る最大 64文字の名前を入力します。

テンプレート名

デバイスの目的を特定する説明を入力します。説明
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、Cisco Unified
Communications Manager冗長グループを選択します。

Cisco Unified Communications Managerの冗長性グループには、
最大 3つの Cisco Unified Communications Managerの優先順位リ
ストが含まれています。リストの最初の Cisco Unified
Communications Managerは、プライマリ Cisco Unified
Communications Managerとして機能します。プライマリ Cisco
Unified Communications Managerが利用可能でない、または失敗
した場合、ゲートウェイは次にリストされている Cisco Unified
Communications Managerに接続します。

[Cisco Unified Communications
Managerグループ（Cisco
Unified Communications Manager
Group）]

[設定済みのスロット、VIC、およびエンドポイント（Configured Slots, VICs and Endpoints）]

VG202またはVG204ゲートウェイで使用できるスロットについ
て、ドロップダウンリストボックスから [アナログ（Analog）]
を選択します。

スロット 0内のモジュール
（Module in Slot 1）

VG202またはVG204ゲートウェイで使用可能なサブユニット 0
について、ドロップダウンリストボックスからサブユニットと

して [2FXS]を選択できます。

VG202または VG204ゲートウェイでは、スロット
0のモジュールとサブユニット 0しか使用できませ
ん。

（注）

Subunit 0

VG310 Gatewayテンプレートのフィールドの説明
次の表では、Cisco VG310ゲートウェイテンプレートの構成時の設定に関する詳細な説明を示
します。

表 31 : VG310 Gatewayの構成時の設定

説明フィールド

VG310ゲートウェイテンプレートを識別する最大 64文字の名
前を入力します。

テンプレート名

デバイスの目的を特定する説明を入力します。説明
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、Cisco Unified
Communications Manager冗長グループを選択します。

Cisco Unified Communications Managerの冗長性グループには、
最大 3つの Cisco Unified Communications Managerの優先順位リ
ストが含まれています。リストの最初の Cisco Unified
Communications Managerは、プライマリ Cisco Unified
Communications Managerとして機能します。プライマリ Cisco
Unified Communications Managerが利用可能でない、または失敗
した場合、ゲートウェイは次にリストされている Cisco Unified
Communications Managerに接続します。

[Cisco Unified Communications
Managerグループ（Cisco
Unified Communications Manager
Group）]

[設定済みのスロット、VIC、およびエンドポイント（Configured Slots, VICs and Endpoints）]

VG310ゲートウェイで使用できるスロットについて、ドロップ
ダウンリストボックスから [VG-2VWIC-MBRD]を選択します。

スロット 0内のモジュール
（Module in Slot 1）

製品固有の設定

ゲートウェイのメーカーは、製品固有の設定の下に、モデル固

有の設定を指定します。これらは動的に設定されるため、予告

なしに変更される場合があります。

製品固有の設定項目のフィールドの説明とヘルプを表示するに

は、[製品固有の設定（Product Specific Configuration）]見出しの
右側にある [?]「」情報アイコンをクリックして、ポップアップ
ダイアログボックスにヘルプを表示します。

詳細情報が必要な場合は、設定する特定のゲートウェイのドキュ

メントを参照するか、メーカーにお問い合わせください。

[ゲートウェイのメーカーが定
義するモデル固有の設定フィー

ルド（Model-specific
configuration fields that are
defined by the gateway
manufacturer）]

VG320 Gatewayテンプレートのフィールドの説明
次の表では、Cisco VG320ゲートウェイテンプレートの構成時の設定に関する詳細な説明を示
します。

表 32 : VG320 Gatewayの構成時の設定

説明フィールド

VG320ゲートウェイテンプレートを識別する最大 64文字の名
前を入力します。

テンプレート名

デバイスの目的を特定する説明を入力します。説明
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、Cisco Unified
Communications Manager冗長グループを選択します。

Cisco Unified Communications Managerの冗長性グループには、
最大 3つの Cisco Unified Communications Managerの優先順位リ
ストが含まれています。リストの最初の Cisco Unified
Communications Managerは、プライマリ Cisco Unified
Communications Managerとして機能します。プライマリ Cisco
Unified Communications Managerが利用可能でない、または失敗
した場合、ゲートウェイは次にリストされている Cisco Unified
Communications Managerに接続します。

[Cisco Unified Communications
Managerグループ（Cisco
Unified Communications Manager
Group）]

[設定済みのスロット、VIC、およびエンドポイント（Configured Slots, VICs and Endpoints）]

VG320ゲートウェイで使用できるスロットについて、ドロップ
ダウンリストボックスから [VG-3VWIC-MBRD]を選択します。

スロット 0内のモジュール
（Module in Slot 1）

製品固有の設定

ゲートウェイのメーカーは、製品固有の設定の下に、モデル固

有の設定を指定します。これらは動的に設定されるため、予告

なしに変更される場合があります。

製品固有の設定項目のフィールドの説明とヘルプを表示するに

は、[製品固有の設定（Product Specific Configuration）]見出しの
右側にある [?]「」情報アイコンをクリックして、ポップアップ
ダイアログボックスにヘルプを表示します。

詳細情報が必要な場合は、設定する特定のゲートウェイのドキュ

メントを参照するか、メーカーにお問い合わせください。

[ゲートウェイのメーカーが定
義するモデル固有の設定フィー

ルド（Model-specific
configuration fields that are
defined by the gateway
manufacturer）]

VG350 Gatewayテンプレートのフィールドの説明
次の表では、Cisco VG350ゲートウェイテンプレートの構成時の設定に関する詳細な説明を示
します。

表 33 : VG350 Gatewayの構成時の設定

説明フィールド

VG350ゲートウェイテンプレートを識別する最大 64文字の名
前を入力します。

テンプレート名

デバイスの目的を特定する説明を入力します。説明
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、Cisco Unified
Communications Manager冗長グループを選択します。

Cisco Unified Communications Managerの冗長性グループには、
最大 3つの Cisco Unified Communications Managerの優先順位リ
ストが含まれています。リストの最初の Cisco Unified
Communications Managerは、プライマリ Cisco Unified
Communications Managerとして機能します。プライマリ Cisco
Unified Communications Managerが利用可能でない、または失敗
した場合、ゲートウェイは次にリストされている Cisco Unified
Communications Managerに接続します。

[Cisco Unified Communications
Managerグループ（Cisco
Unified Communications Manager
Group）]

[設定済みのスロット、VIC、およびエンドポイント（Configured Slots, VICs and Endpoints）]

VG350ゲートウェイで使用できるスロットについて、ドロップ
ダウンリストボックスから [NM-4VWIC-MBRD]を選択します。

スロット 0内のモジュール
（Module in Slot 1）

VG350ゲートウェイで使用できるスロットについて、ドロップ
ダウンリストから [なし（NONE）]を選択します。

[スロット 1/3内のモジュール
（Module in Slot 1/3）]

VG350ゲートウェイで使用できるスロットについて、ドロップ
ダウンリストから [アナログ（ANALOG）]を選択します。

[スロット 2/4内のモジュール
（Module in Slot 2/4）]

製品固有の設定

ゲートウェイのメーカーは、製品固有の設定の下に、モデル固

有の設定を指定します。これらは動的に設定されるため、予告

なしに変更される場合があります。

製品固有の設定項目のフィールドの説明とヘルプを表示するに

は、[製品固有の設定（Product Specific Configuration）]見出しの
右側にある [?]「」情報アイコンをクリックして、ポップアップ
ダイアログボックスにヘルプを表示します。

詳細情報が必要な場合は、設定する特定のゲートウェイのドキュ

メントを参照するか、メーカーにお問い合わせください。

[ゲートウェイのメーカーが定
義するモデル固有の設定フィー

ルド（Model-specific
configuration fields that are
defined by the gateway
manufacturer）]

VG410ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明
次の表では、Cisco VG410ゲートウェイテンプレートの構成時の設定に関する詳細な説明を示
します。
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表 34 : VG410 Gatewayの構成時の設定

説明フィールド

VG410ゲートウェイテンプレートを識別する最大 64文字の名
前を入力します。

テンプレート名

デバイスの目的を特定する説明を入力します。説明

ドロップダウンリストから、Unified Communications Manager冗
長グループを選択します。

Unified Communications Manager冗長グループには、最大 3つの
Unified Communications Managerの優先順位付けされたリストが
含まれます。リストの最初の Unified Communications Manager
は、プライマリUnified Communications Managerとして機能しま
す。プライマリUnified Communications Managerが利用可能でな
い、または動作していない場合、ゲートウェイは次にリストさ

れているUnified Communications Managerへの接続を試みます。

Unified Communications Manager
グループ

[設定済みのスロット、VIC、およびエンドポイント（Configured Slots, VICs and Endpoints）]

VG410ゲートウェイで使用できるスロットについて、ドロップ
ダウンリストから [VG-1NIM-MBRD]を選択します。

スロット 0内のモジュール
（Module in Slot 1）

選択したプロトコルに基づいて、VG10ゲートウェイで使用可能
なサブユニット 1について、ドロップダウンリストからサブユ
ニットを選択します。

Subunit 1

製品固有の設定

ゲートウェイのメーカーは、製品固有の設定の下に、モデル固

有の設定を指定します。これらは動的に設定されるため、予告

なしに変更される場合があります。

製品固有の設定項目のフィールドの説明とヘルプを表示するに

は、[製品固有の設定（Product Specific Configuration）]見出しの
右側にある「[?]」情報アイコンをクリックして、ポップアップ
ダイアログボックスにヘルプを表示します。

詳細情報が必要な場合は、設定する特定のゲートウェイのドキュ

メントを参照するか、メーカーにお問い合わせください。

[ゲートウェイのメーカーが定
義するモデル固有の設定フィー

ルド（Model-specific
configuration fields that are
defined by the gateway
manufacturer）]

VG420ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明
次の表では、Cisco VG420ゲートウェイテンプレートの構成時の設定に関する詳細な説明を示
します。
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表 35 : VG420 Gatewayの構成時の設定

説明フィールド

VG420ゲートウェイテンプレートを識別する最大 64文字の名
前を入力します。

テンプレート名

デバイスの目的を特定する説明を入力します。説明

ドロップダウンリストから、Unified Communications Manager冗
長グループを選択します。

Unified Communications Manager冗長グループには、最大 3つの
Unified Communications Managerの優先順位付けされたリストが
含まれます。リストの最初の Unified Communications Manager
は、プライマリUnified Communications Managerとして機能しま
す。プライマリUnified Communications Managerが利用可能でな
い、または動作していない場合、ゲートウェイは次にリストさ

れているUnified Communications Managerへの接続を試みます。

Unified Communications Manager
グループ

[設定済みのスロット、VIC、およびエンドポイント（Configured Slots, VICs and Endpoints）]

VG420ゲートウェイで使用できるスロットについて、ドロップ
ダウンリストから [ISR-2NIM-MBRD]を選択します。

スロット 0内のモジュール
（Module in Slot 1）

VG420ゲートウェイで使用できるスロットについて、ドロップ
ダウンリストボックスから [アナログ（ANALOG）]を選択し
ます。

スロット 1内のモジュール
（Module in Slot 1）

製品固有の設定

ゲートウェイのメーカーは、製品固有の設定の下に、モデル固

有の設定を指定します。これらは動的に設定されるため、予告

なしに変更される場合があります。

製品固有の設定項目のフィールドの説明とヘルプを表示するに

は、[製品固有の設定（Product Specific Configuration）]見出しの
右側にある「[?]」情報アイコンをクリックして、ポップアップ
ダイアログボックスにヘルプを表示します。

詳細情報が必要な場合は、設定する特定のゲートウェイのドキュ

メントを参照するか、メーカーにお問い合わせください。

[ゲートウェイのメーカーが定
義するモデル固有の設定フィー

ルド（Model-specific
configuration fields that are
defined by the gateway
manufacturer）]

VG450 Gatewayテンプレートのフィールドの説明
次の表では、Cisco VG450ゲートウェイテンプレートの構成時の設定に関する詳細な説明を示
します。
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表 36 : VG450 Gatewayの構成時の設定

説明フィールド

VG450ゲートウェイテンプレートを識別する最大 64文字の名
前を入力します。

テンプレート名

デバイスの目的を特定する説明を入力します。説明

ドロップダウンリストボックスから、Unified Communications
Manager冗長グループを選択します。

Unified Communications Manager冗長グループには、最大 3つの
Unified Communications Managerの優先順位付けされたリストが
含まれます。リストの最初の Unified Communications Manager
は、プライマリUnified Communications Managerとして機能しま
す。プライマリUnified Communications Managerが利用可能でな
い、または動作していない場合、ゲートウェイは次にリストさ

れているUnified Communications Managerへの接続を試みます。

Unified Communications Manager
グループ

[設定済みのスロット、VIC、およびエンドポイント（Configured Slots, VICs and Endpoints）]

VG450ゲートウェイで使用できるスロットについて、ドロップ
ダウンリストボックスから [ISR-3NIM-MBRD]を選択します。

スロット 0内のモジュール
（Module in Slot 1）

VG450ゲートウェイで使用できるスロットについて、ドロップ
ダウンリストボックスから [アナログ（ANALOG）]を選択し
ます。

[ANALOG]：ゲートウェイの SM-Xスロットで、ユーザは、
SM-X-16FXS/FXO、SM-X-24FXS/4FXO、SM-X-8FXS/12FXO、
SM-X-56FXSまたはSM-X-72FXSのモジュールを選択できます。

[スロット1/2/3内のモジュール
（Module in Slot 1/2/3）]

製品固有の設定

ゲートウェイのメーカーは、製品固有の設定の下に、モデル固

有の設定を指定します。これらは動的に設定されるため、予告

なしに変更される場合があります。

製品固有の設定項目のフィールドの説明とヘルプを表示するに

は、[製品固有の設定（Product Specific Configuration）]見出しの
右側にある [?]「」情報アイコンをクリックして、ポップアップ
ダイアログボックスにヘルプを表示します。

詳細情報が必要な場合は、設定する特定のゲートウェイのドキュ

メントを参照するか、メーカーにお問い合わせください。

[ゲートウェイのメーカーが定
義するモデル固有の設定フィー

ルド（Model-specific
configuration fields that are
defined by the gateway
manufacturer）]
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ISR 4461 Gatewayテンプレートのフィールドの説明
次の表では、Cisco ISR 4461ゲートウェイテンプレートの構成時の設定に関する詳細な説明を
示します。

表 37 : ISR 4461 Gatewayの構成時の設定

説明フィールド

ISR 4461ゲートウェイテンプレートを識別する最大 64文字の
名前を入力します。

テンプレート名

デバイスの目的を特定する説明を入力します。説明

ドロップダウンリストボックスから、Cisco Unified
Communications Manager冗長グループを選択します。

Cisco Unified Communications Manager冗長グループには、最大
3つの Cisco Unified Communications Managerの優先順位付けさ
れたリストが含まれます。リストの最初の Cisco Unified
Communications Managerは、プライマリ Cisco Unified
Communications Managerとして機能します。プライマリ Cisco
Unified Communications Managerが利用可能でない、または動作
していない場合、ゲートウェイは次にリストされている Cisco
Unified Communications Managerへの接続を試みます。

[Cisco Unified Communications
Managerグループ（Cisco
Unified Communications Manager
Group）]

[設定済みのスロット、VIC、およびエンドポイント（Configured Slots, VICs and Endpoints）]

ISR 4461ゲートウェイで使用できるスロットについて、ドロッ
プダウンリストボックスから [ISR-3NIM-MBRD]を選択しま
す。

スロット 0内のモジュール
（Module in Slot 1）

ISR 4461ゲートウェイで使用できるスロットについて、以下の
タイプのモジュールから選択します。

• [ANALOG]：ゲートウェイのSM-Xスロットで、ユーザは、
SM-X-16FXS/FXO、SM-X-24FXS/4FXO、
SM-X-8FXS/12FXO、SM-X-56FXSまたは SM-X-72FXSのモ
ジュールを選択できます。

• [SM-X-NIM-ADPTR]：ゲートウェイの SM-Xスロット内の
NIM用アダプタ。

[スロット1/2/3内のモジュール
（Module in Slot 1/2/3）]

製品固有の設定
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説明フィールド

ゲートウェイのメーカーは、製品固有の設定の下に、モデル固

有の設定を指定します。これらは動的に設定されるため、予告

なしに変更される場合があります。

製品固有の設定項目のフィールドの説明とヘルプを表示するに

は、[製品固有の設定（Product Specific Configuration）]見出しの
右側にある [?]「」情報アイコンをクリックして、ポップアップ
ダイアログボックスにヘルプを表示します。

詳細情報が必要な場合は、設定する特定のゲートウェイのドキュ

メントを参照するか、メーカーにお問い合わせください。

[ゲートウェイのメーカーが定
義するモデル固有の設定フィー

ルド（Model-specific
configuration fields that are
defined by the gateway
manufacturer）]

Cisco Catalyst 6000 24ポート FXSゲートウェイテンプレートのフィール
ドの説明

次の表は、Cisco Catalyst 6000 24ポート FXSゲートウェイテンプレートの構成時の設定の一覧
です。

表 38 : Cisco Catalyst 6000 24ポート FXSゲートウェイの構成時の設定

説明フィールド

デバイスの目的を入力します。説明には、任意の言語で最大

50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号

（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッ

コ（<>）は使用できません。

Description

ドロップダウンリストボックスから適切なデバイスプールを

選択します。

デバイスプールは、このデバイスのプロパティのコレクショ

ン（Communications Managerグループ、日時グループ、地域、
デバイスの自動登録用コーリングサーチスペースなど）を指

定します。

[デバイスプール（Device Pool）]

このゲートウェイに割り当てる共通デバイス設定を選択しま

す。共通デバイス設定には、特定のユーザに関連付けられて

いる属性（サービスまたは機能）が含まれています。共通デ

バイス設定は、[共通デバイス設定（Common Device
Configuration）]ウィンドウで設定します。

共通デバイス設定を表示するには、[詳細の表示（View
Details）]リンクをクリックします。

[共通デバイス設定（Common
Device Configuration）]
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説明フィールド

このリストには、メディアリソースグループの優先順位付け

されたグループ化が表示されます。アプリケーションは、[メ
ディアリソースグループリスト（Media Resource Group List）]
で定義された優先順位に従って、利用可能なメディアリソー

スから必要なメディアリソース（保留音サーバなど）を選択

します。

[メディアリソースグループリス
ト（Media Resource Group List）]

この IPゲートウェイのグループに使用するネットワーク保留
音の音源を選択します。

ネットワーク保留音源は、システムによりコールが保留され

るとき（ユーザがコールを転送またはパークするときなど）

に再生される音楽の音源を指定します。

[ネットワーク保留MOH音源
（Network Hold MOH Audio
Source）]

ドロップダウンリストボックスから、適切なコーリングサー

チスペースを選択します。コーリングサーチスペースは、収

集された（発信側）番号のルーティング方法を決定するため

に検索されるパーティションのコレクションを指定します。

このドロップダウンリストボックスに表示されるコーリング

サーチスペースの数を設定するには、[リストボックス項目の
最大数（Max List Box Items）]エンタープライズパラメータを
使用します。[リストボックス項目の最大数（Maximum List
Box Items）]エンタープライズパラメータで指定されている数
より多くのコーリングサーチスペースがある場合は、ドロッ

プダウンリストボックスの横に省略ボタン（...）が表示され
ます。[...]ボタンをクリックすると、[コーリングサーチスペー
スの選択（Select Calling Search Space）]ウィンドウが表示され
ます。[次の名前が含まれる項目を一覧表示（List items where
Name contains）]フィールドに、コーリングサーチスペース
の名前の一部を入力します。[使用する項目の選択（Select item
to use）]ボックスに表示されるコーリングサーチスペースの
リストで、目的のコーリングサーチスペース名をクリック

し、[OK]をクリックします。

リストボックス項目の最大数を設定するには、[シ
ステム（System）] > [エンタープライズパラメー
タ（Enterprise Parameters）]の順に選択し、
[Unified CMAdminパラメータ（Unified CMAdmin
Parameters）]を選択します。

（注）

コーリングサーチスペース
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説明フィールド

自動代替ルーティング（AAR）を実行する際にデバイスが使
用する、適切なコーリングサーチスペースを選択します。

AARコーリングサーチスペースは、帯域幅不足が原因でコー
ルがブロックされる場合に、ルートパーティションのコレク

ションを指定します。このルートパーティションは、収集さ

れた（発信側）番号の他のルーティング方法を決定するため

に検索されます。

[AARコーリングサーチスペー
ス（AAR Calling Search Space）]

このデバイスの適切なロケーションを選択します。ロケーショ

ンは、このロケーションに対して送受信可能な帯域幅の合計

を指定します。ロケーションを [なし（None）]に設定すると、
ロケーション機能はこのデバイスが消費する帯域幅を追跡し

ません。

[所在地（ Location）]

このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選
択します。AARグループはプレフィックス番号を設定します。
この番号は、帯域幅不足のためにブロックされるコールをルー

ティングする際に使用されます。AARグループ設定を [なし
（None）]にすると、ブロックされたコールの再ルーティング
は行われません。

[AARグループ（AAR Group）]

ドロップダウンリストから、ゲートウェイに関連付けるロケー

ルを選択します。ネットワークロケールは、特定の場所のハー

ドウェアをサポートするための一連の詳細情報を識別します。

ネットワークロケールには、特定の地理的領域のデバイスが

使用するトーンとリズムの定義が含まれます。

すでにインストールされ、関連付けられたデバイ

スによってサポートされるネットワークロケール

のみを選択してください。リストには、この設定

に使用可能なすべてのネットワークロケールが表

示されますが、すべてをインストールする必要は

ありません。デバイスが、ファームウェアでサポー

トされていないネットワークロケールに関連付け

られている場合、そのデバイスは起動に失敗しま

す。

（注）

[ネットワークロケール（Network
Locale）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、Cisco Unified
Communications Managerでこのメディアエンドポイントと共
にトラステッドリレーポイント（TRP）デバイスを挿入する
かどうかを選択します。次の値のいずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：この値を選択した場合、デバイ
スは、このデバイスが関連付けられている共通デバイス

設定の [信頼されたリレーポイントを使用（Use Trusted
Relay Point）]設定を使用します。

• [オフ（Off）]：このデバイスでの TRPの使用を無効にす
るには、この値を選択します。この設定は、このデバイ

スに関連付けられている共通デバイス設定の [トラステッ
ドリレーポイントを使用（Use Trusted Relay Point）]設定
よりも優先されます。

• [オン（On）]：このデバイスで TRPの使用を有効にする
場合は、この値を選択します。この設定は、このデバイ

スに関連付けられている共通デバイス設定の [トラステッ
ドリレーポイントを使用（Use Trusted Relay Point）]設定
よりも優先されます。

トラステッドリレーポイント（TRP）デバイスはトラステッ
ドリレーポイントとしてラベル付けされているMTPまたは
トランスコーダデバイスを指定します。

複数のリソースがエンドポイントに必要な場合（たとえばト

ランスコーダや RSVP Agent）、Cisco Unified Communications
Managerは関連付けられたエンドポイントデバイスに最も近
い TRPを選択します。

TRPとMTPの両方がエンドポイントに必要な場合は、TRPが
必須のMTPとして使用されます。

[トラステッドリレーポイントを
使用（Use Trusted Relay Point）]

ポートを選択する順序を選択します。使用するポートの順序

がわからない場合は、[トップダウン方式（TOP_DOWN）]を
選択します。

• [トップダウン方式（TOP_DOWN）]：ポート 1からポー
ト 8まで、ポートを降順に選択します。

• [ボトムアップ方式（BOTTOM_UP）]：ポート 8からポー
ト 1まで、ポートを昇順に選択します。

[ポート選択順序（Port Selection
Order）]

ゲートウェイに適したファームウェアのロード情報を入力し

ます。

ここで入力する値は、このゲートウェイのデフォルト値を上

書きします。

[ロード情報（Load Information）]
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説明フィールド

このデバイスは、デバイスのデバイスプールのユーザロケー

ル設定を使用して、Unicodeを送信するかどうか、および受信
した Unicode情報を変換するかどうかを判断します。

送信側のデバイスに対してこのチェックボックスをオンにし

た場合に、デバイスのデバイスプールのユーザロケール設定

が終端電話機のユーザロケールに一致すると、デバイスは

Unicodeを送信します。ユーザロケール設定が一致しない場
合、デバイスは ASCIIを送信します。

受信側のデバイスは、送信側のデバイスのデバイスプールの

ユーザロケール設定に基づいて、着信する Unicode文字を変
換します。ユーザロケール設定が終端電話機のユーザロケー

ルに一致する場合、電話機に文字が表示されます。

トランクの両端で同じ言語グループに属していな

いユーザロケールが設定されると、電話機の表示

が文字化けする可能性があります。

（注）

[発呼側名に UTF-8を転送
（Transmit UTF-8 for Calling Party
Name）]

この設定により、デバイスの発信者番号をローカライズでき

ます。選択した発信側トランスフォーメーション CSSに、こ
のデバイスに割り当てる発信側トランスフォーメーションパ

ターンが含まれていることを確認してください。

発呼側トランスフォーメーションパターンを発呼側トランス

フォーメーション CSSが存在するパーティションに割り当て
ると、デバイスはそのトランスフォーメーションパターンの

属性を継承します。

[発信側トランスフォーメーショ
ンCSS（Calling Party
Transformation CSS）]

このデバイスに割り当てられているデバイスプールに設定さ

れている発信側トランスフォーメーション CSSを使用する場
合は、このボックスをオンにします。このチェックボックス

をオンにしない場合、デバイスは [デバイス設定（device
configuration）]ウィンドウで設定した発信側トランスフォー
メーション CSSを使用します。

[デバイスプールの発信側トラン
スフォーメーションCSSを使用
（Use Device Pool Calling Party
Transformation CSS）]

マルチレベル優先順位およびプリエンプション（MLPP）情報

ドロップダウンリストボックスから、このデバイスと関連付

けるMLPPドメインを選択します。値を<None>のままにした
場合、このデバイスは自身のデバイスプールに設定された値

から、そのMLPPドメインを継承します。デバイスプールに
MLPPドメインの設定がない場合は、このデバイスのMLPPド
メインはMLPP Domain Identifierエンタープライズパラメータ
の設定値から継承されます。

[MLPPドメイン（MLPP
Domain）]
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説明フィールド

このデバイスタイプにはこの設定はありません。[MLPP通知（MLPP Indication）]

この設定にはこのデバイスタイプはありません。[MLPPプリエンプション（MLPP
Preemption）]

位置情報の設定

ドロップダウンリストボックスから位置情報を選択します。

[未指定（Unspecified）]という位置情報を選択することもでき
ます。この場合、デバイスに位置情報は関連付けられません。

また、[システム（System）] > [位置情報の設定（Geolocation
Configuration）]メニューオプションで設定された位置情報を
選択することもできます。

地理的な場所

ドロップダウンリストボックスから位置情報フィルタを選択

します。

[なし（None）]の設定のままにした場合、このデバイスには
位置情報フィルタは適用されません。

また、[システム（System）] > [位置情報フィルタ（Geolocation
Filter）]メニューオプションで設定された位置情報フィルタ
を選択することもできます。

[位置情報フィルタ（Geo Location
Filter）]

FXS/FXOポートの設定フィールドの説明
次の表に、FXS/FXOポートの設定項目に関する詳細な説明を示します。

VG200ゲートウェイの場合、一部のスイッチエミュレーションタイプでネットワーク側がサ
ポートされていません。ゲートウェイスイッチタイプの設定方法により、ネットワーク側を

設定できるかどうかが決定します。

表 39 : FXS/FXOポートの設定項目

説明フィールド

[デバイス情報（Device Information）]

VG200ゲートウェイの場合、この表示専用フィールドには、
Cisco Unified Communications Managerにより生成される、VG200
アナログインターフェイスを識別する文字列が表示されます。

[エンドポイント名（End-Point
Name）]
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説明フィールド

Cisco Unified Communications Managerは、アナログMGCP記
述を一意に識別する文字列を生成します。

次に例を示します。

AALN/S0/SU1/1@domain.com

このフィールドは編集できます。説明には、任意の言語で最

大 50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント

記号（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山

カッコ（<>）は使用できません。

説明

ドロップダウンリストボックスから適切なデバイスプールを

選択します。

デバイスプールは、このデバイスのプロパティのコレクショ

ン（Communications Managerグループ、日時グループ、地域、
デバイスの自動登録用コーリングサーチスペースなど）を指

定します。

[デバイスプール（Device Pool）]

このリストには、メディアリソースグループの優先順位付け

されたグループ化が表示されます。アプリケーションは、[メ
ディアリソースグループリスト（Media Resource Group List）]
で定義された優先順位に従って、使用可能なメディアリソー

スから必要なメディアリソース（保留音サーバなど）を選択

します。

[メディアリソースグループリ
スト（Media Resource Group
List）]

このフィールドは、Cisco IOS MGCPゲートウェイの暗号化シ
グナリング情報のトラブルシューティングを行う場合にのみ

設定します。パケットキャプチャを設定すると、コール処理

が中断することがあります。このフィールドの詳細について

は、『Cisco Unified Communications Manager Security Guide』を
参照してください。

[パケットキャプチャモード
（Packet Capture Mode）]（Cisco
IOS MGCPゲートウェイのみ）

このフィールドは、Cisco IOS MGCPゲートウェイの暗号化シ
グナリング情報のトラブルシューティングを行う場合にのみ

設定します。パケットキャプチャを設定すると、コール処理

が中断することがあります。このフィールドの詳細について

は、『Cisco Unified Communications Manager Security Guide』を
参照してください。

[パケットキャプチャ時間（Packet
Capture Duration）]（Cisco IOS
MGCPゲートウェイのみ）

ドロップダウンリストボックスから、適切なコーリングサー

チスペースを選択します。コーリングサーチスペースは、収

集された（発信側）番号のルーティング方法を決定する際に

検索される一連のルートパーティションで構成されます。

[コーリングサーチスペース
（Calling Search Space）]
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説明フィールド

自動代替ルーティング（AAR）を実行する際にデバイスが使
用する、適切なコーリングサーチスペースを選択します。

AARコーリングサーチスペースは、帯域幅不足が原因でコー
ルがブロックされる場合に、ルートパーティションのコレク

ションを指定します。このルートパーティションは、収集さ

れた（発信側）番号の他のルーティング方法を決定するため

に検索されます。

[AARコーリングサーチスペー
ス（AAR Calling Search Space）]

一元化されたコール処理システムでコールアドミッション制

御（CAC）を実装するには、ロケーションを使用します。CAC
により、ロケーション間のリンク上でオーディオおよびビデ

オ通話に使用できる帯域幅の量を制限することで、オーディ

オの品質およびビデオの可用性を調整できます。ロケーショ

ンは、このロケーションとの間のコールに使用可能な帯域幅

の合計を指定します。

ドロップダウンリストボックスから、このデバイスに適切な

ロケーションを選択します。

ロケーションを [Hub_None]に設定すると、ロケーション機能
はこのデバイスが消費する帯域幅を追跡しません。ロケーショ

ンを [ファントム（Phantom）]に設定すると、H.323プロトコ
ルまたは SIPプロトコルを使用するクラスタ間トランクの間
で、正常なCACを有効にするロケーションが指定されます。

新しいロケーションを設定するには、[システム（System）] >
[ロケーション（Location）]メニューオプションを使用しま
す。

[ロケーション（Location）]

このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選
択します。AARグループはプレフィックス番号を設定しま
す。この番号は、帯域幅不足のためにブロックされるコール

をルーティングする際に使用されます。AARグループ設定を
[なし（None）]にすると、ブロックされたコールの再ルーティ
ングは行われません。

[AARグループ（AAR Group）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、ゲートウェイに関連付けるロケー

ルを選択します。ネットワークロケールは、特定の場所のハー

ドウェアをサポートするための一連の詳細情報を識別します。

ネットワークロケールには、特定の地理的領域のデバイスが

使用するトーンとリズムの定義が含まれます。

既にインストールされ、関連付けられたデバイス

によってサポートされるネットワークロケールの

みを選択してください。リストには、この設定に

使用可能なすべてのネットワークロケールが表示

されますが、すべてをインストールする必要はあ

りません。デバイスが、ファームウェアでサポー

トされていないネットワークロケールに関連付け

られている場合、そのデバイスは起動に失敗しま

す。

（注）

[ネットワークロケール（Network
Locale）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、Cisco Unified
Communications Managerでこのメディアエンドポイントと共
にトラステッドリレーポイント（TRP）デバイスを挿入する
かどうかを選択します。次の値のいずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：この値を選択した場合、デバイ
スは、このデバイスが関連付けられている共通デバイス

設定の [信頼されたリレーポイントを使用（Use Trusted
Relay Point）]設定を使用します。

• [オフ（Off）]：このデバイスでの TRPの使用を無効にす
るには、この値を選択します。この設定は、このデバイ

スに関連付けられている共通デバイス設定の [トラステッ
ドリレーポイントを使用（Use Trusted Relay Point）]設定
よりも優先されます。

• [オン（On）]：このデバイスで TRPの使用を有効にする
場合は、この値を選択します。この設定は、このデバイ

スに関連付けられている共通デバイス設定の [トラステッ
ドリレーポイントを使用（Use Trusted Relay Point）]設定
よりも優先されます。

トラステッドリレーポイント（TRP）デバイスはトラステッ
ドリレーポイントとしてラベル付けされているMTPまたは
トランスコーダデバイスを指定します。

複数のリソースがエンドポイントに必要な場合（たとえばト

ランスコーダや RSVP Agent）、Cisco Unified Communications
Managerは関連付けられたエンドポイントデバイスに最も近
い TRPを選択します。

TRPと RSVP Agentの両方がエンドポイントに必要な場合、
Cisco Unified Communications Managerはまず、TRPとしても使
用可能な RSVP Agentを検索します。

TRPとトランスコーダの両方がエンドポイントに必要な場合、
Cisco Unified Communications Managerは最初に、TRPとしても
指定可能なトランスコーダを検索します。

[トラステッドリレーポイントを
使用（Use Trusted Relay Point）]
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説明フィールド

このデバイスは、デバイスのデバイスプールのユーザロケー

ル設定を使用して、Unicodeを送信するかどうか、および受信
した Unicode情報を変換するかどうかを判断します。

送信側のデバイスに対してこのチェックボックスをオンにし

た場合に、デバイスのデバイスプールのユーザロケール設定

が終端電話のユーザロケールに一致すると、デバイスは

Unicodeを送信します。ユーザロケール設定が一致しない場
合、デバイスは ASCIIを送信します。

受信側のデバイスは、送信側のデバイスのデバイスプールの

ユーザロケール設定に基づいて、着信する Unicode文字を変
換します。ユーザロケール設定が終端電話機のユーザロケー

ルに一致する場合、電話機に文字が表示されます。

トランクの両端で同じ言語グループに属していな

いユーザロケールが設定されると、電話機の表示

が文字化けする可能性があります。

（注）

[発呼側名に UTF-8を転送
（Transmit UTF-8 for Calling Party
Name）]

この設定は、（FXOポートではなく）FXSポートについて表
示されます。この設定により、デバイスの発信者番号をロー

カライズできます。選択した発呼側変換 CSSに、このデバイ
スに割り当てる発呼側トランスフォーメーションパターンが

含まれていることを確認してください。

コールを発信する前に、デバイスは番号分析を使

用して変換を適用する必要があります。[発呼側ト
ランスフォーメーションCSS（Calling Party
Transformation CSS）]を [なし（None）]に設定し
た場合、トランスフォーメーションの照合と適用

は行われません。ルーティングに使用されない

Null以外のパーティションで、必ず [発信側変換
パターン（Calling Party Transformation Pattern）]を
設定してください。

ヒント

[発呼側トランスフォーメーショ
ンCSS（Calling Party
Transformation CSS）]

このデバイスに割り当てられているデバイスプールに設定さ

れている発信側トランスフォーメーション CSSを使用する場
合は、このボックスをオンにします。このチェックボックス

をオンにしない場合、デバイスは[ゲートウェイ設定（Gateway
Configuration）]ウィンドウで設定した [発呼側トランスフォー
メーションCSS（Calling Party Transformation CSS）]を使用し
ます。

FXOポートではなく FXSポートの設定が表示されます。

[デバイスプールの発信側トラン
スフォーメーションCSSを使用
（Use Device Pool Calling Party
Transformation CSS）]
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説明フィールド

このデバイスをホットラインデバイスにするには、このチェッ

クボックスをオンにします。ホットラインデバイスは他のホッ

トラインデバイスにのみ接続できます。これは PLARの拡張
機能です。PLARでは、電話がオフフックになった場合に自
動的に1つの電話番号にダイヤルするよう電話を設定します。
ホットラインによって、PLARを使用するデバイスに追加の
制限を適用できます。

ホットラインを実装するには、補足サービスソフトキーを含

まないソフトキーテンプレートを作成し、それをホットライ

ンデバイスに適用する必要があります。

[ホットラインデバイス（Hotline
Device）]

[マルチレベル優先順位およびプリエンプション（MLPP）情報（Multilevel Precedence and
Preemption (MLPP) Information）]

ドロップダウンリストボックスから、このデバイスと関連付

けるMLPPドメインを選択します。値を [<なし>（<None>）]
のままにした場合、このデバイスは自身のデバイスプールに

設定された値から、そのMLPPドメインを継承します。デバ
イスプールに [MLPPドメイン（MLPP Domain）]の設定がな
い場合、このデバイスのMLPPドメインは [MLPPドメイン ID
（MLPP Domain Identifier）]エンタープライズパラメータの
設定値から継承されます。

[MLPPドメイン（MLPP
Domain）]

この設定は一部のデバイスでは利用できないことに注意して

ください。利用可能な場合、この設定は、優先トーンを再生

できるデバイスで、MLPP優先コールを発信するときにその
機能を使用するかどうかを指定します。

ドロップダウンリストボックスから、このデバイスに割り当

てる設定値として次のオプションのいずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：このデバイスはMLPP通知設定
をデバイスプールから継承します。

• [オフ（Off）]：このデバイスではMLPP優先コールの表
示は処理されません。

• [オン（On）]：このデバイスではMLPP優先コールの表
示を処理します。

デバイスを設定する際は、[MLPPプリエンプショ
ン（MLPP Preemption）]を [強制（Forceful）]に
設定し、かつ [MLPP通知（MLPP Indication）]を
[オフ（Off）]または [デフォルト（Default）]（デ
フォルトが [オフ（Off）]の場合）に設定するこ
とは避けてください。

（注）

[MLPP通知（MLPP Indication）]
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説明フィールド

この設定は一部のデバイスでは利用できないことに注意して

ください。利用可能な場合、この設定は、進行中のコールを

プリエンプションできるデバイスで、MLPP優先コールを発
信するときにプリエンプション機能を使用するかどうかを指

定します。

ドロップダウンリストボックスから、このデバイスに割り当

てる設定値として次のオプションのいずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：このデバイスはMLPPプリエン
プション設定をデバイスプールから継承します。

• [無効（Disabled）]：このデバイスは、優先順位の高いコー
ルを完了する必要がある場合に、優先順位の低いコール

のプリエンプションを許可しません。

• [強制（Forceful）]：このデバイスは、優先順位の高いコー
ルを完了する必要がある場合に、優先順位の低いコール

のプリエンプションを許可します。

デバイスを設定する際は、[MLPPプリエンプショ
ン（MLPP Preemption）]を [強制（Forceful）]に
設定し、かつ [MLPP通知（MLPP Indication）]を
[オフ（Off）]または [デフォルト（Default）]（デ
フォルトが [オフ（Off）]の場合）に設定するこ
とは避けてください。

（注）

[MLPPプリエンプション（MLPP
Preemption）]

[ポート情報（Port Information）]（POTS）

このポートを通過するコールの方向を選択します。

• [着信（Inbound）]：着信コールのみに使用します。
• [発信（Outbound）]：発信コールに使用します。
• [両方（Both Ways）]：着信コールと発信コールに使用し
ます（デフォルト）。

[ポートディレクション（Port
Direction）]

このトランクがインバウンドコールで受信する数字に付加す

るプレフィックス番号を入力します。

Cisco Unified Communications Managerは、最初に [桁数（Num
Digits）]の設定に従って番号を短縮した後、プレフィックス
番号を追加します。

国際番号用のエスケープ文字 +も入力することができます。

[プレフィックスDN（Prefix
DN）]（FXSポート）
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説明フィールド

収集する有意な桁の数（0～ 32）を入力します。

Cisco Unified Communications Managerは、有意な数字をコール
先番号の右側（最後の桁）からカウントします。

このフィールドは、着信コールの処理に使用します。また、

PRIスパンに着信するコールをルーティングするための、送
信先番号の最後の数字から数えた桁数を指定します。[プレ
フィックスDN（Prefix DN）]を参照してください。

[桁数（Num Digits）]（FXSポー
ト）

トランクの着信側で必要な桁数を入力します。このフィール

ドが使用されることはほとんどありませんが、必要な桁数が

わからない場合は、デフォルト値の 0のままにします。

[必要な桁数（Expected Digits）]
（FXSポート）

このフィールドは、ボイスメッセージングシステムに接続す

るアナログアクセスポートに使用します。

SMDIポート番号を、アナログアクセスポートが接続するボ
イスメッセージングシステム上の実際のポート番号と等しい

番号に設定します。

通常、ボイスメッセージングシステムが正常に

動作するためには、ボイスメール論理ポートが、

ボイスメッセージングシステムの物理ポートに

一致する必要があります。

（注）

[SMDIポート番号（0-4096）
（SMDI Port Number (0-4096)）]

このデバイスの不在ポートを指示する場合に、このチェック

ボックスをオンにします。

[不在ポート（Unattended Port）]

[位置情報の設定（Geo Location Configuration）]

ドロップダウンリストボックスで、位置情報を選択します。

このデバイスを位置情報に関連付けないことを指定する、[位
置情報を指定しない（Unspecified geo location）]を選択するこ
ともできます。

また、[システム（System）] > [位置情報の設定（Geolocation
Configuration）]メニューオプションで設定された位置情報
を選択することもできます。

[地理的な場所（Geo Location）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスで、位置情報フィルタを選択

します。

<None>設定をそのままにした場合、このデバイスには位置情
報フィルタは適用されません。

また、[システム（System）][位置情報フィルタ（Geolocation
Filter）]メニューオプションで設定された位置情報フィルタ
を選択することもできます。

このフィールドは、FXSゲートウェイではサポー
トされていません。

（注）

位置情報フィルタ（Geo Location
Filter）

[プロダクト固有の設定（Product-Specific Configuration）]

ゲートウェイのメーカーは、製品固有の設定の下に、モデル

固有の設定を指定します。これらは動的に設定されるため、

予告なしに変更される場合があります。

製品固有の設定項目のフィールドの説明とヘルプを表示する

には、[製品固有の設定（Product Specific Configuration）]見出
しの右側にある [?]「」情報アイコンをクリックして、ポップ
アップダイアログボックスにヘルプを表示します。

詳細情報が必要な場合は、設定する特定のゲートウェイのド

キュメントを参照するか、メーカーにお問い合わせください。

[ゲートウェイのメーカーが定義
するモデル固有の設定フィール

ド（Model-specific configuration
fields that are defined by the gateway
manufacturer）]

Cisco VG200ゲートウェイテンプレートでのデジタルアクセス T1トラ
ンクのフィールドの説明

次の表では、Cisco VG200ゲートウェイで T1 CASトランクの値を追加または更新するための
フィールドに関する詳細な説明を示します。

一部のフィールドには、Cisco Unified Communications Manager Administrationで設定された値が
表示されます。

BATユーザインターフェイスでフィールド名にアスタリスクが付いている場合は必ず入力す
る必要があります。アスタリスクが付いていないフィールドの入力は任意です。
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表 40 :デジタルアクセス T1（T1-CAS）の構成時の設定

説明フィールド

VG200ゲートウェイの場合、この読み取り専用フィールドには、
VG200デジタルインターフェイスを一意に識別するCisco Unified
Communications Managerによって生成される文字列が含まれま
す。

次に例を示します。

S1/DS1-0@VG200-2

S1はスロット1、DS1-0はデジタルインターフェイス、@VG200-2
は VG200のテンプレート名を指定します。

エンドポイント名（End-Point
Name）

デバイスの目的を特定する説明を入力します。説明には、任意

の言語で最大50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パー
セント記号（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ
（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

説明

ドロップダウンリストボックスから適切なデバイスプールを

選択します。

デバイスプールは、このデバイスのプロパティのコレクション

（Communications Managerグループ、日時グループ、地域、デ
バイスの自動登録用コーリングサーチスペースなど）を指定し

ます。

[デバイスプール（Device
Pool）]

このパラメータによって、このゲートウェイを使用している着

信コールがネットワーク外部のもの（OffNet）か、ネットワー
ク内部のもの（OnNet）かが決定します。

[コールの分類（Call Classification）]フィールドが [システムデ
フォルトの使用（Use System Default）]として設定される場合、
クラスタ全体に対する Cisco Unified Communications Managerの
サービスパラメータ [コールの分類（Call Classification）]の設
定によって、ゲートウェイがOnNetであるかOffNetであるかが
決定します。

このフィールドにより、コールがオンネットの場合はオンネッ

トアラートトーン、コールがオフネットの場合はオフネット

アラートトーンが提供されます。

[コールの分類（Call
Classification）]

このリストには、メディアリソースグループの優先順位付けさ

れたグループ化が表示されます。アプリケーションは、[メディ
アリソースリスト（Media Resource List）]で定義された優先順
位に従って、使用可能なメディアリソースから必要なメディア

リソース（保留音サーバなど）を選択します。

[メディアリソースグループ
リスト（Media Resource Group
List）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、適切なコーリングサー

チスペースを選択します。コーリングサーチスペースは、収

集された（発信側）番号のルーティング方法を決定するために

検索されるルートパーティションのコレクションを指定しま

す。

このドロップダウンリストボックスに表示されるコーリング

サーチスペースの数を設定するには、[リストボックス項目の最
大数（Max List Box Items）]エンタープライズパラメータを使
用します。[リストボックス項目の最大数（Maximum List Box
Items）]エンタープライズパラメータで指定されている数より
多くのコーリングサーチスペースがある場合は、ドロップダウ

ンリストボックスの横に省略ボタン（...）が表示されます。[...]
ボタンをクリックすると、[コーリングサーチスペースの選択
（Select Calling Search Space）]ウィンドウが表示されます。[次
の名前が含まれる項目を一覧表示（List items where Name
contains）]フィールドに、コーリングサーチスペースの名前の
一部を入力します。[使用する項目の選択（Select item to use）]
ボックスに表示されるコーリングサーチスペースのリストで、

目的のコーリングサーチスペース名をクリックし、[OK]をク
リックします。

リストボックス項目の最大数を設定するには、[シス
テム（System）] > [エンタープライズパラメータ
（Enterprise Parameters）]の順に選択し、[Unified
CMAdminパラメータ（Unified CMAdmin
Parameters）]を選択します。

（注）

[コーリングサーチスペース
（Calling Search Space）]

自動代替ルーティング（AAR）を実行する際にデバイスが使用
する適切なコーリングサーチスペースを選択します。AARコー
リングサーチスペースは、帯域幅不足が原因でコールがブロッ

クされた場合に、収集された（発信側）番号の他のルーティン

グ方法を決定するために検索されるルートパーティションのコ

レクションを指定します。

[AARコーリングサーチスペー
ス（AAR Calling Search
Space）]

このデバイスの適切なロケーションを選択します。ロケーショ

ンは、このロケーションとの間のコールに使用可能な帯域幅の

合計を指定します。ロケーションを [なし（None）]に設定する
と、ロケーション機能はこのデバイスが消費する帯域幅を追跡

しません。

[所在地（ Location）]
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説明フィールド

このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択
します。AARグループはプレフィックス番号を設定します。こ
の番号は、帯域幅不足のためにブロックされるコールをルーティ

ングする際に使用されます。AARグループ設定を[なし（None）]
にすると、ブロックされたコールの再ルーティングは行われま

せん。

[AARグループ（AAR Group）]

ドロップダウンリストボックスから、このデバイスと関連付け

るMLPPドメインを選択します。値を <None>のままにした場
合、このデバイスは自身のデバイスプールに設定された値か

ら、そのMLPPドメインを継承します。デバイスプールにMLPP
ドメインの設定がない場合は、このデバイスのMLPPドメイン
はMLPP Domain Identifierエンタープライズパラメータの設定
値から継承されます。

[MLPPドメイン（MLPP
Domain）]

このゲートウェイが特殊なDTMFシグナルをMLPP優先レベル
として解釈できるようにするには、このボックスをオンにしま

す。

[DTMF優先シグナルの処理
（Handle DTMF Precedence
Signals）]

ゲートウェイに適したファームウェアのロード情報を入力しま

す。

ここで入力する値は、このゲートウェイのデフォルト値を上書

きします。

ロード情報

最初（最も小さい番号のポート）から最後（最も大きい番号の

ポート）、または最後から最初の順番で、発信コールに割り当

てられるチャネルまたはポートの順番を選択します。

有効な入力値には [TOP_DOWN]（最初から最後）または
[BOTTOM_UP]（下から上）があります。使用するポートの順序
がわからない場合は、[TOP_DOWN]を選択します。

[ポート選択順序（Port Selection
Order）]

発信ダイヤルの送信番号タイプとして次のいずれかを選択しま

す。

• [DTMF]：Dual Tone Multifrequency（デュアルトーン多重周
波数）。通常のプッシュボタン信号ダイヤル

• [MF]：多重周波数
• [PULSE]：パルス（回転）ダイヤル

送信番号（Digit Sending）
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、ゲートウェイに関連付けるロケー

ルを選択します。ネットワークロケールは、特定の場所のハー

ドウェアをサポートするための一連の詳細情報を識別します。

ネットワークロケールには、特定の地理的領域のデバイスが使

用するトーンとリズムの定義が含まれます。

すでにインストールされ、関連付けられたデバイス

によってサポートされるネットワークロケールのみ

を選択してください。リストには、この設定に使用

可能なすべてのネットワークロケールが表示されま

すが、すべてをインストールする必要はありませ

ん。デバイスが、ファームウェアでサポートされて

いないネットワークロケールに関連付けられている

場合、そのデバイスは起動に失敗します。

（注）

[ネットワークロケール
（Network Locale）]

T1スパンの最初の SMDIポート番号を入力します。

このパラメータを0以外の値に設定したときに、このゲートウェ
イがルートリストまたはルートグループの不明なタイプに属し

ている場合、ハントがこのスパンを超えて続行されることはあ

りません。

[SMDI基本ポート（SMDI Base
Port）]

[位置情報の設定（Geo Location Configuration）]

ドロップダウンリストボックスで、位置情報を選択します。

このデバイスを位置情報に関連付けないことを指定する、[位置
情報を指定しない（Unspecified geo location）]を選択することも
できます。

また、[システム（System）] > [位置情報の設定（Geolocation
Configuration）]メニューオプションで設定された位置情報を
選択することもできます。

[地理的な場所（Geo
Location）]

ドロップダウンリストボックスで、位置情報フィルタを選択し

ます。

<None>設定をそのままにした場合、このデバイスには位置情報
フィルタは適用されません。

また、[システム（System）] > [位置情報フィルタ（Geolocation
Filter）]メニューオプションで設定された位置情報フィルタを
選択することもできます。

位置情報フィルタ（Geo
Location Filter）

製品固有の設定
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説明フィールド

製品固有の設定下にあるモデル固有のフィールドは、ゲートウェ

イメーカーが指定します。これらは動的に設定されるため、予

告なしに変更される場合があります。

製品固有の設定項目のフィールドの説明とヘルプを表示するに

は、[製品固有の設定（Product Specific Configuration）]見出しの
右側にある [?]「」情報アイコンをクリックして、ポップアップ
ダイアログボックスにヘルプを表示します。

詳細情報が必要な場合は、設定する特定のゲートウェイのドキュ

メントを参照するか、メーカーにお問い合わせください。

[ゲートウェイのメーカーが定
義するモデル固有の設定フィー

ルド（Model-specific
configuration fields that the
gateway manufacturer defines）]

Cisco VG200ゲートウェイテンプレートでの T1 PRIまたは E1 PRIトラ
ンクのフィールドの説明

次の表では、Cisco VG200ゲートウェイで T1 PRIまたは E1 PRIトランクの値を追加または更
新するためのフィールドに関する詳細な説明を示します。

一部のフィールドでは、Cisco Unified Communications Manager Administrationで設定された値が
表示されます。

BATユーザインターフェイスでフィールド名にアスタリスクが付いている場合は必ず入力す
る必要があります。アスタリスクが付いていないフィールドの入力は任意です。

表 41 : T1 PRIまたは E1 PRIのフィールドの説明

説明フィールド

[デバイス情報（Device Information）]

VG200ゲートウェイの場合、この読み取り専用フィー
ルドには、VG200エンドポイントを一意に識別する
Cisco Unified Communications Managerによって生成さ
れる文字列が含まれます。

次に例を示します。

S1/DS1-0@VG200-2

S1はスロット 1、DS1-0はデジタルインターフェイ
ス、@VG200-2はVG200のドメイン名を指定します。

Endpoint Name

設定するエンドポイントの説明を入力します。説明に

は、任意の言語で最大 50文字を指定できますが、二
重引用符（"）、パーセント記号（%）、アンパサンド

（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は
使用できません。

説明
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ゲートウェイ/ポートのこのグループのデバイスプー

ルを選択します。

デバイスプールでは、地域、日時グループ、Cisco
Unified Communications Managerグループ、自動登録用
コーリングサーチスペースなど、デバイスに共通す

る特性のセットを定義します。

[デバイスプール（Device Pool）]

ドロップダウンリストボックスから、オンネット、

オフネット、またはシステムデフォルトとしてデバイ

スを設定するオプションを選択します。

デバイスレベルで [システムデフォルトの使用（Use
SystemDefault）]を選択した場合、デバイスが内部（オ
ンネット）にあるか、外部（オフネット）にあるかを

判別するために、システムによってサービスパラメー

タの値が使用されます。

[コールの分類（Call
Classification）]

このゲートウェイに関連付けるネットワークロケール

を選択します。

ネットワークロケールは、Ciscoゲートウェイおよび
電話機が特定の地理的地域で PSTNおよびその他の
ネットワークと通信する際に使用する一連のトーンと

リズムで構成されます。

[ネットワークロケール（Network
Locale）]

ゲートウェイ/ポートのこのグループのメディアリソー
スグループリスト（MRGL）を選択します。

MRGLは、メディアリソースグループの優先順位付
けされたリストを指定します。アプリケーションは使

用可能なメディアリソースの中からMRGLで定義さ
れている優先順序に従って、必要なメディアリソース

を選択します。

[メディアリソースグループリ
スト（Media Resource Group
List）]

ゲートウェイ/ポートのこのグループのロケーションを
選択します。

このロケーションは、制限付き帯域幅接続を使用して

アクセスされるリモートロケーションを示します。

[所在地（ Location）]
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このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グルー
プを選択します。AARグループはプレフィックス番
号を設定します。この番号は、帯域幅不足のためにブ

ロックされるコールをルーティングする際に使用され

ます。AARグループ設定を [なし（None）]にすると、
ブロックされたコールの再ルーティングは行われませ

ん。

[AARグループ（AAR Group）]

ゲートウェイに適したカスタムソフトウェアのロード

情報を入力します。ここで入力する値は、このゲート

ウェイのデフォルト値を上書きします。

デフォルトのロードを使用するには、このフィールド

を空白のままにします。

ロード情報

このデバイスは、デバイスのデバイスプールのユーザ

ロケール設定を使用して、Unicodeを送信するかどう
か、および受信した Unicode情報を変換するかどうか
を判断します。

送信側のデバイスに対してこのチェックボックスをオ

ンにした場合に、デバイスのデバイスプールのユーザ

ロケール設定が終端電話機のユーザロケールに一致す

ると、デバイスは Unicodeを送信します。ユーザロ
ケール設定が一致しない場合、デバイスはASCIIを送
信します。

受信側のデバイスは、送信側のデバイスのデバイス

プールのユーザロケール設定に基づいて、着信する

Unicode文字を変換します。ユーザロケール設定が終
端電話機のユーザロケールに一致する場合、電話機に

文字が表示されます。

トランクの両端で同じ言語グループに属していない

ユーザロケールが設定されると、電話機の表示が文字

化けする可能性があります。

[発呼側名に UTF-8を転送
（Transmit UTF-8 for Calling Party
Name）]

マルチレベル優先順位およびプリエンプション（MLPP）情報

このデバイスに関連付けられているMLPPドメインの
16進数値を入力します。値は空白または 0～ FFFFFF
の値にしてください。

[MLPPドメイン（MLPP
Domain）]（例：「0000FF」）

インターフェイス情報
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スパンの通信プロトコルを選択します。

E1 PRIスパンの場合、次のオプションがあります。

• [PRI AUSTRALIAN]：オーストラリアの ISDN
• [PRI EURO]：ヨーロッパの ISDN
• [PRI ISO QSIG E1]：ヨーロッパの PBX間シグナ
リングプロトコル

T1 PRIスパンの場合、キャリアまたはスイッチに応じ
て複数のオプションがあります。

• [PRI 4ESS]：AT&T長距離通信事業者、Lucent
Definityスイッチ

• [PRI 5E8カスタム（PRI 5E8 Custom）]：
Cisco Unified IP Phone、Nortel Meridianスイッチ、
Lucent Definityスイッチ

• [PRI 5E8 Teleos]：Madge Teleosボックス
• [PRI 5E8インターコム（PRI 5E8 Intecom）]：イン
ターコム PBX

• [PRI5E9]：AT&Tファミリ地域交換スイッチまた
は通信事業者

• [PRI NI2]：Sprintファミリ地域交換スイッチまた
は通信事業者

• [PRI DMS-100]：Sprintファミリ地域交換スイッチ
または通信事業者

• [PRI DMS-250]：MCIおよび Sprintファミリ地域
交換スイッチまたは通信事業者

• [PRI ETSI SC]：T1でのヨーロッパ地域通信事業
者、日本の地域通信事業者

• [PRI ISO QSIG T1]：PBX間シグナリングプロト
コル

PRIプロトコルタイプ（PRI
Protocol Type）

適切なプロトコル側を選択します。この設定は、ゲー

トウェイがセントラルオフィスまたはネットワーク

デバイスに接続するか、あるいはユーザデバイスに接

続するかどうかを指定します。

PRI接続の両端で逆の設定が使用されていることを確
認してください。たとえば、PBXに接続しているとき
にその PBXがプロトコル側として [ユーザ（User）]
を使用する場合、このデバイスには [ネットワーク
（Network）]を選択してください。通常、セントラル
オフィス（CO）接続には [ユーザ（User）]を使用し
ます。

プロトコル側（Protocol Side）
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最初（最も小さい番号のポート）から最後（最も大き

い番号のポート）、または最後から最初の順番で、有

効化されるチャネルまたはポートの順番を選択しま

す。

有効なエントリには、[TOP_DOWN]（最後から最初）
または [BOTTOM_UP]（下から上）があいます。使用
するポートの順序がわからない場合は、[TOP_DOWN]
を選択します。デフォルトは [BOTTOM_UP]です。

チャネル選択順序（Channel
Selection Order）

次の値のいずれかを選択して、チャネル選択がチャネ

ルマップとして提示されるか、スロットマップとし

て提示されるかを指定します。

• [番号（Number）]：Bチャネルの使用では、常に
チャネルマップ形式で提示されます。

• [スロットマップ（Slotmap）]：Bチャネルの使用
では、常にスロットマップ形式で提示されます。

• [1Bでは番号を使用（Use Number When 1B）]：
チャネルの使用時、Bチャネルが 1つの場合には
チャネルマップが提示されますが、複数のBチャ
ネルが存在する場合はスロットマップが提示され

ます。これがデフォルト値です。

チャネル IEタイプ（Channel IE
Type）

デジタルエンコード形式を指定します。次の形式のい

ずれか 1つを選択します。

• [a-law]：ヨーロッパおよびその他の地域で使用さ
れています。

• [mu-law]：北米、香港、台湾、日本で使用されて
います。

PUnifiedCMType

このオプションのフィールドには、スパンがインサー

ビスになる速度を入力します（1/8秒単位）。システ
ムで多数の PRIスパンが有効になっているときに、
[Inhibit Restarts at PRI Initialization]チェックボックス
がオフになっている場合、この遅延が発生します。デ

フォルト値は 32です。

たとえば、最初の 5枚のカードを 0に設定し、次の 5
枚のカードを 16に設定します（インサービスにする
前に 2秒待機します）。

[最初の再起動での遅延（Delay
for First Restart）]
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再起動間の時間を入力します（1/8秒単位）。[再起動
の抑止（Inhibit Restarts）]チェックボックスがオフの
場合に PRI RESTARTが送信されると、この遅延が発
生します。デフォルト値は 4です。

[再起動間での遅延（Delay
Between Restarts）]

再起動のメッセージで、PRIスパンのポートのステー
タスを確認します。RESTARTが送信されない場合、
Cisco Unified Communications Managerはポートがイン
サービスであると見なします。デフォルトでは、ボッ

クスはオンになっています。

Dチャネルが別のPRIトランクのDチャネルに正常に
接続されるとき、このボックスがオフの場合は再起動

を送信します。

[PRI初期化での再起動の抑止
（Inhibit restarts at PRI
initialization）]

このチェックボックスをオンにすると、Cisco Unified
Communications Manager拡張サービスパラメータ（[B
チャネルメンテナンスステータスの変更（Change
B-Channel Maintenance Status）]）が有効になります。
このサービスパラメータによって、Bチャネルがアク
ティブのときに、個々のBチャネルをアウトオブサー
ビスにできます。

このチェックボックスをオフにすると、サービスパラ

メータ [Bチャネルメンテナンスステータスの変更
（Change B-Channel Maintenance Status）]は無効になり
ます。

このフィールドは、デフォルトでオフになっていま

す。

[ステータスポーリングを有効化
（Enable status poll）]

このデバイスの不在ポートを指示する場合に、この

チェックボックスをオンにします。

[不在ポート（Unattended Ports）]

コールルーティングに関する情報 -着信コール（Call Routing Information - Inbound Calls）
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このフィールドは、着信コールでPRIスパンを保持す
る必要のある末尾からの桁数を表します。有意な桁の

あるトランクが有効な場合、着信コールに指定された

アドレスの最後の数桁以外をすべて短縮します。

有意な桁を収集するかどうかによって、このチェック

ボックスをオンまたはオフにします。

•このチェックボックスをオフにすると、Cisco
Unified Communications Managerは着信番号を短縮
しません。

•このチェックボックスをオンにした場合、収集す
る有意な桁の数も選択する必要があります。デ

フォルトでは、ボックスはオンになっています。

[優位な桁数（Significant Digits）]

電話機/ポートのこのグループのコーリングサーチス
ペースを選択します。

コーリングサーチスペースは、ダイヤルされた番号

のルーティング方法を決定するために検索されるルー

トパーティションのコレクションを指定します。

[コーリングサーチスペース
（Calling Search Space）]

自動代替ルーティング（AAR）を実行する際にデバイ
スが使用する、適切なコーリングサーチスペースを

選択します。AARコーリングサーチスペースは、帯
域幅不足が原因でコールがブロックされる場合に、

ルートパーティションのコレクションを指定します。

このルートパーティションは、収集された（発信側）

番号の他のルーティング方法を決定するために検索さ

れます。

[AARコーリングサーチスペー
ス（AAR Calling Search Space）]

このオプションのフィールドでは、トランクが着信

コールで受信する数字に付加するプレフィックス番号

を入力します。

Cisco Unified Communications Managerは、[桁数（Num
Digits）]の設定に従って番号を短縮した後に、プレ
フィックス番号を追加します。

[プレフィックスDN（Prefix
DN）]

コールルーティングに関する情報 -発信コール（Call Routing Information - Inbound
Calls）
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Cisco Unified Communications Managerで発信者の電話
番号を送信するかブロックするかを選択します。

発信側回線 IDの表示を変更したくない場合、[Default]
を選択します。Cisco Unified Communications Manager
から「許可された発信側回線 ID」を送信する場合は、
[許可（Allowed）]を選択します。「」Cisco Unified
Communications Managerから「制限された発信側回線
ID」を送信する場合は、[制限あり（Restricted）]を選
択してください。「」

発信側回線 IDの表示（Calling
Line ID Presentation）

ゲートウェイ上のすべての発信コールは、電話番号情

報を送信できます。送信される電話番号を選択しま

す。

• Originator：発信側デバイスのディレクトリ番号を
送信します。この番号はデフォルト値として機能

します。

• [最初のリダイレクト番号（First Redirect
Number）]：リダイレクト側デバイスの電話番号
を送信します。

• [最後のリダイレクト番号（Last Redirect
Number）]：最後にコールをリダイレクトしたデ
バイスの電話番号を送信します。

発呼者の選択（Calling Party
Selection）
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発信側電話番号の番号タイプの形式を選択します。

Cisco Unified Communications Managerは、発信側電話
番号（DN）タイプを設定します。NANPやヨーロッ
パのダイヤリングプランなどのダイヤリングプラン

の経験が豊富な場合を除き、デフォルト値を変更しな

いことを推奨します。Cisco Unified Communications
Managerはヨーロッパの国別ダイヤルパターンを認識
しないため、ヨーロッパではデフォルト値の変更が必

要になる場合があります。また、国タイプ以外の番号

としてルーティングを使用する PBXに接続する場合
にも、この設定を変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

• [Communications Manager]：Cisco Unified
Communications Managerが電話番号のタイプを設
定します。このオプションがデフォルト値です。

•国際（International）：その国のダイヤリングプ
ラン範囲外にダイヤルする場合に使用します。

•国内（National）：その国のダイヤリングプラン
範囲内でダイヤルする場合に使用します。

• [不明（Unknown）]：このオプションは、ダイヤ
リングプランが不明であることを示します。

[発呼者IE番号タイプが不明
（Calling party IE number type
unknown）]
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着信側電話番号の番号タイプの形式を選択します。

Cisco Unified Communications Managerは、着信側電話
番号（DN）タイプを設定します。NANPやヨーロッ
パのダイヤリングプランなどのダイヤリングプラン

の経験が豊富な場合を除き、デフォルト値は変更しな

いことを推奨します。Cisco Unified Communications
Managerはヨーロッパの国別ダイヤルパターンを認識
しないため、ヨーロッパではデフォルト値の変更が必

要になる場合があります。国タイプ以外の番号として

ルーティングを使用する PBXに接続する場合にも、
この設定を変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

• [Communications Manager]：デフォルト設定では、
Cisco Unified Communications Managerが電話番号
のタイプを設定します。

•国際（International）：その国のダイヤリングプ
ラン範囲外にダイヤルする場合に使用します。

•国内（National）：その国のダイヤリングプラン
範囲内でダイヤルする場合に使用します。

• [不明（Unknown）]：このオプションは、ダイヤ
リングプランが不明であることを示します。

Called Party IE Number Type
Unknown
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着信側電話番号の番号計画の形式を選択します。

Cisco Unified Communications Managerは、着信側 DN
の番号計画を設定します。NANPやヨーロッパのダイ
ヤリングプランなどのダイヤリングプランの経験が

豊富な場合を除き、デフォルト値は変更しないことを

推奨します。Cisco Unified Communications Managerは
ヨーロッパの国別ダイヤルパターンを認識しないた

め、ヨーロッパではデフォルト値の変更が必要になる

場合があります。また、国タイプ以外の番号として

ルーティングを使用する PBXに接続する場合にも、
この設定を変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

• [Communications Manager]：デフォルト設定では、
Cisco Unified Communications Managerが電話番号
の番号計画を設定します。

• ISDN：その国のダイヤリングプラン範囲外にダ
イヤルする場合に、これを使用します。

•国内標準（National Standard）：その国のダイヤリ
ングプラン範囲内でダイヤルする場合に使用しま

す。

• [プライベート（Private）]：プライベートネット
ワーク内でダイヤルする場合に使用します。

• [不明（Unknown）]：このオプションは、ダイヤ
リングプランが不明であることを示します。

着信番号計画（Called Numbering
Plan）
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発信側電話番号の番号計画の形式を選択します。

Cisco Unified Communications Managerは、発信側 DN
の番号計画を設定します。NANPやヨーロッパのダイ
ヤリングプランなどのダイヤリングプランの経験が

豊富な場合を除き、デフォルト値は変更しないことを

推奨します。Cisco Unified Communications Managerは
ヨーロッパの国別ダイヤルパターンを認識しないた

め、ヨーロッパではデフォルト値の変更が必要になる

場合があります。また、国タイプ以外の番号として

ルーティングを使用する PBXに接続する場合にも、
この設定を変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

• [Communications Manager]：デフォルト設定では、
Cisco Unified Communications Managerが電話番号
の番号計画を設定します。

• ISDN：その国のダイヤリングプラン範囲外にダ
イヤルする場合に、これを使用します。

•国内標準（National Standard）：その国のダイヤリ
ングプラン範囲内でダイヤルする場合に使用しま

す。

• [プライベート（Private）]：プライベートネット
ワーク内でダイヤルする場合に使用します。

• [不明（Unknown）]：このオプションは、ダイヤ
リングプランが不明であることを示します。

発呼番号計画（Calling Numbering
Plan）

発信コールで削除する桁数（0～ 32桁）を選択しま
す。デフォルト値は 0です。

たとえば、8889725551234にダイヤルするときに、削
除する桁数が 3であるとします。この例では、Cisco
Unified Communications Managerは発信番号から 888を
削除します。

[削除桁数（Number of Digits to
Strip）]
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説明フィールド

発信者 IDに使用するパターンを 0～ 24桁で入力しま
す。

たとえば、北米では次のようになります。

• 555XXXX =可変の発信者 ID。ここで、Xは内線
番号に相当します。市外局番を指定しない場合

は、COがこの番号にエリアコードを追加しま
す。

• 5555000 =固定の発信者 ID。コールを発信した正
確な内線番号ではなく社内番号を送信する場合に

使用します。市外局番を指定しない場合は、CO
がこの番号にエリアコードを追加します。

[発信者ID DN（Caller ID DN）]

T1スパンの最初の SMDIポート番号を入力します。[SMDI基本ポート（SMDI Base
Port）]

[PRIプロトコルタイプ固有情報（PRI Protocol Type Specific Information）]

このオプションのフィールドでは、発信側および着信

側ネームデリバリサービスの SETUPメッセージおよ
びCONNECTメッセージで表示情報要素（IE）の配信
を有効にする場合、チェックボックスをオンにしま

す。デフォルトでは、ボックスはオフになっていま

す。

[IE配信の表示（Display IE
Delivery）]

このオプションのフィールドでは、コール転送時に

SETUPメッセージにリダイレクト番号 IEを含め、最
初のリダイレクト番号とコールがリダイレクトされた

理由を示す場合に、チェックボックスをオンにしま

す。デフォルトでは、ボックスはオフになっていま

す。

この設定は、デジタルアクセスゲートウェイのすべ

てのプロトコルの SETUPメッセージにのみ適用され
ます。

[番号 IE配信のリダイレクト -ア
ウトバウンド（Redirecting
Number IE Delivery - Outbound）]

このオプションのフィールドでは、コール転送時に

SETUPメッセージにリダイレクト番号 IEを含め、最
初のリダイレクト番号とコールがリダイレクトされた

理由を示す場合に、チェックボックスをオンにしま

す。デフォルトでは、ボックスはオフになっていま

す。

この設定は、デジタルアクセスゲートウェイのすべ

てのプロトコルの SETUPメッセージにのみ適用され
ます。

[番号 IE配信のリダイレクト -イ
ンバウンド（Redirecting Number
IE Delivery - Inbound）]
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説明フィールド

[DisplayIE]フィールドに特殊な先頭文字バイト（ASCII
以外、表示不可）を含める場合は、このチェックボッ

クスをオンにします。

[DisplayIE]フィールドからこの文字バイトを除外する
場合は、このチェックボックスをオフにします。

このチェックボックスは、DMS-100プロトコルおよび
DMS-250プロトコルにのみ適用されます。

デフォルトでは、この設定は無効になっています（オ

フ）。

IE表示での付加先行文字を送る
（Send Extra Leading Character in
Display IE）

このオプションのフィールドでは、このフィールドに

値を指定して、一部の PBXでリングバックを強制す
ることが必要な場合があります。

デフォルトでは、オフになっています。ユーザが発信

コールでリングバックトーンを受信しない場合のみ、

このチェックボックスをオンにします。

この設定を有効にすると、Cisco Unified Communications
Managerは、[プログレスインジケータ（Progress
Indicator）]フィールドが非 ISDNに設定されたデジタ
ル（つまり、非 H.323）ゲートウェイに Q.931 SETUP
メッセージを送信します。

このメッセージは、Cisco Unified Communications
Managerゲートウェイが非 ISDNであり、接続先デバ
イスはインバンドのリングバックを再生する必要があ

ることを、接続先デバイスに通知します。

この問題は、通常、デジタルゲートウェイ経由でPBX
に接続している Cisco Unified Communications Manager
に関連しています。

[非 ISDNプログレスインジケー
タ IEを有効に設定（Setup of
Non-ISDN Progress Indicator IE
Enable）]

このフィールドが適用されるのは、DMS-100プロトコ
ルのみです。インターフェイス識別子が存在すること

を示す場合は、このチェックボックスをオンにしま

す。デフォルトでは、ボックスはオフになっていま

す。

MCDNチャネル番号拡張ビット
を 0に設定（MCDN Channel
Number Extension Bit Set to Zero）

このフィールドが適用されるのは、DMS-100プロトコ
ルのみです。PBXプロバイダーから取得した値を入力
します。有効な値の範囲は 0～ 255です。

ファシリティ IEでのコール名を
送る（Send Calling Name in
Facility IE）
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説明フィールド

このフィールドが適用されるのは、DMS-100プロトコ
ルのみです。インターフェイス識別子が存在すること

を示す場合は、このチェックボックスをオンにしま

す。デフォルトでは、ボックスはオフになっていま

す。

インターフェイス識別子あり

（Interface Identifier Present）

このフィールドが適用されるのは、DMS-100プロトコ
ルのみです。PBXプロバイダーから取得した値を入力
します。有効な値の範囲は 0～ 255です。

インターフェイス識別子の値

（Interface Identifier Value）

Cisco Unified Communications Managerで接続先の電話
番号を許可するかブロックするかを選択します。

接続側回線 IDの表示を変更しない場合は、[Default]
を選択します。Cisco Unified Communications Manager
から許可された「接続先回線 ID」を送信する場合は、
[許可（Allowed）]を選択します。「」Cisco Unified
Communications Managerから「制限された接続先回線
ID」を送信する場合は、[制限あり（Restricted）]を選
択してください。「」

[接続側回線IDの表示（Connected
Line ID Presentation）]

[UUIE設定（UUIE Configuration）]

PRI 4ESS UUIEを介したMLPP情報の通知を有効にす
る場合に、このチェックボックスをオンにします。こ

のボックスは、DRSNスイッチと一緒に機能させるた
めに使用します。

このゲートウェイの [PRIプロトコルタイプ（PRI
Protocol Type）]の値に [PRI 4ESS]が指定されている
場合にのみ、システムはこのチェックボックスを使用

可能にします。

デフォルトではオフです。

[UUIEを介した優先レベルの通知
（Passing Precedence Level Through
UUIE）]

セキュリティアクセスレベルの値を入力します。有

効な値は、00～ 99です。[UUIEを介した優先レベル
の通知（Passing Precedence Level Through UUIE）]
チェックボックスがオンになっているときだけ使用で

きます。デフォルト値は 2です。

[セキュリティアクセスレベル
（Security Access Level）]

[位置情報の設定（Geo Location Configuration）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスで、位置情報を選択

します。

このデバイスを位置情報に関連付けないことを指定す

る、[位置情報を指定しない（Unspecified geo location）]
を選択することもできます。

また、[システム（System）] > [位置情報の設定
（Geolocation Configuration）]メニューオプションで
設定された位置情報を選択することもできます。

[地理的な場所（Geo Location）]

ドロップダウンリストボックスで、位置情報フィル

タを選択します。

<None>設定をそのままにした場合、このデバイスに
は位置情報フィルタは適用されません。

また、[システム（System）] > [位置情報設定フィルタ
（Geolocation Configuration Filter）]メニューオプ
ションで設定された位置情報フィルタを選択すること

もできます。

位置情報フィルタ（Geo Location
Filter）

製品固有の設定

ゲートウェイのメーカーは、製品固有の設定の下に、モデル固有の設定を指定します。

製品固有の設定項目のフィールドの説明とヘルプを表示するには、[製品固有の設定
（Product Specific Configuration）]見出しの右側にある [?]「」情報アイコンをクリック
して、ポップアップウィンドウにヘルプを表示します。詳細情報が必要な場合は、設定

する特定のゲートウェイのドキュメントを参照してください。

ポートの構成時の設定
すべてのポートタイプおよびシスコでサポートするゲートウェイの構成時の設定について、以

下に詳細なフィールドの説明を記載します。

関連トピック

POTSポートの設定項目（533ページ）
デジタルアクセス T1用 E & Mポートのフィールドの説明（536ページ）
ゲートウェイの設定項目（487ページ）
ゲートウェイ設定関連のトピック（538ページ）

POTSポートの設定項目
次の表で POTSポートの設定項目について説明します。
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表 42 : POTSポートの設定項目

説明フィールド

[ポートタイプ（Port Type）]ドロップダウンリストボックスか
ら、[POTS]を選択します。

[ポートタイプ（Port Type）]

使用可能なすべてのポート、1つのポート、一定範囲のポートの
いずれを追加して設定するかを選択するため、[開始ポート番号
（Beginning Port Number）]フィールドと [終了ポート番号（Ending
Port Number）]フィールドに値を設定します。

•ポートの範囲を指定するには、[開始ポート番号（Beginning
Port Number）]フィールドと [終了ポート番号（Ending Port
Number）]フィールドに適切な値を設定します。

• 1つのポートを作成するには、[開始ポート番号（Beginning
Port Number）]フィールドと [終了ポート番号（Ending Port
Number）]フィールドに同一値を設定します。

•使用可能なすべてのポートを追加するには、[開始ポート番号
（Beginning Port Number）]フィールドと [終了ポート番号
（Ending Port Number）]フィールドの両方で [すべてのポート
（All Ports）]を選択します。

[開始ポート番号（Beginning
Port Number）]

[終了ポート番号（EndingPort
Number）]

このポートを通過するコールの方向を選択します。

• [着信（Inbound）]：着信コールのみに使用します。
• [発信（Outbound）]：発信コールに使用します。
• [両方（Both Ways）]：着信コールと発信コールに使用します
（デフォルト）。

[ポートディレクション（Port
Direction）]

ポートアプリケーションタイプに関連して、受信した音声信号に

適用されるゲインまたは損失を指定します。

ゲインを不適切に設定すると、音響エコーが発生しま

す。この設定を調整する際は慎重に行ってください。

（注）

[IPネットワークへの音声信
号の調整（Audio Signal
Adjustment into IP Network）]

ポートアプリケーションタイプに関連して、送信される音声信号

に適用されるゲインまたは損失を指定します。

ゲインを不適切に設定すると、音響エコーが発生しま

す。この設定を調整する際は慎重に行ってください。

（注）

[IPネットワークからの音声
信号の調整（Audio Signal
Adjustment from IP Network）]

このトランクがインバウンドコールで受信する数字に付加するプ

レフィックス番号を入力します。

Cisco Unified Communications Managerは、[桁数（Num Digits）]の
設定に従って番号を短縮した後に、プレフィックス番号を追加し

ます。

[プレフィックスDN（Prefix
DN）]
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説明フィールド

収集する有意な桁の数（0～ 32）を入力します。

Cisco Unified Communications Managerは、有意な数字をコール先
番号の右側（最後の桁）からカウントします。

着信コールの処理に使用します。また、PRIスパンに入るコール
のルーティングに使用する着信者番号を、最後の数字からの桁数

で指定します。[プレフィックスDN（Prefix DN）]を参照してくだ
さい。

[桁数（Num Digits）]

トランクの着信側で必要な桁数を入力します。このフィールドが

使用されることはほとんどありませんが、必要な桁数がわからな

い場合は、デフォルト値の 0のままにします。

[必要な桁数（Expected
Digits）]

コールリスタートタイマー（1000～ 5000 ms）。「ms」はミリ秒
単位の時間を示します。

[コールリスタートタイマー
（1000～ 5000 ms）（Call
Restart Timer (1000-5000
ms)）]

オフフック検証タイマー（100～1000 ms）。「ms」はミリ秒単位
の時間を示します。

[オフフック検証タイマー
（100～ 1000 ms）（Offhook
Validation Timer (100-1000
ms)）]

オンフック検証タイマー（100～1000 ms）。「ms」はミリ秒単位
の時間を示します。

[オンフック検証タイマー
（100～ 1000 ms）（Onhook
Validation Timer
(100-1000ms)）]

フックフラッシュタイマー（100～ 1500 ms）。「ms」はミリ秒
単位の時間を示します。

[フックフラッシュタイマー
（100～ 1500 ms）
（Hookflash Timer (100-1500
ms)）]

このフィールドは、ボイスメッセージングシステムに接続するア

ナログアクセスポートに使用します。

SMDIポート番号を、アナログアクセスポートが接続するボイス
メッセージングシステム上の実際のポート番号と等しい番号に設

定します。

通常、ボイスメッセージングシステムが正常に動作

するためには、ボイスメール論理ポートが、ボイス

メッセージングシステムの物理ポートに一致する必要

があります。

（注）

[SMDIポート番号（0-4096）
（SMDI Port Number
(0-4096)）]

[製品固有の設定（Product-Specific Configuration）]

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
535

ゲートウェイ

POTSポートの設定項目



説明フィールド

製品固有の設定下にあるモデル固有のフィールドは、ゲートウェ

イメーカーが指定します。これらは動的に設定されるため、予告

なしに変更される場合があります。

製品固有の設定項目のフィールドの説明とヘルプを表示するには、

[製品固有の設定（Product Specific Configuration）]見出しの右側に
ある [?]「」情報アイコンをクリックして、ポップアップダイア
ログボックスにヘルプを表示します。

詳細情報が必要な場合は、設定する特定のゲートウェイのドキュ

メントを参照するか、メーカーにお問い合わせください。

[ゲートウェイのメーカーが
定義するモデル固有の設定

フィールド（Model-specific
configuration fields that the
gateway manufacturer
defines）]

デジタルアクセス T1用 E & Mポートのフィールドの説明
Cisco VG200ゲートウェイのT1 CASトランク用E&Mポートの値を追加または更新する際に、
次のフィールドの説明を参照してください。

一部のフィールドには、Cisco Unified Communications Manager Administrationで設定された値が
表示されます。

BATユーザインターフェイスでフィールド名にアスタリスクが付いている場合は必ず入力す
る必要があります。アスタリスクが付いていないフィールドへの入力はオプションです。

次の表で、E & Mポートの設定項目について説明します。

表 43 : E & Mポートの設定項目

説明フィールド

[ポートタイプ（Port Type）]ドロップダウンリストボックスか
ら、[EANDM]を選択します。

[ポートタイプ（Port Type）]

使用可能なすべてのポート、1つのポート、一定範囲のポートの
いずれを追加して設定するかを選択するため、[開始ポート番号
（Beginning Port Number）]フィールドと [終了ポート番号（Ending
Port Number）]フィールドに値を設定します。

•ポートの範囲を指定するには、[開始ポート番号（Beginning
Port Number）]フィールドと [終了ポート番号（Ending Port
Number）]フィールドに適切な値を設定します。

• 1つのポートを作成するには、[開始ポート番号（Beginning
Port Number）]フィールドと [終了ポート番号（Ending Port
Number）]フィールドに同一値を設定します。

•使用可能なすべてのポートを追加するには、[開始ポート番号
（Beginning Port Number）]フィールドと [終了ポート番号
（Ending Port Number）]フィールドの両方で [すべてのポート
（All Ports）]を選択します。

[開始ポート番号（Beginning
Port Number）]

[終了ポート番号（EndingPort
Number）]
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説明フィールド

ポートの詳細

このポートを通過するコールの方向を選択します。

• [着信（Inbound）]：着信コールのみに使用します。
• [発信（Outbound）]：発信コールに使用します。
• [両方（Both Ways）]：着信コールと発信コールの両方に使用
します。

[ポートディレクション（Port
Direction）]

ゲートウェイ上のすべての発信コールは、電話番号情報を送信で

きます。送信される電話番号を選択します。

• [発信元（Originator）]：発信側デバイスの電話番号を送信し
ます。

• [最初のリダイレクト番号（First Redirect Number）]：リダイ
レクトを行うデバイスの電話番号を送信します。

• [最後のリダイレクト番号（Last Redirect Number）]：最後に
コールをリダイレクトするデバイスの電話番号を送信します。

• [最初のリダイレクト番号（外部）（First Redirect Number
(External)）]：外部電話マスクが適用されている、リダイレク
トを行う最初のデバイスの電話番号を送信します。

• [最後のリダイレクト番号（外部）（Last Redirect Number
(External)）]：外部電話マスクが適用されている、リダイレク
トを行う最後のデバイスの電話番号を送信します。

発呼者の選択（Calling Party
Selection）

発信者 IDタイプを選択します。

• [ANI]：非同期ネットワークインターフェイス（ANI）発信者
IDタイプを使用する場合はこのタイプを選択します。

• [DNIS]：着信番号識別サービス（DNIS）発信者 IDタイプを
使用する場合はこのタイプを選択します。

[発信者 IDタイプ（Caller ID
Type）]

発呼者回線 IDに使用するパターンを 0～ 24桁で入力します。

たとえば、北米では次のとおりです。

• 555XXXX =可変の発呼者回線 ID。ここで、Xは内線番号に
相当します。市外局番を指定しない場合は、COがこの番号
にエリアコードを追加します。

• 5555000 =固定の発呼者回線 ID。コールの発信元の正確な内
線番号の代わりに、社内番号を送信する場合に使用してくだ

さい。市外局番を指定しない場合は、COがこの番号にエリ
アコードを追加します。

[発信者ID DN（Caller ID
DN）]
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説明フィールド

着信コールの着信側番号に追加されるプレフィックス番号を入力

します。

Cisco Unified Communications Managerは、最初に [桁数（Num
Digits）]の設定に従って番号を短縮した後、プレフィックス番号
を追加します。

[プレフィックスDN（Prefix
DN）]

収集する有意な桁の数（0～ 32）を選択します。Cisco Unified
Communications Managerは、有意な数字をコール先番号の右側（最
後の桁）からカウントします。

[有意な数字（Sig Digits）]チェックボックスをオンにしている場
合に使用します。着信コールの処理に使用します。また、PRIス
パンに入るコールのルーティングに使用する着信者番号を、最後

の数字からの桁数で指定します。「PrefixDN」および「SigDigits」
を参照してください。

[桁数（Num Digits）]

トランクの着信側で必要な桁数を入力します。必要な桁数がわか

らない場合は、フィールドのデフォルト値である 0のままにしま
す（このフィールドが使用されることはほとんどありません）。

[必要な桁数（Expected
Digits）]

このデバイスの不在ポートを指示する場合に、このチェックボッ

クスをオンにします。

[不在ポート（Unattended
Port）]

[製品固有の設定（Product Specific Configuration）]

製品固有の設定下にあるモデル固有のフィールドは、ゲートウェ

イメーカーが指定します。これらは動的に設定されるため、予告

なしに変更される場合があります。

製品固有の設定項目のフィールドの説明とヘルプを表示するには、

[製品固有の設定（Product Specific Configuration）]見出しの右側に
ある [?]「」情報アイコンをクリックして、ポップアップダイア
ログボックスにヘルプを表示します。

詳細情報が必要な場合は、設定する特定のゲートウェイのドキュ

メントを参照するか、メーカーにお問い合わせください。

[ゲートウェイのメーカーが
定義するモデル固有の設定

フィールド（Model-specific
configuration fields that the
gateway manufacturer
defines）]

ゲートウェイ設定関連のトピック
• Ciscoゲートウェイの追加（461ページ）

•ゲートウェイテンプレートの検索（469ページ）

•ゲートウェイテンプレートの追加または編集（471ページ）

•ゲートウェイの設定項目（487ページ）
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•ポートの構成時の設定（533ページ）

•クエリを使用したシスコゲートウェイレコードの削除（579ページ）

•シスコゲートウェイレポートの生成（583ページ）
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第 50 章

ゲートウェイファイル形式

この章では、Cisco Unified Communications Manager一括管理（BAT）を使用して、Cisco Unified
Communications Managerデータベース内の Ciscoゲートウェイのファイル形式を一括して設定
する方法について説明します。

•ゲートウェイファイル形式の検索（541ページ）
•ゲートウェイファイル形式の設定（542ページ）
•ファイル形式の CSVデータファイルとの関連付け（545ページ）

ゲートウェイファイル形式の検索
BATを使用して、ゲートウェイファイル形式を検索します。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ゲートウェイ（Gateways）] > [ゲートウェイファイル形
式（Gateway File Format）] > [ファイル形式の作成（Create File Format）]の順に選択します。
[ゲートウェイファイル形式の検索/一覧表示（Gateway File Format Find and List）]ウィンドウ
が表示されます。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

a) データベース内のレコードをすべて表示するには、ダイアログボックスを空欄のままにし

て、ステップ 3（542ページ）に進みます。
b) レコードをフィルタまたは検索するには、次の手順を実行します。

1. 最初のドロップダウンリストボックスで、検索パラメータを選択します。

2. 2番目のドロップダウンリストボックスで、検索パターンを選択します。
3. 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

検索条件をさらに追加するには、[+] ボタンをクリックします。条件を追
加すると、指定した条件をすべて満たしているレコードが検索されます。

条件を削除するには、[-]ボタンをクリックすると最後に追加した条件が削
除され、[フィルタのクリア（Clear Filter）]ボタンをクリックすると追加し
た検索条件がすべて削除されます。

（注）
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ステップ 3 [検索（Find）]をクリックします。

すべてのレコードまたは一致するレコードが表示されます。1ページあたりの項目の表示件数
を変更するには、[ページあたりの行数（Rows per Page）]ドロップダウンリストボックスで
別の値を選択します。

データベースから複数のレコードを削除するには、該当するレコードの横のチェッ

クボックスをオンにして、[選択項目の削除（Delete Selected）]をクリックします。
この選択で設定可能なすべてのレコードを削除するには、[すべて選択（SelectAll）]
をクリックして、[選択項目の削除（Delete Selected）]をクリックします。

（注）

ステップ 4 表示されたレコードのリストから、確認するレコードのリンクをクリックします。

ソート順を反転させるには、リスト見出しの上矢印または下矢印が使用可能であれ

ばそれをクリックします。

ヒント

選択した項目がウィンドウに表示されます。

ゲートウェイファイル形式の設定
BATを使用して、ゲートウェイファイル形式を作成、コピー、変更、または削除できます。

関連トピック

CSVデータファイル用のゲートウェイファイル形式の作成（542ページ）
既存のゲートウェイファイル形式のコピー（543ページ）
既存のゲートウェイファイル形式の変更（544ページ）
CSVデータファイルからのファイル形式の削除（545ページ）
ゲートウェイ設定関連のトピック（538ページ）

CSVデータファイル用のゲートウェイファイル形式の作成
テキストベースの CSVデータファイル用のゲートウェイファイル形式を作成できます。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ゲートウェイ（Gateways）] > [ゲートウェイファイル形
式（Gateway File Format）] > [ファイル形式の作成（Create File Format）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
[ゲートウェイファイル形式の作成（Create Gateway File Format）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [形式名（Format Name）]フィールドに、このカスタム形式の名前を入力します。

ステップ 4 [デバイスフィールド（Device Fields）]で、ゲートウェイごとに定義するデバイスフィールド
名を選択します。[デバイスフィールド（Device Field）]ボックスで、デバイスフィールド名
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をクリックし、矢印をクリックして、そのフィールドを [選択済みのデバイスフィールド
（Selected Device Fields）]ボックスに移動します。

ゲートウェイ名と説明は常に選択されたままになります。

リストでランダムに複数のフィールド名を選択するには、Ctrlキーを押したまま、
矢印をクリックしてそれらをまとめて選択します。アイテムの範囲を選択するに

は、Shiftキーを使用します。

ヒント

ステップ 5 [回線フィールド（Line Field）]ボックスで回線フィールド名をクリックし、矢印をクリックし
て、そのフィールドを [選択済みの回線フィールド（Selected Line Fields）]ボックスに移動し
ます。

ファイル形式として回線を選択した場合は、[電話番号（Directory Number）]を必
ず選択してください。

（注）

[選択済みの回線フィールド（Selected Line Fields）]ボックスと [選択済みのデバイ
スフィールド順序（Selected Device Fields Order）]ボックス内のアイテムの順序を
変更できます。アイテムを選択し、上矢印を使ってフィールドをリストの上位に移

動するか、下矢印でフィールドをリストの下位に移動します。

ヒント

ステップ 6 [IP電話回線の最大数（IP Phone Lines Maximums）]領域で、[回線の最大数（Maximum Number
of Lines）]フィールドに最大値を入力します。

ステップ 7 カスタムファイル形式を保存するには、[保存（Save）]をクリックします。[ゲートウェイファ
イル形式の検索/一覧表示（Gateway File Format Find and List）]ウィンドウの [ファイル形式名
（File Format Names）]リストに、ファイル形式の名前が表示されます。

既存のゲートウェイファイル形式のコピー

既存のゲートウェイファイル形式をコピーできます。

手順

ステップ 1 コピーするゲートウェイファイル形式を検索します。

ステップ 2 [検索結果（Search Results）]領域で、コピーするファイル形式を選択します。
[ゲートウェイファイル形式の設定（Gateway File Format Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 3 選択したファイル形式のコピーを作成するには、[コピー（Copy）]をクリックします。

ファイル形式をコピーするために、[ゲートウェイファイル形式の検索/一覧表示
（Gateway File Format Find and List）]ウィンドウで対応する [コピー（Copy）]アイ
コンをクリックすることもできます。

ヒント

ステップ 4 [形式名（Format Name）]フィールドに、コピーする形式の新しい名前を入力します。
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ステップ 5 変更が終了したら、[保存（Save）]をクリックして、リスト内の変更と一緒にコピーしたファ
イル形式を保存します。

関連トピック

ゲートウェイファイル形式の検索（541ページ）
既存のゲートウェイファイル形式の変更（544ページ）

既存のゲートウェイファイル形式の変更

BATを使用して、既存のゲートウェイファイル形式を変更します。変更できるのはカスタム
ファイル形式だけです。

手順

ステップ 1 変更するゲートウェイファイル形式を検索します。

ステップ 2 [検索結果（Search Results）]領域で、変更するファイル形式を選択します。
[ゲートウェイファイル形式の設定（Gateway File Format Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 3 次の方法を使用して形式を変更します。

a) 新しいフィールドを追加するには、[デバイスフィールド（Device Fields）]または [回線
フィールド（Line Fields）]ボックスでそれらを選択し、矢印をクリックすると、選択した
フィールドが [選択済みのデバイスフィールド（Selected Device Fields）]または [選択済み
の回線フィールド順序（Selected Line Fields Order）]ボックスに移動します。

b) フィールドを削除するには、[選択済みのデバイスフィールド（Selected Device Fields）]ま
たは [選択済みの回線フィールド順序（Selected Line Fields Order）]ボックスでそれらを選
択し、矢印をクリックすると、選択したフィールドが [デバイスフィールド（DeviceFields）]
または [回線フィールド（Line Fields）]ボックスに移動します。

必須フィールドである [ゲートウェイ名（Gateway Name）]と [説明
（Description）]は削除できません。

（注）

c) フィールドの順序を変更するには、[選択済みのデバイスフィールド順序（Selected Device
Field Order）]または [選択済みの回線フィールド順序（Selected Line Fields Order）]ボック
スでフィールド名を選択し、上矢印または下矢印を使って位置を変更します。

ステップ 4 変更が終了したら、[保存（Save）]をクリックしてファイル形式の変更内容を保存します。

関連トピック

ゲートウェイファイル形式の検索（541ページ）
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CSVデータファイルからのファイル形式の削除
BATを使用して、CSVデータファイル用の既存のファイル形式を削除します。削除できるの
はカスタム形式だけです。

手順

ステップ 1 削除するゲートウェイファイル形式を検索します。

ステップ 2 [検索結果（Search Results）]領域で、それが削除対象のファイルであることを確認します。

ステップ 3 リストからファイル形式を削除するには、[選択項目の削除（Delete Selected）]をクリックしま
す。ファイル形式の削除の確認を求めるメッセージが表示されます。[OK]をクリックして続
行します。

[選択項目の削除（Delete Selected）]をクリックする前に、表示された結果リストの
全体を必ず確認してください。

（注）

リストからファイル形式の名前が削除されます。

関連トピック

ゲートウェイファイル形式の検索（541ページ）

ファイル形式の CSVデータファイルとの関連付け
テキストベースの CSVデータファイルとファイル形式を関連付けることができます。

テキストエディタを使用して CSVデータファイルを作成した際に、テキストベースのファイ
ルに値を入力するため、ファイル形式を作成しました。ファイル形式によって指定された順序

でテキストファイルに値を入力しました。

CSVデータファイルに入力した後、ファイル形式をテキストベースの CSVデータファイルと
関連付ける必要があります。ファイル形式を CSVファイルと関連付けると、各フィールドの
名前は CSVデータファイルの最初のレコードとして表示されます。この情報を使用して、正
しい順序で各フィールドに値を入力したことを確認できます。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ゲートウェイ（Gateways）] > [ゲートウェイファイル形
式（Gateway File Format）] > [ファイル形式の追加（Add File Format）]の順に選択します。
[ゲートウェイファイル形式の追加（Add Gateway Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]フィールドで、このトランザクション用に作成したテキストベース
の CSVファイルを選択します。

ステップ 3 [ファイル形式名（Format File Name）]フィールドで、このタイプの一括トランザクション用に
作成したファイル形式を選択します。
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ステップ 4 一致するファイル形式を CSVデータファイルと関連付けるジョブを作成するには、[送信
（Submit）]をクリックします。

[一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブ化します。

関連トピック

スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
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第 51 章

ゲートウェイの挿入

この章では、シスコでサポートするゲートウェイを Cisco Unified Communications Managerデー
タベースに挿入する方法について説明します。

• Cisco VG200ゲートウェイ用 CSVデータファイルの作成（547ページ）
• Cisco Catalyst 6000（FXS）ポート用の CSVデータファイルの作成（550ページ）
• Cisco VG224 Gatewayおよびポート用 CSVデータファイルの作成（551ページ）
• Cisco VG202および VG204ゲートウェイ用の CSVデータファイルの作成（554ページ）
• Cisco VG310 Gatewayおよびポート用 CSVデータファイルの作成（557ページ）
• Cisco VG320 Gatewayおよびポート用 CSVデータファイルの作成（560ページ）
• Cisco VG350 Gatewayおよびポート用 CSVデータファイルの作成（562ページ）
• Cisco VG410 Gateway用 CSVデータファイルの作成（565ページ）
• Cisco VG420 Gateway用 CSVデータファイルの作成（568ページ）
• Cisco VG450 Gatewayおよびポート用 CSVデータファイルの作成（571ページ）
• Cisco ISR 4461 Gateway用 CSVデータファイルの作成（573ページ）
• Cisco Unified Communications Managerへのゲートウェイとポートの挿入（576ページ）

Cisco VG200ゲートウェイ用 CSVデータファイルの作成
Cisco VG200ゲートウェイとポートを データベースに挿入するための CSVデータファイルを
作成することができます。BATスプレッドシートとテキストエディタのいずれかを使用して
CSVデータファイルを作成します。

関連トピック

Cisco VG200ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイルの作成（813ページ）
BATスプレッドシートを使用した Cisco VG200ゲートウェイおよび T1 CAS、T1 PRI、E1
PRI、FXSまたは FXOポート用の CSVデータファイルの作成（548ページ）
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BATスプレッドシートを使用した Cisco VG200ゲートウェイおよび T1
CAS、T1 PRI、E1 PRI、FXSまたは FXOポート用の CSVデータファイル
の作成

BATスプレッドシートを使用して、個々の T1 CAS、T1 PRI、E1 PRI、FXSまたは FXOポート
に関するドメイン名、MGCPの説明、ポート識別子などの詳細を含む CSVデータファイルを
作成します。

T1 CASの場合に限り、BATスプレッドシートで指定するポートはVG200テンプレートで指定
したポートと同じでなければなりません。CSVデータファイル内では、テンプレートで設定
されたポートの全部または一部を指定することも、何も指定しないこともできます。テンプ

レートで設定されていないポートを CSVデータファイルで設定しないでください。そうしな
いと、BAT VG200テンプレートと CSVファイルを挿入する試行でエラーが発生します。

たとえば、テンプレートでポート 1、2、3、および 4を設定した場合は、CSVファイルでどの
ポートも設定しないようにすることも、ポート 1、2、3、4を設定することも、ポート 1と 2
だけを設定することもできます。いずれの場合も挿入操作は受け入れられます。しかし、テン

プレートで設定されていないポート 5と 6を CSVファイルで設定した場合は、BATで挿入エ
ラーが発生します。

BATスプレッドシートでゲートウェイポートに関するフィールドの編集が終了したら、ファ
イルをエクスポートします。ファイルは、C:\XLSDataFilesまたはローカルワークステー
ション上の選択した既存の別のフォルダに保存され、次のデフォルトファイル名が使用されま

す。

VG200Gateways#timestamp.txt

ここで、「timestamp」はファイルが作成された正確な日時を表します。

いずれかのフィールドにカンマを入力すると、BAT形式にエクスポートする際に BAT.xltはそ
のフィールドエントリを二重引用符で囲みます。スプレッドシートに空の行を含める場合、シ

ステムは空の行をファイルの終わりとして扱います。空の行の後ろに入力したデータは、BAT
形式に変換されません。

注目

手順

ステップ 1 BATスプレッドシートを開くには、BAT.xltファイルを探してダブルクリックします。

ステップ 2 スプレッドシートの機能を使用するように求められたら、[マクロを有効にする（EnableMacros）]
をクリックします。

ステップ 3 [VG200 T1-Pri T1-Cas E1-Pri FXSFXO]タブをクリックします。

ステップ 4 T1 CASエンドポイントの場合に限り、右にスクロールして [ポート識別子の数（Number of Port
Identifiers）]フィールドを表示させます。Cisco VG200ゲートウェイごとに追加するポート識
別子の数を入力します。ポート識別子が1つだけ必要な場合は、この手順をスキップします。
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ステップ 5 各行で、次のフィールドの情報を入力します。

表 44 : VG200ゲートウェイ T1 CAS、T1-PRI、E1-PRI、FXSおよび FXOポートフィールドの設定値

説明フィールド

ゲートウェイを識別する1～64文字の名前を入力します。正しく解
決するように設定されていれば、ドメインネームシステム（DNS）
ホスト名を使用します。それ以外の場合は、CiscoMGCPゲートウェ
イで定義されたホスト名を使用します。

ホスト名は、Cisco IOSゲートウェイで設定されているホスト名と一
致している必要があります。たとえば、ホスト名が vg200-1に解決
されるようゲートウェイで設定され、IPドメイン名が設定されてい
ない場合は、このフィールドにホスト名を入力します（この場合は

vg200-1）。ゲートウェイでホスト名が vg200-1と設定され、ゲート
ウェイで IPドメイン名が cisco.comと設定されている場合、この
フィールドには vg200-1.cisco.comと入力します。

MGCPドメイン名
（MGCP Domain Name）

ゲートウェイの説明を最大 100文字で入力します。ゲートウェイを
特定しやすくなるように、具体的な説明を使用してください。

MGCPの説明（MGCP
Description）

ポート1の説明を最大50文字で入力します。リスト内でポートを特
定しやすくなるような説明を使用してください。これは、ポート 2
～ 4の説明フィールドにも当てはまります。

ポートの説明

このポートの電話番号を最大 24文字の数字と特殊文字で入力しま
す。これは、ポート 2～ 4の電話番号フィールドにも当てはまりま
す。

FXSポートの場合のみ、[ポート 1電話番号（Port 1
Directory Number）]および [パーティション（Partition）]
フィールドは必須です。FXOポートの場合は、これらの
フィールドを空白のままにします。

注目

ポート電話番号（Port
Directory Number）

設定するスロット番号を入力します。VG200の場合は、常に 1で
す。

スロット（Slot）

サブユニット値の整数を入力します。サブユニット

（Subunit）

ポート番号の整数を入力します。Port Number

ステップ 6 BAT Excelスプレッドシートから CSVファイルにデータを転送するには、[BAT形式にエクス
ポート（Export to BAT Format）]をクリックします。

ファイルは C:\XLSDataFilesまたはローカルワークステーション上の選択した既存の別の
フォルダに保存され、デフォルトのファイル名VG200Gateways#timestamp.txtが使用されます。

ここで、「timestamp」はファイルが作成された正確な日時を表します。
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エクスポートした CSVデータファイルの読み取り方法を確認するには、BAT内の
[ゲートウェイの挿入（Insert Gateways）]ウィンドウで [サンプルファイルの表示
（View Sample File）]リンクをクリックします。

（注）

次のタスク

BATからCSVデータファイルにアクセスできるようにするには、CSVデータファイルをサー
バーの最初のノードにアップロードする必要があります。

関連トピック

CSVデータファイルを作成するために BATスプレッドシートのデータを収集する（14
ページ）

T1 CAS T1 PRIまたは E1 PRIトランクファイル形式（815ページ）
FXOまたは FXSトランク用 CSVファイル形式（814ページ）
ファイルのアップロードおよびダウンロード（23ページ）

Cisco Catalyst 6000（FXS）ポート用の CSVデータファイ
ルの作成

電話番号やポートの説明など、Cisco Catalyst 6000（FXS）ポートを データベースに挿入する
ための CSVデータファイルを作成できます。BATスプレッドシートとテキストエディタのい
ずれかを使用して CSVデータファイルを作成します。

手順

ステップ 1 BATスプレッドシートを開くには、BAT.xltファイルを見つけてダブルクリックします。

ステップ 2 スプレッドシートの機能を使用するように求められたら、[マクロを有効にする（EnableMacros）]
をクリックします。

ステップ 3 [Catalyst 6000（FXS）ポート（Catalyst 6000 (FXS) Ports）]タブをクリックします。

ステップ 4 各ポートレコードに関する情報を 1行で入力します。

すべての必須フィールドと該当するオプションフィールドに値を入力します。各列の見出しで

は、フィールドの長さが指定されます。

• [MACアドレス（MAC Address）]：ゲートウェイの 12桁のMACアドレスを入力します。

• [ポート番号（Port Number）]：ゲートウェイに追加するポート番号（1～ 24の数値）を入
力します。

• [電話番号（Directory Number）]：このポートの電話番号を最大 24個の数字と特殊文字で
入力します。パーティションを指定する場合には、電話番号を入力する必要があります。

（オプション）
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• [パーティション（Partition）]：このポートが属するルートパーティションを最大 50文字
で入力します。電話番号を一緒に指定する場合を除き、パーティションを指定しないでく

ださい。(オプション)。

システムは、スプレッドシート内の空白行を End of File（EOF）として扱い、以降
のレコードを破棄します。

注意

ステップ 5 BAT Excelスプレッドシートから CSVファイルにデータを転送するには、[BAT形式にエクス
ポート（Export to BAT Format）]をクリックします。

システムは、C:\XLSDataFiles\または選択した既存の別のフォルダにファイルを保存しま
す。

エクスポートした CSVデータファイルの読み取り方法を確認するには、BAT内の
[ゲートウェイの挿入（Insert Gateways）]ウィンドウで [サンプルファイルの表示
（View Sample File）]リンクをクリックします。

（注）

次のタスク

BATからCSVデータファイルにアクセスできるようにするには、CSVデータファイルをサー
バーの最初のノードにアップロードする必要があります。詳細については、「ファイルのアッ

プロードおよびダウンロード（23ページ）」を参照してください。

関連トピック

CSVデータファイルを作成するために BATスプレッドシートのデータを収集する（14
ページ）

Cisco Catalyst 6000 FXSポート用のテキストベースの CSVファイルの作成（827ページ）
ファイルのアップロードおよびダウンロード（23ページ）

Cisco VG224 Gatewayおよびポート用CSVデータファイル
の作成

VG224 Gatewayとポートを データベースに挿入するための CSVデータファイルを作成するこ
とができます。BATスプレッドシートとテキストエディタのいずれかを使用して CSVデータ
ファイルを作成します。

関連トピック

BATスプレッドシートを使用した Cisco VG224 FXSゲートウェイおよびポート用の CSV
データファイルの作成（552ページ）
Cisco VG224ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイルの作成（816ページ）
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BATスプレッドシートを使用した Cisco VG224 FXSゲートウェイおよび
ポート用の CSVデータファイルの作成

BATスプレッドシートを使用して、ドメイン名、MGCPの説明、ポート IDなどの詳細を含む
個々の FXSポート用の CSVデータファイルを作成します。

BATスプレッドシートでゲートウェイポートのフィールドを編集し終えたら、ファイルをエ
クスポートします。ファイルは、ローカルワークステーション上の C:\XLSDataFilesまた
は選択された既存の別のフォルダに保存され、次のデフォルトのファイル名が使用されます。

VG224Gateways#timestamp.txt

ここで、「timestamp」はファイルが作成された正確な日時を表します。

いずれかのフィールドにカンマを入力すると、BAT形式にエクスポートする際に BAT.xltはそ
のフィールドエントリを二重引用符で囲みます。スプレッドシートに空の行を含める場合、シ

ステムは空の行をファイルの終わりとして扱います。空の行の後ろに入力したデータは、BAT
形式に変換されません。

ヒント

手順

ステップ 1 BATスプレッドシートを開くには、BAT.xltファイルを探してダブルクリックします。

ステップ 2 スプレッドシートの機能を使用するように求められたら、[マクロを有効にする（EnableMacros）]
をクリックします。

ステップ 3 [VG224]タブをクリックします。

a) MGCPプロトコルの場合は、[MGCP]オプションボタンをクリックします。

b) SCCPプロトコルの場合は、[SCCP]]オプションボタンをクリックします。

ステップ 4 次のいずれかを実行します。

a) [MGCP]を選択した場合は、ステップ 5（553ページ）に進みます。
b) [SCCP]を選択した場合は、[ファイル形式の作成（Create File Format）]ボタンがスプレッ
ドシートに表示されます。

1. [ファイル形式の作成（Create File Format）]をクリックすると、[フィールドの選択
（Field Selection）]ウィンドウが表示されます。

2. [デバイスフィールド（Device Field）]ボックスから必須のデバイスフィールドを選択
し、[>>]ボタンをクリックしてそれらのフィールドを [選択済みのデバイスフィール
ド（Selected Device Fields）]ボックスに移動します。

3. [回線フィールド（Line Fields）]ボックスから回線のフィールドを選択し、[>>]ボタン
をクリックしてそれらのフィールドを [選択済みの回線フィールド（Selected Line
Fields）]ボックスに移動します。
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4. [上へ（Up）]ボタンと [下へ（Down）]ボタンをクリックして、選択したフィールド
を再配置します。

5. 選択済みのフィールドのリストからフィールドを削除するには、そのフィールドを選
択して [<<]ボタンをクリックします。

6. [作成（Create）]をクリックして、選択したフィールドを VG224シートに追加しま
す。

ステップ 5 各行で、次のフィールドの情報を入力します。

• [ドメイン名（Domain Name）]：1から 64文字でゲートウェイを識別する名前を入力しま
す。正しく解決するように設定されていれば、ドメインネームシステム（DNS）ホスト
名を使用します。それ以外の場合は、Cisco MGCPゲートウェイで定義されたホスト名を
使用します。

ホスト名は、Cisco IOSゲートウェイで設定されているホスト名と一致している必要があ
ります。たとえば、ゲートウェイで vg224-1に解決されるようホスト名を設定し、IPドメ
イン名を設定しない場合は、このフィールドにホスト名を入力します（この場合、

「vg224-1」）。ゲートウェイでホスト名をvg224-1として設定し、IPドメイン名をcisco.com
として設定する場合、このフィールドに「vg224-1.cisco.com」と入力します。

• [説明（Description）]：ゲートウェイに関する説明を入力します（最大 100文字）。ゲー
トウェイを特定するのに役立つ固有の説明を使用します。

• [ポートの説明（Port Description）]：ポート 1の説明を 50文字以内で入力します。ポート
の一覧でそのポートを識別できる説明を入力します。これは、ポート 2からポート 4の説
明フィールドに適用されます。

• [ポート電話番号（Port Directory Number）]：このポートの電話番号を最大 24文字の数字
と特殊文字で入力します。これは、ポート 2からポート 4の電話番号フィールドに適用さ
れます。

FXSポートの場合のみ、[ポート 1電話番号（Port 1 Directory Number）]および
[パーティション（Partition）]フィールドは必須です。FXOポートの場合は、
これらのフィールドをブランクのままにします。

（注）

• [スロット 2（Slot 2）]：設定しようとしているスロット番号を入力します。VG224の場
合、スロットは常に 2です。

• [サブユニット（Subunit）]：サブユニット値の整数を入力します。VG224の場合、サブユ
ニットは常に 0です。

• [ポート番号（Port Number）]：ポート番号の整数を入力します。

ステップ 6 BAT Excelスプレッドシートから CSVファイルにデータを転送するには、[BAT形式でエクス
ポート（Export to BAT Format）]をクリックします。
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システムは、デフォルトのファイル名 VG224Gateways#timestamp.txtを使用して、ファイルを

ローカルワークステーション上の C:\XLSDataFilesまたは選択された既存の別のフォルダ
に保存します。

エクスポートしたCSVデータファイルの読み取り方法については、BAT内の [ゲー
トウェイの挿入（Insert Gateways）]ウィンドウで [サンプルファイルの表示（View
Sample File）]へのリンクをクリックします。

（注）

次のタスク

CSVデータファイルを Cisco Unified Communications Managerサーバの最初のノードにアップ
ロードすれば、BATからそのデータ入力ファイルにアクセスできるようになります。

関連トピック

CSVデータファイルを作成するために BATスプレッドシートのデータを収集する（14
ページ）

VG224対応 FXSトランク用 CSVファイル形式（817ページ）
ファイルのアップロードおよびダウンロード（23ページ）

Cisco VG202および VG204ゲートウェイ用の CSVデータ
ファイルの作成

Cisco Unified Communications ManagerデータベースにVG202およびVG204ゲートウェイとポー
トを挿入するための CSVデータファイルを作成できます。BATスプレッドシートとテキスト
エディタのいずれかを使用して CSVデータファイルを作成します。

関連トピック

BATスプレッドシートを使用した Cisco VG202および VG204の FXSゲートウェイおよび
ポート用の CSVデータファイルの作成（554ページ）
Cisco VG202およびVG204ゲートウェイ用のテキストベースのCSVファイルの作成（829
ページ）

BATスプレッドシートを使用した Cisco VG202および VG204の FXSゲー
トウェイおよびポート用の CSVデータファイルの作成

BATスプレッドシートを使用して、ドメイン名、MGCPの説明、ポート IDなどの詳細を含む
個々の FXSポート用の CSVデータファイルを作成します。

BATスプレッドシートでゲートウェイポートのフィールドを編集し終えたら、ファイルをエ
クスポートします。ファイルは、ローカルワークステーション上の C:\XLSDataFilesまた
は選択された既存の別のフォルダに保存され、次のデフォルトのファイル名が使用されます。
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VG202Gateways#timestamp.txtまたは VG204Gateways#timestamp.txt

ここで、「timestamp」はファイルが作成された正確な日時を表します。

いずれかのフィールドにカンマを入力すると、BAT形式にエクスポートする際に BAT.xltはそ
のフィールドエントリを二重引用符で囲みます。スプレッドシートに空の行を含める場合、シ

ステムは空の行をファイルの終わりとして扱います。空の行の後ろに入力したデータは、BAT
形式に変換されません。

ヒント

手順

ステップ 1 BATスプレッドシートを開くには、BAT.xltファイルを探してダブルクリックします。

ステップ 2 スプレッドシートの機能を使用するように求められたら、[マクロを有効にする（EnableMacros）]
をクリックします。

ステップ 3 [VG202-VG204]タブをクリックします。

a) MGCPの場合は、[MGCP]オプションボタンをクリックします。

b) SCCPの場合は、[SCCP]オプションボタンをクリックします。

ステップ 4 次のいずれかを実行します。

a) [MGCP]を選択した場合は、ステップ 5（555ページ）に進みます。
b) [SCCP]を選択した場合は、[ファイル形式の作成（Create File Format）]ボタンがスプレッ
ドシートに表示されます。

1. [ファイル形式の作成（Create File Format）]をクリックすると、[フィールドの選択
（Field Selection）]ウィンドウが表示されます。

2. [デバイスフィールド（Device Field）]ボックスから必須のデバイスフィールドを選択
し、[>>]ボタンをクリックしてそれらのフィールドを [選択済みのデバイスフィール
ド（Selected Device Fields）]ボックスに移動します。

3. [回線フィールド（Line Fields）]ボックスから回線のフィールドを選択し、[>>]ボタン
をクリックしてそれらのフィールドを [選択済みの回線フィールド（Selected Line
Fields）]ボックスに移動します。

4. [上へ（Up）]ボタンと [下へ（Down）]ボタンをクリックして、選択したフィールド
を再配置します。

5. 選択済みのフィールドのリストからフィールドを削除するには、そのフィールドを選
択して [<<]ボタンをクリックします。

6. [作成（Create）]をクリックして、選択したフィールドを VG224シートに追加しま
す。

ステップ 5 各行で、次のフィールドの情報を入力します。
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•ドメイン名/MACアドレス（Domain Name/MAC Address）：1から 64文字でゲートウェイ
を識別する名前を入力します。正しく解決するように設定されていれば、ドメインネーム

システム（DNS）ホスト名を使用します。それ以外の場合は、Cisco MGCPゲートウェイ
で定義されたホスト名を使用します。SCCPゲートウェイの場合は、MACアドレスを使用
します。

ホスト名は、Cisco IOSゲートウェイで設定されているホスト名と正確に一致している必
要があります。たとえば、ゲートウェイで vg204-1に解決されるようホスト名を設定し、
IPドメイン名を設定しない場合は、このフィールドにホスト名を入力します（この場合、
「vg204-1」）。ゲートウェイでホスト名をvg204-1として設定し、IPドメイン名をcisco.com
として設定する場合、このフィールドに「vg204-1.cisco.com」と入力します。

•説明（Description）：ゲートウェイに関する説明を入力します（最大 100文字）。ゲート
ウェイを特定するのに役立つ固有の説明を使用します。

• [スロット（Slot）]：設定しようとしているスロット番号を入力します。VG202および
VG204の場合、スロットは常に 0です。

•サブユニット（Subunit）：サブユニット値の整数を入力します。VG202および VG204の
場合、サブユニットは常に 0です。

•ポート電話番号（Port Directory Number）：このポートの電話番号を最大 24文字の数字と
特殊文字で入力します。これは、ポート 2からポート 4の電話番号フィールドに適用され
ます。

FXSポートの場合のみ、[ポート 1電話番号（Port 1 Directory Number）]および
[パーティション（Partition）]フィールドが必須であることに注意してくださ
い。

（注）

•ポート番号（Port Number）：ポート番号の整数を入力します。

•ポートの説明（Port Description）：ポート 1の説明を 50文字以内で入力します。ポートの
一覧でそのポートを識別する説明を入力します。これは、ポート 2からポート 4の説明
フィールドに適用されます。

ステップ 6 BAT Excelスプレッドシートから CSVファイルにデータを転送するには、[BAT形式でエクス
ポート（Export to BAT Format）]をクリックします。

デフォルトのファイル名 VG202Gateways#timestamp.txtまたは VG204Gateways#timestamp.txtを

使用してファイルがローカルワークステーション上の C:\XLSDataFilesまたは選択した既
存の別のフォルダに保存されます。

エクスポートしたCSVデータファイルの読み取り方法については、BAT内の [ゲー
トウェイの挿入（Insert Gateways）]ウィンドウで [サンプルファイルの表示（View
Sample File）]へのリンクをクリックします。

（注）
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次のタスク

CSVデータファイルを Cisco Unified Communications Managerサーバの最初のノードにアップ
ロードすれば、BATからそのデータ入力ファイルにアクセスできるようになります。

関連トピック

CSVデータファイルを作成するために BATスプレッドシートのデータを収集する（14
ページ）

VG202および VG204ゲートウェイ用 CSVファイル形式（830ページ）
ファイルのアップロードおよびダウンロード（23ページ）

Cisco VG310 Gatewayおよびポート用CSVデータファイル
の作成

VG310 Gatewayとポートを データベースに挿入するための CSVデータファイルを作成するこ
とができます。BATスプレッドシートとテキストエディタのいずれかを使用して CSVデータ
ファイルを作成します。

関連トピック

BATスプレッドシートを使用した Cisco VG310 FXSゲートウェイおよびポート用の CSV
データファイルの作成（557ページ）
Cisco VG310ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイルの作成（817ページ）

BATスプレッドシートを使用した Cisco VG310 FXSゲートウェイおよび
ポート用の CSVデータファイルの作成

BATスプレッドシートを使用して、ドメイン名、MGCPの説明、ポート IDなどの詳細を含む
個々の FXSポート用の CSVデータファイルを作成します。

BATスプレッドシートでゲートウェイポートのフィールドを編集し終えたら、ファイルをエ
クスポートします。ファイルは、ローカルワークステーション上の C:\XLSDataFilesまた
は選択された既存の別のフォルダに保存され、次のデフォルトのファイル名が使用されます。

VG310Gateways#timestamp.txt

ここで、「timestamp」はファイルが作成された正確な日時を表します。

いずれかのフィールドにカンマを入力すると、BAT形式にエクスポートする際に BAT.xltはそ
のフィールドエントリを二重引用符で囲みます。スプレッドシートに空の行を含める場合、シ

ステムは空の行をファイルの終わりとして扱います。空の行の後ろに入力したデータは、BAT
形式に変換されません。

ヒント
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手順

ステップ 1 BATスプレッドシートを開くには、BAT.xltファイルを探してダブルクリックします。

ステップ 2 スプレッドシートの機能を使用するように求められたら、[マクロを有効にする（EnableMacros）]
をクリックします。

ステップ 3 [VG310]タブをクリックします。

a) MGCPプロトコルの場合は、[MGCP]オプションボタンをクリックします。

b) SSCPプロトコルの場合は、[SCCP]オプションボタンをクリックします。

ステップ 4 次のいずれかを実行します。

a) [MGCP]を選択した場合は、ステップ 5（553ページ）に進みます。
b) [SCCP]を選択した場合は、[ファイル形式の作成（Create File Format）]ボタンがスプレッ
ドシートに表示されます。

1. [ファイル形式の作成（Create File Format）]をクリックすると、[フィールドの選択
（Field Selection）]ウィンドウが表示されます。

2. [デバイスフィールド（Device Field）]ボックスから必須のデバイスフィールドを選択
し、[>>]ボタンをクリックしてそれらのフィールドを [選択済みのデバイスフィール
ド（Selected Device Fields）]ボックスに移動します。

3. [回線フィールド（Line Fields）]ボックスから回線のフィールドを選択し、[>>]ボタン
をクリックしてそれらのフィールドを [選択済みの回線フィールド（Selected Line
Fields）]ボックスに移動します。

4. [上へ（Up）]ボタンと [下へ（Down）]ボタンをクリックして、選択したフィールド
を再配置します。

5. 選択済みのフィールドのリストからフィールドを削除するには、そのフィールドを選
択して [<<]ボタンをクリックします。

6. 必須フィールドの選択を終えたら、[作成（Create）]をクリックして選択したフィー
ルドを VG310シートに追加します。

ステップ 5 各行で、次のフィールドの情報を入力します。

• [ドメイン名（Domain Name）]：1から 64文字でゲートウェイを識別する名前を入力しま
す。正しく解決するように設定されていれば、ドメインネームシステム（DNS）ホスト
名を使用します。それ以外の場合は、Cisco MGCPゲートウェイで定義されたホスト名を
使用します。

ホスト名は、Cisco IOSゲートウェイで設定されているホスト名と一致している必要があ
ります。たとえば、ホスト名が VG310-1と解決されるようにゲートウェイを設定し IPド
メイン名を設定しない場合は、このフィールドにホスト名を入力します（この場合、

「VG310-1」）。ゲートウェイでホスト名を VG310-1と設定し IPドメイン名を cisco.com
と設定する場合、このフィールドに「VG310-1.cisco.com」と入力します。
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• [説明（Description）]：ゲートウェイに関する説明を入力します（最大 100文字）。ゲー
トウェイを特定するのに役立つ固有の説明を使用します。

• [ポートの説明（Port Description）]：ポート 1の説明を 50文字以内で入力します。ポート
の一覧でそのポートを識別できる説明を入力します。これは、ポート 2からポート 4の説
明フィールドに適用されます。

• [ポート電話番号（Port Directory Number）]：このポートの電話番号を最大 24文字の数字
と特殊文字で入力します。これは、ポート 2からポート 4の電話番号フィールドに適用さ
れます。

FXSポートの場合のみ、[ポート 1電話番号（Port 1 Directory Number）]および
[パーティション（Partition）]フィールドは必須です。FXOポートの場合は、
これらのフィールドをブランクのままにします。

（注）

• [スロット 2（Slot 2）]：設定しようとしているスロット番号を入力します。VG310の場
合、スロットは常に 2です。

• [サブユニット（Subunit）]：サブユニット値の整数を入力します。VG310の場合、サブユ
ニットは常に 0です。

• [ポート番号（Port Number）]：ポート番号の整数を入力します。

ステップ 6 BAT Excelスプレッドシートから CSVファイルにデータを転送するには、[BAT形式でエクス
ポート（Export to BAT Format）]をクリックします。

システムは、デフォルトのファイル名 VG310Gateways#timestamp.txtを使用して、ファイルを

ローカルワークステーション上の C:\XLSDataFilesまたは選択された既存の別のフォルダ
に保存します。

エクスポートしたCSVデータファイルの読み取り方法については、BAT内の [ゲー
トウェイの挿入（Insert Gateways）]ウィンドウで [サンプルファイルの表示（View
Sample File）]へのリンクをクリックします。

（注）

次のタスク

BATが、データ入力ファイルとなる CSVデータファイルにアクセスできるように、そのファ
イルを Unified Communications Managerサーバーの最初のノードにアップロードする必要があ
ります。

関連トピック

CSVデータファイルを作成するために BATスプレッドシートのデータを収集する（14
ページ）

VG310対応 FXSトランク用 CSVファイル形式（818ページ）
ファイルのアップロードおよびダウンロード（23ページ）
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Cisco VG320 Gatewayおよびポート用CSVデータファイル
の作成

VG320 Gatewayとポートを データベースに挿入するための CSVデータファイルを作成するこ
とができます。BATスプレッドシートとテキストエディタのいずれかを使用して CSVデータ
ファイルを作成します。

関連トピック

BATスプレッドシートを使用した Cisco VG320 FXSゲートウェイおよびポート用の CSV
データファイルの作成（560ページ）
VG320ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイルの作成（819ページ）

BATスプレッドシートを使用した Cisco VG320 FXSゲートウェイおよび
ポート用の CSVデータファイルの作成

BATスプレッドシートを使用して、ドメイン名、MGCPの説明、ポート IDなどの詳細を含む
個々の FXSポート用の CSVデータファイルを作成します。

BATスプレッドシートでゲートウェイポートのフィールドを編集し終えたら、ファイルをエ
クスポートします。ファイルは、ローカルワークステーション上の C:\XLSDataFilesまた
は選択された既存の別のフォルダに保存され、次のデフォルトのファイル名が使用されます。

VG320Gateways#timestamp.txt

ここで、「timestamp」はファイルが作成された正確な日時を表します。

いずれかのフィールドにカンマを入力すると、BAT形式にエクスポートする際に BAT.xltはそ
のフィールドエントリを二重引用符で囲みます。スプレッドシートに空の行を含める場合、シ

ステムは空の行をファイルの終わりとして扱います。空の行の後ろに入力したデータは、BAT
形式に変換されません。

ヒント

手順

ステップ 1 BATスプレッドシートを開くには、BAT.xltファイルを探してダブルクリックします。

ステップ 2 スプレッドシートの機能を使用するように求められたら、[マクロを有効にする（EnableMacros）]
をクリックします。

ステップ 3 [VG320]タブをクリックします。

a) MGCPプロトコルの場合は、[MGCP]オプションボタンをクリックします。

b) SCCPプロトコルの場合は、[SCCP]オプションボタンをクリックします。

ステップ 4 次のいずれかを実行します。
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a) [MGCP]を選択した場合は、ステップ 5（553ページ）に進みます。
b) [SCCP]を選択した場合は、[ファイル形式の作成（Create File Format）]ボタンがスプレッ
ドシートに表示されます。

1. [ファイル形式の作成（Create File Format）]をクリックすると、[フィールドの選択
（Field Selection）]ウィンドウが表示されます。

2. [デバイスフィールド（Device Field）]ボックスから必須のデバイスフィールドを選択
し、[>>]ボタンをクリックしてそれらのフィールドを [選択済みのデバイスフィール
ド（Selected Device Fields）]ボックスに移動します。

3. [回線フィールド（Line Fields）]ボックスから回線のフィールドを選択し、[>>]ボタン
をクリックしてそれらのフィールドを [選択済みの回線フィールド（Selected Line
Fields）]ボックスに移動します。

4. [上へ（Up）]ボタンと [下へ（Down）]ボタンをクリックして、選択したフィールド
を再配置します。

5. 選択済みのフィールドのリストからフィールドを削除するには、そのフィールドを選
択して [<<]ボタンをクリックします。

6. 必須フィールドの選択を終えたら、[作成（Create）]をクリックして選択したフィー
ルドを VG320シートに追加します。

ステップ 5 各行で、次のフィールドの情報を入力します。

•ドメイン名（Domain Name）：1から 64文字でゲートウェイを識別する名前を入力しま
す。正しく解決するように設定されていれば、ドメインネームシステム（DNS）ホスト
名を使用します。それ以外の場合は、Cisco MGCPゲートウェイで定義されたホスト名を
使用します。

ホスト名は、Cisco IOSゲートウェイで設定されているホスト名と正確に一致している必
要があります。たとえば、ホスト名が VG320-1と解決されるようにゲートウェイを設定
し IPドメイン名を設定しない場合は、このフィールドにホスト名を入力します（この場
合、「VG320-1」）。ゲートウェイでホスト名をVG320-1と設定し IPドメイン名をcisco.com
と設定する場合、このフィールドに「VG320-1.cisco.com」と入力します。

•説明（Description）：ゲートウェイに関する説明を入力します（最大 100文字）。ゲート
ウェイを特定するのに役立つ固有の説明を使用します。

•ポートの説明（Port Description）：ポート 1の説明を 50文字以内で入力します。ポートの
一覧でそのポートを識別できる説明を入力します。これは、ポート 2からポート 4の説明
フィールドに適用されます。

•ポート電話番号（Port Directory Number）：このポートの電話番号を最大 24文字の数字と
特殊文字で入力します。これは、ポート 2からポート 4の電話番号フィールドに適用され
ます。
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FXSポートの場合のみ、[ポート 1電話番号（Port 1 Directory Number）]および
[パーティション（Partition）]フィールドは必須です。FXOポートの場合は、
これらのフィールドをブランクのままにします。

（注）

• [スロット 2（Slot 2）]：設定しようとしているスロット番号を入力します。VG320の場
合、スロットは常に 2です。

• [サブユニット（Subunit）]：サブユニット値の整数を入力します。VG320の場合、サブユ
ニットは常に 0です。

• [ポート番号（Port Number）]：ポート番号の整数を入力します。

ステップ 6 BAT Excelスプレッドシートから CSVファイルにデータを転送するには、[BAT形式でエクス
ポート（Export to BAT Format）]をクリックします。

システムは、デフォルトのファイル名 VG320Gateways#timestamp.txtを使用して、ファイルを

ローカルワークステーション上の C:\XLSDataFilesまたは選択された既存の別のフォルダ
に保存します。

エクスポートしたCSVデータファイルの読み取り方法については、BAT内の [ゲー
トウェイの挿入（Insert Gateways）]ウィンドウで [サンプルファイルの表示（View
Sample File）]へのリンクをクリックします。

（注）

次のタスク

BATが、データ入力ファイルとなる CSVデータファイルにアクセスできるように、そのファ
イルを Unified Communications Managerサーバーの最初のノードにアップロードする必要があ
ります。

関連トピック

CSVデータファイルを作成するために BATスプレッドシートのデータを収集する（14
ページ）

VG320対応 FXSトランク用 CSVファイル形式（820ページ）
ファイルのアップロードおよびダウンロード（23ページ）

Cisco VG350 Gatewayおよびポート用CSVデータファイル
の作成

VG350 GatewayとポートをUnified Communications Managerデータベースに挿入するためのCSV
データファイルを作成することができます。BATスプレッドシートとテキストエディタのい
ずれかを使用して CSVデータファイルを作成します。
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関連トピック

BATスプレッドシートを使用した Cisco VG350 FXSゲートウェイおよびポート用の CSV
データファイルの作成（563ページ）
VG350ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイルの作成（821ページ）

BATスプレッドシートを使用した Cisco VG350 FXSゲートウェイおよび
ポート用の CSVデータファイルの作成

BATスプレッドシートを使用して、ドメイン名、MGCPの説明、ポート IDなどの詳細を含む
個々の FXSポート用の CSVデータファイルを作成します。

BATスプレッドシートでゲートウェイポートのフィールドを編集し終えたら、ファイルをエ
クスポートします。ファイルは、ローカルワークステーション上の C:\XLSDataFilesまた
は選択された既存の別のフォルダに保存され、次のデフォルトのファイル名が使用されます。

VG350Gateways#timestamp.txt

ここで、「timestamp」はファイルが作成された正確な日時を表します。

いずれかのフィールドにカンマを入力すると、BAT形式にエクスポートする際に BAT.xltはそ
のフィールドエントリを二重引用符で囲みます。スプレッドシートに空の行を含める場合、シ

ステムは空の行をファイルの終わりとして扱います。空の行の後ろに入力したデータは、BAT
形式に変換されません。

ヒント

手順

ステップ 1 BATスプレッドシートを開くには、BAT.xltファイルを探してダブルクリックします。

ステップ 2 スプレッドシートの機能を使用するように求められたら、[マクロを有効にする（EnableMacros）]
をクリックします。

ステップ 3 [VG350]タブをクリックします。

a) MGCPプロトコルの場合は、[ MGCP ]オプションボタンをクリックします。
b) SCCPプロトコルの場合は、[ SCCP ]オプションボタンをクリックします。

ステップ 4 次のいずれかを実行します。

a) [MGCP]を選択した場合は、ステップ 5（553ページ）に進みます。
b) [SCCP]を選択した場合は、[ファイル形式の作成（Create File Format）]ボタンがスプレッ
ドシートに表示されます。

1. [ファイル形式の作成（Create File Format）]をクリックすると、[フィールドの選択
（Field Selection）]ウィンドウが表示されます。
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2. [デバイスフィールド（Device Field）]ボックスから必須のデバイスフィールドを選択
し、[>>]ボタンをクリックしてそれらのフィールドを [選択済みのデバイスフィール
ド（Selected Device Fields）]ボックスに移動します。

3. [回線フィールド（Line Fields）]ボックスから回線のフィールドを選択し、[>>]ボタン
をクリックしてそれらのフィールドを [選択済みの回線フィールド（Selected Line
Fields）]ボックスに移動します。

4. [上へ（Up）]ボタンと [下へ（Down）]ボタンをクリックして、選択したフィールド
を再配置します。

5. 選択済みのフィールドのリストからフィールドを削除するには、そのフィールドを選
択して [<<]ボタンをクリックします。

6. 必須フィールドの選択を終えたら、[作成（Create）]をクリックして選択したフィー
ルドを VG350シートに追加します。

ステップ 5 各行で、次のフィールドの情報を入力します。

• [ドメイン名（Domain Name）]：1から 64文字でゲートウェイを識別する名前を入力しま
す。正しく解決するように設定されていれば、ドメインネームシステム（DNS）ホスト
名を使用します。それ以外の場合は、Cisco MGCPゲートウェイで定義されたホスト名を
使用します。

ホスト名は、Cisco IOSゲートウェイで設定されているホスト名と一致している必要があ
ります。たとえば、ホスト名が VG350-1と解決されるようにゲートウェイを設定し IPド
メイン名を設定しない場合は、このフィールドにホスト名を入力します（この場合、

「VG350-1」）。ゲートウェイでホスト名を VG350-1と設定し IPドメイン名を cisco.com
と設定する場合、このフィールドに「VG350-1.cisco.com」と入力します。

• [説明（Description）]：ゲートウェイに関する説明を入力します（最大 100文字）。ゲー
トウェイを特定するのに役立つ固有の説明を使用します。

• [ポートの説明（Port Description）]：ポート 1の説明を 50文字以内で入力します。ポート
の一覧でそのポートを識別できる説明を入力します。これは、ポート 2からポート 4の説
明フィールドに適用されます。

• [ポート電話番号（Port Directory Number）]：このポートの電話番号を最大 24文字の数字
と特殊文字で入力します。これは、ポート 2からポート 4の電話番号フィールドに適用さ
れます。

FXSポートの場合のみ、[ポート 1電話番号（Port 1 Directory Number）]および
[パーティション（Partition）]フィールドは必須です。FXOポートの場合は、
これらのフィールドをブランクのままにします。

（注）

• [スロット 2（Slot 2）]：設定しようとしているスロット番号を入力します。VG350の場
合、スロットは常に 2です。

• [サブユニット（Subunit）]：サブユニット値の整数を入力します。VG350の場合、サブユ
ニットは常に 0です。
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• [ポート番号（Port Number）]：ポート番号の整数を入力します。

ステップ 6 BAT Excelスプレッドシートから CSVファイルにデータを転送するには、[BAT形式でエクス
ポート（Export to BAT Format）]をクリックします。

システムは、デフォルトのファイル名 VG350Gateways#timestamp.txtを使用して、ファイルを

ローカルワークステーション上の C:\XLSDataFilesまたは選択された既存の別のフォルダ
に保存します。

エクスポートしたCSVデータファイルの読み取り方法については、BAT内の [ゲー
トウェイの挿入（Insert Gateways）]ウィンドウで [サンプルファイルの表示（View
Sample File）]へのリンクをクリックします。

（注）

次のタスク

BATが、データ入力ファイルとなる CSVデータファイルにアクセスできるように、そのファ
イルを Unified Communications Managerサーバーの最初のノードにアップロードする必要があ
ります。

関連トピック

CSVデータファイルを作成するために BATスプレッドシートのデータを収集する（14
ページ）

VG350対応 FXSトランク用 CSVファイル形式（822ページ）
ファイルのアップロードおよびダウンロード（23ページ）

Cisco VG410 Gateway用 CSVデータファイルの作成
VG410 GatewayとポートをUnified Communications Managerデータベースに挿入するためのCSV
データファイルを作成することができます。BATスプレッドシートとテキストエディタのい
ずれかを使用して CSVデータファイルを作成します。

• BATスプレッドシートを使用した VG 410ゲートウェイ用の CSVデータファイルの作成
（566ページ）

関連トピック

BATスプレッドシートを使用した VG 410ゲートウェイ用の CSVデータファイルの作成
（566ページ）
VG410ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイルの作成（822ページ）
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BATスプレッドシートを使用した VG 410ゲートウェイ用の CSVデータ
ファイルの作成

BATスプレッドシートを使用して、ドメイン名、MGCPの説明、ポート IDなどの詳細を含む
個々の FXSポート用の CSVデータファイルを作成します。

BATスプレッドシートでゲートウェイポートのフィールドの編集を完了したら、ファイルを
エクスポートします。ファイルは、ローカルワークステーション上の C:\XLSDataFilesま
たは選択された既存の別のフォルダに保存され、次のデフォルトのファイル名が使用されま

す。

VG410Gateways#timestamp.txt

ここで、「timestamp」はファイルが作成された正確な日時を表します。

いずれかのフィールドにカンマを入力すると、BAT形式にエクスポートする際に BAT.xltはそ
のフィールドエントリを二重引用符で囲みます。スプレッドシートに空の行を含める場合、シ

ステムは空の行をファイルの終わりとして扱います。空の行の後ろに入力したデータは、BAT
形式に変換されません。

ヒント

手順

ステップ 1 BATスプレッドシートを開くには、BAT.xltファイルを探してダブルクリックします。

ステップ 2 スプレッドシートの機能を使用するように求められたら、[マクロを有効にする（EnableMacros）]
をクリックします。

ステップ 3 [VG410]タブをクリックします。

a) MGCPプロトコルの場合は、[MGCP]オプションボタンをクリックします。

b) SCCPプロトコルの場合は、[SCCP]]オプションボタンをクリックします。
c) SIPプロトコルの場合は、[SIP]]オプションボタンをクリックします。

ステップ 4 以下のいずれかを実行。

1. [MGCP]を選択した場合は、ステップ 6に進みます。

2. [SCCP]または [SIP]を選択した場合は、[ファイル形式の作成（Create File Format）]ボタ
ンがスプレッドシートに表示されます。

1. [ファイル形式の作成（Create File Format）]をクリックすると、[フィールドの選択
（Field Selection）]ウィンドウが表示されます。

2. [デバイスフィールド（Device Field）]ボックスから必須のデバイスフィールドを選
択し、[>>]ボタンをクリックしてそれらのフィールドを [選択済みのデバイスフィー
ルド（Selected Device Fields）]ボックスに移動します。
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3. [回線フィールド（Line Fields）]ボックスから回線のフィールドを選択し、[>>]ボタン
をクリックしてそれらのフィールドを [選択済みの回線フィールド（Selected Line
Fields）]ボックスに移動します。

4. [上へ（Up）]ボタンと [下へ（Down）]ボタンをクリックして、選択したフィールド
を再配置します。

5. 選択済みのフィールドのリストからフィールドを削除するには、そのフィールドを選
択して [<<]ボタンをクリックします。

6. 必須フィールドの選択を終えたら、[作成（Create）]をクリックして選択したフィー
ルドを VG410シートに追加します。

ステップ 5 各行で、次のフィールドの情報を入力します。

•ドメイン名（Domain Name）：1から 64文字でゲートウェイを識別する名前を入力しま
す。正しく解決するように設定されていれば、ドメインネームシステム（DNS）ホスト名
を使用します。それ以外の場合は、Cisco MGCPゲートウェイで定義されたホスト名を使
用します。

ホスト名は、Cisco IOSゲートウェイで設定されているホスト名と一致している必要があ
ります。たとえば、ホスト名が VG410-1と解決されるようにゲートウェイを設定し IPド
メイン名を設定しない場合は、このフィールドにホスト名を入力します（この場合、

「VG410-1」）。ゲートウェイでホスト名を VG410-1と設定し IPドメイン名を cisco.com
と設定する場合、このフィールドに「VG410-1.cisco.com」と入力します。

•説明（Description）：ゲートウェイに関する説明を入力します（最大 100文字）。ゲート
ウェイを特定するのに役立つ固有の説明を使用します。

•ポートの説明（Port Description）：ポート 1の説明を 50文字以内で入力します。ポートの
一覧でそのポートを識別できる説明を入力します。

•ポート電話番号（Port Directory Number）：このポートの電話番号を最大 24文字の数字と
特殊文字で入力します。

FXSポートの場合のみ、[ポート 1電話番号（Port 1 Directory Number）]および
[パーティション（Partition）]フィールドは必須です。FXOポートの場合は、
これらのフィールドをブランクのままにします。

（注）

•スロット（Slot）：設定しようとしているスロット番号を入力します。VG410の場合、ス
ロットは 0です。

•サブユニット（Subunit）：サブユニット値の整数を入力します。VG410の場合、スロッ
ト 0の場合、サブユニットは 1になります。

•ポート番号（Port Number）：ポート番号の整数を入力します。

ステップ 6 BAT Excelスプレッドシートから CSVファイルにデータを転送するには、[BAT形式でエクス
ポート（Export to BAT Format）]をクリックします。
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システムは、デフォルトのファイル名 VG410Gateways#timestamp.txtを使用して、ファイルを

ローカルワークステーション上の C:\XLSDataFilesまたは選択された既存の別のフォルダ
に保存します。

エクスポートしたCSVデータファイルの読み取り方法については、BAT内の [ゲー
トウェイの挿入（Insert Gateways）]ウィンドウで [サンプルファイルの表示（View
Sample File）]へのリンクをクリックします。

ヒント

次のタスク

BATが、データ入力ファイルとなる CSVデータファイルにアクセスできるように、そのファ
イルを Unified Communications Managerサーバーの最初のノードにアップロードする必要があ
ります。

Cisco VG420 Gateway用 CSVデータファイルの作成
VG420 GatewayとポートをUnified Communications Managerデータベースに挿入するためのCSV
データファイルを作成することができます。BATスプレッドシートとテキストエディタのい
ずれかを使用して CSVデータファイルを作成します。

関連トピック

BATスプレッドシートを使用した VG 420ゲートウェイ用の CSVデータファイルの作成
（568ページ）
VG420ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイルの作成（823ページ）

BATスプレッドシートを使用した VG 420ゲートウェイ用の CSVデータ
ファイルの作成

BATスプレッドシートを使用して、ドメイン名、MGCPの説明、ポート IDなどの詳細を含む
個々の FXSポート用の CSVデータファイルを作成します。

BATスプレッドシートでゲートウェイポートのフィールドの編集を完了したら、ファイルを
エクスポートします。ファイルは、ローカルワークステーション上の C:\XLSDataFilesま
たは選択された既存の別のフォルダに保存され、次のデフォルトのファイル名が使用されま

す。

VG420Gateways#timestamp.txt

ここで、「timestamp」はファイルが作成された正確な日時を表します。
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いずれかのフィールドにカンマを入力すると、BAT形式にエクスポートする際に BAT.xltはそ
のフィールドエントリを二重引用符で囲みます。スプレッドシートに空の行を含める場合、シ

ステムは空の行をファイルの終わりとして扱います。空の行の後ろに入力したデータは、BAT
形式に変換されません。

ヒント

手順

ステップ 1 BATスプレッドシートを開くには、BAT.xltファイルを探してダブルクリックします。

ステップ 2 スプレッドシートの機能を使用するように求められたら、[マクロを有効にする（EnableMacros）]
をクリックします。

ステップ 3 [VG420]タブをクリックします。

a) MGCPプロトコルの場合は、[MGCP]オプションボタンをクリックします。

b) SCCPプロトコルの場合は、[SCCP]オプションボタンをクリックします。

c) SIPプロトコルの場合は、[SIP]オプションボタンをクリックします。

ステップ 4 以下のいずれかを実行。

1. [MGCP]を選択した場合は、ステップ 6に進みます。

2. [SCCP]または [SIP]を選択した場合は、[ファイル形式の作成（Create File Format）]ボタ
ンがスプレッドシートに表示されます。

1. [ファイル形式の作成（Create File Format）]をクリックすると、[フィールドの選択
（Field Selection）]ウィンドウが表示されます。

2. [デバイスフィールド（Device Field）]ボックスから必須のデバイスフィールドを選択
し、[>>]ボタンをクリックしてそれらのフィールドを [選択済みのデバイスフィールド
（Selected Device Fields）]ボックスに移動します。

3. [回線フィールド（Line Fields）]ボックスから回線のフィールドを選択し、[>>]ボタン
をクリックしてそれらのフィールドを [選択済みの回線フィールド（Selected Line
Fields）]ボックスに移動します。

4. [上へ（Up）]ボタンと [下へ（Down）]ボタンをクリックして、選択したフィールド
を再配置します。

5. 選択済みのフィールドのリストからフィールドを削除するには、そのフィールドを選
択して [<<]ボタンをクリックします。

6. 必須フィールドの選択を終えたら、[作成（Create）]をクリックして選択したフィー
ルドを VG420シートに追加します。

ステップ 5 各行で、次のフィールドの情報を入力します。
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•ドメイン名（Domain Name）：1から 64文字でゲートウェイを識別する名前を入力しま
す。正しく解決するように設定されていれば、ドメインネームシステム（DNS）ホスト名
を使用します。それ以外の場合は、Cisco MGCPゲートウェイで定義されたホスト名を使
用します。

ホスト名は、Cisco IOSゲートウェイで設定されているホスト名と一致している必要があ
ります。たとえば、ホスト名が VG420-1と解決されるようにゲートウェイを設定し IPド
メイン名を設定しない場合は、このフィールドにホスト名を入力します（この場合、

「VG420-1」）。ゲートウェイでホスト名を VG420-1と設定し IPドメイン名を cisco.com
と設定する場合、このフィールドに「VG420-1.cisco.com」と入力します。

•説明（Description）：ゲートウェイに関する説明を入力します（最大 100文字）。ゲート
ウェイを特定するのに役立つ固有の説明を使用します。

•ポートの説明（Port Description）：ポート 1の説明を 50文字以内で入力します。ポートの
一覧でそのポートを識別できる説明を入力します。

•ポート電話番号（Port Directory Number）：このポートの電話番号を最大 24文字の数字と
特殊文字で入力します。

FXSポートの場合のみ、[ポート 1電話番号（Port 1 Directory Number）]および
[パーティション（Partition）]フィールドは必須です。FXOポートの場合は、
これらのフィールドをブランクのままにします。

（注）

• [スロット（Slot）]：設定しようとしているスロット番号を入力します。VG420の場合、
スロットは 0または 1です。

•サブユニット（Subunit）：サブユニット値の整数を入力します。VG420のスロット 0で
は、サブユニットが 1、2、または 3になります。スロット 1の場合、サブユニットは常に
0です。

•ポート番号（Port Number）：ポート番号の整数を入力します。

ステップ 6 BAT Excelスプレッドシートから CSVファイルにデータを転送するには、[BAT形式でエクス
ポート（Export to BAT Format）]をクリックします。

システムは、デフォルトのファイル名 VG420Gateways#timestamp.txtを使用して、ファイルを

ローカルワークステーション上の C:\XLSDataFilesまたは選択された既存の別のフォルダ
に保存します。

エクスポートしたCSVデータファイルの読み取り方法については、BAT内の [ゲー
トウェイの挿入（Insert Gateways）]ウィンドウで [サンプルファイルの表示（View
Sample File）]へのリンクをクリックします。

ヒント

次のタスク

BATが、データ入力ファイルとなる CSVデータファイルにアクセスできるように、そのファ
イルを Unified Communications Managerサーバーの最初のノードにアップロードする必要があ
ります。
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Cisco VG450 Gatewayおよびポート用CSVデータファイル
の作成

VG450 GatewayとポートをUnified Communications Managerデータベースに挿入するためのCSV
データファイルを作成することができます。BATスプレッドシートとテキストエディタのい
ずれかを使用して CSVデータファイルを作成します。

関連トピック

BATスプレッドシートを使用した Cisco VG450 FXSゲートウェイおよびポート用の CSV
データファイルの作成（571ページ）
VG450ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイルの作成（824ページ）

BATスプレッドシートを使用した Cisco VG450 FXSゲートウェイおよび
ポート用の CSVデータファイルの作成

BATスプレッドシートを使用して、ドメイン名、MGCPの説明、ポート IDなどの詳細を含む
個々の FXSポート用の CSVデータファイルを作成します。

BATスプレッドシートでゲートウェイポートのフィールドの編集を完了したら、ファイルを
エクスポートします。ファイルは、ローカルワークステーション上の C:\XLSDataFilesま
たは選択された既存の別のフォルダに保存され、次のデフォルトのファイル名が使用されま

す。

VG450Gateways#timestamp.txt

ここで、「timestamp」はファイルが作成された正確な日時を表します。

いずれかのフィールドにカンマを入力すると、BAT形式にエクスポートする際に BAT.xltはそ
のフィールドエントリを二重引用符で囲みます。スプレッドシートに空の行を含める場合、シ

ステムは空の行をファイルの終わりとして扱います。空の行の後ろに入力したデータは、BAT
形式に変換されません。

ヒント

手順

ステップ 1 BATスプレッドシートを開くには、BAT.xltファイルを探してダブルクリックします。

ステップ 2 スプレッドシートの機能を使用するように求められたら、[マクロを有効にする（EnableMacros）]
をクリックします。

ステップ 3 [VG450]タブをクリックします。

a) MGCPプロトコルの場合は、[MGCP]オプションボタンをクリックします。

b) SCCPプロトコルの場合は、[SCCP]]オプションボタンをクリックします。
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c) SIPプロトコルの場合は、[SIP]]オプションボタンをクリックします。

ステップ 4 以下のいずれかを実行。

1. [MGCP]を選択した場合は、ステップ 6に進みます。

2. [SCCP]または [SIP]を選択した場合は、[ファイル形式の作成（Create File Format）]ボタ
ンがスプレッドシートに表示されます。

1. [ファイル形式の作成（Create File Format）]をクリックすると、[フィールドの選択
（Field Selection）]ウィンドウが表示されます。

2. [デバイスフィールド（Device Field）]ボックスから必須のデバイスフィールドを選択
し、[>>]ボタンをクリックしてそれらのフィールドを [選択済みのデバイスフィール
ド（Selected Device Fields）]ボックスに移動します。

3. [回線フィールド（Line Fields）]ボックスから回線のフィールドを選択し、[>>]ボタン
をクリックしてそれらのフィールドを [選択済みの回線フィールド（Selected Line
Fields）]ボックスに移動します。

4. [上へ（Up）]ボタンと [下へ（Down）]ボタンをクリックして、選択したフィールド
を再配置します。

5. 選択済みのフィールドのリストからフィールドを削除するには、そのフィールドを選
択して [<<]ボタンをクリックします。

6. 必須フィールドの選択を終えたら、[作成（Create）]をクリックして選択したフィー
ルドを VG450シートに追加します。

ステップ 5 各行で、次のフィールドの情報を入力します。

•ドメイン名（Domain Name）：1から 64文字でゲートウェイを識別する名前を入力しま
す。正しく解決するように設定されていれば、ドメインネームシステム（DNS）ホスト
名を使用します。それ以外の場合は、Cisco MGCPゲートウェイで定義されたホスト名を
使用します。

ホスト名は、Cisco IOSゲートウェイで設定されているホスト名と一致している必要があ
ります。たとえば、ホスト名が VG450-1と解決されるようにゲートウェイを設定し IPド
メイン名を設定しない場合は、このフィールドにホスト名を入力します（この場合、

「VG450-1」）。ゲートウェイでホスト名を VG450-1と設定し IPドメイン名を cisco.com
と設定する場合、このフィールドに「VG450-1.cisco.com」と入力します。

•説明（Description）：ゲートウェイに関する説明を入力します（最大 100文字）。ゲート
ウェイを特定するのに役立つ固有の説明を使用します。

•ポートの説明（Port Description）：ポート 1の説明を 50文字以内で入力します。ポートの
一覧でそのポートを識別できる説明を入力します。これは、ポート 2からポート 4の説明
フィールドに適用されます。
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•ポート電話番号（Port Directory Number）：このポートの電話番号を最大 24文字の数字と
特殊文字で入力します。これは、ポート 2からポート 4の電話番号フィールドに適用され
ます。

FXSポートの場合のみ、[ポート 1電話番号（Port 1 Directory Number）]および
[パーティション（Partition）]フィールドは必須です。FXOポートの場合は、
これらのフィールドをブランクのままにします。

（注）

•スロット2（Slot 2）：設定しようとしているスロット番号を入力します。VG450の場合、
スロットは常に 2です。

•サブユニット（Subunit）：サブユニット値の整数を入力します。VG450の場合、サブユ
ニットは常に 0です。

•ポート番号（Port Number）：ポート番号の整数を入力します。

ステップ 6 BAT Excelスプレッドシートから CSVファイルにデータを転送するには、[BAT形式でエクス
ポート（Export to BAT Format）]をクリックします。

システムは、デフォルトのファイル名 VG450Gateways#timestamp.txtを使用して、ファイルを

ローカルワークステーション上の C:\XLSDataFilesまたは選択された既存の別のフォルダ
に保存します。

エクスポートしたCSVデータファイルの読み取り方法については、BAT内の [ゲー
トウェイの挿入（Insert Gateways）]ウィンドウで [サンプルファイルの表示（View
Sample File）]へのリンクをクリックします。

ヒント

次のタスク

BATが、データ入力ファイルとなる CSVデータファイルにアクセスできるように、そのファ
イルを Unified Communications Managerサーバーの最初のノードにアップロードする必要があ
ります。

関連トピック

CSVデータファイルを作成するために BATスプレッドシートのデータを収集する（14
ページ）

VG450対応 FXSトランク用 CSVファイル形式（825ページ）
ファイルのアップロードおよびダウンロード（23ページ）

Cisco ISR 4461 Gateway用 CSVデータファイルの作成
ISR 4461 Gatewayを Cisco Unified Communications Managerデータベースに挿入するための CSV
データファイルを作成することができます。BATスプレッドシートとテキストエディタのい
ずれかを使用して CSVデータファイルを作成します。

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
573

ゲートウェイ

Cisco ISR 4461 Gateway用 CSVデータファイルの作成



関連トピック

BATスプレッドシートを使用した Cisco ISR 4461ゲートウェイ用の CSVデータファイル
の作成（574ページ）

BATスプレッドシートを使用した Cisco ISR 4461ゲートウェイ用の CSV
データファイルの作成

BATスプレッドシートを使用して、ドメイン名、MGCPの説明、およびその他の関連情報な
どの詳細を含む CSVデータファイルを作成します。

BATスプレッドシートでゲートウェイポートのフィールドを編集し終えたら、ファイルをエ
クスポートします。ファイルは、ローカルワークステーション上の C:\XLSDataFilesまた
は選択された既存の別のフォルダに保存され、次のデフォルトのファイル名が使用されます。

ISR4461Gateways-#timestamp.txt

ここで、「timestamp」はファイルが作成された正確な日時を表します。

いずれかのフィールドにカンマを入力すると、BAT形式にエクスポートする際に BAT.xltはそ
のフィールドエントリを二重引用符で囲みます。スプレッドシートに空の行を含める場合、シ

ステムは空の行をファイルの終わりとして扱います。空の行の後ろに入力したデータは、BAT
形式に変換されません。

ヒント

手順

ステップ 1 BATスプレッドシートを開くには、BAT.xltファイルを探してダブルクリックします。

ステップ 2 スプレッドシートの機能を使用するように求められたら、[マクロを有効にする（EnableMacros）]
をクリックします。

ステップ 3 [ISR 4461]タブをクリックします。

a) MGCPプロトコルの場合は、[ MGCP ]オプションボタンをクリックします。
b) SCCPプロトコルの場合は、[ SCCP ]オプションボタンをクリックします。
c) SIPプロトコルの場合は、[ SIP ]オプションボタンをクリックします。

ステップ 4 次のいずれかを実行します。

a) [MGCP]を選択した場合は、ステップ 5（575ページ）に進みます。
b) [SCCP]または [SIP]を選択した場合は、[ファイル形式の作成（Create File Format）]ボタ
ンがスプレッドシートに表示されます。

1. [ファイル形式の作成（Create File Format）]をクリックすると、[フィールドの選択
（Field Selection）]ウィンドウが表示されます。
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2. [デバイスフィールド（Device Field）]ボックスから必須のデバイスフィールドを選択
し、[>>]ボタンをクリックしてそれらのフィールドを [選択済みのデバイスフィール
ド（Selected Device Fields）]ボックスに移動します。

3. [回線フィールド（Line Fields）]ボックスから回線のフィールドを選択し、[>>]ボタン
をクリックしてそれらのフィールドを [選択済みの回線フィールド（Selected Line
Fields）]ボックスに移動します。

4. [上へ（Up）]ボタンと [下へ（Down）]ボタンをクリックして、選択したフィールド
を再配置します。

5. 選択済みのフィールドのリストからフィールドを削除するには、そのフィールドを選
択して [<<]ボタンをクリックします。

6. 必須フィールドの選択を終えたら、[作成（Create）]をクリックして選択したフィー
ルドを VG4461シートに追加します。

ステップ 5 各行で、次のフィールドの情報を入力します。

•ドメイン名/MACアドレス（Domain Name/MAC Address）：1から 64文字でゲートウェイ
を識別する名前を入力します。正しく解決するように設定されていれば、ドメインネーム

システム（DNS）ホスト名を使用します。それ以外の場合は、Cisco MGCPゲートウェイ
で定義されたホスト名を使用します。SCCPゲートウェイの場合は、MACアドレスを使用
します。

ホスト名は、Cisco IOSゲートウェイで設定されているホスト名と一致している必要があ
ります。たとえば、ゲートウェイで ISR 4461と解決されるようにホスト名を設定し IPド
メイン名を設定しない場合は、このフィールドにホスト名を入力します（この場合、「ISR
4461」）。ゲートウェイでホスト名を ISR 4461と設定し IPドメイン名を cisco.comと設定
する場合、このフィールドに「ISR 4461.cisco.com」と入力します。

• [説明（Description）]：ゲートウェイに関する説明を入力します（最大 100文字）。ゲー
トウェイを特定するのに役立つ固有の説明を使用します。

• [スロット（Slot）]：設定しようとしているスロット番号を入力します。ISR 4461の場合、
スロットは 0、1、2、または 3です。

• [サブユニット（Subunit）]：サブユニット値の整数を入力します。ISR 4461のスロット 0
では、サブユニットが 1、2、または 3になります。スロット 1、2、または 3の場合、サ
ブユニットは常に 0です。

• [ポート電話番号（Port Directory Number）]：このポートの電話番号を最大 24文字の数字
と特殊文字で入力します。これは、ポート 2からポート 4の電話番号フィールドに適用さ
れます。

FXSポートの場合のみ、[ポート 1電話番号（Port 1 Directory Number）]および
[パーティション（Partition）]フィールドは必須です。

（注）

• [ポート番号（Port Number）]：ポート番号の整数を入力します。
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• [ポートの説明（Port Description）]：ポート 1の説明を 50文字以内で入力します。ポート
の一覧でそのポートを識別できる説明を入力します。これは、ポート 2からポート 4の説
明フィールドに適用されます。

ステップ 6 BAT Excelスプレッドシートから CSVファイルにデータを転送するには、[BAT形式でエクス
ポート（Export to BAT Format）]をクリックします。

デフォルトのファイル名 ISR4461Gateways-#timestamp.txtを使用して、ファイルがローカル

ワークステーション上の C:\XLSDataFilesまたは選択した既存の別のフォルダに保存され
ます。

エクスポートしたCSVデータファイルの読み取り方法については、BAT内の [ゲー
トウェイの挿入（Insert Gateways）]ウィンドウで [サンプルファイルの表示（View
Sample File）]へのリンクをクリックします。

（注）

次のタスク

BATが、データ入力ファイルとなる CSVデータファイルにアクセスできるように、そのファ
イルを Unified Communications Managerサーバーの最初のノードにアップロードする必要があ
ります。

Cisco Unified Communications Managerへのゲートウェイ
とポートの挿入

BATスプレッドシートを使用して、シスコゲートウェイとポートをCisco Unified Communications
Managerに追加することができます。

始める前に

• Cisco VG200ゲートウェイを挿入する場合は、トランク用またはポート用の Cisco VG200
ゲートウェイテンプレートと、VG200ゲートウェイポート用のCSVデータファイルが必
要です。「Cisco VG200ゲートウェイテンプレートの作成（472ページ）」および「Cisco
VG200ゲートウェイ用CSVデータファイルの作成（547ページ）」を参照してください。

• Cisco Catalyst 6000ポートを挿入する場合は、Cisco Catalyst 6000ポートテンプレートと、
この一括トランザクション用のポート詳細を含むCSVデータファイルが必要です。「Cisco
Catalyst 6000（FXS）ゲートウェイテンプレートの作成（477ページ）」および「Cisco
Catalyst 6000（FXS）ポート用の CSVデータファイルの作成（550ページ）」を参照して
ください。

• Cisco VG224ゲートウェイを挿入する場合は、トランク用またはポート用の Cisco VG224
ゲートウェイテンプレートと、VG224ゲートウェイポート用の CSVデータファイルが必
要です。「Cisco VG200ゲートウェイテンプレートの作成（472ページ）」および「Cisco
VG200ゲートウェイ用CSVデータファイルの作成（547ページ）」を参照してください。
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• Cisco VG202またはVG204ゲートウェイを挿入する場合は、トランク用またはポート用の
Cisco VG202または VG204ゲートウェイテンプレートと、VG202または VG204ゲート
ウェイポート用の CSVデータファイルが必要です。「Cisco VG202または VG204ゲート
ウェイテンプレートの作成（480ページ）」および「Cisco VG202および VG204ゲート
ウェイ用の CSVデータファイルの作成（554ページ）」を参照してください。

手順

ステップ 1 [一括管理（BulkAdministration）] > [ゲートウェイ（Gateways）] > [ゲートウェイの挿入（Insert
Gateways）]の順に選択します。

[ゲートウェイの挿入（Insert Gateways Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [ゲートウェイタイプ（Gateway Type）]ドロップダウンリストから、挿入するゲートウェイの
タイプを選択します。

[ゲートウェイの挿入（Insert Gateways Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [ファイル名（File Name）]フィールドドロップダウンリストで、追加する Cisco VG200ゲー
トウェイ情報を含む CSVデータファイルの名前を選択します。

ステップ 4 [ゲートウェイテンプレート名（Gateway Template Name）]フィールドで、このタイプの一括
トランザクション用に作成した VG200または FXSゲートウェイテンプレートの名前を選択し
ます。

ステップ 5 （任意） [既存の設定の上書き（Override the existing configuration）]チェックボックスをオン
にすると、既存のゲートウェイ設定が、挿入するファイルに含まれる情報によって上書きされ

ます。

ステップ 6 [ジョブ情報（Job Information）]エリアにジョブの説明を入力します。

ステップ 7 挿入方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐにゲートウェイを挿入する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックしま
す。

b) 後でゲートウェイを挿入する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 8 ゲートウェイを挿入するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックします。

[一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュール追加またはアクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
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第 52 章

Ciscoゲートウェイの削除

この章では、データベースから削除するゲートウェイレコードを検索する方法について説明し

ます。ゲートウェイのグループを削除するためのクエリフィルタを定義する必要があります。

[ゲートウェイの削除（Delete Gateways Configuration）]ウィンドウを使用して削除できるのは、
Cisco VG200および Cisco Catalyst 6000のゲートウェイレコードだけです。

•クエリを使用したシスコゲートウェイレコードの削除（579ページ）
• Ciscoゲートウェイの削除関連のトピック（581ページ）

クエリを使用したシスコゲートウェイレコードの削除
クエリを使用して、Cisco Unified Communications Managerから削除するゲートウェイレコード
を特定できます。[ゲートウェイの削除（Delete Gateway Configuration）]ウィンドウを使用して
削除できるのは、Cisco VG200、VG202、VG204、VG224、VG310、VG320、VG350、VG410、
VG420、VG450、ISR 4461および Cisco Catalyst 6000ゲートウェイのみです。

削除アクションは不可逆です。削除したレコードを復元することはできません。注意

手順

ステップ 1 [一括管理（BulkAdministration）] > [ゲートウェイ（Gateways）] > [ゲートウェイの削除（Delete
Gateways）]の順に選択します。

ステップ 2 [ゲートウェイの削除（Delete Gateways where）]ドロップダウンリストから、次のオプション
のいずれかを選択します。

•名前

•説明

• DN/ルートパターン

• [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]
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• [デバイスプール（Device Pool）]

• [デバイスタイプ（Device Type）]

ステップ 3 2番目の [ゲートウェイの検索（Find Gateways where）]ドロップダウンリストから、次の条件
のいずれかを選択します。

•～で始まる

•～を含む

•次の文字列と完全に一致する

•次の文字列で終わる

•空である

•～が空ではない

ステップ 4 3番目のドロップダウンリストで [表示（Show）]を選択して、関連付けられたエンドポイン
トを表示します。

ステップ 5 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、[検索（Find）]をクリックします。

データベースに登録されているすべてのゲートウェイを検索するには、検索テキス

トを何も入力せずに、[検索（Find）]をクリックします。
ヒント

さらにクエリを定義するには、[AND]または [OR]を選択して複数のフィルタを追加し、ステッ
プ 2（579ページ）～ステップ 5（580ページ）を繰り返します。

検出されたテンプレートのリストが次の分類で表示されます。

• [デバイス名（Device Name）]

•説明

• [デバイスプール（Device Pool）]

• [ステータス（Status）]

• [IPアドレス（IP Address）]

ステップ 6 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 7 削除方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐにゲートウェイを削除する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックしま
す。

b) 後でゲートウェイを削除する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 8 ゲートウェイレコードを削除するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリック
します。

ステップ 9 [一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュール追加またはアクティブ化します。
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クエリテキストボックスに何も情報を入力しない場合、システムはすべてのゲー

トウェイレコードを削除します。削除アクションは不可逆です。削除したレコード

を復元することはできません。

注意

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
Ciscoゲートウェイの削除関連のトピック（581ページ）

Ciscoゲートウェイの削除関連のトピック
•クエリを使用したシスコゲートウェイレコードの削除（579ページ）

• Cisco Unified Communications Managerへのゲートウェイとポートの挿入（576ページ）

•スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

• BATログファイル（771ページ）
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第 53 章

Ciscoゲートウェイレポートの生成

この章では、VGXXXゲートウェイのレポートの生成について説明します。

VG200、VG224、VG202、VG310、VG320、VG350、VG450、ISR 4461、VG410、VG420およ
び VG204ゲートウェイのレポートのみ生成できます。

（注）

•シスコゲートウェイレポートの生成（583ページ）
• Ciscoゲートウェイレポート関連のトピック（585ページ）

シスコゲートウェイレポートの生成
すべてのVGXXXゲートウェイに関するレポートを生成することも、ゲートウェイの限定セッ
トに関するレポートを生成することもできます。VGXXXゲートウェイに関するレポートは固
定形式です。

VG200、VG224、VG202、VG310、VG320、VG350、VG450、ISR 4461、VG410、VG420およ
び VG204ゲートウェイのレポートのみ生成できます。

（注）

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ゲートウェイ（Gateways）] > [ゲートウェイレポートの
生成（Generate Gateway Reports）]の順に選択します。

ステップ 2 [ゲートウェイの検索（Find Gateways where）]ドロップダウンリストから、次のオプションの
いずれかを選択します。

•名前

•説明

• DN/ルートパターン
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• [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]

• [デバイスプール（Device Pool）]

• [デバイスタイプ（Device Type）]

ステップ 3 2番目の [ゲートウェイの検索（Find Gateways where）]ドロップダウンリストから、次の条件
のいずれかを選択します。

•～で始まる

•～を含む

•次の文字列と完全に一致する

•次の文字列で終わる

•空である

•～が空ではない

ステップ 4 3番目のドロップダウンリストで [表示（Show）]を選択して、関連付けられたエンドポイン
トを表示します。

ステップ 5 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、[検索（Find）]をクリックします。

データベースに登録されているすべてのゲートウェイを検索するには、検索テキス

トを何も入力せずに、[検索（Find）]をクリックします。
ヒント

さらにクエリを定義するには、[AND]または [OR]を選択して複数のフィルタを追加し、ステッ
プ 2（583ページ）～ステップ 5（584ページ）を繰り返します。

検出されたテンプレートのリストが次の分類で表示されます。

• [デバイス名（Device Name）]

•説明

• [デバイスプール（Device Pool）]

• [ステータス（Status）]

• [IPアドレス（IP Address）]

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックして、レポートのタイプに関する詳細を選択します。
[ゲートウェイレポートの設定（Gateway Report Configuration）]ウィンドウが開いて、選択し
たクエリが表示されます。クエリのタイプを変更する場合は、[戻る（Back）]をクリックしま
す。

ステップ 7 [ファイル名（File Name）]フィールドに、このレポートの名前を入力します（必須）。

ステップ 8 ドロップダウンリストから、ファイル形式を選択します。

ステップ 9 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 10 レポートをいつ生成するかを選択します。次のいずれかを実行します。
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a) すぐにレポートを生成する場合には、[今すぐ実行（RunImmediately）]をクリックします。
b) 後でレポートを生成する場合には、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 11 レポートを生成するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックします。

[一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュール追加またはアクティブ化します。

次のタスク

[一括管理（Bulk Administration）]メニューの [ファイルのアップロード/ダウンロード
（Upload/Download Files）]オプションを使用してレポートファイルを検索し、ダウンロードす
ることができます。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
レポートログファイル（369ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
Ciscoゲートウェイレポート関連のトピック（585ページ）
ファイルのアップロードおよびダウンロード（23ページ）

Ciscoゲートウェイレポート関連のトピック
•シスコゲートウェイレポートの生成（583ページ）

•レポートログファイル（369ページ）

•ファイルのアップロードおよびダウンロード（23ページ）

•スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

• BATログファイル（771ページ）
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第 IX 部

強制承認コードおよびクライアント識別

コード
•クライアント識別コードと強制承認コード（589ページ）
•強制承認コードとクライアント識別コードの削除（599ページ）





第 54 章

クライアント識別コードと強制承認コード

この章では、BATを使用して強制承認コード（FAC）とクライアント識別コード（CMC）を
設定する方法について説明します。CSVデータファイルまたはテキストベースのカスタムCSV
ファイルのいずれかを使用して、CMCまたは FACの設定の作成、更新、削除、または追加を
行うことができます。

• BATを使用した CMCと FACのセットアップ（589ページ）
• CMCおよび FAC機能の実装（590ページ）
• BAT.xltを使用した CMCおよび FAC用 CSVデータファイルの作成（591ページ）
•テキストエディタを使用したクライアント識別コードと強制承認コード用 CSVデータ
ファイルの作成（593ページ）

•既存の CMCまたは FAC CSVデータファイルの編集（593ページ）
• CMCおよび FAC用 CSVデータファイルの設定項目（594ページ）
• BATを使用した CUCMデータベース内の CMCまたは FACの更新（595ページ）
•データベースの CMCおよび FACを更新するための BAT設定項目（597ページ）
• CMCおよび FAC設定関連のトピック（597ページ）

BATを使用した CMCと FACのセットアップ
強制承認コード（FAC）とクライアント識別コード（CMC）を使用すると、コールアクセス
とアカウンティングを管理できます。CMCは、請求可能なクライアントに対するコールアカ
ウンティングと請求を支援するのに対して、強制承認コードは、特定のユーザが発信可能な

コールのタイプを制御します。

クライアント識別コードの場合は、コールが特定のクライアント識別に関連することを示す

コードを入力する必要があります。クライアント識別コードは、コールアカウンティングと請

求を目的として、顧客、学生、またはその他のグループに割り当てることができます。強制承

認コード機能の場合は、コールが完了する前に有効な承認コードを入力する必要があります。

CMC機能と FAC機能では、ルートパターンを変更したら、ルートパターンごとに有効また
は無効にした FACと CMCが反映されるようにダイヤルプランドキュメントを更新する必要
があります。

BATを使用して CMCまたは FACを設定する前に、次の情報を確認してください。
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• CMC用と FAC用の別々の CSVファイルを作成します。1つの CSVファイルに 2つの機
能を混在させないでください。

•初めて CMCまたは FAC設定を追加するときに、BAT.xlt経由で CSVファイルを作成する
ことも、カスタムのテキストベースの CSVファイルを作成することもできます。

• CMCまたは FAC設定を更新、削除、または追加する（2回目以降）には、既存の CSV
ファイルを編集することも、カスタムのテキストベースの CSVファイルを作成すること
もできます。

•ファイル/スプレッドシートでは、1行に複数のコード（および対応する設定）を入力しな
いでください。コード（および対応する設定）ごとに改行します。たとえば、強制承認

コード用のコードを入力する場合は次の形式を使用します。

（承認コード,承認コード名,承認レベル）

1234,John Smith,20

1235,Lisa Mendez,10

5551,Debbie Dunn,30

•ファイルから情報を削除しても、その情報を空白のままにしておくと、データベースから
その情報は削除されません。つまり、空白の値ではデータベース内の既存の値は上書きさ

れません。値を更新すると、データベース内の既存の値が上書きされます。

•適切な CSVファイルが サーバーの最初のノードにアップロードされていることを確認し
てください。

• CSVファイルを作成または変更した場合はいつでも、その CSVファイルを BATに挿入
し、データベースを更新する必要があります。

関連トピック

CMCおよび FAC設定関連のトピック（597ページ）
BATを使用した CUCMデータベース内の CMCまたは FACの更新（595ページ）
ファイルのアップロードおよびダウンロード（23ページ）

CMCおよび FAC機能の実装
一括管理（BAT）を使用して CMCおよび FAC機能を実装できます。

CMCおよび FAC機能を有効にするには、ルートパターンを変更し、各ルートパターンで
CMCおよび/または FACを有効または無効にしたことが反映されるようにダイヤルプランド
キュメントを更新する必要があります。

（注）
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手順

ステップ 1 CMCおよび FAC機能に関する重要な BAT情報および一般情報について、以下の資料を確認
します。

• BATを使用した CMCと FACのセットアップ（589ページ）

• Cisco Unified Communications Manager機能設定ガイド

ステップ 2 CMCまたは FAC用の CSVファイルを作成し、CMCおよび FACの設定情報を入力します。

ステップ 3 データベースを更新するには、BATで CSVファイルを挿入します。

ステップ 4 Administrationでルートパターンを追加または更新することによって、FACまたはCMCを有効
にします。

ステップ 5 ダイヤルプランドキュメントを更新するか、BAT CSVファイルのプリントアウトをダイヤル
プランドキュメントと共にまとめておきます。

ダイヤルプランドキュメントを参照してください。

ステップ 6 コードなど必要なすべての情報をユーザに提供し、機能の動作方法を説明します。

関連トピック

CMCおよび FAC設定関連のトピック（597ページ）

BAT.xltを使用した CMCおよび FAC用 CSVデータファイ
ルの作成

BATスプレッドシート BAT.xltを使用して、CMCまたは FAC用の CSVファイルを作成でき
ます。2つの別個の CSVファイル（1つは CMC用、もう 1つは FAC用）を作成する必要があ
ります。

BAT.xltファイルは サーバーの最初のノードに存在しますが、サーバー上には通常、Microsoft
Excelがインストールされていません。その場合は、ファイルを最初のノードからコピーして
Microsoft Excelがインストールされたローカルマシンに移動します。

（注）

始める前に

BATを使用して CMCまたは FACを設定する前に、「BATを使用した CMCと FACのセット
アップ（589ページ）」に記載されている重要な考慮事項を確認してください。
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手順

ステップ 1 [Bulk Administration（一括管理）] > [Upload/Download Files（ファイルをアップロード/ダウン
ロード）]の順に選択します。
[ファイルの検索/一覧表示（Find and List Files）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、BAT.xltファイルをダウンロードします。

ステップ 3 Microsoft Excelがインストールされているローカルマシンに BAT.xltをコピーします。

ステップ 4 BATスプレッドシートを開くには、BAT.xltファイルを探してダブルクリックします。

ステップ 5 スプレッドシートの機能を使用するように求められたら、[マクロを有効にする（EnableMacros）]
をクリックします。

ステップ 6 次のいずれかのタブをクリックします。

• [CMCの挿入（Insert CMC）]：CMC CSVを作成する場合

• [FACの挿入（Insert FAC）]：FAC CSVを作成する場合

ステップ 7 CMCまたは FACの設定を列に入力します。

構成時の設定の説明については、「表 45 : CMCおよび FACの設定項目（594ページ）」を参
照してください。

すべてのコードを入力するまで、ステップ 7（592ページ）を繰り返します。（注）

ステップ 8 Excelスプレッドシート形式をCSVファイルに転送するには、[BAT形式にエクスポート（Export
to BAT Format）]をクリックします。

ローカルマシン上の C:\XlsDatafilesに CSVファイルが自動的に保存されます。

別の場所を選択するには、[参照（Browse）]をクリックします。ヒント

次のタスク

変更した CSVファイルを サーバーの最初のノードにアップロードします。

CSVファイルをBATに追加し、そのファイルを挿入することによって、 データベースを更新
する必要があります。

関連トピック

サーバからのファイルのダウンロード（25ページ）
CMCおよび FAC設定関連のトピック（597ページ）
BATを使用した CUCMデータベース内の CMCまたは FACの更新（595ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）
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テキストエディタを使用したクライアント識別コードと

強制承認コード用 CSVデータファイルの作成
テキストエディタを使用して、クライアント識別コード用および強制承認コード用のテキスト

ベースの CSVデータファイルを作成できます。カンマ区切り値（CSV）ファイルは表形式で
テキスト情報を提供し、複数の値をカンマで区切った ASCIIテキストの行を含んでいます。

関連トピック

クライアント識別コードおよび強制承認コード用のカスタムのテキストベースのCSVファ
イルの作成（830ページ）
CMCおよび FAC設定関連のトピック（597ページ）

既存の CMCまたは FAC CSVデータファイルの編集
既存のコードを更新するには、テキストエディタを使用して手動で既存の CSVファイルを更
新するか、新しい CSVファイルを作成します。

CMC CSVファイルを更新している場合には、たとえば「5555,Acme Toys」と入力できます。
ここで 5555は必須のクライアント識別コードに相当し、Acme Toysは説明に相当します。

FAC CSVファイルを更新している場合は、たとえば「1234,John Smith,20」と入力できます。
ここで 1234は強制承認コードに相当し、John Smithは承認コード名に相当し、20は承認レベ
ルに相当します。

既存のレコードのどの部分も変更できますが、コード（強制承認コードやクライアント識別

コードなど）を含める必要があります。情報を削除して空白のままにしても、データベースか

ら情報は削除されません。空白値によってデータベース内の既存の値は上書きされませんが、

たとえば上記の例で値を Acme Toys, Inc.または John L. Smithに更新すると、データベース内
の既存の値が上書きされます。

手順

ステップ 1 既存の CSVデータファイルを編集するには、Cisco Unified Communications Managerサーバの
最初のノードから、ローカルワークステーションに CSVファイルをダウンロードします。

ステップ 2 テキストエディタを使用して、既存の CSVファイルを開いて編集します。

既存の設定を削除するか、新しいコードを追加するか、既存の設定を更新します。CMCとFAC
の設定の説明については、「表 45 : CMCおよび FACの設定項目（594ページ）」を参照して
ください。

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
593

強制承認コードおよびクライアント識別コード

テキストエディタを使用したクライアント識別コードと強制承認コード用 CSVデータファイルの作成



更新と同時に新しいコードを追加する場合は、必要なすべての情報を必ず入力して

ください。

空白値によってデータベース内の既存の値は上書きされませんが、値を更新する

と、データベース内の既存の値が上書きされます。

注意

次のタスク

CSVファイルをCisco Unified Communications Managerサーバの最初のノードにアップロードし
ます。

CSVファイルを BATに追加し、そのファイルを挿入することによって、 Cisco Unified
Communications Managerデータベースを更新する必要があります。

関連トピック

サーバからのファイルのダウンロード（25ページ）
CMCおよび FAC設定関連のトピック（597ページ）
BATを使用した CUCMデータベース内の CMCまたは FACの更新（595ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

CMCおよび FAC用 CSVデータファイルの設定項目
次の表に、CMCおよび FAC用 CSVデータファイルの設定項目の説明を示します。

表 45 : CMCおよび FACの設定項目

説明設定/カラム

CMC用 CSVファイル

ユーザがコールを発信するときに入力する一意の

コードを、16桁以下で入力します。クライアント
識別コードは、このコードを使用するコールの

CDRに表示されます。

[クライアント識別コー
ド（Client Matter
Codes）]

このオプションフィールドは、クライアントコー

ドをクライアントと関連付けるのに役立ちます。

説明には、任意の言語で最大 50文字を指定でき
ますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、

アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山

カッコ（<>）は使用できません。

説明

FAC用 CSVファイル
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説明設定/カラム

16桁以下の一意の承認コードを入力します。ユー
ザは、FAC対応ルートパターンを介してコールを
発信するときに、このコードを入力します。

[Authorization Code（承
認コード）]

50文字以下の一意の名前を入力します。承認コー
ド名は、承認コードを特定のユーザまたはユーザ

グループに紐付けます。この名前はこのコードを

使用するコールの CDRに表示されます。

承認コードをシステム内の各ユーザに

割り当てる予定である場合は、ユーザ

名や、または、他の一意で取り扱いに

それほど注意が必要ではない ID（た
とえば、電子メールエイリアスや従

業員/学生番号）など、ユーザを識別
するものを必ずコード名に含めてくだ

さい。承認コードは、セキュアではな

い CDRに書き込まれるため、社会保
障番号などの IDは使用しないでくだ
さい。

ヒント

[承認コード名
（Authorization Code
Name）]

0～255の範囲の3桁の承認レベルを入力します。
デフォルトは 0です。承認コードに割り当てるこ
のレベルによって、ユーザが FAC対応ルートパ
ターンを介してコールをルーティングできるかど

うかが決まります。コールを正常にルーティング

するには、ユーザ承認レベルが、そのコールの

ルートパターンに指定された承認レベル以上であ

る必要があります。

[承認レベル
（Authorization Level）]

BATを使用した CUCMデータベース内の CMCまたは FAC
の更新

Cisco Unified Communications Managerデータベースを更新するには、BATを使用してCMC（ま
たは FAC）CSVデータファイルを挿入する必要があります。

始める前に

Cisco Unified Communications Managerを更新するには、その前にCMC（または FAC）CSVファ
イルを作成または編集する必要があります。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationで、次のオプションのいずれかを選択しま
す。

a) CMCの場合は、[一括管理（Bulk Administration）] > [クライアント識別コード（Client
Matter Codes）] > [クライアント識別コードの挿入（Insert Client Matter Codes）]の順に
選択します。

b) FACの場合は、[一括管理（Bulk Administration）] > [強制承認コード（Forced Authorization
Codes）] > [強制承認コードの挿入（Insert Forced Authorization Codes）]の順に選択しま
す。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]ドロップダウンリストボックスで、更新されたコードを含む CSV
ファイルを選択します。

挿入するファイルの内容を表示するには、[ファイルの表示（View File）]をクリッ
クします。

ヒント

ステップ 3 既存のコードリストを更新する場合は、[既存の設定の上書き（Override the existing
configuration）]チェックボックスをオンにします。

設定の詳細については、「データベースの CMCおよび FACを更新するための BAT設定項目
（597ページ）」を参照してください。

ステップ 4 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 5 挿入方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐに FACと CMCを挿入する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックしま
す。

b) 後で FACと CMCを挿入する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 6 FACと CMCを挿入するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックします。

[一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュール追加またはアクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
データベースの CMCおよび FACを更新するための BAT設定項目（597ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
CMCおよび FAC設定関連のトピック（597ページ）
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データベースの CMCおよび FACを更新するための BAT
設定項目

次の表に、CMCおよび FACの BAT更新に関する、構成時の設定の説明を示します。

表 46 : CSVファイルを挿入するための BATの設定

説明BATの設定

ドロップダウンリストボックスから、挿入するCMCまたはFAC
ファイルを選択します。

ファイル名

既存の設定のコードを更新する場合、このチェックボックスが適

用されます。

このチェックボックスをオンにすると、既存の承認コード名

（FAC）、承認レベル（FAC）または説明（CMC）が、挿入する
ファイルに含まれている情報で上書きされます（既存の承認コー

ドとクライアント識別コードは変更されません）。このチェック

ボックスをオンにしていない場合は、ログファイルにエラーが

書き込まれ、承認コードまたはクライアント識別コードがすでに

存在しているために、更新されないことを示します。

[既存の設定の上書き
（Override the existing
configuration）]

CMCおよび FAC設定関連のトピック
• CMCおよび FAC機能の実装（590ページ）

• BATを使用した CMCと FACのセットアップ（589ページ）

• BAT.xltを使用した CMCおよび FAC用 CSVデータファイルの作成（591ページ）

•テキストエディタを使用したクライアント識別コードと強制承認コード用 CSVデータ
ファイルの作成（593ページ）

•既存の CMCまたは FAC CSVデータファイルの編集（593ページ）

•コード設定の削除例（599ページ）

• CMCおよび FAC用 CSVデータファイルの設定項目（594ページ）

• BATを使用した CUCMデータベース内の CMCまたは FACの更新（595ページ）

•データベースの CMCおよび FACを更新するための BAT設定項目（597ページ）

•クライアント識別コードおよび強制承認コード用のカスタムのテキストベースのCSVファ
イルの作成（830ページ）
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第 55 章

強制承認コードとクライアント識別コード

の削除

この章では、削除するコードが含まれたカスタムファイルを使用して、システムから CMC
コードと FACコードを削除する方法について説明します。前に挿入または更新した承認コー
ドが含まれたカスタムファイルを編集でき、また削除するコードを手動で入力した CSVファ
イルを新規に作成することもできます。

•コード設定の削除例（599ページ）
•強制承認コードとクライアント識別コードの削除（601ページ）
•強制承認コードとクライアント識別コード関連のトピック（602ページ）

コード設定の削除例
既存の CSVファイルを編集する場合は、ファイルを更新して、削除するコードが含まれてい
る行だけがファイルに残っているようにする必要があります。

CMCの例（既存の CSVファイル）

次の情報が含まれたファイルを入手して、クライアント識別コード、5550、5551、および5555
を削除する場合を想定します。

• 5550,Phil Jones DDS

• 5551,Southwest Shades

• 5552,Happy Pharmaceuticals

• 5553,Weddings by Joyce

• 5554,Peterson Plumbing

• 5555,Acme Toys

• 5556,Chicago Paralegals

エントリを削除する前に、ファイルに次のエントリのみが含まれている必要があります。
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• 5550,Phil Jones DDS

• 5551,Southwest Shades

• 5555,Acme Toys

CMCの例（新規 CSVファイル）

コードを削除するために新しいファイルを作成する場合は、次の例に示すように、そのコード

だけを、行で区切ってリストします。

5550

5551

5555

FACの例（既存の CSVファイル）

次の情報が含まれたファイルを入手して、John、Dave、およびBillに割り当てられた承認コー
ドを削除する場合を想定します。

• 1233,Sandy Brown,30

• 1234,John Smith,20

• 1235,Dave Green,30

• 1236,John David,20

• 1237,Alex Anderson,30

• 1238,Bill Jones,20

• 1239,Jennifer Summers,20

John、Dave、およびBillのエントリを削除する前に、ファイルに次のエントリのみが含まれて
いる必要があります。

• 1234,John Smith,20

• 1235,Dave Green,30

• 1238,Bill Jones,20

FACの例（新規ファイル）

コードを削除するために新しいファイルを作成する場合は、次の例に示すように、そのコード

だけを、行で区切ってリストします。

1234

1235

1238
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関連トピック

強制承認コードとクライアント識別コードの削除（601ページ）
強制承認コードとクライアント識別コード関連のトピック（602ページ）

強制承認コードとクライアント識別コードの削除
カスタム CSVファイルを使用することで、CMCレコードと FACレコードを削除できます。

bat.xltで作成された挿入トランザクションまたはエクスポートトランザクションのファイルを
削除トランザクションに使用しないでください。代わりに、削除する必要のある CMCまたは
FACレコードの詳細を含むカスタムファイルを作成する必要があります。削除トランザクショ
ンにはこのファイルだけを使用してください。このカスタム削除ファイルでは見出しが不要

で、コードの値を入力できます。

（注）

始める前に

•次のいずれかのタスクを使用して、削除するコード用の新しい CSVファイルを作成しま
す。

• CMCについては、CMCの例（新規CSVファイル）（600ページ）を参照してくださ
い。

• FACについては、FACの例（既存の CSVファイル）（600ページ）を参照してくだ
さい。

•サーバーで、 サーバーの最初のノードから適切な CSVファイルをダウンロードします。
詳細については、「サーバからのファイルのダウンロード（25ページ）」を参照してく
ださい。

•テキストエディタで、既存の CSVファイルを開いて編集し、エントリを削除します。

•変更した CSVファイルを サーバーの最初のノードにアップロードします。詳細について
は、「サーバへのファイルのアップロード（25ページ）」を参照してください。

手順

ステップ 1 Administrationで、クライアント識別コードと強制承認コードのどちらを削除するかに応じて、
次のオプションのいずれかを選択します。

a) CMCの場合は、[一括管理（Bulk Administration）] > [クライアント識別コード（Client
Matter Codes）] > [クライアント識別コードの削除（Delete Client Matter Codes）]の順に
選択します。
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b) FACの場合は、[一括管理（Bulk Administration）] > [強制承認コード（Forced Authorization
Codes）] > [強制承認コードの削除（Delete Forced Authorization Codes）]の順に選択しま
す。

ステップ 2 ドロップダウンリストからカスタムファイルを選択して、[検索（Find）]をクリックします。
[クライアント識別コードの検索/一覧表示（Find and List Client Matter Codes）]ウィンドウまた
は [強制承認コードの検索/一覧表示（Find and List Forced Authorization Codes）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 3 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 4 削除方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐに CMCまたは FACを削除する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリック
します。

b) 後で CMCまたは FACを削除する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 5 FACと CMCを削除するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックします。

[一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブ化します。

削除用のジョブを送信する前に、表示された結果リストの全体を必ず確認してくだ

さい。

注意

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
強制承認コードとクライアント識別コード関連のトピック（602ページ）

強制承認コードとクライアント識別コード関連のトピッ

ク
• CMCおよび FAC機能の実装（590ページ）

• BATを使用した CMCと FACのセットアップ（589ページ）

• BAT.xltを使用した CMCおよび FAC用 CSVデータファイルの作成（591ページ）

•テキストエディタを使用したクライアント識別コードと強制承認コード用 CSVデータ
ファイルの作成（593ページ）

•既存の CMCまたは FAC CSVデータファイルの編集（593ページ）

• CMCおよび FAC用 CSVデータファイルの設定項目（594ページ）

• BATを使用した CUCMデータベース内の CMCまたは FACの更新（595ページ）

•コード設定の削除例（599ページ）
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第 X 部

コールピックアップグループ
•コールピックアップグループの管理（605ページ）
•コールピックアップグループの削除（613ページ）





第 56 章

コールピックアップグループの管理

この章では、BATを使用してコールピックアップグループをセットアップする方法について
説明します。コールピックアップを使用すれば、該当するピックアップグループ番号にダイ

ヤルする際に、自分のグループ内または他のグループ内の着信コールをピックアップすること

ができます。

• BATを使用したコールピックアップグループの設定（605ページ）
• BAT.xltを使用したコールピックアップグループ用CSVデータファイルの作成（606ペー
ジ）

•テキストエディタを使用したコールピックアップグループ用の CSVデータファイルの
作成（607ページ）

•既存のコールピックアップグループ CSVデータファイルの編集（608ページ）
•コールピックアップグループ用 CSVファイルの設定項目（609ページ）
• BATを使用した CUCMデータベース内のコールピックアップグループの更新（610ペー
ジ）

•データベースのピックアップグループを更新するための BAT設定項目（611ページ）
•コールピックアップグループ関連のトピック（612ページ）

BATを使用したコールピックアップグループの設定
BATを使用してコールピックアップグループを設定する前に、次の情報を確認してください。

•コールピックアップグループ設定を初めて追加する場合は、BAT.xltから CSVファイル
を作成することも、テキストベースのカスタムCSVファイルを作成することもできます。

•コールピックアップグループ設定を更新する場合は、既存の CSVファイルを編集するこ
とも、テキストベースのカスタム CSVファイルを作成することもできます。

•各ピックアップグループ名（およびその設定）用に、それぞれ1行を指定します。たとえ
ば、ピックアップグループの情報を入力する場合、次のフォーマットを使用できます。

•（ピックアップグループ名、ピックアップグループ番号、パーティション、他のピッ
クアップグループ名 -メンバー 1…他のピックアップグループ名 -メンバー 10）

•マーケティング、7815、パート 1、マーケティング、部長、トレーニング
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•新しくピックアップグループを追加する場合、ピックアップグループ名やピックアップ
グループ番号のような必須フィールドすべてに値を入力する必要があります。この手順で

必須と見なされるエントリには、ファイルで情報を提供する必要があります。

•ファイルから情報を削除しても、その情報を空白のままにしておくと、Cisco Unified
Communications Managerデータベースからその情報は削除されません。つまり、空白の値
ではデータベース内の既存の値は上書きされません。値を更新すると、データベース内の

既存の値が上書きされます。

•適切な CSVファイルを Cisco Unified Communications Managerクラスタの最初のノードに
アップロードします。

• CSVファイルを作成または変更した場合はいつでも、その CSVファイルを BATに挿入
し、Cisco Unified Communications Managerデータベースを更新する必要があります。

BAT.xltを使用したコールピックアップグループ用 CSV
データファイルの作成

BATスプレッドシート BAT.xltを使用して、コールピックアップグループ用の CSVファイル
を作成できます。

BAT.xltファイルは Cisco Unified Communications Managerサーバの最初のノードに存在します
が、サーバ上には通常、Microsoft Excelがインストールされていません。その場合は、ファイ
ルを最初のノードからコピーしてMicrosoft Excelがインストールされたローカルマシンに移動
します。

（注）

始める前に

BATを使用してコールピックアップを設定する前に、「BATを使用したコールピックアップ
グループの設定（605ページ）」に記載されている重要な考慮事項を確認してください。

手順

ステップ 1 [Bulk Administration（一括管理）] > [Upload/Download Files（ファイルをアップロード/ダウン
ロード）]の順に選択します。
[ファイルの検索/一覧表示（Find and List Files）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、BAT.xltファイルをダウンロードします。

ステップ 3 Microsoft Excelがインストールされているローカルマシンに BAT.xltをコピーします。

ステップ 4 BATスプレッドシートを開くには、BAT.xltファイルを探してダブルクリックします。

ステップ 5 スプレッドシートの機能を使用するように求められたら、[マクロを有効にする（EnableMacros）]
をクリックします。
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ステップ 6 [コールピックアップグループ（Call Pickup Group）]タブをクリックします。

ステップ 7 コールピックアップグループ設定を列に入力します。

構成時の設定の説明については、「表47 :コールピックアップグループの設定項目（609ペー
ジ）」を参照してください。

すべてのピックアップグループを入力するまで、ステップ 7（607ページ）を繰り
返します。

（注）

ステップ 8 Excelスプレッドシート形式をCSVファイルに転送するには、[BAT形式にエクスポート（Export
to BAT Format）]をクリックします。

ローカルマシン上の C:\XlsDatafilesに CSVファイルが自動的に保存されます。

別の場所を選択するには、[参照（Browse）]をクリックします。ヒント

次のタスク

CSVファイルをCisco Unified Communications Managerサーバの最初のノードにアップロードし
ます。

CSVファイルを BATに追加し、そのファイルを挿入することによって、 Cisco Unified
Communications Managerデータベースを更新する必要があります。

関連トピック

サーバからのファイルのダウンロード（25ページ）
コールピックアップグループ関連のトピック（612ページ）
BATを使用した CUCMデータベース内の CMCまたは FACの更新（595ページ）
ファイルのアップロードとダウンロード（21ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

テキストエディタを使用したコールピックアップグルー

プ用の CSVデータファイルの作成
テキストエディタを使用して、コールピックアップグループ用のテキストベースのCSVデー
タファイルを作成できます。カンマ区切り値（CSV）ファイルでは、テキスト情報が表形式で
提供され、値をカンマで区切った ASCIIテキストの行が含まれています。

関連トピック

コールピックアップグループ用のテキストベースの CSVファイルの作成（834ページ）
コールピックアップグループ関連のトピック（612ページ）
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既存のコールピックアップグループ CSVデータファイ
ルの編集

既存のコードを更新するには、テキストエディタを使用して手動で既存の CSVファイルを更
新するか、新しい CSVファイルを作成します。

ピックアップグループを更新すると、既存のその他のピックアップグループの関連付けが解

除されます。その他のピックアップグループのフィールドを空白のままにしないでください。

ピックアップグループに関連付けるその他のピックアップグループすべてを、続けて入力し

ます。

既存のレコードのどの部分も変更できますが、ピックアップグループ名を含める必要がありま

す。

注意

手順

ステップ 1 既存の CSVデータファイルを編集するには、Cisco Unified Communications Managerサーバの
最初のノードからローカルワークステーションに CSVファイルをダウンロードします。

ステップ 2 テキストエディタを使用して、既存の CSVファイルを開いて編集します。

既存の設定を削除するか、新しいコールピックアップグループを追加するか、既存の設定を

更新します。設定の説明については、「表 47 :コールピックアップグループの設定項目（609
ページ）」を参照してください。

例：

コールピックアップグループ CSVファイルを更新するには、
「Marketing,,,Marketing,Managers,Training」と入力できます。ここでMarketingは必須のピック
アップグループ名です。Marketing、Managers、および Trainingは、ピックアップグループ
Marketingに関連付けられたその他のピックアップグループ名です。

既存のレコードのどの部分も変更できますが、ピックアップグループ名を含める必

要があります。ピックアップグループを更新すると、既存のその他のピックアップ

グループの関連付けが解除されます。その他のピックアップグループのフィールド

を空白のままにしないでください。ピックアップグループに関連付けるその他の

ピックアップグループすべてを、続けて入力します。

注意

次のタスク

CSVファイルをCisco Unified Communications Managerサーバの最初のノードにアップロードし
ます。
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CSVファイルを BATに追加し、そのファイルを挿入することによって、 Cisco Unified
Communications Managerデータベースを更新する必要があります。

関連トピック

サーバからのファイルのダウンロード（25ページ）
コールピックアップグループ関連のトピック（612ページ）
BATを使用した CUCMデータベース内の CMCまたは FACの更新（595ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

コールピックアップグループ用 CSVファイルの設定項
目

次の表に、コールピックアップグループの設定項目の説明を示します。

表 47 :コールピックアップグループの設定項目

説明設定/カラム

CPG用 CSVファイル

この必須フィールドには、一意のコールピック

アップグループ名を 50文字以下の英数字で入力
します。

[ピックアップグループ
名（Pickup Group
Name）]

この必須フィールドには、ユーザが着信コールを

ピックアップするときに入力するピックアップグ

ループ番号を、24桁以下で入力します。

[ピックアップグループ
番号（Pickup Group
Number）]

電話番号（ピックアップグループ番号）が属する

ルートパーティションを選択します。

この電話番号（ピックアップグルー

プ）は、複数のパーティションで表示

される可能性があります。

（注）

[ピックアップグループ番号（Pickup
Group Number）]と [パーティション
（Partition）]の組み合わせは一意であ
る必要があります。

（注）

このフィールドは任意です。

パーティション
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説明設定/カラム

新しいピックアップグループに関連付ける他の

ピックアップグループの名前を入力します。この

オプションフィールドでは各ピックアップグルー

プを最大 10の他のピックアップグループに関連
付けることができます。

[他のピックアップグ
ループ名 -メンバー
（x）（Other Pickup
Group
Name-Member(x)）]

BATを使用した CUCMデータベース内のコールピック
アップグループの更新

Cisco Unified Communications Managerを更新するには、BATを使用してコールピックアップ
グループ CSVデータファイルを挿入する必要があります。

始める前に

Cisco Unified Communications Managerデータベース内のピックアップグループを更新するに
は、その前に、コールピックアップグループ CSVファイルを作成または編集して、それを
Cisco Unified Communications Managerサーバの最初のノードにアップロードする必要がありま
す。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [コールピックアップグループ（Call Pickup Group）] >
[コールピックアップグループの挿入（Insert Call Pickup Groups）]の順に選択します。
[ピックアップグループの挿入（Insert Pickup Groups）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]ドロップダウンリストボックスで、更新されたコールピックアッ
プグループを含む CSVファイルを選択します。

挿入するファイルの内容を表示するには、[ファイルの表示（View File）]をクリッ
クします。

ヒント

ステップ 3 コールピックアップグループの既存のリストを更新した場合は、[既存の設定の上書き（Override
the existing configuration）]チェックボックスをオンにします。

設定の説明については、「データベースのピックアップグループを更新するための BAT設定
項目（611ページ）」を参照してください。

ステップ 4 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 5 挿入方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐにピックアップグループを挿入する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をク
リックします。
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b) 後でピックアップグループを挿入する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックしま
す。

ステップ 6 ピックアップグループを挿入するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリック
します。

[一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
コールピックアップグループ関連のトピック（612ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

データベースのピックアップグループを更新するための

BAT設定項目
次の表に、ピックアップグループの BAT更新に関する、構成時の設定の説明を示します。

表 48 : CSVファイルを挿入するための BATの設定

説明BATの設定

ドロップダウンリストボックスから、挿入するコールピック

アップファイルを選択します。

ファイル名
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説明BATの設定

既存の設定のピックアップグループを更新する場合、この

チェックボックスが適用されます。

このチェックボックスをオンにすると、他のピックアップグ

ループ名とメンバーが、挿入するファイルに含まれている情報

で上書きされます。このチェックボックスをオンにしていない

場合は、ログファイルにエラーが書き込まれ、他のピックアッ

プグループ名が既に存在していることを示します。従って、

更新は行われません。

各ピックアップグループについて、[ピックアップ
グループ番号（Pickup Group Number）]と [パーティ
ション（Partition）]が一意であることを確認して
ください。

（注）

ピックアップグループの更新中は、[ピックアップ
グループ番号（Pickup Group Number）]と [パーティ
ション（Partition）]の値は無視され、既存の [他の
ピックアップグループ（Other Pickup Groups）]の
関連付けは解除されます。

（注）

[既存の設定の上書き
（Override the existing
configuration）]

コールピックアップグループ関連のトピック
• BATを使用したコールピックアップグループの設定（605ページ）

• BAT.xltを使用したコールピックアップグループ用CSVデータファイルの作成（606ペー
ジ）

•テキストエディタを使用したコールピックアップグループ用の CSVデータファイルの
作成（607ページ）

•既存のコールピックアップグループ CSVデータファイルの編集（608ページ）

•コールピックアップグループの削除（613ページ）

•コールピックアップグループ用 CSVファイルの設定項目（609ページ）

• BATを使用した CUCMデータベース内のコールピックアップグループの更新（610ペー
ジ）

•データベースのピックアップグループを更新するための BAT設定項目（611ページ）

•コールピックアップグループ用のテキストベースの CSVファイルの作成（834ページ）
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第 57 章

コールピックアップグループの削除

この章では、削除するピックアップグループレコードを検索するためのクエリを作成して、

コールピックアップグループを削除する方法について説明します。

•コールピックアップグループの削除（613ページ）

コールピックアップグループの削除
BATを使用して、コールピックアップグループを排除できます。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [コールピックアップグループ（Call Pickup Group）] >
[コールピックアップグループの削除（Delete Call Pickup Groups）]の順に選択します。
[コールピックアップグループの検索/一覧表示（Find and List Call Pickup Groups）]ウィンドウ
が表示されます。

ステップ 2 最初の [コールピックアップグループの検索（Find Call Pickup Groups where）]ドロップダウン
リストボックスで、次のオプションの中から選択します。

•ピックアップグループ番号

•ピックアップグループ名

•パーティション（Partition）

ステップ 3 2番目の [コールピックアップグループの検索（Find Call Pickup Groups where）]ドロップダウ
ンリストボックスから、次の条件のいずれかを選択します。

•～で始まる

•～を含む

•次の文字列と完全に一致する

•次の文字列で終わる
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•空である

•～が空ではない

ステップ 4 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、[検索（Find）]をクリックします。

複数のフィルタを追加するには、[絞り込み（Search Within Results）]チェックボックスをオン
にして、[AND]または [OR]を選択します。クエリをさらに定義するには、ステップ 2（613
ページ）～ステップ 4（614ページ）を繰り返します。

ステップ 5 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 6 削除方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐにピックアップグループを削除する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をク
リックします。

b) 後でピックアップグループを削除する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックしま
す。

ステップ 7 ピックアップグループを削除するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリック
します。

クエリテキストボックスに何も情報を入力しない場合、システムはすべてのピッ

クアップグループレコードを削除するジョブを作成します。

（注）

コールピックアップグループを削除するためのジョブを送信する前に、結果セッ

ト全体を参照して、結果セットに示されているすべてのピックアップグループを削

除するかどうかを確認してください。

注意

[一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
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第 XI 部

モビリティ
•アクセスリスト（617ページ）
•リモート接続先（623ページ）
•リモート接続先プロファイル（629ページ）
•モビリティプロファイル（649ページ）





第 58 章

アクセスリスト

この章では、[一括管理（Bulk Administration）]メニューを使用してアクセスリストを挿入、
削除、およびエクスポートする方法について説明します。アクセスリストには、少なくとも1
つの permitステートメント、および場合によっては 1つ以上の denyステートメントから構成
される順次リストが含まれています。これらのステートメントは、IPアドレス、および場合に
よっては上位層 IPプロトコルに適用されます。アクセスリストには、参照に使用される名前
があります。多くのソフトウェアコマンドは、構文の一部としてアクセスリストを受け取り

ます。

•アクセスリストの挿入（617ページ）
•アクセスリストの削除（618ページ）
•アクセスリストのエクスポート（619ページ）

アクセスリストの挿入
BATを使用して、アクセスリストを挿入できます。

始める前に

•アクセスリスト固有の詳細を含むデータファイルをカンマ区切り値（CSV）形式で作成
する必要があります。

•トランザクションに関わるターゲットと機能に絞り込み、データファイルをアップロード
します。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [モビリティ（Mobility）] > [アクセスリスト（Access
List）] > [アクセスリストの挿入（Access List Insert）]の順に選択します。
[アクセスリストの挿入（Insert Access List Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]ドロップダウンリストボックスで、アップロードしたファイルを
選択します。
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ステップ 3 既存の設定をオーバーライドするには、[既存の設定の上書き（Override theexistingconfiguration）]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [ジョブ情報（Job Information）]セクションに、ジョブの説明を入力します。
デフォルトの説明は [アクセスリストの挿入（Insert Access List）]です。

ステップ 5 ジョブをすぐに実行するか、それとも後で実行するかを選択できます（対応するラジオボタン
を選択します）。

ステップ 6 アクセスリストを挿入するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

[ステータス（Status）]セクション内のメッセージで、ジョブが正常に送信されたことを確認
できます。

ステップ 7 このジョブをスケジュールするか、アクティブ化するには、[一括管理（Bulk Administration）]
メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用します。

関連トピック

サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

アクセスリストの削除
BATを使用してアクセスリストを削除できます。

始める前に

•アクセスリスト名を含むデータファイルが必要です。

•トランザクションに関わるターゲットと機能に絞り込み、データファイルをアップロード
します。

bat.xltで作成された挿入トランザクションまたはエクスポートト
ランザクションのファイルを削除トランザクションに使用しない

でください。代わりに、削除する必要のあるアクセスリストレ

コードの詳細を含むカスタムファイルを作成する必要がありま

す。削除トランザクションにはこのファイルだけを使用してくだ

さい。このカスタム削除ファイル内にはヘッダーが不要で、アク

セスリスト名の値を入力できます。

（注）

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [モビリティ（Mobility）] > [アクセスリスト（Access
List）] > [アクセスリストの削除（Access List Delete）]の順に選択します。
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[アクセスリストの削除（Delete Access List Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [カスタムファイル内の名前によるアクセスリストの削除（Delete Access List where name in custom
file）]ドロップダウンリストボックスから、アクセスリストの削除用にアップロードしたファ
イルを選択して、[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 選択したアクセスリストと一緒に [ジョブ情報（Job Information）]セクションが表示されま
す。

ステップ 4 ジョブをすぐに実行するか、それとも後で実行するかを選択できます（対応するラジオボタン
を選択します）。

ステップ 5 アクセスリストを削除するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

[ステータス（Status）]セクション内のメッセージで、ジョブが正常に送信されたことを確認
できます。

ステップ 6 [一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュール追加またはアクティブ化します。

関連トピック

サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

アクセスリストのエクスポート
BATを使用して、アクセスリストをエクスポートできます。

[アクセスリストのエクスポート（Export Access List Configuration）]ウィンドウからヘルプに
アクセスしている場合は、ステップ 8（620ページ）に進みます。

（注）

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [モビリティ（Mobility）] > [アクセスリスト（Access
List）] > [アクセスリストのエクスポート（Access List Export）]の順に選択します。[アクセ
スリストのエクスポート（Export Access List Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 最初の [アクセスリストの検索（Find Access List where）]ドロップダウンリストボックスか
ら、次のオプションのいずれかを選択します。

•名前
•説明
•オーナー（Owner）

ステップ 3 2番目の [アクセスリストの検索（Find Access List where）]ドロップダウンリストボックスか
ら、次のオプションのいずれかを選択します。
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•～で始まる
•～を含む
•～が次の文字列で終わる
•次の文字列と完全に一致する
•空である
•～が空ではない

ステップ 4 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

データベースに登録されているすべてのファイルを検索するには、検索テキストを

何も入力せずに [検索（Find）]をクリックします。
ヒント

ステップ 5 クエリをさらに定義するには、次の手順を実行できます。

a) ドロップダウンリストボックスから [AND]または [OR]を選択し、ステップ 2（619ペー
ジ）～ステップ 4（620ページ）を繰り返します。

b) フィルタを追加するには [+] ボタンをクリックし、フィルタを削除するには [-]ボタンをク
リックします。

c) 一度にすべてのフィルタを削除するには、[フィルタのクリア（Clear Filter）]ボタンをク
リックします。

ステップ 6 [検索（Find）]をクリックします。

検出されたファイルのリストが次の分類で表示されます。

•名前
•説明
•許可
•オーナー（Owner）

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。
次の [アクセスリストのエクスポート（Export Access List Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 8 [アクセスリストのエクスポート（Export Access Lists）]セクションの [ファイル名（File Name）]
フィールドにファイル名を入力します。

ステップ 9 [一括アクセスリストのエクスポート形式（Bulk Access List Export Format）]ドロップダウンリ
ストボックスから、[アクセスリストの形式（Access List Format）]を選択します。

ステップ 10 ジョブをすぐに実行するか、それとも後で実行するかを選択できます（[ジョブ情報（Job
Information）]セクションで対応するラジオボタンを選択します）。

ステップ 11 アクセスリストをエクスポートするためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリッ
クします。

[ステータス（Status）]セクション内のメッセージで、ジョブが正常に送信されたことを確認
できます。
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ステップ 12 このジョブをスケジュールするか、アクティブ化するには、[一括管理（Bulk Administration）]
メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用します。
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第 59 章

リモート接続先

この章では、BATを使用して、リモート接続先の詳細を挿入、削除、およびエクスポートする
方法について説明します。

•リモート接続先の挿入（623ページ）
•リモート接続先の削除（624ページ）
•リモート接続先のエクスポート（625ページ）

リモート接続先の挿入
BATを使用して、リモート接続先の詳細を挿入できます。

始める前に

•リモート接続先固有の詳細情報を含むデータファイルをカンマ区切り値（CSV）形式で作
成する必要があります。

タイムゾーンの詳細は、丸カッコやアスタリスクを使用せずに入

力します。たとえば、タイムゾーンとしてグリニッジ標準時を入

力する場合は、「(GMT) Etc/GMT*」ではなく、「Etc/GMT」と
入力します。

（注）

•トランザクションに関わるターゲットと機能に絞り込み、データファイルをアップロード
します。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [モビリティ（Mobility）] > [リモート接続先（Remote
Destination）] > [リモート接続先の挿入（Remote Destination Insert）]の順に選択します。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]ドロップダウンリストボックスで、アップロードしたファイルを
選択します。
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ステップ 3 既存の設定をオーバーライドするには、[既存の設定の上書き（Override theexistingconfiguration）]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [ジョブ情報（Job Information）]セクションに、ジョブの説明を入力します。[リモート接続先
の挿入（Insert Remote Destination）]がデフォルトの説明です。

ステップ 5 ジョブをすぐに実行するか、それとも後で実行するかを選択できます（対応するラジオボタン
を選択します）。

ステップ 6 リモート接続先を挿入するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

[ステータス（Status）]セクション内のメッセージで、ジョブが正常に送信されたことを確認
できます。

ステップ 7 [一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

リモート接続先の削除
BATを使用してリモート接続先を削除できます。

始める前に

•リモート接続先固有の詳細情報を含むデータファイルをカンマ区切り値（CSV）形式で作
成する必要があります。

bat.xltで作成された挿入トランザクションまたはエクスポートト
ランザクションのファイルを削除トランザクションに使用しない

でください。代わりに、削除すべきリモート接続先レコードの詳

細を含むカスタムファイルを作成する必要があります。削除トラ

ンザクションにはこのファイルだけを使用してください。このカ

スタム削除ファイルでは見出しが不要で、名前や説明の値を入力

できます。

（注）

•関連するターゲットやトランザクションの機能を選択することによって、データファイル
をアップロードします。
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手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [モビリティ（Mobility）] > [リモート接続先（Remote
Destination）] > [リモート接続先の削除（Remote Destination Delete）]の順に選択します。

ステップ 2 [リモート接続先の削除（Delete Remote Destination where）]ドロップダウンリストボックスか
ら、次のオプションのいずれかを選択します。

•名前

•通知先（Destination）

• [リモート接続先プロファイル（Remote Destination Profile）]

•デュアルモードフォン（Dual Mode Phone）

ステップ 3 [カスタムファイル（custom file）]ドロップダウンリストボックスから、リモート接続先の削
除用にアップロードしたファイルを選択して、[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 4 選択したリモート接続先と一緒に [ジョブ情報（Job Information）]セクションが表示されます。

ステップ 5 ジョブをすぐに実行するか、それとも後で実行するかを選択できます（対応するラジオボタン
を選択します）。

ステップ 6 リモート接続先を削除するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

[ステータス（Status）]セクション内のメッセージで、ジョブが正常に送信されたことを確認
できます。

ステップ 7 このジョブをスケジュールするか、アクティブ化するには、[一括管理（Bulk Administration）]
メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用します。

リモート接続先を削除すると、そのリモート接続先に関連付けられた時刻アクセス

レコード、時間帯レコード、およびスケジュールレコードもまた削除されます。

注目

関連トピック

サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

リモート接続先のエクスポート
BATを使用してリモート接続先をエクスポートできます。

エクスポートするリモート接続先を選択した後、2番目の [リモート接続先のエクスポート
（Export Remote Destination Configuration）]ウィンドウからヘルプにアクセスしている場合は、
ステップ 8（627ページ）に進みます。

（注）
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手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [モビリティ（Mobility）] > [リモート接続先（Remote
Destination）] > [リモート接続先のエクスポート（Remote Destination Export）]の順に選択し
ます。

[リモート接続先のエクスポート（Export Remote Destination Configuration）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 2 最初の [リモート接続先の検索（Find Remote Destination where）]ドロップダウンリストボッ
クスから、次のオプションのいずれかを選択します。

•名前
•通知先（Destination）
• [リモート接続先プロファイル（Remote Destination Profile）]
•デュアルモード電話

ステップ 3 2番目の [リモート接続先の検索（Find Remote Destination where）]ドロップダウンリストボッ
クスから、次のオプションのいずれかを選択します。

•～で始まる
•～を含む
•～が次の文字列で終わる
•次の文字列と完全に一致する
•空である
•～が空ではない

ステップ 4 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

データベースに登録されているすべてのファイルを検索するには、検索テキストを

何も入力せずに [検索（Find）]をクリックします。
ヒント

ステップ 5 クエリをさらに定義するには、次の手順を実行します。

a) ドロップダウンリストボックスから [AND]または [OR]を選択して、ステップ 2（626
ページ）～ステップ 4（626ページ）を繰り返します。

b) フィルタを追加するには [+] ボタンをクリックし、フィルタを削除するには [-]ボタンをク
リックします。

c) 一度にすべてのフィルタを削除するには、[フィルタのクリア（Clear Filter）]ボタンをク
リックします。

ステップ 6 [検索（Find）]をクリックします。

検出されたファイルのリストが次の分類で表示されます。

•名前
•通知先（Destination）
• [リモート接続先プロファイル（Remote Destination Profile）]
•デュアルモード電話
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ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。
次の [リモート接続先のエクスポート（Export Remote Destination Configuration）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 8 [リモート接続先のエクスポート（Export Remote Destination）]セクションの [ファイル名（File
Name）]フィールドにファイル名を入力します。

ステップ 9 [ファイル形式（File Format）]ドロップダウンリストボックスから、[リモート接続先形式
（Remote Destination Format）]を選択します。

ステップ 10 ジョブをすぐに実行するか、それとも後で実行するかを選択できます（[ジョブ情報（Job
Information）]セクションで対応するラジオボタンを選択します）。

ステップ 11 リモート接続先をエクスポートするためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリッ
クします。

[ステータス（Status）]セクション内のメッセージで、ジョブが正常に送信されたことを確認
できます。

ステップ 12 このジョブをスケジュールするか、アクティブ化するには、[一括管理（Bulk Administration）]
メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用します。
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第 60 章

リモート接続先プロファイル

この章では、リモート接続先プロファイル（RDP）について、Cisco Unified Communications
Manager Administrationによって個々の更新を実行するのではなく、[一括管理（Bulk
Administration）]メニューを使用して一括で形式設定、挿入、削除、およびエクスポートする
方法について説明します。

•リモート接続先プロファイルテンプレート（629ページ）
•リモート接続先プロファイルのファイル形式（635ページ）
•リモート接続先プロファイルの挿入（641ページ）
•リモート接続先プロファイルの削除（642ページ）
•エクスポートユーティリティを使用したリモート接続先プロファイルのエクスポート（644
ページ）

リモート接続先プロファイルテンプレート
BATリモート接続先プロファイルテンプレートを使用して、デバイスプール、場所、コーリ
ングサーチスペース、プレゼンスグループ、およびプライバシー情報などのリモート接続先

の共通属性を定義できます。

関連トピック

リモート接続先プロファイルテンプレートでの回線の追加または更新（631ページ）
リモート接続先プロファイルテンプレートの作成（631ページ）
リモート接続先プロファイルテンプレートの削除（632ページ）
リモート接続先プロファイルテンプレートの検索（629ページ）

リモート接続先プロファイルテンプレートの検索

複数のリモート接続先プロファイル（RDP）テンプレートが存在することがあるため、Cisco
Unified Communications Managerでは特定の基準に基づいて特定のテンプレートを検索できま
す。
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手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [モビリティ（Mobility）] > [リモート接続先プロファイ
ル（Remote Destination Profile）] > [リモート接続先プロファイルテンプレート（Remote
Destination Profile Template）]の順に選択します。

[リモート接続先テンプレートの検索/一覧表示（Find and List Remote Destination Templates）]
ウィンドウが表示されます。2つのドロップダウンリストボックスを使用してテンプレートを
検索します。

ステップ 2 最初の [UDPテンプレートの検索（Find UDP Templates where）]ドロップダウンリストボック
スから、次の条件のいずれかを選択します。

•名前
•説明
• [デバイスプール（Device Pool）]
•コーリングサーチスペース

2番目の [リモート接続先テンプレートの検索（Find Remote Destination Template where）]ドロッ
プダウンリストボックスから、次の条件のいずれかを選択します。

•～で始まる
•～を含む
•～が次の文字列で終わる
•次の文字列と完全に一致する
•空である
•～が空ではない

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、[検索（Find）]をクリックします。

データベースに登録されているすべてのリモート接続先テンプレートを検索するに

は、検索テキストを何も入力せずに [検索（Find）]をクリックします。
ヒント

検出されたテンプレートのリストが次の分類で表示されます。

•テンプレート名（Template Name）
•説明
• [デバイスプール（Device Pool）]
•コーリングサーチスペース

ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致するテンプレート名をクリックします。

[リモート接続先プロファイルテンプレートの設定（Remote Destination Profile Template
Configuration）]ウィンドウが表示されます。
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リモート接続先プロファイルテンプレートの作成

テンプレートを作成し、リモート接続先プロファイルを一括して追加できます。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [モビリティ（Mobility）] > [リモート接続先プロファイ
ル（Remote Destination Profile）] > [リモート接続先プロファイルテンプレート（Remote
Destination Profile Template）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
[リモート接続先テンプレートの設定（Remote Destination Template Configuration）]ウィンドウ
が表示されます。

ステップ 3 表示されるフィールドに、設定の詳細情報を入力します。

フィールドの説明については、「リモート接続先プロファイルテンプレートのフィールドの説

明（632ページ）」を参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

ステータスにトランザクションが完了したことが示されたら、回線の属性を追加できます。

リモート接続先プロファイルテンプレートでの回線の追加または更新

BATテンプレートに 1つ以上の回線を追加したり、既存の回線を更新したりできます。

手順

ステップ 1 回線を追加する RDPテンプレートを見つけます。

ステップ 2 [リモート接続先プロファイルテンプレートの設定（Remote Destination Profile Template
Configuration）]ウィンドウで、[関連情報（Associated Information）]領域にある [回線[1] -新規
DNの追加（Line [1] Add a new DN）]をクリックします。

ステップ 3 「表 3 : BATテンプレートに回線を追加する場合のフィールドの説明（88ページ）」で説明
されている回線設定の適切な値を入力または選択し、[保存（Save）]をクリックします。

BATによって、回線が電話テンプレートの設定に追加されます。このバッチ内のすべてのRDP
は、この回線に選択した設定を使用します。

適切な値を入力または選択したら、このページに戻って手順を完了する必要があり

ます。

（注）

ステップ 4 他の回線の設定を追加するには、ステップ 2（631ページ）からステップ 3（631ページ）を
繰り返します。
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[回線テンプレートの設定（Line Template Configuration）]ウィンドウの右上隅にあ
る [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストボックスから [検索/一覧表
示に戻る（Back to Find/List）]を選択すると、[電話番号の検索/一覧表示（Find and
List Directory Number）]ウィンドウが表示されます。既存の回線テンプレートを検
索するには、適切な検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックします。新規回
線テンプレートを追加するには、[回線テンプレートの検索/一覧表示（Find and List
Line Template）]ウィンドウにある [新規追加（Add New）]をクリックします。

（注）

シスコでは、回線テンプレートに英数字を使用することを推奨します。数字のみを指定した場

合、実際の電話番号と競合してしまう可能性があるためです。この方法を使用することによ

り、コールピックアップグループ番号やコールパーク番号などの機能とも競合せずに済みま

す。

関連トピック

リモート接続先プロファイルテンプレートの検索（629ページ）

リモート接続先プロファイルテンプレートの削除

不要になった RDPテンプレートを削除できます。

手順

ステップ 1 削除する RDPテンプレートを検索します。

ステップ 2 [リモート接続先プロファイルテンプレートの検索/一覧表示（Find and List Remote Destination
Profile Templates）]ウィンドウで、削除するテンプレートの横にあるチェックボックスをオン
にして、[選択項目の削除（Delete Selected）]をクリックします。

削除操作の確認を求めるメッセージが表示されます。

ステップ 3 テンプレートを削除するには、[OK]をクリックします。[リモート接続先プロファイルテンプ
レートの検索/一覧表示（Find and List Remote Destination Profile Templates）]ウィンドウのテン
プレートリストからテンプレート名が消去されます。

特定の RDPテンプレートを使用するジョブを送信した場合、そのテンプレートを
削除すると、そのジョブも削除されます。

注意

関連トピック

リモート接続先プロファイルテンプレートの検索（629ページ）

リモート接続先プロファイルテンプレートのフィールドの説明

次の表で、リモート接続先プロファイルテンプレートのフィールドについて説明します。
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BATユーザインターフェイスで名前にアスタリスクが付いているフィールドには、必ず値を
入力する必要があります。アスタリスクが付いていないフィールドはオプションとして扱って

ください。

（注）

表 49 :リモート接続先プロファイルテンプレートのフィールドの説明

説明フィールド

テンプレート名を入力します。テンプレート名

作成する RDPテンプレートの説明を入力します。説明に
は、任意の言語で最大 50文字を指定できますが、二重引
用符（"）、パーセント記号（%）、アンパサンド（&）、
バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用できませ
ん。

説明

Cisco Unified Communications Managerユーザ IDを入力し
ます。

[ユーザID（ User ID）]

この RDPグループのデバイスプールを選択します。[デバイスプール（Device Pool）]

このRDPグループのコーリングサーチスペースを選択し
ます。

コーリングサーチスペースは、ダイヤルされた番号のルー

ティング方法を決定するために検索されるルートパーティ

ションのコレクションを指定します。

[コーリングサーチスペース（Calling
Search Space）]

この RDPグループのメディアリソースグループリスト
（MRGL）を選択します。

MRGLは、メディアリソースグループの優先順位付けさ
れたリストを指定します。アプリケーションは、使用可能

なメディアリソースの中からMRGLで定義されている順
に、必要なメディアリソースを選択できます。

[メディアリソースリスト（Media
Resource List）]

この RDPグループのユーザ保留音源を選択します。

ユーザ保留音源は、ユーザがコールを保留にすると再生さ

れる保留音の音源を指定します。

[ユーザ保留音のソース（User Hold
Audio Source）]

ユーザがコールを転送する際、または電話会議やコール

パークを開始する際にシステムがコールを保留にすると再

生される保留音の音源を選択します。

[ネットワーク保留MOH音源
（Network Hold MOH Audio Source）]
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説明フィールド

この RDPグループに適切なロケーションを選択します。

ロケーションは、このロケーションに対して送受信可能な

帯域幅の合計を指定します。ロケーションを [なし
（None）]に設定した場合、ロケーション機能はこのデバ
イスが消費する帯域幅を追跡しません。

[所在地（ Location）]

ドロップダウンリストボックスから、電話機のユーザー

インターフェイスに関連付けるロケールを選択します。

ユーザロケールは、言語とフォントを含め、ユーザをサ

ポートするための一連の詳細情報を識別します。

Cisco Unified Communications Managerは、ローカリゼー
ションをサポートしている電話機モデルに対してのみこの

フィールドを有効にします。

ユーザーロケールを指定しない場合、Cisco
Unified Communications Managerでは、デバイ
スプールに関連付けられているユーザーロ

ケールを使用します。

（注）

ユーザが英語以外の言語で（電話機に）情報

を表示する必要がある場合は、ユーザロケー

ルを設定する前に、ロケールインストーラが

インストールされていることを確認してくだ

さい。Cisco Unified Communications Managerロ
ケールインストーラの資料を参照してくださ

い。

（注）

ユーザロケール（User Locale）

[プライバシー（Privacy）]ドロップダウンリストボック
スから、[オン（On）]、[オフ（Off）]、または [デフォル
ト（Default）]を選択します。

[プライバシー（Privacy）]

プレゼンスエンティティのステータスを RDPが受信でき
るようにするには、電話番号に適用されるプレゼンスグ

ループのステータスの閲覧が許可されているプレゼンス

グループ（[Presence Group Configuration（プレゼンスグ
ループの設定）]ウィンドウで指定されています）を選択
します。

[プレゼンスグループ（Presence
Group）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、再ルーティングに

使用するコーリングサーチスペースを選択します。

参照元の再ルーティングコーリングサーチスペースを使

用して、参照先へのルートが検索されます。コーリング

サーチスペースの再ルーティングが原因で参照操作が失

敗すると、参照のプリミティブは「405 Method Not
Allowed」メッセージで要求を拒否します。

リダイレクト（3xx）プリミティブおよび転送機能も再ルー
ティングコーリングサーチスペースを使用してリダイレ

クト先または転送先を検索します。

[再ルーティング用コーリングサーチ
スペース（Rerouting Calling Search
Space）]

このチェックボックスをオンにすると、Cisco Unified
Communications Managerは内部コールに対して受信したす
べての表示制限を無視します。

[プレゼンテーションインジケータを
無視（内線コールのみ）（Ignore
Presentation Indicators (internal calls
only)）]

リモート接続先プロファイルのファイル形式
テキストエディタを使用して作成された CSVデータファイルのファイル形式を設定すること
ができます。

関連トピック

リモート接続先ファイル形式と CSVデータファイルの関連付け（640ページ）
リモート接続先プロファイルのファイル形式の設定（637ページ）
リモート接続先プロファイル用のテキストベースの CSVファイルの作成（836ページ）
テキストエディタを使用したリモート接続先用CSVデータファイルの作成（635ページ）
リモート接続先ファイル形式の検索（636ページ）

テキストエディタを使用したリモート接続先用 CSVデータファイル
の作成

値をカンマで区切ったASCIIテキストの行を使用して、CSVデータファイルを作成できます。
カンマ区切り値（CSV）ファイルは、表形式のテキスト情報を提供します。

デフォルトのリモート接続先のファイル形式を変更したり削除したりすることはできません。
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Cisco Unified Communications Manager一括管理（BAT）スプレッドシートを使用して CSVデー
タファイルを作成するときには、スプレッドシート内でファイル形式を作成できます。テキス

トエディタを使用して CSVデータファイルを作成する場合は、ファイル形式を作成するか、
デフォルトファイル形式を使用する必要があります。テキストベースのファイルでは、ファイ

ル形式で指定されているのと同じ順序で値を入力します。

（注）

関連トピック

リモート接続先プロファイル用のテキストベースの CSVファイルの作成（836ページ）

リモート接続先ファイル形式の検索

BATを使用して、リモート接続先ファイル形式を検索できます。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [モビリティ（Mobility）] > [リモート接続先プロファイ
ル（Remote Destination Profile）] > [リモート接続先プロファイルのファイル形式（Remote
Destination Profile File Format）] > [ファイル形式の作成（Create File Format）]の順に選択し
ます。

[リモート接続先プロファイルのファイル形式の作成（Create Remote Destination Profile File Format
Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ウィンドウの右上にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストボックスから、
[検索/リストに戻る（Back to Find/List）]を選択し、[実行（Go）]をクリックします。

ステップ 3 [形式名によるリモート接続先ファイル形式の検索（Find Remote Destination File Format where
Format Name）]ドロップダウンリストボックスから、次の条件のいずれかを選択します。

•～で始まる
•～を含む
•～が次の文字列で終わる
•次の文字列と完全に一致する
•空である
•～が空ではない

ステップ 4 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、[検索（Find）]をクリックします。

すべてのリモート接続先プロファイル形式を検索するには、検索テキストを何も入

力せずに [検索（Find）]をクリックします。
ヒント

ステップ 5 さらにクエリを定義して複数のフィルタを追加するには、[絞り込み（Search Within Results）]
チェックボックスをオンにして、ドロップダウンボックスから [AND]または [OR]を選択し、
ステップ 3（636ページ）とステップ 4（636ページ）を繰り返します。

ステップ 6 レコードのリストから、検索条件と一致するファイル形式名をクリックします。
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[リモート接続先ファイル形式の設定（Remote Destination File Format Configuration）]ウィンド
ウが表示されます。

リモート接続先プロファイルのファイル形式の設定

BATを使用して、リモート接続先プロファイルのファイル形式を作成、検索、コピー、変更、
または削除できます。

関連トピック

リモート接続先プロファイルのファイル形式の作成（637ページ）
リモート接続先プロファイルのファイル形式のコピー（638ページ）
リモート接続先プロファイルのファイル形式の変更（639ページ）
リモート接続先プロファイルのファイル形式の削除（640ページ）

リモート接続先プロファイルのファイル形式の作成

テキストベースの CSVデータファイル用のファイル形式を作成できます。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [モビリティ（Mobility）] > [リモート接続先プロファイ
ル（Remote Destination Profile）] > [リモート接続先プロファイルのファイル形式（Remote
Destination Profile File Format）] > [ファイル形式の作成（Create File Format）]の順に選択し
ます。

[リモート接続先プロファイルファイル形式の設定（Remote Destination Profile File Format
Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [形式名（Format Name）]フィールドに、このカスタム形式の名前を入力します。

ステップ 3 [デバイスフィールド（Device Fields）]で、リモート接続先プロファイルごとに定義するデバ
イスフィールド名を選択します。[デバイスフィールド（Device Field）]ボックスで、デバイ
スフィールド名をクリックし、矢印をクリックしてそのフィールドを [選択済みのデバイス
フィールド（Selected Device Fields）]ボックスに移動します。

CSVデータファイルには、[デバイスプロファイル名（Device Profile Name）]と [説明
（Description）]が含まれている必要があります。そのため、これらのフィールドは常に選択さ
れたままになります。

リストでランダムに複数のフィールド名を選択するには、Ctrlキーを押したまま、
矢印をクリックしてそれらをまとめて選択します。アイテムの範囲を選択するに

は、Shiftキーを使用します。

ヒント

ステップ 4 [回線フィールド（Line Field）]ボックスで回線フィールド名をクリックしてから、矢印をク
リックしてそのフィールドを [選択済みの回線フィールド（Selected Line Fields）]ボックスに
移動します。
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[選択済みの回線フィールド（Selected Line Fields）]ボックスと [選択済みのデバイ
スフィールド順序（Selected Device Fields Order）]ボックス内のアイテムの順序を
変更できます。アイテムを選択してから上矢印を使用してアイテムをリストの上位

に移動するか、下矢印を使用してアイテムをリストの下位に移動します。

ヒント

ステップ 5 [IP電話サービスの最大数（IP Phone Services Maximums）]領域で、[回線の最大数（Maximum
Number of Lines）]フィールドに最大値を入力します。

ステップ 6 カスタムファイル形式を保存するには、[保存（Save）]をクリックします。[リモート接続先
プロファイルファイル形式の検索/一覧表示（Find and List Remote Destination Profile File Formats）]
ウィンドウの [ファイル形式名（File Format Names）]リストに、ファイル形式の名前が表示さ
れます。

リモート接続先プロファイルのファイル形式のコピー

BATを使用して CSVデータファイルの既存の形式をコピーできます。

手順

ステップ 1 コピーするリモート接続先プロファイルファイル形式を検索します。

ステップ 2 [検索結果（Search Results）]領域で、コピーするファイル形式を選択します。
[リモート接続先プロファイルファイル形式の設定（Remote Destination Profile File Format
Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 選択したファイル形式のコピーを作成するには、[コピー（Copy）]をクリックします。

[リモート接続先プロファイルファイル形式の検索/一覧表示（Find and List Remote
Destination Profile File Formats）]ウィンドウで対応する [コピー（Copy）]アイコン
をクリックすることによっても、ファイル形式をコピーできます。

（注）

ステップ 4 [形式名（Format Name）]フィールドに、コピーする形式の新しい名前を入力します。

ステップ 5 次のいずれかの方法でコピーした形式を変更します。

•新しいフィールドを追加するには、[デバイスフィールド（Device Fields）]または [回線
フィールド（Line Fields）]ボックスで新たなフィールドを選択してから、矢印をクリック
して選択したフィールドを [選択済みのデバイスフィールド（Selected Device Fields）]ま
たは [選択済みの回線フィールド順序（Selected Line Fields Order）]ボックスに移動しま
す。

•選択したフィールドを削除するには、[選択済みのデバイスフィールド（Selected Device
Fields）]または [選択済みの回線フィールド順序（Selected Line Fields Order）]ボックスで
フィールドを選択してから、矢印をクリックして選択したフィールドを [デバイスフィー
ルド（Device Fields）]または [回線フィールド（Line Fields）]ボックスに移動します。
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•フィールドの順序を変更するには、[選択済みのデバイスフィールド（Selected Device
Field）]または [選択済みの回線フィールド順序（Selected Line Fields Order）]ボックスで
フィールド名を選択して、上矢印または下矢印を使用してその位置を変更します。

ステップ 6 変更が終了したら、[保存（Save）]をクリックして、リスト内の変更と一緒にコピーしたファ
イル形式を保存します。

関連トピック

リモート接続先ファイル形式の検索（636ページ）

リモート接続先プロファイルのファイル形式の変更

BATを使用して、CSVデータファイルの既存のファイル形式を変更できます。変更できるの
はカスタム形式だけです。

手順

ステップ 1 変更するリモート接続先プロファイルのファイル形式を検索します。

ステップ 2 [検索結果（Search Results）]領域で、変更するファイル形式を選択します。
[リモート接続先プロファイルファイル形式の設定（Remote Destination Profile File Format
Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 次のいずれかの方法を使用して、コピーした形式を変更します。

•新しいフィールドを追加するには、[デバイスフィールド（Device Fields）]または [回線
フィールド（Line Fields）]ボックスで新たなフィールドを選択してから、矢印をクリック
して選択したフィールドを [選択済みのデバイスフィールド（Selected Device Fields）]ま
たは [選択済みの回線フィールド順序（Selected Line Fields Order）]ボックスに移動しま
す。

•選択したフィールドを削除するには、[選択済みのデバイスフィールド（Selected Device
Fields）]または [選択済みの回線フィールド順序（Selected Line Fields Order）]ボックスで
それを選択し、矢印をクリックすると、選択したフィールドが[デバイスフィールド（Device
Fields）]または [回線フィールド（Line Fields）]ボックスに移動します。

必須フィールドである [リモート接続先プロファイル名（Remote Destination
Profile Name）]と [説明（Description）]は削除できません。

（注）

•フィールドの順序を変更するには、[選択済みのデバイスフィールド順序（SelectedDevice
Field Order）]または [選択済みの回線フィールド順序（Selected Line Fields Order）]ボック
スでフィールド名を選択し、上矢印または下矢印を使ってその位置を変更します。

ステップ 4 変更が終了したら、[保存（Save）]をクリックしてファイル形式の変更内容を保存します。

関連トピック

リモート接続先ファイル形式の検索（636ページ）
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リモート接続先プロファイルのファイル形式の削除

CSVデータファイル用の既存のファイル形式を削除できます。削除できるのはカスタム形式
だけです。

手順

ステップ 1 削除するリモート接続先プロファイルファイル形式を検索します。

ステップ 2 [検索結果（Search Results）]領域で、それが削除対象のファイルであることを確認し、その
チェックボックスをオンにして形式を選択します。

ステップ 3 リストからファイル形式を削除するには、[選択項目の削除（Delete Selected）]をクリックしま
す。ファイル形式の削除の確認を求めるメッセージが表示されます。[OK]をクリックして続
行します。

[選択項目の削除（Delete Selected）]をクリックする前に、表示された結果リストの
全体を必ず確認してください。

注目

リストからファイル形式の名前が削除されます。

関連トピック

リモート接続先ファイル形式の検索（636ページ）

リモート接続先ファイル形式と CSVデータファイルの関連付け
テキストベースの CSVデータファイルとファイル形式を関連付けることができます。テキス
トエディタを使用して CSVデータファイルを作成した際に、テキストベースのファイルに値
を入力するため、ファイル形式を作成しました。ファイル形式によって指定された順序でテキ

ストファイルに値を入力しました。

CSVデータファイルに入力した後、ファイル形式をテキストベースの CSVデータファイルと
関連付ける必要があります。ファイル形式を CSVファイルと関連付けると、各フィールドの
名前は CSVデータファイルの最初のレコードとして表示されます。この情報を使用して、正
しい順序で各フィールドに値を入力したことを確認できます。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [モビリティ（Mobility）] > [リモート接続先プロファイ
ル（Remote Destination Profile）] > [リモート接続先プロファイルのファイル形式（Remote
Destination Profile File Format）] > [ファイル形式の追加（Add File Format）]の順に選択しま
す。

[ファイル形式の追加（Add File Format）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]フィールドで、このトランザクション用に作成したテキストベース
の CSVファイルを選択します。
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ステップ 3 [ファイル形式名（File Format Name）]フィールドで、このタイプの一括トランザクション用に
作成したファイル形式を選択します。

ステップ 4 一致するファイル形式を CSVデータファイルと関連付けるジョブを作成するには、[送信
（Submit）]をクリックします。

ステップ 5 [一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

リモート接続先プロファイルの挿入
[一括管理（Bulk Administration）]メニューを使用することで、Cisco Unified Communications
Manager Administrationを使用して個々のリモート接続先プロファイル（RDP）を更新する代わ
りに、RDPを一括で挿入できます。

Cisco Unified Communications Managerでのリモート接続先プロファイ
ルの挿入

リモート接続先プロファイルを Cisco Unified Communications Managerに挿入できます。

始める前に

•追加するデバイス用の Cisco Unified Communications Manager一括管理（BAT）リモート接
続先プロファイルテンプレートが必要です。

•リモート接続先プロファイル固有の詳細情報を含むカンマ区切り値（CSV）形式のデータ
ファイルが必要です。

•トランザクションに関わるターゲットと機能に絞り込み、データファイルをアップロード
します。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [モビリティ（Mobility）] > [リモート接続先プロファイ
ル（Remote Destination Profile）] > [リモート接続先プロファイルの挿入（Remote Destination
Profile Insert）]の順に選択します。
[リモート接続先プロファイルの挿入（Insert Remote Destination Profile Configuration）]ウィンド
ウが表示されます。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]ドロップダウンリストボックスで、この特定の一括トランザクショ
ン用に作成した CSVデータファイルを選択します。
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ステップ 3 [リモート接続先プロファイルテンプレート名（Remote Destination Profile Template Name）]ド
ロップダウンリストボックスで、このタイプの一括トランザクション用に作成した BATリ
モート接続先プロファイルテンプレートを選択します。

リモート接続先プロファイルを挿入するとき、リモート接続先プロファイルテンプ

レートを使用するかどうかは任意選択です。リモート接続先プロファイルテンプ

レートを選択しない場合は、CSVデータファイルに「デスク電話機名（Desk Phone
Name）」が含まれていることを確認してください。

（注）

ステップ 4 [既存の設定の上書き（Override the existing configuration）]チェックボックスをオンにすると、
既存のリモート接続先プロファイル設定が、挿入するファイルに含まれる情報によって上書き

されます。

ステップ 5 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 6 挿入方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐにリモート接続先プロファイルレコードを挿入する場合は、[今すぐ実行（Run
Immediately）]をクリックします。

b) 後でリモート接続先プロファイルレコードを挿入する場合は、[後で実行（Run Later）]を
クリックします。

ステップ 7 リモート接続先プロファイルレコードを挿入するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]
をクリックします。

ステップ 8 ゲートウェイを挿入するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックします。

[一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュール追加またはアクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

リモート接続先プロファイルの削除
[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]を使用して
個々のリモート接続先プロファイル（RDP）を更新する代わりに [一括管理（Bulk
Administration）]メニューを使用することで、RDPを一括で削除およびエクスポートできま
す。

カスタムファイルを使用したリモート接続先プロファイルの削除

テキストエディタを使用して、削除するリモート接続先プロファイルのカスタムファイルを

作成します。同じカスタムファイル内にMACアドレスとデバイス名を含めることはできます
が、その同じファイルに電話番号を含めることはできません。別々のファイル（デバイス名と

MACアドレスを含む 1つのファイル、および電話番号を含むもう 1つのファイル）を作成す
る必要があります。
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始める前に

1. 削除対象の RDPに関する次のいずれかの詳細情報を列挙したテキストファイルを作成し
ます。

•名前

•説明

• [デバイスプール（Device Pool）]

• [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]

2. 各アイテムをテキストファイル内の別々の行に配置します。

3. カスタムファイルを CiscoUnifiedCallManagerサーバーにアップロードします。ファイルの
アップロードの詳細については、「サーバへのファイルのアップロード（25ページ）」
を参照してください。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [モビリティ（Mobility）] > [リモート接続先プロファイ
ル（Remote Destination Profile）] > [リモート接続先プロファイルの削除（Remote Destination
Profile Delete）]の順に選択します。
[リモート接続先プロファイルの削除（Delete Remote Destination Profile Configuration）]ウィン
ドウが表示されます。

ステップ 2 [リモート接続先プロファイルの削除（Delete Remote Destination Profile where）]ドロップダウ
ンリストボックスで、次のいずれかの条件から作成済みのカスタムファイルのタイプを選択

します。

•名前

•説明

• [デバイスプール（Device Pool）]

• [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]

ステップ 3 カスタムファイルのリストで、この削除用のカスタムファイルのファイル名を選択します。

ステップ 4 [検索（Find）]をクリックします。検索条件と一致する RDPのリストが表示されます。

ステップ 5 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 6 削除方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐにRDPレコードを削除する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックしま
す。

b) 後で RDPレコードを削除する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 7 RDPレコードを削除するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 8 ゲートウェイを挿入するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックします。
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[一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュール追加またはアクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

エクスポートユーティリティを使用したリモート接続先

プロファイルのエクスポート
エクスポートユーティリティを使用して、複数の Cisco Unified CallManagerサーバーから 1台
の Cisco Unified CallManagerサーバー上にレコードをマージすることができます。この手順を
使用して、ある Cisco Unified CallManagerサーバーから別の Cisco Unified CallManagerサーバー
にレコードを移動します。

エクスポートユーティリティを使用したリモート接続先プロファイル

のエクスポート

リモート接続先プロファイルの詳細をエクスポートできます。

エクスポートするリモート接続先を選択した後に 2番目の [リモート接続先プロファイルのエ
クスポート（Export Remote Destination Profile Configuration）]ウィンドウからヘルプにアクセ
スしている場合は、ステップ 7（645ページ）に進みます。

（注）

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [モビリティ（Mobility）] > [リモート接続先プロファイ
ル（Remote Destination Profile）] > [リモート接続先プロファイルのエクスポート（Remote
Destination Profile Export）]の順に選択します。

[リモート接続先プロファイルのエクスポート（Export Remote Destination Profile Configuration）]
ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 最初の [リモート接続先プロファイルの検索（Find Remote Destination Profile）]ドロップダウ
ンリストから、次の条件のいずれかを選択します。

•名前

•説明

• [デバイスプール（Device Pool）]
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• [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]

2番目の [リモート接続先プロファイルの検索（Find Remote Destination Profile where）]ドロッ
プダウンリストから、次の条件のいずれかを選択します。

•～で始まる

•～を含む

•～が次の文字列で終わる

•次の文字列と完全に一致する

•空である

•～が空ではない

ステップ 3 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

データベースに登録されているすべてのリモート接続先プロファイルを検索するに

は、検索テキストを何も入力せずに [検索（Find）]をクリックします。
ヒント

ステップ 4 さらにクエリを定義して複数のフィルタを追加するには、[絞り込み（Search Within Results）]
チェックボックスをオンにして、ドロップダウンリストから [AND]または [OR]を選択し、ス
テップ 2（644ページ）とステップ 3（645ページ）を繰り返します。

ステップ 5 [検索（Find）]をクリックします。

検出されたリモート接続先プロファイルのリストが次の分類で表示されます。

•名前

•説明

• [デバイスプール（Device Pool）]

• [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]

ジョブを送信する前に、表示された結果のリスト全体を参照してください。（注）

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。

次の [リモート接続先プロファイルのエクスポート（Export Remote Destination Profile
Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 7 [ファイル名（File Name）]フィールドに、エクスポートファイルの名前を入力します。

ステップ 8 [ファイル形式名（FileFormatName）]ドロップダウンリストからファイル形式を選択します。

ステップ 9 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。[リモート接続先プロファ
イルの削除（Delete Remote Destination Profiles）]がデフォルトの説明です。

ステップ 10 エクスポート方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐにリモート接続先プロファイルレコードをエクスポートする場合は、[今すぐ実行（Run
Immediately）]をクリックします。
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b) 後でリモート接続先プロファイルレコードをエクスポートする場合は、[後で実行（Run
Later）]をクリックします。

ステップ 11 リモート接続先プロファイルレコードを削除するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]
をクリックします。

ステップ 12 このジョブをスケジュールするか、アクティブ化するには、[一括管理（Bulk Administration）]
メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

デフォルトのリモート接続先プロファイルファイル形式

デフォルトのリモート接続先プロファイルファイル形式オプションを使用してリモート接続先

プロファイルのレコードをエクスポートすると、リモート接続先プロファイルのレコードと、

そのリモート接続先プロファイルに関連付けられている各種回線属性がエクスポートされま

す。クエリを使用してレコード数を制限することはできません。

次の表に、[デフォルトのリモート接続先プロファイル形式（Default Remote Destination Profile
Format）]ファイル形式を選択した場合にエクスポートされるフィールドの一覧を示します。

表 50 : [デフォルトのリモート接続先プロファイル（Default Remote Destination Profile）]ファイル形式でエクスポートさ
れるフィールド

エクスポートされたフィールドフィールドタイプ

[リモート接続先プロファイル名（Remote Destination Profile Name）]、[説明
（Description）]、[ユーザID（User ID）]、[デバイスプール（Device Pool）]、
[CSS]、[AAR CSS]、[メディアリソースリスト（Media Resource List）]、
[ユーザ保留音源（User Hold Audio Source）]、[ロケーション（Location）]、
[プライバシー（Privacy）]、[デバイスプレゼンスグループ（Device Presence
Group）]、[再ルーティング CSS（Rerouting CSS）]

デバイスフィールド
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エクスポートされたフィールドフィールドタイプ

[電話番号（Directory Number）]、[パーティション（Partition）]、[ボイス
メールプロファイル（Voice Mail Profile）]、[回線CSS（Line CSS）]、[AAR
グループ（回線）（AAR Group(Line)）]、[回線ユーザ保留音源（Line User
Hold Audio Source）]、[回線ネットワーク保留音源（Line Network Hold Audio
Source）]、[不在転送の接続先（Forward All Destination）]、[不在転送 CSS
（Forward All CSS）]、[話中転送の接続先（内部）（Forward Busy Internal
Destination）]、[話中転送（内部）CSS（Forward Busy Internal CSS）]、[話
中転送の接続先（外部）（Forward Busy External Destination）]、[話中転送
（外部）CSS（Forward Busy External CSS）]、[無応答時転送の接続先（内
部）（Forward No Answer Internal Destination）]、[無応答時転送（内部）CSS
（Forward No Answer Internal CSS）]、[無応答時転送の接続先（外部）
（Forward No Answer External Destination）]、[無応答時転送（外部）CSS
（Forward No Answer External CSS）]、[無カバレッジ時転送の接続先（内
部）（Forward No Coverage Internal Destination）]、[無カバレッジ時転送（内
部）CSS（Forward No Coverage Internal CSS）]、[無カバレッジ時転送の接
続先（外部）（Forward No Coverage External Destination）]、[無カバレッジ
時転送（外部）CSS（Forward No Coverage External CSS）]、[無応答時転送
の呼び出し時間（Forward No Answer Ring Duration）]、[コールピックアッ
プグループ（Call Pickup Group）]、[MLPPターゲット（MLPP Target）]、
[MLPP CSS]、[MLPP無応答時の呼び出し時間（MLPP No Answer Ring
Duration）]、[外線電話番号マスク（External Phone Number Mask）]、[コー
ル最大数（Maximum Number Of Calls）]、[話中トリガー（Busy Trigger）]、
[呼び出し表示（Alerting Name）]、[ASCII呼び出し表示（Alerting Name
ASCII）]、[表示（Display）]、[回線の説明（Line Description）]、[回線プレ
ゼンスグループ（Line Presence Group）]、[不在転送のセカンダリ CSS
（Secondary CSS For Forward All）]、[ASCII表示（ASCII Display）]、[CTI
障害時転送 -接続先（Forward On CTI Failure Destination）]、[CTI障害時転
送CSS（Forward On CTI Failure CSS）]、[AAR接続先マスク（AAR Destination
Mask）]、[未登録内線の不在転送 -接続先（Forward Unregistered Internal
Destination）]、[未登録内線の不在転送 CSS（Forward Unregistered Internal
CSS）]、[未登録外線の不在転送 -接続先（Forward Unregistered External
Destination）]、[未登録外線の不在転送 CSS（Forward Unregistered External
CSS）]、[保留復帰の呼び出し時間（Hold Reversion Ring Duration）]、[保留
復帰の通知間隔（Hold Reversion Notification Interval）]

回線フィールド
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第 61 章

モビリティプロファイル

この章では、Cisco Unified Communications Manager一括管理ツールを使用して、Cisco Unified
Communications Managerデータベース内のモビリティプロファイルを一意の IDで管理する方
法について説明します。モビリティプロファイルは、BATを使用して挿入、削除、およびエ
クスポートすることができます。

•モビリティプロファイルの挿入（649ページ）
•モビリティプロファイルの削除（650ページ）
•モビリティプロファイルのエクスポート（651ページ）

モビリティプロファイルの挿入
BATを使用して、モビリティプロファイルを一括して挿入できます。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [モビリティ（Mobility）] > [モビリティプロファイル
（Mobility Profile）] > [モビリティプロファイルの挿入（Insert Mobility Profile）]の順に選択
します。

[モビリティプロファイル設定の挿入（Insert Mobility Profile Configuration）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]ドロップダウンリストボックスから、この特定の一括トランザク
ション用に作成した CSVデータファイルを選択します。

ステップ 3 [既存の設定の上書き（Override the existing configuration）]チェックボックスをオンにすると、
既存のモビリティプロファイル設定が、挿入するファイルに含まれる情報によって上書きされ

ます。

ステップ 4 [ジョブ情報（Job Information）]フィールドに、ジョブの説明を入力します。

ステップ 5 挿入方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐにプロファイルを挿入する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックしま
す。

b) 後でプロファイルを挿入する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。
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ステップ 6 モビリティプロファイルを挿入するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリッ
クします。

[一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュール追加またはアクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
モビリティプロファイルのファイル形式（847ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

モビリティプロファイルの削除
Cisco Unified Communications Managerデータベースからモビリティプロファイルを削除できま
す。

始める前に

Cisco Unified Communications Manager Administrationからモビリティプロファイルを削除するに
は、その前に次の手順を実行する必要があります。

•削除する各モビリティプロファイルが別々の行に配置されたテキストファイルを作成し
ます。

•カスタムファイルをCisco Unified Communications Managerサーバの最初のノードにアップ
ロードします。

カスタムファイルを使用してモビリティプロファイルを削除するには、次の手順を使用しま

す。

bat.xltで作成された挿入トランザクションまたはエクスポートトランザクションのファイルを
削除トランザクションに使用しないでください。代わりに、削除する必要のあるモビリティプ

ロファイルレコードの詳細を含むカスタムファイルを作成する必要があります。削除トラン

ザクションにはこのファイルだけを使用してください。カスタム削除ファイルでは見出しが不

要で、名前、説明、またはモバイルクライアントコーリングオプションの値を入力できます。

（注）

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [モビリティ（Mobility）] > [モビリティプロファイル
（Mobility Profile）] > [モビリティプロファイルの削除（Delete Mobility Profile）]の順に選択
します。

[モビリティプロファイル設定の削除（Delete Mobility Profile Configuration）]ウィンドウが表示
されます。
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ステップ 2 [カスタムファイル内の名前/説明/モバイルクライアント呼オプションによるモビリティプロ
ファイルの削除（Delete Mobility Profile where Name/Description/Mobile Client Calling Option in
custom file）]ドロップダウンリストボックスから、モビリティプロファイルの削除用にアッ
プロードしたファイルを選択します。

ステップ 3 [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 4 選択したモビリティプロファイルと一緒に [ジョブ情報（Job Information）]セクションが表示
されます。

ステップ 5 ジョブをすぐに実行するか、または後で実行するかを選択できます（対応するラジオボタンを
選択します）。

ステップ 6 モビリティプロファイルを削除するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリッ
クします。

[ステータス（Status）]セクション内のメッセージで、ジョブが正常に送信されたことを確認
できます。

ステップ 7 [一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
ファイルのアップロードおよびダウンロード（23ページ）

モビリティプロファイルのエクスポート
BATを使用して、モビリティプロファイルをエクスポートします。

[モビリティプロファイル設定のエクスポート（Export Mobility Profile Configuration）]ウィンド
ウからヘルプにアクセスしている場合は、ステップ 7（652ページ）に進みます。

（注）

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [モビリティ（Mobility）] > [モビリティプロファイル
（Mobility Profile）] > [モビリティプロファイルのエクスポート（Export Mobility Profile）]の
順に選択します。

[エクスポートするモビリティプロファイルの検索/一覧表示（Find and List Mobility Profiles To
Export）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 最初の [モビリティプロファイルの検索（Find Mobility Profile where）]ドロップダウンリスト
ボックスで、次のオプションから照合するフィールドを選択します。

•名前
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•説明

•モバイルクライアントコーリングオプション

ステップ 3 2番目のドロップダウンリストボックスでは、次のオプションの中から選択します。

•～で始まる

•～を含む

•次の文字列と完全に一致する

•次の文字列で終わる

•空である

•～が空ではない

ステップ 4 [検索（Search）]フィールドボックスで、特定のプロファイルの名前や説明などの検索する値
を入力し、[検索（Find）]をクリックします。

さらにクエリを定義するには、[AND]または [OR]を選択して複数のフィルタを追加し、ステッ
プ 2（651ページ）～ステップ 4（652ページ）を繰り返します。

条件を満たしているレコードがすべて表示されます。1ページあたりの項目の表示件数を変更
するには、[ページあたりの行数（Rows per Page）]ドロップダウンリストボックスで別の値
を選択します。

ステップ 5 表示されるレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

データベースに登録されているすべてのモビリティプロファイルを検索するには、検索テキス

トを何も入力せずに [検索（Find）]をクリックします。ウィンドウに、選択したレコードが表
示されます。

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。

[モビリティプロファイル設定のエクスポート（Export Mobility Profile Configuration）]ウィンド
ウが表示されます。

ステップ 7 [ファイル名（File Name）]テキストボックスに、エクスポートするモビリティプロファイル
ファイル名を入力します。

ステップ 8 [ファイル形式（File Format）]ドロップダウンリストボックスから、モビリティプロファイ
ルのファイル形式を選択します。

ステップ 9 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 10 エクスポート方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) すぐにモビリティプロファイルをエクスポートする場合は、[今すぐ実行（RunImmediately）]
をクリックします。

b) 後でモビリティプロファイルをエクスポートする場合は、[後で実行（Run Later）]をク
リックします。

ステップ 11 モビリティプロファイルをエクスポートするためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]
をクリックします。
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ステップ 12 [一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
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第 XII 部

リージョンマトリクス
•リージョンマトリクスの更新（657ページ）





第 62 章

リージョンマトリクスの更新

この章では、BATの [リージョンマトリクス（Region Matrix）]メニューを使用して、リージョ
ン（地域）マトリクスの設定または設定解除を行う方法について説明します。リージョンテー

ブルでは物理的な場所を定義するのに対して、リージョンマトリクステーブルではリージョ

ン内部およびリージョン間の使用可能な帯域幅を定義します。

•リージョンマトリクスの実装と実装解除（657ページ）

リージョンマトリクスの実装と実装解除
BATを使用して、リージョンマトリクスを実装または実装解除します。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [リージョンマトリクス（Region Matrix）] > [リージョン
マトリクスの実装/実装解除（Populate/Depopulate Region Matrix）]の順に選択します。[リー
ジョンマトリクス設定（Region Matrix Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [リージョンマトリクスオプション（Region Matrix Options）]セクションで、必要な操作に応じ
て [リージョンマトリクスの実装（Populate Region Matrix）]または [リージョンマトリクスの
実装解除（Depopulate Region Matrix）]を選択します。

ステップ 3 [ジョブ情報（Job Information）]セクションに、ジョブの名前を入力します。これにより、ジョ
ブの識別が容易になります。

ステップ 4 ジョブを実行するタイミングとして、[今すぐ実行（Run now）]または [後で実行（Run later）]
を選択します。

ステップ 5 [Submit（送信）]ボタンをクリックします。

ステップ 6 [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]ウィンドウで、送信したジョブのステータスを確認し
ます。

必要に応じて、このウィンドウを使ってジョブを再スケジュールすることができます。

他の BATプロセスとは異なり、リージョンマトリクスを実装または実装解除する
ジョブの進捗度は、成功/失敗した、または処理されたレコード数として測定でき
ません。プロセス全体が完了して初めて、結果を確認できます。

（注）
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レコード数の基準は、このトランザクションには当てはまりません。（注）

管理者はリージョン帯域幅デフォルトを変更できますが、BATメニューを介してそれを行うこ
とはできません。

リージョン帯域幅デフォルトにアクセスするには Cisco Unified Communications
Managerで [システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]の
順に選択します。パラメータタイプが Cisco Unified Communications Managerを示
し、該当する 4つのパラメータが [クラスタ全体のパラメータ（Clusterwide
Parameter）]（[システム（System）] - [ロケーションとリージョン（Location and
Region）]）セクションに含まれます。

（注）
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第 XIII 部

インポート/エクスポート
•インポート/エクスポートメニュー（661ページ）
•構成データのインポート（675ページ）
•インポートファイルの検証（683ページ）





第 63 章

インポート/エクスポートメニュー

この章では、Cisco Unified Communications Manager一括管理ツール（BAT）の [Import/Export
（インポート/エクスポート）]メニューを使用して、Cisco Unified Communications Managerデー
タベースのデータの一部を、別のサーバ、または同じサーバ（データに変更を加える場合）と

の間でエクスポートまたはインポートする方法について説明します。これにより、事前設定済

みのデータベースをインストール済みの Cisco Unified Communications Managerサーバにイン
ポートするために必要になる設定の時間が短縮されます。

•設定データのエクスポート（661ページ）
• .tarファイルの編集（672ページ）
• [インポート/エクスポート（Import/Export）]メニュー関連のトピック（673ページ）

設定データのエクスポート
BATを使用して、Cisco Unified Communications Managerから設定データをエクスポートしま
す。

Cisco Unified Communications Managerの米国輸出無制限版を使用している場合は、[インポート/
エクスポート（Import/Export）]で VPN詳細をエクスポートすることはできません。

（注）

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [インポート/エクスポート（Import/Export）] > [エクス
ポート（Export）]と選択します。
[データのエクスポート（Export Data）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [ジョブ情報（Job Information）]セクションの [Tarファイル名（Tar File Name）]フィールド
に、.tarファイル名を拡張子なしで入力します。

BPSは、このファイル名を使用して設定の詳細情報をエクスポートします。
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同時にエクスポートされるすべてのファイルは、まとめてバンドルされ（.tar）、
サーバからダウンロードできます。

（注）

ステップ 3 [エクスポートする項目の選択（Select items to Export）]セクションで、エクスポートするオプ
ションを選択します。

a) [システムデータ（System Data）]で、該当するチェックボックスをオンにします。

設定データのエクスポートオプション（663ページ）にある「システムデータのオプショ
ン」を参照してください。

b) [コールルーティングデータ（Call Routing Data）]で、該当するチェックボックスをオンに
します。

設定データのエクスポートオプション（663ページ）にある「コールルーティングデータ
のオプション」を参照してください。

c) [メディアリソース（Media Resources）]で、該当するチェックボックスをオンにします。

設定データのエクスポートオプション（663ページ）にある「メディアリソースのオプ
ション」を参照してください。

d) [ユーザデータ（User Data）]で、該当するチェックボックスをオンにします。

設定データのエクスポートオプション（663ページ）にある「ユーザーデータオプショ
ン」を参照してください。

e) [デバイスデータ（Device Data）]で、該当するチェックボックスをオンにします。

設定データのエクスポートオプション（663ページ）にある「デバイスデータオプショ
ン」を参照してください。

f) [拡張機能（Advanced Features）]で、該当するチェックボックスをオンにします。

設定データのエクスポートオプション（663ページ）にある「高度な機能のオプション」
を参照してください。

Cisco Unified Communications Managerの米国輸出無制限バージョンを使用して
いる場合は、[VPNプロファイル（VPN Profile）]、[VPNゲートウェイ（VPN
Gateway）]、[VPNグループ（VPN Group）]、[VPN機能設定（VPN Feature
Configuration）]のチェックボックスが表示されません。Cisco Unified
Communications Managerの米国輸出無制限版を使用している場合は、[インポー
ト/エクスポート（Import/Export）]でVPN詳細をエクスポートすることはでき
ません。

（注）

ステップ 4 [すべて選択（Select All）]ボタンを使用して一度にすべてのチェックボックスをオンにするこ
とも、[すべてクリア（Clear All）]ボタンを使用してすべてのチェックボックスをオフにする
こともできます。

ステップ 5 [ジョブ説明（Job Description）]フィールドに、ジョブに関する説明を入力します。[設定のエ
クスポート（Export Configuration）]がデフォルトの説明です。

ステップ 6 ジョブをすぐに実行するか、それとも後で実行するかを選択できます（対応するラジオボタン
を選択します）。
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ステップ 7 関連レコードも確実にエクスポートするためにテーブルの相互依存性を確認するには、[依存
関係の確認（Check Dependency）]をクリックします。

依存関係を確認した後、任意のチェックボックスをオフにすることができます。ま

た、依存関係の確認を省略することもできます。

（注）

依存関係の確認では、最大1つの依存関係レベルの依存アイテムが選択されます。
たとえば、あるアイテムが CSSに依存している場合は CSSのみが選択され、CSS
が依存しているアイテムは選択されません。

（注）

ステップ 8 選択したデータをエクスポートするためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリッ
クします。

[ステータス（Status）]セクション内のメッセージで、ジョブが正常に送信されたことを確認
できます。

ステップ 9 [一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]
オプションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

設定データのエクスポートオプション

BATを使用してCisco Unified Communications Managerから設定データをエクスポートするとき
にはエクスポートオプションを選択できます。

•システムデータのオプション

•コールルーティングデータのオプション

•メディアリソースのオプション

•ユーザデータのオプション

•デバイスデータのオプション

•高度な機能のオプション

システムデータのオプション

• Cisco Unified Communications Manager

• Cisco Unified Communications Managerグループ（Cisco Unified Communications Manager
Group）

• [日時グループ（Date/Time Group）]

• [デバイスプール（Device Pool）]
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• [エンタープライズパラメータ（Enterprise Parameter）]

• [所在地（ Location）]

•電話用 NTP参照（Phone NTP Reference）

• [地域（Regions）]

•サーバ（Server）

• [サービスパラメータ（Service Parameter）]

• [SRST]

•セキュリティプロファイル（電話および SIPトランク）（Security Profile (Phone & SIP
Trunk)）

• Physical Location

• Device Mobility Group

• [プレゼンスグループ（Presence Group）]

• LDAPシステム（LDAP System）

• [デバイスモビリティ情報（Device Mobility Info）]

• [DHCPサーバ（DHCP Server）]

• DHCPサブネット（DHCP Subnet）

•アプリケーションサーバ

• LDAPディレクトリ

• [LDAP認証（LDAP Authentication）]

• [MLPPドメイン（MLPP Domain）]

• [リソース優先度ネームスペースネットワークドメイン（Resource Priority Namespace Network
Domain）]

•リソース優先度ネームスペースリスト（Resource Priority Namespace List）

• CUMAサーバセキュリティプロファイル（CUMA Server Security Profile）

• [位置情報の設定（Geo Location Configuration）]

• [位置情報フィルタ（Geo Location Filter）]

•エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）

•証明書

• [ユーザのLDAPカスタムフィルタ（LDAP Custom Filter for Users）]

• [グループのLDAPカスタムフィルタ（LDAP Custom Filter for Groups）]
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• [ロケーション帯域幅マネージャグループ（Location Bandwidth Manager Group）]

•オーディオコーデックプリファレンスリスト

• LDAP検索

コールルーティングデータのオプション

•アプリケーションダイヤルルール（Application Dial Rules）

• CSS（コントロールのクラス）（CSS (Class of Control)）

•パーティション（コントロールのクラス）（Partitions (Class of Control)）

• [ルートフィルタ（Route Filter）]

•時間帯（コントロールのクラス）（Time Period (Class of Control)）

•スケジュール（コントロールのクラス）（Time Schedule (Class of Control)）

• [トランスレーションパターン（Translation Pattern）]

• [AARグループ（AAR Group）]

•強制承認コード（Forced Authorization Codes）

•ディレクトリ検索ダイヤルルール（Directory Lookup Dial Rules）

• [クライアント識別コード（Client Matter Codes）]

•コールパーク

•コールピックアップグループ（Call Pickup Group）

• [電話番号（Directory Number）]

•ミートミー番号（MeetMe Number）

• Cisco Attendant Consoleのパイロットポイント（Cisco Attendant Console Pilot Point）

• [ダイレクトコールパーク（Directed Call Park）]

• [SIPダイヤルルール（SIP Dial Rules）]

• [回線グループ（Line Group）]

• [ルートグループ（Route Group）]

• [ハントリスト（Hunt List）]

• [ルートリスト（Route List）]

• [ハントパイロット（Hunt Pilot）]

• [インターコムルートパーティション（Intercom Route Partition）]

•インターコムの CSS（Intercom CSS）
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•アクセスリスト（Access List）

•［ルートパターン（Route Pattern）］

•着信側トランスフォーメーションパターン（Called Party Transformation Pattern）

•［SIP ルートパターン（SIP Route Pattern）］

•インターコム電話番号（Intercom Directory Number）

•インターコムトランスフォーメーションパターン（Intercom Translation Pattern）

•発呼側トランスフォーメーションパターン（Calling Party Transformation Pattern）

•時刻アクセス（Time Of Day Access）

•論理パーティションポリシー（Logical Partition Policy）

• CCD要求サービス（CCD Requesting Service）

•ホスト DNグループ（Hosted DN Group）

•学習パターンのブロック（Block Learned Patterns）

•ホスト DNパターン（Hosted DN Patterns）

• CCDアドバタイジングサービス（CCD Advertising Service）

•外部コール制御プロファイル（External Call Control Profile）

•トランスフォーメーションプロファイル（Transformation Profile）

• CDD機能設定（CCD Feature Configuration）

• CDDパーティション（CCD Partition）

•モビリティプロファイル設定（Mobility Profile Configuration）

•ハンドオフ設定（Handoff Configuration）

• [エンタープライズ機能アクセスの設定（Enterprise Feature Access Configuration）]

• ELINグループ（Elin Group）

メディアリソースのオプション

• [アナンシエータ（Annunciator）]

• [会議ブリッジ（Conference Bridge）]

•メディアリソースグループ（Media Resource Group）

•メディアリソースグループリスト（Media Resource Group List）

• [メディアターミネーションポイント（Media Termination Point）]

• [トランスコーダ（Transcoder）]
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•保留音サーバー

•モバイルボイスアクセス

•保留音サーバー

• IVR

ユーザデータのオプション

• SIPレルム（SIP Realm）

• [アプリケーションユーザ（Application User）]

• [アクセスコントロールグループ（Access Control Group）]

•ロール（Role）

•アプリケーションユーザ CAPFプロファイル（Application User CAPF Profile）

•クレデンシャルポリシーのデフォルト（Credential Policy Default）

•クレデンシャルポリシー（Credential Policy）

•エンドユーザ

•エンドユーザ CAPFプロファイル（End User CAPF Profile）

• [UCサービス（UC Service）]

•サービスプロファイル

• [セルフプロビジョニング（Self-Provisioning）]

• [ユーザプロファイル（User Profile）]

•機能グループテンプレート

•ユニバーサルデバイステンプレート

•ユニバーサル回線テンプレート

デバイスデータのオプション

• [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]

•ゲートキーパー（Gate Keeper）

•トランク

• [SIPプロファイル（SIP Profile）]

•電話機サービス

• [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]
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• [共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）]

•ゲートウェイ

• [Device Defaults（デバイスのデフォルト）]

• Device Profile

• [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]

• CTIルートポイント（CTI Route Point）

• [電話（Phone）]

• [録音プロファイル（Recording Profile）]

• [リモート接続先（Remote Destination）]

• [リモート接続先プロファイル（Remote Destination Profile）]

• [機能コントロールポリシー（Feature Control Policy）]

•デフォルトのデバイスプロファイル（Default Device Profile）

• SIP正規化スクリプト（SIP Normalization Script）

• [SDP透明性プロファイル（SDP Transparency Profile）]

• [ワイヤレス LANプロファイルグループ（Wireless LAN Profile Group）]

•ワイヤレス LANプロファイル

• [ネットワークアクセスプロファイル（Network Access Profile）]

• [Wi-Fiホットスポットプロファイル（Wi-Fi Hotspot Profile）]

• Expressway-C
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高度な機能のオプション

（注）
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Cisco Unified Communications Managerの米国輸出無制限バージョンを使用している場合は、
[VPNプロファイル（VPN Profile）]、[VPNゲートウェイ（VPN Gateway）]、[VPNグループ
（VPN Group）]、[VPN機能設定（VPN Feature Configuration）]のチェックボックスが表示さ
れません。Cisco Unified Communications Managerの米国輸出無制限バージョンを使用している
場合は、[インポート/エクスポート（Import/Export）]経由で VPN詳細をエクスポートするこ
とができません。

•メッセージ受信番号（Message Waiting Number）

• [ボイスメールパイロット（Voice Mail Pilot）]

• [ボイスメールプロファイル（Voice Mail Profile）]

•ボイスメールポート（Voice Mail Port）

• SAFフォワーダ（SAF Forwarder）

• SAFセキュリティプロファイル（SAF Security Profile）

• EMCCリモートクラスタ（EMCC Remote Cluster）

• EMCCクラスタ間サービスプロファイル（EMCC Intercluster Service Profile）

• Intercompany Media Engineサーバ接続（Intercompany Media Engine Server Connections）：こ
のフィールドを設定する前に、Cisco IMEサーバがインストールされており、使用可能で
あることを確認します。

• Intercompany Media Engine：このフィールドを設定する前に、Cisco IMEサーバがインス
トールされており、使用可能であることを確認します。

• Intercompany Media Engine：このフィールドを設定する前に、Cisco IMEサーバがインス
トールされており、使用可能であることを確認します。

• Intercompany Media Serviceの信頼要素（Intercompany Media Services Trust Element）：この
フィールドを設定する前に、Cisco IMEサーバがインストールされており、使用可能であ
ることを確認します。

• Intercompany Media Serviceの登録済みパターン（Intercompany Media Services Enrolled
Pattern）：このフィールドを設定する前に、Cisco IMEサーバがインストールされており、
使用可能であることを確認します。

• Intercompany Media Serviceの登録済みグループ（Intercompany Media Services Enrolled
Group）：このフィールドを設定する前に、Cisco IMEサーバがインストールされており、
使用可能であることを確認します。

• Intercompany Media Serviceの除外グループ（Intercompany Media Services Exclusion Group）：
このフィールドを設定する前に、Cisco IMEサーバがインストールされており、使用可能
であることを確認します。

•フォールバックプロファイル（Fall Back Profile）：このフィールドを設定する前に、Cisco
IMEサーバがインストールされており、使用可能であることを確認します。
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• Intercompany Media Serviceの学習ルート（Intercompany Media Services Learned Route）：こ
のフィールドを設定する前に、Cisco IMEサーバがインストールされており、使用可能で
あることを確認します。

• VPNプロファイル（VPN Profile）

• [VPNゲートウェイ（VPN Gateway）]

• VPNグループ（VPN Group）

• EMCC機能設定（EMCC Feature Config）

• Intercompany Media Serviceのファイアウォール（Intercompany Media Services Learned
Firewall）：このフィールドを設定する前に、Cisco IMEサーバがインストールされてお
り、使用可能であることを確認します。

• Intercompany Media Service除外番号（Intercompany Media Services Exclusion Number）：こ
のフィールドを設定する前に、Cisco IMEサーバがインストールされており、使用可能で
あることを確認します。

• Intercompany Media Service E.164トランスフォーメーション（Intercompany Media Services
E.164 Transformation）：このフィールドを設定する前に、Cisco IMEサーバがインストー
ルされており、使用可能であることを確認します。

• Intercompany Media Service機能設定（Intercompany Media Services Feature Configuration）：
このフィールドを設定する前に、Cisco IMEサーバがインストールされており、使用可能
であることを確認します。

•フォールバック機能設定（Fallback Feature Configuration）：このフィールドを設定する前
に、Cisco IMEサーバがインストールされており、使用可能であることを確認します。

• VPN機能設定（VPN Feature Configuration）

•着信側トレース

•電話番号エイリアス検索および同期

• [コール制御エージェントプロファイル（Call Control Agent Profile）]

•インフラストラクチャデバイス（Infrastructure Device）

ログファイル

1回のエクスポートトランザクションで複数のログファイルが作成されます。トランザクショ
ン全体に関する 1つのファイルと、エクスポート用に選択された項目ごとに 1つずつのファイ
ルが作成されます。これらのログファイルには項目ごとに結果が書き込まれます。ログファ

イル名には、識別しやすいように項目名が先頭に付加されます。

これらのファイルには、[ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]ページからアクセスできま
す。
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関連項目

「[インポート/エクスポート（Import/Export）]メニュー関連のトピック（673ページ）」を参
照してください。

.tarファイルの編集
tarファイルは、複数の CSVファイルと 1つのヘッダーファイルのリストとして構成されま
す。ヘッダーファイルを使用して、エクスポートの実行元となったサーバとエクスポート実行

時刻の詳細を参照できます。また、ヘッダーファイルにはパッケージ内のファイルに関する詳

細も含まれます。

BATを使用して必要なデータをエクスポートした後、エクスポート済み .tarファイルを直接変
更することができます。エクスポート済み .tarファイルは、Cisco Unified Communications Manager
サーバの最初のノードに配置されます。

手順

ステップ 1 [Bulk Administration（一括管理）] > [Upload/Download Files（ファイルをアップロード/ダウ
ンロード）]の順に選択します。
[ファイルの検索/一覧表示（Find and List Files）]ページが表示されます。

ステップ 2 更新する .tarファイルをダウンロードします。

ステップ 3 tar -xvfコマンドを使用して、マシン上の特定の場所に .tarファイルを展開します。

指定した場所に .csvファイルが抽出されます。

「tar -xvf」コマンドはWindowsサーバ上では機能しないことがあります。WWW
で入手可能なフリーウェア 7-Zipを使用すると、Windowsで TAR操作とUNTAR操
作を実行できます。

（注）

.csvファイルの名前は常にアイテム名と同じです。（注）

ステップ 4 Microsoft Excelを使用して .csvファイルを編集し、変更を保存します。

テキストエディタを使用して .csvファイルを編集することもできますが、Microsoft
Excelを使って .csvファイルを編集することをお勧めします。

（注）

.csvファイルのファイル名とファイル形式は決して変更しないでください。新しいファイルを
tarパッケージに追加する場合は、Cisco Unified Communications Managerからエクスポートした
場合と同じファイル名およびファイル形式になるようにしてください。また、新しいファイル

名を必ずヘッダーファイルに追加してください。

新しいアイテムを追加する予定の場合は、必ずCisco Unified Communications Manager
からそのアイテムをエクスポートするようにしてください（そのアイテムのレコー

ドが存在しない場合でも）。これにより、正しい名前とファイル形式の .csvファイ
ルが作成されます。

ヒント
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ステップ 5 tar -cvfコマンドを使ってファイルを再び tarし、新しい .tarファイルを必ずデフォルトの共通
場所に保存します。

「tar -cvf」コマンドはWindowsサーバ上で機能しない可能性がありますが、WWW
で入手可能なフリーウェア 7-Zipを使用するとWindowsで TAR操作と UNTAR操
作を実行できます。

（注）

ファイルを再び tarするとき、.tarファイルの元のディレクトリ構造が維持されるよ
うにする必要があります。これは、BPSがデフォルト場所でのみ .tarファイルを検
索するためです。

注意

ステップ 6 .tarファイルをインポート用にアップロードします。

[インポート/エクスポート（Import/Export）]として [ターゲット（Target）]を必ず
選択し、[インポート（Import）]として [トランザクションタイプ（Transaction
Type）]を必ず選択します。

（注）

テキストエディタを使用してファイルを更新することにした場合は、ファイル形式

内の新しいエントリごとにカンマを追加する必要があります。

（注）

インポート/エクスポートツールでは、パスワードとPINの属性を更新できません。
これらは暗号化形式でエクスポートファイルにエクスポートされるため、平文に変

換できません。クレデンシャルを持つエンティティは、共通の電話プロファイル、

SIPレルム、アプリケーションユーザ、LDAP認証、LDAPディレクトリ、Cisco
Attendant Console、およびエンドユーザです。エクスポート済みファイル内の
enduser.csvのUser ID、User Pkid、Password、および Pinの各フィールドを変更して
はならないことに注意してください。

（注）

関連トピック

サーバからのファイルのダウンロード（25ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

[インポート/エクスポート（Import/Export）]メニュー関
連のトピック

•設定データのエクスポート（661ページ）

• .tarファイルの編集（672ページ）

•サーバ上のダウンロード可能なファイルの検索（23ページ）

•サーバからのファイルのダウンロード（25ページ）

•サーバへのファイルのアップロード（25ページ）
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•サーバからのファイルの削除（26ページ）

•サーバーへの設定のインポート（675ページ）
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第 64 章

構成データのインポート

この章では、[一括管理（Bulk Administration）]メニューを使用して、Cisco Unified Communications
Managerに構成データをインポートする方法について説明します。

[インポート/エクスポート（Import/Export）]を使用して更新できるのは、既存のエンタープラ
イズパラメータまたはサービスパラメータだけです。インポートする .csvファイルに IPMA
に固有のテンプレートがある場合は、必ずターゲットサーバ上で IPMAウィザードを実行して
から、インポートのトランザクションに進んでください。

•サーバーへの設定のインポート（675ページ）
•循環依存関係（678ページ）
•オーバーライドのみ（679ページ）
• Cisco Unified CallManager 4.xリリースからのアップグレード（680ページ）
•インポート/エクスポートメニュー関連のトピック（681ページ）

サーバーへの設定のインポート
[一括管理（Bulk Administration）]メニューを使用して、Unified Communications Managerに設
定データをインポートできます。

BATを使用してサービスプロファイルデータをエクスポートする場合、[ユーザー管理（User
Management）] > [ユーザー設定（User Settings）] > [サービスプロファイル（Service Profile）]
> [ディレクトリプロファイルUnified CM管理（Directory Profile Unified CM Administration）]
インターフェイスで設定されたLDAPパスワードは、暗号化された形式でエクスポートされま
す。Unified Communications Managerサーバーから別のサーバーにサービスプロファイルデー
タをインポートするには、エクスポートした .csvファイルにプレーンテキスト形式でパスワー
ドを手動で再入力する必要があります。これは、復号キーがサーバーごとに異なるため、同じ

パスワードをインポートできないためです。

認証に LDAPクレデンシャルを使用している場合は、Jabberクライアント設定
（jabber-config.xml）ファイルで設定されたDiagnosticsToolEnabledパラメータを使用して [Cisco
Jabber診断ツール（Cisco Jabber Diagnostic Tool）]を無効にする必要があります。

（注）
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エンタープライズパラメータまたはサービスパラメータを正常にインポートするためには、

インポート場所で Cisco Unified Communications Manager Administrationの [エンタープライズパ
ラメータ（Enterprise Parameter）]または [サービスパラメータ（Service Parameter）]ウィン
ドウからパラメータを更新する必要があります。その場合は、インポートを実行する前に、

Cisco Unified Communications Manager Administrationの [エンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameter）]または [サービスパラメータ（Service Parameter）]ウィンドウで、何も変更せず
に [保存（Save）]をクリックしてください。

[インポート/エクスポート（Import/Export）]を使用して更新できるのは、既存のエンタープ
ライズパラメータまたはサービスパラメータだけです。データベースで一部のパラメータが欠

落している場合、パラメータのインポートが失敗します。

注目

「[既存の設定の上書き（Override the existing configuration）]」オプションを使用すると、アイ
テムがサーバーに存在する場合はそれを更新し、存在しない場合はそれを挿入するよう BPS
に指示できます。この上書き（オーバーライド）オプションを使って電話機やユーザーデバイ

スプロファイルをインポートするとき、IP電話サービスは更新されず、既存のエンティティ
のセットに付加されるだけです。

同じ名前の複数の IP電話サービスが存在する可能性がありますが、このようなサービスを区
別する一意のキーが存在しないため、[インポート/エクスポート（Import or Export）]操作でど
のサービスを更新すか特定できず、代わりにサービスを付加します。

（注）

始める前に

import.csvファイルに IPMA固有のテンプレートが含まれている場合は、インポートトランザ
クションを実行する前に、ターゲットサーバー上で IPMAウィザードを必ず実行してくださ
い。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [インポート/エクスポート（Import/Export）] > [インポー
ト（Import）]の順に選択します。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]フィールドで .tarファイル名を選択し、[次へ（Next）]をクリック
します。

[ファイル名（File Name）]ドロップダウンリストに、アップロードされたすべて
の .tarファイルが表示されます。

（注）

ステップ 3 [インポートの設定（Import Configuration）]セクションに、.tarファイルのすべてのコンポーネ
ントが一覧表示されます。インポートするオプションに対応するチェックボックスをオンにし

ます。
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ステップ 4 アイテムが存在する場合はそれを更新し、存在しない場合はそれを挿入するよう BPSに指示
するには、[既存の設定の上書き（Override the existing configuration）]チェックボックスをオン
にします。

既存の設定をオーバーライドするかどうかは任意選択です。

ファイルが変更される場合、更新中にファイル名とファイル形式を変更してはなり

ません。

（注）

ステップ 5 [すべて選択（Select All）]をクリックすると、同時にすべてのオプションが選択され、[すべて
をクリア（Clear All）]をクリックすると、すべての選択がクリアされます。

ステップ 6 対応するラジオボタンを選択して、ジョブをすぐに実行するか、それとも後で実行するかを選
択します。

ステップ 7 選択されたデータをインポートするためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリッ
クします。

[ステータス（Status）]セクション内のメッセージで、ジョブが正常に送信されたことを確認
できます。

ステップ 8 [一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブ化します。

次のタスク

ジョブの実行が失敗した後、修正済みの同じ tarファイルを実行するときに「上書き」を使用
できます。

Unified Communications Managerサーバーが作成されるとき、バックグラウンドでデータベース
トリガーが起動し、これによって会議ブリッジ（CFB）やメディアターミネーションポイン
ト（MTP）などのエンティティが自動的に作成されます。これらのエンティティには CFB_1
やMTP_1などの名前が付けられます。

ユーザーがこの情報を TARファイルにエクスポートして、それを別の Unified Communications
Managerサーバーにインポートすると、システムはCFBやMTPなどのアイテムを作成します。
新しい Unified Communications Managerサーバー上の名前は、インポート前の名前と同じにな
ることも、異なる名前になることもあります。

（注）

関連トピック

ログファイル（671ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）
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循環依存関係
Cisco Unified Communications Managerの一部のエンティティは、別のエンティティをインポー
トしないと、あるエンティティをインポートできない、というように相互に依存しています。

そのようなエンティティのインポート/エクスポートでは、2段階でインポートプロセスを実
行します。

1. 優先順位が高いエンティティが最初にインポートされ、対応するエンティティの値は空白
になります。

これは、対応エンティティの値が同時に使用できないからです。（注）

2. .tar内のすべてのエンティティをインポートした後、インポート/エクスポートは対応する
エンティティの値を使用して優先度の高いエンティティを更新し、インポートプロセスを

完了します。

対応するエンティティの値は次回のサイクルで使用可能になります。（注）

例

循環型依存関係が機能する方法を理解するために、以下の例を考えてみましょう。

デバイスプールとメディアリソースグループリスト（MRGL）：まず、デバイスプール（優
先度の高いエンティティ）がインポートされ、MRGL（対応するエンティティ）の値は同時に
使用できないため、空白になります。.tarファイル内のすべてのエンティティをインポートし
た後、インポート/エクスポートはデバイスプールを更新して、空白の値をMRGLの真の値で
置き換え、インポートプロセスを完了します。

循環型依存関係に縛られるエンティティとして、次のものがあります。

•デバイスプールとMRGL

•デバイスプールとルートグループ

•パーティションとスケジュール

•アプリケーションユーザとユーザグループ

•ライセンス

サンプルレコード

devicepool.csv
DEVICE POOL NAME,CISCO UNIFIED CALLMANAGER GROUP,DATE/TIME GROUP,REGION,SRST
REFERENCE,CALLING SEARCH SPACE FOR AUTO-REGISTRATION,AAR CALLING SEARCH SPACE,DEVICE
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MOBILITY CALLING SEARCH SPACE,MEDIA RESOURCE GROUP LIST,LOCATION,NETWORK LOCALE,CONNECTION
MONITOR DURATION,DEVICE MOBILITY GROUP,AAR GROUP,REVERTED CALL FOCUS PRIORITY,LOCAL
ROUTE GROUP,CALLING PARTY TRANSFORMATION CSS,CALLED PARTY TRANSFORMATION CSS,INCOMING
CALLING PARTY NATIONAL NUMBER PREFIX,INCOMING CALLING PARTY INTERNATIONAL NUMBER
PREFIX,INCOMING CALLING PARTY UNKNOWN NUMBER PREFIX,INCOMING CALLING PARTY SUBSCRIBER
NUMBER PREFIX,PHYSICAL LOCATION

Branch_0000,CMG 1 Phones,Central,region_0001,Disable,NULL,NULL,NULL,Intrn_MRGL-1_Volkswagen
Intn.,,NULL,-1,NULL,NULL,Default,NULL,NULL,NULL,Default,Default,Default,Default,NULL

mediaresourcegrouplist.csv
NAME,MEDIA RESOURCE GROUP 1,SORT ORDER 1

Intrn_MRGL-1_Volkswagen Intn.,,

インポート/エクスポートは、依存関係にあるエンティティをインポートする度に、2つのログ
ファイルを生成します。最初のログファイルは最初のエンティティの挿入のステータスを示

し、もう一方のログファイルは対応するエンティティの値によって、最初のエンティティが正

常に更新されたかどうかを示します。

（注）

インポートまたはエクスポートでサポートされていない項目

次の項目は、インポートまたはエクスポートでサポートされません。

• [ダイヤルプランインストーラ（Dial Plan Installer）]

• [ルートプランレポート（Route Plan Report）]

• MOH Audio Source

• [固定MOH音源（Fixed MOH Audio Source）]

• [MOHオーディオファイル管理（MOH Audio File Management）]

• [Ciscoボイスメールポートウィザード（Cisco Voice Mail Port wizard）]

• [ファームウェアロード情報（Firmware load information）]

•ライセンス

•発表

オーバーライドのみ
[インポート/エクスポート（Import/Export）]では、Cisco Unified Communications Managerデー
タベースの以下のエンティティに対する挿入機能はサポートされません。これらのエンティ

ティは、更新/オーバーライドのみ行えます。

• Cisco Unified CM

• LDAPシステム（LDAP System）
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• [エンタープライズパラメータ（Enterprise Parameters）]

• [サービスパラメータ（Service Parameter）]

•モビリティ設定

•アナンシエータ/MOHサーバ：Cisco Unified Communications Managerサーバを作成すると、
データベーストリガーがMOHサーバやアナンシエータなどのエンティティを作成しま
す。この情報をTARファイルにエクスポートして、それを別のCisco Unified Communications
Managerサーバにインポートすると、システムトリガーがMOHサーバやアナンシエータ
などのアイテムを作成します。[インポート/エクスポート（Import/Export）]は、既存の
MOHサーバ（サーバアソシエーション/アナンシエータ）の更新のみをサポートします。
インポートする前に CSVファイルに有効な関連付けが存在するように、TARファイルを
編集できます。最初にサーバをインポートすることをお勧めします。その次に、作成した

関連付けに基づいて、CSVファイルを編集して、インポートしてオーバーライドを実行で
きます。

• [デバイスのデフォルト（Device Defaults）]

•クレデンシャルポリシーのデフォルト（Credential Policy Default）

•証明書：Cisco Unified Communications Manager Administrationから新規証明書を作成/アッ
プロードできないため、[インポート/エクスポート（Import/Export）]は、既存の証明書の
更新のみをサポートします。証明書の [キャッシュの有効期間（Duration in Cache）]パラ
メータのみ、更新できます。

•セルフプロビジョニング

Cisco Unified CallManager 4.xリリースからのアップグレー
ド

Cisco Unified CallManager 4.xリリースからアップグレードした後にエンティティをインポート
する場合は、次の点に注意してください。

• BATは、同じバージョンの Cisco Unified Communications Manager間のインポート/エクス
ポートのみをサポートします。Cisco Unified CallManager 4.xリリースからアップグレード
した後、ソースサーバとターゲットサーバの両方で同じバージョンの Cisco Unified
Communications Managerが使用されていることを確認してください。

•アップグレード前にソースサーバで実行されていた以前の Cisco Unified CallManager 4.x
バージョンに該当するアプリケーションユーザに関連付けられたユーザグループの中に

は、ターゲットサーバで実行されるCisco Unified Communications Managerバージョンに該
当しないものが含まれている可能性があります。このようなユーザグループのインポート

トランザクションは失敗します。
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インポート/エクスポートメニュー関連のトピック
•設定データのエクスポート（661ページ）

• .tarファイルの編集（672ページ）

•ログファイル（671ページ）

•オーバーライドのみ（679ページ）

• Cisco Unified CallManager 4.xリリースからのアップグレード（680ページ）

•サーバ上のダウンロード可能なファイルの検索（23ページ）

•サーバからのファイルのダウンロード（25ページ）

•サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

•サーバからのファイルの削除（26ページ）
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第 65 章

インポートファイルの検証

この章では、BATの [インポートファイルの検証（Validate Import File）]ページを使用して、
インポートする .tarファイルを検証する方法について説明します。

•インポートファイルの検証項目（683ページ）
•インポートファイルの検証（683ページ）
•インポートファイルの検証関連のトピック（684ページ）

インポートファイルの検証項目
BATの [インポートファイルの検証（Validate Import File）]ページでは、import.tarファイル内
の次の項目が検証されます。

• .tarファイルにヘッダーファイルが含まれているか。
•ヘッダーファイルに列挙されたすべてのファイルが実際に .tarファイル内に存在するか。
• .tarファイル内のすべてのファイルがヘッダーファイルに列挙されているか。
•ファイル名が正しいか（インポート/エクスポート規則に従って）。
• .tarファイル内の CSVファイルのファイル形式が正しいか。

この機能には、有効な文字、文字列、長さなどに関するフィールドレベルの検証は含まれてい

ません。

（注）

インポートファイルの検証
BATの [インポートファイルの検証（Validate Import File）]ページを使用して、インポート .tar
ファイルを検証します。

検証手順は、インポート .tarファイルで指定された項目に対してのみ実行されます。（注）
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手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [インポート/エクスポート（Import/Export）] > [インポー
トファイルの検証（Validate Import File）]の順に選択します。
[インポートファイルの検証（Validate Import File）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [Tarファイル名（Tar File Name）]フィールドで .tarファイル名を選択し、[送信（Submit）]を
クリックします。

[ファイル名（File Name）]ドロップダウンリストボックスに、アップロードされたすべての
.tarファイルが一覧表示されます。

[ステータス（Status）]セクション内のメッセージで、ジョブが正常に送信されたことを確認
できます。

ステップ 3 ジョブのステータスを確認するには、[一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの
[ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用します。

次のタスク

検証中に問題が発生した場合は、ログファイルにそれが書き込まれます。

関連トピック

インポートファイルの検証項目（683ページ）
ログファイル（671ページ）
インポートファイルの検証関連のトピック（684ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

インポートファイルの検証関連のトピック
•設定データのエクスポート（661ページ）

• .tarファイルの編集（672ページ）

•サーバ上のダウンロード可能なファイルの検索（23ページ）

•サーバからのファイルのダウンロード（25ページ）

•サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

•サーバからのファイルの削除（26ページ）
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第 XIV 部

電話の移行
•電話の移行の管理（687ページ）





第 66 章

電話の移行の管理

この章では、Cisco Unified Communications Manager一括管理ツールの [電話の移行（Phone
Migration）]機能を使用して、電話機をあるタイプから別のタイプに一括して移行する方法に
ついて説明します。[電話の移行（Phone Migration）]サブメニューには、Cisco Unified
Communications Managerの [一括管理（Bulk Administration）]メニューからアクセスできます。

•電話の移行に関する考慮事項（687ページ）
•電話の移行（689ページ）

電話の移行に関する考慮事項
電話を移行するには、テキストベースのCSVデータファイルを使用します。CSVデータファ
イルは、BATスプレッドシートまたはテキストエディタのいずれかを使用して作成できます。

電話を移行する際は、次の制限事項に注意してください。

•スピードダイヤルまたは回線の数が少ない電話に移行しても、回線やスピードダイヤル
は削除されません。ただし、回線/スピードダイヤルの一部が電話機に表示されなくなり
ます。電話の設定ページには引き続き元のすべての回線/スピードダイヤルが表示されま
す。

•新しい電話に移行するとしても、SIPから SCCP、またはその逆に移行する場合は機能が
消失する可能性があります。

•移行できるのは既存の電話のみです。存在していないデバイスを CSVファイルに入力す
ると、エラーメッセージが表示されます。

•電話が正常に移行されると、古い電話機は新しい電話機の設定で更新されます。

•リセットまたは再起動オプションを選択すると、新しい電話機がリセットされます。
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BATスプレッドシートを使用した電話移行用のCSVデータファイルの
作成

BATスプレッドシートを使用して、電話の移行の詳細を含む CSVデータファイルを作成でき
ます。

BATスプレッドシートのフィールドの編集を完了した後、その内容を CSV形式のデータファ
イルにエクスポートできます。エクスポートされた CSV形式のデータファイルには、次のよ
うなデフォルトのファイル名が割り当てられます。

PhoneMigration#timestamp.txt

ここで、「timestamp」はファイルが作成された正確な日時を表します。

いずれかのフィールドにカンマを入力すると、BAT形式にエクスポートする際に BAT.xltはそ
のフィールドエントリを二重引用符で囲みます。

スプレッドシートに空の行を含める場合、システムは空の行をファイルの終わりとして扱いま

す。空の行より後に入力されたデータは BAT形式に変換されません。

（注）

手順

ステップ 1 BATスプレッドシートを開くには、BAT.xltファイルを探してダブルクリックします。

ステップ 2 スプレッドシートの機能を使用するように求められたら、[マクロを有効にする（EnableMacros）]
をクリックします。

ステップ 3 [電話の移行（Phone Migration）]タブをクリックします。

ステップ 4 各行で、次のフィールドの情報を入力します。

• [古いデバイス名（Old Device Name）]：移行する電話機の名前を、古いデバイスを識別す
る 1から 50文字で入力します。このフィールドは必須です。

• [新しいデバイスのMACアドレス（New Device MAC Address）]：新しいデバイスのMAC
アドレス（12文字）を入力します。これは必須フィールドです。

• [説明（Description）]：説明を 50文字以内で入力します。これはオプションのフィールド
です。説明には、任意の言語で最大50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセ

ント記号（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用で
きません。

ステップ 5 BAT Excelスプレッドシートから CSVファイルにデータを転送するには、[BAT形式にエクス
ポート（Export to BAT Format）]をクリックします。

デフォルトのファイル名 PhoneMigration#timestamp.txtで、C:\XLSDataFilesにファイルが
保存されます。[参照（Browse）]を使用して、ローカルワークステーションの別の既存のフォ
ルダにファイルを保存することもできます。
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エクスポートした CSVデータファイルを読み取る方法については、BATの [電話
の移行設定（Phone Migration Configuration）]ウィンドウにある [サンプルファイル
の表示（View Sample File）]へのリンクをクリックします。

（注）

次のタスク

CSVデータファイルを Cisco Unified Communications Managerサーバの最初のノードにアップ
ロードすると、BATからそのデータ入力ファイルにアクセスできるようになります。

関連トピック

CSVデータファイルを作成するために BATスプレッドシートのデータを収集する（14
ページ）

電話移行用のテキストベースの CSVファイルの作成（837ページ）
ファイルのアップロードおよびダウンロード（23ページ）

電話の移行
BATの電話移行機能を使用して、電話機を一括して移行します。

始める前に

•移行する電話機のデバイス名、新しい電話機のMACアドレス、および新しい電話機の説
明を含むカンマ区切り値（CSV）形式のデータファイルが必要です。

•特定のタイプの電話機テンプレートが作成済みで、移行に使用するプロトコルの設定と使
用準備が完了している必要があります。

•トランザクションに関わるターゲットと機能に絞り込み、データファイルをアップロード
します。

手順

ステップ 1 [Bulk Administration（一括管理）] > [電話の移行（Phone Migration）]の順に選択します。
[電話の移行設定（Phone Migration Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 電話機をリセットまたは再起動するよう選択するには、[情報のリセット/リスタート
（Reset/Restart Information）]セクションで適切なラジオボタンを選択できます。

[電話をリセット/リスタートしない（Don’t Reset/Restart phones）]がデフォルト設定です。

ステップ 3 [電話の移行情報（Phone Migration Information）]セクションの [ファイル名（File Name）]ド
ロップダウンリストボックスで、アップロードしたファイルを選択します。

ステップ 4 [電話テンプレート名（Phone Template Name）]ドロップダウンリストボックスから、移行に
使用する電話テンプレートを選択します。
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ステップ 5 [ジョブ情報（Job Information）]セクションに、ジョブの説明を入力します。

デフォルトの説明は [電話の移行（Phone Migration）]です。

ステップ 6 ジョブをすぐに実行するか、それとも後で実行するかを選択できます（対応するラジオボタン
を選択します）。

ステップ 7 電話機を移行するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 8 機能やデータが失われる可能性があることを伝える警告メッセージが表示されます。次のいず
れかを実行します。

a) [キャンセル（Cancel）]をクリックして、ジョブを送信せずに [電話の移行設定（Phone
Migration Configuration）]ウィンドウに戻ります。

b) [OK]をクリックして、ジョブの送信に進みます。

[ステータス（Status）]セクション内のメッセージで、ジョブが正常に送信されたことを確認
できます。

ステップ 9 [一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブ化します。

関連トピック

サーバへのファイルのアップロード（25ページ）
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第 XV 部

Extension Mobility Cross Cluster（EMCC）
• Extension Mobility Cross Clusterテンプレート（693ページ）
• EMCCデバイスの挿入、更新、および削除（699ページ）





第 67 章

Extension Mobility Cross Clusterテンプレー
ト

この章では、Extension Mobility Cross Cluster（EMCC）に対して Cisco Unified Communications
Manager Administrationによって個々の更新を実行するのではなく、Cisco Unified Communications
Manager一括管理（BAT）を使用して一括で挿入、更新、または削除する方法について説明し
ます。

• EMCCテンプレート（693ページ）
• EMCCテンプレート関連のトピック（697ページ）

EMCCテンプレート
BAT EMCCテンプレートを使用して、共通の EMCC属性を定義して新しい EMCCのグループ
を追加します。テンプレートを作成する前に、EMCC設定が Cisco Unified Communications
Manager Administration内ですでに設定済みであることを確認します。新しい設定を BATで作
成することはできません。

EMCCテンプレートの検索
複数の EMCCテンプレートが存在することがあるため、では特定の基準に基づいて特定のテ
ンプレートを検索できます。次の手順を使用して、テンプレートを検索します。

ブラウザセッションでの作業中に、検索/一覧表示の検索設定がクライアントマシン上のCookie
に保存されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻った場合、またはブ

ラウザを閉じてから新しいブラウザウィンドウを再度開いた場合でも、この の検索設定が、

検索条件を変更するまで維持されます。

（注）

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
693



手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [EMCC] > [EMCCテンプレート（EMCC Template）]の
順に選択します。

[EMCCテンプレートの検索/一覧表示（EMCC Template Find and List）]ウィンドウが表示され
ます。2つのドロップダウンリストボックスを使用してテンプレートを検索します。

ステップ 2 最初の [EMCCテンプレートの検索（Find EMCC Template where）]ドロップダウンリストボッ
クスから、次の条件のいずれかを選択します。

•テンプレート名（Template Name）

•説明

2番目の [EMCCテンプレートの検索（Find EMCC Templates where）]ドロップダウンリスト
ボックスから、次の条件のいずれかを選択します。

•～で始まる

•～を含む

•次の文字列と完全に一致する

•次の文字列で終わる

•空である

•～が空ではない

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、[検索（Find）]をクリックします。

データベースに登録されているすべての EMCCテンプレートを検索するには、検
索テキストを何も入力せずに [検索（Find）]をクリックします。

ヒント

検出されたテンプレートのリストが表示されます。

ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致するデバイス名をクリックします。
ウィンドウに、選択した EMCCテンプレートが表示されます。

関連トピック

EMCCテンプレート関連のトピック（697ページ）

新しい EMCCテンプレートの作成
BATを使用して、EMCCテンプレートを作成します。
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手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [EMCC] > [EMCCテンプレート（EMCC Template）]の
順に選択します。

[EMCCテンプレートの検索/一覧表示（EMCC Template Find and List）]ウィンドウが表示され
ます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
[EMCCテンプレートの設定（EMCC Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 このバッチで共通に設定する EMCC設定を入力します。

フィールドの説明については、「表 51 : EMCCテンプレートのフィールドの説明（696ペー
ジ）」を参照してください。

ステップ 4 この EMCCテンプレートのすべての設定を入力したら、[保存（Save）]をクリックします。
これにより、テンプレートが作成されます。

次のタスク

テンプレートを作成した後に、[挿入（Insert）]ページからデフォルトのテンプレートを設定し
ます。[一括管理（Bulk Administration）] > [EMCC] > [EMCCの挿入/更新（Insert/Update
EMCC）]から [挿入（Insert）]ページにアクセスできます。

関連トピック

EMCCテンプレート関連のトピック（697ページ）

EMCCテンプレートの削除
不要になった EMCC BATテンプレートを削除できます。

デフォルト EMCCテンプレートとして設定されているテンプレートをシステムから削除する
ことはできません。[EMCCの挿入/更新（Insert/Update EMCC）]ページまたは [EMCCの削除
（DeleteEMCC）]ページから、デフォルトEMCCテンプレートを検索できます。また、[EMCC
テンプレート検索リスト（EMCC Template Find List）]ページから検索することもできます。
[検索リスト（Find List）]ページでは、デフォルトテンプレートに対応するチェックボックス
が表示されません。

（注）

手順

ステップ 1 削除する EMCCテンプレートを検索します。

ステップ 2 [EMCCテンプレートの設定（EMCC Template Configuration）]ウィンドウで、それが削除対象
のテンプレートであることを確認して、[削除（Delete）]をクリックします。
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また、[EMCCテンプレートの検索/一覧表示（EMCC Template Find and List）]ウィ
ンドウから EMCCテンプレートを削除することもできます。削除するテンプレー
トの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除（Delete Selected）]
をクリックします。

（注）

削除操作の確認を求めるメッセージが表示されます。

ステップ 3 テンプレートを削除するには、[OK]をクリックします。そのテンプレート名が、[EMCCテン
プレートの検索と一覧表示（Find and List EMCC Templates）]ウィンドウの EMCCテンプレー
トリストから消去されます。

特定の EMCCテンプレートを使用するジョブを送信した場合、そのテンプレート
を削除すると、そのジョブも削除されます。

注意

関連トピック

EMCCテンプレートの検索（693ページ）
EMCCテンプレート関連のトピック（697ページ）

BAT EMCCテンプレートのフィールドの説明
次の表では、EMCCテンプレートを追加する際に表示される可能性のある、すべてのフィール
ドについて説明しています。

一部のフィールドには、Cisco Unified Communications Manager管理ページで設定された値が表
示されます。

BATユーザインターフェイスで、アスタリスクが付いているフィールド名は必須入力項目で
す。アスタリスクが付いていないフィールドについては、任意指定です。

表 51 : EMCCテンプレートのフィールドの説明

説明フィールド

デバイス情報

テンプレートの名前を入力します。Template Name

作成する EMCCテンプレートの説明を入力します。説明には、
任意の言語で最大50文字を指定できますが、二重引用符（"）、

パーセント記号（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ
（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

説明

この EMCCのデバイスプールを選択します。

デバイスの場合、デバイスプールは、自動再登録に必要な共通

の特性（地域、日時グループ、Cisco Unified Communications
Managerグループ、コーリングサーチスペースなど）のセット
を定義します。

DevicePool
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説明フィールド

デフォルトのSIPプロファイルまたは作成済みの特定のプロファ
イルを選択します。SIPプロファイルは、電話機の特定のSIP情
報（デフォルトのテレフォニーイベントペイロードタイプ、

登録タイマーおよびキープアライブタイマー、メディアポー

ト、絞り、および動的 DNSサーバアドレスなど）を提供しま
す。

[SIPプロファイル（SIP
Profile）]

この EMCCに割り当てる共通デバイス設定を選択します。共通
デバイス設定には、特定のユーザに関連付けられている属性

（サービスまたは機能）が含まれています。共通デバイス設定

は、[共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ウィン
ドウで設定します。

共通デバイス設定を表示するには、[詳細の表示（ViewDetails）]
リンクをクリックします。

[共通デバイス設定（Common
Device Configuration）]

ドロップダウンリストボックスで、使用可能な共通の電話プロ

ファイルのリストから共通の電話プロファイルを選択します。

[共通の電話プロファイル
（Common Phone Profile）]

EMCCテンプレート関連のトピック
• EMCCテンプレート（693ページ）

•新しい EMCCテンプレートの作成（694ページ）

• EMCCテンプレートの削除（695ページ）

• BAT EMCCテンプレートのフィールドの説明（696ページ）

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
697

Extension Mobility Cross Cluster（EMCC）

EMCCテンプレート関連のトピック



Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
698

Extension Mobility Cross Cluster（EMCC）

EMCCテンプレート関連のトピック



第 68 章

EMCCデバイスの挿入、更新、および削除

この章では、Cisco Unified Communications Manager一括管理（BAT）を使用して、Cisco Unified
Communications Managerデータベースに対して、EMCCデバイスの挿入、更新、および削除を
行う方法について説明します。

• EMCCデバイスの挿入（699ページ）
• EMCCデバイスの更新（700ページ）
• EMCCデバイスの削除（701ページ）

EMCCデバイスの挿入
BATを使用して、Cisco Unified Communications Managerデータベースに EMCCデバイスを追
加します。

EMCCデバイスごとに、EMCC1、EMCC2などの形式で一意の名前が付きます。BATは、最後
に使用された番号を取得することにより、EMCCデバイス番号を割り当てます。電話機、UDP、
RDP、EMCCテンプレートなどの他のエンティティに同じ形式（EMCC1、EMCC2）の名前が
付いている場合、BAT Insert EMCCは命名の重複に関するエラーを生成します。そのため、
EMCCデバイスを挿入する前に、同じ名前形式の上記のエンティティを必ず名前変更してくだ
さい。

例

管理者ユーザが 27台の EMCCデバイスを挿入するとします。まず BATは、UCMで使用され
た最後のEMCCデバイスシリアル番号（たとえばEMCC123）を探します。その後、その次の
番号からデバイスの挿入を開始します（EMCC124～EMCC150）。UDPデバイスにEMCC135、
EMCC137、EMCC150という名前がすでに使用されている場合、BAT Insert EMCCは命名エ
ラーを生成します。UDPデバイスの名前を変更しない限り、上記の名前を持つ EMCCデバイ
スは作成されません。

始める前に

EMCCデバイスを挿入する前に、有効な EMCCテンプレートをデフォルトとして設定する必
要があります。EMCCデバイスの更新手順に従って、デフォルトテンプレートを設定します。
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追加する EMCCデバイスの数を判別するには、登録済み電話機の数を調べて、現時点で登録
されていない可能性のあるデバイスを考慮するためにそれに 5%を加えます。100台の電話機
がある場合は、100に 0.05を掛けて 5を算出します。結果（5）を合計（100）に加えます。
EMCCデバイスの数は 105です。

Cisco Unified Communications Manager上の登録済みの電話機、ゲートウェイ、およびメディア
リソースデバイスの数に関する情報を表示するには、RTMTを開いて、[音声/ビデオ
（Voice/Video）] &gt; [デバイス（Device）] &gt; [デバイスの要約（Device Summary）]の順に
選択します。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [EMCC] > [EMCCの挿入/更新（Insert/Update EMCC）]
の順に選択します。

[EMCC設定の挿入/更新（Insert/Update EMCC Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [EMCCデバイスの挿入（Insert EMCC Devices）]ラジオボタンが選択されていることを確認し
ます。

ステップ 3 [追加する EMCCデバイスの数（Number of EMCC Devices to be added）]フィールドに、デバイ
スの数を入力します。

ステップ 4 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

[EMCCデバイスの挿入（Insert EMCC Devices）]がデフォルトの説明です。

ステップ 5 すぐに EMCCデバイスを挿入する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックしま
す。後でデバイスを挿入する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 6 EMCCデバイスを挿入するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

ステップ 7 [一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
EMCCデバイスの更新（700ページ）

EMCCデバイスの更新
BATを使用して、データベースで EMCCデバイスを更新します。
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手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [EMCC] > [EMCCの挿入/更新（Insert/Update EMCC）]
の順に選択します。

ステップ 2 [EMCCデバイスの更新（Update EMCC Devices）]ラジオボタンを選択します。

ステップ 3 デフォルトテンプレートを設定するには、[デフォルトのEMCCテンプレート（Default EMCC
Template）]ドロップダウンリストボックスから、EMCCテンプレートを選択します。

ステップ 4 すべてのデバイスをリセットする場合は [リセット（Reset）]を、そうでない場合は [リセット
しない（Don't Reset）]を選択します。

ステップ 5 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

[EMCCデバイスの更新（Update EMCC Devices）]がデフォルトの説明です。

ステップ 6 すぐにEMCCレコードを更新する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]ラジオボタンをク
リックします。後でレコードを更新する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 7 EMCCデバイスを更新するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

ステップ 8 [一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

EMCCデバイスの削除
BATを使用することで、EMCCデバイスを一括して削除できます。次の手順により、EMCC
デバイスを削除します。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [EMCC] > [EMCCの削除（Delete EMCC）]の順に選択
します。

[EMCC設定の削除（Delete EMCC Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [削除するEMCCデバイスの数（Number of EMCC Devices to be deleted）]フィールドに、削除す
るデバイスの数を入力します。

ステップ 3 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

デフォルトの説明は、[EMCCの削除（Delete EMCC）]です。
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ステップ 4 すぐに EMCCデバイスを削除する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックしま
す。後でデバイスを削除する場合は、[後で実行（Run Later）]をクリックします。

ステップ 5 EMCCデバイスを削除するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

ステップ 6 [一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
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第 XVI 部

Intercompany Media Engine（IME）
•信頼要素（705ページ）
•信頼グループ（709ページ）
•登録済みグループ（713ページ）
•除外グループ（717ページ）
•フォールバックプロファイル（721ページ）





第 69 章

信頼要素

この章では、Cisco Unified Communications Manager一括管理（BAT）を使用して、Cisco Unified
Communications Managerデータベースに対して信頼要素のレコードの挿入または削除を行う方
法について説明します。

•信頼要素設定の挿入（705ページ）
• IME信頼要素設定の削除（706ページ）
• IME関連のトピック（707ページ）

信頼要素設定の挿入
BATを使用して、Cisco Unified Communications Managerデータベースに信頼要素設定を追加し
ます。

始める前に

•要素名、説明、要素タイプ、および信頼グループを含むCSVデータファイルが必要です。

• CSV形式に変換されるBATスプレッドシートを使用して、CSVデータファイルを作成で
きます。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [Intercompany Media Service] > [信頼要素（Trust
Element）] > [信頼要素の挿入（Insert Trust Element）]の順に選択します。
[信頼要素設定の挿入（Insert Trust Element Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]フィールドで、この一括トランザクション用に作成した CSVデー
タファイルを選択します。

ステップ 3 （任意）システム内の既存の信頼要素に関する設定を更新する場合は、[既存の設定の上書き
（Override the existing configuration）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

デフォルトの説明は、 [信頼要素の挿入（Insert Trust Element）]です。
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ステップ 5 Insert Cisco Trust Elementレコードをすぐに挿入する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]
ラジオボタンをクリックします。後でレコードを挿入する場合は、[後で実行（Run Later）]を
クリックします。

ステップ 6 Unified信頼要素レコードを挿入するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリッ
クします。

ステップ 7 [一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
IME関連のトピック（707ページ）

IME信頼要素設定の削除
カスタム CSVデータファイルを使用して、Cisco Unified Communications Managerデータベー
スから信頼要素を削除できます。

bat.xltを使って作成された挿入トランザクションファイルを削除トランザクションに使用しな
いでください。代わりに、削除する必要のある信頼要素レコードの詳細を含むカスタムファイ

ルを作成する必要があります。削除トランザクションにはこのファイルだけを使用してくださ

い。このカスタム削除ファイルでは見出しが不要で、名前や説明などの値を入力できます。

（注）

始める前に

•削除する信頼要素の要素名を列挙したテキストファイルを作成します。

•カスタムファイルをCisco Unified Communications Managerサーバの最初のノードにアップ
ロードします。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [Intercompany Media Service] > [信頼要素（Trust
Element）] > [信頼要素の削除（Delete Trust Element）]の順に選択します。
[信頼要素設定の削除（Delete Trust Element Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [カスタムファイル内の名前による信頼要素の削除（Delete Trust Element where Name in custom
file）]ドロップダウンリストボックスから、この削除用のカスタムファイルのファイル名を
選択して、[検索（Find）]をクリックします。
検索条件に一致する信頼要素が表示されます。

ステップ 3 信頼要素を削除するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックします。
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ステップ 4 [一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
IME関連のトピック（707ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

IME関連のトピック
• BATログファイル（771ページ）

• CSVデータファイルを作成するために BATスプレッドシートのデータを収集する（14
ページ）

• IME信頼要素設定用のテキストベースの CSVファイルの作成（838ページ）

• CSVデータファイルによるテンプレート値のオーバーライド（10ページ）

• IME信頼要素設定の削除（706ページ）

•信頼要素設定の挿入（705ページ）

•スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

•サーバへのファイルのアップロード（25ページ）
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第 70 章

信頼グループ

この章では、Cisco Unified Communications Manager一括管理（BAT）を使用して、Cisco Unified
Communications Managerデータベースに対して信頼グループのレコードの挿入または削除を行
う方法について説明します。

• IME信頼グループ設定の挿入（709ページ）
• IME信頼グループ設定の削除（710ページ）
• IME信頼グループの設定関連のトピック（711ページ）

IME信頼グループ設定の挿入
カスタム CSVデータファイルを使用して、Cisco Unified Communications Managerデータベー
スに信頼グループ設定を追加できます。

始める前に

名前、説明、および信頼の詳細を含む CSVデータファイルが必要です。

CSV形式に変換されるBATスプレッドシートを使用して、CSVデータファイルを作成できま
す。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [Intercompany Media Service] > [信頼グループ（Trust
Group）] > [信頼グループの挿入（Insert Trust Group）]の順に選択します。
[信頼グループ設定の挿入（Insert Trust Group Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]フィールドで、この一括トランザクション用に作成した CSVデー
タファイルを選択します。

ステップ 3 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

デフォルトの説明は [信頼グループの挿入（Insert Trust Group）]です。
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ステップ 4 Insert Unified Trust Groupレコードをすぐに挿入する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]
ラジオボタンをクリックします。後でレコードを挿入する場合は、[後で実行（Run Later）]を
クリックします。

ステップ 5 Insert Unified Trust Groupレコードを挿入するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]
をクリックします。

ステップ 6 [一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
IME信頼グループの設定関連のトピック（711ページ）

IME信頼グループ設定の削除
カスタム CSVデータファイルを使用して、データベースから除外グループを削除できます。

bat.xltを使って作成された挿入トランザクションファイルを削除トランザクションに使用しな
いでください。代わりに、削除する必要のある信頼グループレコードの詳細を含むカスタム

ファイルを作成する必要があります。削除トランザクションにはこのファイルだけを使用して

ください。このカスタム削除ファイル内にはヘッダーが不要で、名前、説明、グループタイ

プ、またはシスコリンクルートフィルタグループプロファイルの値を入力できます。

（注）

始める前に

1. 削除する信頼グループの名前を列挙したテキストファイルを作成します。

2. の最初のノードサーバーに、CSVファイルをアップロードします。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [Intercompany] > [メディアサービス（Media Services）] >
[信頼グループ（Trust Group）] > [信頼グループの削除（Delete Trust Group）]の順に選択し
ます。

[信頼グループの削除（Delete Trust Group Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [カスタムファイル内の名前による信頼グループの削除（Delete Trust Group where Name in custom
file）]ドロップダウンリストボックスから、この削除用のカスタムファイルのファイル名を
選択して、[検索（Find）]をクリックします。
検索条件に一致する信頼グループが表示されます。

ステップ 3 信頼グループを削除するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックします。
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ステップ 4 [一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
IME信頼グループの設定関連のトピック（711ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

IME信頼グループの設定関連のトピック
• BATログファイル（771ページ）

• CSVデータファイルを作成するために BATスプレッドシートのデータを収集する（14
ページ）

• IME信頼グループ設定用のテキストベースの CSVファイルの作成（839ページ）

• CSVデータファイルによるテンプレート値のオーバーライド（10ページ）

• IME信頼グループ設定の削除（710ページ）

• IME信頼グループ設定の挿入（709ページ）

•スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

•サーバへのファイルのアップロード（25ページ）
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第 71 章

登録済みグループ

この章では、Cisco Unified Communications Manager一括管理（BAT）を使用して、Cisco Unified
Communications Managerデータベースに対して登録済みグループのレコードの挿入または削除
を行う方法について説明します。

• IME登録済みグループ設定の挿入（713ページ）
• IME登録済みグループ設定の削除（714ページ）
• IME登録済みグループの設定関連のトピック（715ページ）

IME登録済みグループ設定の挿入
カスタム CSVデータファイルを使用して、Cisco Unified Communications Managerデータベー
スに登録済みグループ設定を追加できます。

始める前に

グループ名、説明、フォールバックプロファイルを含む CSVデータファイルが必要です。グ
ループ内のすべてのパターンはエイリアスデータです。

CSV形式に変換されるBATスプレッドシートを使用して、CSVデータファイルを作成できま
す。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [Intercompany Media Service] > [登録済みグループ（Enrolled
Group）] > [登録済みグループの挿入（Insert Enrolled Group）]の順に選択します。
[登録済みグループ設定の挿入（Insert Enrolled Group Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]フィールドで、この一括トランザクション用に作成した CSVデー
タファイルを選択します。

ステップ 3 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

デフォルトの説明は [登録済みグループの挿入（Insert Enrolled Group）]です。
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ステップ 4 Insert Unified Enrolled Groupレコードをすぐに挿入する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]
ラジオボタンをクリックします。後でレコードを挿入する場合は、[後で実行（Run Later）]を
クリックします。

ステップ 5 Insert Unified Enrolled Groupレコードを挿入するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]
をクリックします。

ステップ 6 [一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
IME登録済みグループの設定関連のトピック（715ページ）

IME登録済みグループ設定の削除
カスタム CSVデータファイルを使用して、データベースから除外グループを削除できます。

bat.xltを使って作成された挿入トランザクションファイルを削除トランザクションに使用しな
いでください。代わりに、削除する必要のある登録済みグループレコードの詳細を含むカスタ

ムファイルを作成する必要があります。削除トランザクションにはこのファイルだけを使用し

てください。このカスタム削除ファイルでは見出しが不要で、名前の値を入力できます。

（注）

始める前に

1. 削除する登録済みグループのグループ名を列挙したテキストファイルを作成します。

2. サーバーの最初のノードにカスタムをアップロードします。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [Intercompany Media Service] > [登録済みグループ（Enrolled
Group）] > [登録済みグループの削除（Delete Enrolled Group）]の順に選択します。

ステップ 2 [カスタムファイル内の名前による登録済みグループの削除（Delete Enrolled Group where Name
in custom file）]ドロップダウンリストボックスから、この削除用のカスタムファイルのファ
イル名を選択して、[検索（Find）]をクリックします。
検索条件に一致する登録済みグループが表示されます。

ステップ 3 登録済みグループを削除するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックしま
す。
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ステップ 4 [一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
IME登録済みグループの設定関連のトピック（715ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

IME登録済みグループの設定関連のトピック
• BATログファイル（771ページ）

• CSVデータファイルを作成するために BATスプレッドシートのデータを収集する（14
ページ）

• IME登録グループ設定用のテキストベースの CSVファイルの作成（840ページ）

• CSVデータファイルによるテンプレート値のオーバーライド（10ページ）

• IME登録済みグループ設定の削除（714ページ）

• IME登録済みグループ設定の挿入（713ページ）

•スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

•サーバへのファイルのアップロード（25ページ）
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第 72 章

除外グループ

この章では、Cisco Unified Communications Manager一括管理（BAT）を使用して、Cisco Unified
Communications Managerデータベースに対して除外グループのレコードの挿入または削除を行
う方法について説明します。

• IME除外グループ設定の挿入（717ページ）
• IME除外グループ設定の削除（718ページ）
• IME除外グループの設定関連のトピック（719ページ）

IME除外グループ設定の挿入
カスタムCSVデータファイルを使用して、データベースに除外グループ設定を追加できます。

始める前に

•名前と説明を含む CSVデータファイルが必要です。

• CSV形式に変換されるBATスプレッドシートを使用して、CSVデータファイルを作成で
きます。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [Intercompany Media Service] > [除外グループ（Exclusion
Group）] > [除外グループの挿入（Insert Exclusion Group）]の順に選択します。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]フィールドで、この一括トランザクション用に作成した CSVデー
タファイルを選択します。

ステップ 3 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

デフォルトの説明は [除外グループの挿入（Insert Exclusion Group）]です。

ステップ 4 Insert Unified Exclusion Groupレコードをすぐに挿入する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]
ラジオボタンをクリックします。後でレコードを挿入する場合は、[後で実行（Run Later）]を
クリックします。

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
717



ステップ 5 Insert Unified Exclusion Groupレコードを挿入するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]
をクリックします。

ステップ 6 [一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
IME除外グループの設定関連のトピック（719ページ）

IME除外グループ設定の削除
カスタム CSVデータファイルを使用して、データベースから除外グループを削除できます。

bat.xltを使って作成された挿入トランザクションファイルを削除トランザクションに使用しな
いでください。代わりに、削除する必要のある除外グループレコードの詳細を含むカスタム

ファイルを作成する必要があります。削除トランザクションにはこのファイルだけを使用して

ください。このカスタム削除ファイルでは見出しが不要で、名前の値を入力できます。

（注）

始める前に

1. 削除する除外グループの名前を列挙したテキストファイルを作成します。

2. の最初のノードサーバーに、CSVファイルをアップロードします。

手順

ステップ 1

ステップ 2 [一括管理（Bulk Administration）] > [Intercompany Media Service] > [除外グループ（Exclusion
Group）] > [除外グループの削除（Delete Exclusion Group）]の順に選択します。

ステップ 3 [カスタムファイル内の名前による除外グループの削除（Delete Exclusion Group where Name
in custom file）]ドロップダウンリストから、削除するカスタムファイルのファイル名を選択
し、[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 4 除外グループを削除するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 5 [一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
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スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
IME除外グループの設定関連のトピック（719ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

IME除外グループの設定関連のトピック
• BATログファイル（771ページ）

• CSVデータファイルを作成するために BATスプレッドシートのデータを収集する（14
ページ）

• IME除外グループ設定用のテキストベースの CSVファイルの作成（842ページ）

• CSVデータファイルによるテンプレート値のオーバーライド（10ページ）

• IME除外グループ設定の削除（718ページ）

• IME除外グループ設定の挿入（717ページ）

•スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

•サーバへのファイルのアップロード（25ページ）
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第 73 章

フォールバックプロファイル

この章では、Cisco Unified Communications Manager一括管理（BAT）を使用して、Cisco Unified
CommunicationsManagerデータベースに対してフォールバックプロファイルのレコードの挿入
または削除を行う方法について説明します。

•フォールバックプロファイル設定の挿入（721ページ）
•フォールバックプロファイル設定の削除（722ページ）
•フォールバックプロファイルの設定関連のトピック（723ページ）

フォールバックプロファイル設定の挿入
カスタム CSVデータファイルを使用して、データベースにフォールバックプロファイル設定
を追加できます。

始める前に

•名前、説明、アドバタイズされたフォールバックディレクトリE.164番号、フォールバッ
クQOS重要度レベル、フォールバックコール応答タイマー、フォールバック電話番号パー
ティション、フォールバック電話番号、発信者 IDの部分一致の桁数、フォールバック
コール CSSといった情報を含む CSVデータファイルが必要です。

• CSV形式に変換されるBATスプレッドシートを使用して、CSVデータファイルを作成で
きます。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [Intercompany Media Service] > [フォールバックプロファ
イル（Fallback Profile）] > [フォールバックプロファイルの挿入（Insert Fallback Profile）]の
順に選択します。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]フィールドで、この一括トランザクション用に作成した CSVデー
タファイルを選択します。

ステップ 3 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。
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デフォルトの説明は、[フォールバックプロファイルの挿入（Insert Fallback Profile）]です。

ステップ 4 Insert Unified Fallback Profileレコードをすぐに挿入する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]
ラジオボタンをクリックします。後でレコードを挿入する場合は、[後で実行（Run Later）]を
クリックします。

ステップ 5 Insert Unified Fallback Profileレコードを挿入するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]
をクリックします。

ステップ 6 [一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
フォールバックプロファイルの設定関連のトピック（723ページ）

フォールバックプロファイル設定の削除
カスタムCSVデータファイルを使用して、データベースからフォールバックプロファイルを
削除できます。

bat.xltを使って作成された挿入トランザクションファイルを削除トランザクションに使用しな
いでください。代わりに、削除する必要のあるフォールバックプロファイルレコードの詳細

を含むカスタムファイルを作成する必要があります。削除トランザクションにはこのファイル

だけを使用してください。このカスタム削除ファイルでは見出しが不要で、名前の値を入力で

きます。

（注）

始める前に

1. 削除するフォールバックプロファイルの名前を列挙したテキストファイルを作成します。

2. の最初のノードサーバーに、CSVファイルをアップロードします。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [Intercompany Media Service] > [フォールバックプロファ
イル（Fallback Profile）] > [フォールバックプロファイルの削除（Delete Fallback Profile）]の
順に選択します。

ステップ 2 [カスタムファイル内の名前によるフォールバックプロファイルの削除（Delete Fallback Profile
where Name in custom file）]ドロップダウンリストから、この削除用のカスタムファイルの
ファイル名を選択して、[検索（Find）]をクリックします。
検索条件に一致するフォールバックプロファイルが表示されます。
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ステップ 3 フォールバックプロファイルを削除するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をク
リックします。

ステップ 4 [一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
フォールバックプロファイルの設定関連のトピック（723ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

フォールバックプロファイルの設定関連のトピック
• BATログファイル（771ページ）

• CSVデータファイルを作成するために BATスプレッドシートのデータを収集する（14
ページ）

•フォールバックプロファイル設定用のテキストベースの CSVファイルの作成（843ペー
ジ）

• CSVデータファイルによるテンプレート値のオーバーライド（10ページ）

•フォールバックプロファイル設定の削除（722ページ）

•フォールバックプロファイル設定の挿入（721ページ）

•スケジュールしたジョブの管理（759ページ）

•サーバへのファイルのアップロード（25ページ）
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第 XVII 部

機密アクセスレベルの設定
•機密アクセスレベルの設定（727ページ）





第 74 章

機密アクセスレベルの設定

この章では、Cisco Unified Communications Manager Administrationを使用して機密アクセスレベ
ル（CAL）を設定する方法について説明します。

•機密アクセスレベルの設定について （727ページ）
• CAL強制レベル（729ページ）
• CALの制限（729ページ）
•機密アクセスレベルのセットアップ （731ページ）

機密アクセスレベルの設定について
Cisco Unified Communications Manager Administrationで、メニューパス [一括管理（Bulk
Administration）] > [機密アクセスレベル（Confidential Access Level）] > [機密アクセスレベ
ルマトリックス（Import Confidential Access Level）]を使用して CALを設定します。CAL機
能は、発信やその他の補足機能（転送、Meet-Meなどの会議など）を制限するために使用され
ます。

CALは以下のエンティティに指定される数値です。

•デバイス（IPフォンなど）

•回線（電話番号など）

•トランク（SIPトランクなど）

CALには 2つの主要機能があります。

•設定に基づいて発信の完了を制御します。

•発信について付加的な情報を伝える、電話に関する情報を表示します。

CALマトリックスのフォーマット

機密アクセスレベル（CAL）マトリックスは、発信ポリシーを実装するために、ある CALを
他のCALと比較するのに使用されるX/Yマトリックスです。発信側番号からのCALは、マト
リックスの X軸方向に選択され、マトリックスの Y軸方向に着信側番号と比較されます。こ
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れら 2つの値の交点は解決済み CALと呼ばれます。解決済み CALは、発信が続行されるべき
かを判定し、またユーザに表示されるメッセージも判定します。

次に、CALマトリックスの例を示します。

列 5列 4列 3列 2列 1

321CAL説明

1111制限なし

2212制限付

3213社外秘

社外秘制限あり制限なし説明終了

マトリックスは対称である必要があります。例えば、上記のサンプル CALマトリックスで、
CAL 2と CAL 3の交点にある値は CAL 3と CAL 2の交点にある値と同じです。それで、どち
らの場合も解決済みCALは 2です（制限あり）。Cisco Unified Communications Managerは、イ
ンポートされたマトリックスが対称かどうかを検証しません。したがって、目的の発信ポリ

シーと一致するマトリックスを設定する責任は管理者にあります。

重要

要件に合わせて異なるCALを設定することができます。次のCALがこのサンプルマトリック
スで設定されています。

• 1：制限なし

• 2：制限あり

• 3：機密

CALマトリックスの最初の行は、Cisco Unified Communications Managerにインポートしたい有
効な CALをすべて含む必要があります。説明と CAL値は任意です。残りの列の CALには、
インポートしたい任意の数値を指定することができます。続く行は、列1ではテキストによる
説明を、列3および続く列では他のCALとの関係を定義します。第1の行に入力された各CAL
に対して、その値についてのテキストの説明を含む結果の行があるべきです。言い換えると、

列 1は、第 1の行に入力されるすべての CALについてのテキストの説明を含む必要がありま
す。最後の行（終了、説明）は、CALマトリックスの終了を示します。この行を超える CAL
はインポートされません。

発信が、CALが 1（制限なし）である番号からCALが 2（制限あり）である着信番号に対して
なされた場合、解決済み CALは 1（CAL 1と CAL 2の交点）になります。したがって、CAL
1に対応するテキストである「制限なし」が両方の電話に表示されます。同様に、制限された
側（CAL 2）と機密側（CAL 3）との間の発信の場合、「制限あり」（解決済みCAL 2に対応）
が両方の電話に表示されます。したがって、CALマトリックスは発信に関わるすべての当事者
の中で最も大きい共通の値に解決されます。
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CAL強制レベル
Cisco Unified Communications Manager 10.0(1)では、ダイレクトコールパーク、ビルトインブ
リッジなどの機能で使用される内部 Cisco Unified Communications Managerデバイス上、また
MGCP BRIデバイス、モビリティ、CTIベースのエンドポイントなどのいくつかのエンドポイ
ント上で、CAL機能は設定できません。すべてのコールに対して CAL解決の制限を厳密に適
用した場合、望ましくないコールの失敗の原因になる可能性があります。また、CAL値をすべ
てのデバイスに割り当てずに CALの制限を適用すると、コールの失敗の原因になる可能性も
あります。

望ましくないコールの失敗を避け、CAL機能を円滑に導入するために、Cisco Unified
Communications Managerリリース 10.0(1)では、次のモードの CAL強制が実装されています。

•ストリクト（厳格）モード：このモードでは、[CAL強制レベル（CAL EnforcementLevel）]
エンタープライズパラメータが [ストリクト（Strict）]に設定されます。CAL値がデバイ
スに対して設定されていない場合または CALをサポートしない機能が呼び出されている
場合、コールは許可されます。

•リニエント（厳格でない）モード：このモードでは、[CAL強制レベル（CAL Enforcement
Level）]エンタープライズパラメータが [リニエント（Lenient）]に設定されます。CAL
値がデバイスに対して設定されていない場合または CALをサポートしない機能が呼び出
されている場合でも、コールは許可されます。ただし、CAL値がすべてのデバイスに対し
て設定されていて CAL解決が失敗した場合は、コールは許可されません。

シスコでは、CAL機能をリニエントモードで Cisco Unified Communications Managerリリース
10.0(1)に導入することをお勧めします。

（注）

CAL強制レベルを設定するには、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ
（Enterprise Parameters）]の順に選択し、[CAL強制レベル（CAL Enforcement Level）]ドロッ
プダウンリストから CAL強制レベルを選択します。

（注）

リニエントモードが正しく機能するように、[CAL解決の警告メッセージテキスト（CAL
Resolution Warning Message Text）]エンタープライズパラメータで、適切な警告テキストを設
定することを強くお勧めします。たとえば、「Warn: CAL unknown」です。CAL値が設定され
ていないがコールが許可される場合、常にこの警告テキストが電話に表示されます。

重要

CALの制限
CAL機能には、次の制限が適用されます。
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•電話の組み込みブリッジ（BIB）は、割り当てられたCAL値ではありません。割り込み機
能とモニタリング機能にはBIBが使用されるため、これらの機能を使用する電話では、警
告メッセージが表示されます。[CAL解決の警告メッセージテキスト（CAL Resolution
Warning Message Text）]エンタープライズパラメータで設定されている警告メッセージを
基に、警告テキストが表示されます。

• SIPトランクとは異なり、MGCPデバイスやH323デバイスは解決済み CAL値をクラスタ
間で渡さないため、コールの発信側と着信側で異なる解決済み CAL値が表示される場合
があります。

• CAL機能は、一部の電話モデルではサポートされていません。ご利用の電話で CALがサ
ポートされているかを確認するには、その電話モデルの『Cisco Unified IP Phone User Guide』
を参照してください。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 10.0(1)では、ダイレクトコールパークお
よびモビリティ機能はリニエントモードでのみ動作します。

•エクステンションモビリティは、回線に関連付けられている CAL値のみを適用します。
• CALヘッダーが SIP 180呼び出しメッセージに含まれている場合でも、発信側の SIP電話
には、コールに応答があるまで PENDINGメッセージは表示されません。この制限を回避
するために、電話に関連付けられている SIPプロファイルレベルで LUAスクリプトを適
用できます。LUAスクリプトが SIP 180呼び出しメッセージに含まれる CALヘッダーを
削除し、Remote Party IDを PENDINGに更新します。LUAスクリプトの例を次に示しま
す。このスクリプトを適用すると、コールに応答があるまで、発信側電話機に PENDING
メッセージが表示されます。

M = {}
trace.enable()
function M.outbound_180_INVITE(msg)
local cal =msg:getHeader("Confidential-Access-Level")
if cal then
msg:removeHeader("Confidential-Access-Level")
1
CAL limitations
REVIEW DRAFT - CISCO CONFIDENTIAL
local rpi =msg:getHeaderValues("Remote-Party-ID")
local uri = "\"PENDING\" "
rpi[1] = uri .. string.match(rpi[1], "(<.+)")
msg:modifyHeader("Remote-Party-ID", rpi[1])
msg:addHeader("Remote-Party-ID",rpi[2])
end
end
return M

•自動ピックアップを無効にすると、ピックアップ中に CAL解決が失敗した場合、418
Incompatible SIPメッセージは電話機に送信されません。

•この回線に関連付けられた CALを持つ電話が、Fromヘッダーの電話番号がその電話の
Cisco Unified Communications Managerデータベースで設定されている値と異なる INVITE
メッセージを受信すると、CAL機能が有効な場合、Cisco Unified Communications Manager
はこの電話に SIP 418 Invalid CALメッセージを送信します。CAL機能が無効な場合は、
Cisco Unified Communications Managerは元の動作を維持し、SIP403 Forbiddenメッセージを
送信します。
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機密アクセスレベルのセットアップ
次の手順を実行して、機密アクセスレベルをセットアップします。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [機密アクセスレベル（Confidential Access Level）] > [機
密アクセスレベルマトリクスのインポート（Import Confidential Access Level Matrix）]の順に
選択します。

[機密アクセスレベルマトリクスのアップロード（Confidentiality Access Level Matrix Upload）]
ウィンドウが開きます。

ステップ 2 [参照（Browse）]をクリックして、アップロードする csvファイルを選択します。

csvファイルには、解決されるCAL値を検索するためのX/YマトリクスであるCAL
テーブルが含まれています。

（注）

ステップ 3 [アップロード（Upload）]をクリックします。

[アップロード（Upload）]ボタンは、CCMスーパーユーザと標準機密アクセスレ
ベルユーザのアクセスグループに対してのみ有効になります。

（注）
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第 XVIII 部

CUPS
• CUPメニューを使用したライセンスの更新およびエクスポート（735ページ）





第 75 章

CUPメニューを使用したライセンスの更新
およびエクスポート

この章では、BATの [CUPS]メニューを使用して、すべての Unified Presenceユーザと Cisco
Unified Personal Communicatorユーザのライセンスを更新およびエクスポートする方法について
説明します。

Cisco Unified Communications環境のすべての価値を提供するための重要なコンポーネントであ
る Cisco Unified Presenceは、ユーザの在席状況に関する情報を収集します。この情報を使用し
て、Cisco Unified Personal Communicatorおよび Cisco Unified Communications Managerなどのア
プリケーションでは、コラボレーション通信に最も効果的な方法を決定して生産性を向上でき

ます。

• CUPおよび CUPCユーザライセンスの更新とエクスポート（735ページ）

CUPおよび CUPCユーザライセンスの更新とエクスポー
ト

BAT内の CUPSメニューを使用して、CUPSおよび CUPCユーザライセンスを更新またはエ
クスポートすることができます。

手順

次のオプションから選択します。

a) CUPS/CUPCユーザを更新するには、[一括管理（Bulk Administration）] > [CUPS] >
[CUPS/CUPCユーザの更新（Update CUPS/CUPC Users）]の順に選択します。

b) CUPS/CUPCユーザをエクスポートするには、[一括管理（Bulk Administration）] > [CUPS] >
[CUPS/CUPCユーザのエクスポート（Export CUPS/CUPC Users）]の順に選択します。
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CUPSおよび CUPCユーザライセンスの追加または更新
BATを使用して、ライセンスを追加したり、変更したりできます。

手順

ステップ 1 [ファイルのアップロード/ダウンロード（Upload/Download Files）]ウィンドウを使用して、csv
ファイルをアップロードします。

csvファイルをアップロードする際は、正しい BATターゲットおよびトランザク
ションタイプを選択していることを確認する必要があります。

（注）

ステップ 2 [CUPSの更新（Update CUPS）]ウィンドウに移動して、アップロードする csvファイルを選択
し、ジョブを送信します。

それぞれのラジオボタンをクリックすることによって、ジョブをすぐに実行するこ

とも、後で実行することも選択できます。[後で実行（Run Later）]を選択した場
合、[ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]ウィンドウを使用してこのジョブをス
ケジュールしたり、アクティブにしたりできます。

（注）

ステップ 3 送信された BATジョブの進行状況を監視するには、[ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]
ウィンドウを使用します。

すべての CUPS/CUPCユーザライセンス情報をエクスポートする
[ユーザエクスポートのクエリー（Export Users Query）]ウィンドウを使用して、Unified Presence
とCisco Unified Personal Communicatorのすべてのユーザに関する現在のライセンス情報を入手
できます。

Unified Presenceユーザのサブセットを選択するオプションは現時点で存在しません。システム
内のすべての Unified Presenceユーザがファイルにエクスポートされます。

（注）

手順

ステップ 1 [ユーザエクスポートのクエリー（Export Users Query）]ウィンドウに移動します。

ステップ 2 基本的なユーザ情報とライセンスステータスを確認するには、[検索（Find）]をクリックしま
す。

ステップ 3 CUPS/CUPCのエクスポートウィンドウを表示するには、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 エクスポートするファイル名を指定し、[送信（Submit）]をクリックして BATジョブを開始
します。
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ステップ 5 [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]ウィンドウに移動して、送信された BATジョブのス
テータスを表示します。

ジョブが完了したら、[ファイルのアップロード/ダウンロード（Upload/Download
Files）]ウィンドウにアクセスして、エクスポートした .csvファイルをダウンロー
ドできます。

（注）
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第 XIX 部

Tool for Auto-Registered Phones Support
• Tool for Auto-Registered Phones Support（TAPS）の管理（741ページ）
• Tool for Auto-Registered Phone Support（TAPS）ユーザロケール（753ページ）





第 76 章

Tool for Auto-Registered Phones Support
（TAPS）の管理

この章では、Tool for Auto-Registered Phones Support（TAPS）のインストール、設定、および使
用について説明します。

• TAPSの概要（741ページ）
• TAPSのインストール（745ページ）
• UCCXアプリケーションサーバでの TAPSアプリケーションの設定（746ページ）
• TAPSサービスのアクティブ化（746ページ）
• TAPSの開始、停止、および再起動（747ページ）
• TAPSオプションの設定項目（748ページ）
• TAPS自動登録の設定（748ページ）
• TAPSセキュア電話番号オプション（749ページ）
• TAPSログファイルの表示（751ページ）
•関連項目（752ページ）

TAPSの概要
Tool for Auto-Registered Phones Support（TAPS）を使用すると、電話機ユーザは TAPSの電話番
号をコールし、ユーザの電話番号用に事前に設定された電話設定をダウンロードできます。

TAPSは、Cisco Unified Communications Manager Administrationと連携して次の機能を提供しま
す。

• TAPSの設定：自動登録を使用するすべての電話機で TAPSを使用できるようにします。
または、ダミーMACアドレスを使って BATで追加された電話機でのみ TAPSを使用でき
るよう制限することもできます。

• TAPSのセキュリティ保護：TAPSで一部の電話番号が更新されないように設定できます。

• TAPSのユーザロケール：TAPSプロンプトの言語を選択できます。

TAPSコンポーネントは、Cisco Unified Communications Managerインストール環境の一部とし
て Cisco Unified Communications Managerの最初のノードにインストールされます。TAPSが機
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能するためには、Cisco Unified Communications Managerで自動登録を有効にする必要がありま
す。さらに、最初のノードが電話機登録に使用されなない場合でも、最初のノードでCallManager
サービスを有効にする必要があります。

TAPSを使用すると、Cisco Unified Communications Managerでの自動登録範囲が減少します。
TAPSによる更新後、電話機に自動登録された電話番号（DN）は未定義の DNになります。
BATを定期的に使用して未割り当てのDNを削除することで、自動登録範囲を解放してくださ
い。

（注）

TAPSアプリケーションを Cisco Unified Contact Center Express（Cisco UCCX）サーバーにイン
ストールする必要があります。TAPSのユーザーインターフェイスとプロンプトには、Cisco
UCCXサーバー上で稼動する Cisco IP Interactive Voice Response（IP IVR）アプリケーションが
必要です。

TAPSを使用して各自の新しい電話機を設定する手順を、管理者がエンドユーザに説明する必
要があります。

TAPSを使用して Cisco Unified Communications Managerデータベースに電話機を追加しない場
合は、TAPSサービスを停止することを推奨します。

（注）

関連トピック

新しい電話での TAPSプロンプトの言語の選択（755ページ）
TAPS自動登録の設定（748ページ）
TAPSセキュア電話番号オプション（749ページ）
Tool for Auto-Registered Phone Supportのユーザロケール（753ページ）
関連項目（752ページ）

TAPSの自動登録オプション
TAPSを使用して自動登録電話機を更新するために、次のオプションを設定できます。

• MACアドレスを更新し、新しい電話機用の事前定義された設定をダウンロードします。

•交換した電話機用に設定をリロードします。

新しい電話機での TAPSの例

ダミーMACアドレスを使用した新しい電話機設定がBATによってCisco Unified Communications
Manager Administrationに追加されたら、電話機をネットワークに接続できます。管理者または
電話機ユーザが TAPS電話番号をダイヤルすると、電話機に設定がダウンロードされます。同
時に、その電話機は Cisco Unified Communications Manager Administrationで正しいMACアドレ
スに更新されます。TAPSが機能するためには、Cisco Unified Communications Manager
Administrationで自動登録を有効にする必要があります。
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TAPSを使用すると、Cisco Unified Communications Managerでの自動登録範囲が減少します。
TAPSによる更新後、電話機に自動登録された電話番号（DN）は未定義の DNになります。
BATを定期的に使用して未割り当てのDNを削除することで、自動登録範囲を解放してくださ
い。

（注）

例

100名の新入社員が月曜日から出勤するとします。これらのユーザとその新しい電話機をCisco
Unified Communications Manager Administrationに追加する必要があります。BATを使用して、
100台の電話の電話機テンプレート、および電話機とユーザの CSVデータファイルを作成で
きます。CSVデータファイルでダミーMACアドレスオプションを使用すれば、新しい電話
機に個々のMACアドレスを追加する必要はありません。Cisco Unified Communications Manager
で自動登録が有効になっている状態で、電話機をネットワークに直接接続できます。管理者ま

たは新入社員は、TAPS電話番号をダイヤルし、ボイスプロンプトの指示に従って設定をロー
ドできます。

TAPSを使用した設定のリロード

機能していない既存の電話機を交換する必要がある場合、TAPSを使用して既存の電話機の設
定を新しい電話機にダウンロードできます。新しい電話機を受け取った後、電話機をネット

ワークに接続してから、TAPSディレクトリ番号をダイヤルして前の電話機の設定をダウンロー
ドします。このプロセス中にユーザが行う設定の変更はありません。

Cisco Unified Communications Manager Administrationで、自動登録を有効にする必要がありま
す。ユーザが既存の電話機の設定をダウンロードできるように、必ずすべての電話機に対して

TAPSを使用できるように設定してください。

TAPSを使用すると、Cisco Unified Communications Managerでの自動登録範囲が減少します。
TAPSによる更新後、電話機に自動登録された電話番号（DN）は未定義の DNになります。
BATを定期的に使用して未割り当てのDNを削除することで、自動登録範囲を解放してくださ
い。

（注）

詳細については、Cisco Unified Communications Managerオンラインヘルプを参照してくださ
い。

例

Johnの Cisco Unified IP Phoneモデル 7940が落雷によって短絡しました。新しい Cisco Unified
IP Phoneモデル 7940を受け取り、ネットワークに接続します。Johnが TAPSディレクトリ番
号をダイヤルすると、新しい電話機が、損傷した電話機で使用していた設定をダウンロードし

ます。TAPSは自動的に Cisco Unified Communications Manager Administrationのデバイス情報を
更新します。
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関連トピック

TAPS自動登録の設定（748ページ）
関連項目（752ページ）

保護された電話番号

TAPSでは電話番号の置換が可能であるため、特定の電話番号が上書きされないように保護す
ることができます。重要な電話番号を保護するには、[セキュア TAPS（Secure TAPS）]オプ
ションを使用できます。

例

電話番号 5000で、システムのボイスメッセージングアクセスを提供しているとします。新規
ユーザに、新しい電話機に対して電話番号 5000を誤って設定させたくありません。[セキュア
TAPS（Secure TAPS）]オプションを使用すると、TAPSが電話番号「5000」にアクセスでき
ないことを指定できます。

関連トピック

TAPSセキュア電話番号オプション（749ページ）
関連項目（752ページ）

TAPSユーザに対する言語プロンプト
複数言語で再生するようにTAPSのユーザプロンプトを設定できます。管理者は、ユーザが使
用できる言語を選択できます。

英語のプロンプト以外の言語プロンプトを使用する必要がある場合は、TAPSをインストール、
アップグレード、または設定する前に、各クラスタノードで Cisco Unified Communications
Manager Locale Installerを実行し、各ノードを再起動します。

Locale Installerを使用すると、電話機に対応した最新版の翻訳テキスト、翻訳された音声ガイ
ダンス、各国固有の電話トーン、および各国固有のゲートウェイトーンを確実に使用できま

す。Cisco Unified Communications Manager Locale Installerの詳細については、特定のロケール
インストーラのドキュメントを参照してください。

CLIコマンド file get tftp <AAR file name>を使用すると、Cisco Unified Communications Manager
の TFTPディレクトリ内の AARファイルを取得できます。

（注）

関連トピック

Tool for Auto-Registered Phone Supportのユーザロケール（753ページ）
関連項目（752ページ）
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TAPSのインストール
ここでは、TAPSのインストール、再インストール、およびアンインストールについて説明し
ます。TAPSには、Cisco Unified Communications Managerサーバおよび Cisco Customer Response
Solutionサーバの両方とのインターフェイスがあります。このインストール手順では、UCCX
サーバに TAPSをインストールします。

インストールする TAPSバージョンと互換性のある Cisco UCCXバージョンを検索するには、
『Cisco Unified Contact Center Express (Cisco Unified CCX) Software and Hardware Compatibility
Guide』を参照してください。

（注）

始める前に

BATでの TAPSインストールには、次の前提条件が該当します。

• Cisco Unified Communications Managerの最初のノードが設定され、稼働中であることを確
認します。

• Cisco Unified Communications Managerの最初のノードサーバの IPアドレスを取得します。

• Cisco UCCXサーバーが設定されていることを確認します。Cisco UCCXアプリケーション
は、専用のサーバー上に存在することができます。

•ここでは、必ずロケールインストーラを使用して、国専用のTAPSプロンプトを作成して
ください。

UCCXアプリケーションサーバに TAPSをインストールします。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの最初のノードデータベースを実行しているシステムに
管理者権限を使ってログオンします。

ステップ 2 [アプリケーション（Applications）] &gt; [プラグイン（Plugins）]の順に選択します。
[プラグインの検索/一覧表示（Find and List Plugins）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 TAPSリンクを見つけて [ダウンロード（Download）]をクリックし、TAPS_AAR.aarプラグイ
ンをローカルマシンに保存します。

ステップ 4 [アプリケーション（Applications）] > [AAR管理（AAR Management）]で TAPSユーザとし
て UCCXアプリ管理ページにログインし、AAR管理ページから TAPS_AAR.aarをアップロー
ドします。

ステップ 5 [アプリケーション（Applications）] > [アプリケーション管理（Application Management）]の
順に選択します。

[アプリケーション管理（Application Management）]ページが表示されます。
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ステップ 6 TAPSアプリケーションをクリックします。

ステップ 7 [Cisco_Unified_CM_IP_Address]チェックボックスをオンにして、Cisco Unified Communications
Managerの IPアドレスを二重引用符で囲んで指定します。

デフォルトで IPアドレスは「」となるため、引用符の間に IPアドレスを入力す
る必要があります。

（注）

ステップ 8 次のコマンドを使用して、Tomcatと Cisco Unified CCX Cluster View Daemonを再起動します。

• utils service「Cisco Tomcat」 stop/start

• utils service「Cisco Unified CCX Cluster View Daemon」 stop/start

TAPS_AAR.aarの管理の詳細については、『Cisco Unified Contact Center Express
Administration Guide』を参照してください。

（注）

関連トピック

関連項目（752ページ）

UCCXアプリケーションサーバでのTAPSアプリケーショ
ンの設定

Cisco UCCXアプリケーションサーバーの資料を参照するには、www.cisco.comのCisco Voice
Applications and Toolsにアクセスしてください。アプリケーションの設定方法については、
『Cisco Unified Contact Center Express Administration Guide』を参照してください。

TAPSアプリケーションは、Cisco UCCX Standardライセンスでは動作しません。Enhancedまた
は Premiumライセンスを使用する必要があります。

（注）

関連トピック

関連項目（752ページ）

TAPSサービスのアクティブ化
適切なURLを使用してアクセスした後、Cisco Unified Communications Manager Serviceabilityを
使用して TAPSサービスのアクティブ化や非アクティブ化を実行できます。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Serviceabilityにアクセスします。

ステップ 2 [ツール（Tools）] &gt; [サービスの起動（Service Activation）]の順に選択します。
[サービスのアクティブ化（Service Activation）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ドロップダウンリストボックスから適切なサーバを選択します。[次へ（Next）]をクリック
します。

ステップ 4 [Unified CMServicesのデータベースおよび管理者サービス（Database and Admin Services of
Unified CMServices）]リストから [TAPSサービス（TAPS Service）]を選択し、[保存（Save）]
をクリックします。

サービスが既にアクティブな場合、[Activation Status]に [Activated]と表示されま
す。

（注）

サービスがアクティブになり、[アクティベーションステータス（Activation Status）]列に [ア
クティブ（Activated）]とステータスが表示されます。

TAPSの開始、停止、および再起動
TAPSサービスは、Cisco Unified Communications Manager Serviceabilityを使用してアクティブ化
することで自動的に開始されます。ここでは、TAPSサービスを停止または再起動する手順に
ついて説明します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Serviceabilityで、[ツール（Tools）] > [コントロールセン
ター：機能サービス（Control Center - Feature Services）]の順に選択します。

[Control Center–Feature Services]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [サーバ（Servers）]ドロップダウンリストボックスからCisco Unified Communications Manager
サーバを選択します。

TAPSサービスは、Unified CMServicesの [データベースおよび管理者サービス（Database and
Admin Services）]列のリストに表示されます。

TAPSがすでにアクティブになっている場合は、[ステータス（Status）]に [アクティ
ブ（Activated）]と表示されます。

（注）

ステップ 3 TAPSサービスに対応するチェックボックスをオンにします。

ステップ 4 TAPSサービスを再起動するには、[再起動（Restart）]をクリックします。

サービスが再起動し、「Service Successfully Restarted」というメッセージが表示されます。
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ステップ 5 TAPSサービスを停止するには、[停止（Stop）]をクリックします。

サービスが終了し、「Service Successfully Stopped」というメッセージが表示されます。

ステップ 6 停止した TAPSサービスを開始するには、[開始（Start）]をクリックします。

サービスが起動し、「Service Successfully Started」というメッセージが表示されます。

関連トピック

TAPSサービスのアクティブ化（746ページ）

TAPSオプションの設定項目
管理者は、Cisco Unified Communications Managerシステムでの TAPSの使用方法を選択できま
す。これらの TAPS機能オプションにより、電話機の更新や電話プロファイルのダウンロード
をユーザに対してより柔軟に許可できます。TAPSオプションには、自動登録、TAPSセキュ
ア電話番号、自動登録済み電話機サポート用のユーザロケールなどが含まれます。

TAPS自動登録の設定
TAPS設定オプションによって、Cisco Unified Communications Managerデータベースに自動登
録される電話を TAPSを使用して更新する 2つの方法が提供されます。

• BATを使用して追加され、ダミーMACアドレスを持つ電話の場合。

• Cisco Unified Communications Manager Administrationの既存の電話の場合。

デフォルト設定では、TAPSの使用は、ダミーMACアドレスを持つ、プレフィックス「BAT」
で始まるデバイス名の電話機に限定されます。

すべての電話（標準MACアドレスを持つ電話も含む）をCisco Unified Communications Manager
システムに自動登録できるように、TAPS設定オプションを設定できます。

TAPSを使用すると、Cisco Unified Communications Managerでの自動登録範囲が減少します。
TAPSによる更新後、電話機に自動登録された電話番号（DN）は未定義の DNになります。
BATを定期的に使用して未割り当てのDNを削除することで、自動登録範囲を解放してくださ
い。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Communications Manager Administration]ウィンドウから、[システム（System）] >
[サービスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。
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[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから適切なサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[TAPSサービス（TAPS Service）]を選択
します。

ステップ 4 [パラメータ値（Parameter Value）]ドロップダウンリストボックスから 2つのオプションのい
ずれかを選択し、[保存（Save）]をクリックします。
a) [ダミーMACアドレスがあるプロファイルを持つ自動登録済み電話機のリセットを許可

(Allow Auto-Registered phones to reset with a profile with a dummy MAC address)]

TAPSは、自動登録された電話を、ダミーMACアドレスを持つプロファイルのみで更新
します。

b) [自動登録された電話機を任意のプロファイルでリセットすることを許可する（Allow
Auto-Registered phones to reset with any profile）]

TAPSは、自動登録された電話を任意のプロファイルで更新します。

更新が完了したことを示すステータスメッセージが表示されます。

次のタスク

TAPSオプションウィンドウに戻るには、[戻る（Back）]をクリックします。

関連トピック

関連項目（752ページ）

TAPSセキュア電話番号オプション
TAPSセキュアオプションを使用すると、TAPSからアクセスできない電話番号を指定できま
す。電話番号が別の電話機に誤って割り当てられないようにしたい場合に、この機能を使用で

きます。

TAPSを使用すると、Cisco Unified Communications Managerでの自動登録範囲が減少します。
TAPSによる更新後、電話機に自動登録された電話番号（DN）は未定義の DNになります。
BATを定期的に使用して未割り当てのDNを削除することで、自動登録範囲を解放してくださ
い。

（注）

制限されている電話番号を見つけたり、電話番号の制限をさらに追加したりするには、次の各

項を使用してください。

関連トピック

セキュアな電話番号の検索（750ページ）
電話番号制限の削除（751ページ）
電話番号の制限（750ページ）
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関連項目（752ページ）

セキュアな電話番号の検索

制限付きの電話番号を検索して一覧表示することができます。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [TAPS] > [セキュアTAPS（Secure TAPS）]の順に選択し
ます。

[保護する電話番号の検索/一覧表示（Find and List Directory Numbers to Secure）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 2 該当する検索条件を入力して、[検索（Search）]をクリックします。

使用可能な保護された電話番号が存在する場合は、それらが一覧表示されます。

次のタスク

その後、電話番号の制限を設定したり、制限を解除したりできます。

関連トピック

関連項目（752ページ）
電話番号制限の削除（751ページ）
電話番号の制限（750ページ）
TAPSセキュア電話番号オプション（749ページ）

電話番号の制限

指定した電話番号を TAPSが使用できないようにブロックできます。TAPSは、保護された電
話番号のリストに含まれている電話番号を使用できません。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [TAPS] > [セキュアTAPS（Secure TAPS）]の順に選択し
ます。

[セキュアにする電話番号の検索/一覧表示（Find and List Directory Numbers to Secure）]ウィン
ドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
[電話番号の保護の設定（Secure Directory Numbers Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [電話番号（Directory Number）]フィールドに、TAPSから保護する番号を入力して、[保存
（Save）]をクリックします。
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複数の電話番号を入力するには、それぞれの電話番号を行単位で入力します。ヒント

ステップ 4 [保護する電話番号の検索/一覧表示（Find and List Directory Numbers）]ウィンドウに戻るには、
ウィンドウの右上にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストボックスから
[検索/一覧表示に戻る（Back to Find and List）]を選択して、[実行（Go）]をクリックします。

TAPSは、このリストに含まれている電話番号を使用できません。ユーザがこのリスト内のい
ずれかの電話番号を入力してデバイスプロファイルを更新しようとすると、TAPSはその要求
を拒否します。

関連トピック

関連項目（752ページ）

電話番号制限の削除

TAPSがアクセスできない電話番号のリストから、電話番号を削除することができます。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [TAPS] > [セキュアTAPS（Secure TAPS）]の順に選択し
ます。

[セキュアな電話番号の検索/一覧表示（Find and List Secure Directory Numbers）]ウィンドウが
開きます。

ステップ 2 削除する電話番号を検索します。

ステップ 3 セキュアな電話番号リストから削除する電話番号を選択して、[削除（Delete）]をクリックし
ます。

関連トピック

セキュアな電話番号の検索（750ページ）
関連項目（752ページ）

TAPSログファイルの表示
BATを使用して TAPSログファイルを表示します。ログファイルの各行はそれぞれの TAPS
トランザクションを表します。

手順

[一括管理（Bulk Administration）] > [TAPS] > [TAPSログファイルの表示（View Taps Log
File）]の順に選択します。
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[TAPSログファイルの表示（View TAPS Log File）]ウィンドウが表示されます。

関連トピック

関連項目（752ページ）

関連項目
• TAPSの概要（741ページ）

• TAPSのインストール（745ページ）

• TAPSサービスのアクティブ化（746ページ）

• TAPSサービスのアクティブ化（746ページ）

• TAPSの開始、停止、および再起動（747ページ）

• TAPSオプションの設定項目（748ページ）

• TAPSの自動登録オプション（742ページ）

• TAPSログファイルの表示（751ページ）

• Tool for Auto-Registered Phone Supportのユーザロケール（753ページ）

•新しい電話での TAPSプロンプトの言語の選択（755ページ）
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第 77 章

Tool for Auto-Registered Phone Support
（TAPS）ユーザロケール

この章では、TAPSプロンプト用の言語の追加または削除について説明します。

TAPSが機能するためには、少なくともユーザロケールを 1つ選択する必要があります。ユー
ザロケールのサポートをインストールするには、Locale Installerを使用します。Cisco Unified
Communications Manager Locale Installerの詳細については、特定のロケールインストーラのド
キュメントを参照してください。

• Tool for Auto-Registered Phone Supportのユーザロケール（753ページ）
• Tool for Auto-Registered Phone Supportプロンプトへの言語の追加（754ページ）
• Tool for Auto-Registered Phones Supportプロンプトから言語を削除する（755ページ）
•新しい電話での TAPSプロンプトの言語の選択（755ページ）
• Tool for Auto-Registered Phone Supportのユーザロケール関連のトピック（756ページ）

Tool for Auto-Registered Phone Supportのユーザロケール
管理者は、[TAPSのユーザロケール（User Locales for TAPS）]オプションを使用して TAPSボ
イスプロンプトの言語を指定できます。TAPSのユーザプロンプトは複数の言語で設定できま
す。

Locale Installerを実行して、ユーザロケールのサポートをインストールする必要があります。

Cisco Unified Communications Managerにインストールされている TAPSユーザロケールは、
TAPSコールが発信されるときに Cisco Unified Contact Center Expressに自動的にコピーされま
す。Cisco Unified Contact Center Expressの [プロンプト管理（Prompt Management）]ページでは
TAPSユーザロケールを使用できません。

（注）

Locale Installerを使用すると、最新の翻訳済みテキスト、翻訳済みボイスプロンプト、各国/地
域固有の電話トーン、および各国/地域固有のゲートウェイトーンを電話機で利用できるよう
になります。Cisco Unified Communications Manager Locale Installerの詳細については、ロケール
インストーラのマニュアルを参照してください。
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TAPSが機能するには、少なくとも 1つのユーザロケールを選択する必要があります。（注）

Tool for Auto-Registered Phone Supportプロンプトへの言語
の追加

TAPSプロンプトに言語を追加できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Communications Manager Administration]ウィンドウで、[一括管理（Bulk
Administration）] > [TAPS] > [TAPSのユーザロケール（User Locales for TAPS）]の順に選択
します。

[ユーザロケール設定（User Locales Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [ユーザロケール（User Locales）]リストボックスで、ユーザプロンプトに使用する言語を選
択します。矢印をクリックして、選択した言語を [選択済みユーザロケール（Selected User
Locales）]リストボックスに移動します。

[ユーザロケール（User Locales）]リストボックスは、Cisco Unified Communications Manager
にインストールされている言語のリストです。

ユーザープロンプトに対して、必要に応じて最大20言語まで選択し、[選択済みユーザロケー
ル（Selected User Locales）]リストボックスに移動できます。

希望する言語が表示されない場合、ロケールインストーラをCisco.comからダウン
ロードして、その言語をコンピュータノードにインストールする必要があります。

（注）

[ロケール（Locales）]ペインに追加するすべての言語は、ユーザへのオプションと
して提供されます。ユーザがサポートプロンプト言語設定を電話機で設定するた

め、[ロケール（Locales）]ペインにおけるロケールの順序は重要ではありません。

（注）

ステップ 3 ユーザプロンプトの言語を選択した後、［保存（Save）］ボタンをクリックして、ジョブを
作成します。

ステップ 4 [一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オ
プションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブ化します。

関連トピック

BATログファイル（771ページ）
スケジュールしたジョブの管理（759ページ）
Tool for Auto-Registered Phone Supportのユーザロケール関連のトピック（756ページ）
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Tool for Auto-Registered Phones Supportプロンプトから言
語を削除する

TAPSプロンプト用の言語を削除できます。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [TAPS] > [TAPSのユーザロケール（User Locales for TAPS）]
の順に選択します。

[ユーザロケールの選択（Select User Locales）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [選択済みのユーザロケール（Selected User Locales）]リストボックスで、削除する言語を選
択します。矢印をクリックして、選択した言語を [ユーザロケール（User Locales）]リストボッ
クスに移動します。

[選択済みのユーザロケール（Selected User Locales）]リストボックスは、ユーザプロンプト
用に選択された言語のリストです。ユーザプロンプトから1つ以上の言語を選択して、それら
を [ユーザロケール（User Locales）]リストボックスに移動できます。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。
更新が完了したことを示すステータスメッセージが表示されます。

次のタスク

TAPSオプションウィンドウに戻るには、[戻る（Back）]をクリックします。

関連トピック

Tool for Auto-Registered Phone Supportのユーザロケール関連のトピック（756ページ）

新しい電話での TAPSプロンプトの言語の選択
エンドユーザは、使用する電話での TAPSプロンプトの言語を選択できます。

手順

ステップ 1 電話機をポートに接続します。

電話機に番号が自動で登録され、表示されます。

電話プロファイルをダウンロードし、最初のノードとディレクトリで必要な更新を

実行するのに、約 20～ 25秒かかります。
（注）
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ステップ 2 システム管理者によって提供される CTIルートポイントの番号をダイヤルし、プロンプトに
従います。

ステップ 3 システム管理者が指定した TAPS内線番号をダイヤルします。

ステップ 4 ボイスプロンプトによって、使用する言語を選択するよう求められます。適宜選択します。

ステップ 5 システム管理者が指定した個人の内線番号をダイヤルし、続けて「#」を押します。

完全な電話番号（地域コードを含む）を入力するように指示される場合がありま

す。

（注）

ステップ 6 確認するには、もう一度個人の内線番号をダイヤルし、続けて「#」を押します。

ステップ 7 確認のプロンプトを受け取ります。

ステップ 8 電話を切ります。

電話機の内線番号がリセットされ、表示されます。

次のタスク

問題がある場合は、システム管理者にお問い合わせください。

関連トピック

Tool for Auto-Registered Phone Supportのユーザロケール関連のトピック（756ページ）

Tool for Auto-Registered Phone Supportのユーザロケール
関連のトピック

• Tool for Auto-Registered Phone Supportのユーザロケール（753ページ）

•新しい電話での TAPSプロンプトの言語の選択（755ページ）

• TAPSのインストール（745ページ）

• TAPSサービスのアクティブ化（746ページ）

• TAPSサービスのアクティブ化（746ページ）

• TAPSの開始、停止、および再起動（747ページ）

• TAPSオプションの設定項目（748ページ）

• TAPSセキュア電話番号オプション（749ページ）
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第 XX 部

ジョブのスケジュール設定
•スケジュールしたジョブの管理（759ページ）





第 78 章

スケジュールしたジョブの管理

この章では、BPSのアクティブ化とジョブのスケジュール設定について説明します。

一括トランザクションのスケジュールを設定して、これらのトランザクションを開始する必要

がある時刻を指定できます。Cisco Unified Communications Manager Administrationの [一括管理
（Bulk Administration）]メニューから送信されたジョブはすべて、Bulk Provisioning Service
（BPS）のキューに入れられます。ジョブに対して指定した開始時刻によって、トランザク
ションの実行が開始されます。開始時刻が指定されていない場合、トランザクションは受信さ

れた順番で実行されます。

• Bulk Provisioning Serviceのアクティブ化（759ページ）
• BPSの起動、停止、および再起動（760ページ）
• BPSの非アクティブ化とログアウト（761ページ）
• BPSに送信されたジョブの検索（761ページ）
•送信済みジョブのスケジュール（763ページ）

Bulk Provisioning Serviceのアクティブ化
実行するためにジョブを送信する前に、Bulk Provisioning Service（BPS）をアクティブにする
必要があります。

BPSは、アクティブ化されると自動的に起動します。サービスが起動するごとに、BPSはCisco
Unified Communications Managerデータベースと同期されます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Communications Manager Serviceability]ウィンドウから、[ツール（Tools）] > [サー
ビスのアクティブ化（Service Activation）]の順に選択します。
[サービスのアクティブ化（Service Activation）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストボックスから、Cisco Unified Communications Manager
を実行しているサーバを選択します。

ステップ 3 [データベースおよび管理者サービス（Database and Admin Services）]領域で、Cisco Bulk
Provisioning Serviceに対応するチェックボックスをオンにします。
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サービスが既にアクティブな場合、[Activation Status]に [Activated]と表示されま
す。

（注）

ステップ 4 [Update]をクリックします。
ウィンドウが更新され、BulkProvisioningServiceに対応する [アクティブ化ステータス（Activation
Status）]に [アクティブ化（Activated）]と表示されます。

関連トピック

BPSの起動、停止、および再起動（760ページ）
Tool for Auto-Registered Phone Supportのユーザロケール関連のトピック（756ページ）

BPSの起動、停止、および再起動
Bulk Provisioning Service（BPS）を手動で停止または再起動できます。

BPSは、Cisco Unified Communications Manager Serviceabilityを使用してアクティブ化すること
で自動的に開始されます。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Serviceabilityで、[ツール（Tools）] > [コントロールセン
ター：機能サービス（Control Center - Feature Services）]の順に選択します。

[コントロールセンター：機能サービス（Control Center–Feature Services）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 2 [サーバ（Servers）]ドロップダウンリストボックスからCisco Unified Communications Manager
サーバを選択します。

Cisco Bulk Provisioning Serviceが、[データベースおよび管理者サービス（Database and Admin
Services）]領域の [サービス名（Service Name）]列のリストに表示されます。

BPSがすでにアクティブになっている場合は、[アクティベーションステータス
（Activation Status）]に [アクティブ（Activated）]と表示されます。

（注）

ステップ 3 BPSに対応するチェックボックスをオンにして、次のいずれかを実行します。

a) BPSを再起動するには、[再起動（Restart）]をクリックします。

サービスが再起動し、「Service Successfully Restarted」というメッセージが表示されます。

b) BPSを停止するには、[停止（Stop）]をクリックします。

サービスが終了し、「Service Successfully Stopped」というメッセージが表示されます。

c) 停止した BPSを開始するには、[開始（Start）]をクリックします。
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サービスが起動し、「Service Successfully Started」というメッセージが表示されます。

BPSの非アクティブ化とログアウト
BPSを非アクティブにした後は、このツールを使用する必要がなければログアウトすることが
できます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Serviceabilityで、[ツール（Tools）] [サービスのアクティ
ブ化（Service Activation）]の順に選択します。
[サービスのアクティブ化（Service Activation）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [サーバ（Servers）]ドロップダウンリストボックスからCisco Unified Communications Manager
サーバを選択します。

Cisco Bulk Provisioning Serviceが、[データベースおよび管理者サービス（Database and Admin
Services）]領域の [サービス名（Service Name）]列に表示されます。

ステップ 3 Cisco Bulk Provisioning Serviceに対応するチェックボックスをオフにして、[更新（Update）]
をクリックします。

サービスが非アクティブになり、[ステータス（Status）]列に [非アクティブ（Deactivated）]
ステータスが表示されます。

BPSに送信されたジョブの検索
Cisco Unified Communications Manager Administration上の [一括管理（Bulk Administration）]メ
ニューを介してすでに BPSに送信されたジョブを検索できます。

手順

ステップ 1 [Bulk Administration（一括管理）] > [Job Scheduler（ジョブスケジューラ）]を選択します。
[ジョブの検索/一覧表示（Find and List Jobs）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 最初の [ジョブの検索（Find Job where）]ドロップダウンリストボックスから、次のオプショ
ンのいずれかを選択します。

•ユーザ
•ステータス
• Job ID
•説明
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• Scheduled Date Time

ジョブを検索するときには、人間が判読できる日付ではなく、エポックタイムを使

用してください。たとえば、「July 2015」ではなく「1438171」を使って検索しま
す。

（注）

ステップ 3 2番目の [ジョブの検索（Find Job where）]ドロップダウンリストボックスから、次のオプショ
ンのいずれかを選択します。

•～で始まる
•～を含む
•次の文字列と完全に一致する
•次の文字列で終わる
•空である
•～が空ではない

ステップ 4 3番目のドロップダウンリストボックスから、[表示（Show）]を選択して、完了したジョブを
表示します。

ステップ 5 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、[検索（Find）]をクリックします。

さらにクエリを定義するには、[AND]または [OR]を選択して複数のフィルタを追加し、ステッ
プ 2（761ページ）～ステップ 5（762ページ）を繰り返します。

データベースに登録されているすべてのジョブを検索するには、検索テキストを何

も入力せずに [検索（Find）]をクリックします。
ヒント

検出されたジョブのリストが次の分類で表示されます。

• Job ID
• Scheduled Date Time
•送信日時
• [シーケンス（Sequence）]
•説明
•ステータス
• [最後のユーザ（Last User）]

ジョブのスケジュール時に [後で実行（Run Later）]ラジオボタンを選択した
場合は、[ステータス（Status）]に [保留（Hold）]と表示されます。[今すぐ実
行（Run Immediately）]ラジオボタンを選択した場合は、[ステータス（Status）]
に [処理中（Pending）]と表示されます。ジョブが完了している場合は [ステー
タス（Status）]に [完了（Completed）]と表示され、エラーが発生したために
完了できなかったジョブの場合は [未完了（Incomplete）]と表示されます。

（注）

ステップ 6 スケジュール設定する（またはアクティブにする）処理中または保留中のジョブのジョブ ID
をクリックします。

[ジョブの設定（Job Configuration）]ウィンドウが表示されます。
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送信済みジョブのスケジュール
送信済みジョブをスケジュールできます。

手順

ステップ 1 スケジュールするジョブを検索します。

ステップ 2 [ジョブの設定（Job Configuration）]ウィンドウで、ジョブのスケジュールとアクティブ化に関
する設定を入力します。

次の表を参照してください。

表 52 :ジョブの設定

説明フィールド

ジョブの送信時に作成されたジョブ IDが表示されます。[ジョブ ID（Job ID）]

次のいずれかのジョブステータスが表示されます。

•保留（Hold）

• Pending

• [完了（Completed）]

• [未完了（Incomplete）]

[ジョブステータス（Job
Status）]

ドロップダウンリストから、月、日、年を選択します。ジョブを

スケジューリングする時刻を入力します。

Scheduled Date Time

ジョブが送信された日時が表示されます。送信日時

ドロップダウンリストから、ジョブの実行順序を選択します。1
から 20までの番号を選択できます。

複数のジョブのスケジュール日時が同じである場合

は、シーケンス番号に従ってジョブがBPS内のキュー
に入れられます。スケジュールされた日時と順序が

同じである場合は、送信された日時に従ってジョブ

がキューに入れられます。

（注）

[シーケンス（Sequence）]

ジョブの作成時に入力した説明が表示されます。この説明は、任

意の言語で最大 50文字を含めるように編集できますが、二重引
用符（"）、パーセント記号（%）、アンパサンド（&）、バック
スラッシュ（\）、および山カッコ（<>）を含めることはできま
せん。

[職務内容（Job
Description）]
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説明フィールド

次のオプションの中から、トランザクションの頻度を選択しま

す。

• [一度（Once）]

•月 1回

•週 1回

•毎日

• Hourly

たとえば [毎日（Daily）]を選択すると、毎日、[スケジュール日
時（Schedule Time and Date）]フィールドに入力された時刻にト
ランザクションが実行されます。

[頻度（Frequency）]

反復的な（頻度の高い）ジョブの終了時刻が表示されます。Job End Time

このジョブを最後に変更した管理者のユーザ IDが表示されます。[最終更新者（Last Modified
By）]

ステップ 3 スケジュールされた時刻のジョブをアクティブにするには [ジョブのアクティブ化（Activate
job）]をクリックします。または後でジョブをアクティブにする場合は、[保存（Save）]をク
リックして設定を保存します。

[ジョブの検索/一覧表示（Find and List Jobs）]ウィンドウが表示されます。

ジョブが保存されていても、まだアクティブになっていない場合は、ジョブのス

テータスが [保留（Hold）]と表示されます。このようなジョブをアクティブ化しな
い限り、BPSでは処理されません。

（注）

ステップ 4 すでにアクティブ化したジョブのジョブ IDをクリックします。[ジョブの設定（Job
Configuration）]ウィンドウで、完了、未完了、停止要求中、または処理中のすべてのジョブに
関する次の情報が [ジョブの結果（Job Results）]領域に表示されます。

•ジョブの実行日時（Job Launched Date Time）

•ジョブの結果の状況（Job Result Status）

•処理されたレコードの数（Number of records Processed）

•失敗したレコードの数（Number of Records Failed）

•レコードの総数（Total Number of Records）

•ログファイル名
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[ログファイル名（Log File Name）]列のリンクをクリックすると、このトラン
ザクションのログファイルが表示されます。

（注）

次のタスク

ジョブのリストに戻るには、[関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [検索/
一覧表示に戻る（Back to Find/List）]を選択して [実行（Go）]をクリックします。

関連トピック

BPSに送信されたジョブの検索（761ページ）
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第 XXI 部

BATおよび TAPSのトラブルシューティン
グ

• BATおよび TAPSのトラブルシューティングの管理（769ページ）





第 79 章

BATおよび TAPSのトラブルシューティン
グの管理

この章では、Cisco Unified Communications Manager一括管理（BAT）または Tool for
Auto-Registered Phones Supportの使用時に発生する可能性があるさまざまな問題やメッセージ
に関する情報を提供します。

•構成ファイルを表示するトレースの有効化（769ページ）
•設定ファイルのトレースの無効化（771ページ）
• BATログファイル（771ページ）
• BATのトラブルシューティング（772ページ）
• BATパフォーマンスのトラブルシューティング（777ページ）
• BATおよび TAPSのトラブルシューティング（778ページ）
• BATおよび TAPSのトラブルシューティング関連のトピック（779ページ）

構成ファイルを表示するトレースの有効化
Cisco Unified Communications Manager Serviceabilityの [サービス制御（Service Control）]ウィン
ドウから、トレースファイルの書き込み機能を有効にすることができます。

トレースファイルには、ツールの機能の問題を追跡する手段が用意されています。システム

は、BATと TAPS用のトレースファイルを、BATと TAPSがインストールされているサーバ
に書き込みます。

BAT用および TAPS用のトレースファイルは次のように表示されます。

bps<index number>.log

taps<index number>.log

ここで、<index number>は 1～ 250の範囲です。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Serviceabilityで、[トレース（Trace）] > [トレース設定
（Trace Configuration）]を選択します。

[Trace Configuration]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストボックスから、Cisco Unified Communications Manager
サーバを選択します。

ステップ 3 [設定済みサービス（Configured Services）]ドロップダウンリストボックスから、次のサービ
スのいずれかを選択します。

• BATトレースファイル設定の場合は Cisco Bulk Provisioningサービスを選択します。
• TAPSトレースファイル設定の場合は TAPS Serviceを選択します。

ステップ 4 トレース機能をアクティブにするには、[トレースオン（Trace On）]チェックボックスをオン
にします。

ステップ 5 [トレースフィルタ設定（Trace Filter Settings）]の [デバッグトレースレベル（Debug Trace
Level）]ドロップダウンリストボックスから、設定するトレースレベルを選択します。

次の表の説明に従って、必要なデバッグトレースレベルをクリックします。

表 53 :デバッグトレースレベル

説明レベル

アプリケーションが中断する可能性がある重大なエラーイベン

トをトレースします。

[致命的（Fatal）]

アラーム状態およびイベントをトレースします。異常なパスで生

成されたすべてのトレースに使用します。最小の CPUサイクル
数を使用します。

エラー（Error）

損害が発生する可能性がある状況をトレースします。[警告（Warn）]

サーブレットの問題の多数をトレースし、システムパフォーマ

ンスに最小限の影響を与えます。

[情報（Info）]

通常運用時に発生するすべての状態遷移条件とメディアレイヤ

イベントをトレースします。

すべてのロギングを有効にするトレースレベル。

[デバッグ（Debug）]

ステップ 6 必要に応じて、[Cisco Bulk Provisioningサービストレースフィールド（Cisco Bulk Provisioning
Service Trace Fields）]と [デバイス名ベースのトレースモニタリング（Device Name Based Trace
Monitoring）]のチェックボックスをオンにします。

ステップ 7 [トレース出力設定（Trace Output Settings）]で、ファイルの最大数、ファイルごとの最大行数、
およびファイルごとの最大分数の値を入力して、[更新（Update）]をクリックします。

機能が有効になると、トレースファイルがサーバ上の次の場所に書き込まれます。
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• BATトレースファイル：/var/log/active/cm/trace/bps/log4j
• TAPSトレースファイル：/var/log/active/cm/trace/taps/log4j

ステップ 8 [更新（Update）]をクリックします。

次のタスク

トレースファイルに含める情報を設定した後は、Real-Time Monitoring Tool（RTMT）で trace
および log centralオプションを使用して、トレースファイルを収集および表示できます。詳細
については、『Cisco Unified Communications Manager Serviceabilityシステムガイド』を参照し
てください。

設定ファイルのトレースの無効化
Cisco Unified Communications Manager Serviceabilityの [サービス制御（Service Control）]ウィン
ドウから、トレースファイルの書き込みを無効にすることができます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Serviceabilityで、[トレース（Trace）] > [トレース設定
（Trace Configuration）]を選択します。
[Trace Configuration]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストボックスから Cisco Unified Communications Manager
サーバを選択します。

ステップ 3 [設定済みサービス（Configured Services）]ドロップダウンリストボックスから [Cisco Bulk
Provisioning Service]を選択します。

ステップ 4 トレース機能を非アクティブにするには、[トレースオン（Trace On）]チェックボックスをオ
フにします。

ステップ 5 [更新（Update）]をクリックします。

このアクションによって、この機能が無効になります。

BATログファイル
BATは、一括トランザクションごとにログファイルを生成します。ログファイルにはレコー
ドのキー値が示されるので、管理者はレコードを再検証できます。電話機のMACアドレス
は、電話機の追加、更新、または変更を行う際のキー値として機能します。ユーザが追加され

ると、ユーザ IDがキー値として機能します。BATで作成された各ジョブのログファイルを表
示するには、該当するジョブを見つけ、[ログファイル名（Log File Name）]列のリンクをク
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リックします。ポップアップウィンドウに、そのジョブのログファイルの詳細が表示されま

す。

ログファイル名は、実行された操作と、その操作が終了した日時を示しています。

•ログファイル名：ファイル名はジョブ IDを示します。これはジョブが送信されたときに
システムにより作成される一意の IDです。

•タイムスタンプ：ログファイル名に含まれるタイムスタンプの形式は、mmddyyyyhhmmss
です。

•ログファイル名は jobid#timestamp.txtの形式で表わされます。

関連トピック

BPSに送信されたジョブの検索（761ページ）
BATおよび TAPSのトラブルシューティング関連のトピック（779ページ）

BATのトラブルシューティング
問題 次に、発生する可能性があるシナリオと、可能な解決策を示します。

管理ページに [一括管理（Bulk Administration）]メニューが表示されな
い

問題 Cisco Unified Communications Manager管理ページに [一括管理（Bulk Administration）]メ
ニューが表示されません。

考えられる原因 [一括管理（Bulk Administration）]メニューは、Cisco Unified Communications
Managerの最初のノードからのみアクセスできます。

解決法 Cisco Unified Communications Managerの最初のノードにログインしていることを確認し
てください。

完全な一括管理機能にアクセスできない

問題 完全な一括管理機能にアクセスできない

考えられる原因 Cisco Unified Communications Manager Administrationにログインしたのに、
どの [一括管理（Bulk Administration）]ウィンドウにもアクセスできません。

解決法 この問題は、そのユーザ IDに付与されているアプリケーションへのアクセス権が制限
されている場合に発生することがあります。必要なアクセス許可を得るため、システム管理者

にお問い合わせください。
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BAT.xltファイルで [BAT形式にエクスポート（Export to BAT Format）]
ボタンが機能しない

問題 BAT.xltファイルで [BAT形式にエクスポート（Export to BAT Format）]ボタンが機能し
ない

考えられる原因 BAT.xltファイルで [BAT形式にエクスポート（Export to BAT Format）]ボ
タンをクリックしても、何も実行されないようです。

解決法 空白のセルをクリックします。カーソルがセル内のテキストまたはテキストボックス

にある場合は、ボタンが無効になっているように見えます。

データを CSV形式でエクスポート中に BAT Excelスプレッドシートで
コンパイルエラーが発生する

問題 データを CSV形式でエクスポート中に BAT Excelスプレッドシートでコンパイルエラー
が発生する

考えられる原因 使用しているMicrosoft Excelのバージョンを確認してください。Excel 97
を使用している顧客から、BAT.xltに関する問題が報告されています。

解決法 Microsoft Excel 2000以降を使用してください。

BAT Excelスプレッドシートが操作に応答しない
問題 BAT Excelスプレッドシートが操作に応答しない

考えられる原因 BAT Excelスプレッドシートが、回線の追加などの操作に応答しません。

解決法 BAT Excelスプレッドシートを開く際に [マクロを有効にする（Enable Macros）]が選
択されていることを確認します。BAT.xltでマクロを有効にするには、次の手順を実行します。

1. BAT.xltを開きます。
2. [メニュー（Menu）] > [ツール（Tools）] > [マクロ（Macro）] > [セキュリティ（Security）]
に移動します。

3. [セキュリティレベル（Security Level）]を [中（Medium）]に設定します。
4. BAT.xltを閉じ、再度開きます。プロンプトが表示されたら、[マクロを有効にする（Enable

Macros）]を選択します。

データファイル（CSV）形式が電話テンプレート/サンプルファイルに
一致しない

問題 データファイル（CSV）形式が電話テンプレート/サンプルファイルに一致しません。

考えられる原因 データファイルに含まれる回線の数は BAT電話機テンプレートで設定さ
れている回線数以下である必要がありますが、そうなっていません。たとえば、電話テン
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プレートに 3つの回線があり、回線 1、回線 2、回線 3が設定されています。最大で 3つ
の回線が設定された電話データファイルを使用する必要があります。1111、2222、4444
とした場合、Line1-1111、Line2-2222、Line3-none、Line4-4444になります。

解決法 使用する BAT電話機テンプレートを確認します。CSVデータファイルで指定される
回線の数が、BAT電話機テンプレートで設定されている回線の数を超えることはできません。
また、CSVデータファイルで指定する短縮ダイヤルの数も、使用する BAT電話機テンプレー
トで使用できる短縮ダイヤルの最大数を超えることはできません。

更新されたCSVファイルが [ファイル名（File Name）]ドロップダウン
リストボックスに表示されない

問題 更新された CSVファイルが [ファイル名（File Name）]ドロップダウンリストボックス
に表示されない

考えられる原因 [ファイルのアップロード（File Upload Configuration）]ウィンドウを使用
して Cisco Unified Communications Managerサーバにアップロードした CSVファイルが、
さまざまな操作の [ファイル名（File Name）]ドロップダウンリストボックスに表示され
ません。たとえば、[一括管理（Bulk Administration）]メニューの [ファイルのアップロー
ド/ダウンロード（Uploading/Downloading）]メニューオプションを使用して、電話機を挿
入するためのCSVファイルをアップロードした場合、そのファイルが [電話の挿入（Insert
Phones Configuration）]ウィンドウの [ファイル名（File Name）]ドロップダウンリスト
ボックスにオプションの 1つとして表示されません。

解決法 そのファイルが正しい機能用にアップロードされていることを確認してください。前

の例では、「電話の挿入 -すべての詳細（Phones - Insert All details）」用としてアップロードし
た CSVファイルが、実際には「電話の挿入 -特定の詳細（Phones -Insert Specific details）」に
属するファイルだった可能性があります。

[ファイルのアップロード/ダウンロード（Upload/Download Files）]メニューオプションから
ファイルを削除し、正しい機能用としてファイルをアップロードしてください。

スケジュール時刻が過ぎてもジョブが保留中状態のままである

問題 スケジュール時刻が過ぎてもジョブが保留中状態のままです。

考えられる原因 ジョブは特定のスケジュール時刻に実行するようにスケジュールされま

す。しかし、スケジュール時刻が過ぎてもジョブが保留中状態のままです。

解決法 次の詳細をチェックしてください。

1. Cisco Bulk Provisioning Service（BPS）が開始されていることを確認します。
2. 処理中状態のジョブが他に存在しないことを確認します。BPSは一度に 1つのジョブしか
処理できません。

3. BPSトランザクションに対して処理の停止が要求されているかどうかをチェックします。
その場合は、[ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]ウィンドウに移動して、[ジョブのア
クティブ化（Activate Job）]をクリックします。
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ジョブが保留状態のままである

問題 ジョブが保留状態のままです。

考えられる原因 必要なすべてのデータと一緒にジョブを送信した後、[ジョブスケジュー
ラ（Job Scheduler）]ウィンドウでジョブが [保留（Hold）]状態として表示されます。こ
のようなジョブは実行されません。

解決法 保留状態のジョブを BPSで実行するには、アクティブにする必要があります。[ジョブ
スケジューラ（Job Scheduler）]ウィンドウに移動して、ジョブをアクティブにするプロセスを
実行します。

[ジョブの検索/一覧表示（Find and List Jobs）]ウィンドウにジョブが表
示されない

問題 [ジョブの検索/一覧表示（Find and List Jobs）]ウィンドウにジョブが表示されません。

考えられる原因 必要なすべてのデータと一緒にジョブを送信したら、[一括管理（Bulk
Administration）] > [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]の順に選択します。スケジュー
ルしたジョブに該当する検索条件を入力して、[検索（Find）]をクリックします。ジョブ
が検索結果に表示されません。[ジョブの検索/一覧表示（Find and List Jobs）]ウィンドウ
の [検索オプション（Search Options）]領域にある 3つ目のドロップダウンリストボック
スで [非表示（Hide）]が選択されているかどうかをチェックします。このオプションは完
了したすべてのジョブを非表示にします。送信したジョブが既に完了している場合は、[検
索結果（Search Results）]領域に表示されません。

解決法 [ジョブの検索/一覧表示（Find and List jobs）]ウィンドウで、3つ目のドロップダウン
ウィンドウから [表示（Show）]を選択して、再度 [検索（Find）]をクリックします。これで、
検索結果に完了したジョブも表示されます。

テンプレートでポート番号が設定されていない

問題 テンプレートでポート番号が設定されていない

考えられる原因 CSVファイルでポート番号が指定されていますが、対応するポートがBAT
テンプレートで設定されていません。

解決法 BATテンプレートの中で、CSVファイルで指定したポートを設定してください。

ダミーMACアドレス値を使用したい場合にファイルでMACアドレス
の値を使用できない

問題 ダミーMACアドレス値を使用したい場合にファイルでMACアドレスの値を使用できな
い
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考えられる原因 CSVファイルにはMACアドレスが記述されています。MACアドレスが
CSVファイルのいずれかの行に存在する場合、ダミーMACアドレスは指定できません。

解決法 ダミーMACアドレスを使用するには、MACアドレスを指定していないレコードだけ
が含まれている CSVファイルを新規に作成します。あるいは、CSVファイルにMACアドレ
スを指定し、[ダミーMACアドレスの作成（Create Dummy MAC Address）]チェックボックス
をオフにすることもできます。

BAT.xltスプレッドシートがMicrosoft Excel XP（Office XP）で機能しな
い

問題 BAT.xltスプレッドシートがMicrosoft Excel XP（Office XP）で機能しない

考えられる原因 Office XPパッケージのMicrosoft Excelでは、マクロのセキュリティがデ
フォルトで「高」に設定されています。この設定のため、BAT.xltのマクロが実行できず、
BAT.xltを使用できません。

解決法 BAT.xltでマクロを有効にするには、次の手順を使用します。

1. BAT.xltを開きます。
2. [メニュー（Menu）] > [ツール（Tools）] > [マクロ（Macro）] > [セキュリティ（Security）]
に移動します。

3. [セキュリティレベル（Security Level）]を [中（Medium）]に設定します。
4. BAT.xltを閉じ、再度開きます。プロンプトが表示されたら、[マクロを有効にする（Enable

Macros）]を選択します。

[電話の移行 - SCCPから SIP（Migrate Phones - SCCP TO SIP）]ウィンド
ウで SCCP電話の SIPへの移行要求を送信した後も、7940および 7960
モデルが引き続き SCCP電話機として表示される

問題 [電話の移行 - SCCPから SIP（Migrate Phones - SCCP TO SIP）]ウィンドウで SCCP電話
の SIPへの移行要求を送信した後も、Cisco Unified IP Phoneの 7940および 7960モデルが引き
続き SCCP電話機として表示される。

解決法 この問題を解決するには、移行の後で各電話の電源を再投入（電源をオフした後にオ

ン）してください。

Cisco Unified IP Phone（モデル 7911、7941、7961、7970、および 7971）では移行のアクティビ
ティが正しく機能し、移行後は SIPとして電話が登録されます。

（注）

レコードが選択したファイル形式に一致しない

問題 レコードが選択したファイル形式に一致しない
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考えられる原因 MS Excelを使用して CSVファイルを作成し、最終列を空白にすると、行
15以降、MS Excelが最終列にカンマを追加しません。このエラーは、BAT操作でこのよ
うな CSVファイルを使用すると発生します。

解決法 CSVファイルの最終列を空白にするには、次の手順に従います。

1. CSVファイルの作成時に、最終列にダミー値を入力します。
2. CSVファイルを保存して閉じます。
3. 保存した CSVファイルをテキストエディタまたはメモ帳で開きます。
4. ダミー値をブランクの値に置き換え、ファイルを保存します。

Microsoft Excel 2007で BAT.xltが互換モードで機能している
問題 Microsoft Excel 2007で BAT.xltが互換モードで機能している

考えられる原因 Excelテンプレート bat.xltは、Microsoft Excel 2003ファイルです。このファ
イルをMicrosoft Excel 2007で開くと、ファイルは互換モードで開きます。互換モードで
は、ExcelテンプレートはMicrosoft Excel 2003ファイルと同じように機能し、Microsoft
Excel 2007の機能は使用できません。

解決法 BAT.xltが通常モードであることを確認してください。Bat.xltを開き、[ファイル（File）]
> [名前を付けて保存（Save As）]を選択し、[Excelマクロ有効ブック（Excel Macro Enabled
Workbook）]をクリックします。名前を指定し、[Save（保存）]をクリックします。bat.xltを
閉じ、保存したファイル（名前を付けて保存したファイル）を開きます。

BATパフォーマンスのトラブルシューティング
低トラフィックの時間帯に一括トランザクションを送信することをお勧めします。Unified
Communications Managerが大量のコールを処理しているときに BATファイルを最初のノード
データベースに挿入すると、BATトランザクションが遅くなる可能性があります。実際、
Unified Communications Managerによるコール処理に悪影響が及ぶ可能性もあります。

ファイルサイズを1ファイルあたり12000レコード未満に制限することにより、BATパフォー
マンスが改善する可能性があります。

また、BATファイルを最初のノードデータベースに挿入する前に、Unified Communications
Managerの最初のノードサーバで TFTPサービスを停止することでも、BATパフォーマンスを
改善できます。挿入トランザクションが完了したら、TFTPサービスを再起動する必要があり
ます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Serviceability]ウィンドウで、[ツール（Tools）] > [コントロールセンター -機能
サービス（Control Center - Feature Services）]を選択します。

ステップ 2 対応するラジオボタンをクリックして、[Unified CMサービスからのCisco TFTP（Cisco TFTP
from the Unified CM Service）]リストを選択します。
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ステップ 3 [停止（Stop）]をクリックして、[OK]をクリックします。

挿入トランザクションが完了した後、TFTPサービスを再起動する必要があります。
同じ手順に従い、[開始（Start）]をクリックしてサービスを再起動します。

（注）

関連トピック

BATおよび TAPSのトラブルシューティング関連のトピック（779ページ）

BATおよび TAPSのトラブルシューティング
原則として、TAPSが使用されていない場合は、TAPSサービスを停止することをお勧めしま
す。このサービスを停止することによって、TAPSの不要な使用を防ぐことができ、また CPU
時間をある程度節約することもできます。

関連トピック

BATおよび TAPSのトラブルシューティング関連のトピック（779ページ）

Tool for Auto-Registered Phones Supportログファイルの表示
TAPSでは、TAPSログファイルごとに 1行の情報を生成します。

TAPSログファイルを表示するには、[一括管理（Bulk Administration）] > [TAPS] > [TAPSロ
グファイルの表示（View TAPS Log File）]の順に選択します。

Tool for Auto-Registered Phones Supportのエラーメッセージ
Cisco UCCXサーバーで TAPSの実行中に次のメッセージが表示されることがあります。

関連トピック

BATおよび TAPSのトラブルシューティング関連のトピック（779ページ）

TAPSルートポイント番号をダイヤルすると、発信者にビジートーンが聞こえる

問題 TAPSルートポイント番号をダイヤルすると、発信者はビジートーンを受け知ります。

考えられる原因 このビジートーンは、TAPSの最大同時セッション数に達したことを示し
ます。TAPSの最大セッション数は、UCCX設定で TAPSアプリケーションに割り当てら
れたポート数と同じです。

解決法 この状況を回避するには、Cisco UCCXで TAPSアプリケーションに割り当てられる
ポート数を増やす必要があります。
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Cisco UCCXサーバーの起動時に、JTAPIサブシステムで部分的サービスまたはアウトオ
ブサービスと表示されます。

問題 Cisco UCCXサーバーの起動時に、JTAPIサブシステムで部分的サービスまたはアウトオ
ブサービスと表示されます。

考えられる原因 メッセージが発生する理由は、Cisco Unified Communications Managerまた
は Cisco UCCXサーバの設定に問題があるためです。

解決法 問題が修正されるまで、次のいずれかまたはすべての手順を実行してください。

• Cisco Unified Communications Managerが起動していることを確認します。

• Cisco UCCXサーバで JTAPIが使用可能であることを確認します。

• UCCXサーバ上の JTAPIバージョンが、Cisco Unified Communications Managerにインス
トールされている JTAPIバージョンと同じであることを確認します。

• Cisco Unified Communications Managerでルートポイントと CTIポートが適切に設定されて
いることを確認します。

• JTAPIユーザの [CTIからのデバイスの制御を許可（Allow Control of Device from CTI）]
チェックボックスがオンになっていることを確認します。これは、Cisco Unified
Communications Manager Administrationのユーザウィンドウで確認できます。

• CTI Managerサービスが開始されていることを確認します。

• Cisco Unified Communications Managerのユーザ設定で、ポートとルートポイントがユーザ
に関連付けられていることを確認します。

さらにトラブルシューティングを行うには、Cisco UCCXサーバのMIVRログファイルを
収集して確認してください。

BATおよびTAPSのトラブルシューティング関連のトピッ
ク

• BATログファイル（771ページ）

•構成ファイルを表示するトレースの有効化（769ページ）

• BATのトラブルシューティング（772ページ）

• BATパフォーマンスのトラブルシューティング（777ページ）

• BATおよび TAPSのトラブルシューティング（778ページ）
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第 XXII 部

インフラストラクチャデバイス
•インフラストラクチャデバイスの管理（783ページ）





第 80 章

インフラストラクチャデバイスの管理

• BATを使用したインフラストラクチャデバイスのセットアップ（783ページ）
• BAT.xltを使用したインフラストラクチャデバイス用 CSVデータファイルの作成（784
ページ）

•テキストエディタを使用したインフラストラクチャデバイス用CSVデータファイルの作
成（784ページ）

•インフラストラクチャデバイスの挿入（785ページ）
•インフラストラクチャデバイス挿入の例（787ページ）

BATを使用したインフラストラクチャデバイスのセット
アップ

BATスプレッドシート BAT.xltを使用して、インフラストラクチャデバイス用の CSVファイ
ルを作成できます。

BAT.xltファイルは Cisco Unified Communications Managerサーバの最初のノードに存在します
が、通常はサーバ上にMicrosoft Excelがインストールされていません。その場合は、ファイル
を最初のノードからコピーしてMicrosoft Excelがインストールされたローカルマシンに移動し
ます。

（注）

手順

ステップ 1 [Bulk Administration（一括管理）] > [Upload/Download Files（ファイルをアップロード/ダウン
ロード）]の順に選択します。
[ファイルの検索/一覧表示（Find and List Files）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、BAT.xltファイルをダウンロードします。
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BAT.xltを使用したインフラストラクチャデバイス用CSV
データファイルの作成

手順

ステップ 1 テキストベースのCSVファイルをエクスポートまたは作成できるBAT.xltスプレッドシートを
開きます。

ステップ 2 追加するインフラストラクチャデバイスごとに別々の行を使用して値を入力します。CSVファ
イルには、以下をカンマで列挙した列が含まれます。

• [デバイス名（Device Name）]
• IPv4アドレス
• IPv6アドレス
• BSSID
•説明

ステップ 3 [BAT形式にエクスポート（Export to BAT Format）]をクリックします。
この操作により、[Cisco CallManager一括管理ツール（Cisco CallManager Bulk Administration
Tool）]ポップアップウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [OK]をクリックして、ローカルワークステーションに保存される .txtファイルを作成します。

例：

C:\XlsDataFiles\Infrastructuredevice-04222015144259.

次のタスク

[一括管理（BulkAdministration）] > [ファイルのアップロード/ダウンロード（Upload/Download
Files）]を使用して、作成したファイルをアップロードします。

テキストエディタを使用したインフラストラクチャデバ

イス用 CSVデータファイルの作成
メモ帳などのテキストエディタを使用して、インフラストラクチャデバイス用の CSVテキス
トファイルを作成できます。
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手順

ステップ 1 テキストエディタを開くか、テキストベースの CSVファイルをエクスポートまたは作成可能
な別のアプリケーションを開きます。

ステップ 2 CSVファイルの先頭行は、「ACCESSPOINT OR SWITCH NAME,IPV4 ADDRESS,IPV6
ADDRESS,BSSID,DESCRIPTION」にする必要があります。

ステップ 3 追加するインフラストラクチャデバイスごとに別々の行を使用して値を入力します。CSVファ
イルには、以下をカンマで列挙した列が含まれます。

• [デバイス名（Device Name）]
• IPv4アドレス
• IPv6アドレス
• BSSID
•説明

ステップ 4 サンプル CSVデータファイルを表示するには、[一括管理（Bulk Administration）] > [インフ
ラストラクチャデバイス（Infrastructure Device）] > [インフラストラクチャデバイスの挿入
（Insert Infrastructure Device）]の順にクリックします。
[インフラストラクチャデバイス設定の挿入（Insert Infrastructure Device Configuration）]ウィン
ドウが開きます。

ステップ 5 [サンプルファイルの表示（View Sample File）]をクリックします。

インフラストラクチャデバイスの挿入
次の手順を使用して、CSVファイルから データベースにワイヤレスアクセスポイントイン
フラストラクチャを一括インポートします。この手順を使用して、Cisco Prime Infrastructureか
らエクスポートされた CSVファイルをインポートしたり、またはサードパーティワイヤレス
アクセスポイントコントローラからアクセスポイントをインポートしたりできます。

始める前に

次に列挙する列を含む、カンマ区切り値（CSV）形式のデータファイルが必要です。

•アクセスポイントまたはスイッチ名

• IPv4アドレス

• IPv6アドレス

• BSSID：ワイヤレスアクセスプロトコル（WAP）インフラストラクチャデバイスの場合
に必要

•説明：場所識別子、スイッチタイプと場所の組み合わせ、または他の意味のある識別子
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IPv4アドレスと IPv6アドレスの両方を定義することも、どちらか一方だけを定義することも
できます。

Merakiアクセスポイントの場合、は、データベース内の基本サービスセット識別子 (BSSID)
をそのベース BSSIDに正規化した後に更新します。Merakiアクセスポイントの BSSIDマスキ
ング計算の詳細については、「Cisco Meraki BSSID MACアドレスの計算」を参照してくださ
い。

Meraki以外のアクセスポイントの場合、Unified CMは、最後のバイトを 0でマスクすることに
より、データベース内の BSSIDを更新します。

このマスキングロジックにより、Unified CMはアクセスポイントの個々のチャネルの BSSID
ではなく、アクセスポイントを一意に識別できます。

（注）

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [インフラストラクチャデバイス（Infrastructure Device）] >
[インフラストラクチャデバイスの挿入（Insert Infrastructure Device）]の順に選択します。
[インフラストラクチャデバイス設定の挿入（Insert Infrastructure Device Configuration）]ウィン
ドウが表示されます。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]フィールドで、このトランザクション用に作成した CSVデータ
ファイルを選択します。

ステップ 3 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

デフォルトの説明は、[インフラストラクチャデバイスの挿入（Insert Infrastructure Device）]で
す。

ステップ 4 ジョブを実行するタイミングを次のように選択します。

•すぐにジョブを実行する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]ラジオボタンを選択
します。

•後でジョブを実行する場合は、[後で実行（Run Later）]ラジオボタンを選択します。

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
すぐにジョブを実行するように選択した場合は、ジョブが実行されます。

ステップ 6 後でジョブを実行するように選択した場合は、ジョブを実行するタイミングをスケジュールし
ます。

a) [一括管理（Bulk Administration）] > [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]を選択しま
す。

b) [検索（Find）]をクリックして、さきほど作成したジョブを選択します。
c) [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]ウィンドウで、ジョブを実行するタイミングをス
ケジュールします。

d) [保存（Save）]をクリックします。
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スケジュールされた時刻に、ジョブが実行されます。

インフラストラクチャデバイス挿入の例

インフラストラクチャデバイス挿入の例

正しく書式設定されたインフラストラクチャデバイスエントリの例を以下に示します。

• SFO12-32-AP2,10.77.29.28,FE80::0202:B3FF:FE1E:8330,EC:E1:A9:DA:85:30,SF->Bldg12->3rdFloor

• SFO12-42-AP1,10.77.29.52,,3C:CE:73:56:2A:10,SF->Bldg12->4rdFloor

• NYC01-3560SW1,10.177.34.50,,,NYC->Blgd1->-IDF1

• CHI-3650,10.190.23.33,,,Chicago->1060AddisonSt

• RCDN-AP2,,,AA:17:D8:07:CF:4D,Bldg0-F1

Meraki以外のアクセスポイントの場合、は、最後のバイトを0でマスクすることにより、デー
タベース内の BSSIDを更新します。この BSSIDは、個別のワイヤレスネットワークの IDと
同じにしないでください。

「RCDN-AP2,,,AA:17:D8:07:CF:4D,Bldg0-F1」の例は、Meraki以外のアクセスポイント用です。
Merakiアクセスポイントの BSSIDマスキング計算の詳細については、「Cisco Meraki BSSID
MACアドレスの計算」を参照してください。

（注）
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第 XXIII 部

ディレクトリ URIとパターンの管理
•ディレクトリ URIとパターンの管理（791ページ）





第 81 章

ディレクトリ URIとパターンの管理

この章では、Cisco Unified Communications Managerとの間で、ディレクトリ URI、+E.164パ
ターン、およびPSTNフェールオーバールールをインポートおよびエクスポートする方法につ
いて説明します。

•ローカルディレクトリ URIと +E.164パターンのエクスポート（791ページ）
•非 ILSシステムからのディレクトリ URIおよびパターンのインポート（792ページ）
• Directory URIの形式（794ページ）

ローカルディレクトリ URIと +E.164パターンのエクス
ポート

この手順では、すべてのローカル設定されたディレクトリURI、+E.164番号パターン、および
関連するPSTNフェールオーバールールを、他のコール制御システムにインポート可能なCSV
ファイル形式でエクスポートする方法について説明します。

Cisco Unified Communications Managerは、ローカルクラスタ内で設定されたディレクトリ URI
と +E.164番号パターンのみを CSVファイルに書き込みます。Cisco Unified Communications
Managerには、LDAPディレクトリからローカルクラスタにインポートされたディレクトリ
URIと +E.164パターンが含まれていますが、ILSを介して学習されたり、サードパーティURI
カタログからインポートされたりしたディレクトリ URIとパターンは含まれません。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで、[一括管理（Bulk Administration）] > [ディレクトリURIと
パターン（Directory URIs and Patterns）] > [ローカルディレクトリ URIとパターンのエクス
ポート（Export Local Directory URIs and Patterns）]の順に選択します。

ステップ 2 次のラジオボタンのいずれかをクリックして、エクスポートファイルに付加するドメイン名
を定義します。
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• [組織の最上位ドメイン（Organizational Top Level Domain）]：エクスポートファイルのド
メイン名として [組織の最上位ドメイン（Organizational Top Level Domain）]エンタープラ
イズパラメータの値を使用するには、このラジオボタンをクリックします。

• [ルート文字列ドメイン（Route String Domain）]：エクスポートファイルのドメイン名と
して、[ILS設定（ILS Configuration）]で設定された [ルート文字列（Route String）]フィー
ルドの値を使用する場合には、このラジオボタンをクリックします。

• [ユーザ定義ドメイン（User Defined Domain）]：エクスポートファイルに付加するカスタ
マイズされたドメイン名を作成するには、このラジオボタンをクリックします。

ステップ 3 [ユーザ定義ドメイン（User DefinedDomain）]を選択した場合は、[ドメイン名（DomainName）]
テキストボックスにドメイン名を入力します。

ステップ 4 [ローカルディレクトリURIとパターンのエクスポート（Export Local Directory URIs and Patterns）]
ボタンをクリックします。

ステップ 5 CSVファイルをローカルドライブに保存します。

非 ILSシステムからのディレクトリ URIおよびパターン
のインポート

ローカルクラスタ上で Intercluster Lookup Service（ILS）を実行している場合、Cisco TelePresence
Video Communication Server（VCS）やサードパーティ製コール制御システムなどの ILSを実行
していないコール制御システム用のCSVファイルから（ディレクトリURI、+E.164番号パター
ン、または PSTNフェールオーバールールを含む）グローバルダイヤルプランカタログをイ
ンポートするには、次の手順に従います。

この手順を実行するには、ILSネットワーク内のハブクラスタとして設定されたローカルクラ
スタ上で Cisco Bulk Provisioning Serviceが稼働している必要があります。カタログを Cisco
Unified Communications Managerにインポートすると、ILSはインポートされたカタログを ILS
ネットワーク内の他のクラスタに複製します。

インポートに使用する CSVファイルに、ご使用の Cisco Unified Communications Managerバー
ジョンとの互換性があることを確認してください。たとえば、バージョン 9.0(1)へのインポー
ト用に互換性がある CSVファイルは、バージョン 10.0(1)とは互換性がありません。ご使用の
リリース用のサンプル CSVファイルを表示するには、Cisco Unified CM Administrationで、[一
括管理（Bulk Administration）] > [ディレクトリURIとパターン（Directory URIs and
Patterns）] > [ローカルディレクトリURIとパターンの挿入（Insert Directory URIs and Patterns）]
の順に選択して、[サンプルファイルの表示（View Sample File）]をクリックします。

（注）
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Cisco Unified CM Administrationで、埋め込み二重引用符またはカンマを使用してディレクトリ
URIを入力することができます。ただし、埋め込み二重引用符やカンマが付いたディレクトリ
URIを含むCSVファイルをインポートするために一括管理を使用する場合、ディレクトリURI
全体を二重引用符で囲んで、埋め込み二重引用符を二重引用符でエスケープする必要がありま

す。たとえば Jared,「Jerry」, Smith@test.comというディレクトリ URIは、CSVファイルに
「Jared」,「「Jerry」」,「Smith@test.com」として入力する必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで、[コールルーティング（Call Routing）] > [グローバルダイ
ヤルプランレプリケーション（Global Dial Plan Replication）] > [インポート済みグローバルダ
イヤルプランカタログ（Imported Global Dial Plan Catalogs）]の順に選択します。

ステップ 2 [名前（Name）]フィールドに、カタログの名前を入力します。

ステップ 3 [説明（Description）]フィールドに、カタログの説明を入力します。

ステップ 4 [ルート文字列（Route String）]フィールドに、カタログをインポートしているシステムのルー
ト文字列を作成します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 Cisco Unified CM Administrationで、[一括管理（Bulk Administration）] > [ファイルのアップ
ロード/ダウンロード（Upload/Download Files）]の順に選択します。

ステップ 7 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 8 [参照（Browse）]をクリックして、インポートするカタログの CSVファイルを選択します。

ステップ 9 [ターゲットの選択（Select the Target）]ドロップダウンリストボックスから [インポート済み
ディレクトリ URIおよびパターン（Imported Directory URIs and Patterns）]を選択します。

ステップ 10 [トランザクションタイプの選択（Select Transaction Type）]ドロップダウンリストボックス
から [インポート済みディレクトリ URIおよびパターンの挿入（Insert Imported Directory URIs
and Patterns）]を選択します。

ステップ 11 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 12 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[一括管理（Bulk
Administration）] > [ディレクトリ URLとパターン（Directory URIs and Patterns）] > [イン
ポートしたディレクトリURLとパターンを挿入（Insert Imported Directory URIs and Patterns）]
を選択します。

ステップ 13 [ファイル名（File Name）]ドロップダウンリストボックスで、インポートするカタログを含
む CSVファイルを選択します。

ステップ 14 [インポート済みディレクトリURIカタログ（Imported Directory URI Catalog）]ドロップダウン
リストボックスでは、[インポート済みグローバルダイヤルプランカタログ（Imported Global
Dial Plan Catalog）]ウィンドウで指定したカタログを選択します。

ステップ 15 [ジョブ説明（Job Description）]テキストボックスに、これから実行するジョブの名前を入力
します。

ステップ 16 ジョブを実行するタイミングを選択します。
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•すぐにジョブを実行する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]ラジオボタンをクリッ
クして、[送信（Submit）]をクリックします。

•指定した時刻にジョブを実行するようにスケジュールする場合は、[後で実行（RunLater）]
ラジオボタンをクリックして、[送信（Submit）]をクリックします。このオプションを選
択した場合、一括管理のジョブスケジューラを使用して、ジョブの実行のタイミングをス

ケジュールする必要があります。

Cisco Unified Communications Managerは、インポートされたすべての +E.164パター
ンを Global Learned +E.164 Patternsパーティションに保存します。

（注）

Directory URIの形式
Directory URIは、@記号で区切られたユーザとホストアドレスで構成される英数字の文字列
です。Cisco Unified Communications Managerは次のディレクトリ URIの形式をサポートしてい
ます。

• user@domain（例：joe@cisco.com）

• user@ip_address（例：joe@10.10.10.1）

Cisco Unified Communications Managerは、Directory URIのユーザ部（@記号の前の部分）で次
の形式をサポートしています。

•使用できる文字は次のとおりです。a～ z、A～ Z、0～ 9、!、$、%、&、*、_、+、~、
-、=、\、?、\, ‘, ,, ., /.

•ユーザ部分は最大 47文字までです。

•ユーザ部には、%2[0-9A-F]から%7[0-9A-F]までのパーセントエンコーディングを使用で
きます。使用できる一部の文字に関しては、Unified CMが自動的にパーセントエンコー
ディングを適用します。パーセントエンコーディングの詳細については、次の項を参照し

てください。

• URIルックアップポリシーのエンタープライズパラメータの値に応じて、ユーザ部で大
文字と小文字が区別されるか、区別されないかが決まります。デフォルトでは、大文字と

小文字が区別されます。

Cisco Unified Communications Managerは、ディレクトリ URIのホスト部分（@記号の後の部
分）で次の形式をサポートしています。

• IPv4アドレスまたは完全修飾ドメイン名をサポートします。

•有効な文字は、a～ z、A～ Z、0～ 9、ハイフン、およびドットです。

•ホスト部の先頭と末尾にはハイフンを使用できません。

•ホスト部には 2つのドットを連続して使用できません。
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•最低 2文字必要です。

•ホスト部では、大文字と小文字は区別されません。

データベースの制約により、Directory URIフィールドの長さは最大 254文字です。

Directory URIのユーザ部に電話番号を入力することもできます。ただし、SIPプロファイル用
に選択した [ダイヤル文字列の解釈（Dial String Interpretation）]オプションによっては、Cisco
Unified Communications Managerが Directory URIを電話番号として扱う場合があります。

（注）

サードパーティコール制御システムとの互換性を保つため、URIルックアップポリシーのエ
ンタープライズパラメータの値を大文字と小文字の区別なしに設定することをお勧めします。

（注）

Directory URIのパーセントエンコーディング

Directory URIがデータベースに保存される際、この Directory URIのユーザ部に含まれる次の
文字に対して、Unified CMは自動的にパーセントエンコーディングを適用します。

# % ^ ` { } | \ : ” < > [ ] \ ‘およびスペース

パーセントエンコーディングが適用されると、この Directory URIの桁数が増えます。たとえ
ば、Directory URIとして joe smith#@cisco.com（20文字）と入力した場合、Cisco Unified
Communications Managerはこの Directory URIを joe%20smith%23@cisco.com（24文字）として
データベースに保存します。データベースの制約により、Cisco Unified Communications Manager
は 254文字を超過する Directory URIを保存しようとする試行をすべて拒否します。

一括管理する場合の Directory URI形式の例外

Cisco Unified CMの管理ページで、二重引用符またはコンマが組み込まれた複数の URIを入力
できます。ただし、一括管理を使用して、二重引用符およびコンマが組み込まれた複数のディ

レクトリ URIが含まれている CSVファイルをインポートする場合は、ディレクトリ URI全体
を引用符で囲み、組み込まれた引用符を引用符でエスケープする必要があります。たとえば、

「Jared, "Jerry",Smith@test.com」というディレクトリ URIは、CSVファイルでは
「"Jared,""Jerry"",Smith@test.com"」と入力する必要があります。
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付録 A
テキストベースの CSVファイル

Unified Communications Manager一括管理（BAT）では、カンマ区切り値（CSV）ファイル形式
で入力されたデータを使用して、最初のノードサーバー上の Unified Communications Manager
データベースへの挿入トランザクション用に情報を提供します。CSVデータ形式を使用するこ
とで、データレコードを表形式で格納したテキストファイルを作成できます。

CSVデータファイルは、Notepad++などのテキストエディタを使用して作成できます。レコー
ドごとに別個の行を使用してデータを入力する必要があります。各データフィールドをカンマ

で区切り、空白のフィールドにもカンマ区切り文字を指定します。CSVファイルに空白の行を
入力すると、挿入トランザクション中にエラーが発生するため、データファイルのすべての行

にデータを入力してください。

Unified Communications Managerデータベースにデータレコードを挿入するとき、BATは、最
初のノードデータベースを実行しているサーバー上に存在する一連の指定されたフォルダにア

クセスします。BATがトランザクション用の該当する CSVデータファイルにアクセスできる
ようにするには、CSVデータファイルを Unified Communications Managerの最初のノードデー
タベースサーバにアップロードする必要があります。

UTF-8形式ではASCII文字以外の文字を保存できるため、この形式で保存したテキストベース
の CSVファイルのみをアップロードすることをお勧めします。Notepad++などのテキストエ
ディタを使用すると、[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストから [バイト
オーダーマーク（BOM）なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択でき
ます。UTF-8以外の形式で保存したテキストベースのCSVファイルは、Unified Communications
Managerからダウンロードしたときに文字化けする可能性があります。

（注）

•電話機用のテキストベースの CSVファイルの作成（798ページ）
•テキストベースの CSVユーザファイルの作成（804ページ）
•ユーザファイル形式（805ページ）
•ユーザデバイスプロファイル用のテキストベースの CSVファイルの作成（807ページ）
• Cisco Unified CM Assistantマネージャおよびアシスタントの関連付け用のテキストベース
の CSVファイルの作成（811ページ）

• Cisco VG200ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイルの作成（813ページ）
• Cisco VG224ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイルの作成（816ページ）
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• Cisco VG310ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイルの作成（817ページ）
• VG320ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイルの作成（819ページ）
• VG350ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイルの作成（821ページ）
• VG410ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイルの作成（822ページ）
• VG420ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイルの作成（823ページ）
• VG450ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイルの作成（824ページ）
• ISR 4461ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイルの作成（826ページ）
• Cisco Catalyst 6000 FXSポート用のテキストベースの CSVファイルの作成（827ページ）
• Cisco Catalyst 6000（FXS）ポートファイル形式（828ページ）
• Cisco VG202およびVG204ゲートウェイ用のテキストベースのCSVファイルの作成（829
ページ）

•クライアント識別コードおよび強制承認コード用のカスタムのテキストベースのCSVファ
イルの作成（830ページ）

•コールピックアップグループ用のテキストベースの CSVファイルの作成（834ページ）
•リモート接続先プロファイル用のテキストベースの CSVファイルの作成（836ページ）
•電話移行用のテキストベースの CSVファイルの作成（837ページ）
• IME信頼要素設定用のテキストベースの CSVファイルの作成（838ページ）
• IME信頼グループ設定用のテキストベースの CSVファイルの作成（839ページ）
• IME登録グループ設定用のテキストベースの CSVファイルの作成（840ページ）
• IME除外グループ設定用のテキストベースの CSVファイルの作成（842ページ）
•フォールバックプロファイル設定用のテキストベースの CSVファイルの作成（843ペー
ジ）

•エンドユーザ CAPFプロファイル用のテキストベースの CSVファイルの作成（844ペー
ジ）

•モビリティプロファイル用のテキストベースの CSVファイルの作成（846ページ）
•インフラストラクチャデバイス用のテキストベースのCSVファイルの作成（847ページ）
•関連項目（848ページ）

電話機用のテキストベースの CSVファイルの作成
Notepad++などのテキストエディタを使用して、電話機用、IPテレフォニーデバイス用、お
よびユーザの組み合わせ用の CSVテキストファイルを作成できます。

電話機を追加するとき、データ入力に BATスプレッドシートを使用する代わりに、値をカン
マで区切ったASCIIテキストの行を使用してカンマ区切り値（CSV）ファイルを作成して使用
できます。CSVデータファイル形式は、電話機のタイプによって異なります。CSVテキスト
ファイルに適切な電話機ファイル形式を使用する必要があります。
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UTF-8形式ではASCII文字以外の文字を保存できるため、この形式で保存したテキストベース
の CSVファイルのみをアップロードすることをお勧めします。Notepad++などのテキストエ
ディタを使用すると、[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストから [バイト
オーダーマーク（BOM）なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択でき
ます。UTF-8以外の形式で保存したテキストベースの CSVファイルは、からダウンロードし
たときに文字化けする可能性があります。

（注）

手順

ステップ 1 テキストエディタを開くか、テキストベースの CSVファイルをエクスポートまたは作成可能
な別のアプリケーションを開きます。

ステップ 2 に追加するそれぞれの電話機、IPテレフォニーデバイス、またはユーザーの組み合わせごと
に、別個の行を使って値を入力します。デバイスのタイプごとに別々の CSVファイルを作成
する必要があります。CSVデータファイルを作成するときには、次の規則に注意してくださ
い。

•フィールドが空でも、必ずカンマ区切り文字を指定します。

•電話機がユーザに関連付けられる場合は、ユーザ IDを指定します。

•電話番号フィールドは、回線を含まない BATテンプレートで使用する CSVファイルを作
成する場合でのみ、省略可能です。BAT電話機テンプレートで回線が設定されている場合
は、デバイスごとに CSVファイルで電話番号を指定する必要があります。

•空の行がある CSVファイルを挿入すると、エラーが発生します。

• CSVファイルを保存する際は、UTF-8エンコードファイルとして保存します。Notepad++
の [エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストで、[バイトオーダーマーク
（BOM）なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択できます。

次のタスク

の最初のノードに CSVファイルをアップロードします。

関連トピック

電話用 CSVデータファイル形式（800ページ）
すべての電話の詳細のフィールドのエクスポートオプション（802ページ）
電話用 CSVファイルの例（803ページ）
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電話用 CSVデータファイル形式
電話のタイプごとに、必要なデータ形式が異なります。電話ファイル形式でオプションとして

ラベルされているフィールドが、特定の条件が満たされると必須フィールドになることに注意

してください。

関連トピック

ユーザ付き電話機ファイル形式（800ページ）
CTIポート/H.323クライアントファイル形式（800ページ）
CTIポート-ユーザおよび H.323クライアント-ユーザの結合ファイル形式（801ページ）

ユーザ付き電話機ファイル形式

次の例は、電話機と固定ユーザ形式のテキストベースの CSVファイルについて、フィールド
の長さ、およびフィールドがオプションまたは必須のいずれかを示しています。

First Name (Optional, up to 64 characters), Last Name (Mandatory, 1 to 64 characters),
User ID (Mandatory, 1 to 128 characters), Password (Optional, up to 128 characters),
Manager User ID (Optional, up to 128 characters, must use the ID that exists in global
directory), Department (Optional, up to 64 characters), PIN (Optional, up to 20 numerals),
Default Profile (Optional, up to 50 characters), User Locale (Optional, up to 50
characters), Telephone Number (Optional, up to 20 numerals), Primary Extension (Optional,
up to 50 numerals), Associated PC (Optional, up to 50 characters), ICD Extension
(Optional, up to 50 numerals), Mail ID (Optional, up to 255 characters), Presence Group
(Optional, up to 50 characters), Subscribe Calling Search Space (Optional, up to 50
characters), MAC Address (Mandatory, up to 12 characters), Description (Optional, up to
50 characters), Location (Optional, up to 50 characters), Directory Number (Optional,
up to 24 numerals and special characters), Display (Optional, up to 30 characters), Line
Text Label (Optional, up to 30 characters), Forward Busy External (Optional, up to 50
numerals and special characters), Forward No Answer External (Optional, up to 50 numerals
and special characters), Forward No Coverage External (Optional, up to 50 numerals and
special characters), Forward Busy Internal (Optional, up to 50 numerals and special
characters), Forward No Answer Internal (Optional, up to 50 numerals and special
characters), Forward No Coverage Internal (Optional, up to 50 numerals and special
characters), Call Pickup Group (Optional, up to 50 characters), Speed Dial (Optional,
up to 50 numerals and special characters), Speed Dial Label (Optional, up to 30 characters)

例

John,Smith,johns,abcde,Daviss,12,12345,johnProfile,English United
States,1,1231123245AB,Dallas,
9725557154,9725557154,Mike,9725557172,9725557196,9725557112,
9725557127,9725557158,9725557189,9725557121/TollByPass,1230000000,Helpdesk

CTIポート/H.323クライアントファイル形式

次の例では、CTIポートおよび H.323クライアント形式のテキストベースの CSVファイルに
ついて、フィールドの長さ、およびフィールドがオプションか必須かを示しています。

Device Name (Mandatory, up to 15 characters for CTI ports and up to 50 characters for
H.323 Clients), Description (Optional, up to 50 characters) Location (Optional, up to
50 characters),UserID(Optional, 1 to 30 characters),Directory Number(Optional, up to 24
numerals and special characters),Display (Optional, up to 30 characters), Line Text
Label (Optional, up to 30 characters), Forward Busy External(Optional, up to 50 numerals
and special characters),Forward No Answer External (Optional, up to 50 numerals and
special characters), Forward No Coverage External (Optional, up to 50 numerals and special
characters), Forward Busy Internal (Optional, up to 50 numerals and special characters),
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Forward No Answer Internal (Optional, up to 50 numerals and special characters), Forward
No Coverage Internal (Optional, up to 50 numerals and special characters), Call Pickup
Group (Optional, up to 50/50 characters)

例

TAPS Port 1,CTI TAPS Port 1,Dallas,johns,9728437154,9728437154,
Mike,9728437172,9728437196,9728437127,9728437154,9728437178,
9728437189,9728437121/TollByPass,1230000000,Helpdesk

CTIポート-ユーザおよび H.323クライアント-ユーザの結合ファイル形式

次の例では、CTIポートとユーザ形式、および H.323クライアントとユーザ形式のテキスト
ベースの CSVファイルについて、フィールドの長さ、およびフィールドがオプションか必須
かを示しています。

First Name (Optional, up to 64 characters), Last Name (Mandatory, 1 to 64 characters),
User ID (Mandatory, 1-128 characters), Password (Optional, up to 128 characters), Manager
User ID (Optional, up to 128 characters, must use existing ID in global directory),
Department (Optional, up to 64 characters), PIN (Optional, up to 128 numerals), Default
Profile (Optional, up to 50 characters), User Locale (Optional, up to 50 characters),
Telephone Number (Optional, up to 64 numerals), Primary Extension (Optional, up to 50
numerals), Associated PC (Optional, up to 50 characters), ICD Extension (Optional, up
to 50 numerals), Mail ID (Optional, up to 255 characters), Presence Group (Optional, up
to 50 characters), Subscribe Calling Search Space (Optional, up to 50 characters),Device
Name (Mandatory, up to 15 characters for CTI ports-users combination and up to 50
characters for H.323client-users combinations),Description (Optional, up to 50 characters),
Location (Optional, up to 50 characters), Directory Number (Optional, up to 24 numerals
and special characters), Display (Optional, up to 30 characters), Line Text Label
(Optional, up to 30 characters), Forward Busy External (Optional, up to 50 numerals and
special characters), Forward No Answer External (Optional, up to 50 numerals and special
characters), Forward No Coverage External (Optional, up to 50 numerals and special
characters), Forward Busy Internal (Optional, up to 50 numerals and special characters),
Forward No Answer Internal (Optional, up to 50 numerals and special characters), Forward
No Coverage Internal (Optional, up to 50 numerals and special characters), Call Pickup
Group (Optional, up to 50 characters)

例

John,Smith,johns,abcde,Daviss,12,12345,johnProfile,English United States,1,TAPS Port
1,CTI
TAPS Port
1,9725557154,9725557154,Mike,9725557172,9725557196,9725557112,9725557127,9725557158,
9725557189,9725557121/TollByPass,1230000000,Helpdesk

フィールドのいずれかの値の一部にカンマや二重引用符を使用する場合は、そのテキスト値全

体を二重引用符で囲み、それが単一の値であることを明示する必要があります。

たとえば、John, Billをテキスト値として入力する場合は、この値を「John,Bill」として入力
する必要があります。

二重引用符を値の中で使用する場合は、その二重引用符の代わりに、二重引用符を2つ続けて
使用し、値全体を二重引用符で囲む必要があります。たとえば、John「Chiefは“John」「Chief」
として入力する必要があります。

（注）
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関連トピック

IME信頼グループ設定用のテキストベースの CSVファイルの作成（839ページ）

すべての電話の詳細のフィールドのエクスポートオプション

エクスポートユーティリティを使用して、電話機レコードのすべての詳細情報が含まれている

ファイルを生成する場合、エクスポートファイルの形式は次のようになります。

エクスポートユーティリティで生成されたファイルを編集することは推奨されません。システ

ムにより動的に生成されるログアウト時刻やログイン時刻などのフィールドは、編集してはな

りません。[ログインユーザ ID（Login User ID）]フィールドと [製品固有の XML（Product
Specific XML）]フィールドが適切に機能するために、これらのフィールドの内容が正しいこ
とを確認してください。また、これらのフィールドは編集しないでください。製品固有の設定

を更新するには、BATを使用してください。

注意

Device Name,Description,Device Pool,Phone Template,CSS,AAR CSS,Location,Extension
Mobility,Network Locale,Media Resource Group List,User Hold Audio Source,Network Hold
Audio Source,Device User Locale,Signal Packet Capture Mode,Packet Capture Duration,Built
in Bridge,Privacy,Retry Video Call as Audio,Ignore Presentation Indicators,Softkey
Template,Module 1,Module 2,Phone Load Name,Module 1 Load Name,Module 2 Load
Name,Information,Directory,Messages,Services,Authentication Server,Proxy Server,Idle,Idle
Timer,MLPP Indication,MLPP Preemption,MLPP Domain,Device Type,User ID,Common Profile,Owner
User ID,Allow CTI Control Flag,Device Presence Group,Security Profile,Device Subscribe
CSS,Unattended Port,Require DTMF Reception,RFC2833 Disabled,Certificate
Operation,Authentication String,Certification Operation Completion Time,Device
Protocol,Secure Shell User,Secure Shell Password,XML,Dial Rules,CSS Reroute,CSS Refer,DTMF
Signalling,Default DTMF Capability,SIP Profile,SIPCodec_MTPPreferredOrigCodec,Logout
Profile,MTP Required,Digest User,Always Use Prime Line,Always Use Prime Line for Voice
Messages,Geo Location

Directory Number,Partition,Voice Mail Profile,Line CSS,AAR Group,Line User Hold Audio
Source,Line Network Hold Audio Source,Auto Answer,Forward All Voice Mail,Forward All
Destination,Forward All CSS,Forward Busy Internal Voice Mail,Forward Busy Internal
Destination,Forward Busy Internal CSS,Forward Busy External Voice Mail,Forward Busy
External Destination,Forward Busy External CSS,Forward No Answer Internal Voice
Mail,Forward No Answer Internal Destination,Forward No Answer Internal CSS,Forward No
Answer External Voice Mail,Forward No Answer External Destination,Forward No Answer
External CSS,Forward No Coverage Internal Voice Mail,Forward No Coverage Internal
Destination,Forward No Coverage Internal CSS,Forward No Coverage External Voice
Mail,Forward No Coverage External Destination,Forward No Coverage External CSS,Forward
No Answer Ring Duration,Call Pickup Group,MLPP Target,MLPP CSS,MLPP No Answer Ring
Duration,Line Text Label,External Phone Number Mask,Maximum Number of Calls,Busy
Trigger,Message Waiting Lamp Policy,Ring setting (Phone Idle),Ring Setting (Phone
Active),Caller Name,Caller Number,Redirected Number,Dialed Number,Line Description,Alerting
Name,Alerting Name ASCII,Line Presence Group,Secondary CSS for Forward All,Forward on
CTI Failure Voice Mail,Forward on CTI Failure Destination,Forward on CTI Failure
CSS,Display,ASCII DisplayParty Entrance Tone,Log Missed Calls,Park Monitor Forward No
Retrieve Ext Voice Mail,Park Monitor Forward No Retrieve Int Voice Mail,Park Monitor
Forward No Retrieve Ext CSS,Park Monitor Forward No Retrieve Int CSS,Park Monitor Forward
No Retrieve Ext Destination,Park Monitor Forward No Retrieve Int Destination,Park Monitor
Reversion Timer

Speed Dial Number,Speed Dial Label,Speed Dial Label ASCII,Service Name,Subscribed Service
Name,Subscribed Service Name ASCII,Parameter Name,Parameter Value,Busy Lamp Field
Destination,Busy Lamp Field Directory Number,Busy Lamp Field Label,Busy Lamp Field Label
ASCII
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関連トピック

IME信頼グループ設定用のテキストベースの CSVファイルの作成（839ページ）

電話用 CSVファイルの例
次に、一般的に使用される電話用 CSVデータファイルの例を示します。

テンプレート属性（[話中転送の接続先（Forward Busy Destination）]）の使用

電話テンプレートの [話中転送の接続先（Forward Busy Destination）]が 3001である場合、[話
中転送の接続先（Forward Busy Destination）]に値が指定されていない CSVファイルのすべて
のレコードは 3001を使用します。
1231123245AB,SEP1231123245AB,Dallas,johns,9728437154,9728437154,Mike,,9728437196,9728437127,
9728437154,9728437178,9728437189,9728437121/TollByPass,1230000000,Helpdesk

電話の説明に入力がない

電話の説明が空白の場合、次の形式を使用します。

1231123245AB,,Dallas,johns,9728437154,9728437154,Mike,9728437172,9728437196,
9728437127,9728437154,9728437178,9728437189,9728437121/TollByPass,1230000000,Helpdesk

アクティブ回線またはロケーションの入力がない

アクティブ回線が必要なく、ロケーションが空白の場合は、次の形式を使用します。

1231123245AB,SEP1231123245AB,,,1230000000,HelpDesk

2つのアクティブ回線

2つのアクティブ回線を必要とする場合は、次の形式を使用します。
1231123245AB,SEP1231123245AB,Dallas,johns,9725557154,9725557154,Mike,9725557172,9725557196,
9728437127,9728437154,9728437178,9728437189,9725557121/TollByPass,9725557155,9725557155,
Kelvin,9725557133,9725557196,9728437112,9728437145,9728437187,9728437198,9725557112/
TollByPass,1230000000,Helpdesk

MACアドレスについては、MACアドレスの値を入力するか、ダミーMACアドレスを作成す
るオプションをオンにします。

（注）

必須の電話の入力

1つの回線が必須で、必須の値のみを含め、オプションの値は含めない場合、次の形式を使用
します。

1231123245AB,,,,9725557154,,,,,
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ダミーMACアドレスを使用するオプション

ダミーMACアドレスに関するオプションがオンにされ、1つの回線を使用する場合、次の形
式を使用します。

,Dallas,9725557154,9725557154,Mike,9725557172,9725557196,9728437127,9728437154,9728437178,
9728437189,9725557121/TollByPass,johns,1230000000,Helpdesk

関連トピック

IME信頼グループ設定用のテキストベースの CSVファイルの作成（839ページ）

テキストベースの CSVユーザファイルの作成
Notepad++などのテキストエディタを使用して、ユーザ用の CSVテキストファイルを作成で
きます。

ユーザを追加するとき、データ入力に BATスプレッドシートを使用する代わりに、値をカン
マで区切った ASCIIテキストの行を使用してカンマ区切り値（CSV）ファイルを作成できま
す。ユーザ CSVテキストファイル用のユーザファイル形式を使用する必要があります。

UTF-8形式ではASCII文字以外の文字を保存できるため、この形式で保存したテキストベース
の CSVファイルのみをアップロードすることをお勧めします。Notepad++などのテキストエ
ディタを使用すると、[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストから [バイト
オーダーマーク（BOM）なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択でき
ます。 UTF-8以外の形式で保存したテキストベースの CSVファイルは、Cisco Unified
Communications Managerからダウンロードしたときに文字化けする可能性があります。

（注）

手順

ステップ 1 テキストエディタを開くか、テキストベースの CSVファイルをエクスポートまたは作成でき
るアプリケーションを開きます。

ステップ 2 ユーザごとに別々の行を使用して、Cisco Unified Communications Managerに追加する各ユーザ
の値を入力します。

レコードの最後にカンマで区切ったすべてのデバイスのデバイス名を付加することにより、任

意の数の既存のデバイスを新しいユーザに関連付けることができます。

ユーザがデバイスを管理していない場合でも、電話番号をユーザに関連付けることができま

す。

CSVファイルに空白行が含まれていると、エラーが発生します。（注）
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ステップ 3 CSVファイルを保存する際は、UTF-8エンコードファイルとして保存します。Notepad++の
[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストで、[バイトオーダーマーク（BOM）
なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択できます。

次のタスク

ファイルを Cisco Unified Communications Managerの最初のノードにアップロードします。

関連トピック

IME信頼グループ設定用のテキストベースの CSVファイルの作成（839ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）
ユーザファイル形式（805ページ）

ユーザファイル形式

CSVファイルで、またはファイルを挿入するために BATを使用するときに、PINおよびパス
ワードの値を指定する必要があります。ユーザまたはユーザグループごとの個別の PINまた
はパスワードを適用する場合、CSVファイルで PINおよびパスワードの情報を指定します。
すべてのユーザが使用できるデフォルトのPINおよびパスワードを使用する場合は、CSVファ
イルで PINやパスワードの値は指定しません。その代わりに、BATを使用して Cisco Unified
Communications Managerに CSVファイルを挿入するときに、この情報を指定します。

ヒント

次のサンプル形式では、ユーザのテキストベースの CSVファイルについて、フィールド長、
およびフィールドがオプションか必須かを示しています。

First Name (Optional, up to 64 characters), Last Name (Mandatory, 1 to 64 characters),
User ID(Mandatory, up to 128 characters), Manager User ID (Optional, up to 128 characters,
must use existing ID in global directory), Department (Optional, up to 64 characters),
PIN (Optional, up to 128 numerals), Default Profile (Optional, up to 50 characters),
User Locale (Optional, up to 50 characters), Telephone Number (Optional, up to 64
numerals), Primary Extension (Optional, up to 50 numerals), Associated PC (Optional, up
to 50 characters), ICD Extension (Optional, up to 50 numerals), Mail ID (Optional, up
to 255 characters), Presence Group (Optional, up to 50 characters), Subscribe Calling
Search Space (Optional, up to 50 characters).

例

John,Smith,johns,abc123de,karend,0012055,9989,johns profile,English
United States,SEP1231123245AB,9725557154,SEP0010EB001234

フィールドが空白でも、区切り文字を指定する必要があります。CSVファイルの作成時には、
次の例およびサンプル CSVレコードを参照してください。

例 1

ユーザのマネージャが空欄の場合は、次の形式を使用します。
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John,Smith,johns,abc123de,,0012055,9989,johns profile,English United
States,SEP1231123245AB,9725557154,SEP0010EB001234

例 2

必須フィールドのみに入力したい場合は、次の形式を使用します。

Smith,johns,,,,,,,,

例 3

必須フィールドのみに入力し、ユーザを電話に関連付ける場合は、次の形式を使用します。

Smith,johns,,,,,,,SEP1231123245AB,

例 4

ユーザは、複数のデバイスを制御できます。追加のデバイス名を、レコードの末尾に追加でき

ます。

•そのユーザが 1つのデバイスのみを制御する場合は、次の形式を使用します。
John,Smith,johns,abc123de,karend,0012055,9989,johns profile,English
United States,SEP1231123245AB,9725557154

•そのユーザが 3つのデバイスを制御する場合は、次の形式を使用します。
John,Smith,johns,abc123de,karend,0012055,9989,johns profile,English
UnitedStates,SEP1231123245AB,9725557154,SEP0010EB001234,SEP0010EB432101

ユーザファイル形式の更新

テキストエディタを使用して、ユーザを更新するための CSVテキストファイルを作成しま
す。最初のノードサーバに、ファイルをアップロードします。

レコードを更新する際に、ファイルのすべての必須フィールドを指定する必要があります。オ

プションフィールドに値を格納していた場合に、空白のオプションフィールドでレコードを

更新すると、それらの値は空白にリセットされます。それでも更新時に、以前に格納した値を

保持することができます。

次のサンプル形式には、フィールド長と文字列の種類が示されています。その後には、ユーザ

を更新するための CSVファイルの例が示されています。
User ID (Mandatory, 1 to 128 characters), Password (Optional, up to 128 characters),
Manager (Optional, up to 128 characters, must use existing ID in global directory),
Department (Optional, up to 64 characters), PIN (Optional, up to 128 numerals), Default
Profile (Optional, up to 50 characters), User Locale (Optional, up to 50 characters),
Telephone Number (Optional, up to 64 numerals), Primary Extension (Optional, up to 50
numerals), Associated PC (Optional, up to 50 characters), ICD Extension (Optional, up
to 50 numerals), Mail ID (Optional, up to 255 characters).

例

johns,Daviss,123,johnProfile,English United States,SEP8612113425AC,9725557154
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フィールドが空白でも、区切り文字を指定する必要があります。CSVファイルの作成時には、
次の例およびサンプル CSVレコードを参照してください。

（注）

例 1

ユーザのマネージャが空欄の場合は、次の形式を使用します。

johns,,123,johnProfile,English United States,SEP8612113425AC,9725557154

例 3

必須フィールドには、次のフィールドが含まれます。

John,Daviss,123,johnProfile,,,

関連トピック

IME信頼グループ設定用のテキストベースの CSVファイルの作成（839ページ）
更新中の既存のユーザ情報の保持（274ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

ユーザデバイスプロファイル用のテキストベースのCSV
ファイルの作成

Notepad++などのテキストエディタを使用して、ユーザデバイスプロファイル用の CSVテキ
ストファイルを作成できます。

ユーザデバイスプロファイルを追加するときに、データ入力に BATスプレッドシートを使用
する代わりに、値をカンマで区切ったASCIIテキストの行を使用してカンマ区切り値（CSV）
ファイルを作成できます。CSVテキストファイルにはユーザデバイスプロファイルのファイ
ル形式を使用する必要があります。

フィールドのいずれかで文字列の一部としてカンマまたは二重引用符を使用する場合、二重引

用符でテキスト文字列全体を囲む必要があります。

（注）

UTF-8形式ではASCII文字以外の文字を保存できるため、この形式で保存したテキストベース
の CSVファイルのみをアップロードすることをお勧めします。Notepad++などのテキストエ
ディタを使用すると、[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストから [バイト
オーダーマーク（BOM）なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択でき
ます。UTF-8以外の形式で保存したテキストベースの CSVファイルは、Cisco Unified
Communications Managerからダウンロードしたときに文字化けする可能性があります。

（注）
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手順

ステップ 1 テキストエディタを開くか、テキストベースの CSVファイルをエクスポートまたは作成可能
な別のアプリケーションを開きます。

ステップ 2 Cisco Unified Communications Managerに追加する各ユーザデバイスプロファイルに関する値
を、ユーザデバイスプロファイルごとに別々の行を使用して入力します。

CSVファイルに空白行が含まれていると、エラーが発生します。（注）

ステップ 3 CSVファイルを保存する際は、UTF-8エンコードファイルとして保存します。Notepad++の
[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストで、[バイトオーダーマーク（BOM）
なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択できます。

次のタスク

CSVファイルを Cisco Unified Communications Managerの最初のノードサーバにアップロード
します。

関連トピック

IME信頼グループ設定用のテキストベースの CSVファイルの作成（839ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）
ユーザデバイスプロファイルのファイル形式（808ページ）

ユーザデバイスプロファイルのファイル形式

次のサンプル形式ではフィールド長と文字列の種類を示し、その後にユーザデバイスプロファ

イル用の CSVファイルの例を示します。
Device Profile Name(Mandatory, 1 to 50 characters),Description(Optional, 1 to 50
characters),Login UserID (Optional, 4 to 30 characters),Directory Number(Optional, up
to 24 numerals and special characters),Display(Optional, for internal Caller ID, up to
30 characters),Line Text Label(Optional, up to 30 characters),Forward Busy External
Destination(Optional, up to 50 numerals),Forward No Answer External Destination(Optional,
up to 50 numerals),Forward No Coverage External(Optional, up to 50 numerals),Forward
Busy Internal Destination(Optional, up to 50 numerals),Forward No Answer Internal
Destination(Optional, up to 50 numerals),Forward No Coverage Internal(Optional, up to
50 numerals),Call Pickup Group(Optional, up to 50/50 characters),Speed Dial
Number(Optional, up to 50 numerals),Speed Dial Label(optional, up to 30 characters)

例

John Profile,John's Profile,Johns,9725557154,9725557154,Mike,9725557172,9725557196,
9725557126,9725557154,9725557178,9725557189,9725557121/TollByPass,1230000000,Helpdesk

例 1

フィールドが空白でも、区切り文字を指定する必要があります。次の例は、Display設定値を
指定しない場合の正しい形式を示しています。
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John Profile,John's
Profile,Johns,9725557154,,Mike,9725557172,9725557196,9725557126,9725557154,9725557178,
9725557189,9725557121/TollByPass,1230000000,Helpdesk

例 2

0行のプロファイルを作成し、必須のフィールドのみを追加する場合は、次の例を使用します。
John Profile,,,,

例 3

必須のフィールドのみを入力し、ユーザデバイスプロファイルを 1つの電話番号のみに関連
付ける場合は、次の形式を使用します。

John Profile,,,9725557154,,,,,

2つの回線と 2つの短縮ダイヤルを含むユーザデバイスプロファイル
次の形式の例には、2つの回線を含むユーザデバイスプロファイルの CSVファイルのフィー
ルドの長さと文字列の種類が示されています。

User Device Profile Name(Mandatory, 1 to 50 characters),Description(Optional, 1 to 50
characters),Login UserID (Optional, 4 to 30 characters),Directory Number1(Optional, up
to 24 numerals and special characters),Display1(Optional, for internal Caller ID, up to
30 characters),Line Text Label1(Optional, up to 30 characters),Forward Busy External
Destination1(Optional, up to 50 numerals),Forward No Answer External Destination1(Optional,
up to 50 numerals),Forward No Coverage External Destination1(Optional, up to 50
numerals),Forward Busy Intermal Destination1(Optional, up to 50 numerals),Forward No
Answer Internal Destination1(Optional, up to 50 numerals),Forward No Coverage Internal
Destination1(Optional, up to 50 numerals),Call Pickup Group1(Optional, up to 50/50
characters),Directory Number2(Optional, up to 24 numerals and special
characters),Display2(Optional, for internal Caller ID, up to 30 characters),Line Text
Label2(Optional, up to 30 characters),Forward Busy External Destination2(Optional, up
to 50 numerals),Forward No Answer External Destination2(Optional, up to 50
numerals),Forward No Coverage External Destination2(Optional, up to 50 numerals),Forward
Busy Intermal Destination2(Optional, up to 50 numerals),Forward No Answer Internal
Destination2(Optional, up to 50 numerals),Forward No Coverage Internal
Destination2(Optional, up to 50 numerals),Call Pickup Group2(Optional, up to 50/50
characters),Speed Dial Number1(Optional, up to 50 numerals),Speed Dial Label1(optional,
up to 30 characters),Speed Dial Number2(Optional, up to 50 numerals),Speed Dial
Label2(optional, up to 30 characters)

例

John Profile,John's
Profile,John’s,9725557154,9725557154,Mike,9725557172,9725557196,9725557126,9725557154,
9725557178,9725557189,9725557121/TollByPass,9725557155,9725557155,Kelvin,9725557133,9725557196,
9725557113,9725557145,9725557187,9725557198,9725557112/TollByPass,1230000000,Helpdesk,
2149523460,Keith
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ユーザデバイスプロファイルのエクスポートファイルのフィールド

（すべての詳細オプションを使用）

エクスポートユーティリティを使用して、ユーザデバイスプロファイルのすべての詳細を含

むファイルを生成すると、エクスポートファイルの形式は次のようになります。この例は、す

べての詳細を含むエクスポートファイル内のフィールドの長さと種類を示しています。

エクスポートユーティリティは、ユーザデバイスプロファイルに関するモデル固有のフィー

ルドを生成しません。

エクスポートユーティリティで生成されたファイルを編集することは推奨されません。いくつ

かのフィールド（ログアウト時間やログイン時間など）がシステムで動的に生成されますが、

これらを決して編集しないでください。ログインユーザ IDフィールドと製品固有の XML
フィールドが正常に機能するには、これらのフィールドが正確である必要があり、これらを編

集してはなりません。製品固有の設定を更新するには、BATを使用してください。

注意

Device Profile Name,Description,Device Pool,Phone Template,CSS,AAR CSS,Location,Extension
Mobility,Network Locale,Media Resource Group List,User Hold Audio Source,Network Hold
Audio Source,Device User Locale,Signal Packet Capture Mode,Packet Capture Duration,Built
in Bridge,Privacy,Retry Video Call as Audio,Ignore Presentation Indicators,Softkey
Template,Module 1,Module 2,Phone Load Name,Module 1 Load Name,Module 2 Load
Name,Information,Directory,Messages,Services,Authentication Server,Proxy Server,Idle,Idle
Timer,MLPP Indication,MLPP Preemption,MLPP Domain,Device Type,User ID,Common Profile,Owner
User ID,Allow CTI Control Flag,Device Presence Group,Security Profile,Device Subscribe
CSS,Unattended Port,Require DTMF Reception,RFC2833 Disabled,Certificate
Operation,Authentication String,Certification Operation Completion Time,Device
Protocol,Secure Shell User,Secure Shell Password,XML,Dial Rules,CSS Reroute,CSS Refer,DTMF
Signalling,Default DTMF Capability,SIP Profile,SIPCodec_MTPPreferredOrigCodec,Logout
Profile,MTP Required,Digest User,Always Use Prime Line,Always Use Prime Line for Voice
Message

Directory Number,Partition,Voice Mail Profile,Line CSS,AAR Group,Line User Hold Audio
Source,Line Network Hold Audio Source,Auto Answer,Forward All Voice Mail,Forward All
Destination,Forward All CSS,Forward Busy Internal Voice Mail,Forward Busy Internal
Destination,Forward Busy Internal CSS,Forward Busy External Voice Mail,Forward Busy
External Destination,Forward Busy External CSS,Forward No Answer Internal Voice
Mail,Forward No Answer Internal Destination,Forward No Answer Internal CSS,Forward No
Answer External Voice Mail,Forward No Answer External Destination,Forward No Answer
External CSS,Forward No Coverage Internal Voice Mail,Forward No Coverage Internal
Destination,Forward No Coverage Internal CSS,Forward No Coverage External Voice
Mail,Forward No Coverage External Destination,Forward No Coverage External CSS,Forward
No Answer Ring Duration,Call Pickup Group,MLPP Target,MLPP CSS,MLPP No Answer Ring
Duration,Line Text Label,External Phone Number Mask,Maximum Number of Calls,Busy
Trigger,Message Waiting Lamp Policy,Ring setting (Phone Idle),Ring Setting (Phone
Active),Caller Name,Caller Number,Redirected Number,Dialed Number,Line Description,Alerting
Name,Alerting Name ASCII,Line Presence Group,Secondary CSS for Forward All,Forward on
CTI Failure Voice Mail,Forward on CTI Failure Destination,Forward on CTI Failure
CSS,Display,ASCII Display,Party Entrance Tone,Log Missed Calls,Park Monitor Forward No
Retrieve Ext Voice Mail,Park Monitor Forward No Retrieve Int Voice Mail,Park Monitor
Forward No Retrieve Ext CSS,Park Monitor Forward No Retrieve Int CSS,Park Monitor Forward
No Retrieve Ext Destination,Park Monitor Forward No Retrieve Int Destination,Park Monitor
Reversion Timer

Speed Dial Number,Speed Dial Label,Speed Dial Label ASCII,Service Name,Subscribed Service
Name,Subscribed Service Name ASCII,Parameter Name,Parameter Value,Busy Lamp Field
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Destination,Busy Lamp Field Directory Number,Busy Lamp Field Label,Busy Lamp Field Label
ASCII

ブール値を使用する設定には Trueと Falseを使用してください。（注）

関連トピック

IME信頼グループ設定用のテキストベースの CSVファイルの作成（839ページ）

Cisco Unified CM Assistantマネージャおよびアシスタント
の関連付け用のテキストベースの CSVファイルの作成

Notepad++などのテキストエディタを使用して、Unified CM Assistantマネージャおよびアシス
タント用の CSVテキストファイルを作成できます。

Unified CM Assistantマネージャおよびアシスタントを追加するときに、データ入力に BATス
プレッドシートを使用する代わりに、値をカンマで区切ったASCIIテキストの行を使用してカ
ンマ区切り値（CSV）ファイルを作成できます。CSVテキストファイルにはマネージャおよ
びアシスタントのファイル形式を使用する必要があります。

UTF-8形式ではASCII文字以外の文字を保存できるため、この形式で保存したテキストベース
の CSVファイルのみをアップロードすることをお勧めします。Notepad++などのテキストエ
ディタを使用すると、[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストから [バイト
オーダーマーク（BOM）なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択でき
ます。 UTF-8以外の形式で保存したテキストベースの CSVファイルは、Cisco Unified
Communications Managerからダウンロードしたときに文字化けする可能性があります。

（注）

手順

ステップ 1 テキストエディタを開くか、テキストベースの CSVファイルをエクスポートまたは作成可能
な別のアプリケーションを開きます。

ステップ 2 Cisco Unified Communications Managerに追加する各マネージャおよびアシスタントの値を、マ
ネージャおよびアシスタントの関連付けごとに別々の行を使用して入力します。

CSVファイルに空白行が含まれていると、エラーが発生します。（注）

レコードの最後に、マネージャおよびアシスタントのユーザ IDをカンマで区切って入力する
ことによって、複数のアシスタントをマネージャに割り当てることができます。
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ステップ 3 CSVファイルを保存する際は、UTF-8エンコードファイルとして保存します。Notepad++の
[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストで、[バイトオーダーマーク（BOM）
なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択できます。

次のタスク

CSVファイルを Cisco Unified Communications Managerの最初のノードサーバにアップロード
します。

関連トピック

IME信頼グループ設定用のテキストベースの CSVファイルの作成（839ページ）
マネージャおよびアシスタントのファイル形式（812ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

マネージャおよびアシスタントのファイル形式

次のサンプル形式と例は、Unified Communications Manager Assistantにおけるマネージャとアシ
スタントの関連付けのフィールド長とストリングタイプを示します。[マネージャID（Manager
ID）]にはマネージャのユーザIDを使用し、[アシスタントID（Assistant ID）]にはアシスタン
トのユーザIDを使用します。多数のマネージャを 1人のアシスタントに関連付けるには、最
初に [アシスタント ID（Assistant ID）]を指定し、その後 [マネージャ ID（Manager ID）]のリ
ストを指定します。CSVファイルを挿入するときには、関連付けのタイプを選択します。

デフォルトのマネージャ -アシスタント関連付け
マネージャ -アシスタント関連付けには次のデフォルトの形式を使用します。
ManagerID (Mandatory, 1 to 30 characters),AssistantID 1 (Mandatory, 1 to 30
characters),AssistantID 2 (Optional, 1 to 30 characters)...AssistantID # (Optional, 1
to 30 characters)

例

Johns,Mikeh,Larryh

デフォルトのアシスタント -マネージャ関連付け
アシスタント -マネージャ関連付けには次のデフォルトの形式を使用します。
AssistantID (Mandatory, 1 to 30 characters),ManagerID 1(Mandatory, 1 to 30
characters),ManagerID 2 (Optional, 1 to 30 characters)...ManagerID # (Optional, 1 to 30
characters)

例

Larryh,Johns,Mikeb,Karend
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カスタムマネージャ-アシスタント関連付け
プロキシ回線の設定では、このフォーマットを使用して、アシスタント電話にプロキシ回線を

指定する CSVデータファイルを作成できます。
ManagerID (Mandatory, 1 to 30 characters),Device Name (Optional, 15 characters),Intercom
DN (Optional, 1 to 24 characters),Assistant User ID (Mandatory, 1 to 30 characters),Device
Name (Optional, 15 characters),Intercom DN (Optional, 1 to 24 characters),Proxy Line
DN (Mandatory, 1to 24 characters),Manager Line DN (Mandatory, 1 to 24 characters)

例

Johns,SEP1231123245AB,90001,Mikeh,SEP2342342342AB,20001,20002,90002

関連トピック

IME信頼グループ設定用のテキストベースの CSVファイルの作成（839ページ）

Cisco VG200ゲートウェイ用のテキストベースのCSVファ
イルの作成

Notepad++などのテキストエディタを使用して、VG200ゲートウェイ用の CSVテキストファ
イルを作成できます。

CiscoVG200ゲートウェイを追加する場合、データ入力に BATスプレッドシートを使用する代
わりに、値をカンマで区切ったASCIIテキストの行を使用してカンマ区切り値（CSV）ファイ
ルを作成できます。ゲートウェイのトランクおよびポートのタイプに適切なファイル形式を使

用する必要があります。

UTF-8形式ではASCII文字以外の文字を保存できるため、この形式で保存したテキストベース
の CSVファイルのみをアップロードすることをお勧めします。Notepad++などのテキストエ
ディタを使用すると、[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストから [バイト
オーダーマーク（BOM）なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択でき
ます。UTF-8以外の形式で保存したテキストベースの CSVファイルは、Cisco Unified
Communications Managerからダウンロードしたときに文字化けする可能性があります。

（注）

手順

ステップ 1 テキストエディタを開くか、テキストベースの CSVファイルをエクスポートまたは作成でき
るアプリケーションを開きます。

ステップ 2 ゲートウェイごとに個別の行を使用して、Cisco Unified Communications Managerに追加するそ
れぞれのゲートウェイとポートの値を入力します。

CSVファイルに空白行が含まれていると、エラーが発生します。（注）
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ステップ 3 CSVファイルを保存する際は、UTF-8エンコードファイルとして保存します。Notepad++の
[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストで、[バイトオーダーマーク（BOM）
なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択できます。

次のタスク

CSVファイルを Cisco Unified Communications Managerの最初のノードサーバにアップロード
します。

関連トピック

IME信頼グループ設定用のテキストベースの CSVファイルの作成（839ページ）
FXOまたは FXSトランク用 CSVファイル形式（814ページ）
T1 CAS T1 PRIまたは E1 PRIトランクファイル形式（815ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

FXOまたは FXSトランク用 CSVファイル形式
次のサンプル形式に、必須フィールドの長さと文字列のタイプを示します。その後に、Cisco
VG200ゲートウェイ用の CSVファイルの例を示します。
MGCP Domain Name(Mandatory, 1 to 64 characters),Description(Optional, up to 100
characters), Slot (Mandatory, up to 3 numerals), Subunit (Mandatory, up to 3 numerals),
Port Number(Mandatory, up to 3 numerals), Port Description Optional, up to 50
characters),Port Directory Number(Optional, up to 24 numerals and special characters)

例

MGCPTest,VG200 Lab Gateway,0,1,0,Port 0,97255576601MGCPTest,VG200 Lab Gateway,0,1,1,Port
1,97255572001

フィールドが空白でも、カンマ区切り文字を指定する必要があります。電話番号とルートパー

ティションを指定するのは、Cisco VG200ゲートウェイテンプレートのポートタイプが POTS
の場合だけです。

（注）

例 1

Cisco VG200ゲートウェイの説明が空白の場合は、次の形式を使用します。
MGCPTest, ,0,1,0,Port 0,97255576601

関連トピック

関連項目（848ページ）
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T1 CAS T1 PRIまたは E1 PRIトランクファイル形式
次のサンプル形式では、必要なフィールドの長さと文字列の種類を示し、さらに Cisco VG200
ゲートウェイ用の CSVファイルの例を示します。

T1 CASトランク

MGCP Domain Name(Mandatory, 1 to 64 characters),Description(Optional, up to 100
characters),Slot(Mandatory, up to 3 numerals),Subunit(Mandatory, up to 3 numerals),Port
Number(Mandatory, up to 3 numerals),Port Description (Optional, up to 50 characters),CAS
Port Number(Optional, up to 3 numerals)

サンプル 1

MGCPTest,VG200 Lab Gateway,001,001,001,,,

T1 PRIまたは E1 PRI

MGCP Domain Name(Mandatory, 1 to 64 characters),Description(Optional, up to 100
characters),Slot(Mandatory, up to 3 numerals), Subunit(Mandatory, up to 3 numerals),
Port Number(Mandatory, up to 3 numerals), Port Description (Optional, up to 50 characters)

サンプル 2

MGCPTest,VG200 Lab Gateway,001,001,001,,

フィールドが空白でも、カンマ区切り文字を指定する必要があります。（注）

両方のトランクオプションの例

必須の値のみを指定する場合は、次の形式を使用します。

MGCPTest,,001,001,001,,

T1 CASの例

Cisco VG200ゲートウェイの説明が空白の場合は、次のオプションを使用します。
MGCPTest,,001001,001,001,MGCP Port,

ポート IDは、最初の桁が 0または 1（サブユニット 0またはサブユニット 1を指定）で、そ
の後にポート番号（01～ 24）が続く必要があります。可能な値は 001～ 024または 101～ 124
です。Cisco VG200ゲートウェイテンプレートに3つのポート IDがある場合は、次のオプショ
ンを使用します。

MGCPTest,VG200 Lab Gateway,001,002,003

関連トピック

関連項目（848ページ）
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Cisco VG224ゲートウェイ用のテキストベースのCSVファ
イルの作成

Notepad++などのテキストエディタを使用して、VG224ゲートウェイ用の CSVテキストファ
イルを作成できます。

CiscoVG224ゲートウェイを追加する場合、データ入力に BATスプレッドシートを使用する代
わりに、値をカンマで区切ったASCIIテキストの行を使用してカンマ区切り値（CSV）ファイ
ルを作成できます。ゲートウェイのトランクおよびポートのタイプに適切なファイル形式を使

用する必要があります。

UTF-8形式ではASCII文字以外の文字を保存できるため、この形式で保存したテキストベース
の CSVファイルのみをアップロードすることをお勧めします。Notepad++などのテキストエ
ディタを使用すると、[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストから [バイト
オーダーマーク（BOM）なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択でき
ます。UTF-8以外の形式で保存したテキストベースの CSVファイルは、からダウンロードし
たときに文字化けする可能性があります。

（注）

手順

ステップ 1 テキストエディタを開くか、テキストベースの CSVファイルをエクスポートまたは作成可能
な別のアプリケーションを開きます。

ステップ 2 ゲートウェイごとに個別の行を使用して、に追加するそれぞれのゲートウェイとポートの値を
入力します。

CSVファイルに空白行が含まれていると、エラーが発生します。（注）

ステップ 3 CSVファイルを保存する際は、UTF-8エンコードファイルとして保存します。Notepad++の
[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストで、[バイトオーダーマーク（BOM）
なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択できます。

次のタスク

の最初のノードサーバーに、CSVファイルをアップロードします。

関連トピック

IME信頼グループ設定用のテキストベースの CSVファイルの作成（839ページ）
VG224対応 FXSトランク用 CSVファイル形式（817ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）
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VG224対応 FXSトランク用 CSVファイル形式
次のサンプル形式には、必須フィールドの長さと文字列の種類が示されています。その後に

は、Cisco VG224ゲートウェイ用の CSVファイルのサンプルが示されています。
MGCP Domain Name(Mandatory, 1 to 64 characters),Description(Optional, up to 100
characters),Slot(Mandatory, up to 3 numerals), Subunit (Mandatory, up to 3 numerals),
Port Number(Mandatory, up to 3 numerals), Port Description Optional, up to 50
characters),Port Directory Number(Optional, up to 24 numerals and special characters)

例

MGCPTest,VG224 Lab Gateway,2,0,0,Port 0,97255576601MGCPTest,VG224 Lab Gateway,2,0,1,Port
1,97255572001

フィールドが空白でも、カンマ区切り文字を指定する必要があります。CiscoVG224ゲートウェ
イテンプレートのポートタイプが POTSの場合のみ、電話番号とルートパーティションを指
定します。

（注）

例 1

Cisco VG224ゲートウェイの説明が空欄の場合は、次の形式を使用します。
MGCPTest, ,2,0,0,Port 0,97255576601

関連トピック

関連項目（848ページ）

Cisco VG310ゲートウェイ用のテキストベースのCSVファ
イルの作成

Notepad++などのテキストエディタを使用して、VG310ゲートウェイ用の CSVテキストファ
イルを作成できます。

CiscoVG200ゲートウェイを追加する場合、データ入力に BATスプレッドシートを使用する代
わりに、値をカンマで区切ったASCIIテキストの行を使用してカンマ区切り値（CSV）ファイ
ルを作成できます。ゲートウェイのトランクおよびポートのタイプに適切なファイル形式を使

用する必要があります。
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UTF-8形式ではASCII文字以外の文字を保存できるため、この形式で保存したテキストベース
の CSVファイルのみをアップロードすることをお勧めします。Notepad++などのテキストエ
ディタを使用すると、[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストから [バイト
オーダーマーク（BOM）なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択でき
ます。UTF-8以外の形式で保存したテキストベースの CSVファイルは、からダウンロードし
たときに文字化けする可能性があります。

（注）

手順

ステップ 1 テキストエディタを開くか、テキストベースの CSVファイルをエクスポートまたは作成可能
な別のアプリケーションを開きます。

ステップ 2 ゲートウェイごとに個別の行を使用して、に追加するそれぞれのゲートウェイとポートの値を
入力します。

CSVファイルに空白行が含まれていると、エラーが発生します。（注）

ステップ 3 CSVファイルを保存する際は、UTF-8エンコードファイルとして保存します。Notepad++の
[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストで、[バイトオーダーマーク（BOM）
なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択できます。

次のタスク

の最初のノードサーバーに、CSVファイルをアップロードします。

関連トピック

IME信頼グループ設定用のテキストベースの CSVファイルの作成（839ページ）
VG310対応 FXSトランク用 CSVファイル形式（818ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

VG310対応 FXSトランク用 CSVファイル形式
次のサンプル形式に、必須フィールドの長さと文字列のタイプを示します。その後に、Cisco
VG310ゲートウェイ用の CSVファイルの例を示します。
MGCP Domain Name(Mandatory, 1 to 64 characters),Description(Optional, up to 100
characters),Slot(Mandatory, up to 3 numerals), Subunit (Mandatory, up to 3 numerals),
Port Number(Mandatory, up to 3 numerals), Port Description Optional, up to 50
characters),Port Directory Number(Optional, up to 24 numerals and special characters)

例

MGCPTest,VG310 Lab Gateway,2,0,0,Port 0,97255576601MGCPTest,VG310 Lab Gateway,2,0,1,Port
1,97255572001
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フィールドが空白でも、カンマ区切り文字を指定する必要があります。CiscoVG310ゲートウェ
イテンプレートのポートタイプが POTSの場合のみ、電話番号とルートパーティションを指
定します。

（注）

例 1

Cisco VG310ゲートウェイの説明が空白の場合は、次の形式を使用します。
MGCPTest, ,2,0,0,Port 0,97255576601

関連トピック

関連項目（848ページ）

VG320ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイル
の作成

Notepad++などのテキストエディタを使用して、VG320ゲートウェイ用の CSVテキストファ
イルを作成できます。

CiscoVG320ゲートウェイを追加する場合、データ入力に BATスプレッドシートを使用する代
わりに、値をカンマで区切ったASCIIテキストの行を使用してカンマ区切り値（CSV）ファイ
ルを作成できます。ゲートウェイのトランクおよびポートのタイプに適切なファイル形式を使

用する必要があります。

UTF-8形式ではASCII文字以外の文字を保存できるため、この形式で保存したテキストベース
の CSVファイルのみをアップロードすることをお勧めします。Notepad++などのテキストエ
ディタを使用すると、[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストから [バイト
オーダーマーク（BOM）なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択でき
ます。UTF-8以外の形式で保存したテキストベースの CSVファイルは、からダウンロードし
たときに文字化けする可能性があります。

（注）

手順

ステップ 1 テキストエディタを開くか、テキストベースの CSVファイルをエクスポートまたは作成可能
な別のアプリケーションを開きます。

ステップ 2 ゲートウェイごとに個別の行を使用して、に追加するそれぞれのゲートウェイとポートの値を
入力します。

CSVファイルに空白行が含まれていると、エラーが発生します。（注）
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ステップ 3 CSVファイルを保存する際は、UTF-8エンコードファイルとして保存します。Notepad++の
[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストで、[バイトオーダーマーク（BOM）
なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択できます。

次のタスク

の最初のノードサーバーに、CSVファイルをアップロードします。

関連トピック

IME信頼グループ設定用のテキストベースの CSVファイルの作成（839ページ）
VG320対応 FXSトランク用 CSVファイル形式（820ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

VG320対応 FXSトランク用 CSVファイル形式
次のサンプル形式に、必須フィールドの長さと文字列のタイプを示します。その後に、Cisco
VG320ゲートウェイ用の CSVファイルの例を示します。
MGCP Domain Name(Mandatory, 1 to 64 characters),Description(Optional, up to 100
characters),Slot(Mandatory, up to 3 numerals), Subunit (Mandatory, up to 3 numerals),
Port Number(Mandatory, up to 3 numerals), Port Description Optional, up to 50
characters),Port Directory Number(Optional, up to 24 numerals and special characters)

例

MGCPTest,VG320 Lab Gateway,2,0,0,Port 0,97255576601MGCPTest,VG320 Lab Gateway,2,0,1,Port
1,97255572001

フィールドが空白でも、カンマ区切り文字を指定する必要があります。CiscoVG320ゲートウェ
イテンプレートのポートタイプが POTSの場合のみ、電話番号とルートパーティションを指
定します。

（注）

例 1

Cisco VG320ゲートウェイの説明が空白の場合は、次の形式を使用します。
MGCPTest, ,2,0,0,Port 0,97255576601

関連トピック

関連項目（848ページ）
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VG350ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイル
の作成

Notepad++などのテキストエディタを使用して、VG350ゲートウェイ用の CSVテキストファ
イルを作成できます。

CiscoVG200ゲートウェイを追加する場合、データ入力に BATスプレッドシートを使用する代
わりに、値をカンマで区切ったASCIIテキストの行を使用してカンマ区切り値（CSV）ファイ
ルを作成できます。ゲートウェイのトランクおよびポートのタイプに適切なファイル形式を使

用する必要があります。

UTF-8形式ではASCII文字以外の文字を保存できるため、この形式で保存したテキストベース
の CSVファイルのみをアップロードすることをお勧めします。Notepad++などのテキストエ
ディタを使用すると、[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストから [バイト
オーダーマーク（BOM）なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択でき
ます。UTF-8以外の形式で保存したテキストベースの CSVファイルは、からダウンロードし
たときに文字化けする可能性があります。

（注）

手順

ステップ 1 テキストエディタを開くか、テキストベースの CSVファイルをエクスポートまたは作成可能
な別のアプリケーションを開きます。

ステップ 2 ゲートウェイごとに個別の行を使用して、に追加するそれぞれのゲートウェイとポートの値を
入力します。

CSVファイルに空白行が含まれていると、エラーが発生します。（注）

ステップ 3 CSVファイルを保存する際は、UTF-8エンコードファイルとして保存します。Notepad++の
[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストで、[バイトオーダーマーク（BOM）
なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択できます。

次のタスク

の最初のノードサーバーに、CSVファイルをアップロードします。

関連トピック

IME信頼グループ設定用のテキストベースの CSVファイルの作成（839ページ）
VG350対応 FXSトランク用 CSVファイル形式（822ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）
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VG350対応 FXSトランク用 CSVファイル形式
次のサンプル形式に、必須フィールドの長さと文字列のタイプを示します。その後に、Cisco
VG350ゲートウェイ用の CSVファイルの例を示します。
MGCP Domain Name(Mandatory, 1 to 64 characters),Description(Optional, up to 100
characters),Slot(Mandatory, up to 3 numerals), Subunit (Mandatory, up to 3 numerals),
Port Number(Mandatory, up to 3 numerals), Port Description Optional, up to 50
characters),Port Directory Number(Optional, up to 24 numerals and special characters)

例

MGCPTest,VG350 Lab Gateway,2,0,0,Port 0,97255576601MGCPTest,VG350 Lab Gateway,2,0,1,Port
1,97255572001

フィールドが空白でも、カンマ区切り文字を指定する必要があります。CiscoVG350ゲートウェ
イテンプレートのポートタイプが POTSの場合のみ、電話番号とルートパーティションを指
定します。

（注）

例 1

Cisco VG350ゲートウェイの説明が空白の場合は、次の形式を使用します。
MGCPTest, ,2,0,0,Port 0,97255576601

関連トピック

関連項目（848ページ）

VG410ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイル
の作成

Notepad++などのテキストエディタを使用して、VG410ゲートウェイ用の CSVテキストファ
イルを作成できます。

CiscoVG410ゲートウェイを追加する場合、データ入力に BATスプレッドシートを使用する代
わりに、値をカンマで区切ったASCIIテキストの行を使用してカンマ区切り値（CSV）ファイ
ルを作成できます。ゲートウェイのトランクおよびポートのタイプに適切なファイル形式を使

用する必要があります。
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UTF-8形式ではASCII文字以外の文字を保存できるため、この形式で保存したテキストベース
の CSVファイルのみをアップロードすることをお勧めします。Notepad++などのテキストエ
ディタを使用すると、[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストから [バイト
オーダーマーク（BOM）なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択でき
ます。UTF-8以外の形式で保存したテキストベースのCSVファイルは、Unified Communications
Managerからダウンロードしたときに文字化けする可能性があります。

（注）

手順

ステップ 1 テキストエディタを開くか、テキストベースの CSVファイルをエクスポートまたは作成可能
な別のアプリケーションを開きます。

ステップ 2 ゲートウェイごとに個別の行を使用して、Unified Communications Managerに追加するそれぞれ
のゲートウェイとポートの値を入力します。

CSVファイルに空白行が含まれていると、エラーが発生します。（注）

ステップ 3 CSVファイルを保存する際は、UTF-8エンコードファイルとして保存します。Notepad++の
[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストで、[バイトオーダーマーク（BOM）
なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択できます。

次のタスク

CSVファイルを Unified Communications Managerの最初のノードサーバーにアップロードしま
す。

VG420ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイル
の作成

Notepad++などのテキストエディタを使用して、VG420ゲートウェイ用の CSVテキストファ
イルを作成できます。

CiscoVG420ゲートウェイを追加する場合、データ入力に BATスプレッドシートを使用する代
わりに、値をカンマで区切ったASCIIテキストの行を使用してカンマ区切り値（CSV）ファイ
ルを作成できます。ゲートウェイのトランクおよびポートのタイプに適切なファイル形式を使

用する必要があります。
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UTF-8形式ではASCII文字以外の文字を保存できるため、この形式で保存したテキストベース
の CSVファイルのみをアップロードすることをお勧めします。Notepad++などのテキストエ
ディタを使用すると、[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストから [バイト
オーダーマーク（BOM）なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択でき
ます。UTF-8以外の形式で保存したテキストベースのCSVファイルは、Unified Communications
Managerからダウンロードしたときに文字化けする可能性があります。

（注）

手順

ステップ 1 テキストエディタを開くか、テキストベースの CSVファイルをエクスポートまたは作成可能
な別のアプリケーションを開きます。

ステップ 2 ゲートウェイごとに個別の行を使用して、Unified Communications Managerに追加するそれぞれ
のゲートウェイとポートの値を入力します。

CSVファイルに空白行が含まれていると、エラーが発生します。（注）

ステップ 3 CSVファイルを保存する際は、UTF-8エンコードファイルとして保存します。Notepad++の
[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストで、[バイトオーダーマーク（BOM）
なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択できます。

次のタスク

CSVファイルを Unified Communications Managerの最初のノードサーバーにアップロードしま
す。

VG450ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイル
の作成

Notepad++などのテキストエディタを使用して、VG450ゲートウェイ用の CSVテキストファ
イルを作成できます。

CiscoVG200ゲートウェイを追加する場合、データ入力に BATスプレッドシートを使用する代
わりに、値をカンマで区切ったASCIIテキストの行を使用してカンマ区切り値（CSV）ファイ
ルを作成できます。ゲートウェイのトランクおよびポートのタイプに適切なファイル形式を使

用する必要があります。
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UTF-8形式ではASCII文字以外の文字を保存できるため、この形式で保存したテキストベース
の CSVファイルのみをアップロードすることをお勧めします。Notepad++などのテキストエ
ディタを使用すると、[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストから [バイト
オーダーマーク（BOM）なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択でき
ます。UTF-8以外の形式で保存したテキストベースの CSVファイルは、からダウンロードし
たときに文字化けする可能性があります。

（注）

手順

ステップ 1 テキストエディタを開くか、テキストベースの CSVファイルをエクスポートまたは作成可能
な別のアプリケーションを開きます。

ステップ 2 ゲートウェイごとに個別の行を使用して、に追加するそれぞれのゲートウェイとポートの値を
入力します。

CSVファイルに空白行が含まれていると、エラーが発生します。（注）

ステップ 3 CSVファイルを保存する際は、UTF-8エンコードファイルとして保存します。Notepad++の
[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストで、[バイトオーダーマーク（BOM）
なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択できます。

次のタスク

の最初のノードサーバーに、CSVファイルをアップロードします。

関連トピック

IME信頼グループ設定用のテキストベースの CSVファイルの作成（839ページ）
VG450対応 FXSトランク用 CSVファイル形式（825ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

VG450対応 FXSトランク用 CSVファイル形式
次のサンプル形式に、必須フィールドの長さと文字列のタイプを示します。その後に、Cisco
VG450ゲートウェイ用の CSVファイルの例を示します。
MGCP Domain Name(Mandatory, 1 to 64 characters),Description(Optional, up to 100
characters),Slot(Mandatory, up to 3 numerals), Subunit (Mandatory, up to 3 numerals),
Port Number(Mandatory, up to 3 numerals), Port Description Optional, up to 50
characters),Port Directory Number(Optional, up to 24 numerals and special characters)

例

MGCPTest,VG450 Lab Gateway,2,0,0,Port 0,97255576601MGCPTest,VG450 Lab Gateway,2,0,1,Port
1,97255572001

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
825

テキストベースの CSVファイル

VG450対応 FXSトランク用 CSVファイル形式



フィールドが空白でも、カンマ区切り文字を指定する必要があります。CiscoVG450ゲートウェ
イテンプレートのポートタイプが POTSの場合のみ、電話番号とルートパーティションを指
定します。

（注）

例 1

Cisco VG450ゲートウェイの説明が空白の場合は、次の形式を使用します。
MGCPTest, ,2,0,0,Port 0,97255576601

関連トピック

関連項目（848ページ）

ISR 4461ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイ
ルの作成

Notepad++などのテキストエディタを使用して、VG4461ゲートウェイ用のCSVテキストファ
イルを作成できます。

CiscoVG4461ゲートウェイを追加する場合、データ入力に BATスプレッドシートを使用する
代わりに、値をカンマで区切ったASCIIテキストの行を使用してカンマ区切り値（CSV）ファ
イルを作成できます。ゲートウェイのトランクおよびポートのタイプに適切なファイル形式を

使用する必要があります。

UTF-8形式ではASCII文字以外の文字を保存できるため、この形式で保存したテキストベース
の CSVファイルのみをアップロードすることをお勧めします。Notepad++などのテキストエ
ディタを使用すると、[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストから [バイト
オーダーマーク（BOM）なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択でき
ます。UTF-8以外の形式で保存したテキストベースのCSVファイルは、Unified Communications
Managerからダウンロードしたときに文字化けする可能性があります。

（注）

手順

ステップ 1 テキストエディタを開くか、テキストベースの CSVファイルをエクスポートまたは作成可能
な別のアプリケーションを開きます。

ステップ 2 ゲートウェイごとに個別の行を使用して、Unified Communications Managerに追加するそれぞれ
のゲートウェイとポートの値を入力します。

CSVファイルに空白行が含まれていると、エラーが発生します。（注）
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ステップ 3 CSVファイルを保存する際は、UTF-8エンコードファイルとして保存します。Notepad++の
[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストで、[バイトオーダーマーク（BOM）
なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択できます。

次のタスク

CSVファイルを Unified Communications Managerの最初のノードサーバーにアップロードしま
す。

Cisco Catalyst 6000 FXSポート用のテキストベースの CSV
ファイルの作成

Notepad++などのテキストエディタを使用して、Cisco Catalyst 6000 FXSポート用の CSVテキ
ストファイルを作成できます。

Cisco Catalyst 6000 FXSポートを追加するとき、データ入力に BATスプレッドシートを使用す
る代わりに、値をカンマで区切った ASCIIテキストの行を使用してカンマ区切り値（CSV）
ファイルを作成できます。ゲートウェイのタイプに適切なファイル形式を使用する必要があり

ます。

手順

ステップ 1 テキストエディタを開くか、テキストベースの CSVファイルをエクスポートまたは作成でき
るアプリケーションを開きます。

ステップ 2 ゲートウェイごとに個別の行を使用して、に追加するそれぞれのゲートウェイとポートの値を
入力します。

CSVファイルに空白行が含まれていると、エラーが発生します。（注）

ステップ 3 CSVファイルを保存する際は、UTF-8エンコードファイルとして保存します。Notepad++の
[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストで、[バイトオーダーマーク（BOM）
なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択できます。

次のタスク

の最初のノードサーバーに、CSVファイルをアップロードします。

関連トピック

Cisco Catalyst 6000（FXS）ポートファイル形式（828ページ）
関連項目（848ページ）
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Cisco Catalyst 6000（FXS）ポートファイル形式
CSVファイルには各ポートに関する情報がレコードとして含まれています。各レコードはゲー
トウェイのMACアドレスとそのゲートウェイのポート番号を指定しており、このレコードに
対してポートの詳細を追加、更新します。

BATは、Cisco Catalyst 6000（FXS）ゲートウェイを追加しません。既存のゲートウェイにポー
トを追加または更新するだけです。

（注）

MACアドレスには、既存の Cisco Catalyst 6000（FXS）ゲートウェイのMACアドレス値を入
力しません。このMACアドレスではゲートウェイ名の最後の 12文字が使用されます。

CSVファイルのレコードで、パーティションにどの値も指定しない場合、システムではこれら
のフィールドに BATテンプレートの値を使用します。

次のサンプル形式には、必須フィールドの長さと文字列の種類が示されています。その後に

は、Catalyst 6000（FXS）ポート用の CSVファイルの例が示されています。
MAC Address (Mandatory, 12 characters),Port Number (Mandatory, 2 numerals),Directory
Number(Optional, up to 24 numerals and special characters)

例

1231123245AB,23,9725557250

フィールドが空白でも、カンマ区切り文字を指定する必要があります。（注）

電話番号を指定しなかった場合は、パーティションを指定しないでください。（注）

例

ポートの電話番号が空欄の場合は、次の形式を使用します。

1231123245AB,23,

必須の値のみを追加する場合は、次の形式を使用します。

1231123245AB,23,

関連トピック

関連項目（848ページ）
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Cisco VG202および VG204ゲートウェイ用のテキストベー
スの CSVファイルの作成

Notepad++などのテキストエディタを使用して、VG202または VG204ゲートウェイ用の CSV
テキストファイルを作成できます。

Cisco VG202および VG204ゲートウェイを追加するとき、データ入力に BATスプレッドシー
トを使用する代わりに、値をカンマで区切ったASCIIテキストの行を使用してカンマ区切り値
（CSV）ファイルを作成できます。ゲートウェイに適切なファイル形式を使用する必要があり
ます。

UTF-8形式ではASCII文字以外の文字を保存できるため、この形式で保存したテキストベース
の CSVファイルのみをアップロードすることをお勧めします。Notepad++などのテキストエ
ディタを使用すると、[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストから [バイト
オーダーマーク（BOM）なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択でき
ます。UTF-8以外の形式で保存したテキストベースの CSVファイルは、からダウンロードし
たときに文字化けする可能性があります。

（注）

手順

ステップ 1 テキストエディタを開くか、テキストベースの CSVファイルをエクスポートまたは作成可能
な別のアプリケーションを開きます。

ステップ 2 ゲートウェイごとに個別の行を使用して、に追加するそれぞれのゲートウェイとポートの値を
入力します。

CSVファイルに空白行が含まれていると、エラーが発生します。（注）

ステップ 3 CSVファイルを保存する際は、UTF-8エンコードファイルとして保存します。Notepad++の
[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストで、[バイトオーダーマーク（BOM）
なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択できます。

次のタスク

の最初のノードサーバーに、CSVファイルをアップロードします。

関連トピック

IME信頼グループ設定用のテキストベースの CSVファイルの作成（839ページ）
VG202および VG204ゲートウェイ用 CSVファイル形式（830ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）
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VG202および VG204ゲートウェイ用 CSVファイル形式
次のサンプル形式や例では、VG202およびVG204ゲートウェイのテキストベースのCSVファ
イルについて、フィールド、フィールド長、およびフィールドがオプションか必須かを示して

います。

プロトコルに応じて、VG202およびVG204ゲートウェイの 2種類の CSVファイル形式があり
ます。

• MGCP

• SCCP

MGCPゲートウェイの場合

Domain Name(Mandatory, 1 to 64 characters),Description(Optional, up to 100
characters),Slot(Mandatory, up to 3 numerals),Subunit(Mandatory, up to 3 numerals),Port
Number(Mandatory, up to 3 numerals),Port Description(Optional, up to 50 characters),Port
Directory Number(Optional, up to 24 numerals and special characters).

例

test,test,0,0,0,sample,1000

SCCPゲートウェイの場合

Mac Address(Mandatory, 1 to 64 characters),Description(Optional, up to 100
characters),Slot(Mandatory, up to 3 numerals),Subunit(Mandatory, up to 3 numerals),Port
Number(Mandatory, up to 3 numerals),Port Description(Optional, up to 50 characters),Port
Directory Number(Optional, up to 24 numerals and special characters).

例

SKIGW1111111111,test,0,0,0,sample,1000

クライアント識別コードおよび強制承認コード用のカス

タムのテキストベースの CSVファイルの作成
Notepad++などのテキストエディタを使用して、カスタムのテキストベースの CSVファイル
を作成できます。

手順

ステップ 1 テキストエディタを開くか、テキストベースの CSVファイルをエクスポートまたは作成可能
な別のアプリケーションを開きます。

ステップ 2 以下の手順に示すように、コードごとに別々の行を使用して、カスタムのクライアント識別
コード（CMC）または強制承認コード（FAC）のCSVファイルを作成します。

• CMCの場合：ステップ 3および 4
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• FACの場合：ステップ 3および 4

2つの別個の CSVファイル（1つは CMC、もう 1つは FAC用）を作成する必要が
あることに注意してください。

ヒント

ステップ 3 CMC CSVファイルを作成するには、対応する情報を入力します。x、yは以下のフィールドを
表します。

• x：クライアント識別コード（追加、更新、削除のいずれの場合にも必須のエントリ）

• y：説明（エントリを更新する場合はオプション）

たとえば、「5555,Acme Toys」と入力することができます。ここで、「5555」は必須クライア
ント識別コードに相当し、「Acme Toys」は説明に相当します。

ステップ 4 FAC CSVファイルを作成するには、対応する情報を入力します。x、yは以下のフィールドを
表します。

• x：強制承認コード（追加、更新、削除のいずれの場合にも必須のエントリ）

• y：承認コード名（エントリを更新する場合はオプション）

• z：承認レベル（エントリを更新する場合はオプション）

たとえば、「1234,John Smith,20」と入力することができます。ここで、「1234」は強制承認
コードに相当し、「JohnSmith」は承認コード名に相当し、「20」は承認レベルに相当します。

新しいコードを更新と同時に追加する場合は、必要な情報がすべて入力されている

ことを確認してください。既存のレコードのどの部分も変更できますが、コード

（強制承認コードやクライアント識別コードなど）を含める必要があります。情報

を削除してそれを空白のままにしてもデータベースから情報は削除されません。空

白の値ではデータベース内の既存の値は上書きされませんが、たとえば、上の例の

値を Acme Toys, Inc.または John L. Smithなどに更新すると、更新値でデータベー
ス内の既存の値が上書きされます。

注意

ステップ 5 の最初のノードに CSVファイルをアップロードします。

CSVファイルを保存する際は、UTF-8エンコードファイルとして保存します。Notepad++の
[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストで、[バイトオーダーマーク（BOM）
なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択できます。

UTF-8形式ではASCII文字以外の文字を保存できるため、この形式で保存したテキ
ストベースのCSVファイルのみをアップロードすることをお勧めします。Notepad++
などのテキストエディタを使用すると、[エンコーディング（Encoding）]ドロップ
ダウンリストから [バイトオーダーマーク（BOM）なしの UTF-8（UTF-8 without
Byte Order Mark (BOM)）]を選択できます。UTF-8以外の形式で保存したテキスト
ベースの CSVファイルは、からダウンロードしたときに文字化けする可能性があ
ります。

（注）

ステップ 6 次のいずれかの操作を行います。
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•追加または更新を実行する場合、BATを使用して CUCMデータベースにファイルを挿入
します。

•コード設定を削除できます。

同じ CSVファイルで挿入および更新操作を同時に実行できません。挿入と更新の
ために別々の CSVファイルを作成する必要があります。

（注）

関連トピック

コード設定の削除例（599ページ）
関連項目（848ページ）
BATを使用した CUCMデータベース内の CMCまたは FACの更新（595ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

CMCファイル形式
次のサンプル形式と例では、クライアント識別コードのテキストベースの CSVファイルにつ
いて、フィールド、フィールド長、およびフィールドがオプションか必須かを示しています。

Client Matter Code(Mandatory, 1 to 16 numerals),Description(Optional, 1 to 50 Characters)

例

1234567890123456,Marketing

例

フィールドの値にカンマが含まれている場合、そのフィールドは二重引用符で囲む必要があり

ます。カンマがあるフィールドには、次の形式を使用します。

1234567890123456, "Marketing, team"

関連トピック

関連項目（848ページ）

CMCファイル形式の更新
テキストエディタを使用して、クライアント識別コードを更新するための CSVテキストファ
イルを作成します。

次のサンプル形式ではフィールド長と文字列の種類を示し、その後にクライアント識別コード

を更新するための CSVファイルの例を示します。
Client Matter Code(Mandatory, 1 to 16 numerals),Description(Optional, 1 to 50 Characters)

例

1234567890123456,Marketing
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例

説明が空白の場合は、次の形式を使用します。

1234567890123456,

関連トピック

関連項目（848ページ）

FACファイル形式
次のサンプル形式と例に、強制承認コードのテキストベース CSVファイル内のフィールドと
フィールドの長さ、および各フィールドがオプションまたは必須のどちらであるかを示しま

す。

Forced Authorization Code(Mandatory, 1 to 16 numerals),Authorization Code Name (Mandatory,
1 to 50 Characters),Authorization Level(Mandatory,values range from 0 to 255)

例

1234567890123456,John FAC,251

関連トピック

関連項目（848ページ）

FACファイル形式の更新
テキストエディタを使用して、強制承認コードを更新するための CSVテキストファイルを作
成します。

次のサンプル形式ではフィールド長と文字列の種類を示し、その後に強制承認コードを更新す

るための CSVファイルの例を示します。

強制承認コード（Forced Authorization Code）（必須、1 ～ 16 桁の数字）,承認コード名（Authorization

Code Name）（必須、1 ～ 50 文字）,承認レベル（Authorization Level）（必須、値の範囲は 0 ～ 255）

例

1234567890123456,John FAC,251

例

更新しない値にも、区切り文字を含める必要があります。承認コード名のみを更新する必要が

ある場合は、次の形式を使用します。

1234567890123456,John FAC,

承認レベルのみを更新する必要がある場合は、次の形式を使用します。

1234567890123456,John FAC,220

関連トピック

関連項目（848ページ）
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コールピックアップグループ用のテキストベースのCSV
ファイルの作成

Notepad++などのテキストエディタを使用して、コールピックアップグループ用のカスタム
のテキストベースの CSVファイルを作成できます。

手順

ステップ 1 テキストエディタを開くか、テキストベースの CSVファイルをエクスポートまたは作成可能
な別のアプリケーションを開きます。

コールピックアップグループ名ごとに別々の行を使用します。

ステップ 2 [ピックアップグループ名（Pickup Group Name）]、[ピックアップグループ番号（Pickup Group
Number）]、[パーティション（Partition）]、[その他のピックアップグループ名Member1（Other
Pickup Group Name-Member1）]... [その他のピックアップグループ名Member10（Other Pickup
Group Name-Member10）]に入力します。

たとえば、「Marketing,7815,Part1,Marketing,Managers,Training」と入力できます。ここで、
「Marketing」は必須のピックアップグループ名で、「7815」は必須のピックアップグループ
番号です。「Part1」はパーティションで、「Marketing」、「Managers」、「Training」は、ピッ
クアップグループMarketingに関連付けられたその他のピックアップグループ名です。

情報を削除してそれを空白のままにしてもデータベースから情報は削除されませ

ん。空白の値ではデータベース内の既存の値はを上書きされませんが、値を更新す

ると（たとえば、前述の例の「Marketing」を「Sales」に更新すると）、更新値で
データベース内の既存の値が上書きされます。

注意

ステップ 3 の最初のノードに CSVファイルをアップロードします。

CSVファイルを保存する際は、UTF-8エンコードファイルとして保存します。Notepad++の
[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストで、[バイトオーダーマーク（BOM）
なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択できます。

UTF-8形式ではASCII文字以外の文字を保存できるため、この形式で保存したテキ
ストベースのCSVファイルのみをアップロードすることをお勧めします。Notepad++
などのテキストエディタを使用すると、[エンコーディング（Encoding）]ドロップ
ダウンリストから [バイトオーダーマーク（BOM）なしの UTF-8（UTF-8 without
Byte Order Mark (BOM)）]を選択できます。UTF-8以外の形式で保存したテキスト
ベースの CSVファイルは、からダウンロードしたときに文字化けする可能性があ
ります。

（注）

ステップ 4 次のいずれかの操作を行います。
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•追加または更新を実行する場合、BATを使用して CUCMデータベースにファイルを挿入
します。

•コールピックアップグループの設定を削除できます。

関連トピック

関連項目（848ページ）
コード設定の削除例（599ページ）
BATを使用した CUCMデータベース内の CMCまたは FACの更新（595ページ）
サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

CPGファイル形式
次のサンプル形式と例では、コールピックアップグループのテキストベースの CSVファイル
について、フィールド、フィールド長、およびフィールドがオプションか必須かを示していま

す。

Pickup Group Name(Mandatory, 1 to 50 characters),Pickup Group Number(Mandatory, 1 to 24
numerals),Partition(Optional, 1 to 50 Characters),Other Pickup Group Name-Member1...
Other Pickup Group Name-Member10(Optional, 1 to 50 Characters)

例

Marketing,7815,Part1,Marketing,Managers,Training

例

現時点で指定する必要がないオプション値も、[他のピックアップグループ（Other Pickup
Group）]のメンバーを除き、デリミタ（カンマ）を含める必要があります。

ピックアップグループの [パーティション（Partition）]が空欄の場合は、次の形式を使用しま
す。

Marketing,7815,

関連トピック

関連項目（848ページ）

CPGファイル形式の更新
テキストエディタを使用して、コールピックアップグループを更新するためのCSVテキスト
ファイルを作成します。

次のサンプル形式ではフィールド長と文字列の種類を示し、その後にコールピックアップグ

ループを更新するための CSVファイルの例を示します。
Pickup Group Name(Mandatory, 1 to 50 characters),Pickup Group Number(Mandatory, 1 to 24
numerals),Partition(Optional, 1 to 50 Characters),Other Pickup Group Name-Member1...
Other Pickup Group Name-Member10(Optional, 1 to 50 Characters)
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例

Marketing,,,Marketing,Managers,Training

例

Marketing,,,Managers,Marketing,Training

他のピックアップグループメンバーを更新しない場合は、区切り文字（カンマ）を含めない

でください。次の形式を使用します。

関連トピック

関連項目（848ページ）

リモート接続先プロファイル用のテキストベースの CSV
ファイルの作成

リモート接続先プロファイル（RDP）を追加するときに、データ入力に BATスプレッドシー
トを使用する代わりに、値をカンマで区切ったASCIIテキストの行を使用してカンマ区切り値
（CSV）ファイルを作成できます。Notepad++などのテキストエディタを使用できます。

UTF-8形式ではASCII文字以外の文字を保存できるため、この形式で保存したテキストベース
の CSVファイルのみをアップロードすることをお勧めします。Notepad++などのテキストエ
ディタを使用すると、[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストから [バイト
オーダーマーク（BOM）なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択でき
ます。 UTF-8以外の形式で保存したテキストベースの CSVファイルは、からダウンロードし
たときに文字化けする可能性があります。

（注）

手順

ステップ 1 テキストエディタを開くか、テキストベースの CSVファイルをエクスポートまたは作成可能
な別のアプリケーションを開きます。

ステップ 2 に追加する RDPごとに、別々の行を使用して値を入力します。CSVデータファイルを作成す
る場合は、次の規則に留意してください。

•フィールドが空でも、必ずカンマ区切り文字を指定します。

• RDPをユーザに関連付ける場合はユーザ IDを指定します。

•回線が含まれていない BATテンプレートと一緒に使用する CSVファイルを作成する場合
にのみ、電話番号フィールドをオプションと見なすことができます。BATRDPテンプレー
トで回線を設定する場合は、RDPごとに CSVファイルに電話番号を指定する必要があり
ます。
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•空の行がある CSVファイルを挿入すると、エラーが発生します。

ステップ 3 CSVファイルを保存する際は、UTF-8エンコードファイルとして保存します。Notepad++の
[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストで、[バイトオーダーマーク（BOM）
なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択できます。

次のタスク

の最初のノードに CSVファイルをアップロードします。

関連トピック

サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

電話移行用のテキストベースの CSVファイルの作成
電話を移行するときに、データ入力に BATスプレッドシートを使用する代わりに、値をカン
マで区切った ASCIIテキストの行を使用してカンマ区切り値（CSV）ファイルを作成できま
す。Notepad++などのテキストエディタを使用できます。

UTF-8形式ではASCII文字以外の文字を保存できるため、この形式で保存したテキストベース
の CSVファイルのみをアップロードすることをお勧めします。Notepad++などのテキストエ
ディタを使用すると、[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストから [バイト
オーダーマーク（BOM）なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択でき
ます。UTF-8以外の形式で保存したテキストベースの CSVファイルは、からダウンロードし
たときに文字化けする可能性があります。

（注）

手順

ステップ 1 テキストエディタを開くか、テキストベースの CSVファイルをエクスポートまたは作成可能
な別のアプリケーションを開きます。

ステップ 2 移行する電話ごとに、別々の行を使用して値を入力します。CSVデータファイルを作成する
場合は、次の規則に留意してください。

•フィールドが空でも、必ずカンマ区切り文字を指定します。

•空の行がある CSVファイルを挿入すると、エラーが発生します。

ステップ 3 CSVファイルを保存する際は、UTF-8エンコードファイルとして保存します。Notepad++の
[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストで、[バイトオーダーマーク（BOM）
なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択できます。
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次のタスク

の最初のノードに CSVファイルをアップロードします。

関連トピック

サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

電話移行ファイル形式

次のサンプル形式および例に、電話の移行用のテキストベース CSVファイルのフィールドと
フィールドの長さ、および各フィールドがオプションまたは必須のどちらであるかを示しま

す。

Old Device Name(Mandatory, 1 to 50 characters),New Device MAC Address(Mandatory, 12
characters)Description(Optional, 1 to 50 characters).

例

旧デバイス名,新規デバイスMACアドレス,説明
SEP123456789012,123333789012,Marketing

IME信頼要素設定用のテキストベースの CSVファイルの
作成

IME信頼要素設定を挿入するとき、データ入力にBATスプレッドシートを使用する代わりに、
値をカンマで区切ったASCIIテキストの行を使用してカンマ区切り値（CSV）ファイルを作成
できます。Notepad++などのテキストエディタを使用できます。

UTF-8形式ではASCII文字以外の文字を保存できるため、この形式で保存したテキストベース
の CSVファイルのみをアップロードすることをお勧めします。Notepad++などのテキストエ
ディタを使用すると、[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストから [バイト
オーダーマーク（BOM）なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択でき
ます。UTF-8以外の形式で保存したテキストベースの CSVファイルは、からダウンロードし
たときに文字化けする可能性があります。

（注）

手順

ステップ 1 テキストエディタを開くか、テキストベースの CSVファイルをエクスポートまたは作成でき
るアプリケーションを開きます。

ステップ 2 追加する IME信頼要素設定ごとに別個の行を使って値を入力します。CSVデータファイルを
作成するときには、次の規則に注意してください。

•フィールドが空でも、必ずカンマ区切り文字を指定します。
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•空の行がある CSVファイルを挿入すると、エラーが発生します。

ステップ 3 CSVファイルを保存する際は、UTF-8エンコードファイルとして保存します。Notepad++の
[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストで、[バイトオーダーマーク（BOM）
なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択できます。

次のタスク

の最初のノードサーバーに、CSVファイルをアップロードします。

関連トピック

サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

IME信頼要素設定ファイルの形式
次のサンプル形式と例は、IME信頼要素設定に関するフィールド、フィールド長、およびその
フィールドがテキストベースの CSVファイルに必須か省略可能かを示しています。

Name（必須、1～ 50文字）、Description（省略可能、1～128文字）、Element Type（必須、1
～ 50文字）、Cisco IME Link Route Filter Group（必須、1～ 50文字）。

例

Name, Description, Element Type, Cisco IME Link Route Filter Group
Elem1,sample_file,Prefix,grp1

IME信頼グループ設定用のテキストベースの CSVファイ
ルの作成

IME信頼グループ設定を挿入する際は、データ入力に BATスプレッドシートを使用する代わ
りに、値をカンマで区切ったASCIIテキストの行を使用してカンマ区切り値（CSV）ファイル
を作成できます。Notepad++などのテキストエディタを使用できます。

UTF-8形式ではASCII文字以外の文字を保存できるため、この形式で保存したテキストベース
の CSVファイルのみをアップロードすることをお勧めします。Notepad++などのテキストエ
ディタを使用すると、[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストから [バイト
オーダーマーク（BOM）なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択でき
ます。UTF-8以外の形式で保存したテキストベースの CSVファイルは、からダウンロードし
たときに文字化けする可能性があります。

（注）
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手順

ステップ 1 テキストエディタを開くか、テキストベースの CSVファイルをエクスポートまたは作成でき
るアプリケーションを開きます。

ステップ 2 追加する IME信頼グループ設定ごとに別個の行を使って値を入力します。CSVデータファイ
ルを作成するときには、次の規則に注意してください。

•フィールドが空でも、必ずカンマ区切り文字を指定します。

•空の行がある CSVファイルを挿入すると、エラーが発生します。

ステップ 3 CSVファイルを保存する際は、UTF-8エンコードファイルとして保存します。Notepad++の
[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストで、[バイトオーダーマーク（BOM）
なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択できます。

次のタスク

の最初のノードに CSVファイルをアップロードします。

関連トピック

サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

IME信頼要素設定ファイルの形式
次のサンプル形式と例は、IME信頼グループ設定に関するフィールド、フィールド長、および
そのフィールドがテキストベースの CSVファイルに必須か省略可能かを示しています。

Name（必須、1～ 50文字）、Description（省略可能、1～128文字）、Element Type（必須、1
～ 50文字）、Cisco IME Link Route Filter Group（必須、T/F）。

例

Name, Description, Trusted
grp1,sample_file,t

IME登録グループ設定用のテキストベースの CSVファイ
ルの作成

IME登録グループ設定を挿入するときに、データ入力に BATスプレッドシートを使用する代
わりに、値をカンマで区切ったASCIIテキストの行を使用してカンマ区切り値（CSV）ファイ
ルを作成できます。Notepad++などのテキストエディタを使用できます。
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UTF-8形式ではASCII文字以外の文字を保存できるため、この形式で保存したテキストベース
の CSVファイルのみをアップロードすることをお勧めします。Notepad++などのテキストエ
ディタを使用すると、[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストから [バイト
オーダーマーク（BOM）なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択でき
ます。UTF-8以外の形式で保存したテキストベースの CSVファイルは、からダウンロードし
たときに文字化けする可能性があります。

（注）

手順

ステップ 1 テキストエディタを開くか、テキストベースの CSVファイルをエクスポートまたは作成可能
な別のアプリケーションを開きます。

ステップ 2 追加する IME登録グループ設定ごとに別々の行を使用して値を入力します。CSVデータファ
イルを作成する場合は、次の規則に留意してください。

•フィールドが空でも、必ずカンマ区切り文字を指定します。

•空の行がある CSVファイルを挿入すると、エラーが発生します。

ステップ 3 CSVファイルを保存する際は、UTF-8エンコードファイルとして保存します。Notepad++の
[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストで、[バイトオーダーマーク（BOM）
なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択できます。

次のタスク

の最初のノードに CSVファイルをアップロードします。

関連トピック

サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

IME登録済みグループ設定ファイルの形式
次のサンプル形式と例は、IME登録済みグループ設定に関するフィールド、フィールド長、お
よびそのフィールドがテキストベースの CSVファイルに必須か省略可能かを示しています。

Group Name（必須、1～ 50文字）、Description（省略可能、1～128文字）、Fallback Profile
（省略可能、1～ 50文字）、All Patterns In Group Are Aliases（省略可能、T/F）。

例

Group Name, Description,Fallback Profile, All Patterns In Group Are Aliases
Enrol_grp1,sample_file,profile1,t
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IME除外グループ設定用のテキストベースの CSVファイ
ルの作成

IME除外グループ設定を挿入するときに、データ入力に BATスプレッドシートを使用する代
わりに、値をカンマで区切ったASCIIテキストの行を使用してカンマ区切り値（CSV）ファイ
ルを作成できます。Notepad++などのテキストエディタを使用できます。

UTF-8形式ではASCII文字以外の文字を保存できるため、この形式で保存したテキストベース
の CSVファイルのみをアップロードすることをお勧めします。Notepad++などのテキストエ
ディタを使用すると、[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストから [バイト
オーダーマーク（BOM）なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択でき
ます。 UTF-8以外の形式で保存したテキストベースの CSVファイルは、からダウンロードし
たときに文字化けする可能性があります。

（注）

手順

ステップ 1 テキストエディタを開くか、テキストベースの CSVファイルをエクスポートまたは作成可能
な別のアプリケーションを開きます。

ステップ 2 追加する IME除外グループ設定ごとに別々の行を使用して値を入力します。CSVデータファ
イルを作成する場合は、次の規則に留意してください。

•フィールドが空でも、必ずカンマ区切り文字を指定します。

•空の行がある CSVファイルを挿入すると、エラーが発生します。

ステップ 3 CSVファイルを保存する際は、UTF-8エンコードファイルとして保存します。Notepad++の
[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストで、[バイトオーダーマーク（BOM）
なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択できます。

次のタスク

の最初のノードに CSVファイルをアップロードします。「サーバへのファイルのアップロー
ド（25ページ）」を参照してください。

関連トピック

サーバへのファイルのアップロード（25ページ）
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IME除外グループ設定ファイルの形式
次のサンプル形式と例は、IME除外グループ設定に関するフィールド、フィールド長、および
そのフィールドがテキストベースの CSVファイルに必須か省略可能かを示しています。

Group Name（必須、1～ 50文字）、Description（省略可能、1～128文字）。

例

Name,Description
Exclu_grp1,sample_file

フォールバックプロファイル設定用のテキストベースの

CSVファイルの作成
フォールバックプロファイル設定を挿入するときに、データ入力に BATスプレッドシートを
使用する代わりに、値をカンマで区切った ASCIIテキストの行を使用してカンマ区切り値
（CSV）ファイルを作成できます。Notepad++などのテキストエディタを使用できます。

UTF-8形式ではASCII文字以外の文字を保存できるため、この形式で保存したテキストベース
の CSVファイルのみをアップロードすることをお勧めします。Notepad++などのテキストエ
ディタを使用すると、[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストから [バイト
オーダーマーク（BOM）なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択でき
ます。UTF-8以外の形式で保存したテキストベースの CSVファイルは、からダウンロードし
たときに文字化けする可能性があります。

（注）

手順

ステップ 1 テキストエディタを開くか、テキストベースの CSVファイルをエクスポートまたは作成可能
な別のアプリケーションを開きます。

ステップ 2 追加するフォールバックプロファイル設定ごとに別々の行を使用して値を入力します。CSV
データファイルを作成する場合は、次の規則に留意してください。

•フィールドが空でも、必ずカンマ区切り文字を指定します。

•空の行がある CSVファイルを挿入すると、エラーが発生します。

ステップ 3 CSVファイルを保存する際は、UTF-8エンコードファイルとして保存します。Notepad++の
[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストで、[バイトオーダーマーク（BOM）
なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択できます。
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次のタスク

の最初のノードに CSVファイルをアップロードします。

関連トピック

サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

フォールバックプロファイル設定ファイル形式

次のサンプル形式と例に、フォールバックプロファイル設定のテキストベース CSVファイル
内のフィールドとフィールドの長さ、および各フィールドがオプションまたは必須のどちらで

あるかを示します。

[名前（Name）]（必須、1～50文字）、[説明（Description）]（オプション、1～128文字）、
[アドバタイズされたフォールバックのE.164番号（Advertised Fallback Directory E.164 Number）]
（オプション、1～16文字）、[フォールバックのQOSの重要度レベル（Fallback Qos Sensitivity
Level）]（必須、1～ 2文字）、[フォールバックのコール CSS（Fallback Call CSS）]（必須、1
～ 2文字）、[フォールバックのコール応答タイマー（Fallback Call Answer Timer）]（必須、1
～ 2文字）、[フォールバックの電話番号パーティション（Fallback Directory Number Partition）]
（必須、1～ 50文字）、[フォールバックの電話番号（Fallback Directory Number）]（必須、1
～ 50文字）、[発信者 IDの部分一致の桁数（Number of Digits for Caller Id Partial Match）]（必
須、1～ 2文字）

例

名前（Name）,説明（Description）,アドバタイズされたフォールバックのE.164番号（Advertised
Fallback Directory E.164 Number）,フォールバックのQOSの重要度レベル（Fallback Qos Sensitivity
Level）,フォールバックのコール CSS（Fallback Call CSS）,フォールバックのコール応答タイ
マー（Fallback Call Answer Timer）,フォールバックの電話番号パーティション（Fallback Directory
Number Partition）,フォールバックの電話番号（Fallback Directory Number）,発信者 IDの部分一
致の桁数（Number of Digits for Caller Id Partial Match）
profile1,sample_file,+91233232,1,Trunk Reroute Calling Search Space,2,partition1,1212,1

エンドユーザ CAPFプロファイル用のテキストベースの
CSVファイルの作成

エンドユーザ CAPFプロファイルを挿入するとき、データ入力に BATスプレッドシートを使
用する代わりに、値をカンマで区切ったASCIIテキストの行を使用してカンマ区切り値（CSV）
ファイルを作成できます。Notepad++などのテキストエディタを使用できます。
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UTF-8形式ではASCII文字以外の文字を保存できるため、この形式で保存したテキストベース
の CSVファイルのみをアップロードすることをお勧めします。Notepad++などのテキストエ
ディタを使用すると、[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストから [バイト
オーダーマーク（BOM）なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択でき
ます。UTF-8以外の形式で保存したテキストベースの CSVファイルは、Cisco Unified
Communications Managerからダウンロードしたときに文字化けする可能性があります。

（注）

手順

ステップ 1 テキストエディタを開くか、テキストベースの CSVファイルをエクスポートまたは作成でき
るアプリケーションを開きます。

ステップ 2 追加するエンドユーザ CAPFプロファイルごとに、別個の行を使って値を入力します。CSV
データファイルを作成する際は、次の規則に注意してください。

•フィールドが空でも、必ずカンマ区切り文字を指定します。

•空の行がある CSVファイルを挿入すると、エラーが発生します。

ステップ 3 CSVファイルを保存する際は、UTF-8エンコードファイルとして保存します。Notepad++の
[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストで、[バイトオーダーマーク（BOM）
なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択できます。

次のタスク

CSVファイルをCisco Unified Communications Managerの最初のノードにアップロードします。

関連トピック

サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

エンドユーザ CAPFプロファイルのファイル形式
次のサンプル形式と例に、エンドユーザ CAPFプロファイルのテキストベース CSVファイル
内のフィールドとフィールドの長さ、および各フィールドがオプションまたは必須のどちらで

あるかを示します。

[インスタンス ID（Instance ID）]（必須、1～ 132文字）、[エンドユーザ ID（End User ID）]
（必須、1～ 128文字）、[証明書の操作（Certificate Operation）]（必須、1～ 100文字）、[認
証モード（Authentication Mode）]（必須、1～ 100文字）、[認証文字列（Authentication String）]
（オプション、1～ 50文字）、[キーサイズ（Key Size）]（必須、1～ 4文字）、[操作の完了
期限（Operation Completes By）]（必須、1～ 15文字）
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例

インスタンス ID（Instance ID）,エンドユーザ ID（End User ID）,証明書の操作（Certificate
Operation）,認証モード（Authentication Mode）,認証文字列（Authentication String）,キーサイズ
（Key Size）,操作の完了期限（Operation Completes By）
11,user,No Pending Operation,By Existing Certificate (precedence to
LSC),1234567,512,2010:1:21:12

モビリティプロファイル用のテキストベースのCSVファ
イルの作成

モビリティプロファイルを挿入するときに、データ入力に BATスプレッドシートを使用する
代わりに、値をカンマで区切ったASCIIテキストの行を使用してカンマ区切り値（CSV）ファ
イルを作成できます。Notepad++などのテキストエディタを使用できます。

UTF-8形式ではASCII文字以外の文字を保存できるため、この形式で保存したテキストベース
の CSVファイルのみをアップロードすることをお勧めします。Notepad++などのテキストエ
ディタを使用すると、[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストから [バイト
オーダーマーク（BOM）なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択でき
ます。UTF-8以外の形式で保存したテキストベースの CSVファイルは、Cisco Unified
Communications Managerからダウンロードしたときに文字化けする可能性があります。

（注）

手順

ステップ 1 テキストエディタを開くか、テキストベースの CSVファイルをエクスポートまたは作成可能
な別のアプリケーションを開きます。

ステップ 2 追加するモビリティプロファイルごとに別々の行を使用して値を入力します。CSVデータファ
イルを作成する場合は、次の規則に留意してください。

•フィールドが空でも、必ずカンマ区切り文字を指定します。

•空の行がある CSVファイルを挿入すると、エラーが発生します。

ステップ 3 CSVファイルを保存する際は、UTF-8エンコードファイルとして保存します。Notepad++の
[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストで、[バイトオーダーマーク（BOM）
なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択できます。

次のタスク

CSVファイルをCisco Unified Communications Managerの最初のノードにアップロードします。

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
846

テキストベースの CSVファイル

モビリティプロファイル用のテキストベースの CSVファイルの作成



関連トピック

サーバへのファイルのアップロード（25ページ）

モビリティプロファイルのファイル形式

次のサンプル形式および例に、モビリティプロファイルに使用するテキストベース CSVファ
イル内のフィールドとフィールドの長さ、および各フィールドがオプションまたは必須のどち

らであるかを示します。

Mobility Profile Name (Mandatory, 1 to 50 characters), Description (Optional, 1 to128 characters), Service
Access Number (Optional, 1 to 50 characters), Enterprise Feature Access Number/Partition (Optional, 1
to 50 characters), Callback Caller ID (Optional, 1 to 50 characters), Mobile Client Calling Option
(Mandatory, 1 to 50 characters).

例

Mobility Profile Name,Description,Service Access Number,Enterprise Feature Access
Number/Partition,Callback Caller Id,Mobile Client Calling Option
MoProfile1,testexport,2323,123456 in part1,33,Dial via Office Reverse

インフラストラクチャデバイス用のテキストベースの

CSVファイルの作成
Notepad++などのテキストエディタを使用して、インフラストラクチャデバイス用の CSVテ
キストファイルを作成できます。

UTF-8形式ではASCII文字以外の文字を保存できるため、この形式で保存したテキストベース
の CSVファイルのみをアップロードすることをお勧めします。Notepad++などのテキストエ
ディタを使用すると、[エンコーディング（Encoding）]ドロップダウンリストから [バイト
オーダーマーク（BOM）なしの UTF-8（UTF-8 without Byte Order Mark (BOM)）]を選択でき
ます。UTF-8以外の形式で保存したテキストベースの CSVファイルは、Cisco Unified
Communications Managerからダウンロードしたときに文字化けする可能性があります。

（注）

手順

ステップ 1 テキストエディタを開くか、テキストベースの CSVファイルをエクスポートまたは作成可能
な別のアプリケーションを開きます。

ステップ 2 CSVファイルの先頭行は、「ACCESSPOINT OR SWITCH NAME,IPV4 ADDRESS,IPV6
ADDRESS,BSSID,DESCRIPTION」にする必要があります。

ステップ 3 追加するインフラストラクチャデバイスごとに別々の行を使用して値を入力します。CSVファ
イルには、以下をカンマで列挙した列が含まれます。

Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド、リリース 15
847

テキストベースの CSVファイル

モビリティプロファイルのファイル形式



• [デバイス名（Device Name）]
• IPv4アドレス
• IPv6アドレス
• BSSID
•説明

ステップ 4 サンプル CSVデータファイルを表示するには、[一括管理（Bulk Administration）] > [インフ
ラストラクチャデバイス（Infrastructure Device）] > [インフラストラクチャデバイスの挿入
（Insert Infrastructure Device）]の順にクリックします。
[インフラストラクチャデバイス設定の挿入（Insert Infrastructure Device Configuration）]ウィン
ドウが開きます。

ステップ 5 [サンプルファイルの表示（View Sample File）]をクリックします。

関連項目
•電話機用のテキストベースの CSVファイルの作成（798ページ）

•テキストベースの CSVユーザファイルの作成（804ページ）

•ユーザデバイスプロファイル用のテキストベースの CSVファイルの作成（807ページ）

• Cisco Unified CM Assistantマネージャおよびアシスタントの関連付け用のテキストベース
の CSVファイルの作成（811ページ）

• Cisco VG200ゲートウェイ用のテキストベースの CSVファイルの作成（813ページ）

• Cisco Catalyst 6000 FXSポート用のテキストベースの CSVファイルの作成（827ページ）

•クライアント識別コードおよび強制承認コード用のカスタムのテキストベースのCSVファ
イルの作成（830ページ）

•コールピックアップグループ用のテキストベースの CSVファイルの作成（834ページ）

•リモート接続先プロファイル用のテキストベースの CSVファイルの作成（836ページ）

•電話移行用のテキストベースの CSVファイルの作成（837ページ）

• IME信頼要素設定用のテキストベースの CSVファイルの作成（838ページ）

• IME登録グループ設定用のテキストベースの CSVファイルの作成（840ページ）

• IME除外グループ設定用のテキストベースの CSVファイルの作成（842ページ）

•フォールバックプロファイル設定用のテキストベースの CSVファイルの作成（843ペー
ジ）

•エンドユーザ CAPFプロファイル用のテキストベースの CSVファイルの作成（844ペー
ジ）
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•モビリティプロファイル用のテキストベースの CSVファイルの作成（846ページ）
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付録 B
BATパフォーマンス

• BATパフォーマンス（851ページ）

BATパフォーマンス
次の表に、さまざまな BATトランザクションのパフォーマンスの値を示します。

リストされているパフォーマンスデータは、ラボ条件で発生したものです。したがって、この

データは Cisco Unified Communications Managerのアクティビティに応じて変わる可能性があり
ます。オフピーク時の数値は、トランザクション全体の時間を判断するための、おおよその目

安を提供するだけです。

（注）

表 54 :さまざまなトランザクションの BATパフォーマンスの測定値

1分間に処理されるレコードの数トランザクション

強制承認コード

200FACの挿入

500FACの削除

クライアント識別コード

250CMCの挿入

500CMCの削除

コールピックアップグループ

200CPGの挿入

500CPGの削除
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1分間に処理されるレコードの数トランザクション

電話/ユーザ

100電話/ユーザの確認

30電話/ユーザの挿入

ユーザー（Users）

150ユーザの挿入

65ユーザの更新

500パスワード/PINのリセット（クエリ）

350パスワード/PINのリセット（カスタム）

500ユーザレポートの生成

250ユーザのエクスポート -特定ユーザ

200ユーザのエクスポート -すべてのユーザ

300ユーザの削除 -クエリ

300ユーザの削除 -カスタム

マネージャアシスタント

75マネージャ/アシスタントの挿入

300マネージャ/アシスタントの CSVベースの削除

300マネージャ/アシスタントのクエリベースの削
除

300マネージャ/アシスタントのカスタムファイル
ベースの削除

UDPトランザクション

300UDPの検証

65UDPの固有の詳細の挿入

50すべての詳細のエクスポート

75回線 UDPの追加

125UDPのレポート
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1分間に処理されるレコードの数トランザクション

70UDPの削除

電話機のトランザクション

250電話の確認

45特定の電話機の挿入

75すべての詳細のエクスポート

150電話の更新

75電話機の回線の追加

500電話機のリセット/再起動

300電話レポートの生成

75電話機の削除（クエリ）

インフラストラクチャデバイス

500インフラストラクチャデバイスの挿入
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翻訳について
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場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


